法華 経 の 現代 語 
序 品 


この よう に 、 私 は 聞い た 。 


ある 時 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 王 舎 城 の (東北 の )「 者 痢 嘱 山 」、「 霊 
( 驚 ) 山 」 の 中 に 住ん で いた 。 


( 釈 迎 牟 尼 仏 は 、) 大 いな る 出家 者 達 、 一 万 二 千 人 と 共に いた 。 
(一 万 二 千 人 の 出家 者 達 は 、 ) 「 阿 維 漢 」 で あっ た 。 
(「 阿 維 漢 」 達 は 、) 諸 々 の 「 漏 」、「 燃 悩 」 は 上 學 に 尽き 、 ま た 燃 
層 を 起こ すす 事 ) が 析 く 、 巳 に と っ て ( 真 の ) 利 益 き と 成る 事 を と ら え て 
会 得 し て 、 諸 々 の 存在 する 「 結 」、「 輪 廻 転 生 に 結び つけ 束縛 する 
燃 悩 」 を (無く し ) 尽 くし 、 心 が 自在 で ある 事 を 得 て い た 。 
それ ら の 「 阿 殺 漢 」 達 の 名 を (何人 か ) 吉 っ て いく と 、 
阿 若 情 陳 如 、 
摩 訓 迎 葉 、 
優 楼 頻 螺 迎 葉 、 
伽耶 迎 葉 、 
那 提 迎 葉 、 
舎利 那 、 
大 目 特 連 、 
摩 詞 迎 廊 延 、 


加 陵 仰 状 貴 、 

薄 拘 維 、 
摩 詞 拘 締 雑 、 

難 陀 、 

炊 陀 維 難 陀 、 
富 楼 那 弥 多 維 尼子 、 
須 菩 提 、 


阿 難 、 
維 央 維 で ある 。 


これ ら の 者 達 が 知ら れ て いる 大 いな る 「 阿 殺 漢 」 達 で ある 。 
また 、「( 有 ) 学 」 と 「『 無 学 」 の 者 達 が 二 千 人 いた 。 

摩 詞 波 導 波 提 比丘 尼 が 六 千 人 の 状 属 と 共に いた 。 

雑 由 維 の 母 、 耶 輸 陀 維 比丘尼 も また 春 属 と 共に いた 。 


「 菩薩 摩 詞 薩 」 が 八 万 人 いた 。 

( 八 万 人 の 「 立 薩摩 記 薩 」 達 は 、) 皆 、「 阿古 釣 三 待 三 菩提 」、 
「 無 上 普遍 正 覚 」 に お いて 不 退 転 で あっ た 。 

( 八 万 人 の 「 菩薩 摩 記 薩 」 達 は 、) 皆 、 

「 陀 雑 尼 」、「 真理 の 保持 」 を 得 て い た 。 

「 楽 説 弁 オ 」、「 他 者 の 願う 所 に 従っ て 自在 に 仏法 を 説く 事 が で 
きる 弁 舌 の オ 能 」 で 不 退 転 の 「 法輪 を 転じ て いた 」、「 法 を 説い て 
いた 」。 

幾 百 、 幾 千 の 無数 の 諸仏 を 供養 し て いた 。 

諸仏 の 所 で 諸々 の 功徳 と 成る 種 を 植え て いた 。 

常に 、 諸 仏 に に っ て 、 ほ め ら れ て いる 所 の 行為 を し て いた 。 
交 愛 に よっ て 身 を 修め て いた 。 

よく 仏 の 智 導 に 入っ て いた 。 

大 いな る 智 疾 に 通達 し て いた 。 

「 彼岸 」、「 悟 り 」 に 到達 し て いた 。 

名 称 が 、 量 けり 知る 事 が で き な い ほど の 無数 の 世界 に 、 あ まね く 聞 ゲ 


こえ て いた 。 
能 く 幾 百 、 畿 千 の 無数 の 「 衆生 」、「 生 者 」 を 仏 土 へ 渡し て い 
た 。 


それ ら の ( 八 万 人 の 「 菩薩 摩 詞 隊 」 達 の ) 名 前 を (何人 か ) 吉 っ て い 


文殊 師 利 菩 薩 、 
観世 音 菩薩 、 
大 勢 菩薩 、 

常 精進 菩薩 、 
不 休息 菩薩 、 
宝 掌 菩薩 、 
薬 王 菩薩 、 
勇 施 菩薩 、 


宝 月 菩薩 、 
月 光 菩 薩 、 
満月 菩薩 、 
大 力 菩薩 、 
無量 力 菩 薩 、 

越 三界 菩薩 、 

政 陀 婆 維 菩 隊 、 
線 動 菩薩 、 
宝 積 菩 薩 、 

導師 菩薩 で ある 。 


これ ら の よう な 「 菩薩 摩 記 薩 」 等 、 八 万 人 の 「 菩薩 摩 鹿 薩 」 が 共 
に いた 。 


その 時 、 帝 釈 天 が 、 そ の 閉 属 の 二 万 人 の 「 天 子 」、「 天 人 」 と 共 
に いた 。 


また 、 名 月 天子 、 普 香 天子 、 宝 光 天子 、 四 大 天王 が 、 そ れ ら の 准 
属 の 一 万 人 の 「『 天子 」、「 天 人 」 と 共に いた 。 


自在 天子 、 大 自在 天子 が 、 そ れ ら の 療 属 の 三 万 人 の 「 天 子 」 、 
「 天 人 」 と 共に いた 。 


「 姿 婆 世 界 」 の 主 で ある 、 基 天 王 、 末 棄 大 郊 、 光 明 大 移 、 等 が 、 
それ ら の 著 属 の 一 万 二 千 人 の "天子 」、「 天 人 」 と 共に いた 。 


八 ( 大 ) 龍 王 で ある 難 陀 龍王 、 政 難 陀 龍王 、 深 伽 弘 龍王 、 和 修 吉 
龍王 、 徳 叉 迎 龍王 、 阿 那 引 達 多 龍王 、 摩 那 新 龍王 、 優 鉢 龍王 ら 
が いた 。 

各 龍 王 は 幾 百 、 幾 干 か の 閉 属 と 共に いた 。 


四 緊 那 維 王 で ある 法 緊 那 殺 王 、 妙 法 緊 那 維 王 、 大 法 緊 那 雑 
王 、 持 法 緊 那 維 王 が いた 。 
各 緊 那 雑 王 は 幾 白 、 幾 干 か の 著 属 と 共に いた 。 


四 乾 賠 婆 王 で ある 楽 乾 賠 交 王 、 楽 音 乾 較 婆 王 、 美 乾 賠 状 王 、 
美音 乾 賠 婆 王 が いた 。 
各 乾 較 王 は 幾 白 、 幾 干 か の 著 属 と 共に いた 。 


四 阿 修 維 王 で ある 婆 稚 阿 修 維 王 、 信 殺 枚 駄 阿 修 維 王 、 思 摩 質 


多 維 阿 修 維 王 、 比 内 阿 修 維 王 が いた 。 
各 阿 修 雑 王 は 幾 白 、 幾 干 か の 著 属 と 共に いた 。 


四 迎 楼 維 王 で ある 大 威 徳 迎 楼 維 王 、 大 身 迎 楼 維 王 、 大 満 迎 楼 
維 王 、 如 意 迎 楼 殺 王 が いた 。 
各 迎 楼 維 王 は 幾 白 、 幾 干 か の 著 属 と 共に いた 。 


誤 提 希 の 子 、 阿 痢 世 王 が 畿 百 、 畿 生か の 閉局 と 共に いた 。 


各々 、( 頭 を ) 釈 迎 牟 尼 仏 の 足 に (つけ て ) 敬 礼 し て 、 退 き 、 一 面 に 
堂 し た 。 


その 、 世 尊 、 釈 迎 年 尼 仏 は 、「 四 軍 」 に よっ て 、 囲 まれ 、 人 供養 さ 
れ 、 恭 し く 敬 われ 、 尊 重 さ れ 、 ほ め た た えら れ た 。 

( 釈 迎 年 尼 仏 は 、) 諸 々 の 菩薩 の 為 に 「 無量 義 」、「 量り 知れ な い 
意義 」、「 教 菩薩 法 」、「 菩薩 に 教え る 法 」、「 仏 所 護 念 」、「 仏 
が 念頭 に 革 い て 護る 所 の も の 」 と いう 名 の 大 乗 経 を 説い た 。 

釈 迎 年 尼 仏 は 、 こ の 経 を 説き 終わ る と 、 結 呈 中 堂 し て 「 無 量 義 処 
三昧 」、「 量り 知れ な い 意 義 に 処す る 三昧 」 に 入っ て 、 心 身 を 不動 
に し た 。 


この 時 、 天 か ら 雨 の よう に 曖 陀 維 華 、 摩 記 曖 陀 維 華 、 明 殊 沙 華 、 
摩 記 耕 殊 沙 華 が 降っ て 、 釈 迎 牟 尼 仏 の 上 、 お よび 、 諸 々 の 大 衆 に 降 
けけ 注い だ 。 

あま ね く 、 仏 の 世界 は (東西 南北 と 上 下 の ) 六 種類 (の 方 向 ) に 岩 動 
し た 。 


その 時 、 集 会 の 中 に は 、 
比丘 、 比 丘 尼 、 優 婆 寒 、 優 婆 夷 、 
天 人 、 龍 、 夜 叉 、 乾 賠 婆 、 阿 修 欠 、 迎 楼 維 、 緊 那 座 、 摩 用 殺 伽 、 
人 、「 括 人 」、「 人 で は な いも の 」、 お よび 、 諸 々 の 小 王 、 転 輸 聖 
王 が いた 。 

これ ら の 諸々 の 大 軍 は 、 未 曽 有 の 事 を 得 て 歓 喜 し 、 合 掌 し て 一 心 
に 釈 迎 牟 尼 仏 を 観 た 。 


その 時 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 眉間 の 白 室 相 か ら 光 を 放っ て 東方 の 一 万 八 
千 の 世界 を 照ら し て 、 あ まね く 行 き 渡 り 、 下 は 阿鼻 地獄 に まで 至 
り 、 上 は 阿 迎 尼 叱 天 に まで 至っ た 。 

この 世界 に いた まま 、 そ れ ら の 他 の 世界 の 「 六 趣 」、「 太 道 」、 
「 地獄 、 僚 史 、 畜 生 、 修 維 、 人 、 天 」 の 「 旧 生 」、「 生 者 」 の こと 


ご と く が 見 えた 。 

また 、 そ れ ら の 他 の 世界 に 現に 存在 する 諸仏 が 見 えた 。 

お よび 、 諸 仏 が 説 か れ て いる 経 の 仏法 が 聞こ えた 。 

な ら び に 、 諸 々 の 比丘 、 比 丘 尼 、 優 婆 寒 、 優 婆 夷 と 、 諸 々 の 修行 
し て 仏道 を 会 得 し て いる 者 が 見 えた 。 

また 、 諸 々 の 菩薩 摩 詞 薩 が 種々 の 因縁 、 種 々 の 「 舘 解 」、「 値 じ 
て 理 懇 し た も の 」 、 種 々 の 相 貌 で 菩薩 の 道 を 行っ て いる の が 見 え 


また 、 請 仏 の うち 「 般 混 繁 」 者 が 見 えた 。 

また 、 諸 仏 の うち 「 般 混 各 」 者 の 「 般 混 加 」 後に 、「 仏 舎利 」、 
「 仏 の 遺骨 」 を 納め た 「『 七 宝塔 」、「 七 種類 の 宝 に よる 塔 」 が 建て 
られ た の が 見 えた 。 


その 時 、 弥 勤 菩薩 は 、 こ う 思 っ た 。 


今 、 世 豊 、 釈 迎 年 尼 仏 は 神 変 の 相 を 現し た 。 

どん な 「 因 緑 」、「 理 由 」 で 、 こ の 瑞 兆 が 有 っ た の か ? 
今 、 仏 世 末 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 三昧 に 入っ た 。 

稀有 な 事 が 現さ れ た 、 こ の 不可 思 議 を 、 ま さ に 、 誰 に 質問 すれ ば 
よい の か ? 

誰が 、 能 く 答 える 事 が で きる 者 で あろ うか ? 


また 、( 宮 動 昔 薩 は 、) こ う 思 っ た 。 


この 文殊 師 利 (菩薩 ) は 「 法 王 」、「 仏 」 の 子 で ある 。 

(文殊 師 利 菩 薩 は 、) 皮 に 、 か つて 、 過 去 の 量り 知れ な い ほ ど 無 数 
の 諸仏 に 親しみ 近づい て 供養 し て き て いる 。 

きっ と 必ず 、 ま さ に 、 こ の よう な 稀有 な 相 を 見 た 事 が 有る は ず で 


る 。 
私 (、 弥 勤 菩 薩 ) は 、 今 、 ま さ に 、( 文 殊 師 利 菩 薩 に ) 質 問 し よう 。 


その 時 、 比 丘 、 比 丘 尼 、 優 婆 寒 、 優 波 更 、 お よび 、 諸 々 の 天 人 、 
龍 、 鬼 神 な ども 皆 、 こ う 思 っ た 。 


この 釈 迎 年 尼 仏 の 光明 に よる 神通 の 相 を 今 、 ま さ に 、 座 に 質問 す 
る べき で あろ つか ? 


その 時 、 紀 勤 菩薩 は 、 自 ら 疑 問 を 解決 し た いと 欲し て 、 ま た 、 
「 四 衆 」 で ある 「 比丘 、 比 丘 尼 、 優 波 寒 、 優 和 」 、 お よび 、 諸 々 
の 天 人 、 龍 、 鬼 神 な どの 会 軍 の 心 を 観 て 、 文 殊 師 利 (菩薩 ) に 質問 し 


て 、 走 っ た 。 


どん な 「 因 縁 」、「 理 由 」 で 、 こ の 瑞 兆 、 神 通 の 相 が 有る の で す 
か が か? 

放 た れ た 大 いな る 光明 は 東方 の 一 万 八 千 の 世界 を 照ら し て 、 そ れ 
ら の 仏 の 国 で ある 世界 の 荘厳 が 、 こ と ご と く 見 えま す 。 


ここ に お いて 、 絢 聞 薩 は 、 く けり 返し 、 同 じ 意 味 の 質問 を 話し た 
いと 欲し て 、 詩 の 形式 で 、 質 問 し て 吉 っ た 。 


文殊 師 利 (菩薩 ) よ 、 導 師 ( で ある 釈 迎 牟 尼 仏 ) は 、 な ぜ 、 眉間 の 白 
寺 か ら の 大 いな る 光 で 、 あ まね く 照 らし た の か ? 

曖 陀 維 、 曇 殊 沙 華 が 降っ て 、Z 槽 理 の 香り が する 風 は 会 軍 の 心 を 
要 怖 材 友 。 

これ ら の 「 因 縁 」 、「 理 由 」 に よっ て 、 地 は 皆 、 荘 厳 に 清浄 に 
成っ た 。 

そし て 、 こ の 世界 は (東西 南北 と 上 下 の ) 六 種類 (の 方 向 ) に 震動 し 
7 誠 。 

時 に 、「 四 (部 ) 衆 」 は 皆 、 歓 喜 し て 、 身 心 が 快 く 成 っ て 、 未 曽 有 
の 事 を 得 た 。 

眉間 か ら の 光明 は 東方 の 一 万 八 千 の 世界 を 照ら し て 、 皆 、 金 色 の 
よう に 成っ た 。 

阿鼻 地獄 か ら 、 上 は 「 有頂天 」 に 至る まで の 、 諸 々 の 世界 の 中 の 
「 六 道 」 の 「 生 」、「 生 者 」 の 、 趣 いて 生死 し て いる 所 、 善 業 や 
悪 業 の 縁 、 受 け て いる 好ま し い 報 いや 醒 い 報い が 、 こ の 世界 に いた 
まま で 、 こ と ご と く 見 えた 。 

また 、「 聖 主 」 で ある 、 獅 子 に 例え られ る 、 諸 仏 が 、 経 典 の 微細 
で 絶妙 な 第 一 の 真理 を 演説 し て いる の が 見 えた 。 

(諸仏 の 、) そ の 声 は 清浄 で 、 和 柔軟 な 音声 を 出し て いた 。 

(諸仏 は 、) 幾 万 、 幾 億 の 無数 の 諸々 の 菩薩 を 教え て いた 。 

「 苑 音 」、「 仏 の 声 」 は 、 深 く 、 絶 妙 で 、 人 に 「 聞き た い 」 と 願 
わせ て いた 。 

( 各 仏 は 、) 各 世界 で 、 種 々 の 因縁 に よっ て 、 正 し い 法 を 講 説 し て 
いた 。 

(諸仏 は 、) 量 り 知れ な い ほ ど 無 数 の 比 只 で 仏法 を 照ら し て 明らか 
に し て 「 軍 生 」、「 生 者 」 に 悟り を 開か せ て いた 。 

も し 人 が 苦し み に 遭 遇 し て 「 老 病死 」、「 老 化 、 病 気 、 死 」 を 馬 
い 嫌 えば 、 そ の 人 の 人 為 に 、 混 繁 を 説い て 、 諸 々 の 苦し み の 際 を 尽く 
させ て いた 。 

も し 人 に 幸福 を も た ら す 功徳 が 有 っ て 、 か つて 仏 を 供養 し た 事 が 


有 っ て 、 優 れ た 法 を 志 し て 求め れ ば 、 そ の 人 の 為 に 、「 緑 覚 」 を 説 
いて いた 。 

も し 「 仏 子 」、「 出 家 し て 戒 を 守っ て いる 者 」 が いて 、 種 々 の 修 
行 を し て 、 無 上 の 智 痴 を 求め れ ば 、 そ の 「 仏 子 」 の 為 に 、「 兆 
道 」、「 清 浄 な 真理 」 を 説い て いた 。 

文殊 師 利 (菩薩 ) よ 、 私 (、 弥 動 菩薩 ) は 、 こ こ に いて 、 こ れ ら の よ 
うな 事 を 見 聞き する 事 、 幾 千 、 幾 億 に 及 ん で いる 。 

この よう に 、 多 い の で 、( 私 、 動 菩薩 は 、) 今 、 ま さ に 、 略 説 し 
貞 5。 

私 (、 弥 勤 菩薩 ) は 、 そ れ ら の 他 の 世界 の 「 恒 ( 河 ) 沙 」、「 ガ ンジ 
ス 川 の 砂 の よう に 無数 」 の 菩薩 が 種々 の 因縁 に よっ て 仏道 を 求め て 
いた の を 見 た 。 

ある い は 、 金 、 銀 、 珈 贅 、 真 珠 、「 摩 尼 」、「 宝 珠 」、「 宇 
碑 」、「 シ ャ コ 貝 の 貝殻 」、 秦 確 、 金 剛 、 諸 々 の 珍し い 物 、「 奴 
興 」 に よる 奉仕 、 乗 り 物 、 宝 飾 さ れ た 「 医 軸 」 と いう 乗り 物 を 布施 
する 事 を 行っ て 、 歓喜 し て 布施 し て 仏道 に 回 向 し て 、「『 三 界 』 で 
第 一 の 物 で ある 、 諸 仏 に に っ て 、 ほ め た た えら れ て いる 、 こ の 『 仏 
乗 』 を 得 た い 」 と 願っ て いた 菩薩 が いた 。 

ある い は 、 四 頭 立 て の 宝 で 飾ら れ た 馬車 、「 欄 桶 」、「 華 蓋 」、 
軒 飾り を 布施 し て いた 菩薩 が いた 。 

また 、 身 の 肉 、 手 足 に よる 奉仕 、 お よび 、 妻 子 に よる 奉仕 を 布施 
し て 無 上 の 仏道 を 求め て いた 菩薩 が 見 えた 。 

また 、 頭 、 目 、 身 体 に よる 奉仕 を 喜ん で 願っ て 布施 し て 王 え て 、 
仏 の 智 堪 を 求め て いた 菩薩 が 見 えた 。 

文殊 師 利 (菩薩 ) よ 、 私 (、 弥 勤 音 薩 ) は 、 諸 王 が 仏 の 所 へ 行っ て 、 
無 上 の 仏道 に つい て 質問 し て 、 楽 し め る 土地 、 宮殿 、 家 臣 、 革 を 捨 
て て 、 ひ げ と 髪 を 剃り 除い て 、「 法 服 」、「 表装 」 を まとっ て いた 
の を 見 た 。 

ある い は 、「 比 丘 」、「 出 家 者 」 と 成っ て 、 閑 静 な 場所 に 独り で 
いて 、 経 典 を 読む お 事 を 楽し ん で いた 菩薩 が 見 えた 。 

また 、 勇 猛 果 敢 に 精進 し て 、 深 い 山 に 入っ て 、 仏 道 を 思 必 し て い 
た 菩薩 が 見 えた 。 

また 、 谷 を 離れ て 、 常 に 「 空 閑 」、「 人 里 離れ た 静か な 場所 」 に 
いて 、「 禅 定 」 を 深く 修行 し て 、「 五 神通 」 を 得 て い た 菩薩 が 見 え 
た 。 

また 、 安 ら か に 座禅 し て 、 合 掌 し て 、 幾 干 、 幾 万 の 詩 で 「 諸 法 

ュ 」、「 諸 仏 」 を ほめ た た えて いた 菩薩 が 見 えた 。 

また 、 智 医 が 深く て 、 志 が 堅固 で 、 能 く 、 諸 仏 に 質問 し て 聞い 
て 、 こ と ご と く 受 け 取 っ て 保持 し て いた 菩薩 が 見 えた 。 

また 、「 定 」 と 「 直 」 を 「 内 足し て 」、「 十 分 に 備え て 」、 量 り 


知れ な い ほ ど 無 数 の 比 障 で 「 生 」、「 生 者 」 の 為 に 仏法 を 講 説 し 
て 、 喜 ん で 願っ て 説法 し て 諸々 の 菩薩 を 教化 し て 、「 魔 兵 軍 」、 
「 魔 の 軍団 」 を 破っ て 、「 法 鼓 を 撃っ つて 」、「 説 法 し て 」 い た 「 仏 
子 」、「 仏 の 弟子 」 が 見 えた 。 

また 、 静 か に 安らか に 黙っ て 、 天 人 と 龍 が 恭 し く 散 っ て も 喜び と 
為 さ な か っ た 菩薩 が 見 えた 。 

また 、 林 に いて 、 光 を 放っ て ( 生 者 を ) 地 獄 の 苦し みか ら 救 済 し て 
仏道 に 入ら せ て いた 菩薩 が 見 えた 。 

また 、 未 だ か つて 睡眠 を と ら な いで 林 の 中 を 「 和 経 行 し て 」、「 和 学 
禅 の 合間 に 歩い て 」 、 仏 道 を 求め る 事 に つと め て いた 「 仏 子 」 、 

「 仏 の 弟子 」 が 見 えた 。 

また 、 戒 を 守っ て 備え て 、「 威 儀 」、「 身 の こなし 」 が 完全 無欠 
で 、 宝 珠 の よう に 清浄 に し て いて 、 仏 道 を 求め て いた 菩薩 が 見 え 
才 。 

また 、 辱 め を 妨 耐 する 力 を 心がけ て 、「 増上 慢 の 」、「『 司 っ 
生還 NE かい の 野 置 雑 喜 、 殴 打 を 皆 こ 
ご と く 能 く 妨 耐 し て 仏道 を 求め て いた 「 仏 子 」、「 仏 の 弟子 」 が 見 
えた 。 

また 、 諸 々 の 「 戯 笑 」、「 悪 ふざけ 」、 お よび 、 思 か な 閉 属 を 離 
れ て 、 知 者 に 親しみ 近づい て 、 一 心 に 乱心 を 除い て 、 思 念 を 正 し 
て 、 山 林 に 幾 千 、 幾 万 、 幾 億 年 で も いて 、 仏 道 を 求め て いた 菩薩 が 
見 えた 。 

ある い は 、 飲 食物 、 何 百 種 も の 無数 の 薬 を 仏 、 お よび 、 僧 に 布施 
で 
幾 千 、 幾 万 の 価値 の 良い 衣服 、 上 等 な 服 、 あ る い は 、 価 格 を つけ る 
事 が で き な い 貴重 な 衣服 を 仏 、 お よび 、 僧 に 布施 し て 、 
何 和 、 何 万 、 何 億 種類 も の 梅 愉 と 宝 で 飾ら れ た 建物 、 諸 々 の 妙 な る 
寝具 を 仏 、 お よび 、 僧 に 布施 し て 、 
華 や 果 実 が 盛ん に 活 る 清浄 な 較 林 、 清 流 、 泉 、 水 浴び で きる 池 を 
仏 、 お よび 、 僧 に 布施 し て 、 

この よう に 、 種 々 の 微細 で 絶妙 な も の を 喜ん で 、 胡 い 嫌 わ な いで 、 
布施 し て 、 無 上 の 仏道 を 求め て いた 菩薩 が 見 えた 。 

ある い は 、 寂 滅 の 法 を 説い て 、 無 数 の 「 軍 生 」、「 生 者 」 を 種々 
に 教え て いた 菩薩 が 見 えた 。 

ある い は 、「『 諸 法 』、『 全 て の も の 』 の 性 質 は 二 相 で は な い 。 
虚 棄 の よう に 」 と 観察 し て いた 菩薩 が 見 えた 。 

また 、 こ の 妙 な る 智 疾 に よっ て 、 心 が 執着 する 所 が 無い 事 に よっ 
て 、 無 上 の 仏道 を 求め て いた 「 仏 子 」、「 仏 の 弟子 」 が 見 えた 。 
文殊 師 利 (菩薩 ) よ 、 ま た 、 仏 の 「 滅 度 」、「 肉 体 の 死 」 の 後 、 

「 舎利 」、「 仏 の 遺 営 」 を 供養 し て いた 菩薩 が いた 。 


また 、「 仏 子 」、「 仏 の 弟子 」 が 「 恒 ( 河 ) 沙 の 」、「 ガ ンジ ス 川 
の 砂 の よう な 」 無数 の 諸々 の 、 仏 の 遺骨 を 納め る 塔 瞳 を 造っ て いた 
の が 見 えた 。( 仏 の 弟子 は 、 仏 の ) 国 で ある 世界 を 荘厳 に 飾っ て い 
た 。 

宝 で 飾ら れ た 塔 は 、 高 く 、 絶 妙 で 、 五 千 由 旬 で 、 縦 と 模 の 広 さ 
が 、 正 確 に 等 し く て 、 二 千 由 旬 で あっ た 。 

仏 の 遺 周 を 納め る 塔 上 世 は 各々 、 千 の 「 峠 施 」 で 飾ら れ て いて 、 宝 
珠 を 鐵 り 交ぜ て 披露 し て いる 「 幅 」 で 飾ら れ て いて 、 宝 で 飾ら れ た 
鈴 は 「 和 鳴 し て いた 」、「 音 色 が 合っ て 鳴っ て いた 」。 

諸々 の 天 人 、 龍 神 、 人 、 お よび 、「 括 人 」、「 人 で は な いも の 」 
が 香 、 華 、「 伎 楽 」、「 音 楽 」 に よっ て 仏 の 遺骨 を 納め る 塔 顧 を 常 
に 供養 し て いた 。 

文殊 師 利 (菩薩 ) よ 、 諸 々 の 「 仏 子 」、「 仏 の 弟子 」 は 「 舎 利 」、 
「 仏 の 遺骨 」 を 供養 する 為 に 仏 の 遺骨 を 納め る 塔 遍 を 荘厳 に 飾っ て 
いた 。 

( 仏 の ) 国 で ある 世界 は 、「 天 樹 王 」 の 華 が 「 開 敷 す る 」、「 一 面 
に 咲く 」 よ うに 、 自 然 と 、 特 殊 に 、 絶 妙 に 好 く 成っ て いた 。 

仏 が ー つ の 光 を 放っ て 、 私 (、 応 勤 菩 薩 )、 お よび 、 会 軍 は 、 こ の 
( 仏 の ) 国 で ある 世界 が 種々 に 優れ て 妙 な る の を 見 た 。 

諸仏 の 神 ( 通 ) 力 、 因 需 は 稀有 で 、 一 つの 清浄 な 光 を 放っ て 、 量 り 
知れ な い 無 数 の 国 を 照ら し た 。 

私 (、 弥 勤 音 薩 ) ら は 、 こ れ を 見 て 、 未 曽 有 の 事 を 得 た 。 

(文殊 師 利 )「 仏 子 」、「 菩薩 」 よ 、 文 殊 ( 師 利 菩 薩 ) よ 、 願 わく 
ば 、 会 旬 の 疑問 を 解決 し て くだ さい 。 

「 四 軍 」 は 、 喜 ん で 、 あ な た (、 文 殊 師 利 菩 薩 )、 お よび 、 私 (、 絢 
動 菩薩 ) を 拝見 し て いる 。 

世 尊 、 釈 迎 年 尼 仏 は 、 な ぜ 、 こ の 光明 を 放っ た の か ? 

(文殊 師 利 )「 仏 子 」、「 菩薩 」 よ 、 時 に 、 答 えて 、 疑 問 を 解決 し 
て 、 喜 ば せ て くだ さい し り 。 

どん な 利益 を も た ら す 所 が 有 っ て 、 こ の 光明 を 放っ て 見 せ て いる 
の か ? 

釈 迎 御 尼 仏 は 、 道 場 に 党 し て 、 得 て いる 所 の 妙 な る 法 を 説き た い 
と 欲し て いる 為 に 、 こ の 光明 を 放っ て 見 せ て いる の か ? 

( 釈 迎 御 尼 仏 は 、) ま さ に 、「 授 記 を し た い 」、「 仏 に 成る と いう 
予 訓 を 授け た い 」 と 欲し て いる 為 に 、 こ の 光明 を 放っ て 見 せ て いる 
の か ? 

( 釈 迎 牟 尼 仏 は 、) 諸 々 の 仏 土 が 多数 の 宝 で 荘厳 に 清浄 に 飾ら れ て 
いる の を 示し て いる 。 

お よび 、( 会 隷 は 、) 諸 仏 を 見 た 。 

これ ら は 、 小 さ な 縁 で は な い 。( 大 いな る 緑 で ある 。) 


文殊 ( 師 利 菩薩 ) よ 、 ま さ に 、 知 っ て くだ さい 。 
「 四 衆 」、 龍 神 は 、「 会 隷 の 為 に 、 何 か 説 か な いか ? 」 と 、 あ な 
た (、 文 殊 師 利 菩 薩 ) を 見 て いる 。 


その 時 、 文殊 師 利 (菩薩 ) は 、 弥 勤 菩 薩摩 詞 薩 、 お よび 、 諸 々 の 大 
士 に 語っ た 。 


善い 男子 ら よ 、 私 (、 文 殊 師 利 菩 薩 ) の 「 性 人 」、「 推 測 」 に よる 
と 、 今 、 仏 世 尊 、 釈 迎 年 尼 仏 は 、 大 いな る 法 を 説き た い 、 大 いな る 
法 と いう 雨 を 降ら ち し た い 、 大 いな る 「 法 螺 貝 を 吹き た い 」、「 説 法 
し た い 」、 大 いな る 法 の 意義 を 演説 し た い の で ある 。 

諸々 の 善い 男子 よ 、 私 (、 文 殊 師 利 菩 薩 ) は 、 過 去 の 諸仏 の 所 で 、 
この 瑞 兆 を か つて 見 た 事 が 有る 。 

過去 の 諸仏 は 、 こ の 光 を 放ち 終わ る と 、 大 いな る 法 を 説い た 。 

この た め 、 ま さ に 、 知 る 事 が で きる 。 

今 、 釈 迎 年 尼 仏 は 、 光 を 現し て 、 ま た 、 こ の よう に 大 いな る 法 を 
説く だ ろう つ 。 

( 釈 迎 御 尼 仏 は 、)「『 衆 生 』、『 生 者 』 の 皆 に 、 一 切 の 世間 は 信 
じ る の が 難し い 法 を 聞き 知る 事 を 得 さ せ た い | 」 と 欲し て いる た め 、 
この 瑞 兆 を 現 し た 。 

諸々 の 善い 男子 よ 、 過 去 の 量り 知れ な い 無 限 「 不 可 思 議 」 の 「 阿 
僧 祇 効 」 に 、 そ の 時 、「 日 月 灯明 仏 」 と いう 称号 の 仏 が いた 。 

(日 月 灯明 仏 は 、) 「 如来 、 応 供 、 正 遍 知 、 明 行 足 、 善 逝 、 世 間 
和解 、 無 上 土 、 調 御 丈夫 、 天 人 師 、 仏 世 尊 」 と (いう 「『 十 号 」 で )、 ほ 
め た た えら れ た 。 

(日 月 灯明 仏 は 、) 「 初 善 、 中 善 、 後 善 の 」、「 最初 も 善く 中 間 も 
善く 最後 も 善く 全て が 善い 」 正 し い 法 を 演説 し た 。 

その (正しい 法 の ) 意 義 は 深遠 で あっ た 。 

その 吉 葉 は 巧妙 で 「 純 一 無 雑 で あっ た 」、「 嘘 が 無かっ た 」。 

(日 月 灯明 仏 は 、) 清 ら か な 白い 「 苑 行 」、「 修 行 」 の 「 相 」、 

「 あ り よ う 」 を 「 遇 足し て いた 」、「 十 分 に 備え て いた 」。 

「 声 聞 」 を 求め る 者 の 為 に 、 応 えて 、「 四 科 」 の 法 を 説い て 、 

「 生 老 病死 」 か ら 悟 り へ 渡し て 、 混 山 を 「 究 意 さ せ た 」、「 究 め さ 
せ た 」。 

「 訂 支 仏 」 (、「 独 覚 」) を 求め る 者 の 為 に 、 応 えて 、「 十 二 因 
縁 」 の 法 を 説い た 。 

諸々 の 菩薩 の 為 に 、 応 えて 、「 六 波 維 蜜 」 を 説い て 、「 阿古 多 縮 
三 革 三 菩提 」、「 無 上 普遍 正 覚 」 を 得 さ せ て 、「 一 切 種 智 」 を 成就 
させ た 。 

次 に 、 ま た 、 仏 が いて 、 名 稼 も また 「 日 月 灯明 仏 」 で あっ た 。 


次 に 、 ま た 、 仏 が いて 、 名 稼 も また 「 日 月 灯明 仏 」 で あっ た 。 

この よう に 、 二 万 人 の 仏 は 皆 、「 日 月 灯明 仏 」 と いう 同一 の 称号 
で あっ た 。 ま た 、「 上 弘 堕 」 と いう 同一 の 姓 で あっ た 。 

誠 勤 ( 菩 薩 ) よ 、 ま さ に 、 知 る べき で ある 。 

最初 の 仏 も 後 の 仏 も 皆 、「 日 月 灯明 仏 」 と いう 同一 の 移 号 で あっ 
た 。 

( 二 万 人 の 日 月 灯明 仏 は 、) 「 十 号 」 (の 徳 ) を 「 具足 し て いた 」 、 

「 十 分 に 備え て いた 」 。 

( 二 万 人 の 日 月 灯明 仏 が ) 説 か れ た 仏法 は 、「 初中 後 善 で あっ 
た 」、「 最 初 も 善く 中 間 も 善く 最後 も 善く 全て が 善 か っ た 」。 

その ( 二 万 人 の 日 月 灯明 仏 の うち ) 最 後 の 仏 に は 、 未 だ 出家 し て い 
な か っ た 時 に 、 八 人 の 王子 が いた 。 

一 人 目 の 名 は 、 有 意 で ある 。 

二 人 目 の 名 は 、 善 意 で ある 。 

三 人 目 の 名 は 、 無 量 意 で ある 。 

四 人 目 の 名 は 、 宝 意 で ある 。 

五 人 目 の 名 は 、 増 意 で ある 。 

六 人 目 の 名 は 、 除 疑 意 で ある 。 

七 人 目 の 名 は 、 響 意 で ある 。 

八 人 目 の 名 は 、 法 意 で ある 。 

この 八 人 の 王子 は 威 徳 が 自在 で あっ た 。 

( 八 人 の 王子 は 、) 各 々 、「 四 天下 」 で 統治 し た 。 

この 諸々 の 王子 は 、 父 が 出家 し て 「 阿 多 釘 三 葵 三 菩 提 」、「 無 
上 普遍 正 覚 」 を 得 た と 聞い て 、 皆 こと ご と く 、 王 位 を 捨て て 、 父 に 
追随 し て 出家 し て 、「 大乗 」 の 心 を 「 発 し て 」、「 起 こし て 」、 常 
に 「 抑 行 」、「 修 行 」 を 修行 し て 、 皆 、「 法 師 」 、「 仏 法 の 師 」 と 
な り 終 わる と 、 幾 干 、 幾 万 の 仏 の 所 で 諸々 の 「 善 本 」、「 善 の 種 」 
を 植え た 。 

この 時 、 日 月 灯明 仏 は 、「 無量 義 」 、「 量り 知れ な い 意 義 」 、 

「 教 音 薩 法 」、「 菩 薩 に 教え る 法 」、「 仏 所 護 念 」 、「 仏 が 念頭 に 
置い て 護る 所 の も の 」 と いう 名 の 大 乗 経 を 説い た 。 

(日 月 灯明 仏 は 、) こ の 経 を 説き 終わ る と 、 大 家 の 中 で 結 呈 中 和 し 
て 、「 無 量 義 処 三昧 」、「 量り 知れ な い 意 義 に 処す る 三昧 」 に 入っ 
て 、 心 身 を 不動 に し た 。 

この 時 、 天 か ら 雨 の よう に 明 陀 雑 華 、 摩 詞 明 陀 維 華 、 連 殊 沙 華 、 
摩 詞 明 殊 沙 華 が 降っ て 、 日 月 灯明 仏 の 上 、 お よび 、 諸 々 の 大 衆 に 降 
けけ 注い だ 。 

あま ね く 、 仏 の 世界 は (東西 南北 と 上 下 の ) 六 種類 (の 方 向 ) に 岩 動 
し た 。 

その 時 、 集 会 の 中 に は 、 比 丘 、 比 丘 尼 、 優 婆 究 、 優 塗 更 、 天 人 、 


龍 、 夜 叉 、 乾 塗 、 阿 修 維 、 迎 楼 維 、 緊 那 雑 、 摩 用 維 人 加 、 人 、「 義 
人 」、「 人 で は な いも の 」、 お よび 、 諸 々 の 小 王 、 転 輪 置 王 、 等 が 
いた 。 

この 諸々 の 大 箇 は 、 未 曽 有 の 事 を 得 て 、 歓 喜 し て 、 合 掌 し て 、 一 
心 に 日 月 灯明 仏 を 観 た 。 

その 時 、 日 月 灯明 如来 は 、 眉 間 の 白 宮 相 か ら 光 を 放っ て 、 東 方 の 
一 万 八 千 の 仏 土 を 照ら し て 、 あ まね く 行 き 渡 っ た 。 (私 達 、 文 殊 師 
利 菩 薩 達 が 、) 今 これ ら の 諸々 の 仏 土 を 見 て いる 所 の よう に 。 

誠 勤 ( 菩 薩 ) よ 、 ま さ に 、 知 る べき で ある 。 

その 時 、 集 会 の 中 に 、 二 十 億 人 の 菩薩 が いて 、「 法 を 聴き た い 」 
と 欲し て 願っ た 。 

これ ら の 諸々 の 菩薩 は 、 こ の 光明 が 、 あ まね く 仏 土 を 照ら し た の 
を 見 て 、 未 曽 有 の 事 を 得 て 、 こ の 光 の 「 了 所為 」、「 因 緑 」、「 理 
由 」 を 知り た いと 欲し た 。 

時 に 、 妙 光 と 吉 う 名 の 菩薩 が いた 。 

( 妙 光 菩薩 に は 、) 八 百人 の 弟子 が いた 。 

この 時 、 日 月 灯明 仏 は 「( 無 量 義 処 ) 三 昧 」 か ら 起 き て 、 妙 光 蘭 薩 
に ちな ん で 、「 妙法 蓮華 」、「 教 立 薩 法 」、「 菩薩 に 教え る 法 」、 
「 仏 所 護 念 」、「 仏 が 念頭 に 置い て 護る 所 の も の 」 と いう 名 の 大 乗 
経 を 説い た 。 

六 十 小区 、 座 を 起 た な か っ た 。 

時 に 、 集 会 の 聴い て いた 者 た ち も ま た 同一 の 場所 に 和 し て 、 六 十 
小雪 、 心 身 を 不動 に し て 、 仏 の 所 説 を 聴い た 。 

六 十 小雪 は 、( 超 長 時 間 で ある が 、) 「 食 頃 」、「 食事 に か か る 時 
間 」、「 短 時 間 」 の よう で あっ た と 吉 う っ 。 

この 時 、 会 環 の 中 に は 、 身 心 に 「 民 供 」、「 飽 き て 怠る 事 」 を 生 
じ た 者 は 一 人 も いな か っ た 。 

日 月 灯明 仏 は 、 六 十 小 却 で 、 こ の 経 を 説き 終わ る と 、 舞 ( 天 )、 
「 魔 」、「 沙 門 」、「 出 家 者 」、 婆 維 門 、 お よび 、 天 人 、 阿 修 維 の 
会 宗 の 中 で 、 こ の 吉 葉 を 宣 吉 し た 。 

「 如来 (で ある 私 、 日 月 灯明 仏 ) は 今日 の 夜中 に 、 ま さ に 、『 無 余 混 
部 』 に 入る 」 

時 に 、 徳 蔵 菩 薩 と 吉 つ 名 の 菩薩 が いた 。 

日 月 灯明 仏 は 、 徳 蔵 菩 薩 に 「 授 記し て 」、「 仏 に 成る 予 吉 を 授け 
て 」、 諸 々 の 比丘 に 告げ た 。 

「 こ の 徳 蔵 音 薩 は 、 次 に 、 ま さ に 、 浄 身 仏 と いう 秒 号 の 仏 、 如来 、 
阿 維 漢 、 正 等 覚 者 に 成る 」 

日 月 灯明 仏 は 、( 徳 蔵 菩 薩 に )「 授 記し 終わ る と 」、「 仏 に 成る 予 
吉 を 授け 終わ る と 」、 夜 中 に 、「 無 余 混 毅 」 に 入っ た 。 

仏 の 「 滅 度 」、「 肉体 の 死 」 の 後 、 妙 光 菩 薩 は 、 妙 法蓮 華 経 を 保 


持 し て 、 満 八 十 小 却 、 人 の 為 に 演説 し た 。 

日 月 灯明 仏 の 八 人 の 子 は 皆 、 妙 光 ( 菩 薩 ) を 師 と し た 。 

妙 光 菩 薩 は 、( 日 月 灯明 仏 の 八 人 の 子 を ) 教 化し て 、 そ の 心 を 「 阿 
粗 多 殺 三 鞭 三 菩提 」、「 無 上 普遍 正 覚 」 に 堅固 に ( 不 退 転 に ) さ せ 
だ 。 

これ ら の 諸々 の 王子 は 、 畿 百 、 畿 干 、 幾 万 、 幾 億 の 量り 知れ な い 
ほど 無数 の 仏 を 供養 し 終わ る と 、 皆 、 仏 道 を 成就 し (て 悟っ ) た 。 

その うち 最後 に 仏 に 成っ た 者 の 名 稼 は 「 燃 灯 仏 」 と 吉 つ 。 

( 妙 光 菩薩 の ) 八 百人 の 弟子 の 中 に 「 求 名 」 と 言う 称号 の 菩薩 が 一 
だ 。 

( 求 名 菩薩 は 、) 利 益 に 貧 欲 に 執着 し た 。 

また 、 多 数 の 経 を 読ん で も 、 経 の 意味 に 通じ て 利益 を 得る 事 が で 
きず 、 忘 れる 事 が 多かっ た 。 

その た め 、「 求 名 」 と 吉 う 称号 で あっ た 。 

この 人 (、 求 名 菩 薩 ) は 、( し か し 、) ま た 、 諸 々 の 善 の 種 を 植え た 
因縁 が 有 っ た た め 、 幾 百 、 幾 干 、 幾 万 、 幾 億 の 量り 知れ な い ほ ど 無 
数 の 諸仏 に 会 う 事 が で き 得 て 、( 諸 仏 を ) 供 養 し 、 恭 し く 敬い 、 尊 重 
し 、 ほ め た た えた 。 

弥 勤 ( 菩 薩 ) よ 、 ま さ に 、 知 る べき で ある 。 

その 時 の 妙 光 菩薩 が 私 (、 文 殊 師 利 菩 薩 ) の 前 身 む な の で ある ! 

求 名 菩薩 が 、 あ な た (、 応 動 菩薩 ) の 前 身 な の で ある 。 

今 、 こ の 瑞 兆 を 見 る と 、 過 去 と 同じ で ある 。 

この た め 、「 性 付 」 、「 推 測 」 で きる 。 

今日 、 如 来 ( で ある 釈 迎 牟 尼 仏 ) は 、 ま さ に 、 「 妙法 蓮華 」、「 教 
菩薩 法 」、「 菩 薩 に 教え る 法 」、「 仏 所 護 念 」、「 仏 が 念頭 に 買い 
て 護る 所 の も の 」 と いう 名 の 大 乗 経 を 説く だ ろ つ 。 


その 時 、 文殊 師 利 (菩薩 ) は 、 大 埋 の 中 で 、 く り 返 し 、 こ の 意義 を 
宣 吉 し た いと 欲し て 、 詩 で 説い て 吉 っ た 。 


私 (、 文殊 師 利 菩薩 ) は 無量 の 無数 区 の 過去 の 前 世 を 思い 返す と 、 
日 月 灯明 仏 と 吉 う 移 号 の 仏 、「 人 中 尊 」 が いた 。 

世 尊 (で ある 日 月 灯明 仏 ) は 、 仏 法 を 演説 し て 、 量 り 知れ な い ほ ど 
無数 の 「 衆 生 」、「 生 者 」 を 仏 土 へ 渡し て 、 幾 億 の 無数 の 菩薩 を 仏 
の 智博 に 入ら せ た 。 

(日 月 灯明 ) 仏 が 未だ 出家 し て いな か っ た 時 に 誕生 させ た 所 の 者 で 
ある 、 八 人 の 王子 は 、「 大 聖 」、「 仏 」( で ある 日 月 灯明 仏 ) の 出家 
を 見 て 、 ま た 、 追 随 し て 、「 苑 行 」 、「 修 行 」 を 修行 し た 。 

時 に 、( 日 月 灯明 ) 仏 は 、「 無量 義 」、「 量 り 知れ な い 意 義 」 と い 
う 名 の 大 乗 経 を 説い た 。 


(日 月 灯明 仏 は 、) 諸 々 の 大 則 の 中 で 、 大 則 の 為 に 、 広 く 分 別して 
説い た 。 

(日 月 灯明 ) 仏 は 、 こ の 経 を 説き 終わ る と 、 法 座 の 上 で 結 呈 味 挙 し 
て 、「 無 量 義 処 」、「 量 けり 知 れ な い 意 義 に 処す る 」 と いう 名 の 三昧 
に 入っ た 。 

天 か ら 雨 の よう に 曖 陀 華 な ど が 降り 注い だ 。 

「 天 鼓 」、「 天 の 太鼓 」 が 自然 と 鳴っ た 。 

諸々 の 天 人 、 龍 、 鬼 神 は 、 人 中 尊 ( で ある 日 月 灯明 仏 ) を 供養 し 
た 。 

ー 切 の 諸々 の 仏 土 は 、 時 に 、 大 い に 岩 動 し た 。 

(日 月 灯明 ) 仏 は 、 眉 間 か ら 光 を 放っ て 、 諸 々 の 稀有 な 事 を 現し 
寺 。 

この 光 は 東方 の 一 万 八 千 の 仏 土 を 照ら し て 、 一 切 の 「 箇 生 」、 

「 生 者 」 の 生死 で の 業 の 報い を 受け る 所 を 示し た 。 

諸々 の 仏 土 が 、 多 数 の 宝 で 荘厳 に 飾ら れ て 、( 青 い ) 瑠 璃 、「 攻 
梨 」、「 水 晶 」 の 光 の 色 の よう に 見 えた 。 

これ は 、 ピ (日 月 灯明 ) 仏 の 光 が 照 らし た か ら で あ る 。 

お よび 、 諸 々 の 天 人 、 龍 神 、 夜 叉 達 、 乾 較 婆 、 緊 那 林 な ど が 
各々 、 そ の 仏 を 供養 し て いた の が 見 えた 。 

また 、 諸 々 の 如来 が 自然 と 、 仏 道 を 成就 し て 、 身 の 色 が 黄金 の 山 
の よう に 成っ て 、 端 正 で 、 荘 厳 で 、 と て も 往 細 で 絶妙 で 、 清 浄 な 
(青い ) 瑠 璃 の 中 、 内 に 純金 の 像 が 現れ た よう で あっ た 。 

世 尊 (で ある 日 月 灯明 仏 ) は 、 大 斎 の 中 に いて 、 奥 深い 仏法 の 意義 
を 説明 し た 。 

諸々 の 仏 土 の 各 々 に は 、 声 聞 の 大 則 が 無数 に いた 。 

仏 の 光 に 照ら され て 、 そ れ ら の 大 衆 が 、 こ と ご と く 見 えた 。 

ある い は 、 精 進 し て 、 光 明 に 輝く 宝珠 を 護る か の よう に 、 清浄 に 
戒 を 守っ て 保持 し て いる 、 諸 々 の 比丘 が 、 山 林 の 中 に いた 。 

また 、 布 施 、「 妨 辱 」、「 辱 め を 妨 耐 する 事 」、 等 を 行っ て い 
る 、 そ の (人 ) 数 が 「 恒 ( 河 ) 沙 」 、「 ガ ンジ ス 川 の 砂 の よう に 無数 」 
で ある 、 諸 々 の 菩薩 が 見 えた 。 

これ は 、 ピ 日 月 灯明 ) 仏 の 光 が 照 らし た か ら で あ る 。 

また 、 諸 々 の 菩薩 が 、 諸 々 の 禅定 に 深く 入っ て 、 心 身 を 静か に 不 
動 に し て 、 無 上 の 仏道 を 求め て いる の が 見 えた 。 

また 、 諸 々 の 菩薩 が 、「 法 」、「 も の 」 の 寂 滅 の 相 を 知っ て 、 
各々 、 そ の 国土 で 説法 し て 、 仏 道 を 求め て いる の が 見 えた 。 

その 時 、「 四 (部 ) 衆 」 は 、 日 月 灯明 仏 が 現し た 大 いな る 神通 力 を 
見 て 、 そ の 心 を 皆 、 喜 ば せ た 。 

(「 四 乾 」 な ど は 、) 各 々 、 自 ら 、 質 問 し 合っ た 。 

「 こ の 事 は 、 ど ん な 『 因 縁 』、『 理 由 』 に よる 物 な の か ? 」 


天 人 、 人 が 尊敬 し 奉っ て いる 所 の 者 で ある 日 月 灯明 仏 は 、 ち ょ う 
ど ( 無 量 義 処 ) 三 味 か ら 起き て 、 妙 光 菩 薩 を ほめ た 。 

「 あ な た は 、『 世 間 眼 』 な の で ある 。 一切 の 者 が 帰依 し て 信じ る 所 
の 者 で ある 。 能 く 『 法 蔵 』、『 仏 法 』 を 保持 し て いる 。 私 (、 日 月 
灯明 仏 ) の 所 説 の 仏法 を 、 唯 一 な た だ けが 能 く 証し て 知っ て い 
る 」 

世 尊 (で ある 日 月 灯明 仏 ) は 、 こ の よう に 、 ほ め て 、 妙 光 菩 薩 を 喜 
ば せ て 、 こ の 法華 経 を 説い て 、 満 六 十 小 支 、 こ の 座 を 起 た な か っ 
半 。 

(日 月 灯明 仏 の ) 所 説 の 上 の 妙 な る 法 を 、 こ の 妙 光 法 師 (、 妙 光 菩 
薩 ) は 、 こ と ご と く 皆 、 能 く 受 け 取 っ て 保持 し た 。 

(日 月 灯明 ) 仏 は 、 こ の 法華 経 を 説い て 、 大 を 喜ば せ 終 わる と 、 
すぐ に 、 こ の 日 に 天 人 、 人 達 に 告げ た 。 

「 諸 法 実相 義 を 、 上 既に 、 あ な た 達 の 為 に 競い た 。 私 (、 日 月 灯明 仏 ) 
は 今日 、 夜 中 に 、 ま さ に 、 混 難 に 入る 。 あな た 達 は 一 心 に 精進 し 
て 、 ま さ に 、 放 和 介 を 離れ な さい 。 諸仏 に は 、 と て も 出会い に くい 。 
億 切 の 時 に 一 度 め ぐり 会 える か どう つか な の で ある 」 

世 尊 (で ある 日 月 灯明 仏 ) の 諸々 の 弟子 ら は 、( 日 月 灯明 ) 仏 が 混 山 
に 入る と 聞い て 、 各 々 、 誠 し み と 悩 み を 懐い た 。 

「『 仏 滅 』、『 仏 の 肉体 の 死 』 は 、 何 と 速い の か ? 」 

聖 主 、 法 王 ( で ある 日 月 灯明 仏 ) は 、 量 けり 知れ な い ほ ど 無 数 の 大 貯 
を 安心 させ て 慰め た 。 

「 私 (、 日 月 灯明 仏 ) が 、 も し 『 減 度 し た 』、『 肉 体 が 死ん だ 』 時 
は 、 あ な た 達 は 憂い 怖 れ る な か れ 。 こ の 徳 蔵 菩 薩 は 、 無 漏 の 実相 を 
心 に 既に 得 て 通 達し て いる 。( 徳 蔵 菩薩 は 、) 次 に 、 ま さ に 、 仏 に 成 
る 。 ( 徳 蔵 菩 薩 は 、) 『 浄 身 仏 』 と 吉 う 稼 号 に な る 。 ま た 、( 徳 蔵 菩 薩 
は 、) 量 けり 知れ な い ほ ど 無 数 の 大 衆 を 仏 土 へ 渡す 

(日 月 灯明 ) 仏 は 、 こ の 夜 、 新 が 尽き 火 が 消滅 する よう に 、 「 減 度 
し た 」、「 肉 体 が 死ん だ 」。 

(日 月 灯明 仏 の ) 諸 々 の 「 舎利 」、「 遺 明 」 を 分 け て 、 量 けり 知れ な 
い ほ ど 無 数 の 塔 を 建て た 。 

その (人 ) 数 が 「 恒 ( 河 ) 沙 の よう で ある 」、「 ガ ンジ ス 川 の 砂 の よ 
うに 無数 で ある 」、 比 丘 、 比 丘 尼 は 、 ま すま す 精 進 し て 、 無 上 の 仏 
道 を 求め た 。 

この 妙 光 法師 (、 妙 光 菩 薩 ) は 、「 仏法 蔵 」 、「 仏法 」 を 保持 し 
奉っ て 、 八 十 小 胡 の 間 、 広 く 法 華 経 を 説い た 。 

この 諸々 の 八 人 の 王子 は 、 妙 光 菩 薩 に よっ て 開化 され て 、 無 上 の 
仏道 に 堅固 に ( 不 退 転 に ) 成 っ て 、 ま さ に 、 無 数 の 仏 を 見 て 、 諸 仏 を 
供養 し 終わ る と 、 随 順 し て 、 大 いな る 仏道 を 修行 し て 、 相 継い で 仏 
に 成る 事 が で き 得 て 、 次 々 と 「 授 記し た 」、「 仏 に 成る 予 吉 を 授け 
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最後 に 「 天 中 天 」、「 仏 」 に 成っ た 王子 は 、 燃 灯 仏 と 吉 つ 称号 で 
あっ た 。 

( 燃 灯 仏 は 、) 諸 々 の 修行 者 の 導師 で あっ た 。 

( 燃 灯 仏 は 、) 量 けり 知れ な い ほ ど 無 数 の 「 衆 生 」、「 生 者 」 を 仏 土 
へ 渡し て 解脱 させ た 。 

この 妙 光 法師 (、 妙 光 菩 薩 ) に 時 に 一 人 の 弟子 が いた が 、 心 に 常に 
飽き て 怠る 思い を 懐 き 、 名 声 や 利益 に 條 欲 に 執着 し て 、 名 声 や 利益 
を 求め て 「 族 姓 の 家 」、「 高 貢 な 人 の 家 」 へ 多く 行く 事 を 礁 い 嫌 わ 
な いで 、 読 ん で 習っ た 所 の 事 を 捨て て 、 忘 れ て 、 意 味 に 通じ て 利益 
を 得る 事 が で き な か っ た の で 、 こ の 「 因 緑 」 、「 理 由 」 の た め 、 
「 求 名 」 と いう 称号 に な っ て し まっ た 。 

( 求 名 菩薩 は 、 し か し 、) ま た 、 諸 々 の 善 業 を 行っ て 、 無 数 の 仏 に 
まみ えて 、 諸 仏 を 供養 し て 、 随 順 し て 、 大 いな る 仏道 を 修行 し て 、 
六 波 殺 蜜 を 備え た 。 

( 求 名 菩薩 は 、 弥 動 菩 薩 と 成っ て 、) 今 、 釈 迎 牟 尼 仏 と いう 獅子 に 
た と えら れる 仏 を 見 て いる 。 

( 求 名 菩薩 で あっ た 、 弥 勤 菩 薩 は 、) 後 に 、 ま さ に 、 絢 勤 仏 と 吉 つ 
名 称 、 称 号 の 仏 に 成る 。 

( 求 名 菩薩 で あっ た 、 弥 動 菩 薩 は 、 統 勤 仏 と 成っ て 、) 広 く 、 そ の 
(和信 ) 数 が 量 | リ し れ な い 無 数 の 、 諸 々 の 「 軍 生 」、「 生 者 」 を 仏 土 へ 
渡す 。 

その 日 月 灯明 ) 仏 の 「 滅 度 」、「 肉体 の 死 」 の 後 、( 修 行 に ) 飽 き 
て 怠っ て いた 者 (で ある 求 名 菩薩 ) が 、 あ な た (、 紀 勅 菩薩 ) の 前 身 な 
の で ある 。 

妙 光 法 師 (、 妙 光 菩 薩 ) と いう 者 が 、 今 の 私 (、 文 殊 師 利 菩 薩 ) の 前 
身 な の で ある 。 

私 (、 文殊 師 利 菩 薩 ) が ( 妙 光 菩薩 で あっ た 時 に ) 見 た (過去 の ) 日 月 灯 
明 仏 の 光 の 瑞 兆 は 、 こ の 釈 迎 年 尼 仏 の 瑞 兆 と 同様 で あっ た 。 

それ で 、 知 る 事 が で きる 。 

今 、( 釈 迎 牟 尼 ) 仏 は 、 法 華 経 を 説き た いと 欲し て いる 、 と 。 

今 の ( 釈 迎 牟 尼 仏 の 瑞 兆 の ) 相 は 、 過 去 の (日 月 灯明 仏 の ) 瑞 兆 と 同 
様 で ある 。 

この 瑞 兆 は 、 諸 仏 の 「 方便 」、「 手 段 」 な の で ある 。 

今 、( 釈 迎 牟 尼 ) 仏 は 、 光 明 を 放っ て 、「 実 相 義 」 を 「 助 発し て い 
る 」、「 助 け お こし て いる 」。 

語 々 の 人 よ 、 今 、 ま さ に 、 知 る べき で ある 。 

合掌 し て 、 一 心 に 待ち な さい !。 

( 釈 迎 牟 尼 ) 仏 は 、 ま さ に 、 雨 の よう に 「 法 雨 」、「 仏法 と いう 
雨 」 を 降ら し て 、 求 道 者 を 充足 させ る 。 


諸々 の 「 三 乗 」 を 求め て いる 人 の 中 に 、 も し 疑い や 後悔 が 有る 者 
が いれ ば 、( 釈 迎 牟 尼 ) 仏 は 、 ま さ に 、 そ の 者 の た め に 、( 疑 いや 後悔 
を 、) 除 いて 断っ て 余す 事 無 く 無 くし 尽く す 。 


万 便 品 


その 時 、 世 尊 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 三 昧 か ら 安 ら か に 「 詳 つま びら か 
に 」、「 は っ きり と 」 起き て 、 舎利 諸 に 告げ た 。 


諸仏 の 罰 難 は 、 と て も 奥深 く 量 けり 知れ な い 。 

その 因 才 の 門 は 、 理 解 が 難し いし 、 入 る の が 難し い 。 

ー 切 の 「 声 聞 」 と 「 災 支 仏 」、「 独 覚 」 は 知る 事 が 不能 な 所 な の 
で ある 。 

どう いう 事 か ? (と 吉 う と 、) 

仏 は 、 か つて 、 幾 百 、 幾 千 、 幾 万 、 幾 億 の 無数 の 諸仏 に 親しみ 近 
づい て いる 。 

( 仏 は 、) 諸 仏 の 量り 知れ な い 仏 道 、 仏 法 を こと ご と く 行 お こ な っ 


( 仏 は 、) 田 猛 果 逆 に 精進 し て いる 。 
( 仏 は 、) 名 称 が 、 あ まね く 聞 こえ る (ほど 、 正 し い | 吉 動 を し て い 


( 仏 は 、) と て も 深い 未 曽 有 の 仏法 を 成就 し て いて 、 相 手 に 応じ て 
説 か れ て いる が 、( 仏 で は な い 者 に は ) 仏 法 の 意 趣 は 理解 が 難し い の 
で ある 。 

舎利 講 よ 、 私 (、 釈 迎 年 尼 仏 ) は 、 仏 と 成っ て か ら 今 まで 、 種 々 の 
因縁 、 種 々 の 警 で 、 吉 葉 で 仏 の 教え を 広く 演説 し て きた 。 

( 釈 迎 年 尼 仏 は 、) 無 数 の 「 方 便 」、「 便 宜 的 な 方 法 」 で 、「 則 
生 」、「 生 者 」 を 仏道 へ 引き 入れ る た め に 導い て 、 諸 々 の 執着 を 離 
れ さ せ た 。 

どう いう 事 か ? (と 吉 う と 、) 

如来 (、 仏 ) は 、 方 便 、 知 見 の 「 波 色 蜜 」、「 到 達 」 を 皆 す で に 
「 具足 し て いる 」、「 十 分 に 備え て いる 」。 

査 利 蛋 よ 、 如 来 の 知見 は 広大 で 深遠 で ある 。 

量り 知れ な い 「 無 の 」、「 妨 さま た げ の 無い 」 力 、 耕 お それ る 
所 が 無い 事 、 禅 定 、 解 脱 、 三 昧 (が 如来 に は 有る )。 

(如来 は 、) 「 無 際 」、「 無 限 」 へ 深く 入っ て 、 一 切 の 未 曽 有 の 仏 
法 を 成 呪 し て いる 。 

樹 利 講 よ 、 如 来 は 、 能 く 種 々 に 分 別 で き て 、 巧 み に 「 諸 法 」、 

「 全 て の も の 」 を 説く 。 

(如来 は 、) 「 誤 辞 」、「 吉 葉 遣 い 」 が 柔軟 で 、「 衆生 」、「 生 
者 」 の 心 を 喜ば せる 事 が 可能 で ある 。 

舎利 講 よ 、「 要 を 取っ て 」、「 有 要約 し て 」、 こ れ ら を 吉 う と 、 量 
り 知 れ な い 「 無辺 」、「 無 限 」 の 未 曽 有 の 仏法 を 、 仏 は 、 こ と ご と 
く 成 就 し て いる 。 


止め よう 。 人 桂 利 族 よ 、 こ れ 以 上 、 説 くべ き で は な し !。 
その 理由 は 何 か ? (と 吉 う つと 、) 
仏 が 成就 し て いる 所 の 、 第 一 の 、 稀 有 の 、( 仏 で は な い 者 に は ) 理 
和解 が 難し い 仏 法 と は 、 仏 と 仏 だ けが 能 く 究め 尽く す 事 が で きる 、 
「 諸 法 」、「 全 て の も の 」 の 実 の 相 な の で ある 。 
(「 諸 法 」、「 全 て の も の 」 の 実 の 相 と は 、) い わ ゆ る 、「 諸 
法 」、「 全 て の も の 」 の 、 
あり の まま の 相 、 
あり の まま の 性 質 、 
あり の まま の 実体 、 
あり の まま の 有力 、 
あり の まま の 作用 、 
あり の まま の 原因 、 
あり の まま の 「 縁 」、「 つ な が けり.」、 
あり の まま の 結果 、 
あり の まま の 報い 、 
あり の まま の 「 本 未 究 覧 等 」、「 最初 か ら 最後 まで の 全て の も の は 
究極 的 に 唯一 普遍 で ある 事 」、 
等 で ある 。 


その 時 、 世 尊 、 釈 迎 御 尼 仏 は 、 く り 返 し 、 こ の 意義 を 説き た いと 
欲し て 、 詩 で 説い て 吉 っ た 。 


「 世 雄 」、「 仏 」 は 、( 上 厳密 に は ) 量 けり 知る 事 が 不可 能 で ある 。 

諸々 の 天 人 、 お よび 、 世 の 人 々 、 一 切 の 「 軍 生類 」 、「 生 者 」 
に 、( 上 厳密 に は ) 仏 を 知る 事 が 可能 な 者 は いな い )。 

仏 の 、 力 、 長 お それ る 所 が 無い 事 、 解 脱 、 諸 々 の 三昧 、 お よび 、 
仏 の 諸々 の 残り の 「 法 」、「 物 」 を 、( 上 厳密 に は ) 推 測 し て 量 る 事 が 
可能 な 者 は いな い 。 

( 仏 は 、) 本 も と より 、 無 数 の 仏 に 従っ て 、 諸 々 の 仏道 修行 を 十分 
に 備え て いる 。 

と て も 奥深 い 微細 で 絶妙 な 仏法 は 、 見 る 事 が 難し いし 、「 了 
解 」、「 理 解 」 す る 事 が 難し い 。 

無量 億 効 に 、 こ の 諸々 の 仏道 修行 を 修行 し 終わ っ て (、 よ う や 
く )、 道 場 で 成果 を 得る 事 が で き る 。 

私 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) は 上 既に 、 こ と ご と く 知 見 し て いる 。 

あり の まま の 大 いな る 結果 と 報い 、 種 々 の 性 質 と 相 の 意義 。 私 
(、 各 迎 牟 尼 仏 )、 お よび 、 十 方 の 仏 は 能 く 、 こ の 事 を 知っ て いる 。 

(厳密 に は 、) こ の 仏法 は 示す 事 が 不可 能 で ある 。 吉 葉 と いう 相 が 
「 寂 滅 し て いる 」、「 絶 えて いる 」。 (厳密 に は 、 仏 法 は 吉 い 表す 


事 が で き な い 。) 

( 仏 で は な いしい) 諸々 の 他 の 「 箇 生類 」 、「 生 者 」 は (上 厳密 に は 仏法 
を ) 理 解 で き な い 。 

(た だ し 、) 諸 々 の 菩薩 達 の うち 、 信 じ る 力 が 堅固 な 者 は 除く 。 

諸仏 の 弟子 達 の うち 、 か つて 諸仏 を 供養 し て 、 一 切 の 「 漏 」、 

「 汚れ 」、「 燃 悩 」 を 既に 無く し 尽く し て 、「 最 後 身 に 住ん で い 
る 」、「 輸 廻 転 生 し な い 」。 この よう な 諸々 の 人 ら の 、 そ の 力 で 
も 、( 上 厳密 に は 仏法 は 理解 ) で き な い 所 の 物 な の で ある 。 

仮に 、 た と え 、 世 間 に 満 ち て いる 者 が 皆 、( 智 款 第 一 の ) 舎 利 那 の 
よう で 、 思 い を 尽く し て 、 共 に 、 推 測 し て も 、( 厳 密 に は ) 仏 の 名 寺 
は 推測 が 不可 能 な の で ある 。 

た と え 、 十 方 に 満ち て いる 者 が 皆 、( 智 款 第 一 の ) 舎 利 那 の よう 
で 、 さ ら に 、( 舎 利 施 の ) 他 の 諸々 の 弟子 も また 十 方 の 国 に 満ち て 、 
思い を 尽く し て 、 共 に 、 推 測 し て も 、 ま た 、( 上 厳密 に は 仏 の 智 才 は ) 
知る 事 が 不可 能 な の で ある 。 

「 訂 支 仏 」、「 独 覚 」 の うち 、 名 才 が 鋭利 で 、「 漏 」、「 汚 
れ 」、「 燃 悩 」 が 無く 、「 最 後 肌 で ある 」、「 輸 廻 転生 し な い 」 
(者 が )、 ま た 、 十 方 の 世界 に 満ち て 、 そ の 数 が 竹林 の よう に 成っ 
て 、 こ れ ら の 者 が 、 共 に 、 一 心 に 、 幾 億 も の 無量 却 、 仏 の 真実 の 智 
震 を 知り た いと 思っ て も 、( 厳 密 に は ) 少 し も 知る 事 が で き な い の で 
ある 。 

新た に 「『 発 意 し た 」、「 発 心 し た 」、「 悟 り を 求め る 事 を 思い 
立っ て 心 し た 」 菩薩 の うち 、 無 数 の 仏 を 供養 し て 、 諸 々 の 意義 、 意 
趣 の 「 了 解 」、「 理 解 」 に 到達 し て 、 ま た 、 善 く 説 法 で きる 者 が 、 
稲 い ね 、 麻 あさ 、 竹 、 攻 あし の よう に 十 方 の 国 に 充満 し て 、 一 心 
に 、 妙 な る 智 問 で 、「 恒 河 小 の 」、「 ガ ンジ ス 川 の 砂 の よう に 無数 
の 」 却 、 こ と ご と く 皆 、 共 に 、 思 量 し て も 、( 厳 密 に は ) 仏 の 智 才 は 
知る 事 が 不可 能 な の で ある 。 

不 退 転 な 諸々 の 菩薩 が 、 そ の (人 ) 数 が 「 恒 ( 河 ) 沙 の よう に 」 、 

「 ガ ンジ ス 川 の 砂 の よう に 無数 に 」 成っ て 、 一 心 に 、 共 に 、 思 い 求 
め て も 、 ま た 、( 上 厳密 に は 仏 の 智 癌 は ) 知 る 事 が 不可 能 な の で ある 。 
また 、 人 桂 利 施 に 告げ る 。 

「 無 漏 の 」、「 汚れ な い 」、 不 思 議 な 、 と て も 奥深 い 微 細 で 絶妙 
な 仏法 を 私 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) は 今 す で に 「 具 し 得 て い る 」、「 備 え 得 
て いる 」。 

(厳密 に は ) 私 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) だ けが 、 こ の (真実 の ) 相 を 知っ て い 
る 。 十 方 の 仏 も また 、 そ うな の で ある 。 

査 利 講 よ 、 ま さ に 、 知 る べき で ある 。 

諸仏 の 吉 葉 (同士 ) は 、 異 な る 事 が 無い 。 

仏 が 説い て いる 所 の 法 へ 、 ま さ に 、 大 いな る 値 じ る 力 を 生じ る ベ 


き で ある 。 

世 尊 、 仏 は 、( 「 方 便 」、「 便宜 的 な 方 法 」 の ) 法 を 久しく 説い た 
後 で 、 必 ず 、 ま さ に 、 真 実 を 説く 。 

諸々 の 声 聞 達 、 お よび 、「 縁 覚 乗 」、「 独 覚 乗 」 を 求め る 者 達 に 
告げ る 。 

私 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) は 、 苦 し み へ の 束縛 か ら 解 脱 さ せ て 、 混 山 を と 
ら え させ た が 、( 釈 迎 年 尼 ) 仏 は 「 方 便 」、「 便 宜 的 な 方 法 」 の 力 
で 、 そ うさ せ た の で ある 。 

( 釈 迎 牟 尼 仏 は 、) 「 三 乗 教 」 、「 三 乗 に 分 けた 教え 」 で (仏教 を ) 
「 衆生 」、「 生 者 」 に 示し て 、「 処 々 の 」、「 あ れこ れ の .」 執着 か 
ら 、 こ の 生 者 を 引き 寄せ て 、 生 者 を (執着 か ら ) 出 させ た 。 


その 時 、 大 香 の 中 に 、 諸 々 の 声 間 、「 漏 」、「 洛 れ 」、「 燃 悩 
を 無く し 尽く し た 阿 比 漢 、 阿 若 恒 陳 如 、 等 、 千 二 百 人 、 お よび 、 上 声 
聞 や 「 壁 支 仏 」、「 独 覚 」 を 求め る 事 を 思い 立っ て 心 し た 者 、 比 
丘 、 比 丘 尼 、 優 小春 、 優 濾 夷 が いて 、 

科 々 この よう に 思っ た 。 


今 、 世 尊 、 釈 迎 年 尼 仏 は 、 な ぜ 、 同 弄 に 「 方 便 」、「 便 宜 的 な 方 
法 」 を ほめ た た えて 、 こ の よう に 吉 つ の か ? 

「 仏 が 得 て い る 所 の 仏法 は 、 と て も 奥深 く 、( 仏 で は な い 者 に は ) 
理解 が 難し い 。 吉 葉 で 説い て いる 所 の 仏法 は 、 意 趣 が 、( 仏 で は な 
い 者 に は ) 知 る 事 が 難し い 。( 上 厳密 に は 、 仏 法 は 、) 一 切 の 声 聞 、『 訂 
支 仏 』、『 独 覚 。 が 及ぶ 事 が で き な い 所 の 物 な の で ある 」 と 。 

( 釈 迎 年 尼 ) 仏 は 、「 一 解脱 義 」、「 唯一 の 解脱 させ る 教え 」( で あ 
る 唯一 の 仏法 ) を 説い た (は ず で ある )。 

私 達 (、 釈 迎 牟 尼 仏 の 弟子 達 ) も また 、 こ の 仏法 を 得 て 、 混 山 に 到 
達し た (は ず で ある )。 

し か し 、( 私 達 、 釈 迎 年 尼 仏 の 弟子 達 に は 、) 今 、 こ の 「 義 」 、 

「 教 え 」、「 仏 法 」 が (本 当 に ) 意 味 す る 所 「 を 知る 事 が で き な 
い 」、「 が 分 か ら な い 」 。 


その 時 、 侍 利 講 は 、「 四 衆 」 の 心 に ある 疑い を 知っ て 、 ま た 、 
(舎利 講 ) 自 身 も 未だ 「 了解 」、 "理解 」 でき な く て 、 仏 に 吉 っ た 。 


世 尊 、 釈 周年 尼 仏 は 、 ど ん な 「 因縁 」、「 理 由 」 で 、 層 勲 に 、 諸 
仏 の 第 一 の 「 方 便 」、「 便 宜 的 な 方 法 」 を ほめ た た える の で すか ? 

と て も 奥深 い 微 細 で 絶妙 な ( 仏 で は な い 者 に は ) 理 解 が 難し い 仏 法 
を 、 私 (、 舎利 講 ) は 、 昔 か ら 今 まで 未だ か つて 、 釈 迎 御 尼 仏 か ら 、 
この よう に 説 か れ た の を 聞い た 事 が 有り ませ ん 。 


念 、「 四 衆 」 は 、 こ と ご と く 皆 、 疑 い を 持っ て いま す 。 

た だ 願わ くば 、 世 尊 、 釈 迎 牟 尼 仏 よ 、 こ の 事 を 「 敷 演 し て くだ さ 
い 」、「 詳 し く 説 明 し て くだ さい 」。 

世 尊 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 な ぜ 、 殿 王 に 、 と て も 奥深 い 微細 で 絶妙 な 
( 仏 で は な い 者 に は ) 理 解 が 難し い 仏 法 を ほめ た た える の で すか ? 


その 時 、 舎 利 蛋 はい 、 くり返し 、 こ の 意義 を 話し た いと 欲し て 、 詩 
で 吉 っ た 。 


「 送 日 大 聖 豊 」 で ある 釈 迎 年 尼 仏 は 、 久 し くし て か ら 、 こ の よう 
に 仏法 を 説い た 。 

( 釈 迎 牟 尼 仏 は 、) 自 ら 「 あ り の まま の 力 、 長 お それ が 無い 事 、 三 
昧 、 禅定 、 解脱 、 等 の 不可 思 議 の 法 を 会 得 し て いる 」 と 説い た 。 

( 釈 迎 牟 尼 仏 が ) 道 場 で 会 得 し た 法 に つい て 、 質 問 で きる 者 は いま 


せん 。 
「 私 (、 釈 迎 年 尼 仏 ) の 心 は 、( 仏 で は な い 者 に は ) 推 測 す る 事 が 難し 
1」 

また も 、 質 問 で きる 者 は いま せん 。 

ES ) 質 問 さ れ な く て も 、 自 ら 、 修 行 し て いる 所 の 仏 

を 説い て 、 ほ め た た えて いる 。 

3 )「 諸仏 が 得 て い る 所 の 因 吉 は 、 と て も 微細 で 絶 
妙 で ある (と 吾 っ た 。 ) 

「 漏 」、「 汚 れ 」、 規 悩 」 を 無く し た 諸々 の 阿 殺 漢 、 お よび 、 

混 各 を 求め て いる 者 は 、 今 、 皆 、 疑 いと いう 網 あ み に 堕 6 ち て し まっ 
て いる 。 

釈 迎 牟 尼 仏 は 、 な ぜ 、 こ の よう に 説い た の で すか ? 

「 緑 覚 」、「 独 覚 」 を 求め て いる 者 、 比 丘 、 比 丘 尼 、 諸 々 の 、 天 
人 、 龍 、 鬼 神 、 お よび 、 乾 較 婆 、 等 は 、 相 互 に 見 合っ て 、 た め ら い 
を 懐 き 、「 両 足 尊 」 で ある 釈 迎 年 尼 仏 を 見 上 げ て いま す 。 

これ ら は 、 ど うい う 事 な の で すか ? 

願わ くば 、 航 迎 牟 尼 仏 よ 、( 私 達 、 釈 迎 牟 尼 仏 の 弟子 達 の ) 為 に 、 
解説 し て くだ さい 。 

釈 迎 牟 尼 仏 は 「 諸々 の 声 聞 達 に お いて 舎利 施 は ( 智 堪 が ) 第 一 で あ 
る 」 と 説い た 。( し か し 、) 

私 は 今 、 自 ら 、 智 茜 に お いて 、 疑 い 、 惑 ま ど い 、「 了 解 」、「 理 
解 」 で きま せん 。 

「 こ の よう な 物 が 究極 の 仏法 で ある 」 と 為 な す の で すか ? 
「 こ の よう な 物 が 修行 し て いる 仏道 で ある 」 と 為 な す の で すか ? 

釈 迎 年 尼 仏 の 口 ( の 吉 葉 ) か ら 生 まれ た 所 の 子 ( で ある 釈 迎 年 尼 仏 の 
弟子 ) は 合掌 し て 、( 釈 迎 牟 尼 仏 を ) 見 上 げ て 、( 釈 迎 牟 尼 仏 の 説明 を ) 


待っ て いま す 。 

願わ くば 、 微 細 で 絶妙 な 音声 を 出し て 、 時 に 、( 釈 迎 牟 尼 仏 の 弟 
子 達 の ) 為 に 、「 如 実 に 」 、「 真実 の まま に 」、 説 いて くだ さい )。 
諸々 の 天 人 、 龍 神 、 等 は 、 そ の 数 が 「 恒 ( 河 ) 沙 の よう 」、「 ガ ン 
ジス 川 の 砂 の よう に 無数 」 で す 。 

仏 に 成る 事 を 求め て いる 諸々 の 菩薩 は 、( 和 人) 数 が 多く て 、 八 万 人 
いま す 。 

また 、 幾 万 、 幾 億 の 諸国 の 転 輪 加 王 が 到来 し て いま す 。 

(これ ら の 者 達 は 、) 合 掌 し て 、 敬 う 心 を も っ て 、 釈 迎 牟 尼 仏 が 
「 員 足し て いる 」、「 十 分 に 備え て いる 」 仏 道 を 聞き た いと 欲し て 
いま す 。 


その 時 、 釈 迎 年 尼 仏 は 、 舎利 講 に 告げ た 。 


止め よう 。 

止め よう 。 

これ 以上 、 説 くべ き で は な い 。 

も し 、 こ の 事 に つい て 説明 すれ ば 、 一 切 世 間 の 諸々 の 天 人 、 お よ 
び 、 人 々 は 皆 、 ま さ に 、 和 驚い て 疑っ て し まう だ ろう 。 


舎利 著 は 、 く り 返 し 、 釈 迎 御 尼 仏 に 吉 っ た 。 


世 尊 、 釈 迎 牟 尼 仏 よ 、 た だ 願わ くば 、 こ の 事 に つい て 説明 し て く 
だ さい !。 

た だ 願わ くば 、 こ の 事 に つい て 説明 し て くだ さい )。 

その 理由 は 何 か ? (と 吉 い ます と 、) 

この 会 の 、 幾 百 、 幾 干 、 幾 万 、 幾 億 、 幾 阿 僧 祇 の 無数 の 「 則 
生 」、「 生 者 」 は 、 か つて 諸仏 を 見 た 事 が 有 っ て 、「 諸 根 」 、 

「 諸 々 の 能力 」 が 盛ん で 鋭利 で 、 智 六 が 「 明 了 」、「 聡 明 」 で す 。 
(この 会 の 「 生 者 」 は 、) 各 迎 牟 尼 仏 の 所 説 を 聞け ば 、 敬 い 信じ る 
事 が で きま す 。 


その 時 、 舎 利 講 は 、 くり返し 、 こ の 意義 を 話し た いと 欲し て 、 詩 
で 震 つ た だ 。 


法王 、 無 上 尊 、 釈 迎 御 尼 仏 よ 、 た だ 願わ くば 、 説 いて 、 遠 慮 する 
事 な か れ 。 

この 会 の 量り 知れ な いぼ ほど 無数 の 「 衆 生 」、「 生 者 」 に は 、 敬 い 
信じ る 事 が で きる 者 が いま す 。 


釈 迎 年 尼 仏 は 、 ま た 吉 っ た 。 


止め よう 。 

樹 利 講 よ 、 も し 、 こ の 事 に つい て 説明 すれ ば 、 一 切 世 間 の 天 人 、 
人 、 貼 修 弘 は 皆 、 ま さ に 、 英 【1 て 疑っ て し まつ だ ろう 。 

「 増上 慢 の 」 、 難 っ て いな い の に 『 悟 っ た 』 と 思い 上 が っ て い 
る 」 比丘 は 、 まさ に 大 き な 穴 に 落ち て し まっ うつ 。 


その 時 、 世 尊 、 釈 迎 年 尼 仏 は 、 く り 返 し 、 詩 で 説い た 。 


止め よう 。 

止め よう 。 

説明 する べき で は な い 。 

私 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) の 仏法 は 微細 で 絶妙 で ( 仏 で は な い 者 に は ) 思 量 
が 難し い 。 

諸々 の 「 増 上 慢 の 」、 吾 つ てい ない の に 『 悟 っ た 』 と 思い 上 
2 二 件 必ず 、 敬 わな く 成 っ て し まっ て 信じ な 
く 成 っ て し まう 。 


その 時 、 侍 利 講 は 、 く り 返 し 、 釈 迎 年 尼 仏 に 吉 っ た 。 


世 尊 、 釈 迎 牟 尼 仏 よ 、 た だ 願わ くば 、 こ の 事 に つい て 説明 し て く 
だ さい !。 

た だ 願わ くば 、 こ の 事 に つい て 説明 し て くだ さい )。 

今 、 こ の 会 の 中 に 、 私 (、 舎 利 講 ) の よう な 類 た ぐい の 者 が 、 畿 
百 、 幾 千 、 幾 万 、 幾 借 い て 、 す で に 、 か つて 、 仏 に 従っ て 、 教 化 を 
受け て いま す 。 

これ ら の 人 、 等 は 、 必 ず 、 敬 っ て 信じ て 、「 長 夜 に 」 、「 迷 いと 
いう 、 夜 明け まで が 長い 夜 に 夜通し で 」 安 ら か に 穏やか に 成っ て 、 
多く の 利益 が 得 ら れ ま す 。 


その 時 、 舎 利 講 は 、 くり返し 、 こ の 意義 を 話し た いと 欲し て 、 詩 
で 吉 っ た 。 


無 上 の 「 両 足 幅 」、 釈 迎 牟 尼 仏 よ 、 願 わく ば 、 第 一 の 法 を 説い て 
くだ さい 。 

私 は 釈 迎 年 尼 仏 の (仏法 の ) 「 長子 」、「 長男 」 で (ある 、 と 吉 え 
ま ) す 。 

分 別して 説く 釈 迎 征 尼 仏 の 慈 間 を 垂らし て くだ さる だ け で 良い の 
で す 。 


この 会 の 量り 知れ な い ほ ど 無 数 の 者 達 は 、 そ の 法 を 散っ て 信じ る 
事 が で きま す 。( な ぜ な ら 、) 

釈 迎 御 尼 仏 は 既に 、 か つて 、 生 か ら 生 へ 、 こ の よう な 者 ら を 教化 
し て いる (実績 が 有り ます )。 

皆 、 一 心 に 、 合 掌 し て 、 釈 迎 御 尼 仏 の 吉 葉 を 聴い て 受け 入れ た い 
と 欲し て いま す 。 

私 、 等 、 千 二 百 人 も いま す 。 ま た 、 仏 に 成る 事 を 求め て いる 他 の 
者 達 も いま す 。 

願わ くば 、 こ れ ら の 者 達 の 為 に 、 分 別して 説く 釈 迎 牟 尼 仏 の 慈 章 
を 垂らし て くだ さる だ け で 良い の で す 。 

これ ら の 者 達 は 、 そ の 法 を 聞い て 、 大 いな る 喜び を ( 心 に ) 生 じ ま 
妥 


その 時 、 世 尊 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 舎利 講 に 告げ た 。 


あな た (、 和 舎利 苑 ) は 上 學 に 司 に 三 度 も 教え を 請う て くれ た 。 

どう し て 説 か な い 事 が で きる だ ろう か ? いい え ! 

あな た (、 侍 利 莉 ) は 今 、 HH が に 陸 き な GUl。 

善く 、 これ に つい て 「 思念 ヽ 「 思考 」 し な さい しい)。 

私 (、 釈 迎 御 尼 仏 ) は 、 ま さ に 、 あ な た (、 童 利 蛋 ) の 為 に 、 分 別 し 
て 解説 し よう 。 


釈 迎 年 尼 仏 が 、 こ れ ら の 吉 葉 を 説い た 時 に 、 会 の 中 に 、 比 丘 、 比 
丘 尼 、 優 婆 寒 、 優 波 更 、 五 千 人 、 等 が いて 、 座 か ら 起 っ て 、 航 迎 牟 
尼 仏 に 礼 し て か ら 、 退 出し て し まっ た 。 

その 理由 は 何 か ? (と 吉 う つと 、) 

これ ら の 墓 は 、 罪 が 深く 重く て 、 ま た 、「 増上 慢 で 」、「 悟 っ て 
いな い の に 『 悟 っ た 』 と 思い 上 が っ て いて 」、( 悟 り を ) 未 だ 得 て い 
な い の に 「( 悟 り を ) 得 た 」 と 吉 っ て し まっ て 、( 悟 り を ) 未 だ 証し て 
いな い の に 「( 悟 り を ) 証 し て いる 」 と 吉 っ て し まっ て いた 。 

(これ ら の 墓 に は 、 ) こ の よう な 過失 が 有 っ た 。 

この た め 、( 釈 迎 年 尼 仏 の 法華 経 を 聞く た め に 、) 留 ま ら な か っ 
た 。 


世 尊 、 釈 迎 年 尼 仏 は 、 沈 黙 し て 、 制 止 し な か っ た 。 
その 時 、 釈 迎 年 尼 仏 は 、 舎 利 著 に 告げ た 。 


私 (、 釈 迎 年 尼 仏 ) の 、 今 の 、 こ の 者 達 は 、「 枝葉 が 無い 」、「 外 
れ て いな い 」。 


清純 で 、「 貞 実 さ 」、「 誠 実 さ 」 が 有る 。 

舎利 講 よ 、 あ れ ら の よう な 「 増上 慢 な 」、 「 悟っ て いな い の に 
『 悟 っ た 』 と 思い 上 が っ て いる 」 人 が 、 「 退 赤 佳 舌 」、「 退出 する 
の は 、 ま た 、 佳 よい 」。 

あな た (、 侍 利 邪 ) は 、 今 、 善 く 聴 さき なさ い 。 

まさ に 、 あ な た (、 侍 利 講 ) の 為 に 、 説 こつ 。 


舎利 講 は 吉 っ た 。 


「 は い 」 と 吉 つ だ け で す 。 
世 尊 、 釈 迎 年 尼 仏 よ 、 聞 きた いと 願い ます 。 


釈 迎 年 尼 仏 は 、 舎利 講 に 告げ た 。 


諸仏 、 如 来 は 時 に 、 こ の よう な 妙 な る 法 を 説く が 、 優 曇 鉢 華 が 
(三千年 に 一 度 だ け 、) 時 に 一 度 だ け 現 れる よう な 物 な の で ある 。 

樹 利 講 よ 、 あ な た 達 は 、 ま さ に 、 信 じ な さい 。 

仏 は 所 説 で "虚妄 」、「 空 虚 で 妄 み だ りな 事 」 を 吉 わ な い 。 

樹 利 講 よ 、 諸 仏 が 相手 に 応じ て 説く 法 の 意 趣 は (人 仏 で は な い 者 に 
は ) 理 解 が 難し い 。 

どう いう 事 か ? (と 吉 う と 、) 

私 (、 釈 迎 年 尼 仏 ) は 、 無 数 の 「 方便 」、「 便 宜 的 な 方 法 」、 種 々 
の 因縁 、 警 只 、 吉 葉 で 、「 諸 法 」、「 全 て の も の 」 を 説く (か ら で 
ある )。 

この 仏法 は (厳密 に は ) 思 量 分 別 で 理解 で きる 所 の 物 で は な い 。 

諸仏 だ けが 、 こ れ を 知る 事 が で きる 。 

どう いう 事 か 2? (と 吉 う と 、) 

諸仏 世 尊 は 、 唯 一 の 一 大 事 の 「 因縁 」、「 理 由 」 の た め 、 世 に 出 
現す る 。 

査 利 講 よ 、 ど うい っ た 事 を 「 諸 仏 世 尊 は 、 唯 一 の 一 大 事 の 『 因 
録 』、『 理 由 』 の た め 、 世 に 出現 する 」 (の 「 唯 一 の 一 大 事 の 理 
由 」) と 名 づけ て いる の か ? (と 土 うと 、) 

諸仏 世 尊 は 、「 上 衆生 」、「 生 者 」 に 仏 の 知見 を 開か せ て 、 清 浄 に 
成ら せ た い の で 、 世 に 出現 する 。 

(諸仏 は 、)「 衆生 」 、「 生 者 」 に 仏 の 知見 を 示し た い の で 、 世 に 
出現 する 。 

(諸仏 は 、)「 衆生 」 、「 生 者 」 に 仏 の 知見 を 悟ら っ せ た い の で 、 世 
に 出現 する 。 

(諸仏 は 、)「 衆生 」、「 生 者 」 に 仏 の 知見 へ の 道 へ 入ら せ た い の 
で 、 世 に 出現 する 。 


舎利 著 よ 、 こ の た め 、 諸 仏 は 、 唯 一 の 一 大 事 の 「 因縁 」、「 理 
由 」 の た め 、 世 に 出現 する 。 


釈 迎 年 尼 仏 は 、 舎利 講 に 告げ た 。 


諸仏 、 如 来 は 、 菩 薩 を 教化 する だ け で ある 。 (諸仏 は 倍 薩 だ け を 
教化 する 。 声 聞 と 独 覚 は 実は 既に 菩薩 の 一 員 な の で ある 。 上 声 聞 と 独 
覚 は 菩薩 と し て 仏 に 成る 事 を 目指 す 必 要 が 有る 。) 

(諸仏 の ) 諸 々 の 「 所作 」、「 行 お こない 」 は 常に 「 一 事 」、「 一 
大 事 」 の 為 な の で ある 。 

(諸仏 は 、) 仏 の 知見 を 「 則 生 」、「 生 者 」 に 示し て 、 悟 ら せ た い 
だ け な の で ある 。 

舎利 講 よ 、 如 来 は 、 唯 一 の 「 仏 乗 」、「 仏 に 成る 道 」 に よっ て 、 
「 軍 生 」、「 生 者 」 の 為 に 、 仏 法 を 説く 。 

「 仏 乗 」、「 仏 に 成る 道 」 の 他 の 「 乗 」、「 道 」 は 「 二 乗 」 も 
「 三 乗 」 も (実は ) 無 い の で ある 。( 声 聞 素 、 独 覚 乗 は 実は 仏 乗 の 一 部 
な の で ある 。 声 聞 と 独 覚 は 実は 皮 に 菩薩 の 一 員 な の で ある 。 上 声 聞 と 
独 覚 は 菩薩 と し て 仏 に 成る 事 を 目指 す 必 要 が 有る 。) 

可 利 講 よ 、 一 切 の 十 方 の 諸仏 の 仏法 も また 、 同 様 な の で ある 。 

可 利 講 よ 、 過 去 の 諸仏 も 、 量 り 知 れ な い ほ ど 無 数 の 「 方 便 」、 

「 便宜 的 な 方 法 」、 種 々 の 因縁 、 警 只 、 吉 葉 で 、「 生 」、「 生 
者 」 の 為 に 、「 諸 法 」、「 全 て の も の 」 を 詰 く 。 

この (過去 の 諸仏 の ) 仏 法 も 皆 、「( 一 ) 仏 乗 」 の 為 な の で ある 。 

この (過去 の 諸仏 の ) 諸 々 の 「 軍 生 」、「 生 者 」 も 、 諸 仏 に 従っ 
て 、 仏 法 を 聞い て 、 究 め て 、 皆 、「 一 切 種 因 」 を 得 た 。 

舎利 講 よ 、 未 来 の 諸仏 も また 、 ま さ に 、 世 に 出現 し て 、 量 り 知 れ 
な い ほ ど 無 数 の 「 方 便 」、「 便 宜 的 な 方 法 」、 種 々 の 因縁 、 警 貴 、 
吉 葉 で 、「 運 生 」、「 生 者 」 の 為 に 、「 諸 法 」、「 全 て の も の 」 を 
説く 。 

この (未来 の 諸仏 の ) 仏 法 も 皆 、「( 一 ) 仏 乗 」 の 為 な の で ある 。 

この (未来 の 諸仏 の ) 諸 々 の 「 軍 生 」、「 生 者 」 も 、 仏 に 従っ て 、 
仏法 を 聞い て 、 究 め て 、 皆 、「 一 切 種 操 」 を 得る 。 

樹 利 蛋 よ 、 現 在 の 、 十 方 の 、 幾 百 、 幾 千 、 幾 万 、 幾 億 の 無量 の 仏 
土 の 中 の 、 請 仏 世 由 は 、「 衆生 」、「 生 者 」 に 多く の 利益 を も た ら 
し て 安楽 に させ て いる 。 

この (現在 の ) 諸 仏 も また 、 量 けり 知れ な い ほ ど 無 数 の 「 方 便 」、 

「 便宜 的 な 方 法 」、 種 々 の 因縁 、 警 只 、 吉 葉 で 、「 運 生 」、「 生 
者 」 の 為 に 、「 諸 法 」、「 全 て の も の 」 を 詰 く 。 

この (現在 の 諸仏 の ) 仏 法 も 皆 、「( 一 ) 仏 乗 」 の 為 な の で ある 。 

この (現在 の 諸仏 の ) 諸 々 の 「 軍 生 」、「 生 者 」 も 、 仏 に 従っ て 、 


仏法 を 聞い て 、 究 め て 、 皆 、「 一 切 種 操 」 を 得る 。 

樹 利 蛋 よ 、 こ の (過去 、 現 在 、 未 来 の ) 諸 仏 は 、 菩 薩 を 教化 する だ 
け で ある 。( 諸 仏 は 菩薩 だ け を 教化 する 。 声 韻 と 独 覚 は 実は 上 既に 菩 
薩 の 一 員 な の で ある 。 声 聞 と 独 覚 は 菩 薩 と し て 仏 に 成る 事 を 目指 す 
必要 が 有る 。) 

仏 の 知見 を 「 軍 生 」、「 生 者 」 に 示し た いと 欲す る か ら で あ る 。 
仏 の 知見 を 「 軍 生 」、「 生 者 」 に 悟ら っ せ た い と 欲す る か ら で あ 
る 。 
「 衆 生 」、「 生 者 」 を 仏 の 知見 へ の 道 へ 入ら せ た い と 欲す る か ら 

で ある 。 

査 利 蛋 よ 、 私 (、 釈 迎 征 尼 仏 ) も また 、 今 、 同 様 な の で ある 。 

諸々 の 「 軍 生 」、「 生 者 」 に 種々 の 欲 、 心 の 奥深 く の 執 着 し て い 
る 所 の も の が 有る の を 知っ て 、 そ の 本 性 に 応じ て 、 種 々 の 因縁 、 警 
只 、 吉 葉 、 方便 す る 力 で 、( 生 者 の ) 為 に 、 仏 法 を 説い て いる 。 

樹 利 講 よ 、 こ れ は 皆 、「( 一 ) 仏 乗 」 と 、 一 切 種 回 を 得 さ せる 為 な 
の で ある 。 

樹 利 邪 よ 、 十 方 の 世界 の 中 に は 「 二 乗 」 す ら 無 い 。 

まし て 、「 三 乗 」 が 有る だ ろ つ か ? いい え ! 「 三 乗 」 は 無 
し 1 ! 

査 利 那 よ 、 諸 仏 は 、「 五 濁 」 の 悪 世 に 出現 する 。 

(「 五 滴 」 と は 、) い わ ゆ る 、「 広 満 」、「 燃 悩 滴 」、「 則 生 
濁 」、「 見 濁 」、「 命 満 」 で ある 。 

この よう に 、 舎 利 那 よ 、「 凛 濁 」 の 乱れ て いる 時 代 で は 、「 則 
生 」、「 生 者 」 は 、「 垢 」、「 洛 れ 」、「 燃 悩 」 が 重く 、 物 惜しみ 
し て し まい 條 欲 で 、 怒 始 深く 、 諸 々 の 「 不 善 根 」、「 悪 業 」 を 成就 
し て し まう 。 

この た め 、 諸 仏 は 、 方 便 す る 力 で 、「( 一 ) 仏 乗 」 を ( 三 つ に ) 分 別 
し て 、「 三 乗 」 と 説く 。 

樹 利 蛋 よ 、 も し 、 私 (、 釈 迎 御 尼 仏 ) の 弟子 の うち 、「( 私 は ) 阿 縮 
藻 で ある 」 と か 「 (私 は ) 『 誠 支 仏 』 、『 独 覚 。 で ある 」 と 自ら 吉 っ 
て いる 者 が 、「 諸仏 、 如 来 は 菩薩 を 教化 する だ け で ある 」 事 を 聞か 
な いか 、 知 ら な いな ら ば 、 こ の 者 は 、 仏 の 弟子 で は な いし 、 阿 名 漢 
で は な いし 、「 訂 支 仏 」、「 独 覚 」 で は な い 。 

また 、 侍 利 那 よ 、 こ の 諸々 の 比丘 、 比 丘 尼 が 、「( 私 は ) 上 既に 阿 殺 
治 と 成っ た 。『 最後 肌 で ある 』、『 輪 廻 転生 し な い 』。 混 山 を 究め 
た 」 と 自ら 吉 っ て 、 ま た 、「 阿 背 多 弘 三笠 三 菩提 」、「 無 上 普遍 正 
覚 」 を 志 し て 求め な けれ ば 、 こ の 曹 は 皆 、「 増上 慢 な 」、「 司 っ て 
いな い の に 『 悟 っ た 』 と 思い 上 が っ て いる 」 人 で ある 、 と 、 ま さ 
に 、 知 る べき で ある 。( 困 雑 治 、 声 聞 、 独 覚 は 菩 薩 と し て 仏 に 成る 
事 を 目指 す 必 要 が 有る 。) 


その 理由 は 何 か ? (と 吉 う と 、) 

も し 、 比 丘 が 実に 阿 殺 漢 に 成っ て いる な ら ば 、 回 避 す る 場所 が 無 
いよ うに 、 こ の 法 を 信じ な い は ず が 無い 。 

(た だ し 、) 仏 の 「 減 度 」、「 肉体 の 死 」 の 後 、 現 前 に 、 仏 が いな 
場合 を 除く 。 

その 理由 は 何 か ? (と 吉 う と 、) 

仏 の 「 減 度 」、「 肉体 の 死 」 の 後 、 こ の よう な (法華 ) 経 、 等 を 受 
け 入 れ て 保持 し た り 、 読 ん だ り 、 そ の 意義 を 理解 し た りす る 者 は 得 
難い の で ある 。 

も し 他 の 仏 に 会 えば 、 こ の 法 の 中 で 、 決 定 的 に 「 了 解 」、「 理 
和解 」 で き 得 る 。 

樹 利 蛋 よ 、 あ な た 達 は 、 まさに 、 一 心 に 、 信 じ て 理 解 し て 、 仏 の 
吉 葉 を 受け 入れ て 保持 し な さい 。 

諸仏 、 如 来 は 「 虚妄 」、「 空虚 で 妄 み だ けり な 事 」 は 吉 わ な いり 。 

他 の 乗 な ど 存 在 し な い 。 

唯一 、「 仏 乗 」、「 仏 に 成る 道 」 し か な い 。( 声 聞 も 独 覚 も 菩薩 
と し て 仏 に 成る し か な い の で ある 。) 


その 時 、 世 尊 、 釈 周年 尼 仏 は 、 く り 返 し 、 こ の 意義 を 説き た いと 
欲し て 、 詩 で 説い た 。 


比丘 、 比 丘 尼 に 、「 増上 慢 」、「 悟 っ て いな い の に 『 悟 っ た 』 と 
いつ 思い 上 が り リ 」 を 懐い て いる 者 が いる 。 

優 塗 究 に 、「 我 慢 」、「 自 分 を 特別 視 す る 思い 上 が リ り 」 を 懐い て 
いる 者 が いる 。 

優 塗 夷 に 、 不 信心 者 が いる 。 

この よう な 「 四 上 衆 」 等 は 、 そ の 人 数 が 五 千 人 いて 、 そ の 過失 を 自 
ら 見 な いで 、 戒 に お いて 「 欠 漏 」、「 手 落ち 」 が 有 っ て 、 そ の 下 門 
か し を 護り 惜しん で し まっ て いる 。 

この よう な 和 建 小 な 智 震 の 者 達 は 上 學 に 退出 し た 。 

(この 者 達 は 、) 会 款 の 中 の 「 精 桂 」、「 津 か す 」、「 無 価値 な 
者 」 で ある 。 

(この 者 達 は 、) 仏 の 威 徳 の お か げ で 、 去 っ て いっ た 。 

この 人 達 は 、 幸 福 を も た ら す 「 徳 」、「 善 行 」 が 少な く て 、 こ の 
法 を 受け 入れ る 事 に 耐え られ な い 。 

(し か し 、) あ な た 達 は 、「 枝 葉 が 無い 」、「 外 れ て いな い 」 し 、 
諸 々 の 「 貞 実 さ 」、「 誠 実 さ 」 だ けが 有る 。 

樹 利 講 よ 、 善 く 聴 き な さ いり 。 

諸仏 は 、 所 得 し て いる 仏法 を 、 量 り 知 れ な い 方 便 す る 力 で 、「 則 
生 」、「 生 者 」 の 為 に 、 説 く 。 


「 箇 生 」、「 生 者 」 の 、 心 の 「 所 念 」、「 思考 」、 種 々 の 仏道 修 
行 し て いる 所 の 物 、 諸 々 の 欲 と 性 質 、 先 の 前 世 の 善 業 と 悪 業 を 、 仏 
は 、 こ と ご と く 知 り 終 わる と 、 諸 々 の 因縁 、 警 只 、 吉 葉 、 方 便 す る 
力 で 、 一 切 の 生 者 を 喜ば せる 。 

ある い は 、( 仏 は 、) 修 多 維 また は 契 経 、 

伽 能 また は 調 頒 、 お よび 、 

伊 帝 日 多 爺 また は 本 事 、 

導 陀 人 ま た は 本 生 、 

阿 浮 陀 達磨 また は 「 未 曽 有 」、 ま た 、 
尼 陀 那 ま た は 「 因縁 」、 
阿波 陀 那 また は 「 軟 鳴 」、 
祇 夜 また は 重 頒 、 

優 江 提 含ま た は 「 論 議 」、 

と いう 九 部 経 ま た は 九 分 教 を 説く 。 

「 印 根 の 」、「 智 癌 な ど が 鈍 に ぷ ぶ い 」 者 は 、「 小 法 」、「 矯 小 な 
も の 」 を 願っ て し まい 、 生 死に 貸 欲 に 執着 し て し まい 、 量 けり 知れ な 
い ほ ど 無 数 の 諸仏 の 下 で 妙 な る 仏道 を 深く 修行 し な いで 、 多 く の 苦 
し み に 悩 まさ れ 乱 され て し まう 。(⑭ は 、) こ の 者 の 為 に 、 混 笛 を 説 


私 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) は 、 こ の ( 混 毅 と いう ) 「 方 便 」、「 便 宜 的 な 方 
法 」 を 設 も うけ て 、( 生 者 を ) 仏 の 智 二 に 入ら せる 。 

「 あ な た 達 は 、 ま さ に 、『 仏 道 を 成就 する 』、『 仏 に 成る 』」 と 
(私 、 釈 迎 牟 尼 仏 は ) 末 だ か つて 説 か な か っ た 。 

未だ か つて 説 か な か っ た 理由 は 、 説 くべ き 時 が 未だ 至ら な か っ た 
か ら な の で ある 。 

今 が 、 ま さ に 、( あ な た 達 が 仏 に 成る 事 を 予土 する 、) そ の 時 な の 
で ある 。 

(あな た 達 が 仏 に 成る 事 を 予 吉 する 事 を ) 決 定 し て 、 大 乗 経 を 説い 
夫 

私 (、 釈 迎 御 尼 仏 ) は 、 こ の 九 部 法 を 、「 運 生 」、「 生 者 」 に 応じ 
で こく: 説 届 だ 。 

( 九 部 法 は 、)「 大 乗 」 へ 入る 為 の 本 と 成る か ら で あ る 。 

この た め 、 こ の (法華 ) 経 を 説い て いる 。 

仏 の 弟子 の うち 、 心 が 清浄 で 柔軟 で 、 ま た は 、「 利根 」、「 智 款 
な ど が 利発 」 で 、 量 けり 知れ な い ほ ど 無 数 の 諸仏 の 所 で 妙 な る 仏道 を 
深く 修行 し て いる 者 、 こ の よう な 諸々 の 仏 の 弟子 の 為 に 、( 仏 は 、) 
この 大 乗 経 を 説く 。 

私 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) は 、「 この よう な 人 は 来世 に 『 仏 道 を 成就 す 
る 』、『 仏 に 成る 』」 と 「( 授 ) 記 する 」、「 仏 に 成る 事 を 予 吉 す 
る 」。 


「 深 心 」、「 値 心 深 い 心 」 で 、「 念 仏 し 」 、「 仏 に つい て 思 
し 」、 修 行 を 保持 し 、 清 浄 に 戒 を 守る か ら で あ る 。 

この よう な 者 達 は 、「 仏 に 成る 事 が で き 得 る 」 と 聞く と 、 大 いな 
る 喜び が 「 負 身 」、「 体 中 」 に 充 み ちる 。 

仏 は 、 彼 ら の 心 と 行い を 知っ て いる の で 、 大 乗 経 を 説く 。 

( 真 の ) 声 聞 、 も し く は 、( 真 の ) 菩 薩 は 、 私 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) が 説い て 
いる 所 の 仏法 を 、 一 つの 詩 だ け で も 、 聞 け ば 、 皆 、 仏 に 成る 事 は 疑 
うっ 余地 が 無い 。 

十 方 の 仏 土 の 中 に は 、( 「 仏 乗 」 と いう つう) 一乗 の 仏法 だ けが 有 っ 
て 、 唯 一 無 二 、 ま た 、 無 三 で ある 。( た だ し 、) 仏 の 「 方 便 」、「 便 
官 的 な 方 法 」 の 説 を 除く 。 

(「 声 聞 乗 」、「 独 覚 乗 」 と いつ う 「 仏 乗 」 の 一 部 分 に つけ た ) 仮 の 
名 前 で 、「 運 生 」、「 生 者 」 を 仏道 へ 引き 入れ る た め に 導い た だ け 
な の で ある 。( な ぜ な ら 、) 仏 の 因 疾 を 説く た めで ある 。 

諸仏 は 、 世 に 出現 する の は 、 こ の 唯一 の 事実 の 為 な の で ある 。 

「 声 聞 乗 」、「 独 覚 乗 」 と いう ) 他 の 二 つ は 真実 で は な い ( と 吉 え 


る )。 

最終 的 に は 、『 小乗 」 で は 「 則 生 」、「『 生 者 」 を 救済 し て 仏 土 へ 
渡さ な い 。 

仏 も 自ら 「 大 乗 」 に 住ん で いる 。 

( 仏 は 、) そ の 会 得 し て いる 仏法 の よう に 、 定 、 丈 、 力 を 荘厳 に し 
て 、「 糞 生 」、「 生 者 」 を 仏 土 へ 渡す 。 

( 仏 は 、) 自 ら 、 無 上 の 仏道 、「 大 乗 」 の 平等 の 仏法 を 証し て い 


も し 、 一 人 で も 「 小 乗 」 だ け で 教化 し て し まえ ば 、 私 (、 釈 迎 牟 
尼 仏 ) は 物 惜 し み し て 偶 欲 で ある 事 に 成っ て し まう が 、 そ の よう な 
事 は し て は いけ な い の で ある 。 

も し 、 人 が 信じ て 仏 に 帰依 すれ ば 、 如 来 は 「 歌 誕 し な い 」、「 空 
虚 に は 、 だ まさ な い 」 。 

また 、( 仏 は 、) 真 欲 や 既 始 する 心 が 無く 、「 諸 法 」、「 全 て の も 
の 」 の 中 の 書 を 断っ て いる 。 こ の た め 、 仏 は 、 十 方 で 、 独 り だ け 唯 
ー、 長 お それ る 所 が 無い 。 

私 (、 釈 迎 御 尼 仏 ) は 、 相 で 身 を 荘厳 に し て 、 光 明 で 世間 を 照ら し 
て 、 量 り 知れ な い ほ ど 無 数 の 者 達 に 尊 菩 され て 、( 生 者 の ) 為 に 、 

( 真 ) 実 の 相 の El を 説く 。 

舎利 革 よ 、 ま さ に 、 知 る べき で ある 。 

私 (、 釈 迎 年 尼 仏 ) は 本 も と より 「 一 切 の 『 運 生 』、『 生 者 』 を 私 
(、 釈 迎 御 尼 仏 ) と 同じ よう な 仏 に し た い 」 と いう 墓 願 を 立て て い 


私 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) の 昔 の 胡 願 は 今 すでに 満ち 足り て いる 。 


(私 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、) 一 切 の 「 衆生 」、「 生 者 」 を 教化 し て 、 
皆 、「 仏道 」、「 仏 へ の 道 」 へ 入ら せ た 。 

も し 、 私 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) が 「 衆生 」 、「 生 者 」 に 会 っ て 、 仏 道 を 
( 三 乗 に 分 け な い で 、) こ と ご と く 皆 に 教え た ら 、 智 才 が 無い 者 は 錯 
乱 し て 、 迷 い 惑 っ て 、 仏 教 を 受け 入れ な か っ た だ ろう っ つ 。 

(次 の よう に 、) 私 (、 釈 通年 尼 仏 ) は 知っ て いる の で ある 。 

この よう な (無知 な )「 衆生 」 、「 生 者 」 は 、 未 だ か つて 、「 善 
本 」、「 善 行 」 を 修行 し て いな い の で ある 。 

(無知 な 生 者 は 、) 「 石谷 」 、「 五感 の 欲望 」 に 堅く 執着 し て し 
まっ て いる 。 

(無知 な 生 者 は 、) 「 痴 愛 」、「 言 目的 な 執着 」 の せい で 悩み を 生 
じ て し まっ て いる 。 

(無知 な 生 者 は 、) 諸 々 の 欲 と いう 因縁 の せい で 、「 三 悪 道 」 、 

「 地獄 、 僚 鬼 、 畜 生 」 に 堕ち て し まっ う 。 

(無知 な 生 者 は 、)「 六 趣 」 、「 六 道 」 の 中 を 輪廻 転生 し て 、 全 て 
の 場所 で 、 諸 々 の 苦し み と い う 毒 を 受け て し まっ て いる 。 

「 受胎 し て いる 」、「 到 は らん で いる 」 微か すか な 形 は 、「 世 か 
ら 世 へ 」、「 生 か ら 生 へ 」、 常 に 増上 、 成 長 する 。 

「 徳 」、「 善 行 」 が 少な く て 幸福 が 少な い 人 は 、 多 く の 苦 し み で 
店 迫 さ れ て いる 。 

(善行 が 少な い 人 は 、)「 有 」、「 存在 」 ま た は 「 無 」 等 へ の 邪悪 
な 見 解 の 「 舟 林 」、「 盛 ん に 起こ る 燃 悩 」 へ 入っ て し まっ て 、 こ の 
諸々 の 邪悪 な 見 解 を 「 信 止 し て し まっ て 」、「 頼 っ て し まっ て 」、 
「 六 十 二見 」 を 「 具 足し て し まっ て 」、「 備 えて し まっ て 」、「 庶 
妄 な 法 」、「 空 虚 な 妄 み だ りな も の 」 に 深く 執着 し て し まっ て 、 堅 
く 受 け 入 れ て し まっ て 、 捨 て る 事 が で き な い 。 

(善行 が 少な い 人 は 、) 「 我慢 し て し まっ て 」、「 自 分 を 特別 視 し 

て 思い 上 が っ て し まっ て 」、 自 分 だ け で 、 お ご り 高 ぶっ て し まう っ う 。 

(善行 が 少な い 人 は 、) こ び へ つら っ て し まっ て 自分 を 曲げ て し 
まっ て 、 心 が 不実 で ある 。 

(善行 が 少な い 人 は 、) 幾 千 、 幾 万 、 幾 億 芝 、 仏 と いう 名 前 を 聞か 
な い 。 

また 、( 善 行 が 少な い 人 は 、) 正 し い 法 を 聞か な い 。 

この よう な 人 は 仏 土 へ 渡す の が 難し い 。 

この た め 、 侍 利 那 よ 、 私 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) は 、( 和 善行 が 少な い 人 の ) 
為 に 、「 方 便 」、「 便 宜 的 な 方 法 」 を 設 も うけ て 、 諸 々 の 、 苦 し み 
を 無く し 尽く す 道 を 説く が 、 混 難 に よっ て 、 苦 し み を 無く す 道 を 示 


私 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) は 、 混 般 を 説く と いえ ども 、 こ の 混 召 も また 真 
「 滅 」 で は な しり 。 


(な ぜ な ら 、) 「 諸 法 」、「 全 て の も の 」 は 本 も と より 常に 自然 に 
「 寂 滅 」 の 相 だ か ら で あ る 。 
仏 の 弟子 は 、 仏 道 を 修行 し 終わ る と 、 来 世 で 仏 に 成る 事 が で き 得 


る 。 

私 (、 釈 迎 年 尼 仏 ) に は 、 方 便 す る 力 が 有 っ て 、 三 乗 に 分 けた 仏法 
を 開示 する 。 

(し か し 、 実 は 、) 一 切 の 諸 世 尊 は 費 、 一 乗 の 仏道 を 説い て いる の 
で ある 。 

今 、 あ な た 達 、 諸 々 の 大 香 は 皆 、 ま さ に 、 疑 いや 惑 い を 除い た は 
ず で ある 。 

諸仏 の 吉 葉 (同士 ) は 異な ら な い 。 

唯一 無 二 の 仏 乗 だ け な の で ある 。 

過去 の 無数 効 の 、 量 り 知れ な い ほ ど 無 数 の 「 滅 度 し た 」、「 肉 体 
が 死ん だ 」 仏 は 、 そ の ( 和 人) 数 が 、 幾 百 、 畿 千 、 幾 万 、 幾 億 で 量り 知 
る 事 が 不可 能 で ある 。 

この よう な 諸 世 尊 は 、 種 々 の 因縁 、 警 只 、 無 数 の 方 便 す る 力 で 、 
「 諸 法 」、「 全 て の も の 」 を 誠 く 。 

この 諸 世 尊 ら は 皆 、 一 ( 仏 ) 乗 の 仏法 を 説い て 、 量 り 知 れ な い ほ ど 
無数 の 「 運 生 」、「 生 者 」 を 、 教 化し て 、「 仏 道 」 、「 仏 へ の 道 」 
へ 入ら せ た 。 

また 、 諸 大 聖 主 (で ある 諸仏 ) は 、 一 切 世間 の 天 人 、 人 、「 群 生 
類 」、「 生 者 」 の 心 の 奥深 く の 欲 を 知っ て いる 。 

さら に 、( 諸 仏 は 、) 異 な る 「 方便 」、「 便 宜 的 な 方 法 」 で 、 第 一 
の 意義 を 助け て 顕現 させ た 。 

も し 、「 上 箇 生 類 」 、「 生 者 」 が 諸々 の 過去 の 仏 に 会 う 事 が 有 っ 
て 、 仏 法 を 聞い て 、 布 施し 、 辱 は ず か し め を 妨 耐 し 、 精 進 し 、 禅 、 
智 才 、 等 、 幸 福 を も た ら す 「 徳 」、「 善 行 」 を 種々 に 修行 し て いた 
ら 、 こ の よう な 諸々 の 人 、 等 は 電 す で に 仏道 を 成就 し て いる 。 

諸仏 の 「 減 度 」、「 肉 体 の 死 」 の 後 、 も し 、 人 の 心 が 善 で 柔軟 で 
あれ ば 、 こ の よう な 諸々 の 「 箇 生 」、「 生 者 」 は 皆 す で に 仏道 を 成 
就 し て いる 。 

諸仏 の 「 減 度 」、「 肉 体 の 死 」 の 後 、「 舎利 」、「 仏 の 遺骨 」 を 
供養 する 者 が 、 幾 万 、 幾 億 の 塔 を 建て て 、「 金 と 、 銀 と 、『 座 
梨 』 、『 水 晶 』 と 、『 香 了 』、『 シ ャ コ 貝 の 貝殻 』。 と 、 環 瑞 と 、 

『 下 現 』、『 現 在 で は 謎 の 、 赤 い 宝 石 』 と 、 真 珠 」 (と いう 「 七 
宝 」) で 、 清 浄 に 広く 荘厳 に 飾っ て 、 諸 々 の 塔 を 荘厳 に し た ら 、 
ある い は 、 石 や 、「 梅 槽 」、「 白 椅 と いう 香木 」 や 、 沈 ( 水 ) 香 と い 
う 香 木 や 、「 木 棒 」、「 極 シキ ミ と いう 木 」 や 、 他 の 木材 や 、 瓜 、 
泥 土 、 等 で 遍 を 建て た 事 が 有 っ た ら 、 

も し く は 、 野 の 中 に 、 土 を 積ん で 仏 の 顧 と 成 し た ら 、 


また は 、 細 子 が 戯れ で 砂 を 集め て 仏塔 に し た ら 、 
この よう な 諸々 の 人 達 は 皆 す で に 仏道 を 成就 し て いる 。 

も し 、 人 が 、 仏 の た め に 、「 形 像 」、「 像 」 を 建立 し て 、 彫 刻 し 
て 多数 の 相 を 形成 し た ら 、 皆 すでに 仏道 を 成就 し て いる 。 

ある い は 、「 七 宝 」 で 形成 し 、「 欠 鉛 」、「 真 倫 」、「 黄 銅 」 
や 、 赤 白銅 や 、「 白 鐘 」、「 鍋 すず か 、 鉛 な まり と 鍋 す ず の 合金 の 
白目 」 や 、 鉛 な まり や 、 鍋 すず や 、 鉄 や 、 木 や 、 泥 や 、 脱 に か わ 
や 、 漆 うる し や 、 布 で 荘厳 に 飾っ て 、 仏 像 を 作っ た ら 、 こ の よう な 
諸々 の 人 達 は 皆 す で に 仏道 を 成就 し て いる 。 

自ら 、 も し く は 、 人 を 使っ て 、 仏 像 の 「 百 福 荘厳 相 」 の 絵 を 描い 
た ら 、 皆 すでに 仏道 を 成就 し て いる 。 

また は 、 細 子 が 戯れ で 、 草 木 や 、 筆 や 、 指 の 爪 申 で 、 仏 像 の 絵 を 
描い た ら 、 こ の よう な 諸々 の 人 達 は 、 徐 々 に 功徳 を 積ん で 、 大 いな 
る 慈 慈 の 心 を 十分 に 備え て 、 皆 、 婚 に 仏道 を 成就 し て 、 諸 々 の 菩薩 
を 教化 し て 、 量 けり 知 れ な い ほ ど 無 数 の 「 衆 生 」、「 生 者 」 を 仏 土 へ 
渡し て 解脱 させ る 。 

も し 、 人 が 、 塔 識 、 宝 に よる ( 仏 ) 像 、( 仏 の ) 画 像 を 、 華 、 香 、 

「 幅 施 」、「 天 鞭 」 で 、 敬 うつ 心 で 、 供 養 し た ら 、 
も し 、 人 を 使っ て 音楽 を 奏で た り 、 大 鼓 を 撃っ たり 、 角 上 貝 を 吹い た 
けり 、「 重 笛 」、 琴 、「 和 向後 」 と いう 弦楽 器 、 琵 琶 、 鏡 と 銅鉱 と いう 
シン バル を 鳴ら し た けり し て 、 こ れ ら の 多く の 妙 な る 音 で 供養 し た 
ら 、 あ る い は 、 喜 点心 で 、 一 詩 で も 小声 で も 、 仏 の 徳 を 歌っ た ら 、 
皆 す で に 仏道 を 成就 し て いる 。 

も し 、 人 が 、 心 が 乱れ て いて も 、 一 本 の 華 で も 、( 仏 の ) 画 像 を 供 
養 し た ら 、 徐 々 に 無数 の 仏 を 見 る 。 

ある い は 、 人 が 、 礼 排 し た り 、 一 本 の 手 を 挙げ る だ け で も 良い の 
で 、 た だ 合掌 し た り 、 少 し 頭 を 下げ た し て 、( 仏 ) 像 を 供養 し た 
ら 、 量 り 知 れ な い ほ ど 無 数 の 仏 を 徐々 に 見 て 、 自 ら 無 上 の 仏道 を 成 
就 し て 、 無 数 の 「 軍 生 」、「 生 者 」 を 広く 仏 土 へ 渡し て 、 新 が 尽き 
火 が 消滅 する よう に 「 無 余 混 般 」 へ 入る 。 

も し 、 人 が 、 心 が 乱れ て いて も 、 塔 瞳 の 中 へ 入っ て 、「 南 無 、 
仏 」 と 一 度 で も 吉 っ た ら 、 皆 すでに 仏道 を 成就 し て いる 。 

諸々 の 過去 の 仏 が 現に 存在 し て いた 時 か 「 滅 度 」、「 肉 体 の 死 」 
の 後 、 も し 、 こ の 法 を 聞く 事 が 有 っ た ら 、 皆 すでに 仏道 を 成就 し て 
いる 。 

未来 の 諸 世 尊 は 、 そ の (人 ) 数 が 量り 知れ な いり 。 

この (未来 の ) 諸 如来 達 も また 、 方便 し て 仏法 を 説く 。 

ー 切 の 諸 如 来 は 、 量 り 知 れ な い ほ ど 無 数 の 「 方 便 」、「 便 宜 的 な 
方 法 」 で 、 諸 々 の 「 上 衆生 」、「 生 者 」 を 、 仏 土 へ 渡し て 解脱 させ 
て 、 仏 の 「 無 漏 哲 」 へ 入ら せる 。 


も し 、 仏 法 を 聞く 者 が いれ ば 、 仏 に 成ら な い 人 は 一 人 も いな い 。 
(仏法 を 聞く 耳 が 有 れ ば 、 仏 に 成 れ る 。) 

諸仏 の 本 も と より の 碑 願 と は 、 あ まね く 「 則 生 」、「 生 者 」 に も 
また 同じ く 私 の 修行 し て いる 仏道 を 得 さ せ た い と 欲す る 事 な の で あ 
る 。 
未来 の 来世 の 諸仏 は 、 幾 百 、 幾 千 、 幾 億 の 無数 の 諸々 の 仏法 へ の 
門 を 説く と いえ ども 、 そ の 実 、 一 ( 仏 ) 乗 だ け な の で ある 。 

諸仏 、 両 足 暮 は 「『 法 』、『 物 』 は 常に 『 無 ( 自 ) 性 』、『 空 
う 』 で ある 」 と 知っ て いる 。 仏 の 種 は 縁 に よっ て 起こ る 。 

この た め 、( 仏 は 、) 「 一 ( 付 ) 乗 」 を 説く 。 

この 法 は 法 の 位 に 住ん な で いる 。 

世間 の 相 は 「 常 住 」 、「 不 変 」 で ある 。 

導師 は 、 道 場 で 、 知 り 終 わる と 、 方 便 し て 、( 仏 法 を ) 説 く 。 

天 人 、 人 に よっ て 供養 され て いる 、 そ の (人 ) 数 が 「 恒 ( 河 ) 沙 の よ 
うつ で ある 」、「 ガ ンジ ス 川 の 砂 の よう に 無数 で ある 」、 現 在 の 十 方 
の 仏 も また 、 世 間 に 出 現し て 、「 雷 生 」、「 生 者 」 を 安らか に 穏 や 
か に させ る た め 、 こ の よう な 仏法 を 説く 。 

( 仏 は 、 真 の ) 第 一 の 「 寂 滅 」 を 知っ て いる 。( そ の た め 、) 方 便 す 
る 力 で 、 種 々 の 道 を 示す と いえ ども 、 そ の 実 、「( 一 ) 仏 乗 」 だ け な 
の で ある 。 

( 仏 は 、) 「 到 生 」、「 生 者 」 の 、 諸 々 の 行い 、 心 の 奥深 く の 「 所 
念 」、「 思 考 」、 過 去 に 身 に つけ た 業 、 欲 、 性 質 、 精 進 す る 力 、 智 
閣 な どの 諸々 の 能力 の 利発 さ 、 ま た は 、 鈍 さ を 知っ て いて 、 種 々 の 
因 緑 、 警 忠 、 吉 葉 で 、 相 手 に 応じ て 、 方 便 し て 、( 仏 法 を ) 説 く 。 

今 の 私 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) も また 、 同 じ な の で ある 。 

(私 、 釈 迎 年 尼 仏 も 、)「 衆生 」、「 生 者 」 を 安らか に 穏やか に さ 
せる た め 、 種 々 の 仏法 へ の 門 に よっ て 、 仏 道 を 示す 。 

私 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) は 、 智 (次) 力 で 、「 衆生 」、「 生 者 」 の 、 性 
質 、 欲 を 知っ て 、 方 便 し て 、「 諸 法 」、「 全 て の も の 」 を 説い て 、 
皆 に 喜び を 得 さ せる 。 

査 利 蛋 よ 、 ま さ に 、 知 る べき で ある 。 

私 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) が 「 仏 眼 」 で 見 る と 、「 六 道 」 の 「 軍 生 」、 

「 生 者 」 は 、 貧 窮 し 、「 福 直 」、「 幸 福 を も た ら す 徳 と 因 款 」 が 無 
く 、 生 死 の 険しい 道 へ 入っ て し まい 、 苦 し み を 相続 し て 不断 で 、 導 
邊 ヤク が 尾 を 愛す る よう に 「 五 欲 」、「 五感 の 欲望 」 に 深く 執着 し 
て し まい 、 貸 欲 な 執着 で 自身 を 隠蔽 し て し まい 、 心 が 盲目 で 見 る 目 
が 無く 、 大 勢 の 仏 や 苦し み を 断つ 仏法 を 求め ず 、 諸 々 の 邪悪 な 見 解 
に 深く 入っ て し まい 、 苦 し み で 苦し み を 捨て よう と 欲し て し まう 。 

私 (、 釈 迎 御 尼 仏 ) は 、 こ の 箇 生 の た め に 、 大 いな る 慈 圧 の 心 を 起 
こし て 、 最 初 は 、 道 場 に 半 し て 樹 を 観 た り 、「 経 行 し た り 」、「 学 


禅 の 合間 に 歩い た けり 」 し て 、 ニ ニニ 十 一 日 間 、 こ の よう な 事 を 思 性 し 
誠 。 
「 私 (、 釈 迎 年 尼 仏 ) の 得 て い る 智 才 は 微細 で 絶妙 で 最も 第 一 で あ 


『 衆 生 』、『 生 者 』 は 、 智 六 な どの 諸々 の 能力 が 鈍 に ぶ く て 、 快 楽 
に 執着 し て 、 無 知 で 心 が 盲 目 で ある 。 
この よう な 人 等 の 類 た で い を 、 ど うし た ら 、 仏 土 へ 渡す 事 が 可能 な 
の か ? 」 
その 時 、 諸 々 の 苑 天 王 、 諸 々 の 帝釈 天 、( 護 世 ) 四 天王 、 大 自在 
天 、 他 の 諸々 の 天 人 達 、 百 和 干 万 の 付属 は 、 恭 し く 散 っ て 、 合 掌 し て 
礼 し て 、 私 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) の 「 転 法輪 」、「 説法 」 を 請 い 願っ た 。 
私 (、 釈 迎 御 尼 仏 ) は 、 自 ら 、 こ の よう に 思 性 し た 。 
「 も し 、 た だ 仏 乗 を ほめ た た えて も 、『 上 衆 生 』、『 生 者 』 は 、 苦 し 
み に 沈 没 し て いて 、 こ の 仏法 を 信じ る 事 が で き な い だ ろう 。 
( 生 者 は 、) 仏 法 を 破っ て 信じ な いせ いで 、『 三 悪 道 』 、『 地 獄 、 餅 
鬼 、 畜 生 』 へ 叶 ち て し まう だ ろう つう 。 
私 (、 釈 迎 年 尼 仏 ) は 、 む し ろ る 仏法 を 説 か な いで 、 早 く 混 問 へ 入る ろ 
つ コ ュ 
(し か し 、) す ぐに 、( こ の よう に 思い 表し た 。) 
「 過去 の 仏 の 行い 、 方 便 す る 力 を 思え ば 、 私 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) は 、 
今 、 得 て いる 仏道 も 、 ま さ に 、 三 乗 に 分 け て 説く べき で ある 」 
この よう に 思 必 し た 時 、 十 方 の 仏 が 、 皆 、 現 れ て 、「 病 音 」、 
「 仏 の 妙 な る 声 」 で 私 (、 釈 迎 御 尼 仏 ) を 慰め て 吉 い 聞か せ た 。 
「 善 きか な 、『 釈 迎 文 。、『 釈 迎 御 尼 』、 第 一 の 導師 よ 、 こ の 無 上 
の 仏法 を 得 て 、 諸 々 の 一 切 の 仏 に 従っ て 、 方便 する 力 を 用 いよ うと 
する の は 。 
私 達 (、 十 方 の 諸仏 ) も また 皆 、 最 も 妙 な る 第 一 の 仏法 を 得 て 、 諸 々 
の 『 軍 生類 テ 』 、『 生 者 』 の 為 に 、( 仏 乗 を 三 つ に ) 分 別して 三 乗 と 説 
いい て いる 。 
智 才 が 和 小 な 人 は 、 和 即 小 な 『 法 』、『 も の 。』 を 願っ て 、 自 身 が 仏 に 
成 れ る 事 を 信じ な い !。 
この た め 、『 方 便 』、『 便 宜 的 な 方 法 』 で 、 分 別して 諸々 の 
『 果 』、『 結 果 』 を 説い て いる 。 
(し か し 、) 三 乗 と 説い て いる と いえ ども 、 た だ 菩薩 を 教え る た め な 
の で ある 」 
査 利 蛋 よ 、 ま さ に 、 知 る べき で ある 。 
私 (、 釈 迎 御 尼 仏 ) は 、 聖 獅子 、 仏 の 奥深 い 清浄 な 微細 で 絶妙 な 音 
を 聞い て 喜ん で 、「 南無 、 仏 」 と 吉 っ た 。 
素 半 。- 避 の よう に 、、、 思 5 た 。 
「 私 (、 釈 迎 年 尼 仏 ) は 、『( 五 ) 濁 悪 世 』、『 悪い 時 代 』 に 出現 し て 


いる 。 
諸仏 が 説い て いる よう に 、 私 (、 釈 迎 年 尼 仏 ) も また 諸仏 に 従っ て 行 
お つう 」 

(私 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、) こ の 事 に つい て 思 必 し 終わ る と 、「 波 羅 
奈 」 へ 趣 い た の で ある 。 

(厳密 に は 、)「 諸 法 」、「 全 て の も の 」 の 寂 滅 の 相 は 吉 葉 で 吉 い 
表す 事 は 不可 能 で ある 。 

(その た め 、「 波 弘 奈 」 で 、 私 、 釈 迎 年 尼 仏 は 、) 方 便 す る 力 で 、 
「 五 比 持 」 の 為 に 、 仏 法 を 説い た 。 

これ を 「 転 法輪 」 と 名 づけ て いる 。 

それ か ら 、「 混 山 」、「 阿 如 漢 」、「 法 」、「 僧 」 と いう 区 別 す 
る 名 前 が 有る の で ある 。 

遥か 昔 の 却 か ら 今 まで 、 混 占 の 法 を ほめ た た えて 示し て 「 生 死 の 
苦し み を 永遠 に 無く し 尽く す ( 事 が で きる ) 」 と 私 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) は 
常に 説い て いる 。 

舎利 閉 よ 、 ま さ に 、 知 る べき で ある 。 

私 (、 釈 迎 年 尼 仏 ) に は 、 仏 の 弟子 、 等 の 仏道 を 志 し て 求め る 者 
が 、 幾 千 、 幾 万 、 幾 億 の 量り 知れ な い ほ ど 無 数 に いて 、 皆 、 茜 し く 
敬 つ 心 で 仏 の 所 へ 到来 し て いる が 、 か つて 諸仏 に 従っ て 「 方 便 」、 
「 便宜 的 な 方 法 」 で 説 か れ た 仏法 を 聞い た 事 が 有る の が 、 見 えて い 


る 。 

私 (、 釈 迎 御 尼 仏 ) は 、 こ の よう に 思っ た 。 

「 如来 が 世に 出現 する 理由 は 、 仏 の 鉛 交 を 説く た め な の で ある 。 今 
が 、 ま さ に 、 そ の 時 な の で ある 」 

舎利 講 よ 、 ま さ に 、 知 る べき で ある 。 

智 療 な どの 能力 が 鈍 に ぶ く て 笠 小 な 人 、 相 に 執着 し 思い 上 が っ て 
いる 者 に は 、 こ の 仏法 を 信じ る 事 は 不可 能 な の で ある 。 

今 、 私 (、 釈 迎 年 尼 仏 ) は 、 喜 ん で 、 長 れる 事 無 く 、 諸 々 の 菩薩 の 
中 で 、 正 走 に 、「 方 便 」、「 便 宜 的 な 方 法 」 を 捨て て 、 無 上 の 仏道 
を 説い て いる 。 

菩薩 は 、 こ の 法 を 聞い て 、 疑 いと いう 綱 を 、 皆 すでに 除い て い 


る 。 

キ ニ 百 人 の 阿 維 漢 が 皆 、 ま さ に 、 仏 に 成る 。 

「 三世 の 」、「『 過去 、 現 在 、 未 来 の 」 諸仏 の 説法 の 儀式 の よう 
に 、 私 (、 釈 迎 御 尼 仏 ) も また 、 今 、 こ の よう に 、( 三 乗 に ) 分 別 し な 
いで 仏法 を 説い て いる 。 

諸仏 の 世 の 出 現に は 、 会 う の が 、 と て も 難し い 。 

た と え 、 諸 仏 が 世に 出現 し て も 、 こ の 法 を 説く の は 、 ま た 、 難 し 
し 1。 

量り 知れ な い ほ ど 無 数 の 却 で 、 こ の 法 を 聞く の は 、 ま た 、 難 し 


本 

この 法 を 聴く 事 が で きた 者 に 、 会 う の は 、 ま た 、 難 し い 。 

例え ば 、 優 曇 華 は 、 一 切 の 者 達 が 皆 、 愛 し て 開花 に 出会え る の を 
願う が 、 天 人 で も 開花 に 出会え る の は 稀有 で 、 そ の 時 々 に 一 度 し か 
出現 し な いよ うな 物 な の で ある 。 

仏法 を 聞い て 喜ん で 、 一 吉 で も 発し て 、 ほ め た た えれ ば 、 一 切 の 
「 三 世 の 」、「 過 去 、 現 在 、 未 来 の 」 仏 を 學 に 供養 し た 事 に 成る の 
で ある 。 

この よう な 人 は 、 優曇華 を 超え る ほど 、 と て も 稀有 な 存在 な の で 
ある 。 
あな た 達 は 疑 つ な か れ 。 
私 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) は 「 諸 法 」、「 全 て の も の 」 の 王 な の で ある 。 
あま ね く 諸 々 の 大 衆 に 告げ る 。 

「 一 ( 仏 ) 乗 」 で ある 仏道 だ け で 諸々 の 菩薩 を 教化 し て いる の で あ 


る 。 

(実は 、) 声 聞 の 弟子 は いな い の で ある 。( 声 聞 と 独 覚 は 実は 既に 菩 
薩 の 一 員 な の で ある 。 声 聞 と 独 覚 は 菩薩 と し て 仏 に 成る 事 を 目指 す 
必要 が 有る 。) 

あな た 達 、 舎 利 施 、 声 聞 、 菩 薩 よ 、 ま さ に 、 知 る べき で ある 。 

この 妙 な る 法 は 諸仏 の 重要 な 秘密 な の で ある 。 

「 五 濁 悪 世 」 で 、 諸 々 の 欲 に 、 願 っ て 執着 し て し まう 。 

この よう な 「 上 衆 生 」 、「 生 者 」 は 、 終 に 、 仏 道 を 求め る 事 が 無い 
の で ある 。 

「 当 来 世 の 」、「 未来 の 」 悪人 は 、 仏 が 「 一 ( 仏 ) 乗 」 を 説い た の 
を 聞い て 、 迷 い 惑 っ て し まっ て 、 値 じ て 受 け 入 れ な いで 、 仏 法 を 
破っ て し まっ て 、「( 三 ) 悪 道 」 、「 地獄 、 餅 鬼 、 畜 生 」 へ 堕ち て し 
まぁ 

恥じ 入っ て いて 、 清 浄 で 、 仏 道 を 志 し て 求め る 者 が \ る が 、 ま さ 
に 、 こ の よう な 者 達 の 為 に 、 広 く 「 一 仏 乗 」 を ほめ た た える の で あ 
る 。 
査 利 講 よ 、 ま さ に 、 知 る べき で ある 。 
諸仏 の 仏法 は 、 こ の よう に 、 幾 万 、 幾 億 の 「 方 便 」、「 便 家 的 な 
方 法 」 に よっ て 、 相 手 に 応じ て 説 か れ て いる の で ある 。 

それ を 習っ て 学ん で いな い 者 は 、 そ れ を 明らか に 「 了 了解 」、「 理 
解 」 できない の で ある 。 

あな た 達 は 婚 に 、 諸 仏 、 世 の 師 が 相手 に 応じ て 方 便 し て いる 事 を 
知っ て いる 。 

諸々 の 疑い や 惑 い を 無く し て 、 心 に 大 いな る 喜び を 生じ させ て 、 
自ら 、 ま さ に 、 仏 に 成 れ る 、 と 知り な さい 。 


講 鳴 品 


その 時 、 舎利 講 は 、 心 が 踊 躍 し て 歓喜 し て 、 起 立 し て 、 合 掌 し 
て 、 釈 迎 牟 尼 仏 の 尊 顔 を 仰ぎ 見 て 、 釈 迎 牟 尼 仏 に 吉 っ た 。 


境 CA 世 尊 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) よ り 、 こ の 「 法 音 」、「 説法 」 を 聞い 

て 、 心 が 踊 躍 を 懐 き 未 曽 有 を 得 て い ます 。 

理由 は 何 か ? (と 誠 つ と 、 ) 

私 (、 舎 利 悼 ) は 、 昔 、 釈 迎 年 尼 仏 より 、 こ の よう な 法 を 聞い て 、 
諸 音 薩 が 「 受 受 記し て 」 、 「 仏 に 成る 予 喜 を 受け て 」、「 作 仏 す 
る 」、 「 仏 に 成る の を 見 て 、 

「 し か し 、 私 達 は 、 こ の よう な 事 に 、 あ ず か れ な い 」 と (思っ て )、 
自ら 感じ て 心 を ひど く 痛 め て いま し た 。 

「 如来 (、 仏 ) の 量り 知れ な い 知 見 を 失っ て し まう 」 と (思っ て )。 

世 尊 (、 釈 迎 御 尼 仏 ) よ 、 私 (、 舎利 那 ) は 、 常 に 、 山 林 で 、 樹 の 下 
で 、 独 り で 処し て 、 学 禅 し た り 学 禅 の 合間 に 歩行 し た り し て 、 こ の 
よう に 思っ て いま し た 。 

私 達 も 、 同 じ く 、「 法 性 」 に 入っ て いる が 、 ど うし て 、 如 来 (、 
釈 迎 年 尼 仏 ) は 、「 小 乗法 」、「 中 途 半端 の 法 」 で 、 仏 土 へ 渡し て 
救済 し た と 見 て いる の か ? と 。 


(し か し 、) こ れ は 、 私 達 の 谷 で し た 。 世 尊 (、 釈 迎 年 尼 仏 ) の 落ち 
度 で は あり ませ ん で し た 。 

どう いう 事 か ? (と 吉 う と 、) 

も し 、 私 達 が 、「 阿 多 殺 三 革 三 菩提 」、「 無 上 普遍 正 覚 」 を 成 
就 す る 原因 で ある 所 の 説 を 待て ば 、 必 ず 「 大乗 」 、「 真 の 完全 な 
法 」 に よっ て 、 仏 土 へ 渡っ て 解 有 する 事 を 得 ます 。 

し か し 、 私 達 は 、「 方便 」、「 便 宜 的 な 方 法 」 に よる 「 随 家 
の 」、「 相 手 に 応じ た 」、 所 説 を 理解 で きま せん で し た 。 

(し か し 、 ) 初 め て 仏法 を 聞い 1 て 、 幸運 に も 、( 仏 法 を 、) 信 じ て 受 
け 入 れ て 、「 思 民 し て 」、「 思 考 し て 」、 証 を 取る こと が で きま し 
だ 。 

世 尊 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) よ 、 私 (、 舎利 施 ) は 、 昔 か ら 、 終 日 、 夜 通 
し 、 常 に 、 目 2 ) を 上 厳し く 責 め て いま し た 。 

し か し 、 今 、 釈 迎 牟 尼 仏 より 、 未 だ 聞い た こと が 無かっ た 所 の 未 
胃 有 の 法 を 聞い て 、 諸々 の 疑い や 後悔 を 断つ こと が で き て 、 稀 心 が 
「 泰 然 と し て 」、「 沙 ち 着い て 不動 に 成っ て 」、 快 適 に 成っ て 、 安 
穏 と な る こと を 得 ま し た 。 

今日 、 知 る こと が で きま し た 。 

私 達 は 、 仏 の 口 か ら の 鉛 交 の 吉 葉 に より 生じ た 、 法 の 教化 に より 


生じ た 、 真 の 仏 の 子 で ある し 、 仏 法 の 分 け 前 を 得 て い る 。 と 。 


その 時 、 舎 利 講 は 、 くり返し 、 こ の 意義 を 説き た いと 欲し て 、 詩 
で 説い て 吉 っ た 。 


私 (、 舎利 莉 ) は 、 こ の 「 法 音 」、「 説 法 」 を 聞い て 、( 心 が ) 未 曽 
有 に 成る こと を 得 て 、 心 に 大 いな る 歓喜 を 懐 き 、 疑 いと いう 網 あ み 
を 全て 既に 除去 で きま し た 。 

昔 か ら 、 釈 迎 牟 尼 仏 の 教え を 被 こ つう おっ て 、「 大 乗 」、「 真 の 完 
全 な 法 」 を 失っ て いま せん で し た 。 

「 仏 音 」、「 各 迎 年 尼 仏 の 説法 」 は 、 と て も 希有 で 、「 家 生 」 、 
「 生 者 」 の 悩み を 除去 する こと が 可能 で す 。 

私 (、 舎 利 族 ) は 、「 漏 」 、「 燃 悩 」 を 無く し 尽く すこ と を 學 に で 
き 得 て いま す が 、 釈 迎 牟 尼 仏 の 説法 を 聞い て 、 ま た 更に 、 憂 い 悩 み 
を 除 去 で きま し た 。 

私 (、 仁 利 講 ) は 、 山 谷 に 処し た り 、 林 の 樹 の 下 に いた り し て 、 学 
禅 し た り 学 禅 の 合間 に 歩行 し た !) し て 、 常 に 、 こ の よう な 事 を 思考 
し て いま し た 。 

ああ っ ! 深く 自身 を 責め る ! 

どう し て 自身 を だ まし て いる の か ? 

私 達 も 、 ま た 、 仏 の 子 で 、 同 じ く 「 無 漏 法 」、「 燃 悩 の 無い 境地 
の 法 」 に 入っ て いる 。 

(し か し 、) 未 来 に 、 無 上 の 「 道 」、「 真理 」 を 演説 する こと が 不 
可能 で ある 。 

仏 の 金色 の 相 、 仏 の 三 十 二 相 、 仏 の 十 力 、 諸 々 の 解脱 は 、 同 じ く 
共に 、 唯 一 の 法 の 中 に 有る 。 し か し 、 私 達 は 、 こ れ ら の 事 を 得 て い 
な い 。 

仏 の 妙 な る 八 十 種 好 、 仏 の 徳 で ある 十 八 不 共 法 、 こ れ ら の よう な 
功徳 を 、 し か し 、 私 (、 舎 利 那 ) は 、 全 て 、 上 既に 、 失 っ て し まっ て い 
る 。 


私 (、 舎 利 悼 ) は 、 独 り で 学 祥 の 合間 に 歩行 し て いる 時 に 、 釈 迎 御 
尼 仏 が 大 軍 と 共に いる の を 見 て 、 
釈 迎 牟 尼 仏 の 名 声 が 十 方 に 満ち て いる の を 聞い て 、 
釈 迎 年 尼 仏 が 広く 「 衆 生 」、「 生 者 」 に 「 鱗 益 し て いる 」、「 利 益 
を も た らし て いる 」 の を 見 聞き し て 、 

この よう に 思っ て いま し た 。 

(私 、 人 樺 利 那 は 、) こ の よう な 利点 (、 徳 ) を 失っ て し まっ て いる 。 
私 (、 仁 利 那 ) は 、 自 身 を だ まし て いる 。 と 。 


私 (、 舎 利 諸 ) は 、 常 に 、 日 夜 に 、 こ の よう に 思っ て いて 、 世 尊 (、 
釈 迎 年 尼 仏 ) に 「( 私 、 桂 利 講 は 、 仏 の 徳 な ど を ) 失 っ て し まっ て いる 
の か ? 失っ て いな い の か ? 」 と 質問 し た いと 欲し て いま し た 。 

私 (、 舎利 族 ) は 常に 、 世 尊 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) が 諸々 の 菩薩 を 称 讃 し 
て いる の を 見 て 、 日夜 、 こ の よう な 事 を 思っ て いま し た 。 

(私 、 人 査 利 講 が ) 今 、 釈 迎 牟 尼 仏 の 吉 葉 を 聞い て お り ま す と 、「 随 
古 に 」、「 相 手 に 応じ て 」 法 を 説 か れ て いま す 。 

「 無 漏 」、「 燃 悩 の 無い 境地 」 は 、 思 考 に よっ て 推測 する の は 難 
し いで す 。 

(仏法 は 、) 「 衆生 」、「 生 者 」 を 「 道 場 」、「 修 行 」 に 至ら せま 


す 。 

私 (、 仁 利 那 ) は 、 本 も と は 、 邪 悪 な 見 解 に 執着 し て し まっ て 、 
諸々 の バラ モン の 師 と 成っ て し まっ て いま し た 。 

世 尊 (、 釈 迎 年 尼 仏 ) は 、 私 (、 舎利 那 ) の 心 を 知っ て 、( 私 、 舎 利 那 
を ) 邪 悪 か ら 抜け 出さ せ て 、「 混 占 」、「 寂 静 の 無 上 の 境地 」 を 説 
きま し た 。 

(その た め 、) 私 (、 舎利 講 ) は 、 邪 悪 な 見 和解 を こと ご と く 除 去 し 
て 、 空 くう の 法 で 証 を 得 ま し た 。 

(私 、 人 樺 利 那 は 、) そ の 時 、 心 の 中 で 、 自 ら 、 こ の よう に 思い まし 


た 。 
「 滅 度 」、「 仏 の 悟り の 境地 」 に 至る こと が で き 得 た 。 と 。 


し か し 、( 私 、 侍 利 諸 は 、) 今 、 こ の よう に 自覚 し て いま す 。 
これ (、 現 在 の 境地 ) は 、 真 実 の ' 滅 度 」、「 仏 の 悟り の 境地 」 で 
は な い 。 と 。 


も し (私 、 杜 利 講 が ) 仏 に 成る こと が で き 得 た 時 は 、 三 十 二 相 を 

「 具足 し て 」、「 十 分 に 備え て 」、 天 人 、 夜叉 達 、 龍 神 な ど が 恭 し 
く 敬 っ て くれ る は ず で す 。 

その 時 、 思 うべ き で す 。 

永遠 に 余す こと 無く 悪 を 滅ぼし 尽く せ た 。 と 。 


釈 迎 御 尼 仏 は 、「 大 朝 」、「 集 まっ て いる 者 達 」 の 中 で 、「 私 
( 達 ) は 、 ま さ に 仏 に 成る 」 と 説い て くれ まし た 。 

この よう な 「 法 音 」、「 説 法 」 を 聞い て 、 疑 いや 後悔 を こと ご と 
く 皮 に 除去 で きま し た 。 

釈 迎 御 尼 仏 の 所 説 (、 法 華 経 ) を 初め て 聞い た と き は 、 心 中 で 大 い 
に 驚い て 疑っ て し まい まし た 。 

魔 が 釈 迎 年 尼 仏 の 姿 に 変身 し て 、 私 の 心 を 悩ま し 乱 し て いる の で 
は な いか ? と 。( し か し 、) 


釈 迎 年 尼 仏 は 、 種 々 の 縁 、 警 只 、5 み な 吉 説 で 、( 私 の 、) そ の 心 
を 海 の よ うに 安心 させ て くれ まし た 。 

私 (、 舎 利 諸 ) は 、( 法 華 経 を ) 聞 いて 、 疑 いと いう 網 あ み を 断 て ま 
し た 。 


釈 迎 年 尼 仏 は 、 こ の よう に 説き まし た 。 

過去 の 世 の 、 量 り 知 れ な い ほ ど 無 数 の 、「 減 度 し た 」、 「 肉体 が 
死ん だ 」 仏 達 も 、「 方 便 」、 「 便 宇 的 な 方 法 」 に 、 や すん じ て か 
ら 、 ま た 、 皆 、 こ の 法 (、 法 華 経 ) を 説い た 。 と 。 

現在 や 未来 の 仏 達 も 、 そ の 数 が 量り 知れ な い ほ ど 無 数 で ある が 、 
また 、 諸 々 の 「 方 便 」、 便宜 的 な 方 法 」 に よっ て か ら 、 こ の よう 
な 法 (、 法 華 経 ) を 演説 する 。 と 。 


今 、 世 豊 (、 釈 迎 年 尼 仏 ) も 、 生 まれ て か ら 、 出 家 し て 仏道 を 会 得 
し て 「 法 輪 を 転じ て 」、「 法 を 説い て 」 か ら 、 ま た 、 方 便 に よっ て 
か ら 、( 法 華 経 を ) 癌 きま し た 。 


世 尊 (、 釈 迎 年 尼 仏 ) は 、 真 実 の 「 道 」、「 真理 」(、 法 華 経 ) を 説 
きま し た 。 

「 波 旬 」、「 魔 」 に は 、 こ の よう な 事 (、 法 華 経 を 説く 事 ) は 無い 
で す 。 
この た め 、 私 (、 舎利 那 ) は 、 確 定 し て 、 こ の よう に 知る こと が で 
きま し た 。 

魔 が 釈 迎 御 尼 仏 の 姿 に 変身 し て (法華 経 を 説い て )\ る の で は な 
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私 (、 舎 利 著 ) は 、 疑 いと いう 綱 あ み に 堕 ち て し まっ て いた た め 
に 、 こ の よう に 思っ て し まっ て いた の で す 。 
(法華 経 は 、) 魔 の 所 説 で は な いか ? と 。 


釈 迎 年 尼 仏 の 柔軟 な 説法 、 深 遠 に 、 と て も 微細 に 絶妙 に 演説 され 
た 清浄 な 法 を 聞い て 、 私 (、 舎 利 講 ) は 、 心 に 、 大 いな る 歓喜 が 生じ 
て 、 疑 いと 後悔 を 永遠 に 皮 に な くし 尽く すこ と が で き て 、 真 実 の 侍 
癌 の 中 に 安住 で きま し た 。 


私 (、 人 樹 利 邪 ) は 、 必 ず 、 ま さ に 、 仏 に 成っ て 、 天 人 に 敬 わ れる よ 
うつ に な っ て 、 「 無 上 の 法輪 を 転じ て 」、「 無 上 の 法 を 説い て 」 、 
諸々 の 菩薩 を 教化 し ます 。 


その 時 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 舎利 講 に 、 こ の よう に 告げ た 。 


私 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) は 、 今 、 天 人 、 人 、 出 家 者 、 バ ラモン な ど 集 
まっ て いる 者 達 の 中 で 、 説 いて いる 。 

私 (、 釈 迎 年 尼 仏 ) は 、 昔 、 か つて 、 二 兆 人 の 仏 達 の 所 で 、 無 上 の 
仏道 で 、 あ な た (、 舎 利 那 ) を 常に 教化 し た 。 

あな た (、 仁 利 諸 ) も 、 ま た 、「 長 夜 」、「 輪廻 転生 」 で 、 私 (、 釈 
迎 御 尼 仏 ) に 従っ て 、 教 え を 受け て 学ん だ 。 

私 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) は 、「 方 便 」、 「 便 宣 的 な 方 法 」 で 、 あ な た (、 
舎利 莉 ) を 仏道 に 引き 入れ て 導い た の で 、( あ な た 、 和 舎利 項 は ) 私 (、 
釈 迎 年 尼 仏 ) の 法 の 中 に 生じ た 。 

査 利 那 よ 、 私 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) は 、 昔 、 あ な た (、 仁 利 族 ) に 仏道 を 
志 さ せ 願 わせ た 。 

あな た (、 仁 利 講 ) は 、 今 (まで 、) こ と ご と く ( 初 心 を ) 忘 れ て し まっ 
て いて 、 上 自ら 、 こ の よう に 思っ て し まっ て いた 。 

(私 、 人 桂 利 諸 は 、) 欧 に 「 滅 度 」、 「 仏 の 悟り の 境地 」 を 会 得 し て 
いる 。 と 。 


私 (、 釈 迎 御 尼 仏 ) は 、 今 、 ま た 、 あ な た (、 舎利 莉 ) に 本 も と か ら 
の 願い 、 修 行 し て きた こと を 思い 出し て 6 向 し い の で 、 諸々 の 声 間 達 
に 、 「 妙法 蓮華 」、「 教 菩薩 法 」、 「 仏 所 護 念 」 と いつ 名 前 の 、 こ 
の 「 大 乗 経 」 を 説い た 。 

杜 利 講 よ 、 あ な た (、 童 利 蛋 ) は 、 未 来 の 世 で 、 無 量 の 無限 の 、( 人 
に は ) 思 考 不 可能 な ほど 長い 区 を 過ぎ て か ら 、 幾 千 、 幾 万 、 幾 億 の 
仏 達 に 捧げ も の を 捧げ て か ら 、 正 し い 法 を ささ げ 持 っ て か ら 、 若 薩 
の 行い の 道 を 「 具 足し て 」、「 十 分 に 備え て 」 か ら 、 ま さ に 、 仏 に 
成る こと が で き 得 る 。 

( 仏 に 成っ た 人 桂 利 講 の ) 移 号 は 、 華 光 仏 と 吉 つ 。 

(舎利 講 の 仏 ) 国 土 の 名 称 は 、 離 垢 で ある 。( 「 離 垢 」 は 「 汚 れ を 離 
れ て いる 」 を 意味 する 。) 

その 公国 土 は 、 平 で 、 正 し く 、 清 浄 で 、 荘 厳 に 飾ら れ て いて 、 安 
穏 で 、 豊 か で 、 楽 し い 。 

天 人 が 、 燃 える よう に 盛ん で ある 。 

瑠璃 る り を 地 と 成 し て いる 。 

八 つ の 交わ る 道 が 有る 。 

黄金 を 縄 と な し て 、 道 の 境界 に し て 、 そ の 道 の 横 に 、 は られ て い 


その 道 の か た わら に は 、 各 々 、「 七 宝 」、「 七 種類 の 宝 」 の 「 行 
樹 」、「 並 木 」 が 有 っ て 、 常 に 華 、 果 実 が 有る 。 
華 光 仏 (、 舎 利 族 ) も 、 ま た 、「 三 乗 」 で 、「 架 生 」、「 生 者 」 を 


教化 する 。 

査 利 講 よ 、 こ の 華 光 仏 が 出現 する 時 は 、 悪 の 世界 で は な い が 、 本 
も と か ら の 願い な の で 、「『 三 乗 」 の 法 を 説く 。 

その 華 光 仏 の 区 の 名 前 を 大 宝 荘 厳 と 吉 つ 。 

な ぜ 大 宝 荘 厳 と 吉 つ 名 前 な の か ? (と 吉 う と 、) 

その 華 光 仏 の 仏 国 土 の 中 で は 、 蘭 隊 を 大 いな る 宝 と する か ら で あ 
る 。 
( 華 光 仏 の 仏 国土 の 、) こ の 諸々 の 菩薩 は 、 量 けり 知れ な い ほ ど 無 
数 、 無 限 、( 人 に は ) 思 考 不 可能 な ほど 無数 、 数 えた り 例 えた りす る 
こと が 及ば な い ほ ど 無 数 で ある 。 仏 の 智 力 が な けれ ば 、 知 る こと が 
可能 な 者 は いな い 。 

( 華 光 仏 の 仏 国 土 で は 、) 歩 行 時 に 、 宝 の 華 が 足 を 受け 止め て くれ 


る 。 
( 華 光 仏 の 仏 国土 の 、) こ の 諸々 の 菩薩 は 、 初 心 者 で は な い 。 
皆 、 幾 百 、 幾 寺 、 幾 万 、 幾 億 の 量り 知れ な い ほ ど 無 数 の 仏 達 の 所 
で 、 久 し く 、 徳 の 本 も と と な る 善行 を 種 の よう に 植え て き て いる 。 
「 克行 」、「 修 行 」 を 清浄 に 修行 し て き て いる 。 
常に 諸仏 に ほめ られ て いる 。 
常に 仏 の 智 均 を 修行 し て いる 。 
大 いな る 神通 力 を 「 具 足し て いる 」、「 十 分 に 備え て いる 」。 
「 一 切 の 諸 法 」、「 全 て の も の 」 の 門 を 善く 知っ て いる 。 
性 質 は 正 赴 で 、 虚 偽 が 無い 。 
志 、 意 思 が 、 了 堅固 で ある 。 
この よう な 菩薩 が 、 そ の 華 光 仏 の 公国 土 に 、 充 満 し て いる 。 
査 利 講 よ 、 華 光 仏 の ( 仮 の 身 の ) 寿 命 は 、 十 二 小 却 で 、 王 子 と 成っ 
て いて 未だ 仏 で は な い 時 の 期間 は 除く 。 
その 華 光 仏 の 仏 国 土 の 国民 の 寿命 は 、 八 小 却 で ある 。 
華 光 仏 は 、 十 二 小 壇 を 過ぎ て か ら 、 堅 満 菩薩 に 「 授 記し て 」、 
「 仏 に 成る 予 圭 を 授け て 」 、 諸 々 の 出家 者 に 、 こ の よう に 告げ る 。 
堅 満 菩薩 が 、 次 に 、 ま さ に 、 仏 に 成る 。 
( 仏 に 成っ た 堅 満 菩 薩 の ) 称 号 は 、 華 足 安行 仏 と 吉 つ 。 


華 足 安行 仏 の 仏 国土 も 、 ま た 、 華 光 仏 の 仏 国 土 と 同様 で ある 。 
舎利 莉 よ 、 こ の 華 光 仏 の 「 滅 度 」、「 仮 の 身 の 死 」 の 後 、 正 法 の 
期間 は 、 三 十 二 小 壇 で ある 。 

像 法 の 期間 も 、 ま た 、 三 十 二 小 却 で ある 。 


その 時 、 世 尊 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) は 、 く けり 返し 、 こ の 意義 を 説き た い 
と 欲し て 、 詩 で 説い て 吉 っ た 。 


樹 利 講 よ 、( 舎 利 講 は 、) 来 世 で 、「 普 智 尊 」、「 仏 」 と 成る 。 

( 仏 と 成っ た 仁 利 講 の ) 称 号 、 名 移 は 、 華 光 仏 と 吉 つ 。 

( 華 光 伏 は 、) ま さ に 、 量 けり 知 れ な い ほ ど 無 数 の 「 衆 生 」、「 生 
者 」 を 仏 土 へ 渡す 。 

(舎利 講 は 、 仏 に 成る まで 、) 無 数 の 仏 達 に 捧げ も の を 捧げ て き て 
いて 、 菩 薩 の 行い 、 仏 の 十 力 な どの 功徳 を 「 具 足し て いる 」、「 十 
分 に 備え て いる 」。 

無 上 の 道 を 証し て いる 。 

量り 知れ な い ほ ど 長 い 友 が 過ぎ 終わ る と 、 大 宝 ( 荘 ) 厳 と いう 名 前 
の 胡 に な る 。 

( 華 光 仏 の 仏 国土 、) 世 界 の 名 前 は 、 離 垢 で ある 。 

清浄 で 、 表 きず 、 汚 れ が 無い 。 

瑠璃 を 地 と な し て いる 。 

黄金 の 縄 が 、 そ の 道 の 境界 と な っ て いる 。 

「 七宝 」、「 七 種類 の 宝 」 の 複雑 な 色 の 樹 が あっ て 、 常 に 華 、 果 
実 が 有る 。 

この 華 光 仏 の 仏 国 土 の 諸々 の 菩薩 は 、 志 、 意 思 が 常に 堅固 で あ 


神通 の 「 波 殺 蜜 」、「 到 達 」 を 皆 、 婚 に 、 こ と ご と く 「 具 足し て 
いる 」、「 十 分 に 備え て いる 」。 

無数 の 仏 達 の 所 で 、 善 く 、 普 薩 の 道 を 学ん で き て いる 。 

これ ら の 「 大 士 」、「 大 いな る 修行 者 」、「 菩薩 」 は 、 華 光 仏 に 
教化 され て いる 。 

華 光 仏 は 、 王 子 と 成っ た 時 に 、 国 を 捨て 、 世 俗 の 驚 索 を 捨て 、 最 
後 身 の 菩薩 と し て 出家 し て 、 仏 道 を 成就 する 。 

華 光 仏 ( の 仮 の 身 ) が ( 仏 国土 、) 世 界 に 存在 する 寿命 は 、 十 二 小 友 
で ある 。 

その 仏 国 土 の 国民 の 寿命 は 、 八 小 却 で ある 。 

華 光 仏 の 「 滅 度 」、「 仮 の 身 の 死 」 の 後 、 正 法 は 、( 仏 国土 、) 世 
界 に 存在 する 期間 が 三 十 二 小 却 で 、 広 く 諸 々 の 「 衆 生 」、「 生 者 
を 仏 土 へ 渡す 。 

正法 が 姿 を 隠し 終わ る と 、 像 法 と な っ て 、 期 間 は 三 十 二 小区 で 、 
華 光 仏 の 「 舎 利 」、「 遺 骨 」 が 広く 流布 し て 、 天 人 は 、 あ まね く 華 
光 仏 の 遺 朋 に 捧げ も の を 捧げ る 。 

華 光 仏 の 行う 事 は 皆 、 こ の よう な の で ある 。 

「 両足 里 尊 」、「 仏 」 で ある 華 光 仏 は 、 無 上 に 優れ て いて 、 比 類 
無い の で ある 。 

華 光 仏 と は 、( 未 来 の 、) あ な た (、 舎 利 講 ) な の で ある 。 

(舎利 蛋 は 、) ま さ し く 、 ま さ に 、 自 ら 、 喜 が ぶ べ き で ある 。 


その 時 、「『 四部 軍 」、「 出 家 者 の 男女 と 在家 信者 の 男女 」 と 、 天 
人 、 龍 、 夜 叉 、 乾 賠 婆 、 阿 修 維 、 周 楼 弘 、 緊 那 雑 、 摩 須 維 人 加 な ど 集 
まっ て いる 者 達 は 、 舎 利 施 が 仏前 に お いて 仏 に 成る 予 吉 を 受け た の 
を 見 て 、 心 に 大 いな る 喜び が 生じ て 、 心 が 無量 な ほど 踊 躍 し て 、 
各々 、 身 に つけ て いた 上 衣 を 脱い で 、( 上 衣 を ) 釈 迎 牟 尼 仏 に 捧げ 
Fa 


「 釈 提 柱 因 」、 『 帝釈天 」 と 「 抑 天 王 」、「 部 天 」 な ど と 、 無 数 
の 天 人 も 、 ま た 、 天 の 妙 な る 衣 、 天 塁 陀 維 華 、 摩 詞 明 陀 維 華 な ど を 
( 釈 迎 年 尼 仏 に ) 捧 げた 。 


捧げ て 補 中 に 浮か べた 天 の 衣 は 、 補 中 に 留まっ て 、 自 ら 回 転 し 


こ o 


諸々 の 天 人 達 は 、 幾 百 、 畿 千 、 幾 万 種類 も の 「 伎 楽 」、「 音 楽 
を 空中 で 同時 に 演奏 し て 、 多 数 の 天 の 華 を 天 か ら 雨 の よう に 降ら し 
て 、 こ の よう に 吉 つ た 。 


釈 迎 御 尼 仏 は 、 音 、 波 維 奈 で 、 初 め て 、「 法輪 を 転じ た 」、「 法 
を 説い た 」。 

( 釈 迎 年 尼 仏 は 、) 今 、 ま た 、 無 上 の 最大 の 「 法輪 を 転じ た 」、 

「 法 を 説い た 」。 


その 時 、 諸 々 の 天 人 達 は 、 くり返し 、 こ の 意義 を 説き た いと 欲し 
て 、 詩 で 説い て 吉 っ た 。 


( 釈 迎 年 尼 仏 は 、) 昔 、 波 弘 奈 で 、( 「 苦 集 滅 道 」 と いう ) 「 四 諦 」 
の 「 法 輪 を 転じ て 」、「 法 を 説い て 」、 分 別して 「 諸 法 」、「 全 て 
の も の 」 の 「 五 軍 」、「 五 纏 」 の 生 、 滅 を 説き まし た 。 

(そし て 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、) 今 、 ま た 、 最 も 妙 な る 無 上 の 大 いな る 
「 法輪 を 転じ まし た 」、「 法 を 説き まし た 」。 

この 法 は 、 と て も 奥深 いで す 。 

信じ る こと が 可能 な 者 は 少な いで し ょ う 。 

私 達 (、 諸 々 の 天 人 達 ) は 、 昔 か ら 、 し ば し ば 、 世 尊 (、 釈 迎 牟 尼 
仏 ) の 説 を 聞い て きま し た 。 

(し か し 、) こ の よう な 深く 妙 な る 「 上 法 」、「 優 れ た 法 」 は 未だ 
か つて 聞い た こと が あり ませ ん で し た 。 

世 尊 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) が 、 こ の 法 を 説い て くれ た の で 、 私 達 (、 諸 々 
の 天 人 達 ) は 皆 、 喜 ん で いま す 。 


大 いな る 因 疾 が ある 含 利 諸 が 、 今 、 尊 い 「 受 記 」 、「 仏 に 成る 予 
吉 を 受け る こと 」 を 得 ま し た 。 

私 達 (、 諸 々 の 天 人 達 や 、 法 華 経 を 聞く 耳 が ある 者 達 ) も 、 ま た 、 
(舎利 講 と ) 同 様 に 、 必 ず 、 ま さ に 、 一 切 世 間 で 最も 尊い 者 で ある 無 
上 で ある 、 仏 に 成 れ ま す 。 

仏道 を 思考 で 推測 する の は 難し いで す 。 

(仏道 は 、) 「 方 便 」、「 便宜 的 な 方 法 」 の 、「 随 宜 の 」、「 相 手 
に 応じ た 」 説 で す 。 

今 の 生 や 過 去 の 生 で 私 達 (、 諸 々 の 天 人 達 ) が 所 有 し て いる 幸福 を 
も た ら す 善 業 と 、 仏 に 見 まみ えた 功徳 を こと ご と く 仏 道 に 回 向 し 
(て 自 他 が 悟る こと が で きる よう に 助け ) ま す 。 


その 時 、 舎利 講 は 、 釈 迎 年 尼 仏 に 吉 い まし た 。 


世 尊 (、 釈 迎 御 尼 仏 ) よ 、 私 (、 舎利 諸 ) は 、 今 は 、 更 な る 疑い や 後 
悔 は 無い で す 。 

釈 迎 征 尼 仏 の 前 で 、 親 し く 、「 受 記 」、 「 仏 に 成る 予 斉 を 受け る 
こと 」 を 得 まし た 。 

この 諸々 の 千 二 百人 の 心 が 自在 な 者 達 (、 阿 維 漢 達 ) は 、 昔 、「 学 
地 」、「 学 ぶ こ と が いま だ ある 境地 」 に いま し た 。 

釈 迎 御 尼 仏 は 、( 昔 、 阿 殺 漢 達 を ) 常 に 教化 し て 吉 い まし た 。 

私 、 釈 迎 牟 尼 仏 の 法 に よっ て 、「 生 老 病 死 」 を 離れ る こと が 可能 
で ある し 、「 混 加 」、「 寂 静 の 無 上 の 境地 」 を 「『 容 覧 する 」、「『 容 
め る 」 こ と が 可能 で ある 。 


これ ら の 「( 有 ) 学 」 や 「 無 学 」 の 段階 の 人 達 も 、 ま た 、 各 自 、 
( 記 っ た )「 我 見 」、「 私 見 」 と (誤っ た )「 有無 」、「 存 在 と 無 」 の 
見 解 な ど を 離れ る こと で 「 混 山 」、「 寂 静 の 無 上 の 境地 」 を 会 得 し 
た と ( 誠 っ て ) 思 っ て いま す 。 

し か し 、 今 、 世 尊 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) の 前 で 、 未 だ 聞い た こと が な 
か っ た 所 を 聞い て 、 皆 、 疑 惑 に 了 中 ち て し まっ て いま す 。 

(し か し 、 実 は 、 疑 惑 は 、 真 理 を 知る 、 き っ か け と し て 、) 善 いこ 
と で す 。 

世 尊 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) よ 、 願 わく ば 、「 四 衆 」 、「 出家 者 の 男女 と 
在家 信者 の 男女 」 の た め に 、 そ の 「 因 縁 」 、「 理 由 」 を 説い て 、 疑 
いや 後悔 か ら 離 れ さ せ て あげ て くだ さい し いり 。 


その 時 、 釈 迎 年 尼 仏 は 、 舎 利 講 に 告げ た 。 
私 (、 釈 迎 御 尼 仏 ) は 、 先 ほど 、 吉 わな か っ た か ? いい え ! 


喜 っ た ! 
諸仏 が 種々 の 因縁 、 警 喰 、「 吉 辞 」、「 吉 葉 遣 い 」、「 方 便 」、 


「 便宜 的 な 方 法 」 で 法 を 説く の は 皆 、 「 阿 多 維 三 革 三 菩提 」、 
「 無 上 普遍 正 覚 」 の た めで は な いか ? は い ! 「 無 上 普遍 正 覚 
の た めで ある ! 


この 諸仏 の 所 説 は 皆 、 菩 薩 を 教化 する た め の も の な の で ある 。 
( 声 聞 と 独 覚 も 実は 菩薩 の 一 員 な の で ある 。) 

し か も 、 仁 利 族 よ 、 今 、 ま さ に 、 ま た 、 例 え 話 で 、 さ ら に 、 こ の 
意義 を 明らか に し よう っ 。 

諸々 の 智 六 が 有る 者 は 、 例 え 話 で 、 理 解す る こと が で き 得 る 。 
舎利 講 よ 、 仮 に 、 あ る 国 の 、 あ る 地方 の 、 あ る 集落 に 、 大 金持ち 
が いる と する 。 

(大 金持ち は 、) そ の 年 を 取っ て 行っ て いて 、 裏 えて 行っ て いる 。 
財産 、 富 は 量り 知れ な い ほ ど 無 数 で ある 。 

「 田 宅 」、「 家 と 土地 」 と 諸々 の 「 倍 僕 」、「 少 年 の 下僕 」 を 多 
数 、 有 し て いる 。 

その 家 は 、 広 大 で 、 門 が 一 つ だ け 有 る 。 

百人 、 二 百人 、 ま た は 、 五 百人 の 多数 の 諸々 の 人 達 が 、 そ の 家 の 
中 に いる 。 

その 高く 立派 な 家 は 、 古 く て 老朽 化し て 、 奥 壁 が 崩落 し て 、「 柱 
根 」、「 柱 の 基礎 」 が 腐敗 し て 、( 要 と な る ) 梁 は り 、 棟 むね が 傾い 
て 危険 で ある 。 

外縁 部 に 、 同 時 に 、 た ち ま ち 火 が 起こ っ て 、 家 を 焼い て いる 。 
十 人 、 二 十 人 、 あ る い は 、 三 十 人 に 至る 、 金 持ち の 諸々 の 子 達 
は 、 こ の 家 の 中 に いる 。 

金持ち は 、 四 方 か ら 起 こっ た 、 こ の 大 火事 を 見 て 、 大 い に 驚 き 怖 
れ て 、 こ の よう に 思っ た 。 

私 (、 金 持ち ) は 、 こ の 焼 か れ て いる 家 の 門 か ら 安 穏 と し て 脱出 す 
る こと が で き 得 る 。 

し か し 、 諸 々 の 子 達 は 、 火 事 の 家 の 中 で 、 戯 れる こと を 楽し ん で 
執着 し て 、( 火 事 を ) 覚 知 で き て いな いし 、 和 驚き 怖 れ て いな い 。 

火 が 来 て 、 身 に 人 迫っ て 、 自 己 が 切 に 苦し ん で 痛く て も 、 心 は 、 う 
れ え な いで 、 い と わな いで 、( 火 事 の 家 を ) 脱 出し よう と 思う こと を 
求め な い 。 


杜 利 邪 よ 、 こ の 金持ち は 、 こ の よう に 思っ た 。 
私 (、 金 持ち ) の 身 、 手 に は 力 が 有 っ て 、( 子 達 の ) 衣 の すそ を 引っ 


ぱっ て 、 ま た は 、 い くつ か の 案 に よっ て 、 ま さ に 、( 火 事 の ) 家 か 
ら 、 こ の 子 達 を 脱出 させ る べき で ある 。 


(金持ち は 、) ま た 、 さ ら に 、 思 っ た 。 


この 家 は 、 門 が 一 つ だ け で 、 狭 く て 細い 。 

諸々 の 子 達 は 、 幼 稚 で 、「 識 」、「 理 解 」 が 未だ 無く て 、 戯 れ を 
恋い 慕っ て 執着 し て 、 も し か し た ら 、 火 に 焼 か れる 羽目 に 陥っ て し 
まつ か も し れ な い 。 

私 (、 金 持ち ) は 、 ま さ に 、 子 達 の た め に 、 お そろ し い 事 、 こ の 家 
が 上 學 に 焼 か れ て いる 事 を 説い て 、( 火 事 の 家 か ら ) 速 や か に 脱出 する 
べき 時 で ある 事 を 説い て 、 火 に 焼 か れ て 害 を 受け な いよ うに させ よ 
つ 。 


(金持ち は 、) こ の よう に 思い 終わ る と 、 思 っ た 通り に 、 全 て を 、 
諸々 の 子 達 に 告げ た 。 
あな た 達 (、 子 達 ) よ 、 速 や か に 脱出 し な さい 。 


父 ( で ある 金持ち ) は 、( 子 達 を ) 思 いや っ て 、 善 い 巧 みな 吉 葉 で 、 
勧誘 し て 、 諭 さと し た 。 

し か し 、 諸 々 の 子 達 は 、 戯 れ を 楽し ん で 執着 し て 、( 父 の 吉 葉 に ) 
従わ な いで 、 信 じ て 受 け 入 れ な いで 、 和 驚か な いで 、 思 お それ な い 
で 、( 火 事 の 家 を ) 脱 出し よう と 思わ な か っ た 。 

また 、( 子 達 は 、) 火 と は 何 か ? 家 と は 何 か ? どう し て 失う と 
な す の か ? と 知ら ず 、 た だ 、 右 へ 圧 へ 、 さ ま よ っ て 春 走 し て 、 戯 
れ て 、 父 を 見 て 止 や まな か っ た 。 


その 時 、 金 持ち は 、 こ の よう に 思っ た 。 


この 家 は 既に 大 き な 火 に 焼 か れ て いる 。 

私 (、 金 持ち ) と 諸々 の 子 達 は 、 も し (火事 の 家 を ) 脱 出し な い 時 
は 、 必 ず 、 焼 か れ て し まう 。 

私 (、 金 持ち ) は 、 今 、 ま さ に 、「 方便 」、「 便 宜 的 な 方 法 」 を 設 
け て 、 諸 々 の 子 達 に 、 こ の 害 か ら 免 れる こと を 得 さ せよ っ うっ 。 


父 ( で ある 金持ち ) は 、 諸 々 の 子 達 が 優先 し て 心 で 各々 好む 所 の 物 
で ある 種々 の 珍し い 玩具 お も ちゃ 、 珍 し い 物 、 心 情 で 必ず 楽し ん で 
愛着 する 所 の 物 を 知る こと に し た 。 

そし て 、( 金 持ち は 、 子 達 に ) 告 げ て 、 こ の よう に 吉 っ た 。 


あな た 達 が 好む 所 の 物 で 、 希 有 で 、 得 る の が 難し く て 、 あ な た 達 


が 、 も し 取ら な けれ ば 、 後 で 、 必 ず 、 夏 えて 後悔 する よう な 、 種 々 
の 壮 車 、 鹿 車 、 牛 車 が 、 今 、 門 の 外 に あっ て 、 そ れ ら で 遊び 戯れ る 
べき で ある 。 

あな た 達 、 こ の 火事 の 家 を 、 ま さ し く 、 速 や か に 、 脱 出し て くる 
べき で ある 。 

あな た 達 が 欲す る 所 に 従っ て 、 皆 、 ま さ に 、 あ な た 達 に 与え よ 
つ 。 


その 時 、 諸 々 の 子 達 は 、 父 の 所 説 の 珍し い 玩 具 に つい て 聞く と 、 
(自身 の 、) そ の 願い に 適う つの で 、 各 々 の 心 は 勇猛 で 鋭敏 に 成っ て 、 
相互 に 押し の け 合 っ て 、 競 っ て 走り 合っ て 、 競 争 し て 火事 の 家 を 脱 
出 し た 。 


この 時 、 金 持ち は 、 諸 々 の 子 達 が 安穏 と し て (火事 の 家 を ) 脱 出す 
る こと が で き 得 て 皆 「 四 衛 」 、『 十 字 路 」 の 道 の 中 の 露地 に 堂 っ て 


障害 が 無い の を 見 て 、( 金 持ち の 、) そ の 心 は 泰 然 と し て 歓喜 し て 踊 
躍 し た 。 


その 時 、 諸 々 の 子 達 は 、 各 々 、 父 に 吉 っ た 。 


父 よ 、 先 ほど 許し て くれ た 、 玩 具 の 羊 車 、 鹿 車 、 牛 車 を 願わ く 
ば 、 今 、 与 えて くだ さい 。 


樹 利 講 よ 、 そ の 時 、 金 持ち は 、 諸 々 の 子 達 の 各々 に 、 等 し く 、 同 
ー の 大 いな る 車 を 提 え た 。 

その 車 は 、 高 く 、 広 い 。 

多数 の 宝 で 荘厳 に 組み 合わ され て いる 。 

「 欄 桶 」、「 欄 」 が 、 め ぐら され て いる 。 

四面 に は 欠 が 上 聴け られ て いる 。 

また 、 そ の ( 車 の ) 上 に は 、「 峠 施 」 と 「 天 甘 」 が 張ら れ て いる 。 

また 、 こ の 車 は 、 珍 し い 多 数 の 宝 の 組み 合わ せ で 、 荘 厳 に 飾ら れ 
て いる 。 

宝 の 縄 が 絡 か らん で いる 。 

諸々 の 華 の 「 環 」、「 弓 ひも 状 の 飾り 」 が 垂 ら さ れ て いる 。 

「 人 」、「 赤 い 布 」 と 「」、「 黒 い 布 で 包ま れ た 正方 形 の 板 」 
が 重ね て 敷 か れ て いる 。 

赤い 枕 が 安置 され て いる 。 

皮膚 の 色 が 綺麗 な 、 体 の 形 が 美しい 好い 、 大 き な 筋 力 が 有る 、 歩 
行 が 正しい 、 風 の よう に 速い 、 白 い 牛 が 車 を 引く 。 

また 、 多 数 の 従 僕 が 、 こ の 車 の そば で 仕え て 護衛 する 。 


(白い 牛 の 車 を 与え た ) 理 由 は 何 か ? (と 喜 つと 、) 


この 金持ち は 、 財 産 、 富 が 量り 知れ な い ほ ど 無 数 で 、 種 々 の 宝 
庫 、 蔵 が 、 こ と ご と く 皆 、( 宝 で ) み ちあ ふれ て いた の で 、 こ の よう 


に 思っ た 。 


私 の 財宝 は 、 無 限 で ある 。 

まさ に 、 須 っ た 車 を 諸々 の 子 達 に 幻 え る べき で は な いり!。 

今 、 こ れ ら の 幼子 は 皆 、 私 の 子 で ある 。 愛 に は 、 偏 か た より が 無 
人 

私 に は 、 こ の よう に 「 七 宝 」 、「 七 種類 の 宝 」 の 大 いな る 車 が 
あっ て 、 そ の ( 車 の ) 数 は 量り 知れ な い ほ ど 無 数 で 、 ま さ に 、 平 等 な 
( 愛 の ) 心 で 、 各 々 (の 幼子 ) に 、 こ の 車 を 提 え よう 。 
差別 は 、 よ く な い 。 

理由 は 、 何 か ? (と 土 うと 、) 

私 の 、 こ の 車 を 一 国 ( の 国民 の 皆 ) に 、 あ まね く 提 えて も 、 な お 、 
不足 し な い 。 

どう し て 、 諸 々 の ( 幼 ) 子 達 に 与え な いこ と が ある だ ろう か? い 
いえ ! 諸々 の ( 幼 ) 子 達 に 与え る ! 


この 時 、 諸 々 の 子 達 は 、 各 々 、 大 いな る 車 に 乗っ て 、( 心 が ) 未 曽 
有 に な る こと を 得 た が 、 本 も と の 回 ん で いた 所 の 物 で は な か っ た 。 


舎利 講 よ 、 あ な た は 、 ど う 思 うつ か? 

この 金持ち は 、 諸 々 の 子 達 に 、 等 し く 、 珍 し い 宝 の 大 いな る 車 を 
了 旨 え た 。 

「 虚妄 」、「 空虚 で 妄 り な こと 」 で ある の か 2?2 「 空 虚 で 妄 り な 
こと 」 で は な い の か ? 


舎利 講 は 、 吉 っ た 。 

いい え 。(「 空虚 で 妄 り な こと 」 で は な いで す 。) 

世 尊 (、 釈 迎 御 尼 仏 ) よ 、 こ の 金持ち が 、 諸 々 の 子 達 に 火事 と いう 
災難 を 免れ る こと を 得 さ せ て 身 の 命 を 保全 させ た だ け で も 、「 虚 
妄 」、 「 室 虚 で 妄 り な こと 」 で は な い の で す 。 

な ぜ か ? 

も し 身 の 命 を 保全 すれ ば 、「( 身 の 命 と いう ) 好 い 玩具 を 既に 得 
た 」 と な すか ら で す 。 

まし て 、 ま た 、「 方便 」、 「 便宜 的 な 方 法 」 で 、 火 事 の 家 か ら 、 
この 子 達 を 抜け 出さ せ て (苦し みか ら ) 救 済 し て いま す 。 


世 尊 (、 釈 迎 年 尼 仏 ) よ 、 も し 、 金 持ち が 、 最 も 小さ な も の で ある 
( 羊 ) 車 、 一 台 す ら ( 幼 子 に ) 与 えな く て も 、 な お 、「 虚 妄 」、「 空 虚 
で 妄 り な こと 」 で は な い の で す 。 

な ぜ か ? 

金持ち は 、 先 に 、 こ の よう に 思い まし た 。 

私 (、 父 で ある 金持ち ) は 、「 方便 」、「 便 宜 的 な 方 法 」 で 、 子 に 
脱出 させ る こと を 得 さ せよ う 。 と 。 


この た め 、「 虚 妄 」、「 空 虚 で 妄 り な こと 」 で は な い の で す 。 

まし て 、 金 持ち は 、 財 産 、 富 が 量り 知れ な い ほ ど 無 数 で ある と 自 
ら 知 っ て いて 、 諸々 の 子 達 に 利益 s を も た ら そ つう と 1 欲し て 、 大 いな る 
車 を 等 し く 所 えま し た 。 


釈 迎 年 尼 仏 は 、 舎利 講 に 告げ まし た 。 


善い か な 。 

善い か な 。 

あな た (、 侍 利 莉 ) の 吉 葉 は 。 

査 利 講 よ 、 如 来 (、 仏 ) も 、 ま た 、 同 様 な の で ある 。 

仏 は 、 一 切 の 『 世間 」、「『 世 界 」 の 父 と な っ て いる 。 

諸々 の お それ 、 衰 え 、 悩 か み 、 つ れい 、( 心 や 智 若 の ) 無 明 、 暗 さ を 
永遠 に 余す こと 無く な くし 尽く し て いる 。 

無量 の 、 知 見 、 力 、 長 れ る 所 が 無い こと を こと ご と くく 成就 し て い 


る 。 

大 いな る 神通 力 、 お よび 、 知 力 を 有 し て いる 。 

「 方 便 」、「 便 宜 的 な 方 法 」、 佑 考 の 「 波 維 蜜 」、「 到 達 」、 大 
いい な る 思い や けり を 「 具足 し て いる コ ヽ 「 十 分 に 備え て いる 」 o 

常に 怠る こと 無く 「 善 事 」、「 善 行 」 を 探求 し て いる 。 

ー 切 の も の に 利益 を も た らし て いる 。 

古く て 老朽 化し て いる 、 火 事 の 家 で ある 三界 に (人 と し て ) 生 まれ 
て 、「 雷 生 」、「 生 者 」 を 生 参 病死 」 、 有 憂い 甘 し み 苦 悩 、 吊 か 
さ 、( 心 や 因 癌 の ) 暗 さ 、「 三 毒 」 の 火 か ら 仏 土 へ 渡す た め に 、 教化 
し て 、「 阿 龍 多 雑 三笠 三 菩提 」、「 無 上 普遍 正 覚 」 を 得 させ る 。 


諸々 の 「 皮 生 」、「 生 者 」 を 見 る と 、「 皮 生 」、「 生 者 」 は 、 

「 生 老 病死 」、 夏 慈しみ 苦悩 に 焼 か れ 煮 ら れ て いる 。 

また 、 財 産 や 利益 へ の (五感 へ の ) 「 五 飲 」 の せい で 、 種 々 の 苦し 
み を 受け て いる 。 

また 、 真 欲 に 執着 し て 追い 求め る せい で 、 現 在 で は 多数 の 苦し み 
を 受け て 、( 死 ) 後 に は 地獄 、 畜 生 、 角 史 の 苦し み を 受け て いる 。 


また は 、 天 上 に 生ま れ て 、 お よび 、 人 の 間 に 存 在 し て 、 貧 困 で 困 
窟 し て 苦し ん だ り けり 、 愛 する も の と の 離別 に 苦し ん だ けり 、 引 み 憎 ん で 
いる 人 と 会 っ て 苦し ん だ けり 、 こ れ ら の よう に 種々 に 諸々 に 苦し ん だ 
けり し て いる 。 

(し か し 、) 「 軍 生 」 、「 生 者 」 は 、 そ の 苦し み の 中 に 沈没 し て 、 
この 三界 と いう 火事 の 家 に 、 歓 喜 し て 、 遊 び 戯 れ て 、 覚 知 し な い 
で 、 和 区 か な いで 怖 れ な いで 、 ま た 、 い と わな いで 、 解 脱 を 求め な い 
で 、 右 へ 左 へ 、 さ ま よ っ て 発走 し て 、 大 いな る 苦し み に 出 会 っ て 
も 、 う れい と し な し いり 。 


査 利 講 よ 、 仏 は 、 こ れ を 見 終わ る と 、 こ の よう に 思っ た 。 


私 (、 仏 ) は 、「 胃 生 」、「 生 者 」 の 父 と な っ て いる 。 
まさ に 、 そ の 苦難 か ら 抜け 出さ せ て 、 無 量 、 無 限 の 仏 の 智 才 に よ 
る 安楽 を 与え て 、 そ の 安楽 に 遊戯 させ よう 。 


舎利 那 よ 、 如 来 (、 仏 ) は 、 ま た 、 こ の よう に 思っ た 。 


も し 私 (、 仏 ) が 、 た だ 神通 力 、 お よび 、 知 力 に よっ て 、「 方 
便 」、「 便 宜 的 な 方 法 」 を 捨て て 、 諸 々 の 「 軍 生 」、「 生 者 」 の た 
め に 、 如 来 (、 仏 ) の 知見 、 力 、 胃 れ る 所 が 無い こと を 讃え た ら 、 

「 衆生 」、「 生 者 」 が 仏 土 へ 渡る こと を 得る の は 不可 能 で あろ うつ 。 

理由 は 何 か ? (と 吉 う と 、) 

この 諸々 の 「 衆 生 」、「 生 者 」 は 、「 生 老 病 死 」、 憂 い 悲 し み 苦 
悩 を 未だ 免れ て いな い の で 、 三 界 と いう 火事 の 家 に 焼 か れ て いる か 
ら で あ る 。 

どう し て 仏 の 智 疾 を 理解 可能 で あろ つう つか? いい え ! 仏 の 智 款 
を 理解 不能 で ある ! 


樹 利 講 よ 、 例 え 話 の 金持ち が 、 身 、 手 に 力 を 有 し て いて も 、 こ れ 
を 用 い ず に 、 た だ 典 勲 な 「 方便 」、「 便 宜 的 な 方 法 」 に つと め て 、 
諸々 の 子 達 を 火事 の 災難 か ら 救 済 し て 、 そ の 後 、 各 々 に 珍し い 宝 の 
大 いな る 車 を 幻 え た よう に 。 

如来 (、 仏 ) も 、 ま た 、 同 様 な の で ある 。 

( 仏 は 、) 力 、 長 れ る 所 が 無い こと を 有 し て いて も 、 こ れ を 用 い ず 
に 、 た だ 智 問 、「 方便 」、「 便 宜 的 な 方 法 」 に よっ て 、 三 界 と いう 
火事 の 家 か ら 「 梨 生 」 、「 生 者 」 を 抜け 出さ せ て 救済 する た め に 、 
「 声 聞 乗 、『 大 支 仏 乗 』、『 独 覚 乗 』 、 仏 乗 」 と いう 「 三 乗 」 (と 
いう 三 つ の 段階 ) を (別個 の よう に ) 説 く の で ある 。 


そし て 、( 仏 は 、) こ の よう に 吉 つ 。 


あな た 達 、 三 界 と いう 火事 の 家 を 楽し ん で 留まる こと な か れ 。 

「 岩 商 な 」、「 粗 末 な 」(、 幻 で ある 「 この世 」 の )「 色 声 香味 
触 」 を 真 る こと な か れ 。 

も し 偶 欲 に 執着 し て 愛着 を 生じ て し まえ ば 、 焼 か れる は め に な っ 
250 

あな た 達 、 三 界 を 速やか に 脱出 し て 、 ま さ に 、「 声 聞 乗 、『 府 支 
仏 乗 』、『 独 覚 乗 』、 仏 乗 」 と いう 「 三 乗 」 (と いう 三 つ の 段階 ) を 
会 得 し な さ し いい !。 


私 (、 釈 迎 年 尼 仏 ) は 、 今 、 あ な た 達 の た め に 、 こ の 事 (、 法 華 経 ) 
を 保持 させ て 仕 せ た 。 

( 釈 迎 御 尼 仏 は 、) 終 に 、 裕 上 庶 に は (、 だ まし た り ) し な か っ た こと 
に な る 。 

あな た 達 、 た だ 、 ま さ に 、 精 進 に つと め て 修行 し な さい 。 


如来 (、 仏 ) は 、 こ の (「 三 乗 」 と いう ) 『 方 便 」、「 便宜 的 な 方 
法 」 で 、「 軍 生 」、「 生 者 」 を 勧誘 し て 精進 させ る 。 


また 、 釈 迎 年 尼 仏 は 、 こ の よう に 土 っ た 。 


あな た 達 は 、 ま さ に 、 知 る べき で ある 。 

この 「 三 乗 」 と いう 法 は 、 全 て 、 聖 者 に よっ て 称 王 さ れる の で あ 
る し 、 自 由 自 在 で 「 繋が れ な い 」、「 東 縛 さ れ な い 」 し 、 す が りつ 
く 所 が 必要 無い 物 で ある 。 

「 乗 」、「 乗 り 物 」、「『 火 宅 』、『 火事 の 家 』 の 例え 話 の 車 
と は 、「 三 乗 」 な の で ある 。 

「 無 漏 の 」、「 燃 悩 の 無い 」、 五 根 、 五 力 、 七 覚 支 、 八 正道 、 禅 
定 、 解 脱 、 三 昧 な ど に よっ て 、 自 ら 楽 し ん で 、 無 量 の 安穏 、 快 楽 を 
得る こと が で き る 。 


査 利 講 よ 、 も し 、 あ る 「 運 生 」、「 生 者 」 が 内 に 知性 が 有 っ て 、 
仏 に より 、 法 を 聞い て 、 信 じ て 受 け 入 れ て 、 殿 勲 に 精進 し て 、 三 界 
を 速やか に 脱出 し た いと 欲し て 、 自 ら 「『 混 山 」、「 寂 静 の 無 上 の 境 
地 」 を 求め た ら 、 
この 人 を 「 声 聞 乗 」(、「 声 間 の 段階 の 人 」 ) と 名 づけ る 。 

例え 話 の 諸々 の 子 達 が 、 羊 車 を 求め て 、「 火 宅 」、「 火 事 の 家 」 
を 脱出 する よう な 物 な の で ある 。 


も し 、 あ る 「 運 生 」、「 生 者 」 が 、 仏 に より 、 法 を 聞い て 、 舘 じ 
て 受け 入れ て 、 恒 に 精進 し て 、「 自然 将 」、「 自 然 に 得 ら れる 鈴 
癌 」 を 求め て 、 独 り の 善い 寂 静 を 楽し ん で 、「 諸 法 」、「 全 て の も 
の 」 の 「 因 緑 」、「 原 因 と 繋が り 」 を 深く 知っ た ら 、 
この 人 を 「 砕 支 仏 乗 」(、「 独 覚 の 段階 の 人 」) と 名 づけ る 。 

例え 話 の 諸々 の 子 達 が 、 鹿 車 を 求め て 、「 火 宅 」、「 火 事 の 家 」 
を 脱出 する よう な 物 な の で ある 。 


も し 、 あ る 「 運 生 」、「 生 者 」 が 、 仏 に より 、 法 を 聞い て 、 舘 じ 
て 受け 入れ て 、 精 進 に つと め て 修行 し て 、「 一 切 劉 」、『 一 切 の 向 
開 」、「 仏 留 」、「 仏 の 罰 若 」、「 自 然 閣 」、「 自然 に 得 ら れる 祝 
交 」、「 無 師 劉 」、「 師 が いな く て も 得 ら れる 知 」、 如 来 (、 仏 ) の 
知見 、 力 、 長 れる 所 が 無い こと を 求め て 、 量 り 知れ な い ほ ど 多 数 の 
「 衆生 」、「 生 者 」 を 思い や っ て 安楽 に させ て 、 天 人 に 利益 を も た 
らし て 、 一 切 の も の を 仏 土 へ 渡し て 解脱 させ た ら 、 
この 人 を 「 大 乗 」(、「 菩 薩 の 段階 の ひ 人 」) と 名 づけ る 。 

菩薩 は 、 こ の 「 大乗 」 を 求め る の で 、「『 摩 記 隊 」、「 大 いな る 
( 生 ) 者 」 と 名 づけ る 。 

例え 話 の 諸々 の 子 達 が 、 牛 車 を 求め て 、「 火 宅 」、「 火 事 の 家 」 
を 脱出 する よう な 物 な の で ある 。 


査 利 講 よ 、 例 え 話 の 金持ち は 、 諸 々 の 子 達 が 、 安 穏 と し て 「 火 
宅 」、「 火 事 の 家 」 を 脱出 する こと が で き 得 て 、 長 れる 必要 が 無い 
所 に 到達 し た の を 見 て 、 財 産 、 富 が 量り 知れ な い ほ ど 無 数 で ある こ 
と を 自ら 思っ て 、 大 いな る 車 を 諸々 の 子 達 に 等 し く 反 えた 。 

如来 (、 仏 ) も 、 ま た 、 同 様 な の で ある 。 

(如来 、 仏 は 、) 一 切 の 「 則 生 」、「 生 者 」 の 父 と な っ て いる 。 
幾 千 人 、 幾 億 和信 の 量り 知れ な い ほ ど 多 数 の 「 軍 生 」、「 生 者 
が 、 仏 教 と いう 門 に よっ て 、 三 界 と いう 苦し い 、 お そろ し し 危険 な 
道 を 脱出 し て 、「 混 興 」、「 燃 悩 が 寂 滅 し た 境地 」 の 安楽 を 得る の 

を 見 て 、 
その 時 、 こ の よう に 思っ た 。 


私 (、 仏 ) に は 、 無 量 、 無 限 の 留 坊 、 力 、 長 れる 所 が 無い こと 等 の 
諸仏 の 「 法 」、「 物 」 が 有る 。 

この 諸々 の 「 皮 生 」、「 生 者 」 は 皆 、 私 (、 仏 ) の 子 な の で ある 。 

「 大 乗 」 を 等 し く 避 えよ う 。 

(正しい ) 人 が 独り で (孤立 し て ) 「 減 度 」、「 死 」 を 得る こと が 無 
いよ うに し よう っ う 。 

(正しい 人 が ) 皆 、 如 来 (、 仏 ) の 「 源 度 」、「 悟り の 境地 」 で 、 こ 


の 肉体 を 減 度 す る 」、「 死 ぬ 」 よ つう に させ よう っ う 。 

この 諸々 の 「 皮 生 」、「 生 者 」、 三 界 か ら の 脱出 者 に 、 諸 仏 の 禅 
定 、 解 脱 な どの 娯楽 の 道具 を こと ご と く 后 えよ う 。 

(諸仏 の 禅定 な ど は 、) 全 て 、 唯 一 の 相 、 唯 一 の 種類 で 、 聖 者 に 秒 
さ れる 所 の 物 で 、 清 浄 な 妙 な る 「 第 一 の 」、「 無 上 の 」 安楽 を 生 
じ る こと が 可能 で ある 。 


舎利 蛋 よ 、 例 え 話 の 金持ち が 、 最 初 は 三種 類 の 車 で 諸々 の 子 達 を 
誘惑 し て 引き 寄せ て 、 そ の 後 、 宝 物 で 荘厳 に 飾ら れ た 、 安 穏 な 「 第 
ー の 」、「 無 上 の 」、 大 いな る 車 だ け を 揚 え た よう に 。 

し か も 、 例 え 話 の 金持ち に は 、「 虚 妄 の 」、「 空 虚 に 妄 り に 、 だ 
まし た 」、「 符 」、「 固 」 が 無い よう に 。 

如来 (、 仏 ) も 、 ま た 、 同 様 な の で ある 。 

( 仏 は 、) 「 虚妄 」、「 空虚 に 妄 り に 、 だ ます こと 」 が 無い 。 

最初 は 「 三 乗 」 と 説い て 「 軍 生 」、「 生 者 」 を 仏道 に 引き 入れ て 
導い て 、 そ の 後 、「 大乗 」 だ け で 、 三 界 と いう 「 火事 の 家 」 か ら 仏 
土 へ 渡し て 脱出 させ る の で ある 。 

な ぜ か ? 

如来 (、 仏 ) に は 、 無 量 の 因 医 、 力 、 長 れ る 所 が 無い こと 、「 諸 
法 」、「 全 て の も の 」 の 蔵 が 有 っ て 、 一 切 の 「 衆 生 」、「 生 者 」 に 
「 大 乗 」 の 法 を 与え る こと が 可能 で 、 受 け 取 っ て 無く し 尽く すこ と 
が 不可 能 な の で ある 。 

査 利 政 よ 、 こ の た め 、 ま さ に 、 知 る べき で ある 。 

諸仏 は 、「 方 便 」、「 便 定 的 な 方 法 」 の 力 の た め 、 唯 一 の 「 仏 
乗 」 を 三 つ (の 段階 ) に 分 別して (別個 で ある か の よう に ) 説 く の で あ 
る 。 


釈 迎 年 尼 仏 は 、 く り 返 し 、 こ の 意義 を 説き た いと 欲し て 、 詩 で 説 
し で 衣 つ だ: 


例え ば 、 金 持ち に 一 つの 大 き な 家 が 有る よう な 物 な の で ある 。 
その 家 は 、 古 く て 、 壊 れ て 有 弱 に な っ て いる 。 

「 堂 舎 」、「 大 小 の 家 の 部 分 」 が 、 危 険 性 が 高い 。 

「 柱 根 」、「『 柱 の 基礎 」 は 、 壊 れ た り 、 老 朽 化 し た り し て いる 。 
要 と な る ) 楽 は り 、 棟 むね は 、 傾 斜 し て いる 。 

階段 は 、 壊 れ て いる 。 

詳 壁 は 、 倒 れ た り 、 朋 けた り し て いる 。 

泥 の 塗装 は 、 は が れ 落 ち て いる 。 

草 で 編ん だ 建物 の 衝 い は 、 壊 れ て 落ち て いる 。 

本 、 相 は 、 く いち が っ た けり 、 抜 けた り し て いる 。 


周囲 の 障壁 は 、 屈 曲 し て いる 。 
雑多 な 汚れ が 、 充 満 し て いる 。 
五 百 人 の 人 が いて 、 そ の 中 に 留まっ て いる 。 


鳴 ト ン ピ 、 
牙 フ クロ ウ 、 
本 タ カ 、 
驚 ワ シ 、 
島 カ ラス 、 
壮 カ ササ ギ 、 
鳩 人 ト 、 
仙 ド バト 、 
虹 イ モリ 、 
蛇 ヘ ビ 、 
四 マ ムシ 、 
装 サ ソリ 、 
映 ムカ デ 、 
軸 虹 ゲ ジ ゲ ジ 、 
守 宮 ヤモリ 、 
百 足 ハム ハ カ デ 、 
財 イ タチ 、 
旬 タ ヌキ 、 
衣 八 ツ カ ネ ズミ 、 
民 ネ ズミ 、 
と いっ た 諸々 の 悪い 害 獣 、 害 虫 が 、 縦 横 無尽 に 走り まわ っ て いる 。 
排 江 物 で 臭い 所 は 、 汚 物 が 、 流 出し て 、 あ ふれ て いる 。 
晃 昌 ク ソム シ と いっ た 諸々 の 害虫 が 、 そ の 上 に 集まっ て いる 。 
狐 キツ ネ 、 狼 オオ カミ 、 野 千 ジ ャ ッ カ ル が 、 死体 の 骨 、 肉 を 貴 嘱 
し て 、 踏 み に じ っ て 、 か じ っ て 、 狼 若 し て いる 。 
これ に よっ て 、 犬 の 群れ が 、 競っ て 来 て 、 取り 合っ て 、 飼え て 
弱っ て 、 恐 れ 合 っ て 、 至 る 所 で 食べ 物 を 求め て 、 闘 争 し て 、 取 っ 
て 、 押 さえ つけ て 、 小 を お むき 出し て 、 咲 えて いる 。 
その 家 の 恐 怖 、 異 変 は せ 、 こ の よう な の で ある 。 
至る 所 に 、 全 て 、「 交 器 燃 ち み も うつ りょう 」、「 化 物 」、( 悪 
い ) 夜 叉 、 悪 い 鬼 が いて 、 人 の 肉 を 食べ る 。 
有毒 生物 類 、 諸 々 の 悪い 害 獣 が 、 卵 を 剛 か え し た り 乳 で 育て た けり 
し て 、 子 を 生産 し て 、 各 自 、 隠 し て 護っ て いる 。 
(悪い ) 夜 叉 達 が 、 競 っ て 来 て 、 争 っ て 、 人 を 取っ て 食っ て 、 婚 に 
食べ 飽き る と 、 悪 心 を と て も 識 烈 に し て 、 と て も 、 お そる べき 、 賠 
争 の 音声 を 出す 。 


(悪い 、) 鬼 の 鳩 筐 共 ク ン バ ン ダ は 、 硬 い 土 に に うず くま っ て い 
る 。( 善 鬼神 ク シン バン ダ も いる 。) 

ある 時 は 、 一 尺 、 二 尺 、 地 を 離れ て 、 行 き 来 し て 、 め ぐり 、「 縦 
逸し て 」、「 放 和 逸し て 」、 た わ お むれ て いる 。( 一 尺 は 約 三 士 セン チ 
メー トル 。) 

犬 の 両足 を つか ん だ り 、( 犬 を ) な で ぐっ て 黙ら せ た り 、 足 で ( 犬 の ) 
首 を 踏み し め て 、 犬 を 怖がら せ て 楽し ん で いる 。 

また 、 諸 々 の (悪い ) 鬼 が いる 。 

その 身長 は 大 きい 。 

裸 で 、 黒 く 、 痩 せ て いる 。 

常に 、 そ の 家 の 中 に 留まっ て いる 。 

気持 ち 悪 い 大 声 を 発し て 、 叫 ん で 、 食 べ 物 (で ある 人 ) を 呼び 求め 
て いる 。 

また 、 喉 が 人 針 の よう な (悪い ) 鬼 が いる 。 

また 、 頭 が 牛 の よ うな (悪い ) 鬼 が いる 。 

人 の 肉 か 狗 イヌ を 食べ る 。 

頭 の 髪 が 、 逢 ヨモギ の よう に 注 々 に 乱れ て いる 。 

妨 、 有 害 、 凶 悪 、 危 険 で ある 。 

負え 潟 き に 宙 迫 され て いる 。 

叫び 、 わ めき 、 走 り ま わっ て いる 。 

(悪い ) 夜 叉 、 僚 喝 、 諸 々 の 悪い 害 鳥 、 害 獣 は 、 飼 えて 、 急 いで 四 
方 に 向かっ て 、 窓 か ら 有 類 つ か が っ て 覗 の ぞ き 見 て いる 。 

この よう な 諸々 の 災難 は 、 量 けり 知れ な い ほ ど 、 お そろ し し り 。 


この 老朽 化し た 古い 家 は 、 一 人 の 主 に 属し て いる 。 

その 人 が 、 近 くに 、 出 か けた 。 

家 を 後に し て 未だ 久しく な い 間 に 、 た ち ま ち 四 方 か ら 火 が 起こ っ 
て 、 一 時 で 同時 に 、 そ の 火 は 嫌 烈 に な っ た 。 

棟 む ね 、 染 は り 、 本 、 柱 が 、 爆 発音 を だ し て 、 震 えて 、 肌 け て 、 
折れ て 、 墜 落し た 。 

詳 壁 は 、 崩 壊し て 倒れ た 。 

諸々 の (悪い ) 鬼 神 む ど は 、 声 を あげ て 大 絶叫 し た 。 

醒 タ カ 、 鷲 ワシ と いっ た 諸々 の 鳥 、( 悪 い ) 鳩 加 茶 クン バン ダ な ど 
は 、 あ まね く 、 驚 いて 、 お それ て 、 自 ら 家 を 出る こと が 不能 で あ 
る 。 

悪い 害 獣 、 有 毒 生物 は 、 穴 々 に 隠れ た 。 

虹 舎 韻 ビシ ャ ー チ ャ と いう (悪い ) 鬼 も 、 ま た 、 そ の 家 の 中 に い 
て 、 幸 福 を も た ら す 功徳 が 少な いせ いで 、 火 に 馬 迫 され て 、 共 に 残 
忍 に 級 害 し て 、 血 を 飲み 、 肉 を 食べ て いる 。 

野 千 ジャ ッ カ ル な ど 、 並 びに 、 以 前 、 死 ん だ 諸々 の 大 きい 悪い 害 


獣 が 競っ て 来 て 、 食 べ て いる 。 

臭い 煙 が 逢 ヨ モ ギ の よう に 四方 に 充満 し て 立ち 込め て いる 。 

明 里 ムカデ 、 幅 医 ゲ ジ ゲ ジ 、 毒 蛇 な ど が 、 火 に 焼 か れ て 、 争 っ て 
導 か ら 走 っ て 出 て いる 。 

(悪い 、) 鬼 の 鳩 軸 茶 クン バン ダ は 、「 随意 に 」、「 思う が まま 
に 」、 取 っ て 食べ て いる 。 

また 、 諸 々 の 餅 史 は 、 頭 上 で 火 が 燃え て 、 人 負え 湯 き 、 熱 に 悩ま さ 
れ て 、 あ まね く 驚 いて 、 問 も だ えて 、 走 っ て いる 。 

この 家 は 、 こ の よう に 、 と て も 、 お そる べき 物 な の で ある 。 

毒 の 害 、 火 災 と いっ た 多数 の 災難 で 、 一 つの 災難 だ け で は な い の 
で ある 。 


この 時 、 家 主 は 、 門 の 外 に いて 、 あ る 人 の 吉 葉 を 立っ て 聞い た 。 


あな た (、 家 主 、 金 持ち ) よ 、 諸 々 の 子 達 は 、「 先 か ら 」、「 以 前 
か ら 」、 遊 び 戯 れ て いる せい で 、 こ の 家 に 来 て 入っ て いて 、 幼 く て 
無知 で 、 喜 ん で 楽し ん で 執着 し て し まっ て いる 。 


金持ち は 、 聞 き 終 わる と 、 驚 いて 、 火 事 の 家 に 入っ て 、 ま さ に 、 
まさ し く 、 救 済 し て 、 焼 か れ な いよ うに 害 を 受け な いよ うに させ よ 
うと 、 諸 々 の 子 達 に 、 次 の よう に 、 告 げ て 、 論 さと し て 、 説 いた 。 


多数 の 災難 。 
悪い 鬼 。 
有毒 生物 。 
火災 の 艶 延 。 


昌 マ ムシ 。 

お よび 、 諸 々 の (悪い ) 夜 叉 。 
(悪い 、) 鬼 の 鳩 難 茶 クン バン ダ 。 
野寺 ジャッカル 。 

狐 キツ ネ 。 

狗 イヌ 。 

本 タカ 。 

驚 ワシ 。 

緒 ト ン ピ 。 

條 フク ロウ 。 

百 足 ムカ デ の 類 た ぐい 。 


人 鍋 え き の 悩み が 急 誠 激 で ある こと 。 
と て も 、 お そる べき で ある こと 。 
この 家 が 苦難 の 場所 で ある こと 。 
まし て 、 大 火事 が 起こ っ て いる こと 。 


諸々 の 子 達 は 、 無 知 で 、 父 の 教え を 聞い て も な お 、 戯 れ を 楽し ん 
で 執着 し て 止 や め な か っ た 。 


この 時 、 金 持ち は 、 こ の よう に 思っ た 。 


諸々 の 子 達 は 、 こ の よう に 、 私 (、 金 持ち ) の 甘 い 悩み を まし て し 
まっ て いる 。 

今 、 こ の 家 に は 、 楽 し び むべ き 物 は 一 つも 無い の に 。 

し か し 、 諸 々 の 子 達 は 、 戯 れ に 江 れ て 、 私 (、 金 持ち ) の 教え を 受 
け 入 れ な い の で 、 ま さ に 、 火 の 害 を うけ て し まつ うつ で あろ うつ 。 


(金持ち は 、) 諸 々 の 「 方 便 」、「 便 家 的 な 方 法 」 を 設け よう と 思 
い 、 諸 々 の 子 達 に 告げ た 。 


私 (、 金 持ち ) に は 、 種々 の 珍し い 玩 具 、 妙 な る 宝 の 好い 車 、 羊 
車 、 距 車 、 大 いな る 牛 の 車 が 有 っ て 、 今 、 門 の 外 に ある 。 

あな た 達 (、 子 達 ) よ 、( 火 事 の 家 か ら ) 出 て 来 な さい 。 

私 (、 金 持ち お) は 、 あ な た 達 (、 子 達 ) の た め に 、 こ の 車 を つく っ 
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車 で も っ て 、 遊 び 戯 れ な さい 。 


諸々 の 子 達 は 、( 金 持ち に よっ て ) こ れ ら の 諸々 の 車 が 説 か れる の 
を 聞い て 、 即 座 に 、 競 争 し て 、 走 っ て 、( 火 事 の 家 を ) 出 て 、 諸 々 の 
苦難 を 離れ た 室 あき 地 に 到達 し た 。 


金持ち は 、 子 達 が 火事 の 家 を 出る こと が で き 得 て 「 四 笠 」、「 十 
字 路 」 に いる の を 見 て 、「 獅子 座 」 、「 仏 の 座 」 に 党 っ て 、 自 ら 喜 
ん で 、 吉 っ た 。 


私 (、 金 持ち ) は 、 今 、 喜 ん で いる 。 

この 諸々 の 子 達 は 、 生 育 が 、 と て も 難し く 、 愚か で 未熟 で 無知 

、 多 数 の 諸々 の 有毒 生物 、 お そる べき 「 上 魅 ち み 」、「 化 物 」、 
大 火 、 猛 烈 な 火 が 四方 か ら 同時 に 起こ っ て いる 、 危 険 な 家 に 入っ て 
し まっ で い !1 た 。 


そし て 、 こ の 諸々 の 子 達 は 、 戯 れ を 貧 っ て 楽し ん で し まっ て い 
写 。 

私 (、 金 持ち ) は 、 こ の 諸々 の 子 達 を 上 學 に 救っ て 、 災 難 か ら 脱出 さ 
せる こと が で き 得 た 。 

この た め 、 皆 、 私 (、 金 持ち ) は 、 今 、 喜 ん で いる の で ある 。 


その 時 、 諸 々 の 子 達 は 、 父 が 安らか に 党 し て いる の を 知っ て 、 
百 、 父 の 所 へ 行っ て 、 父 に 吉 っ た 。 


願わ くば 、 私 達 に 、 前 に 許し て くれ た 、 三 種類 の 宝 の 車 を 己 え て 
くだ さい !。 

( 父 は 、)「 諸々 の 子 達 よ 、( 火 事 の 家 か ら ) 出 て き な さ い 。 ま さ 
に 、 三 種類 の 車 は 、 あ な た 達 の 欲す る 所 に か な う 」 (と 吉 っ て くれ 
まし た 。 ) 

今 が 、 ま さ に 、 こ の 時 で す 。 

旨 え て くだ さい !。 


金持ち は 、 大 い に 富 ん で いる 。 

宝庫 に は 、 多 数 の 金 、 銀 、 瑠 璃 る り 、 人 しゃ こ 、 太 人 め の う を 
所 蔵 し て いる 。 

多数 の 宝物 で 、 諸 々 の 大 いな る 車 を 造っ た 。 

( 車 は 、 多 数 の 宝 で ) 荘 厳 に 組み 合わ され て いる 。 

(多数 の 宝物 で ) 荘 厳 に 飾ら れ て いる 。 

「 欄 桶 」、「 欄 」 が 、 め ぐら され て いる 。 

四面 に は 鈴 が 上 聴け られ て いる 。 

黄金 の 縄 が 絡 か らん で いる 。 

真珠 の 網 が 、 そ の 車 の 上 に 張ら れ て いる 。 

黄金 の 華 の 諸々 の 「 統 」、「 弓 ひも 状 の 飾り 」 が 所 々 に 垂 ら さ れ 
て いる 。 

多数 の 、 模 様 や 色 が 施さ れ た 絹 織 物 が 、 組 み 合わ され て 飾ら れ 
て 、 め ぐら され て いる 。 

柔軟 な 、 絵 が 描か れ た 紐 ひ も で 作ら れ た 敷物 が ある 。 

上 質 な 妙 な る 織 細 な 、 幾 干 、 幾 億 の 価値 の 、 あ ざ や か な 白い 、 清 
潔 な 、 毛 織物 の 敷物 が 、 そ の 上 を 終 っ て いる 。 

筋骨 隆々 で 、 力 が 強い 、 体 の 形 が 美しい 好い 、 大 いな る 白い 牛 が 
いて 、 宝 の 車 を 引く 。 

多数 の 従者 が 、 こ の 車 の そば で 仕え て 護衛 する 。 


( 父 は 、) こ の 妙 な る 車 を 諸々 の 子 に 等 し く 避 えた 。 


諸々 の 子 達 は 、 こ の 時 、 歓 喜 し て 、 心 が 踊 躍 し て 、 こ の 宝 の 車 に 
乗っ て 、 四 方 を めぐ っ て 、 戯れ て 、 自 由 自 在 に 障害 無く 喜ん だ 。 


(私 、 釈 迎 御 尼 仏 は 、) 査 利 那 に 告げ る 。 
私 (、 仏 ) も 、 ま た 、 同様 な の で ある 。 


( 仏 は 、) 多 数 の 聖者 の 中 で 最も 尊い 。 

( 仏 は 、) 「 世間 」 、「 世界 」 の 父 で ある 。 

ー 切 の 「 衆 生 」、「 生 者 」 は 皆 、 私 (、 仏 ) の 子 で ある 。 

(「 衆 生 」、「 生 者 」 は 、) 俗 世 の 快 楽に 深く 執着 し て いる 。 

(多数 の 「 則 生 」 、「 生 者 」 は 、) 智 六 、( 正 し い ) 心 が 無い 。 

三界 は 、 安 ら ぎ が 無く て 、 火 事 の 家 の よ う で すら ある 。 

多数 の 苦し み が 、 充 満 し て いる 。 

と て も 、 お そる べき 物 な の で ある 。 

常に 、「 生 老 病 死 」、 う れい が 有る 。 

これ ら の 、 火 の よう な 物 が 、 嫌 烈 で 、 休 息 す る こと が 無い 。 

如来 (、 仏 ) は 、 火 事 の 家 で ある 三界 を 學 に 離れ て 、 静 か に 、 林 や 
野 に 、 安 ら か に 、 処 し て いる 。 

今 、 こ の 三界 は 皆 、 私 (、 仏 ) の 所 有 物 な の で ある 。 

その 三界 の 中 の 「 衆 生 」、「 生 者 」 は 、 こ と ご と く 、 私 (、 仏 ) の 
子 な の で ある 。 

今 、 こ こ (、 三 界 ) は 、 諸 々 の 災難 が 多く 、 私 (、 仏 ) 一 人 だ けが 
救っ て 護る こと が 可能 な の で ある 。 

(し か し 、 あ り の まま の 真実 を 生 者 に ) 教 えて も 、 舘 じ て 受 け 入 れ 
な い 。 

(な ぜ な ら 、 生 者 は 、) 諸 々 の 欲 に 染まっ て 代 欲 に 深く 執着 し て い 
る か ら で あ る 。 

この た め 、「 方便 」、「 便 宜 的 な 方 法 」 で 、 生 者 の た め に 、「 三 
乗 」 を 説い て 、 諸 々 の 「 軍 生 」、「 生 者 」 に 三界 が 苦し み で ある こ 
と を 知ら せ て 、 三 界 と いう 「 世間 」、「『 世 界 」 を 脱出 する 道 を 開示 
し て 演説 する の で ある 。 

この 諸々 の 子 達 は 、 も し 心 が 定 まれ ば 、 三 明 お よび 六 神 通 を 「 具 
足し て 」、「 十 分 に 備え て 」、「 縁 覚 」、「 独 覚 」、 不 退 転 の 菩薩 
と な り 得 る 。 

あな た 、 舎 利 講 よ 、 私 (、 仏 ) は 、「 軍 生 」、「 生 者 」 の た め に 、 
この 例え 話 に よっ て 、 唯 一 の 仏 乗 を 説く 。 

あな た 達 は 、 も し 、 こ の 話 を 信じ て 受け 入れ る こと が 可能 で あれ 
ば 、 一 切 、 提 、 ま さ に 、 仏 道 を 成就 する こと が で き 得 る 。 

この 仏 乗 は 、 微 細 で 絶妙 で 、 清 浄 で 、 諸 々 の 世界 で 第 一 で 、 無 上 


で 、 仏 に 喜ば れる 物 で 、 一 切 の 「 衆生 」、「 生 者 」 に 称 讃 され て 供 
養 さ れ て 礼拝 され る 物 で ある 。 

幾 千 、 幾 億 の 量り 知れ な い ほ ど 無 数 の 諸々 の 力 、 解 脱 、 禅 定 、 智 
閣 、 お よび 、 仏 の 他 の 「 法 」、「 物 」 は 、 こ の 仏 乗 で 、 得 られ る 。 

諸々 の 子 達 に 、 日 夜 、 切 の よう に 長い 間 、 常 に 、 諸 々 の 、 菩 薩 
乗 、 お よび 、 声 聞 乗 、 こ の 宝 の 仏 乗 と 遊戯 させ る こと を 得 さ せ て 、 
長 す ぐに 、「 道 場 」、「 修 行 」 に 至ら せる 。 

この た め 、 十 方 で 、 求 め て も 、 仏 乗 以 外 の 乗 は 更に 無い の で あ 
る 。 た だ し 、 仏 の 「 方 便 」、「 便 宜 的 な 方 法 」 は 除く 。 

(私 、 釈 迎 年 尼 仏 は 、) 舎 利 講 に 告げ る 。 

あな た 、 あ な た 達 は 、 皆 、 私 (、 仏 ) の 子 で ある 。 

私 (、 仏 ) は 、 父 で ある 。 

あな た 達 は 、 克 を 重ね て 、 多 数 の 苦し み に 焼 か れ て いた が 、 
私 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) は 、 皆 、 救 済 し て 、 抜 け 出さ せ て 、 三 界 を 脱出 さ 
せ た 。 

私 (、 釈 迎 年 尼 仏 ) は 、「 先 に 」 、「 以 前 」、「 あ な た 達 は 『 滅 度 
し た 』、『 仏 の 悟り の 境地 を 得 た 』」 と 説い た が 、 
し か し 、 生 死 ( を くり 返す 原因 ) を な くし 尽く すこ と が で きた だ け 
で 、 実 は 、「 滅 ( 度 ) し て いな い の で ある 」、「 仏 の 悟り の 境地 を 得 
て いな い の で ある 」。 

念 、 ま さ に 、 な すべ き な の は 、 仏 の 智 才 ( を 得る こと ) だ け な の で 
ある 。 

も し 、 こ の 集まっ て いる 者 達 の 中 に 、 菩薩 (の 段階 の 生 者 ) が いる 
の で あれ ば 、 諸 仏 の 真実 の 法 を 一 心 に 聴く こと が 可能 で ある 。 

諸仏 は 、「 方 便 」、「 便 宜 的 な 方 法 」 で 教化 する と いえ ども 、 教 
化 さ れ た 「 軍 生 」 、「 生 者 」 は 皆 、 菩 薩 ( の 段階 の 者 ) な の で ある 。 


も し 人 が 智 疾 が 未熟 で 、 欲 に 深く 執着 し て 愛着 し て いれ ば 、 こ の 
人 達 の た め に 、( 仏 は 、) 「 苦 諦 」 を 説く 。 

「 衆生 」、「 生 者 」 の 心 は 、 喜 ん で 、 未 曽 有 に な る こと を 得る 。 

仏 の 説 で ある 「 苦 諦 」 は 、 真 実 と 異な る こと が 無い (、 真 実 で あ 
る )。 


も し 、 あ る 「 運 生 」、「 生 者 」 が 、 苦 し み の 本 も と を 知ら な い 
で 、 苦 し み の 原 因 に 深く 執着 し て 、( 偶 欲 、 執 着 を ) 一 時 も 捨て る こ 
と が 不可 能 で あれ ば 、 こ の 生 者 達 の た め に 、 「 方便 」、「 便 宜 的 な 
方 法 」 で 、 諸 々 の 苦し み の 原 因 ( で ある 執着 、 真 欲 ) を 説い て 吉 つ 。 
真 欲 (、 執 着 ) を (苦し み の ) 本 も と と な す 。 


も し 、 偵 欲 (、 執 着 ) を 滅ぼす ば 、 す が りつ くも の が 無く な っ て 、 


諸々 の 苦し み を 滅 ぎ し 尽く すこ と が で きる 。 こ れ を 「 第 三 諦 」 (、 
「 滅 諦 」) と 名 づけ る 。 


「 滅 諦 」 の た め に 、「 八 正道 」、「 道 諦 」 を 修行 すれ ば 、 諸 々 の 
苦し み の 東 縛 か ら 離 れる こと が で きる 。 こ れ を ( 「 道 諦 」、) 「 解 
脱 」 と 名 づけ る 。 


この 人 は 、 何 で 、 解 脱 を 得 て い る の か ? 

「 虚妄 」、「 空虚 で 妄 り な こと 」 を 離れ て いる だ け な の に 、「 解 
脱 」 と 名 づけ て し まっ て 、「 解 脱 」 と し て し まっ て いる 。 

し か し 、 実 は 、( 真 実 の ) 一 切 の 解脱 を 未だ 得 て い な い の で ある 。 

仏 は 、「 こ の 人 は 、 実 は 、『 減 度 』、『 仏 の 悟り の 境地 』 を 未だ 
得 て い な い の で ある 」 と 説く 。 

(な ぜ な ら 、) こ の 人 は 、 無 上 の 仏道 を 未だ 会 得 し て いな いか ら で 
ある 。 

私 (、 仏 ) は 、( 生 者 を この 生 だ け で ) 「 滅 度 」、「 仏 の 悟り の 境 
地 」 に 至ら せよ うと 思っ て いな い !。 

私 (、 仏 ) は 、 法 の 王 で ある 。 

(私 、 仏 は 、) 法 に お いて 、 自 由 自 在 で ある 。 

(私 、 仏 は 、)「 衆生 」 、「 生 者 」 を 安穏 に させ た い の で ある 。 

その た め 、( 私 、 仏 は 、) こ の 世に 出現 する の で ある 。 

あな た 、 舎利 講 よ 、 私 (、 仏 ) の 、 こ の 法 の 印 は 、 世 界 に 利益 を も 
た らし た いと 欲す る た め に 、 説 か れ て いる の で ある 。 

所 在 地 、 め ぐっ て いる 先 で 、( 法 華 経 を ) 妄 り に 説い て 伝え る な か 
れ 。 
も し 、 あ る 聞い た 者 が 、 喜 ん で 、 頂 戴 し て 受 持 し た ら 、 ま さ に 、 
知る べき で ある 、 こ の 人 は 、「 阿 韓 政 致 」 、「 仏 に 成る こと が 予定 
され て いる 不 退 転 の 菩薩 」 で ある 。 と 。 

も し 、 こ の (法華 ) 経 の 法 を 信じ て 受け 入れ た 者 が いれ ば 、 こ の 人 
は 過去 の 諸仏 を 上 婚 に 、 か つて 見 た こと が あっ て 、 杯 し く 敬 っ て 、 供 
養 し た こと に な る の で ある 。 

また 、 こ の (法華 経 の ) 法 を 聞い て 、 あ な た (、 舎 利 講 ) の 所 説 を 信 
じ る こと が で きた 人 が いれ ば 、 私 (、 釈 迎 年 尼 仏 ) と 、 あ な た (、 舎 利 
講 )、 お よび 、 出 家 者 、 僧 、 並 びに 、 諸 々 の 菩薩 を 見 た こと に 成る 
の で ある 。 

この 法華 経 は 、 智 疾 深 い 者 の た め に 、 説 か れ て いる 。 

理解 が 浅はか な 者 は 、 こ の 法華 経 を 聞い て 、 迷 惑 し て 、 理 解 で き 
な い 。 

ー 切 の 声 聞 、 お よび 、「 馴 支 仏 」 、「 独 覚 」 は 、 こ の 法華 経 の 中 
に は 、 力 が 及ば な い の で ある 。 


あな た 、( 智 才 が 最も 優れ て いる ) 舎 利 講 で すら な お 、 こ の 法華 経 
に は 、 信 じ る こと に よっ て の み 、 入 る こと が で き 得 た ほど な の で あ 
る 。 
まし て 、 他 の 声 聞 も 、 信 じ る こと に よっ て の み 、 法華 経 に 入る こ 
と が で き 得 る ! 

他 の 声 聞 も 、 仏 の 話 を 信じ た た め に 、 こ の 法華 経 に 従 つこ と が で 
きた の で ある 。 自己 の 智 革 に よっ て 法華 経 の 分 け 前 を 得 た わけ で は 
な い の で ある 。 


また 、 侍 利 那 よ 、 思 い 上 が っ て 、 怠 け て 、「 計 我 する 」、「 我 見 
する 」、「 訓 っ た 私 見 に 執着 する 」 者 に 、 こ の 法華 経 を 説く な か 
れ 。 
洲 は か な 、( 五 感 へ の ) 五 欲 に 深く 執着 し て いる 凡人 は 、 聞 いて 
も 、 理 解 不能 な の で 、 こ の 者 の た め に 、( 法 華 経 を 説く な か れ 。 


も し 人 が 、 こ の 法華 経 を 信じ な いで 、 悪 口 を 吉 っ た ら 、 一 切 世間 
の 、 仏 と な る た め の 種 を 断 と うと し た こと に な っ て し まつ の で あ 
る 。 
また 、 人 が 法華 経 を 不快 に 感じ て 顔 を し か め て 疑惑 を 懐 け ば 、 一 
切 世 間 の 、 仏 と な る た め の 種 を 断 と うと し た こと に な っ て し まう の 
で ある 。 


あな た (、 侍 利 諸 ) よ 、 ま さ に 、( 私 、 仏 の ) 説 を 聴く べき で ある 。 


この よう な 人 達 の 固 の 報い 、 
仏 の 存命 中 に 、 ま た は 、 仏 の 肉体 の 死後 に 、 

この (法華 経 の ) よ うな 経典 の 悪口 を 吉 っ た り 、 
法華 経 を 読ん だ けり 法華 経 を 受 持 し た り し て いる 者 を 見 て 、 見 下 し た 
けり 、 憎 ん だ けり 、 始 し た り 、 恨 ん だ けり したら 、 

この よう な 人 達 の 固 の 報い は 、 

あな た (、 仁 利 邪 ) よ 、 今 、 聴 くべ き で ある 、 

この よう な 人 達 は 、 命 が 終わ っ た ら 、 一 友 も の 長い 間 、 無 間 地 獄 に 
入る こと に な っ て し まっ う 。 

ー 世 を 過ぎ て も 、 更 に 、 こ の 無間 地獄 の よう な 場所 に 生ま れ て 、 
転々 と し て 、 無 数 の 切 に 至る こと に な っ て し まっ う 。 

地獄 か ら 出 られ て も 、 狗 イヌ 、 野 キキ ジャッ カル の よう お な 動物 的 な 
者 に な っ て し まっ う 。 

その 姿 形 は 、 到 げ て 、 痩 せ て 、 赤 黒く 、 皮 膚 病 で 人 に 触ら れ て 悩 
まさ れる 。 

また 、 人 に な れ て も 、 劣 悪 な 下 典 な 場所 に 生ま れ て 、 常 に 、 貧 困 


で 、 人 角 え 湯 き 、 骨 肉 は 干からび て 、 生 き て いる と き は 激しい 苦痛 を 
受け 、 死 ん だ と き は (死体 に ) 玉 や 石 を 投げ られ る 。 

仏 と な る 種 を 断 と うと し た た め 、 こ の よう な 因 の 報い を 受け る の 
で ある 。 

も し 双 蛇 ラク ダ や 馬 馬 ロバ に 生ま れ て も 、 身 に 常に 重い も の を 負 
うつ は め に な っ て 、 諸 々 に 杖 で 町 かれ て 、 た だ 飲食 物 の こと だ け を 
思っ て 、 他 の も の を 知る こと が で き な い )。 

この 法華 経 の 悪口 を 吉 っ た た め に 、 こ の よう な 罪 を 得 て し ま っ た 
の で ある 。 

野 千 ジャ ッ カ ル と な っ て (人 の ) 集 落 に 来 て 入っ た ら 、 身 体 に 皮膚 
病 を わ ず ら っ て いる し 片目 が 無い た め 、 諸 々 の 児童 に 叩か れ て 、 
諸々 の 苦痛 を 受け て 、 時 に は 、 死 ん で し まっ つ 。 

(ジャ ッ カ ル と し て ) 死 に 終わ る と 、 更 に 大 蛇 の 身 を 受け て し ま 


es 記 

その 姿 形 は 、 長 く 、 大 きく 、 五 百 由 旬 で ある 。 

耳 が 聞こ え ず 、 愚 か で 、 足 が 無く 、 も が いて 転ぶ よう に 腹 を すっ 
て 行く た め に 諸々 の 小さ な 生物 に 食べ られ て 、 昼 夜 に 苦し み を 受け 
て 休息 で きる と き が 無い !。 

この 法華 経 の 悪口 を 吉 っ た た め に 、 こ の よう な 上 大 を 得 て し ま っ た 
の で ある 。 


も し 、 人 に な れ て も 、 諸 々 の 「 根 」、「 能 力 」 が 、 暗 く 鈍 い 。 

( 育 な ど が 、) 短 い 。 

(地位 な ど が 、) い や し し いり 。 

手足 が 動か な い !。 

目 が 見 えな いし 、 耳 が 聞こ えな い 。 

背 が 曲がっ て いる 。 

何 か 吉 っ て も 、 他 人 は 信じ て くれ な いし 、 受 け 入 れ て くれ な い 。 

口 の 息 が 常に 臭い 。 

悪い 鬼 、 悪 い 「 魅 」、「 化 物 」 に 粘着 され て し まっ うつ 。 

貧困 で 困 窟 する 。 

(地位 な ど が ) 下 農 な た め に 、 他 人 に 、 こ き 使 われ て し まっ う 。 

多 病 で 、 頭 痛 持 ち で 、 痩 せ て いる 。 

頼れ る も の が 無い 。 

他人 に 近づい て も 、 他 人 は 意 に 介し な い 。 

も し 所 得 が 有 っ て も 、 す ぐに 失っ て し まう 。 

も し 医術 を 修得 し て 、 正 し い 手 順 、 方 法 で 病 を 治 そ うと し て も 、 
更に 他 の 病 を 増やし て し まう か 、 死 に 至ら し め て し まっ 。 

も し 自身 に 病 が 有 っ て も 、 治 し て 救っ て くれ る 人 は いな いし 、 良 
い 薬 を 服用 し て も 病 の 重 さ を 劇 的 に 増やし て し まう っ う 。 


他人 に 反逆 され た り けり 、 盗 まれ た り けり 、 脅 され た り し て し まっ つ 。 
これ ら の 罪 の 報い が 、 横 並び に な っ て 、 災 い を も た ら す 。 

この よう な 因 人 は 、 長 い 間 、 諸 々 の 聖者 の 圭 で ある 仏 、 説法 、 教 
化 に 出会え な い 。 

この よう な 大 人 は 、 常 に 、 苦 難 が ある 場所 に 生ま れ て 、 狂 っ て 、 
聞く 耳 を も た ず 、 心 が 乱れ て 、 ガ ンジ ス 河 の 砂 の 数 の よう に 長い 
間 、 仏 法 を 聞く こと が で き な い 。 

生ま れ て も 、 いつ で も 、 耳 が 聞こ え ず 、 口 が きけ ず 、 諸 々 の 

「 根 」、「 能 力 」 が 備わっ て いな い 。 

(死後 は 、) 園 見 晴らし 台 で 遊ぶ よう に 、 常 に 、 地 獄 に いる 。 
(死後 は 、) 自 分 の 家 の よ うに 、 地 獄 以 外 の 「 悪 道 」 に いる 。 

ビラ クダ 、 台 ババ 、 猪 イノ シシ 、 狗 イヌ が 、 そ の 人 達 が 行き 着く 
場所 で ある 。 

この 法華 経 の 悪口 を 吉 っ た た め に 、 この よう な 固 を 答 叶 て し まっ て 
いる の で ある 。 


人 に な れ て も 、 耳 が 聞こ え ず 、 目 が 見 え ず 、 口 が きけ な い 。 
貧困 で 困窮 する 。 

諸々 の 衰え で 自身 を 荘厳 に 飾る は め に な る 。 

水腫 むく み 、 乾 燥 、 頭 痛 、 皮 膚 病 、 腫 れ と いっ た 病 を 衣服 と する 
は め に な る 。 

遇 が 常に 異 く 、 垢 あか 、 汚 れ で 治 れ て いる 。 

「 我 見 」、「 誤 っ た 私 見 」 に 深く 執着 する 。 

怒り を 増し て し まう 。 

性 欲 が 爆 烈 な ほど 盛ん で 、 相 手 の 動物 を 選ば な い ほ ご ど で ある 。 
この 法華 経 の 悪口 を 吉 っ た た め に 、 この よう な 固 を 和 生 て し まっ て 
いる の で ある 。 


(私 、 釈 迎 御 尼 仏 は 、) 査 利 那 に 告げ る 。 

この 法華 経 の 悪口 を 吉 つ 者 の 大 を 、 も し 説い た ら 、 芝 を 尽く し て 
も 、 喜 い 尽 くす こと が で き な い ほど な の で ある 。 

この た め 、 私 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) は 、 あ な た (、 侍 利 邪 ) に 告げ る 。 
無知 な 人 達 の 中 で 、 こ の 法華 経 を 説く な か れ 。 


も し 利発 で 智 導 が 明らか で 博覧 強 記 で 仏道 を 求め る 者 が いれ ば 、 
この よう な 人 の た め に 、( 法 華 経 を ) 説 き な さ い 。 

も し 人 が 幾 百 、 鐵 千 、 獲 億 の 仏 達 に 、 か つて 見 まみ えて 諸々 の 善 
の 本 も と と な る 善行 を 種 の よう に 植え て 、 付 心 深 く て 堅固 な ら ば 、 
この よう な 人 の た め に 、( 法 華 経 を ) 説 き な さ い 。 

も し 人 が 精進 し て 常に 修行 し て 、 思 いや り 深 く て 、 身 の 命 を 惜 し 


まな けれ ば 、 こ の よう な 人 の た め に 、( 法 華 経 を ) 説 き な さ い 。 

も し 人 が 恭 し く 散 っ て 、 雑 念 が 無く て 、 諸 々 の 全て の 思 か さ を 離 
れ て 、 山 の 谷川 に 独り で 処し て いれ ば 、 こ の よう な 人 の た め に 、 
(法華 経 を ) 説 き な さ い 。 

また 、 仁 利 講 よ 、 も し 人 が 夏 悪 な 師 を 捨て て 、 善 知識 を 持つ 人 々 
に 親しみ 近づい て いる の を 見 た ら 、 こ の よう な 人 の た め に 、( 法 華 
経 を ) 説 き な さ い 。 

も し 仏 の 弟子 が 、 清 浄 な 光明 に 輝く 宝玉 の よう に 清浄 に 戒 を 保持 
し て 、 大 乗 経 を 求め て いる の を 見 た ら 、 こ の よう な 人 の た め に 、 
(法華 経 を ) 説 き な さ い 。 

も し 人 が 交 ら ず 、 性 質 が 正 赴 で 柔軟 で 、 常 に 一 切 の も の を 思い 
や っ て 、 諸 仏 を 蒸し く 散 っ て いれ ば 、 こ の よう な 人 の た め に 、( 法 
華 経 を ) 説 き な さ い !。 

も し 仏 の 弟子 が 、 集 まっ て いる 者 達 の 中 で 、 清 浄 な 心 、 種 々 の 因 
緑 、 警 喰 、「 吉 辞 」、「 言 葉 遣 い 」 で 、 障 害 を 物 と も せ ず 、 法 を 説 
いて いれ ば 、 こ の よう な 人 の た め に 、( 法 華 経 を ) 説 き な さ い 。 

も し 出家 者 が 、 一 切 智 の た め に 、 四 方 で 法 を 求め て 、 大 乗 経 を 合 
掌 し て 頂戴 し て 受 持 し て 、 大 乗 経 の 受 持 を 楽し ん で 、 大 乗 経 以 外 の 
経 を 一 つの 詩 す ら 受 け 入 れ な けれ ば 、 こ の よう な 人 の た め に 、( 法 
華 経 を ) 説 き な さ い !。 

人 が 真心 で 「 仏 舎利 」、「 仏 の 遺骨 」 を 求め て 、 こ の よう に し て 
大 乗 経 を 求め て 、 大 乗 経 を 上 學 に 頂戴 し て 受 持 し た ら 、 大 乗 経 以 外 の 
経 を 求め ず 、 ま た 、 未 だ か つて 外道 の 書籍 を 求め な けれ ば 、 こ の よ 
うな 人 の た め に 、( 法 華 経 を ) 説 き な さ い )。 


(私 、 釈 迎 御 尼 仏 は 、) 査 利 那 に 告げ る 。 


私 (、 仏 ) が 、 仏 道 を 求め る 者 の 相 を 説い た ら 、 克 を 尽く し て も 、 
喜 い 尽く すこ と が で き な い 。 

これ ら の よう な 人 達 は 、 法 華 経 を 信じ て 理解 可能 で ある 。 

あな た (、 侍 利 莉 ) は 、 ま さ に 、 こ れ ら の よう な 人 達 の た め に 、 妙 
法華 経 を 説き な さい \。 


ーー 如 刀 ヒコ 

信 征 品 
その 時 、「 直 命 」 で ある 須 菩 提 、 摩 訂 迎 旗 延 、 摩 詞 迎 葉 、 摩 詞 目 
得 連 は 、 釈 迎 牟 尼 仏 より 、 未 曽 有 の 法 と 、 釈 迎 牟 尼 仏 が 舎利 族 に 
「 阿 粗 多 名 三 鞭 三 菩提 」、「 無 上 普遍 正 覚 」 し て 仏 に 成る 予 吉 を 授 
けた の を 聞い て 、 希 有 な 心 が 起き て 、 歓 喜 し て 、 心 が 踊 躍 し て 、 座 
より 起立 し 、 衣 服 を 「 代 ガ 祖 右 衣 」 に 整え 、 右 ひざ を 地 に 着け て 、 一 
心 に 合掌 し て 、 身 を か が め て 、 恭 し く 敬 っ て 、 釈 迎 牟 尼 仏 の 尊 顔 を 
仰ぎ 見 て 、 釈 迎 年 尼 仏 に 吉 っ た 。 


私 達 は 、 僧 の 上 位 の 座 に 居 て 、 年 長 に な っ て 行っ て 、 自 ら 、 こ の 
よう に 思っ て いま し た 。 


「 混 加 」、 「 寂 静 の 無 上 の 境地 」 を 學 に 会 得 し た 。 
務め 、 あ た る べき も の は 、 も う 無 い 。 


再び 、 精 進 し て 、「 阿 粗 多 雑 三 鞍 三 菩提 」、「 無 上 普遍 正 覚 」 を 
求め て いま せん で し た 。 


世 尊 (、 衝 迎 御 尼 仏 ) は 、 昔 か ら 、 法 を 説い て いて 、 婚 に 久しい で 
す が 、 私 達 は 、 そ れ ら の 時 に 、 座 に いて も 、 身 体 が 疲れ て だ る く 
な っ て 、 た だ 、 空 くう 、 無 相 、 無 作 を 思っ て いた だ け で し た 。 


菩薩 の 法 で 、 神 通 に 遊戯 する こと や 、 

仏 国 土 を 清浄 に する こと や 、 

「 軍 生 」、「 生 者 」 に 仏道 を 成就 させ る こと を 、 
心 で 、 喜 ん だ けり 、 願 っ た り し て いま せん で し た 。 


な ぜ か ? 


世 尊 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) は 、 私 達 を 三界 か ら 脱 出さ せ て くれ て 、 「 混 
柴 」、「 寂 静 の 無 上 の 境地 」 の 証 を 得 さ せ て くれ まし た 。 


また 、 今 で は 、 私 達 は 、 上 既に 年 老い て いる の で 、 仏 が 菩薩 に 「『 阿 
粗 多 雑 三 革 三 菩提 」、「 無 上 普遍 正 覚 」 を 教化 する こと に つい て 、 
一 念 も 、 好 ん だ り 、 願 っ た りす る 心 を 生じ て いま せん で し た 。 


私 達 は 、 今 、 仏 前 で 、 声 聞 に 「『 阿 絹 多 殺 三 魏 三 菩提 」、「 無 上 普 
遍 正 覚 」 し て 仏 に 成る 予 斉 を 授け る の を 聞い て 、 心 が 、 と て も 喜ん 
で 、 未 曽 有 に な る こと を 得 て い ます 。 


今 に な っ て 、 突 然 、 希 有 の 法 を 聞く こと が で き 得 る と は 思っ て い 


ませ ん で し た 。 
深く 自ら 喜ん で 、 大 いな る 善い 利益 、 量 り 知 れ な い 珍 し い 宝 を 獲 
得 で きま し た 。 


求め て いな か っ た の に 、 自 然 に 得る こと が で きま し た 。 


世 尊 (、 釈 迎 御 尼 仏 ) よ 、 私 達 は 、 今 、 例 え 話 を 説い て 、 こ の 意義 
を 明らか に し た いと 願っ て いま す 。 


例え る な ら ば 、 あ る 人 が 、 幼 い 時 に 父 を 捨て て 逃げ て 、 十 年 、 二 
十 年 、 五 十 年 、 久 し く 他 国 に 住ん な で 、 大 きく な っ て 、 貧 し く て 困 究 
し て 、 四 方 へ 礎 走 し て 、 衣 食 を 求め て 、 徐 々 に 、 め ぐっ て いっ て 、 
偶然 、 本 も と の 国 へ 向かう よう な 物 な の で す 。 


その 父 は 、 以 前 か ら 、 子 を 探し 求め て いま し た が 、 見 つけ る こと 
が で き 得 て いま せん で し た 。 

父 は 、 あ る 都市 の 中 に 留まっ て いま し た 。 

その 父 の 家 は 、 大 い に 富 ん で 、 財 宝 が 、 金 、 銀 、 瑠 璃 る ろり 、 頑 其 
さん ご 、 琉 斑 こ は く 、「 放 梨 」、「 水 晶 」 の 宝珠 な ど 、 量 けり 知れ な 
い ほ ど 無 数 で し た 。 

その 父 の 諸々 の 倉庫 に は 、 こ と ご と く 皆 、 財 宝 が 満ち あふ れ て い 
まし た 。 

少年 の 従 僕 、 家 臣 、 補 佐 す る 役人 、 役 人 、 国 民 が 多数 いま し た 。 
象 ゾ ウ 、 馬 車 と いっ た 乗り 物 、 牛 、 羊 (と いっ た 家畜 ) が 無数 に い 
まし た 。 

財 物 を 出し 入れ し て 商売 し て 利益 を 増やし て 、 経 済 力 、 影 響 力 、 
権力 は 、 あ まね く 他 国 に 及 ん で いて 、 

商人 も 、 ま た 、 と て も 多数 いま し た 。 


時 に 、 貧 し く て 困 欠 し て いる 子 は 、 諸 々 の 集落 を めぐ っ て 、 国 、 
地方 を 経歴 し て 、 つ い に 、 そ の 父 が 留まっ て いる 都市 に 来 ま し た 。 


父 は 、 常 に 、 五 十 年 間 余 り 、 子 と 、 子 と の 離別 を 思っ て いま し 
た 。 

し か し 、 未 だ か つて 、 他 人 に 向かっ て 、 子 の 事 を 話し ませ ん で し 
am 

た だ 、 心 に 悔恨 を 懐い て 、 自 ら 、 こ の よう に 思っ て いま し た 。 


年 老い て 、 財 物 が 多数 、 有る 。 


金 、 銀 、 珍 し い 宝 が 、 倉 庫 に 満ち あふ れ て いる 。 
(し か し 、) 子 が いな い 。 

ー 旦 、 死 ん で し まえ ば 、 財 物 は 散逸 し て し まう 。 
(し か し 、) 委 ね て 付属 させ る 相手 が いな い の で ある 。 


この た め 、 屋 王 に 、 常 に 、 子 を 思っ て いて 、 ま た 、 こ の よう に 
計ら で し 人 だ 。 


私 は 、 も し 子 を 見 つけ る こと が で き 得 た ら 、 財 物 を 委ね て 付属 さ 
せ て 、 落 ち 着 け て 、 喜 べ て 、 有 憂慮 する こと が 、 も う 無 く な る の に 。 


世 尊 (、 釈 迎 年 尼 仏 ) よ 、 そ の と き 、 困 窮 し て いる 子 は 、 賃 金 を も 
ら っ て 鹿 わ れ な が ら 、 転 々 と し て 、 偶 然 、 父 の 家 に 来 た 。 

門 の 側 に 立っ て 、 人 遥か に 、 そ の 父 を 見 る と 、 獅子 の 座 に 腰かけ 
て 、 宝 の 台 に 足 を 乗せ て いた 。 

諸々 の 聖職 者 バラ モン 、 貴 族 ク シャ トリ ヤ 、 商 人 バイ シャ が 了 、 
恭 し く 散 っ て 、 囲 ん で いた 。 

幾 千 、 幾 万 の 価値 の 真珠 の 「 環 地 」、「 紀 ひも 状 の 飾り 」 で 、 そ 
の 身 を 荘厳 に 飾っ て いた 。 

役人 、 国 民 、 少 年 の 従 僕 が 、 手 に 「 白 払 」、「 害 虫 を 払う た め の 
毛 が つ いた 棒 で ある 払 子 」 を 取っ て 、 左 右 に 、 そ ば に 仕え て 立っ て 
いま し た 。 

宝 の 帳 ヴ ェ ー ル で 覆 われ て いた 。 

諸々 の 華 の 旗 は た を 垂らし て いた 。 

香水 を 地 に まい て いた 。 

多数 の 名 華 を まい て いた 。 

宝物 を 維 列 し て 、 出 し 入れ し て 、 取 っ た けり 上 提 えた !) し て いた 。 

これ ら の よう に 種々 に 荘厳 に 飾ら れ て いて 、 威 徳 が あっ て 、 特 別 
に 尊重 され て いた 。 


困窮 し て いる 子 は 、 父 が 大 いな る 勢力 を 有 し て いる の を 見 て 、 恐 
怖 を 懐 き 、 こ こ へ 来 た こ と を 後悔 し て 、 ひ そ か に 、 こ の よう に 思っ 
た 。 


父 は 王 で ある 。 また 、 父 は 王 と 等 し い 。 

ここ は 、 私 の 能力 が 買わ れ て 物 を 得る こと が で きる よう な 場 所 で 
は な い )。 

貧し い 里 へ 行く に 越し た こと は 無い 。 

店 や 、 力 の 見 せ 場 が 有る 地 な ら ば 、 衣 食 を た や すく 得る こと が で 
きる だ ろう 。 


も し 、 こ こ に 長く 留まっ て いた ら 、 私 は 脅迫 され て 強制 的 に 酷使 
され る 目 に 遭う か も し れ な い 。 


この よう に 思う と 、 走っ て 、 去 っ た 。 


時 に 、 金 持ち で ある 父 は 、 獅 子 の 座 か ら 、 子 を 見 か け て 、 我 が 子 
だ と 認識 で き て 、 心 で 大 い に 喜 ん で 、 こ の よう に 思っ た 。 


宝庫 に 所 蔵 し て いる 私 の 財 物 を 付属 させ る こと が で きる 相手 が 
今 、 い た 。 

私 は 、 常 に 、 こ の 子 を 思っ て きた 。 

この 子 を 見 つけ る 手段 が 無かっ た 。 

し か し 、 突 然 、 自 分 か ら 来 て くれ た 。 

私 の 願い が 、 か な っ た 。 

私 は 、 年 老い た が 、 な お 、 子 を 條 欲 な まで に 惜しん で いる の で 、 
傍ら に いる 人 を 派遣 し て 、 急 いで 追い か けさ せ て 、 連 れ て 帰ら せよ 
ラ 。 


その 時 、 父 の 使者 は 、 走 っ て 行っ て 、 と ら え た 。 
困窮 し て いる 子 は 、 驚 憎 し て 、 怒 み 吉 を 吉 っ て 、 大 い に 喚 いた 。 


私 は 因 を 犯し て いま せん ! 
な ぜ 、 と ら え られ る 目 に 遭う の か ? ! 


父 の 使者 は 、 こ の 子 を と ら え て 、 い よい よ 急 いで 、 強制 的 に 連行 
し て 、 連 れ 帰 っ た 。 


時 に 、 困 欠 し て いる 子 は 、 自 ら 、 こ の よう に 思っ た 。 


無 左 だ が 、 と ら え られ た 。 
きっ と 死刑 に な る の だ ろ っ つ 。 


と て も 、 お それ て 、 問 絶 し て 、 足 が 動か な く な っ て 、 地 に 倒れ 
た 。 


父 は 、 遠 く か ら 、 こ れ を 見 て 、 使 者 に 吉 っ た 。 


この 人 を 強制 的 に 連れ て 来る な か れ 。 
次 水 を 顔 に か け て 、 目 を さま させ な さい 。 


また 、 会 話す る な か れ 。 
な ぜ か ? 


父 は 、 子 の 志 や 意思 が 未熟 で ある 、 と 知っ た 。 

( 父 は 、 自 身 が ) 豪 中 な む の で 、 子 が 難色 を し めす 、 と 自ら 知っ た 。 
( 父 は 、 自 分 の ) 子 で ある 、 と 明らか に 知っ た 。 

し か し 、「 方 便 」、「 便宜 的 な 方 法 」 の た め 、 他 人 に は 「 我 が 子 
で ある 」 と 吉 わ な か っ た 。 


父 の 使者 は 、 子 に 語っ た 。 


私 (、 使 者 ) は 、 今 か ら 、 あ な た を 解放 する 。 
「 随意 に 」、「 思う が まま に 」、 去 りな さい 。 


困 突 し て いる 子 は 、 喜 ん で 、 心 が 未 曽 有 に な る こと を 得 て 、 地 面 
か ら 起 き 上 が っ て 、 貧 し い 里 へ 去っ て 、 衣 食 を さがし 求め た 。 


その 時 、 金 持ち で ある 父 は 、 子 を 誘惑 し て 引き 寄せ た いと 欲し 
て 、「 方便 」、「 便 定 的 な 方 法 」 を 設け て 、 姿 や 容 色 が 慌 必 し て い 
て 威 徳 が 無い 者 、 二 人 を 密 ひ そ か に 派遣 し た 。 


( 父 は 、 密 使 に 、 こ の よう に 吉 っ た 。) 


あな た 達 、 彼 の 所 へ 行っ て 、 ゆ っ くり と 喜 い な さい 。 

「 こ の 都市 に 働け る 場所 が 有 っ て 、 今 の 二 倍 の 給料 を あな た に 払 
いい まじ よ うき ど 。 

彼 が 、 も し 許せ ば 、 連 れ て 来 て 、 働 か せな さい 。 

( 彼 が 、) も し 「 どん な 仕事 で すか ? 」 と 吉 っ た ら 、 こ の よう に 吉 
いな さい り 。 

「 あな た を 汚物 掃除 に 雇い ます 。 私 達 、 二 人 人 も 、 ま た 、 あ な た と 
共に 働き ます 」 と 。 


時 に 、 二 人 の 密 使 は 、 困 欠 し て いる 子 を さがし 求め た 。 


( 二 人 の 密 使 は 、) 困 欠 し て いる 子 を 見 つけ る こと が で き 得 る と 、 
前 記 の 事 を つぶ さ に 述べ た 。 


その 時 、 困 究 し て いる 子 は 、 給 料 を 前 払い で 受け 取る と 、 す ぐ 
に 、 二 人 の 密 使 と 共に 、 汚 物 掃除 の 務め に つい た 。 


父 は 、 子 を 見 て 、 思 いや っ て 、 子 の 様子 を さぐっ た 。 

また 、 別 の 日 に 、 窓 か ら 、 家 の 中 か ら 、 遠 く か ら 、 子 を 見 る と 、 
体 は 、 痩 せ て いて 、 慌 層 し て いて 、 汚 物 、 塵 に まみ れ て 、「 環 
贅 」、「 弓 ひも 状 の 飾り 」 を 外し 、 繊 細 な 柔軟 な 上 等 な 服 を 脱ぎ 、 
荘 厳 な 飾り を 外し て いた 。 

そし て 、 粗 末 な 垢 や 皮脂 で 汚れ た 衣服 を 着 て 、 身 が 塵 や 士 に まみ 
れ て 、 右 手 に 汚物 掃除 の 器具 を 持っ て いた 。 


( 父 が 来る と 、 子 は ) 景 怖 す る 様子 で あっ た 。 
( 父 は 、) 諸 々 の 作業 員 に 、 こ の よう に 吉 っ た 。 


あな た 達 、 精 勤 し て 働 ! て くだ さい 。 
だ る そう に し て 、 怠 ける な か れ 。 


( 父 は 、) 「 方 便 」、「 便宜 的 な 方 法 」 で 、 子 に 近づい た 。 
そし て 、( 父 は 、 子 に 、) ま た 、 こ の よう に 吉 っ た 。 


ちょ っ と 、 そ この 君 、 あ な た は 、 ず っ と 、 こ こ で 、 働 1 て くだ さ 
\1。 

余 所 へ 去ら な いで くだ さ し !。 

(その 代わ ! り に 、) あ な た へ の 報酬 を 追加 し まし ょ う 。 

(追加 報酬 に は 、) 諸 々 の 、 日 用 品 の 、 盆 、 器 、 米 、 麺 、 塩 、 酢 な 
ど が 有り ます 。 

「 あ りえ な い 」 と 疑わ な いで くだ さい しい )。 

また 、 老 人 の 使用 人 も 、 い ます よ 。 

(あな た に 、 老 人 の 使用 人 も ) 支 給 し まし ょ う 。 
安心 し て くだ さい しい )。 

私 は 、 あ な た の 父 の よう な 者 な の で す 。 

夏 慮 し な いで くだ さ し !。 

な ぜ か ? と 土 う と 、 私 は 年 老い て いて 、 あ な た は 若い か ら で 


H 


あな た は 、 常 に 、 勤 務 中 に 、 だ まし た けり 、 怠 けた り 、 怒 っ た り 、 
急 み 吉 を 吉 っ た り し な いで くだ さい 。 

あな た に は 、 そ うい っ た こと を し て いる の を 見 か けた こと は 全く 
無い で す が 。 
他 の 作業 員 に は 、 こ れ ら の 諸々 の 悪行 が 有り ます 。 
(あな た は 、) 今 か ら 、 以 後 は 、 私 か ら 生 まれ た 子 の よう な 者 な の 


で ま 。 


時 に 、 金 持ち で ある 父 は 、「 字 あざ な 」、「 別 名 」 を 作っ て 、 王 
えて 、 子 に 名 づけ て 、 養 子 に し た 。 


その 時 、 困 窮 し て いる 子 は 、 こ の 待遇 に 喜ん だ が 、 な お 、 自 ら 、 
この よう に 思っ て いた 。 


(私 は 、) 客 人 、 使 用 人 、 下 典 な 人 間 で ある 。 


この た め 、 二 十 年 間 、 常 に 、 汚 物 掃 除 を させ た 。 

この 二 十 年 が 過ぎ る と 、 心 が : 通い 合 5. で て 、 信頼 し きっ た 相 量 で 。 
難色 を し め さ な いで 出入 りす る よう に な っ た 。 

し か し 、 住 所 は 、 な お 、 本 も と の 場所 で あっ た 。 


世 尊 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) よ 、 そ の 時 、 人 金持ち で ある 父 は 、 病 気 に な っ 
て 、「 遠 か ら ず 死ぬ だ ろう 」 と 自ら 知っ て 、 困 欠 し て いる 子 に 吉 っ 
た 。 


私 に は 、 今 、 金 、 銀 、 珍 し い 宝 が 多数 あっ て 、 倉 庫 に 満ち あふ れ 
て いる 。 

その うち 、 い くつ か 、 出 し 入れ し て くだ さい )。 

あな た は 、 私 の 宝 に つい て 、 こ と ご と く 知 っ て くだ さい )。 

私 は 、 こ の よう に 思っ て いる の で す 。 

まさ に 、 この 思い を 体感 し て く だ さい 1!。 

な ぜ か ? と 吉 う と 、 今 、 私 と 、 あ な た は 、 一 心 同体 な の で す 。 
よろ し く 、 用 心して 、 財 産 を 無く さ な い よう に し て くだ さい り 。 


その 時 、 困 窮 し て いる 子 は 、 教 え を 受け て 、 金 、 銀 、 珍 し い 宝 、 
お よび 、 諸 々 の 倉庫 が 所 蔵 し て いる 多数 の 物 を 知っ て 理解 し た 。 

し か し 、 怖 れ て 、 気 持ち 一 食分 すら も (報酬 と し て ) 取 ら な か っ 
た 。 

し か も 、 そ の 住所 は 、 本 も と の 場所 の まま で あっ た 。 

未熟 な 心 も 、 ま た 、 捨 て る こと が 未だ 不可 能 で あっ た 。 

(し か し 、) さ ら に 、 少 し の 時 を 経る と 、 父 は 、 子 の 心 が 、 よ う や 
く 通じ 終わ っ て 沙 ち 着い て 大 いな る 心 を 成就 し て 自ら 以前 の 心 を い 
や し お よう に な っ た 、 と 知っ た 。 

( 父 は 、) 命 が 終わ ろう つと する 時 に 臨ん で 、 子 に 命じ て 、 親 族 、 国 
王 、 大 臣 、 貴 族 ク シャ トリ ヤ 、 商 人 バイ シャ を 集め た 。 

家 こと ご と く 、 集 まり 終わ る と 、( 父 は 、) 自 ら 宣 吉 し た 。 


諸君 、 ま さ に 、 知 っ て くだ さい )。 

この 子 は 、 私 か ら 生 まれ た 、 我 が 子 な の で す 。 

時 都 市 で 、 私 を 捨て て 逃走 し て 、 五 十 年 間 余り 、 下 僕 と し て 他人 
に 酷使 され て 辛く 苦し み ま し た 。 

その 本 も と の 「 字 あざ な 」、「 別 名 」 は 、 何 々 で す 。 

私 の 名 前 は 、 何 々 で す 。 

昔 、 本 も と の 都市 に いた と き 、 有 憂い を 懐い て 、 探 し 求め て いま し 
た だ 。 

突然 、 こ の 間 、 偶 然 、 こ の 子 に 会 うこ と が で き 得 まし た 。 

この 子 は 、 実 の 我 が 子 な の で す 。 

私 は 、 実 の 父親 な の で す 。 

今 、 私 の 所 有 し て いる 一 切 の 財 物 は 皆 、 子 が 所 有 し て いま す 。 
以前 、 出 し 入れ し て いた 物 は 、 子 が 知っ て 理解 し て いま す 。 


世 尊 (、 釈 迎 年 尼 仏 ) よ 、 こ の 時 、 困 劉 し て いた 子 は 、 父 の 、 こ れ 
ら の 吉 葉 を 聞い て 、 大 い に 喜 ん で 、 心 が 未 曽 有 に な る こと を 得 て 、 
この よう に 思い まし た 。 


私 は 、 本 も と か ら 心 で 願い 求め て いな か っ た の に 、 今 、 こ の 「 宝 
蔵 」、「 革 積 され て いる 宝 」 を 自然 に 得る に 至っ た 。(『 宝蔵 」 に 
は 「『 仏法 」 と いう 意味 も 有る 。) 


世 尊 (、 釈 迎 年 尼 仏 ) よ 、 大 金持ち で ある 父 は 、 如 来 (、 仏 ) の 例え 
な の で す 。 
私 達 は 皆 、 仏 の 子 の よう な 者 な の で す 。 


如来 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) は 、 常 に 、 説 いて くれ まし た 。 
私 達 は 、( 公 の) 子 な の で ある 。 と 。 


世 尊 (、 釈 迎 年 尼 仏 ) よ 、 私 達 は 、「 三 苦 」、「 苦 苦 、 壊 苦 、 行 
苦 」、「 苦 し み に よ る 苦し み 、 快 楽 が 壊れ る 苦し み 、 請 行 無常 に よ 
る 苦し み 」 の せい で 、 生 死 の 中 で 、 諸 々 の 熱く 焼 か れる よう な 苦悩 
を 受け て 、 迷 い 惑 っ て 、 無 知 で 、「 小 法 」、「 中途 半端 の 法 」、 

「 租 小 な 物 」 を 願い 愛着 し て いま し た 。 

今日 、 世 尊 (、 釈 迎 御 尼 仏 ) は 、 私 達 に 思考 させ て 、「 諸 法 」、 
「 全 て の も の 」 に つい て 裕 虚 に 議論 し て 戯れ る と いう 汚物 を 除去 し 
て くれ まし た 。 

私 達 は 、 仏 法 の 中 で 、 精 進 に つと め て 、「 湿 各 」、「 寂 静 の 境 


地 」 に 至る こと が で き 得 まし た 。 


ーー 日 の 対価 を この 仏法 か ら 上 學 に 得 終 わっ て 、 心 で 大 い に 喜 ん で 、 
自ら 「 満 ち 足り て いる 」 と 見 な し て 、 こ の よう に 、 自 ら 思 い 、 吉 っ 
だ 。 


仏法 の 中 で 、 精 進 に つと め た の で 、 広 大 な 多数 の 所 得 を 得る こと 
が で きた 。 と 。 


し か も 、 世 尊 (、 各 迎 年 尼 仏 ) は 、 以 前 か ら 、 私 達 の 心 が 粗末 な も 
の へ の 欲望 に 執着 し て 「 小 法 」、「 中 途 半 端 の 法 」、「 笠 小 な 物 
を 願い も と め て いる 、 と 知っ て いた の で 、( 私 達 の 心 を ) 見 て も 許し 
て 捨て 置い て 、「 あな た 達 に は 、 ま さ に 、 如 来 (、 仏 ) の 知見 、『 宝 
蔵 』、『 仏 法 』 の 分 け 前 が 有る 」 と 分 別して 説き ませ ん で し た 。 

世 尊 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) は 、「 方 便 」、「 便宜 的 な 方 法 」 の 力 で 、 如 
来 (、 仏 ) の 智 疾 を 説い て いま し た 。 

私 達 は 、 仏 より 、 一 日 の 対価 と し て 「 混 山 」、「 寂 静 の 境地 」 を 
得 て 、「 大 いな る 物 を 得 た 」 と 見 な し て 、 こ の 大 乗 を 志 し て 求め て 
いま せん で し た 。 

私 達 も 、 ま た 、 如 来 (、 仏 ) の 因 問 に よっ て 、 諸 々 の 菩薩 の た め 
に 、 大 乗 を 開示 し て 演説 し て いま し た 。 

し か し 、 自 ら は 、 こ の 大 乗 を 志 し て 願い も と め て いま せん で し 
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な 計 が か が? (と 吉 つ ど 、) 

釈 迎 年 尼 仏 は 、 私 達 の 心 が 「 小 法 」 、「 中途 半 端 の 法 」、「 和 小 
な 物 」 を 願い も と め て いた の を 知っ て 、「 方 便 」、「 便 宜 的 な 方 
法 」 の 力 で 、 私 達 に 応じ て 、 仏 法 を 説い て いた か ら で す 。 

し か も 、 私 達 は 、「 私 達 は 、 真 の 仏 の 子 で ある 」 と 知り ませ ん で 
し た 。 

今 、 私 達 は 、 ま さ に 、( 「 私 達 は 、 真 の 仏 の 子 で ある 」 と) 知り ま 


た 。 
世 尊 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) は 、 仏 の 智 若 を 惜しみ な く あ た えて くれ ま 


す 。 

な ぜ か ? (と 吉 う と 、) 

私 達 は 、 昔 か ら 、 真 の 仏 の 子 で ある か ら で す 。 

し か し 、「 小 法 」、「 中 途 半 端 の 法 」、「 竹 小 な 物 」 だ け を 願い 
も と め て いた の で す 。 

も し 私 達 が 大 いな る 心境 を 願い 求め て いた ら 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 私 
達 の た め に 大 乗法 を 説い て くれ た は ず で す 。 


今 、( 釈 迎 牟 尼 仏 は 、) こ の 法華 経 を 説い た 中 で 、 唯 一 の 仏 乗 を 説 
きま し た 。 

そし て 、( 癌 迎 年 尼 仏 は 、) 昔 、 菩 薩 達 の 前 で 、「 小 法 」、「 中途 
半端 の 法 」、「 矯 小 な 物 」 を 願い も と め て いる 者 で ある 声 聞 を 非難 
し た こと が あり まし た 。 

仏 は 、 実 は 、 大 乗 で 、( 声 聞 も 独 覚 も 菩 薩 も ) 教 化し ます 。 

この た め 、 私 達 は 、「 本 も と は 願い 求め る 心 が 無 か っ た の に 、 
今 、 法 の 王 ( で ある 仏 ) の 大 いな る 宝 を 自然 に 得る に 至っ た 」 と 説い 
て いる の で す 。 

仏 の 子 の よう に 、 ま さ に 得る の に 相応 し い 者 は 皆 、 上 既に 、 こ の 
( 仏 乗 と いう ) 宝 を (いつ の ま に か ) 得 て いる の で す 。 


その 時 、 摩 記 迎 葉 は 、 く けり 返し 、 こ の 意義 を 説き た いと 欲し て 、 
詩 で 説い て 吉 っ た 。 


私 達 は 、 今 日 、 釈 迎 牟 尼 仏 の 吉 葉 の 教え を 聞い て 、 歓 喜 し て 、 心 
が 踊 躍 し て 未 曽 有 に な る こと を 得 て い ます 。 

釈 迎 牟 尼 仏 は 、「 声 聞 も 、 ま さ に 、 仏 に 成る こと が で き 得 る 」 と 
説き まし た 。 

無 上 の 宝 の 山 を 、 求 め て いな く て も 、 自 然 に 得 た の で す 。 
例え る な ら ば 、 細 子 が 、 幼 いと き に 理解 が 無く て 父 を 捨て て 逃げ 
て 、 遠 く 他 の 土地 へ 行っ て 、 五 十 年 間 余 り 、 諸 国 を めぐ り 流 れ て い 
る よう な 物 な の で す 。 

父 は 、 憂 應 し て 、 四 方 を 探し 求め まし た 。 

父 は 、 子 を さがし 求め て 、 疲 れる と 、 あ る 都市 に 田 ま っ て 、 家 を 
建造 、 建 立 し て 、 ま さ に 、 自 ら の 喜び を 欲し まし た 。 

その 家 は 、 巨 額 の 富 を あげ まし た 。 

諸々 の 金 、 銀 、 古 人 し ゃ こ 、 秦 秦 め の う 、 真 珠 、 瑠 璃 る り が 多数 
あり まし た 。 

象 、 馬 、 牛 、 羊 、 乗 り 物 、 土 地 、 仕 事 、 少 年 の 従 僕 、 国 民 が 多 
数 、 存 在 し まし た 。 

物 を 出し 入れ し て 商売 し て 利益 を 増やし て 、 経 済 力 、 影 響 力 、 権 
力 は 、 あ まね く 他 国 に 及び まし た 。 

商人 が いな い 所 が 無い ほど に な り けり まし た 。 

幾 千 、 幾 万 、 幾 億 の 大 衆 に 、 囲 まれ て 、 恭 し く 敬 われ て 、 常 に 権 
力 者 に 愛 願 され て いま し た 。 

群 臣 、 豪 族 は 皆 、 共 に 、 主 要 人 物 と し て 尊重 し まし た 。 

諸々 の 縁 の た め 、 往 来 す る 者 が 多かっ た 。 

この よう に 富豪 で あっ た 。 

し か し 、 年 老い て 行っ て 、 ま すま す 、 朋 い て 、 子 を 思っ た 。 


朝 か ら 夜 まで 一 日 中 、 こ の よう に 思っ た 。 


死ぬ 時 が 、 ま さ に 至 ろ うと し て いる 。 
是 者 で ある 子 は 、 五 十 年 間 余り 、 私 を 捨て て いる 。 
禄 庫 に 所 蔵 し て いる 諸々 の 物 は 、 ど うな っ て し まう の か ? 


その 時 、 困 欠 し て いる 子 は 、 地 方 か ら 地方 へ 、 国 か ら 国 へ 、 衣 食 
を 探し 求め て いま し た 。 

所 得 が 有 っ た けり 、 所 得 が 無かっ た けり し て 、 餅 僚 で 痩せ て 、 体 に 度 
形 病 が 生じ て いた 。 

徐々 に 経歴 し て 、 父 が 留 引 ま っ て いた 都市 に 来 た 。 

金 で 應 われ て 、 転 々 と し て 、 つ い に 、 父 の 家 に 来 た 。 

その 時 、 金 持ち で ある 父 は 、 門 の 内 側 で 、 大 いな る 宝 の 帳 ヴ ェ ー 
ル を 設け て 、 凶 子 の 座 に 筐 し て いた 。 

秦 属 に 囲ま れ て 、 皆 が 、 そば に 仕え て 護 芽 箱 し て いた 。 

また 、 金 、 銀 、 宝 物 を 計算 し て 、 財 産 を 出し 入れ し て 、 証 書 に 注 
記し て いる 者 も いた 。 

困 窟 し て いる 子 は 、 父 が 豪 貴 で 尊 く て 威厳 が ある の を 見 て 、 思 っ 
た 。 


父 は 、 国 王 で ある か 、 王 と 等 し い 。 
( 子 は 、) 驚 き 怖 れ て 、 自 ら 不 思 議 に 思っ た 。 
な ぜ 、 こ こ に 来 て し まっ た の か ? 
( 子 は 、) ひ そ か に 、 自 ら 思 っ て 、 吉 っ た 。 


私 が 、 も し 、 長 く 留 まっ て いた ら 、 強迫 され て 強制 的 に 酷使 され 
る 目 に 遭う つか も し れ な い 。 


( 子 は 、) こ の よう に 思い 終わ る と 、 走 っ て 去っ た 。 

貧し い 里 を 試し に 、 た ず ね て みて 、 鹿 っ て も ら お うと 欲し た 。 
金持ち で ある 父 は 、 こ の 時 、 獅 子 の 座 に いて 、 遠 く か ら 、 子 を 見 
つけ て 、 黙 っ て いた が 、 子 で ある と 認 識 し た 。 


そし て 、 使 者 に 命じ て 、 追 わせ て 、 と ら え させ て 、 連 れ て 来 さ せ 
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貧 究 し て いる 子 は 、 驚 いて 、 喚 いて 、 迷 っ て 、 問 えて 、 足 が 動か 
な く な っ て 、 地 に 倒れ た 。 


「 こ の 人 は 私 を と ら え た 。 き っ と 、 級 され る 目 に 章 つ うん だ ! 
どう し て 、 衣 食 を 必要 と し て 、 私 は 、 こ こ へ 来 て し まっ た の 


か ? 1!」 


金持ち で ある 父 は 、 子 が 思 者 で 、 見 識 が 狭く 未熟 で 、 父 の 吉 葉 を 
信じ ず 、 父 で ある と 信じ な い の を 知っ て 、 

「 方便 」、「 便 宜 的 な 方 法 」 で 、 他 人 を 直視 し な い 、( 背 な ど が ) 短 
い 、 低 い 地 位 の (服装 の )、 威 徳 が 無い 他 の 者 を 派遣 し た 。 


( 父 は 、 使 者 に 、 こ の よう に 吉 っ た 。) 

あな た 達 は 、 あ の 人 に 、 こ の よう に 吉 い な さい )。 

「 諸 々 の 汚物 掃除 に 雇い まし ょ う 。 今 の 倍 の 給料 を あな た に 支払 
し いい! まし ょ う 」 ど と 。 


困 欠 し て いる 子 は 、 こ の 使者 の 吉 葉 を 聞い て 、 喜 ん で 、 つ いて 来 
て 、 汚 物 掃除 を し て 、 諸 々 の 家 を 浄化 し た 。 


金持ち で ある 父 は 、 窓 か ら 、 常 に 、 子 を 見 て 、 思 っ た 。 

子 は 、 愚 者 で 未熟 で 、 即 小 な も の を 願っ て 、 短 小 な 事 を 為 な す 。 
この た め 、 金 持ち で ある 父 は 、 粗 末 な 垢 あ かま みれ の 衣服 を 着 
て 、 汚 物 掃除 の 器具 を 持っ て 、 子 の 所 へ 行っ て 、「 方 便 」、「 便 家 
的 な 方 法 」 で 近づい て 、 話 し て 、 精 勤 に つと め を な す よ うに させ 

た 。 

「 既に 、 あ な た の 報酬 を 増やす こと を 決め まし た 。 
また 、 足 に 油 を 塗っ て あげ まし ょ うつ う 。 

飲食 物 を 充足 させ まし ょ う 。 

敷物 を 厚く し て 暖か く な る よう に させ まし ょ う 」 
(そし て 、) こ の よう に 昔 吉 し た 。 


あな た は 、 精 勤 に つと め な さい 。 


また 、 穏 や か に 話し た 。 
あな た を 、 我 が 子 の よう に 扱い ます 。 


金持ち で ある 父 に は 、 鈴 閣 が 有 っ て 、 よ う や く 子 を 家 に 出入 りさ 
せる こと が で きた 。 

二 十 年 、 経 つと 、 家 の 事 を と り し きら せ た 。 

金 、 銀 、 真 珠 、「 応 梨 」、「『 水晶 」 と いっ た 諸々 の 物 の 出し 入れ 
を 示し て 、 皆 、 知 ら せ た 。 

(し か し 、 子 は 、) な お 、 門 の 外 に 処し て 、 草 の 屋根 の 庵 に 留まっ 
て 、 上 自ら 、 取 る に 足り な い 事 を 思っ て いた 。 


私 に は 、 こ れ ら の 物 が 無い 。 


父 は 、 子 の 心 が 、 よ う や く 明 ら か に 広大 に な る と 、 財 物 を 与 えた 
いと 欲し て 、 親 族 、 国 王 、 大 臣 、 貴 族 ク シャ トリ ヤ 、 商 人 バイ シャ 
を 集め た 。 

これ ら の 集まっ て くれ た 者 達 に に ここ の よう に 説明 し た 。 


この 子 は 、 我 が 子 な の で す 。 

私 を 捨て て 、 五 十 年 間 、 他 所 へ 行っ て いま し た 。 

この 子 を 見 つけ て か ら 、 今 まで 、 上 學 に 、 二 十 年 で す 。 

昔 、 あ る 都市 で 、 こ の 子 を 失っ て し まい まし た 。 

あま ね く 、 色 々 な 場所 へ 行っ て 、 探 し 求め て いま し た 。 

つい に 、 こ こ へ 来 ま し た 。 

全て の 私 の 所 有 物 、 家 、 国 民 は 、 こ と ご と く 、 こ の 子 に 付属 させ 
て 委ね ます 。 

思い 通り に 、 用 いな さい !。 


子 は 、 思 っ た 。 

昔 は 、 貧 し か っ た し 、 心 も 未熟 で あっ た 。 

今 は 、 父 の 所 で 、 珍 し い 宝 、 お よび 、 家 と いっ た 一 切 の 財 物 を 大 
い に 獲 得 で きた 。 

( 子 は 、) と て も 大 い に 喜 ん で 、 心 が 未 曽 有 に な る こと を 得 た 。 
仏 も 、 ま た 、 同 様 な の で す 。 


( 仏 は 、) 私 達 が 千 小 な も の を 願っ て いた の を 知っ て 、 未 だ か つて 
「 あ な た 達 は 仏 に 成る 」 と 吉 っ て くれ ませ ん で し た 。 


そし て 、( 仏 は 、) 私 達 が 「 諸 々 の 『 無 漏 』 、『 燃 悩 の 無い 境地 』 
を 得 て 、『 小 乗 』 を 成 惹 し て いる 、 声 聞 の 弟子 で ある 」 と 説い て い 
まし た 。 


仏 は 、 私 達 に に 、 こ の よう に 説く よう に 命じ て いま し た 。 


「『 最 上 の 道 』、『 無 上 の 真理 』 を 習っ て 身 に つけ た 者 は 、 ま さ 
に 、 仏 に 成る こと が で き 得 る 」 と 。 


私 達 は 、 仏 の 教え を 受け て 、 大 いな る 菩薩 の た め に 、 諸 々 の 因 
縁 、 種 々 の 警 嘆 、 い くつ か の 「 吉 辞 」、「 吾 葉 蛋 い 」 で 、 無 上 の 
「 道 」 ヽ 「 真 理 」 を 説き ま し た 。 

諸々 の 釈 迎 牟 尼 仏 の 弟子 達 は 、 私 達 か ら 、 法 を 聞い て 、 日 夜 、 思 
考 し て 、 精 勤 に ( 無 上 の 真理 を ) 習 っ て 身 に つけ まし た 。 

この 時 、 諸 仏 は 、 そ の 人 達 に 「 授 記し まし た 」、「 仏 に 成る 予 吉 
を 授け まし た 」。 


「 あな た は 、 来 世 、 ま さ に 、 仏 に 成る こと が で き 得 る 」 と 。 
ー 切 諸仏 の 秘蔵 の 法 は 、 菩 薩 の た め だ け に 、 そ の 真実 が 演説 され 
す 


し か し 、 私 達 の た め に は 、 そ の 真実 の 重要 な 法 は 説 か れ ま せん で 
し た 。 

例え 話 の 困 欠 し て いる 子 が 、 父 に 近づい て 、 諸 々 の も の を 知る と 
いえ ども 、 心 で 「 も ら え る よう に し よう 」 と 願わ な いよ うな 物 だ っ 
た の で す 。 

私 達 は 、 仏 法 に より 「 宝 蔵 」、「 昔 積 さ れ て いる 宝 」 を 説く と い 
えど も 、 自 ら は 、 願 っ て 志 し ませ ん で し た 。 例え 話 の 困窮 し て いる 
子 と 同様 だ っ た の で す 。 

私 達 は 、 内 心 の 炉 悩 を 滅ぼし て 、 自 ら 思 いま し た 。 


「 満ち 足り た 」 と 見 な そう 。 
この 唯一 の 事 (、 燃 悩 を 滅ぼす 事 ) が 終了 し た の で 、 更 に 他 の 事 を 
する 必要 は 無い だ ろう 。 


私 達 は 、 仏 国土 を 浄化 する こと や 、「 則 生 」、「 生 者 」 を 教化 す 
る こと を た と え 聞 いて も 、 全 く 喜 びません で し た 。 
な ぜ か ? (と 吉 う と 、) 


ー 切 の 「 諸 法 」、「 全 て の も の 」 は 皆 こ と ご と く 、 空 くう で ある 
し 、 寂 静 で ある し 、「 無 生 無 滅 」、「 実 は 、 生 滅する こと が 無い 」 
の で ある し 、「 無 大 無 小 」 、「 実は 、 優 劣 が 無い 」 の で ある し 、 

「 無 漏 」、「 実 は 、 燃 悩 が 無い 」 の で ある し 、「 無 為 」 、「 不 変 の 
真理 」 な の で ある 。 


この よう に 思っ て 、 喜 び を 生じ ませ ん で し た 。 


私 達 は 、 輸 廻 転生 し て 、 仏 の 因 震 に 良い 意味 で 條 欲 に 執着 し て い 
ませ ん で し た し 、 仏 の 智 疾 を 再び 願っ て 志 し て いま せん で し た 。 
そし て 、 自 ら 、 仏 法 に つい て 、 こ の よう に 思っ て いま し た 。 


(仏法 を ) 究 ゆめ ゆ て いる 。 

私 達 は 、 輪 廻 転 生 し て 、 空 くう の 法 を 習っ て 身 に つけ て 、 三 界 の 
苦悩 の うれ いか ら 脱 出す る こと が で き 得 て 、「 最後 身 」、「 輪 四 転 
生 し な い 最 後 の 生身 」 の 「 有余 混 毅 」、「 燃 悩 を 寂 滅 し た 境地 に い 
て 、 肉 体 だ けが 残り と し て 有る こと 」 に 留まっ て いる 。 

釈 迎 牟 尼 仏 の 教化 に よっ て 、「 道 」、「 真 理 」 を 会 得 し て 、 空 虚 
で は な いし!)。 

「 釈 迎 牟 尼 仏 の 思 に 報い る こと が 學 に で き 得 て いる 」 と 見 な す 。 


私 達 は 、 諸 仏 の 弟子 達 の た め に 、「 菩薩 の 法 で 仏道 を 探求 し な さ 
い 」 と 説く と いえ ども 、 し か し 、( 私 達 は 、 今 まで ) 長 い 間 、 菩 薩 の 
法 を 願っ て いま せん で し た 。 


導師 で ある 釈 迎 年 尼 仏 は 、 私 達 の 心 を 見 て も 捨て 置い て 、 最 初 
は 、「 真実 の 利益 が 有る 」 と 勧め て 説き ませ ん で し た 。 


例え 話 の 金持ち で ある 父 は 、 子 の 心 が 未 熟 で や る の を 知っ て 、 

「 方 便 」、「 便 宜 的 な 方 法 」 の 力 で 子 の 心 を 懐柔 し て 調伏 し て 、 そ 
の 後 で 、 一 切 の 財宝 を 付属 させ て 委ね まし た 。 

仏 も 、 ま た 、 同 様 な の で す 。 

( 仏 は 、) 希 有 な 事 を 現し て 、 矯 小 な も の を 願う 者 達 を 知る と 、 

「 方 便 」、「 便宜 的 な 方 法 」 の 力 で 、 そ の 心 を 調伏 し て 、 そ の 後 
で 、 大 いな る 智 才 を 教え る の で す 。 

私 達 は 、 今 日 、 心 が 未 曽 有 に な る こと を 得 ま し た 。 

以前 か ら 所 望 し て いた わけ で は な い の に 、 今 、 自 然 に 得 た の で 


例え 話 の 困 窪 し て いる 子 が 無量 の 宝 を 得 た よう な 物 な の で す 。 
世 尊 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) よ 、 私 達 は 、 今 、「 道 」、「 真 理 」 を 会 得 し 


て 、 果 報 を 得 て 、「 無 漏 法 」、「 米 悩 が 無い 法 」 で 清浄 な 「 見 る 
眼 」 を 得 まし た 。 

私 達 は 、 輪 廻 転 生 し て 、 仏 の 清浄 な 戒 を 守っ て 保持 し て 、 初 め 
て 、 今 日 、 そ の 果報 を 得 まし た 。 

法 の 王 で ある 仏 の 法 の 中 で 、 長 い 間 、 修 行 し て 、 今 、「 無 漏 
の 」、「 燃 悩 が 無い 」 無 上 の 大 いな る 果報 を 得 ま し た 。 

私 達 は 、 今 、 真 の 声 聞 で ある の で す 。 

仏道 の 吉 葉 を 一 切 の も の に 聞か せま す 。 

私 達 は 、 今 、 真 の 阿 維 漢 で ある の で す 。 

諸々 の 世界 で 、 あ まね く 、 天 上 で も 、「 魔 」、「 天 魔 波 旬 」 の 
「 第 六 天 」、「 他 化 自在 天 」 で も 、 釣 天 の 「 大 積 天 」 で も 、 ま さ 
に 、 供 養 を 受け る の に 相応 し い の で す 。 

世 尊 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) の 大 思 と は 、 希 有 な 事 に よっ て 、 私 達 を 、 思 
いや っ て 、 教 化し て 、 私 達 に 利益 を も た らし て くれ て いる こと な の 
で す 。 

幾 億 の 無量 の 却 で も 、 誰 が 、 報 いる こと が で きる の か ? 

手足 と な っ て 仕え て 、 頭 頂 で 礼拝 し て 、 一 切 の も の を 「 供養 し て 
も 」、「 捧 げ て も 」、 全 て 、 報 いる こと は 不能 な も の な の で す 。 

また 、 ガ ンジ ス 河 の 砂 の よう に 無数 の 区 の 間 、 頂戴 し て 、 両 填 で 
担っ て 負っ て 、 心 を 尽く し て 恭 し く 敬 っ て も 、 
また 、 美 味 な 飲食 物 、 無 量 の 価値 の 宝 の 衣 、 お よび 、 諸 々 の 寝具 、 
種々 の 薬 、「 牛頭 梅 椅 」、 お よび 、 諸 々 の 珍し い 宝 で も 、「 塔 遍 
を 建て て も 、 地 に 宝 の 衣 を し いて も 、 
ガン ジス 河 の 砂 の よう に 無数 の 区 の 間 、 こ れ ら の よう な も の を 「『 供 
養 し て も 」、「 捧 げ て も 」、 ま た 、 報 いる こと は 不能 な も の な の で 
す 。 

諸仏 は 、 希 有 で す 。 

無量 の 、 無 限 の 、 不 可 思 議 な 、 大 いな る 神通 力 が あり ます 。 

「 無 漏 で す 」、「 燃 悩 が 無い で す 」。 

「 無為 で す 」、「 不 変 の 真理 、 そ の も の で す 」。 

「 諸 法 」、「 全 て の も の 」 の 王 で す 。 

未熟 な 者 の た め に 、 未 熟 さ を 妨 耐 可能 で 、 凡 人 に 取り 組ん で 、 

「 随 宜 に 」、「 相 手 に 応じ て 」、 法 を 説き ます 。 

諸仏 は 、 法 に お いて 、 最 も 無 上 に 自由 自在 で す 。 

諸々 の 「 梨 生 」、「 生 者 」 の 種々 の 欲望 と 願い 、 お よび 、 意 思 力 
を 知っ て いま す 。 

随所 で 、 任 務 に あたっ て 、 無 量 の 例え 話 で 、 生 者 の た め に 、 法 を 
説き ます 。 

諸々 の 「 軍 生 」 、「 生 者 」 が 前 世に 植え た 善 の 種 で ある 善行 に 応 
に G、 


また 、 成 熟し た 者 、 未 熟 な 者 を 知っ て 、 

種々 に 「 数 えて 」、「 量 っ て 」、 分 別して 、 知 り 終 わる と 、 
唯一 の 仏 乗 と いう 仏道 を 、 ' 随 宜 に 」、「『 相 手 に 応じ て 」、( 三 段 
階 に 分 け て 別個 で ある か の よう に ) 三 乗 と 説き ます 。 


ンジ テー ロン へ ヒー 
楽 早 剛 品 
その 時 、 世 尊 (、 釈 逆 牟 尼 仏 ) は 、( 訂 ) 迎 葉 、 お よび 、 諸 々 の 大 
いな る 弟子 に 告げ た 。 


善い か な 。 

善い か な 。 

辺 葉 よ 、 如 来 の 真実 の 功徳 を 善く 説 け て いる 。 

誠に 、 吉 っ た 所 説 の よう に 、 如 来 (、 仏 ) に は 量り 知れ な い ほ どの 
無限 の 「 阿 僧 祇 の 」、「 無 数 の 」 切 徳 が 有る 。 

あな た 達 が 、 も し 幾 億 も の 量り 知れ な い ほ ど 無 数 の 区 、 説 いて 
も 、 説 き 尽 くす こと は 不可 能 な の で ある 。 

迎 葉 よ 、 ま さ に 、 知 る べき で ある 。 

NO 

も し ( 仏 に ) 所 説 が 有 れ ば 、 虚しく は 無い 。 

( 仏 は 、) 箇 惹 の 「 方 便 , 、「 便 宜 的 な 方 法 」 に よっ て 、 こ れ 、 

「 一 切 の 法 」、「 一切 の も の 」 を 演説 する 。 

その ( 仏 の ) 所 説 の 法 は 、 皆 こと ご と く 、「 一切 智 地 」、「 一切 の 
智 痴 の 基礎 」 に 到 る 物 な の で ある 。 

如来 (、 仏 ) は 、「 一 切 の 諸 法 の 帰 趣 す る 所 」、「 全て の も の が 帰 
る 所 」 を 観察 し て 知っ て いる 。 

また 、( 仏 は 、) 一 切 の 「 衆生 」、「 生 者 」 の 心 の 奥深 く と 所 行 を 
知っ て いる 。 「 無 雄 に 」、「 妨 げ ら れず 」、 通 達し て いる 。 

また 、「 諸 法 」、「 全 て の も の 」 を 究め 尽く し て 明らか に 了解 し 
て 、 諸 々 の 「 則 生 」、「 生 者 」 に 一 切 の 因 閣 を 開示 する 。 

辺 葉 よ 、 例 えば 、「 三 千 大 千世 界 」 の 山 、 川 、 須 谷 、 土 地 に 生じ 
て いる 、 草 木 、 叢 林 、 お よび 、 諸 々 の 薬草 は 、 若 干 の 種類 が ある 
が 、 名 と 色 形 が 苔 々 異な る が 、「 泌 雲 」 、「 重 な っ て 厚く 成っ た 
雲 」 が 、 あ まね く 行 き 渡っ て 、「 三 千 大 千世 界 」 を 遍 く 覆っ て 、 

「 一 時 に 」、「 同 時 に 」、 等 し く 潤 す よ うな 物 な の で ある 。 

その 潤い は 、 草 木 、 叢 林 、' お よび 、 諸 々 の 薬草 の うち 、 小 さい も 
の の 根 、 茎 、 枝 、 葉 も 、 中 間 の も の の 根 、 茎 、 枝 、 葉 も 、 大 いな る 
も の の 根 、 茎 、 枝 、 葉 も を 、 あ まね く 潤 す 。 

諸々 の 樹 の 、 大 いな る も の も 、 小 さい も の も 、 上 中 下 の 位 に 応じ 
て 各々 受け る 所 の 物 が 有る 。 

唯一 の 雲 が 降ら す 所 の 物 は 、 そ の (草木 の ) 「 種 性 」、「 素質 」 に 
応じ て 、 華 、 果 実 を 生じ させ て 成長 させ る こと が で き 得 て 、 果 実 を 
広げ させ る 。 

唯一 の 地 に 生じ て いる 所 の も の で ある し 、 唯 一 の 雨 が 潤 す 所 の も 
の で ある 、 と いえ ども 、 諸 々 の 草木 に は 各々 差異 、 区 別 が 有る 。 


迎 葉 よ 、 ま さ に 、 知 る べき で ある 。 

如来 (、 仏 ) も 、 ま た 、 同 様 な の で ある 。 

( 仏 が 、) こ の 世に 出現 する の は 、 大 いな る 雲 が 起こ る よう な 物 な 
の で ある 。 

( 仏 の ) 大 いな る 「 音 声 」、「 仏 教 」 が 天上 、 人 の 間 、 阿 修 殺 と 
いっ た 世界 に 普 思 に いき わた る の は 、 こ の ( 仏 と いう ) 大 いな る 雲 が 
「 三 千 大 千世 界 」 と いう 仏 国土 を 通 く 覆う つよ うな 物 な の で ある 。 
( 仏 は 、) 大 財 の 中 で 、 こ の よう な 吉 葉 を 唱え る 。 


私 (、 仏 ) は 、 如 来 、 応 供 、 正 記 知 、 明 行 足 、 善 逝 、 世 間 解 、 無 上 
士 、 調 御 丈夫 、 天 人 師 、 仏 世 尊 で ある 。 

( 仏 は 、) 未 だ 仏 土 へ 渡っ て いな い 者 を 仏 土 へ 渡ら せる 。 

( 仏 は 、) 未 だ (真理 を ) 理 解 し て いな い 者 を 理解 させ る 。 

( 仏 は 、) 未 だ 安らか に 成っ て いな い 者 を 安らか に させ る 。 

( 仏 は 、) 未 だ 「 混 難 」、「 寂 静 」 を 得 て い な い 者 に 「 混 山 」、 

「 寂 静 」 を 得 さ せる 。 

( 仏 は 、) 今 世 、 後 世 を 如 実 に 知っ て いる 。 

私 (、 仏 ) は 、 一 切 を 知っ て いる 者 で ある し 、 
ー 切 を 見 て いる 者 で ある し 、 

「 道 」、「 真 理 」 を 知っ て いる 者 で ある し 、 

「 道 」、「 真理 」 を 開示 し て いる 者 で ある し 、 

「 道 」、「 真 理 」 を 説い て いる 者 で ある 。 

あな た 達 、 天 人 、 人 、 阿 修 弘 達 よ 、 皆 、 ま さ に 、 こ こ (、 仏 の 所 ) 
に 到 る べき で ある 。 

仏法 を 聴く た め に 。 


その 時 、 幾 千 、 幾 万 、 畿 億 も の 無数 の 種類 の 「 軍 生 」、「 生 者 」 
は 仏 の 所 に 来 て 、 仏 法 を 聴く 。 

その 時 、 如 来 (、 仏 ) は 、 こ の 「 運 生 」、「 生 者 」 の 、 諸 々 の 

「 根 」、「 能 力 」 が 利発 か 軸 鈍 か を 、 精 進 し て いる か 怠け て いる か 
を 観察 し て 、 そ の 者 が 耐え られ る 所 の 物 に 応じ て 、 種 々 に 、 量 り 知 
れ な い ほ ど 無 数 に 、 説 法 し て 、 皆 、 歓 喜 さ せ て 、 快 く 、 善 い 利益 
得 さ せる 。 

この 諸々 の 「 軍 生 」、「 生 者 」 は 、 こ の 仏法 を 聞き 終わ る と 、 現 
世 で は 安穏 と で きる し 、「 後 生 で は 」、「 来 世 で は 」、 善 い 所 に 処 
する こと が で きる し 、「 道 」、「 真 理 」 に よっ て 安楽 を 受け る こと 
が で きる し 、 ま た 、 仏 法 を 聞く こと が で き 得 る 。 

學 に 仏法 を 聞き 終わ る と 、「 諸 法 」、「 全 て の も の 」 の 中 で 、 
諸々 の 障害 を 離れ て 、 力 が 可能 と する 所 の 物 に 応じ て 、 徐 々 に 
「 道 」、「 真 理 」 へ 入る こと が で き 得 る 。 


大 いな る 雲 が 一 切 の 草木 、 叢 本 、 お よび 、 諸 々 の 薬草 に 雨 を 降ら 
す よ うな 物 な の で ある 。 

その (草木 の ) 「 種 性 」、「 素 質 」 が 、( 雨 の ) 潤 い を こう むっ て 、 

「 具足 し て 」、 「 十 分 に 備わっ て 」、 難 々 、 生 じ て 成 長 す る よう な 
物 な の で ある 。 

如来 (、 仏 ) の 説法 は 、 

「 一 相 」、「 容 極 的 に は 唯一 の 相 」 で ある し 、 

「 一 味 」、「 容 極 的 に は 唯一 」 で ある し 、 

いわ ゆる 、 解 脱 の 相 で ある し 、 

「 離 相 で ある 」、 "生じ た り 滅 ん だ りす る 相 を 離れ て いる 」 し 、 

「 滅 相 」、 「 寂 滅 の 相 」 で ある し 、 

究極 的 に 「 一 切 種 名 」 に 至る 物 で ある 。 


「 衆生 」、「 生 者 」 が いて 、 如 来 (、 仏 ) の 法 を 聞い て 、 も し 受 持 
し た けり 、 読 ん だ けり 、 仏 法 の 説 の 通り に 修行 し た り し て も 、 得 られ る 
所 の 功徳 を 自ら 覚 知 する こと は で き な い し いり 。 

理由 は 何 か ? (と 吉 う と 、) 

如来 (、 仏 ) だ けが 、 こ の 「 軍 生 」、「 生 者 」 の 種類 、 相 、 実体 、 
性 質 、 何 事 を 思念 し て いる の か 、 何 事 を 思考 し て いる の か 、 何 事 を 
修行 し て いる の か 、 ど の よう に 思念 し て いる の か 、 ど の よう に 思考 
し て いる の か 、 ど ん な 法 に よっ て 思念 し て いる の か 、 ど ん な 法 に 
よっ て 思考 し て いる の か 、 ど ん な 法 に よっ て 修行 し て いる の か 、 ど 
ん な 法 に よっ て 、 ど ん な 法 を 得 て い る の か 、 知 っ て いる の で ある 。 

「 衆生 」、「 生 者 」 は 種々 の 境地 に 住ん な で いる が 、 如 来 (、 仏 ) だ 
けが 、 如 実に 、 こ れ (、 生 者 の 境地 ) を 見 て 、「 無 了 に 」、「 妨 げ ら 
れず 」、 明 ら か に 了解 し て いる 。 

革 木 、 療 林 、 諸 々 の 薬草 達 は 、 上 中 下 の 位 の 性 質 を 自ら 知ら な い 
よう な 物 な の で ある 。 

如来 (、 仏 ) は 、 こ の 「 一 相 、 一 味 の 法 」 、「 究極 的 に は 唯一 で あ 
る 法 」 を 知っ て いる 。 

(究極 的 に は 唯一 で ある 法 と は 、) い わ ゆ る 、 解 脱 の 相 で ある し 、 
「 離 相 で ある 」、「 生 じ た り 滅ん だ りす る 相 を 離れ て いる 」 し 、 

「 滅 相 」、「 寂 滅 の 相 」 で ある し 、 
究極 的 に 、 混 般 の 常に 寂 滅 の 相 で ある し 、 
最終 的 に 、 空 くう に 帰る 物 で ある 。 

仏 は 、 こ れ (、 容 極 的 に は 唯一 で ある 法 ) を 知り 終わ る と 、「 則 
生 」、「 生 者 」 の 心 の 欲望 を 観察 し て 、 こ れ (、 究 極 的 に は 唯一 で 
ある 法 ) を 護 ろ うつ と する 。 

この た め 、 生 者 の た め に 「 一切 種 拓 」 を すぐ に は 説 か な い の で あ 
る 。 


あな た 達 よ 、 迎 葉 よ 、 如 来 (、 仏 ) に よる 「 随 宜 の 」、「 相 手 に 応 
じ た 」 説 法 を 知る こと が 可能 で 、 信 じ る こと が 可能 で 、 受 け 入 れる 
こと が 可能 で ある こと を と て も 希有 で ある と する 。 

理由 は 何 か ? (と 吉 う と 、) 

諸々 の 仏 ( 世 尊 ) に よる 「 随 宜 の 」、「 相 手 に 応じ た 」 説法 は 、 理 
解 が 難し いし 、 知 る こと が 難し い の で ある 。 


その 時 、 世 尊 (、 釈 迎 年 尼 仏 ) は 、 く り 返 し 、 こ の 意義 を 話し た い 
と 欲し て 、 詩 で 説い いて 衣 っ た 。 


「 破 有 の 」、「 輪 廻 を 破る 」 法 の 王 ( で ある 仏 ) は 、 世 間 に 出 現す 
る 。 
( 仏 は 、) 「 衆生 」、「 生 者 」 の 欲望 に 応じ て 、 種 々 に 、 説 法 す 


如来 (、 仏 ) は 、 尊 いし 、 重 要 で ある 。 

( 仏 の ) 智 閣 は 深遠 で ある 。 

( 仏 は 、) こ の (唯一 の 仏 乗 し か な い 、 と いつ うつ) 重要 な 秘密 を 久しい 
間 、 黙 っ て いて 、 速 すみ や か に 説 こ うと つと め な か っ た 。( な ぜ な 
ら 、) 

智 甘 が 有る 者 は 、 も し 聞け ば 、 信 じ て 理 解す る こと が 可能 で ある 
が 、 

智 若 が 無い 者 は 、 疑 っ て 後悔 し て 、 そ の た め に (真理 を ) 永 遠 に 失 く 
し て し まっ つ 。 

この た め 、 迎 葉 よ 、( 仏 は 、) 生 者 の 力 に 応じ て 、 生 者 の 為 に 、 
種々 の 「 縁 」 、「 つなが! 」 に よっ て (真理 を ) 説 いて 、 生 者 に 正 し 
い 見 解 を 得 させ る 。 

迎 葉 よ 、 ま さ に 、 知 る べき で ある 。 

例え ば 、 世 間 に 、 大 いな る 雲 が 起こ る よう な 物 な の で ある 。 

( 仏 の 智 六 と いう 雲 は 、) 一 切 の も の を あま ね く 覆 つっ 。 

( 仏 の ) 智 裁 と いう 雲 は 潤い を 含ん で いる 。 

( 仏 の 智 音 と いう 雲 の ) 雷 光 は 光る 。 

( 仏 の 智 六 と いう 雲 の ) 雷 鳴 は 遠く まで 震わせ る 。 

( 仏 の 智 寺 と いう 雲 は 、) あ ら か じ め 「 則 生 」、「 生 者 」 を 喜ば せ 
る 。( な ぜ な ら 、) 

( 仏 の 智 堪 と いう 雲 は 、) 日 光 を 覆い 隠し て 、 地 上 を 清涼 に する か 
ら で あ る 。 

「 朋 叱 」、「 た な び い て いる 雲 」 は 垂れ て 行き 渡っ て 、 受 け 止 め 
る こと が で きる か の よう で ある 。 

その ( 仏 の 智 才 と いつ 雲 の ) 雨 は 、 あ まね く 平 等 に 四方 に 同時 に 
下っ て 流れ て 潤す 。 


( 仏 の 罰 癌 と いう 雨 に よっ て 、) 無 量 の 全て の 土 は 満た され て 潤 


山 、 川 、 険 し い 谷 、「 幽 遂 」、「 静 か な 奥深 く 」 に は 、 草 木 、 薬 
革 、 大 小 の 諸々 の 樹 、 色 々 な 穀物 、 稲 の 苗 、 甘 菩 サ トウ キビ 、 蒲 創 
ブドウ が 生じ て いる 。 

( 仏 の 因 靖 と いう ) 雨 は 、 こ れ ら 草木 を 潤し て 、 豊か で 満ち 足ら せ 
る 。 
( 仏 の 智 堪 と いう 雨 に よっ て 、) 乾 燥 し て いた 土地 は 、 あ まね く 
潤っ て 、 楽 草 と 樹木 は 全て 生 お い 茂 っ て 育つ 。 

その ( 仏 の 智 六 と いう ) 雲 が 出す 所 の 物 で ある 、「 一味 の 水 」、 

「 究極 的 に は 唯一 で ある と いう 智 塔 と いう 水 」 に よっ て 、 草 木 、 叢 
林 は 、「 分 に 応じ て 」、「 位 に 応じ て 」、 潤 い を 受け る 。 

ー 切 の 諸々 の 樹 の 上 中 下 の 位 の も の は 、 等 し く 、 そ の 大 小 に 応じ 
て 、 操 々 、 根 、 茎 、 枝 、 葉 、 華 、 果 実 、 光 彩 、 色 形 を 生じ て 成長 す 
る こと が で き 得 る 。 

唯一 の 雨 が 及ぶ 所 の も の は 皆 、 生 き 生 き と し た 美しい 鮮 あ ざ や か 
さ 、 潤 い を 得る 。 

その 草木 の 実体 、 相 、 性 質 は 大 小 に 分 か れ て いて 、 潤 す 所 の ( 仏 
の 智 堪 と いう ) 水 は 唯一 で ある が 、 各 々 、 生 お い 茂 っ て 育つ よう な 
物 な の で ある 。 

仏 も 、 ま た 、 同 様 な の で ある 。 

仏 が 、 こ の 世に 出現 する の は 、 大 いな る 雲 が 一 切 を あま ね く 覆 う 
よう な 物 な の で ある 。 

仏 は 、 こ の 世に 出現 する と 、 諸 々 の 「 衆 生 」、「 生 者 」 の 為 に 、 
( 三 乗 に ) 分 別して 、「 諸 法 の 真実 」、「 全 て の も の の 真実 」 を 演説 
する 。 

「 大 聖 世 尊 」、「 仏 」 は 、 諸 々 の 天 人 、 人 とい っ た 一 切 の 者 達 の 
中 で 、 こ の よう に 宣 吉 する 。 


私 は 、 如 来 、 両 足 豊 (、 仏 ) で ある 。 
仏 が 世間 に 出現 する の は 、 大 いな る 雲 が 起こ る よう な 物 な の で あ 
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仏 の 租 閣 は 、 一 切 の 枯れ て いた 「 軍 生 」、「 生 者 」 を 満た し て 潤 


仏 は 、 生 者 の 皆 に 、 苦 し み を 離れ させ て 、 安 穏 と し た 安楽 、 世 間 
の 安楽 、 お よび 、 「 混 召 」、「 寂 静 」 の 安楽 を 得 させ る 。 

諸々 の 天 人 、 人 達 よ 、 一 心 に 善く 聴い て 、 皆 、 ま さ に 、 こ こ (、 
仏 の 所 ) に 到 っ て 、 無 上 豊 (、 仏 ) に まみ える べき で ある 。 

私 は 、 世 尊 (、 仏 ) で ある 。 

( 仏 以 外 で 、) 仏 に 及ぶ こと が 可能 な 者 は いな い 。 


仏 は 、「 軍 生 」、「 生 者 」 を 安穏 と させ る た め に 、 こ の 世に 出現 
する 。 
仏 は 、 大 軍 の 為 に 、 甘 露 で ある 清浄 な 法 を 説く 。 

その 仏 の 法 は 、「 一味 」、「 容 極 的 に は 唯一 で ある 」 し 、 解 脱 で 
ある し 、「 混 山 」、「 寂 静 」 で ある 。 

仏 は 、 唯 一 の 妙 な る 「 音 」、「 仏 法 」 に よっ て 、 こ の 意義 を 広く 
説く 。 

仏 は 、 常 に 、 大 乗 の 為 に 、 因 縁 を 作る 。 

私 、 仏 は 、 一 切 を あま ね く 皆 、 平 等 に 観察 する 。 

仏 に は 、 あ れこ れ と 愛着 し た けり 憎ん だ りす る 心 が 無 い 。 

私 、 仏 に は 、 貸 欲 な 執着 が 無い 。 

また 、 仏 に は 、 限界 、 妨 げ が 無い 。 

仏 は 、 常 に 、 一 切 の も の の 為 に 、 平 等 に 説法 する 。 

仏 は 、 一 人 の た め に する よう に 、 多 数 の も の 達 の た め に も 、 ま 
た 、 す る の で ある 。 

仏 は 、 常 に 仏法 を 演説 し て 、 か つて 他 の 事 を し た こと が 無い の で 
ある 。 

仏 は 、 来 た り 去 っ た けり し て も 、 学 っ た り 立 っ た り し て も 、 終 つい 
に 疲れ て 飽き る こと 無く 、 世 間 を 充足 させ る の で ある 。 

雨 が 、 

高 貢 な 者 も 、 下 農 な 者 も 、 

上 位 の 者 も 、 下 位 の 者 も 、 

戒 を 守っ て いる 者 も 、 戒 を 破っ て いる 者 も 、 

正しい 身 の こ な し が 十分 に 備わっ て いる 者 も 、 十 分 に 備わっ て いな 
い 者 も 、 

正しい 見 解 を 持つ 者 も 、 邪 悪 な 見 解 を 持つ 者 も 、 
利発 な 者 も 、 愚 鈍 な 者 も 、 

あま ね く 潤 す よ うに 。 


仏 は 、 平 等 に 、 仏 法 と いう 雨 を 降ら し 、 飽 き て 怠る こと が 無い 。 
一 切 の 「 去 生 」、「 生 者 」 の うち 、 私 の 仏法 を 間 き 入れ る 者 は 、 
力 、 受 け 入 れる 所 の 物 に 応じ て 、 諸 々 の 境地 に 住む 。 


人 、 天 人 、 転 輪 時 王 、 帝 釈 天 、 欧 天 と いっ た 諸々 の 王 に 処し て い 
る 者 は 、 小 さい 楽 草 な の で ある 。 


「 無 漏 の 」、「 類 悩 が 無い 」 法 を 知っ て 、「 混 上 加 」、「 寂 静 」 を 
得る こと が 可能 で 、「 六 神通 」 を 起こ し て 、「 三 明 」 を 得 て 、 山 や 
林 に 独り で 処し て 、 常 に 禅定 を 修行 し て 、「 縁 覚 」、「 独 覚 」 の 証 
を 得る 者 は 、 中 間 の 薬 革 な の で ある 。 


世 尊 、 仏 が 処し て いる 境地 を 求め て 、「 私 は 、 ま さ に 、 仏 に 成る 
う 」 と 、 精 進 し て 定 を 修行 する 者 は 、 上 位 の 薬 量 な の で ある 。( 大 
いな る 楽 潮 な の で ある 。) 


諸々 の 仏 の 弟子 の うち 、 仏 道 に 専念 し て 、 常 に 「 慈 武 」、「 思 い 
や り 」 を 修行 し て 、 仏 に 成 れ る 」 と 自ら 知っ て 決定 的 に 確信 し て 
疑い が 無い 者 を 「 小 さい 樹 」 と 名 づけ る 。 


「 神 通 」、『 理解 」 に 安住 し て 、 不 退 転 の 法輪 を 転じ て 、 幾 百 、 
幾 千 、 幾 億 も の 量り 知れ な いぼ ほど 無 数 の 「 軍 生 」、「 生 者 」 を 仏 土 
へ 渡す よう な 菩薩 を 「 大 いな る 樹 」 と 名 づけ る 。 


仏 が 平等 に 説く の は 、「 一 味 の 」、「 容 極 的 に は 唯一 で ある 」 雨 
の よう な 物 な の で ある 。 

「 衆生 」、「 生 者 」 が 性 質 に 応じ て 受け 入れ る 所 の 物 が 異な る の 
は 、 草 木 が 受け 入れ る 所 の 物 が 各々 異な る よう な 物 な の で ある 。 

仏 は 、 こ の よう に 例え に よっ て 、 「 方 便 で 」、「 便宜 的 な 方 法 
で 」、 種 々 の 「 吉 辞 」、「 言 葉 遣い 」 で 、 開 示し て 、 仏 の 蟹 交 の う 
ち 、 唯 一 の 法 を 演説 する の は 、 海 の 一 滴 の よう な 物 な の で ある 。 

私 、 仏 は 、 仏 法 と いう 雨 を 降ら し て 、 充 満 さ せる 。 

世間 の 者 が 「 一 味 の 」、「 究 極 的 に は 唯一 で ある 」 仏法 を 、 力 に 
応じ て 、 修 行 する の は 、 叢 林 、 楽 草 、 諸 々 の 樹 が 、 そ の 大 小 に 応じ 
て 、 徐 々 に 増え て 茂っ て 好 く な る よう な 物 な の で ある 。 

諸仏 の 仏法 は 、 常 に 、「 一 味 」、「 究極 的 に は 唯一 で ある こと 」 
に よっ て 、 諸 々 の 世間 の 者 達 に 、 あ まね く 得 させ て 、「 具足 させ 
て 」、「 十 分 に 備 わ ら せ て 」、 人 徐々 に 、 修 行 さ せ て 、 皆 、 「 道 」、 
「 真理 」 を 会 得する と いう 結果 を 得 さ せる 。 


声 間 や 「 縁 覚 」、「 独 覚 」 の うち 、 山 や 林 に 処し て 「 最 後 身 」 に 
住ん で 仏法 を 聞い て 真理 を 会 得する と いう 結果 を 得る 者 を 「 薬 草 」 
と 名 づけ る 。 

各々 、 向 上 、 成 長 す る こと が で き 得 る 。 


諸々 の 菩薩 の うつ ち 、 舎 敬 が 堅固 で 「 三 界 」 を 了解 し て 通達 し て 
「 最上 乗 」、「 仏 」 を 探求 する 者 を 「 小 さい 樹 」 と 名 づけ る 。 
各々 、 向 上 、 成 長 す る こと が で き 得 る 。 


禅 に 住ん で いて 神通 力 を 得 て 「 『 諸 法 』、 "全て の も の 。』 は 空く 
う で ある 」 と 聞い て 心 が 大 い に 歓 喜 し て 無数 の 光 を 放っ て 諸々 の 


「 衆 生 」、「 生 者 」 を 仏 土 へ 渡す 者 を 「 大 いな る 樹 」 と 名 づけ る 。 
(各々 、) 向 上 、 成 長 す る こと が で き 得 る 。 


この よう に 、 迎 葉 よ 、 仏 の 所 説 の 仏法 は 、 例 える な ら ば 、 大 いな 


る 雲 の よ つ な 物 な の で ある 。 
「 一 味 」、「 容 極 的 に は 唯一 で ある 」 と いう 雨 に よっ て 、 人 と い 
う 華 を 潤す 。 


各々 、 果 実 を 成す こと を 得る 。 


迎 葉 よ 、 ま さ に 、 知 る べき で ある 。 
私 、 釈 迎 御 尼 仏 が 諸々 の 因縁 、 種 々 の 警 嘆 に よっ て 仏道 を 開示 す 
る の は 、 私 、 釈 迎 牟 尼 仏 の 「 方 便 」、 便宜 的 な 方 法 」 な の で あ 


諸仏 も 、 ま た 、 同 様 な の で ある 。 
(私 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、) 今 、 あ な た 達 の 為 に 、 最 も 真実 な 事 を 説い 


諸々 の 声 韻 達 は 皆 、 真 の 「 滅 度 」 に 未だ いな い の で ある 。( た だ 
LO 

あな た 達 の 所 行 は 、 蘭 薩 の 道 な の で ある 。 

徐々 に 、 修 習 し て 学ん で 、 み な 、 こ と ご と く 、 ま さ に 、 仏 に 成る 
べき で ある 。 


評 2 三 


に 本 ロロ 
その 時 、 世 尊 (、 釈 迎 御 尼 仏 ) は 、 こ の よう な 詩 を 説き 終わ る と 、 
諸々 の 大 衆 に 告げ て 、 こ の よう な 吉 葉 を 話し た 。 


私 の 、 こ の 弟子 、 摩 前 迎 葉 は 、 未 来 、 来 世 で 、 ま さ に 、 三 百 万 億 
の 諸仏 に まみ える 事 が で き 得 て 、( 諸 仏 を ) 供 養 し て 、 共 し く 敬 っ 
て 、 尊 重 し て 、 ほ め た た えて 、 諸 仏 の 無量 の 大 いな る 法 を 広く 説い 
て 、「 最 後 身 」 で 、 光 明 仏 と 吉 う 名 前 の 仏 に 成る こと が で き 得 る 

(光明 仏 の ) 仏 国土 の 名 前 は 、 光 徳 で ある 。 

(光明 仏 の ) 友 の 名 前 は 、 大 荘厳 で ある 。 

(光明 ) 仏 の ( 仮 の 身 の ) 寿 命 は 、 十 二 小 却 で ある 。 

(光明 仏 の ) 正 法 は 、 そ の 世に 、 二 十 小 胡 、 住 ん で 留まる 。 

(光明 仏 の ) 像 法 も 、 ま た 、 二 十 小 坊 、 住 ん で 罰 ま る 。 

(光明 仏 の ) 仏 国土 、 世 界 は 、 荘 厳 に 飾ら れ て 、 諸 々 の 汚れ 、 悪 い 
も の 、 瓦 礎 、 莉 炎 イ バラ 、 拝 洪 物 と いっ た 不浄 な も の が 無い 。 

その (光明 仏 の ) 仏 国土 は 平ら で 正しく 、 上 下 、 穴 や 丘 が 無い 。 

瑠璃 る り が 地 に 成っ て いる 。 

宝 の 樹 が 並ん で いる 。 

黄金 を 縄 と な し て 、 道 の 境界 に し て 、 そ の 道 の 横 に 、 は られ て い 
る 。 

諸々 の 宝 の 華 を 、 ま き 散 らち し て いる 。 

あま ね く 清 浄 で ある 。 

その 仏 国 土 の 菩 薩 は 、 幾 千 借 も の 量り 知れ な い ほ ど 無 数 に いる 。 

諸々 の 声 聞 達 も 、 ま た 、 無 数 に いる 。 

「 魔 事 」、「 悪 事 」 が 無い 。 

「 魔 」、「 悪 い 霊 的 存在 」、 お よび 、「 魔 民 」、「 悪 い 人 」 が い 
て も 、 皆 、 仏 法 を 護っ て いる 。 


その 時 、 世 尊 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) は 、 く けり 返し 、 こ の 意義 を 話し た い 
と 欲し て 、 詩 で 前 いて 吉 っ た 。 


諸々 の 「 比 丘 」、「 出 家 者 」 に 告げ る 。 


私 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) が 、 仏 眼 で 、 こ の ( 摩 詞 ) 迎 葉 を 見 る と 、 未 来 、 
来世 で 、 無 数 の 区 を 過ぎ て か ら 、 ま さ に 、 仏 に 成る こと が で き 得 
る 。 

来世 で 、 三 百 万 億 の 諸仏 を 供養 し て 、( 諸 仏 に ) ま みえ て 、 

仏 の 向 敬 を える た め に 、 清 ら か に 仏道 修行 し て 、 
「 最上 の 二 足 豊 」、「 仏 」 を 供養 し 終わ る と 、 一 切 の 無 上 の 谷 閣 を 


修習 し て 、 
「 最後 股 」 で 、 仏 と 成る こと が で き 得 る 。 
その 仏 国 土 は 清浄 で ある 。 
瑠璃 る り を 地 と 成 し て いる 。 
多数 の 諸々 の 宝 の 樹 が 、 道 の 横 に 並ん で いる 。 
黄金 の 縄 が 、 道 の 境界 を し て いる 。 
見 る 者 は 歓喜 する 。 
常に 好い 香り が 出 て いる 。 
多数 の 名 華 を まき 散ら ち し て いる 。 
種々 の 「 奇 妙 」、「 不 思 議 」 で 、 荘 厳 に 飾ら れ て いる 。 
その 地 は 平ら で 正しく 、 丘 や 穴 が 無い 。 
諸々 の 菩薩 達 が 、 数 えら れ な い ほ ど 無 数 に いて 、 
その 心 は 調整 され て いて 和 柔軟 で 、 
大 いな る 「 神 通 」、「 理 解 」 を と ら え て いて 、 
諸仏 の 大 乗 の 経典 を ささ げ 持 っ て いる 。 


諸々 の 声 聞 達 で ある 「 無 漏 の 」、「 燃 悩 が 無い 」、「 最 後 身 」 で 
ある 「 法 の 王 」、「 仏 」 の 子 も 、 ま た 、 数 えら れ な い ほ ど 無 数 に い 
て 、 天 眼 で も 数 えて 知る こと は 不可 能 な ほど で ある 。 

その 公 は 、 ま さ に 、 寿 命 が 、 十 二 小 却 で ある 。 

正法 は 、 そ の 世に 、 二 十 小 克 、 住 ん で 留まる 。 

像 法 も 、 ま た 、 二 十 小 友 、 住 ん で 留まる 。 

( 摩 詞 迎 葉 で ある ) 光 明 仏 の 事 は 、 こ の よう な の で ある 。 


その 時 、 大 目 特 連 、 須 菩提 、 摩 記 迎 旋 延 な ど は 、 皆 こと ご と く 、 

( 仏 と 成 れ る こと に ) 恐 れ 震 えて 、 一 心 に 合掌 し て 、 世 尊 を 仰い で 、 
じっと 見 つめ て 、 目 を 一 時 も 離さ ず 、 共 同 で 声 を 出し て 、 詩 で 説い 
て 震 っ た 。 


大 い に 英 雄 で あり 勇猛 で ある 世 尊 (、 釈 迎 年 尼 仏 )、 釈 迎 族 の 法 の 
王 ( で ある 釈 迎 牟 尼 仏 ) は 、 私 達 を 思い や っ て 、「 仏 音声 」、「 仏 の 
教え 」 を 提 え て くれ まし た 。 

私 達 の 奥深 く の 心 を 知っ て 見 て 、 そ の 為 に 、「 授 記す る 」、「 仏 
に 成 れ る と いう 予 吉 を する 」 の は 、 甘 露 を 注い で 熱 を と り 除 いて 清 
涼 に させ る こと が で き 得 る よう な 物 な の で す 。 

人 錠 え て いる 国 か ら 来 て 、 た ち ま ち 大 いな る 王 の 食事 に 遭遇 する よ 
うな 物 な の で す 。 

(し か し 、 私 達 の ) 心 は 、 な お 、 疑 いと 恐れ を 懐い て し まい ます 。 

未だ に 、 あ えて 、 す ぐに は 食べ な いよ うな 物 な の で す 。 

も し 、 ま た 、「 王 の 教え 」 、「 仏 の 教え 」 を 得 ら れれ ば 、 そ の 後 


で 、 あ えて 食べ る こと が で きる よう な 物 な の で す 。 

私 達 も 、 ま た 、 同 様 な の で す 。 

常に 、 小 乗 の 過ち を 思考 し て いま し た が 、 ま さ に 、 ど の よう に す 
れ ば 、 仏 の 無 上 の 智博 を 得 ら れる の か 知り ませ ん で し た 。 

「 私 達 は 仏 に 成 れ る 」 と 吉 つ う 「 仏 音声 」、「 仏 の 教え 」 を 聞い て 
も 、 心 は 、 な お 、 有 憂い と 恐れ を 懐い て し まっ て いま す 。 

未だ に 、 あ えて 、 す ぐに は 食べ な いよ うな 物 な の で す 。 

も し 、 仏 か ら の 「 授 記 」、「 仏 に 成 れ る 予 喜 」 を こう お むれ ば 、 そ 
れ で 、 快 く 、 安 楽に な れ ま す 。 

大 い に 英 雄 で 勇猛 で ある 世 尊 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) は 、 常 に 、 世 間 を 安 
ら か に させ よう と 欲し て いま す 。 

願わ くば 、 私 達 に 、「 記 」、「 仏 に 成 れ る 予 吉 」 を 与え て くだ さ 
し い !。 

人 錠 え て いる 者 に 、 ぜ ひと も 食べ させ る よう な 物 な の で す 。 


その 時 、 世 尊 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) は 、 諸 々 の 大 いな る 弟子 達 の 心 に 
思っ て いる 所 を 知っ て 、 諸 々 の 「 比丘 」、「 出 家 者 」 達 に 告げ た 。 


この 須 菩 提 は 、 未 来 、 来 世 で 、 三 百 万 億 那由 他 の 仏 に まみ えて 、 
供養 し て 、 恭 し く 敬 っ て 、 尊 重 し て 、 ほ め た た えて 、 
常に 仏道 修行 し て 、 菩 薩 の 道 を 備え て 、「 最 後 肌 」 で 、 名 相 仏 と 吉 
う 称 号 の 仏 に 成る こと が で き 得 る 。 

(名 相 仏 の ) 切 の 名 前 は 、 有 宝 で ある 。 

(名 相 仏 の ) 仏 国土 の 名 前 は 、 宝 生 で ある 。 

その 地 は 平ら で 正しい 。 

「 顔 梨 」、「 水 晶 」 を 地 と 成 し て いる 。 

宝 の 樹 で 荘厳 に 飾ら れ て いる 。 

諸々 の 丘 や 穴 、 砂 確 、 莉 火 イバラ 、 排 潤 物 と いっ た 汚れ が 無い 。 

宝 の 華 が 地 を 覆っ て いる 。 

あま ね く 清 浄 で ある 。 

その 土地 の 国民 は 、 皆 、 宝 の 台 、 珍 し い 妙 な る 「 楼 閣 」、「 高 い 
立派 な 建物 」 に 処し て いる 。 

声 聞 の 段階 の 弟子 は 、 量 けり 知れ な い ほ ど 無 数 に 、 無 限 に いて 、 数 
える こと も 、 例 える こと も 、 知 る こと も 不可 能 な ほど の 所 な の で あ 
る 。 

諸々 の 菩薩 達 は 、 幾 干 万 億 那由 他 も の 無数 に いる 。 

仏 の ( 仮 の 身 の ) 寿 命 は 、 十 二 小 却 で ある 。 

正法 は 、 そ の 世に 、 二 十 小 友 、 住 ん で 留まる 。 

像 法 も 、 ま た 、 二 十 小 友 、 住 ん で 留まる 。 

その 仏 は 、 常 に 虚空 に 処し て 、 声 聞 や 菩薩 達 の 為 に 説法 し て 、 量 


り 知れ な い ほ ど 無 数 の 菩薩 、 お よび 、 声 閣 達 を 仏 土 へ 渡し て 解脱 さ 
せる 。 


その 時 、 世 尊 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) は 、 く けり 返し 、 こ の 意義 を 話し た い 
と 欲し て 、 詩 で 説い て 吉 っ た 。 


諸々 の 「 比 丘 」、「 出 家 者 」 達 よ 、 今 、 あ な た 達 に 告げ る の で 、 
旨 、 ま さ に 、 一 心 に 、 私 の 所 説 を 聴き な さい 。 


私 の 大 いな る 弟子 、 須 菩提 は 、 ま さ に 、 名 相 仏 と 吉 つ うつ 秒 号 の 仏 に 
成る こと が で き 得 る 。 

まさ に 、 幾 万 、 幾 億 も の 無数 の 諸仏 を 供養 する だ ろう 。 

仏 の 所 行 に 従っ て 、 徐 々 に 、 大 いな る 「 道 」、「 真 理 」 を 備え て 
いく 。 

「 最後 身 」 で 、 端 正 で ある 、 と て も 妙 な る 、 宝 の 山 の よ うな 、 仏 
の 三 十 二 相 を 得る 。 

その 公国 土 は 、「 第 一 に 」、「 無 上 に 」、 荘 厳 に 清浄 で ある 。 

「 衆生 」、「 生 者 」 で 、 見 る 者 は 、 必 ず 、 愛 し 楽し お 。 

名 相 仏 は 、 そ の 仏 国 土 の 中 で 、 量 り 知れ な い ほ ど 無 数 の 者 達 を 仏 
土 へ 渡す 。 

その 仏法 の 中 で 、 多 数 の 諸々 の 菩薩 達 は 、 皆 こと ご と く 、 利 発 
で 、 不 退 転 の 法輪 を 転じ る 。 

この 公国 士 は 、 常 に 、 菩 薩 に よっ て 、 蘭 厳 に 飾ら れ て いる 。 
諸々 の 声 聞 達 は 、 数 えら れ な い ほ ど 無 数 に いて 、 皆 、「 三 明 」 を 
得 て い て 、「 六 神通 」 を 備え て いて 、「 八 解脱 」 に 住ん で 玉 ま っ て 
いて 、 大 いな る 威 徳 が 有る 。 

その 名 相 仏 の 説法 は 、 量 けり 知 れ な い ほ ど 無 数 の 神通 変化 を 現し 
RG 不可 可 思 議 で ある 。 

諸々 の 天 人 、 人 の 国民 は 、 数 が 「 恒 ( 河 ) 沙 の よう で あっ て 」、 

「 ガ ンジ ス 川 の 砂 の よう に 無数 で あっ て 」、 皆 、 共 に 、 合 掌 し て 、 
仏 の 話 を 聴い て 受け 入れ る 。 

その 名 相 仏 は 、( 仮 の 身 の ) 寿 命 が 、 ま さ に 、 十 二 小 却 で ある 。 

正法 は 、 そ の 世に 、 二 十 小 克 、 住 ん で 留まる 。 

像 法 も 、 ま た 、 二 十 小 友 、 住 ん で 留まる 。 


その 時 、 世 尊 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) は 、 ま た 、 諸 々 の 「 比丘 」、「 出 家 
者 」 達 に 告げ た 。 


私 は 、 今 、 あ な た 達 に 語る 。 


この 大 迎 廊 延 は 、 未 来 、 来 世 で 、 諸 々 の 物 で 、 八 千 億 の 諸仏 を 供 
養 し て 、 仕 えて 、 茜 し く 敬 っ て 、 尊 重 し て 、 
諸仏 の (肉体 の ) 死 後 、 各 々 の 仏 の 、 塔 雇 を 建て る 。 

塔 雇 の 高 さ は 、 千 由 旬 で ある 。 

塔 遍 の 縦 の 奥行 き と 横 の 広 さ は 、 ま さ に 等 し く 、 五 百 由 旬 で あ 


る 。 

塔 雇 は 、 金 、 銀 、 瑠 璃 る り 、 古 人 し ゃ こ 、 秦 秦 め の つ 、 真 珠 、 

「 下 環 」、「 現 在 で は 謎 の 、 赤 い 宝 石 」 と いう 七 種類 の 宝 に よっ 
、 台 わせ て 形成 され る 。 

多数 の 華 、 ' 環 」 、「 紀 ひも 状 の 飾り 」、 塗 理 、 抹 理 、 焼 香 、 
「 繕 薔 」、「 幅 施 」 に よっ て 塔 遍 を 供養 する 。 

この 時 を 過ぎ て 以後 、 ま さ に 、 ま た 、 二 万 億 の 諸仏 を 、 ま た 同様 
に し て 、 供 養 する 。 

これ ら の 諸仏 を 供養 し 終わ る と 、 蘭 薩 の 道 を 備え て 、 ま さ に 、 間 
浮 那 提 人 金光 仏 と 吉 つ 移 号 の 仏 と 成る 。 

その 仏 国 土 は 平ら で 正しい 。 

「 願 梨 」、「『 水晶 」 を 地 と 成 し て いる 。 

宝 の 樹 で 荘厳 に 飾ら れ て いる 。 

黄金 を 縄 と な し て 、 道 の 境界 に し て 、 そ の 道 の 横 に 、 は られ て い 
妙 な る 華 が 地 を 覆っ て いる 。 

あま ね く 清 浄 で ある 。 

見 る 者 は 歓喜 する 。 

「 地獄 、 魚 史 、 畜 生 、 阿 修 維 道 」 と いう 「 四 悪 道 」 が 無い 。 

天 人 、 人 、 諸 々 の 声 聞 達 、 お よび 、 諸 々 の 菩薩 達 が 、 幾 万 億 も の 
量り 知れ な い ほ ど 無 数 に 、 多 数 いて 、 そ の 仏 国 土 を 荘厳 に 飾っ て い 


間 浮 那 提 金 光 仏 の ( 仮 の 身 の ) 寿 命 は 、 十 二 小 効 で ある 。 
正法 は 、 そ の 世に 、 二 十 小 胡 、 住 ん で 罰 ま る 。 
像 法 も 、 ま た 、 二 十 小区 、 住 ん で 留まる 。 


その 時 、 世 尊 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) は 、 く り 返 し 、 こ の 意義 を 話し た い 
と 欲し て 、 詩 で 前 いて 吉 っ た 。 


諸々 の 「 比 撮 」、「 出 家 」 達 よ 、 皆 、 一 心 に 、 聴 き な さい 。 
私 の 所 説 は 、 真 実 で ある 。 


この (大 ) 迎 旗 延 は 、 ま さ に 、 種 々 の 妙 な る 好い 物 で 、 諸 仏 を 供養 
し て 、 諸仏 の (肉体 の ) 死 後 、 七 種類 の 宝 の 塔 を 建て る 。 
また 、 華 、 香 で 、「『 舎利 」、「 仏 の 遺骨 」 を 供養 する 。 


その 「 最 後 身 」 で 、 仏 の 佑 導 を 得 て 、「 等 正 覚 」、「 普 通 正 覚 」 
を 成就 する 。 

仏 国土 は 清浄 で ある 。 

幾 万 億 も の 量り 知れ な いぼ ほど 無 数 の 「 則 生 」、「 生 者 」 を 仏 土 へ 
渡し て 解脱 させ て 、 旨 、 十 方 で 供養 され る 。 

似 の 光明 に 、 勝 る こと が 可能 な 者 は いな い 。 

その 仏 の 称号 は 、 剛 浮 金 光 仏 と 吉 つ 。 

菩 隆 、 声 聞 は 、 一 切 の 「 有 」、「『 輸 旭 」 を 断っ て 、 量 り 知れ な い 
ほど 無数 に いて 、 そ の 仏 国 土 を 荘厳 に 飾る 。 


その 時 、 世 尊 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) は 、 ま た 、 大軍 に 告げ た 。 
私 は 、 今 、 あ な た 達 に 語る 。 


この 大 目 粒 連 は 、 ま さ に 、 種 々 の 物 で 、 八 千 の 諸仏 を 供養 し て 、 
恭 し く 敬 っ て 、 尊 重 し て 、 諸 仏 の (肉体 の ) 死 後 、 各 々 の 仏 の 塔 遍 を 
建て る 。 

塔 雇 の 高 さ は 、 千 由 旬 で ある 。 

錠 の 奥行 き と 横 の 広 さ は 、 ま さ に 等 し く 、 五 百 由 旬 で ある 。 
塔 雇 は 、 金 、 銀 、 瑠 璃 る り 、 古 確 し ゃ こ 、 秦 秦 め の つ 、 真 珠 、 
「 下 環 」、「 現 在 で は 謎 の 、 赤 い 宝 石 」 と いう 七 種類 の 宝 に よっ 
、 台 わせ て 形成 され る 。 

多数 の 華 、 ' 環 」 、「 紀 ひも 状 の 飾り 」、 塗 理 、 抹 理 、 焼 香 、 
「 繕 鞭 」、「 幅 施 」 に よっ て 塔 遍 を 供養 する 。 

この 時 を 過ぎ て 以後 、 ま さ に 、 ま た 、 二 百 万 億 の 諸仏 を 、 ま た 同 
様 に し て 供養 し て 、 ま さ に 、 多摩 維 政 梅 槽 香 仏 と 吉 つ 称号 の 仏 に 成 
る こと が で き 得 る 。 

芝 の 名 前 は 、 喜 満 で ある 。 

仏 国土 の 名 前 は 、 意 楽 で ある 。 

その 仏 国 土 は 平ら で 正しい 。 

「 願 梨 」、「 水晶 」 を 地 と 成 し て いる 。 

宝 の 樹 で 荘厳 に 飾ら れ て いる 。 

真珠 の 華 を まき 散ら し て いる 。 

あま ね く 清 浄 で ある 。 

見 る 者 は 、 歓 喜 する 。 

諸々 の 天 人 、 人 、 苦 薩 、 声 聞 が 多数 いて 、 そ の 数 は 量り 知れ な い 
ほど 無数 で ある 。 

多摩 維 政 本 槽 香 仏 の ( 仮 の 身 の ) 寿 命 は 、 二 十 四 小 効 で ある 。 

正法 は 、 そ の 世に 、 四 十 小 効 、 住 ん で 留まる 。 

像 法 も 、 ま た 、 四 十 小区 、 住 ん で 留まる 。 


その 時 、 世 尊 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) は 、 く り 返 し 、 こ の 意義 を 話し た い 
と 欲し て 、 詩 で 説い て 吉 っ た 。 


私 の 、 こ の 弟子 、 大 目 箇 連 は 、 こ の 身 を 捨て 終わ る と 、 八 千 二 百 
万 億 の 諸仏 に まみ えて 、 仏 道 の た め に 、 人 供養 し て 、 恭 し く 敬 っ て 、 
諸仏 の 所 で 、 常 に 仏道 修行 し て 、 量 けり 知れ な いぼ ほど 無 数 の 克 、 仏 法 
を ささ げ 持 っ て 、 
諸仏 の (肉体 の ) 死 後 、 七 種類 の 宝 の 塔 を 建て 、 

(諸仏 の 塔 族 の 前 に ) ” 金 唱 」、「 旗 竿 」 を 長く 立て て 表し て 、 

華 、 理 、「 伝 楽 」、「 音 楽 」 に よっ て 、 諸 仏 の 塔 遍 を 供養 し て 、 
徐々 に 、 菩 薩 の 道 を 十分 に 備え 終わ る と 、 意 楽 と いう 仏 国 土 で 、 多 
摩 梅 槽 之 香 仏 と 吉 つ 称号 の 仏 と 成る こと が で き 得 る 。 

その 公 の ( 仮 の 身 の ) 寿 命 は 、 二 十 四 効 で ある 。 

常に 、 天 人 と 人 の 為 に 、 仏 道 を 演説 する 。 

声 聞 は 、「 恒 (本) 沙 の よう で あっ て 」、「 ガン ジス 川 の 砂 の よう 
に 無数 で あっ て 」、「 三 明 六 通 」、 大 いな る 有 徳 が 有る 。 

菩薩 は 、 無 数 に いて 、 志 が 固く 、 精 進 し て 、 仏 の 琉 閣 に お いて 
皆 、 不 退 転 で ある 。 

多摩 維 梅 槽 之 理 仏 の (肉体 の ) 死 後 、 正 法 は 、 ま さ に 、 そ の 世に 、 
四 十 小 効 、 住 ん で 留まる 。 

像 法 も 、 ま た 、 同 様 で ある 。 


私 の 諸々 の 弟子 の うち 、 威 徳 を 十分 に 備え た 者 の 数 は 五 百 で 、 

「 皆 、 ま さ に 、 未 来 、 来 世 で 、 こ と ご と く 、 仏 に 成る こと が で き 得 
る 」 と 、 ま さ に 、「 授 記す る 」、「 仏 に 成 れ る 予 計 を する 」。 

私 、 お よび 、 あ な た 達 の 前 世 の 因 縁 を 、 私 は 、 い ま 、 ま さ に 、 説 
きま す 。 

あな た 達 、 善 く 、 聴 き な さ い 。 


化 城 只 品 


釈 迎 年 尼 仏 は 、 諸 々 の 「 比丘 」、「 出 家 者 」 に 告げ た 。 


過去 、 無 量 、 無 限 な ほど 幾 不可 思 議 阿 僧 祇 切 も の 昔 、 そ の 時 、 大 
通 智 勝 仏 と いう 名 前 の 仏 が いた 。 

その (大 通 智 勝 仏 の ) 国 の 名 前 は 、 好 成 で ある 。 

区 の 名 前 は 、 大 相 で あっ た 。 


諸 々 の 「 比 丘 」、「 出 家 者 」 よ 、 大 通 智 勝 仏 の (肉体 の ) 死 後 、 以 
来 、 と て も 大 い に 遠 い 昔 に な っ て いる の で ある 。 

例え ば 、「 三 千 大 千世 界 」 に 有る 地 を 、 仮 に 、 あ る 人 が 磨 すり 潰 
つぶ し て 墨 す み に し て 、 東 方 へ 千 の 国土 を 通り 過ぎ た ら 、 微 細 な 塵 
ちり の よう な 大 き さ の 一 点 を 下 に 落と す よ うな 物 な の で ある 。 
また 、 千 の 国土 を 通り 過ぎ た ら 、 ま た 、 一 点 を 下 に 落と す 。 
この よう に し て 、 転 々 と し て 、 地 に よる 墨 す み を 下 に 落と し 尽く 
す 。 

あな た 達 の 心 に お いて 、 ど う で あろ うか ? 

この よう に し て 通り 過ぎ た 諸々 の 国土 の 数 を 、 計 算 す る 役人 、 も 
し く は 、 計 算 す る 役人 の 弟子 が 、 最 後 ま で 知る こと が で き 得 る 
か 2? 否 か ? 


(諸々 の 「 比 丘 」、「 出 家 者 」 は 釈 迎 牟 尼 仏 に 答え た 。) 


で き 得 ませ ん 。 
世 尊 (、 釈 迎 御 尼 仏 ) よ 。 


( 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 諸 々 の 「 比丘 」、「 出 家 者 」 に 告げ た 。) 


諸々 の 「 比 紅 」、「 出 家 者 」 よ 、 点 じ た り 点 じ な か っ た り し た 、 
例え 話 の 人 物 が 通り 過ぎ た 国土 を 粉々 に し 尽く し て 塵 ちり に し て 、 
ー つ の 塵 を 一 切 と みな し て も 、 大 通 罰 勝 仏 の (肉体 の ) 死 後 、 以 来 、 
この 数 を 、 無 量 、 無 限 な ほど 幾 百 千 万 億 阿 僧 祇 太 も 超過 し て いる の 
で ある 。 

私 (、 釈 迎 年 尼 仏 ) は 、 仏 の 知見 の 力 に よっ て 、 こ の 遠い 昔 の こと 
を 、 今 日 の こと で ある か の よう に 観察 する こと が で きる の で ある 。 


その 時 、 世 尊 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) は 、 く けり 返し 、 こ の 意義 を 話し た い 
と 欲し て 、 詩 で 前 いて 吉 っ た 。 


私 (、 釈 迎 年 尼 仏 ) が 、 無 量 、 無 限 な ほど 畿 却 も の 過去 の 世 の こ と 
を 思い 出す と 、 大 通 智 勝 仏 と いう 名 前 の 「 仏 」、「 両 足 尊 」 が い 
た 。 

ある 人 が 「 力 」 に よっ て 「 三 千 大 千世 界 」 を 磨 す り 潰 つ ぶし て 、 
この 諸々 の 地 を 尽く し て 、 皆 こと ご と く 墨 すみ と 成 し て 、 千 の 国土 
を 通り 過ぎ る と 、 一 つの 塵 ちり の 点 を 下 に 落と す よ うな 物 な の で あ 
る 。 
この よう に し て 、 転 々 と し て 、 こ の 諸々 の 塵 ちり に よる 墨 す み を 
点 じ 尽く し て 、 
この よう に し た 諸々 の 点 じ た 国土 と 点 じ な か っ た 国土 を また 粉々 に 
し 尽く し て 塵 ちり に し て 、 

ー つ の 塵 ちり を 一 と みな し て も 、 
この 諸々 の 微細 な 塵 ちり の 数 より も 、 そ の 大 通 智 勝 仏 の (肉体 の ) 死 
後 か ら 釈 迎 年 尼 仏 まで の 区 の 数 は 、 超 過 し て いる の で ある 。 

大 通 智 勝 仏 の (肉体 の ) 死 後 か ら 、 こ の よう に 、 無 量 な ほど の 広 な 
の で ある 。 

(私 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、) 仏 の 「 無 の 拓 」、「 妨 げ ら れ な い 智 款 
に よっ て 、 こ の 大 通 智 勝 仏 の (肉体 の ) 死 、 お よび 、( 大 通 智 勝 仏 の 弟 
子 で ある ) 声 聞 と 菩薩 を 、 今 、 大 通 智 勝 仏 (の 肉体 ) が 死ん だ か の よう 
に 見 る こと が で きる の で ある 。 

諸々 の 「 比 丘 」、「 出 家 者 」 よ 、 ま さ に 、 知 る べき で ある 。 

仏 の 智 二 は 、 清 浄 で ある し 、 細 か く 複 座 で 絶妙 で ある し 、「 無 漏 
で ある 」、「 燃 悩 が 無い 」 し 、「 無 所 礎 で ある 」、「 妨 げ ら れ な 
い 」 し 、 無量 の 区 に 通達 し て いる 。 


釈 迎 年 尼 仏 は 、 諸 々 の 「 比丘 」、「 出 家 者 」 に 告げ た 。 


大 通 智 勝 仏 の (肉体 の ) 寿 命 は 、 五 百 四 十 万 億 那由 他 却 で あっ た 。 
その 大 通 智 勝 仏 は 、 本 も と は 、 道 場 で ある 菩提 樹 の 下 で 学 禅 し 
て 、「 魔 の 軍 」、「 多 数 の 悪 」 を 破け 終わ っ て 、「 阿 彰 多 殺 三 昔 三 

菩提 」、「 無 上 普遍 正 覚 」 を 得 よ うと し た 。 

し か し 、 諸 仏 の 仏法 は 、 目 前 に 現れ な か っ た 。 

この よう に 、 一 小 却 、 そ し て 十 小雪 ま で 、 結 誠 中 半 し て 、 身 心 が 
不動 で あっ た 。 

し か し 、 諸 仏 の 仏法 は 、 な お 、 目 前 に 現れ な か っ た 。 

その 時 、「 羽 利 天 」 の 諸々 の 天 人 達 は 、 先 ん じ て 、 大 通 智 勝 仏 の 
為 に 、 菩 提 樹 の 下 に 、 高 さ 一 由 旬 の 「 獅 子 の 座 」 、「 仏 の 座 」 を 敷 
いた 。 

大 通 智 勝 仏 は 、 こ の 「 獅 子 の 座 」、「 仏 の 座 」 で 、「 阿 彰 多 殺 三 
貌 三 菩提 」、「 無 上 普遍 正 覚 」 を 得る こと が で きた 。 


大 通 智 勝 仏 が 、 こ の 「 獅 子 の 座 」、「 仏 の 座 」 で 学 禅 し て いた 
時 、 諸 々 の 苑 天 は 、 一 辺 が 百 由 旬 の 一 面 に 、 多 数 の 天 の 華 を 雨 の よ 
うに 降ら し た 。 

良い 香り の 風 が 、 そ の 時 、 吹 いて 来 て 、 し ぼん だ 華 を 吹き 飛ば し 
て 、 更 に 新しい 華 を 雨 の よう に 降ら し た 。 

(諸々 の 抑 天 は 、) こ の よう に し て 、 絶 え ず 、 満 十 小 区 、 大 通 智 騰 
仏 に 捧げ も の を 捧げ た 。 

(さら に 、 諸 々 の 苑 天 は 、) 大 通 智 勝 仏 (の 肉体 ) が 死ぬ まで 、 常 
に 、 こ の 天 の 華 を 雨 の よう に 降ら し た 。 

四天王 天 の 諸 々 の 天 人 達 は 、 大 通 智 勝 仏 に 捧げ も の を 捧げ る た め 
に 、 常 に 、 天 の 大 鼓 を 打ち 鳴ら し た 。 

その 他 の 諸々 の 天 人 達 は 、 満 十 小区 、 天 の 音楽 を 奏で た 。 

(さら に 、 天 人 達 は 、) 大 通 智 勝 仏 (の 肉体 ) が 死ぬ まで 、 同 様 の 捧 
げ も の を 捧げ た 。 

諸 々 の 「 比 丘 」、「 出 家 者 」 よ 、 大 通 因 勝 仏 は 、 十 小 壇 、 学 禅 し 
て 過ごす と 、 諸 仏 の 仏法 が 目前 に 現れ て 、「 阿 粗 多 比 三 革 三 菩 
提 」、「 無 上 普遍 正 覚 」 を 成 呪 し た 。 

その 大 通 智 勝 仏 に は 、 未 だ 出家 し て いな い 時 に 、 十 六 人 の 子 達 が 
いた 。 

その 大 通 智 勝 仏 の 長男 の 名 前 は 智積 と 吉 つ 。 

大 通 智 勝 仏 の 諸々 の 子 達 に は 、 各 々 、 種 々 の 珍し い 玩 具 お も ちゃ 
が 有 っ た 。 

(大 通 智 勝 仏 の 子 達 は 、)「 父 で ある 大 通 智 勝 仏 が 『 阿 精 多 後 三 革 
三 菩提 』、『 無 上 普遍 正 覚 』 を 成就 で き 得 た 」 と 聞く と 、 皆 、 所 有 
し て いた 珍し い 玩 具 お も ちゃ を 捨て て 、 大 通 智 勝 仏 の 所 へ 行っ た 。 

諸々 の 母 達 は 、 泣 く 泣く 、 従 っ て 、 こ の 大 通 智 勝 仏 の 子 達 を 送っ 
た 。 

その 祖父 で ある 転 輪 聖王 と 百人 の 大 臣 、 お よび 、 その他 の 百 千 万 
億 人 の 国民 は 、 皆 、 共 に 、( 大 通 智 勝 仏 の 子 達 を ) 囲 ん で 、 従 っ て 、 
道場 で ある 菩提 樹 の 下 に 至っ た 。 

表 こと ご と く 、 大 通 智 勝 仏 に 親しみ 近づき た いと 欲し て 、 

大 通 智 勝 仏 に 捧げ も の を 捧げ 、 恭 し く 散 い 、 尊 重 し 、 ほ め た た え 、 
菩提 樹 の 下 に 到着 し 終わ る と 、 頭 を 大 通 智 勝 仏 の 足 に つけ て 敬礼 し 
て 、 

仏 の 周り を 右 回 り に 三 周 する と いう 敬礼 を し 終わ る と 、 一 心 に 合掌 
し て 、 大 通 智 勝 仏 を 仰ぎ 見 て 、 詩 を うた っ て 、 吉 っ た 。 


大 いな る 威 徳 が ある 世 尊 、 大 通 智 勝 仏 は 、「 衆 生 」 、「 生 者 」 を 
仏 土 へ 渡す た め に 、 無 量 な ほど 幾 億 年 も 学 祥 し て 、 仏 に 成る こと が 
で き 得 た 。 


(大 通 智 勝 仏 は 、) 諸 々 の 願い を 婚 に 十分 に 備え て いる 。 
善い か な 。 

(大 通 智 勝 仏 の )「 吉 」、「 善 さ 」 は 無 上 で ある 。 

仏 は 、 と て も 希有 な の で ある 。 

(大 通 智 勝 仏 は 、) 一 度 に 十 小区 も 汗 祥 し て 、 身 体 、 手 足 を 静か に 
女 ら げ て 不動 で あっ た 。 

その 大 通 智 勝 仏 の 心 は 、 常 に に 、 あ っ さり と し て いて 、 未 だ か つて 
散乱 し た こと が 無い 。 

( 仏 は 、) 最 終 的 に 、 永遠 に 、( 悪 を ) 寂 滅 さ け せ て いる 。 

( 仏 は 、) 「 無 漏 の 」 、「 燃 悩 を 無く す 」 仏法 に 安住 し て いる 。 
今 、 大 通 智 勝 仏 が 安穏 と し て 仏道 を 成就 し た の を 見 て 、 私 達 は 、 
善い 利益 を 得 て 、 大 い に 喜 ん で いる 。 

「 衆生 」、「 生 者 」 は 、 常 に 、 苦 悩 し て いる 。 

( 生 者 は 、) 盲 目的 で ある し 、 導 師 が いな いり 。 

( 生 者 は 、) 苦 を 無く し 尽く す 「 道 」、「 真 理 」 を 知ら な い 。 

( 生 者 は 、) 解 脱 を 求め る こと を 知ら な しい )。 

( 生 者 は 、)「 長 夜 」 、「 輸 廻 転生 」 で 、「 悪 趣 」、「 悪 行 に よる 
状態 」 を 増やし て し まう 。 

( 生 者 は 、) 諸 々 の 天 人 達 の 数 に 入る こと が で き な く な っ て し ま 
つ 。 

( 生 者 は 、) 導 か ら 痢 へ と 入っ て いっ て し まっ つ 。 

( 生 者 は 、) 長 い 間 、「 仏 」 と いう 名 前 、 吉 葉 を 聞く こと が で き な 
い !。 

今 、 大 通 智 勝 仏 は 、 最 上 の 、 安 穏 と させ て くれ る 「 無 漏 の 」 、 
「 炉 悩 を 無く す 」 仏法 を 得 ま し た 。 

私 達 、 お よび 、 天 人 、 人 は 、 最 大 の 利益 を 得る こと が で きる の で 
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この た め 、 旨 こ と こと く 、 頭 を 地 に つけ て 敬礼 し て 、 無 上 に 尊い 
者 で ある 大 通 因 勝 仏 に 「 帰 命 」 、「 帰 依 」 し ます 。 


その 時 、 大 通 智 勝 仏 の 十 六 王 子 達 は 、 詩 で 、 大 通 因 勝 仏 を ほめ た 
た え 終 わる と 、 大 通 因 勝 仏 に 「 法輪 を 転じ る こと 」、「 法 を 説く こ 
と 」 を 勧め て 請 い 願っ て 、 皆 こと ご と く 、 こ の よう な 言葉 を 吉 っ 
害 。 


大 通 智 勝 仏 の 癌 法 は 、 安 穏 と させ て くれ る 所 が 多い は ず で す 。 
諸々 の 天 人 、 人 を あわ れん で 、 利 益 を も た らし て くだ さい 。 


(大 通 劉 勝 仏 の 十 六 王 子 達 は 、) く り 返 し 、 詩 で 説い て 吉 っ た 。 


「 世 雄 」、「 仏 」 は 、 無 双 で ある し 、 比 類 無 い 。 

( 仏 は 、) 多 数 の 幸福 を も た ら す 善行 で 自ら を 荘厳 に 飾っ つて いる 。 
( 仏 は 、) 無 上 の 錠 載 を 得 て い る 。 

願わ くば 、 世 間 の た め に 、 説 法 し て 、 私 達 、 お よび 、 諸 々 の 「 則 
生 」、「 生 者 」 を 仏 土 へ 渡し て 解脱 させ て くだ さい 。 

その た め に 、 仏 の 谷 敬 を 分 別して 、 現 し て 示し て 、 得 させ て くだ 


さい い 。 
私 達 が 仏 を 得 た よう に 、「 雷 生 」 、「 生 者 」 も 、 ま た 、 そ うな り 
ます よう に 。 


仏 は 、「 箇 生 」 、「 生 者 」 の 心 の 奥深 く の 思 い を 知っ て いま す 。 

また 、( 仏 は 、) 生 者 の 所 行 と 道 を 知っ て いま す 。 

また 、( 仏 は 、) 生 者 の 知力 、 欲 望 、 願 望 、 お よび 、 幸 福 を も た ら 
す 修 め て いる 善行 、 前 世 の 所 行 を っ て いま す 。 

仏 は 、 生 者 の 、 こ と ご と く を 知り 終わ る と 、「 無 上 の 法輪 を 転じ 
る 」、「 無 上 の 仏法 を 説く 」 は ず で す 。 


釈 迎 年 尼 仏 は 、 諸 々 の 「 比丘 」、「 出 家 者 」 に 告げ た 。 


大 通 智 勝 仏 が 、「 阿 多 殺 三 革 三 菩提 」、「 無 上 普遍 正 覚 」 を 得 
た 時 、 十 方 の 各 方 向 の 五 百 万 億 の 諸仏 の 世界 は (東西 南北 と 上 下 の ) 
六 種類 (の 方 向 ) に 岩 動 し て 、 そ れ ら の 国々 の 中 間 、「 幽 冥 の 所 」、 
「 冥界 」、 大 陽 と 月 の 威光 が 照ら すこ と が 不能 な 所 が 、 皆 、 大 い に 
明る く な っ た 。 

その 中 の 「 軍 生 」、「 生 者 」 は 、 各 々 、 相 互 に 見 合う こと が で き 
得 て 、 皆 こと ご と く 、 こ の よう な 言葉 を 吉 っ た 。 


この 中 に 、 ど うし て 、 た ち ま ち 、「 軍 生 」、「 生 者 」 が 生じ た の 
か ? 


また 、 そ の 国 の 、 諸 々 の 天 人 達 の 宮殿 、( 大 的 天 に ある ) 抑 天 の 宮 
殿 ま で も 、( 東 西南 北 と 上 下 の ) 六 種類 (の 方 向 ) に 震動 し た 。 

大 いな る 光 が 、 あ まね く 照 らし て 、 あ まね く 世 界 に 満ち て 、 諸 々 
の 天 人 達 の 光 よ り も 勝っ て いた 。 

その 時 、 東 方 の 五 百 万 億 の 諸々 の 国土 の 中 の 、( 大 苑 天 に ある ) 二 
天 の 宮 殿 を 、 光 明 が 照ら し て 、 日常 の 明る さ の 倍 の 明る さ に な っ 
た 。 

(東方 の ) 諸 々 の 策 天 は 、 各 々 、 こ の よう に 思っ た 。 


今 、 宮 殿 の 、 光 明 は 、 未 だ か つて 無い 。 
どん な 「 因 縁 」、「 理 由 」 に よっ て 、 こ の 相 が 現さ れ て いる の 


か ? 


この 時 、( 東 方 の ) 諸 々 の 基 天 は 、 集 まっ て 来 て 、 共 に 、 こ の 事 に 
つい て 協議 し た 。 

この 集まっ て いる 者 達 の 中 に 、 救 一 切 と いう 名 前 の 一 人 の 大 いな 
る 苑 天 が いて 、( 東 方 の ) 諸 々 の 岳 天 達 の 為 に 、 詩 で 説い て 吉 っ た 。 


私 達 の 諸々 の 宮殿 の 、 光 明 は 、 未 だ か つて 無い 。 

これ は 、 ど ん な 「 因 縁 」、「 理 由 」 に よる 物 で ある の か ? 
共に 、 こ れ を 探求 する べき で ある 。 

大 徳 」 、「 仏 」 が 天 に 生じ た の か ? 

仏 が 世間 に 出現 し た の か ? 

この 大 いな る 光明 は 、 十 方 を あま ね く 照 らし て いる 。 


その 時 、( 東 方 の ) 五 百 万 億 の 国土 の 諸々 の 苑 天 は 、 宮 殿 と 共に 、 
各々 、 衣 の 裾 すそ に 諸々 の 天 の 華 を 盛っ て 、 共 に 、 西 方 へ 行っ て 、 
この 相 を 探し 尋ね る と 、 大 通 智 勝 仏 が 道場 で ある 菩提 樹 の 下 の 「 獅 
子 の 座 」、「 仏 の 座 」 に 池 禅 し て いる の を 見 た 。 

また 、 諸 々 の 天 人 、 龍 王 、 乾 半 婆 、 緊 那 維 、 摩 用 維 個 と いっ た 、 
人 と 、 人 で は な い 者 達 が 、 大 通 智 勝 條 を 、 恭 し く 散 っ て 、 囲 ん で い 
る の を 見 た 。 

また 、 大 通 智 勝 仏 の 十 六 王 子 達 が 大 通 智 勝 仏 に 「 法輪 を 転じ る こ 
と 」、「 法 を 説く こと 」 を 請 い 願っ て いる の を 見 た 。 

すぐ に 、( 東 方 の ) 諸 々 の 項 天 は 、 頭 を 大 通 智 勝 仏 の 足 に つけ て 和敬 
礼 し て 、 幾 百 、 幾 干 周 も 大 通 智 勝 仏 の 周り を 回 っ て 敬礼 し て 、 天 の 
に ん 

その 、 ま き 散 ら さ れ た 天 の 華 は 、 須 引 山 の よう に 、 高 く 昔 積 さ れ 
た 。 

(東方 の 諸々 の 岳 天 は 、) 大 通 智 勝 仏 の 道場 で ある 菩提 樹 に も 捧げ 
も の を 捧げ た 。 

その 菩提 樹 の 高 さ は 十 由 旬 で あっ た 。 

(東方 の 諸々 の 岳 天 は 、) 天 の 華 を 捧げ 終わ る と 、 各 々 、 宮 殿 を こ 
の 大 通 智 勝 仏 に 捧げ て 、 こ の よう な 吉 葉 を 喜 っ た 。 


た だ 、 私 達 を あわ れん で 、 利 益 を も た らし て くだ さい 。 
捧げ た 宮殿 を 、 願 わく ば 、 受 け 入 れ て くだ さい 。 


その 時 、( 東 方 の ) 諸 々 の 殴 天 は 、 大通 智 勝 仏 の 前 で 、 一 心 に 、 声 
を 同じ くし て 、 詩 を つう た っ て 、 吉 っ た 。 


仏 は 、 と て も 希有 で あり 、 会 う の が 難しい 。 

( 仏 は 、) 無 量 の 功徳 を 備え て いる 。 

( 仏 は 、) 一 切 (の 生 者 ) を 救っ て 護る こと が 可能 で ある 。 

( 仏 は 、) 天 人 、 人 の 大 いな る 師 で ある 。 

( 償 は 、) 世 間 を あわ れん で くれ る 。 

十 方 の 諸々 の 「 則 生 」、「 生 者 」 は 、 あ まね く 、 隅 、 利 益 を こう 
むる 。 

私 達 は 、 五 百 万 億 の 国 か ら 来 まし た 。 

(私 達 が 、) 深 い 禅定 の 楽し み を 捨て た の は 、 仏 に 捧げ も の を 捧げ 
る た めで す 。 

私 達 の 前 世 の 、 幸 福 を も た ら す 善行 は 、 宮 殿 を 、 と て も 荘 厳 に 
飾っ て いま す が 、 今 、 宮 殿 を 仏 に 捧げ ます 。 

た だ 、 願 わく ば 、 あ われ ん で 、 受 け 入 れ て くだ さい しい り 。 


その 時 、( 東 方 の ) 諸 々 の 積 天 は 、 詩 で 大 通 智 勝 仏 を ほめ た た え 終 
わる と 、 各 々 、 こ の よう な 吉 葉 を 吉 っ た 。 


た だ 願わ くば 、 大 通 久 勝 仏 よ 、「 法 輪 を 転じ て 」、「 法 を 説い 
て 」、「 軍 生 」、「 生 者 」 を 仏 土 へ 渡し て 解脱 させ て 、 混 上 回 へ の 道 
を 開い て くだ さい 。 


その 時 、( 東 方 の ) 諸 々 の 岳 天 は 、 一心 に 、 声 を 同じ くし て 、 詩 で 
部 いて 吉 っ た 。 


世 維 」、 両足 豊 」、「 伏 」 よ 、 た だ 願わ くば 、 法 を 演説 し 
て 、 大 いな る 「 交 悲 ヽ 「 思い や けり の 力 に よっ て 、 苦悩 し て いる 
「 衆生 」、「 生 者 」 を 仏 土 へ 渡し て くだ さい |。 


その 時 、 大 通 智 勝 仏 は 黙っ て 、 こ れ を 許 し た 。 


また 、 諸 々 の 「 比 撮 」、「 出 家 者 」 よ 、 東 南方 の 五 百 万 億 の 国土 
の 諸々 の 大 いな る 先天 は 、 各 自 、 宮殿 を 光明 が 照ら す 未 だ か つて 無 
い 光 景 を 見 て 、 歓 喜 し て 、 心 が 距 躍 し て 、 希 有 の 心 が 生 じ て 、 
各々 、 集 まっ て 来 て 、 共 に 、 こ の 事 を 協議 し た 。 

その 時 、 こ の 集まっ て いる 者 達 の 中 に 、 大 款 と 吉 う 名 前 の 一 人 の 
大 いな る 岳 天 が いて 、 諸々 の 先天 達 の 為 に 、 圭 で 説い て 喜 っ た 。 


どん な 「 因 縁 」、「 理 由 」 に よっ て 、 こ の 事 、 こ の 相 が 現さ れ て 
いる の か ? 
私 達 の 諸々 の 宮殿 の 、 光 明 は 、 未 だ か つて 無い 。 


「 大 徳 」、「 仏 」 が 天 に 生じ た の か ? 

仏 が 世間 に 出現 し た の か ? 

この 相 を 未だ か つて 見 た こと が 無い 。 

共に 、 一 心 に 、 探 求 す る べき で ある 。 

干 万 億 の 土地 を 通り 過ぎ て も 、 光 を 尋ね て 、 共 に 、 こ の 光 の 原因 
を 探し 求め る べき で ある 。 

多分 、 こ れ は 、 仏 が 世に 出現 し て 、 苦 し ん で いる 「 箇 生 」、「 生 
者 」 を 仏 土 へ 渡し て 解脱 させ て いる の で ある 。 


その 時 、( 東 南方 の ) 五 百 万 億 の 諸々 の 苑 天 は 、 宮 殿 と 共に 、 
各々 、 衣 の 裾 すそ に 諸々 の 天 の 華 を 盛っ て 、 共 に 、 西 北方 へ 行っ 
て 、 こ の 相 を 探し 尋ね る と 、 大 通 因 勝 仏 が 道場 で ある 菩提 樹 の 下 の 
「 獅子 の 座 」、「 仏 の 座 」 に 学 祥 し て いる の を 見 た 。 

また 、 諸 々 の 天 人 、 龍 王 、 乾 較 姿 、 緊 那 座 、 摩 由 維 人 加 と いっ た 、 
人 と 、 人 で は な い 者 達 が 、 大 通 因 勝 仏 を 、 恭 し く 敬 っ て 、 囲 ん で い 
る の を 見 た 。 

まだ 、 (大 通 党 ョ 勝 仏 の ) 十 六 王 子 達 が 、 大 通 因 勝 仏 に 「 法 輪 を 転じ 
る こと 」 ヽ 「 法 を 説く こと 」 を 語 青い 願っ て いる の を 見 た 。 

その 時 、( 東 南方 の ) 諸 々 の 積 天 は 、 頭 を 大 通 智 勝 仏 の 足 に つけ て 
敬礼 し て 、 幾 百 、 畿 千 周 も 大 通 因 勝 仏 の 周り を 回 っ て 敬礼 し て 、 天 
の 華 を 大 通 因 勝 仏 の 上 に 、 Sp し た 。 

まき 散ら ちさ れ た 天 の 華 は 、 須 統 山 の よう に 、 高 く 蓄 積 さ れ た 。 

また 、 大 通 智 勝 仏 の 菩提 樹 に も 捧げ も の を 捧げ た 。 

天 の 華 を 捧げ 終わ る と 、 提 々 、 宮 殿 を この 大 通 因 勝 仏 に 捧げ て 、 
この よう な 詩 葉 を 吉 っ た 。 


相馬 を 願わ くば 受け 入れ て くだ さい 。 


その 時 、( 東 南方 の ) 諸 々 の 苑 天 は 、 大 通 劉 勝 仏 の 前 で 、 一 心 に 、 
声 を 同じ くし て 、 詩 を つた っ て 、 喜 っ た 。 


神聖 な 主 で ある 仏 よ 、「 天 の 中 の 天 」、 「 神 の 中 の 神 」、「 真 の 
神 」 で ある 仏 よ 、 崩 陵 ) 類 伽 の よう な 美 し い 声 で 「 皮 生 」、「 生 者 」 
を 思い や る 者 で ある 仏 よ 、 私 達 は 、 今 、 仏 を 敬礼 し ます 。 
仏 は 、 と て も 希有 で ある 。 と て も 長い 時 間 に 一 度 、 出現 する 。 
自 八丁 効 も 人 し く 仏 無し で 過ぎ た 時 、「 地獄 、 鍼 鬼 、 凛 生 」 
う 「 三 悪 道 」 は (悪人 で ) 充 満 し た し 、 諸 々 の 天 人 達 の 数 は 減少 し 
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、 大 通 智 勝 仏 は 、 世 に 出現 し て くれ まし た 。 


仏 は 、「 糞 生 」、「 生 者 」 の 為 に 、( 正 し くも の を 見 る ) 眠 を 作り 


仏 は 、 世 間 の も の が 最終 的 に 帰っ て 行く 所 の 者 で す 。 

仏 は 、 一 切 ( の 生 者 ) を 救っ て 護り ます 。 

仏 は 、「 則 生 」、「 生 者 」 の 父 で す 。 

仏 は 、( 生 者 を ) 思 いや り 、 利 益 を も た ら す 者 で す 。 

私 達 は 、 前 世 の 幸福 を も た ら す 善行 に よっ て 、 今 、 大 通 留 勝 仏 に 
会 うこ と が で き 得 まし た 。 


その 時 、( 東 南方 の ) 諸 々 の 岳 天 は 、 詩 で 大 通 智 勝 仏 を ほめ た た え 
終わ る と 、 各 々 、 こ の よう な 言葉 を 喜 っ た 。 


た だ 願わ くば 、 大 通 智 勝 仏 よ 、 一 切 (の 生 者 ) を あわ れん で 、「 法 
輸 を 転じ て 」、「 法 を 説い て 」、「 箇 生 」、「' 生 者 」 を 仏 土 へ 渡し 
て 解脱 させ て くだ さい 。 


その 時 、( 東 南方 の ) 諸 々 の 岳 天 は 、 一心 に 、 声 を 同じ くし て 、 詩 
で 説い て 吉 っ た 。 


大 いな る 神 加 な 者 で ある 仏 よ 、 法輪 を 転じ て 」、「 法 を 説い 
て 」、「 諸 法 」、「 全 て の も の 」 の 相 を 現し て 示し て 、 苦 悩 し て い 
る 「 則 生 」、「 生 者 」 を 仏 土 へ 渡し て 、 大 いな る 喜び を 得 さ せ て く 
だ さい 。 

「 衆 生 」、「 生 者 」 が 、 こ の 仏法 を 聞 け ば 、「 道 」、「 真 理 」 を 
会 得する か 、 も し く は 、 天 に 生じ る の で 、( 地 獄 と いっ た ) 諸 々 の 
「 悪 道 」 は (悪人 の 数 が ) 減 少 す る し 、 妨 耐 強 く 善 行 を 行う 者 は 利益 
を 増やす こと が で きま す 。 


その 時 、 大 通 劉 勝 仏 は 、 黙 っ て 、 こ れ を 許し た 。 


また 、 諸 々 の 「 比 純 」、「 出 家 者 」 よ 、 南 方 の 五 百 万 億 の 国土 の 
諸々 の 大 いな る 項 天 は 、 操 自 、 宮殿 を 光明 が 照ら す 未 だ か つて 無い 
光景 を 見 て 、 歓 喜 し て 、 心 が 踊 躍 し て 、 希 有 の 心 が 生 じ て 、 各 々 、 
集まっ て 来 て 、 共 に 、 こ の 事 を 協議 し た 。 


どん な 「 因 縁 」、「 理 由 」 に よっ て 、 私 達 の 宮殿 に 、 こ の 光 が 有 
る の か ? 


この 集まっ て いる 者 達 の 中 に 、 妙 法 と 吉 つ 名 前 の 一 人 の 大 いな る 
和希 天 が いて 、 諸 々 の 邊 天 達 の 為 に 、 詩 で 説い て 吉 っ た 。 


私 達 の 諸々 の 宮殿 を 、 光 明 の 、 非 常 な 威光 が 照ら し て いる 。 
これ は 、「 因縁 」、 理由 」 が 有る 。 

この 相 を 探求 する べき で ある 。 

幾 百 、 幾 千 茅 を 過ぎ て も 、 こ の 相 を 未だ か つて 見 た こと が 無い 。 
「 大 徳 」、「 仏 」 が 天 に 生じ た の か ? 

仏 が 世間 に 出現 し た の か ? 


その 時 、( 南 方 の ) 五 百 万 億 の 諸々 の 岳 天 は 、 宮 殿 と 共に 、 部 々 、 
衣 の 裾 す そ に 諸々 の 天 の 華 を 盛っ て 、 共 に 北方 へ 行っ て 、 こ の 相 を 
探し 尋ね る と 、 大 通 智 勝 仏 が 道場 で ある 菩提 樹 の 下 の 「 獅子 の 
座 」、「 仏 の 座 」 に 学 禅 し て いる の を 見 た 。 

また 、 諸 々 の 天 人 、 龍 王 、 乾 閣 婆 、 緊 那 維 、 摩 用 維 個 と いっ た 、 
人 と 、 人 で は な い 者 達 が 、 大 通 智 勝 條 を 、 恭 し く 散 っ て 、 囲 ん で い 
る の を 見 た 。 

また 、 大 通 智 勝 仏 の 十 六 王 子 が 、 大 通 智 勝 仏 に 、「 法輪 を 転じ る 
こと 」、「 法 を 説く こと 」 を 請 い 願っ て いる の を 見 た 。 

その 時 、( 南 方 の ) 諸 々 の 項 天 は 、 頭 を 大 通 智 勝 仏 の 足 に つけ て 和敬 
礼 し て 、 幾 百 、 幾 千 周 も 大 通 智 勝 仏 の 周り を 回 っ て 敬礼 し て 、 天 の 
華 を 大 通知 ん 

まき 散ら され た 天 の 華 は 、 須 弥山 の よう に 、 高 く 蓄 積 さ れ た 。 
また 、( 南 方 の 諸々 の 状 天 は 、) 大 通 和 勝 仏 の 菩 提 樹 に も 捧げ も の 
を 捧げ た 。 

(南方 の 諸々 の 岳 天 は 、) 天 の 華 を 捧げ 終わ る と 、 各 々 、 宮 殿 を 、 
この 大 通 因 勝 仏 に 捧げ て 、 

この よう な 斉 葉 を 吉 っ た 。 


た だ 、 私 達 を あわ れん で 、 利 益 を も た らし て くだ さい 。 
捧げ た 宮殿 を 、 願 わく ば 、 受 け 入 れ て くだ さい 。 


その 時 、( 南 方 の ) 諸 々 の 岳 天 は 、 大通 智 勝 仏 の 前 で 、 一 心 に 、 声 
を 同じ くし て 、 詩 を つた っ て 、 吉 っ た 。 


仏 は 、 会 う の が 、 と て も 難し い 。 

諸々 の 燃 悩 を 打ち 破っ た 者 で ある 仏 に 、 百 三 十 交 を 過ぎ て 、 今 、 
一 度 、 会 うこ と が で き 得 た 。 

諸々 の 飼え 湯 いて いた 「『 軍 生 」、「 生 者 」 が 、 法 と いう 雨 に よっ 
て 満た され て いる の は 、 未 だ か つて 見 た こと が 無い 。 

無量 の 知恵 者 で ある 仏 は 、「 三千年 に 一 度 、 咲 く 」 と 吉 わ れる 優 
曇 波 維 華 の よう に 会 うつ の が 難し い 。 


今日 、 仏 に 会 えた 。 

私 達 の 諸々 の 宮殿 は 、( 仏 の ) 光 を こう お むっ て 荘厳 に 飾ら れ て い 
る 。 

大 通知 ョ 勝 仏 よ 、 大 いな る 「 交 悲 ヽ 「 思い や り 」 で 、 た だ 願わ く 
ば 、 宮 殿 と いう 捧げ 物 を 受け 入れ て くだ さい 。 


その 時 、( 南 方 の ) 諸 々 の 岳 天 は 、 詩 で 大 通 因 勝 仏 を ほめ た た え 終 
わる と 、 各 々 、 こ の よう な 吉 葉 を 吉 っ た 。 


た だ 願わ くば 、 大 通 因 勝 仏 よ 、「 法 輸 を 転じ て 」、「 法 を 説い 
て 」、 一 切 の 世間 の 諸々 の 天 人 、 魔 、 策 天 、「 沙門 」、「 出家 
者 」、 バ ラモン と いっ た 皆 に 、 安 穏 を 獲得 させ て 、 仏 土 へ 渡し て 、 
解脱 で き 得 させ て くだ さい 。 


その 時 、( 南 方 の ) 諸 々 の 区 天 は 、 一心 に 、 声 を 同じ くし て 、 詩 を 
うつ だ で 、 吾 う た 。 


た だ 願わ くば 、 天 人 と 人 の 無 上 の 尊い 者 で ある 仏 よ 、 

「 無 上 の 法輪 を 転じ て 」、「 無 上 の 法 を 説い て 」、 

「 大 いな る 法 と いう 太鼓 を 打ち 鳴ら し て 」、「 大 いな る 法 を 説い 
て 」、 
大 いな る 法 螺 貞 の ラッ パ を 吹い て 、 
大 いな る 法 と いう 雨 を あま ね く 、 雨 の よう に 降ら し て 、 
量り 知れ な い ほ ど 無 数 の 「 衆 生 」、「 生 者 」 を 仏 土 へ 渡し て くだ さ 
L 1。 

私 達 は 、 皆 ことごとく 、 仏 に 帰依 し て 、 深 遠 な 「 音 」、「 仏 の 教 
え 」 を 演説 し て くれ る こと を 請 い 願い ます 。 


その 時 、 大 通 智 勝 仏 は 、 黙 っ て 、 こ れ を 許し た 。 

西南 方 か ら 下 方 まで の 苑 天 も 、 ま た 、 同 様 で あっ た 。 

その 時 、 上 方 の 五 百 万 億 の 国土 の 諸々 の 大 いな る 的 天 は 、 皆 こと 
ご と く 、 と まっ て いる 宮殿 を 、 光 明 の 威光 が 照ら す 未 だ か つて 無い 
光景 を 自ら 見 て 、 歓 喜 し て 、 心 が 中 エ 躍 し て 、 希 有 の 心 が 生じ て 、 
科 々 、 集 まっ て 来 て 、 共 に 、 こ の 事 を 協議 し た 。 


どん な 「 因 縁 」、「 理 由 」 に よっ て 、 私 達 の 宮殿 に は 、 こ の 光明 
が 有る の か ? 


この 集まっ て いる 者 達 の 中 に 、 左 棄 と 吉 う 名 前 の 一 人 の 大 いな る 
苑 天 が いて 、 諸 々 の 反 天 達 の 為 に 、 詩 で 説い て 喜 っ た 。 


今 、 ど ん な 「『 因 縁 」、「 理 由 」 に よっ て 、 私 達 の 諸々 の 宮殿 を 、 
威 徳 の 光明 が 照ら し て 荘厳 に 飾っ て 、 未 だ か つて 無い の か ? 
この よう な 妙 な る 相 は 、 未 だ か つて 見 聞き し た こと が 無い 。 

「 大 徳 」、「 仏 」 が 天 に 生じ た の か ? 

仏 が 世間 に 出現 し た の か ? 


その 時 、( 上 方 の ) 五 百 万 億 の 諸々 の 苑 天 は 、 宮 殿 と 共に 、 各 々 、 
衣 の 裾 す そ に 諸々 の 天 の 華 を 盛っ て 、 共 に 下方 へ 行っ て 、 こ の 相 を 
探し 尋ね て みる と 、 大 通 智 勝 仏 が 道場 で ある 菩提 樹 の 下 の 「 獅 子 の 
座 」、「 仏 の 座 」 に 堂 祥 し て いい る の を 見 た 。 

また 、 諸 々 の 天 人 、 龍 王 、 乾 閣 婆 、 緊 那 維 、 摩 用 維 個 と いっ た 、 
人 と 、 人 で は な い 者 達 が 、 大 通知 ョ 勝 仏 を 、 恭 し く 敬 っ て 、 囲ん で い 
る の を 見 た 。 

また 、 大 通知 ョ 勝 仏 の 十 太 キ 子 が 、 大 通 因 勝 仏 に 「 法輪 を 転じ る こ 
と 」 ヽ 「 法 を 説く こ と 」 を 請 い 願っ て いる の を 見 た 。 

その 時 、( 上 方 の ) 諸 々 の 換 天 は 、 頭 を 大 通 智 勝 仏 の 足 に つけ て 敬 
礼 し て 、 幾 百 、 幾 千 周 も 大 通 智 勝 仏 の 周り を 回 っ て 敬礼 し て 、 天 の 
華 を 大 通知 0 

まき 散ら され た 天 の 華 は 、 須 統 山 の よう に 、 高 く 革 積 され た 。 
また 、 大 通知 勝 仏 の 菩提 舎 に も 捧げ も の を 控 げ た 。 

(上 方 の 諸々 の 換 天 は 、) 天 の 華 を 捧げ 終わ る と 、 各 々 、 宮 殿 を 、 
この 大 通 智 勝 仏 に 捧げ て 、 

この よう な 斉 葉 を 吉 っ た 。 


た だ 、 私 達 を あわ れん で 、 利 益 を も た らし て くだ さい 。 
捧げ た 宮殿 を 、 願 わく ば 、 受 け 入 れ て くだ さい 。 


その 時 、( 上 方 の ) 諸 々 の 岳 天 は 、 大通 智 勝 仏 の 前 で 、 一 心 に 、 声 
を 同じ くし て 、 詩 を つう た っ て 、 吉 っ た 。 


善い か な 。 

救世 の 神 加 な 尊い 者 達 、 諸 仏 は 、 三 界 と いう 定 獄 か ら 、 つ と め 
て 、 諸 々 の 「 運 生 」、「 生 者 」 を 救い 出す こと が 可能 で す 。 

普遍 の 智 吾 が ある 天 人 と 人 の 無 上 の 弄 い 者 で ある 仏 は 、「 群 
曲 」、「 生 者 」 を あわ れん で 、 甘露 の よう に 甘い 法 へ の 門 を 開い 
て 、 一 切 の ( 生 ) 者 を 広く 仏 土 へ 渡す こと が 可能 で す 。 

昔 、 量 り 知 れ な い ほ ど 和 無数 の 砲 、 室 し く 時 が 過ぎ て 、 仏 が 未だ 出 


現し な か っ た 時 、 

十 方 は 、 常 に 、 闇 で ある し 、 暗 か っ た し 、 

「 三 悪 道 」 (の 悪人 ) は 増長 し て し まっ た し 、 

「 阿 修 維 道 」 も 、 ま た 、( 悪 人 が ) 盛 ん で あっ た し 、 
諸々 の 天 人 達 は 、「 つう た た 」、「 と て も 」 減 っ て 、 死 ん で 、 多 数 
が 、「 悪 道 」 に 堕ち て し まっ た し 、 

仏 に 従っ て 仏法 を 聞く こと が で き な か っ た し 、 

常に 、 悪 事 を 行っ て し まっ た し 、 

色 形 、 力 、 お よび 、 因 裁 、 こ れ ら が 皆 、 減 少し て し まっ た し 、 

固 業 の 因縁 の た め に 、 安 楽 、 お よび 、 安 楽 な 想い を 失っ て し まっ た 


邪悪 な 見 解 に よる も の に 留まっ て し まっ た し 、 
善い 規則 を 知ら な か っ た し 、 
仏 の 化 の 導き を こう お むれ ず 、 常 に 、「 悪 道 」 に 堕ち て し まっ た 。 

仏 は 、 世 間 ( を 正しく 見 る ) 眼 を 作る 。 

( 仏 は 、) と て も 長い 間 に ( 一 度 、) 出 現す る 。 

( 仏 は 、) 諸 々 の 「 上 箇 生 」、「 生 者 」 を あわ れん で 、 世 間 に 出 現し 
て 、 超 越し て 、( 無 上 普遍 ) 正 覚 を 成就 する 。 

私 達 は 、 と て も 喜ん で いま す 。 

また 、( 上 方 の 項 天 以外 の ) 他 の 一 切 の 生 者 達 も 、( 大 通 智 勝 仏 が 仏 
に 成っ た と いう ) 未 だ か つて 無い こと を 喜ん で 、 ほ め た た えて いま 
す 。 
私 達 の 諸々 の 宮殿 は 、( 仏 の ) 光 を こう お むっ て 、 荘 厳 に 飾ら れ て い 
ます 。 

今 、 宮 殿 を 、 大 通 智 勝 仏 に 捧げ ます 。 

た だ 、 あ われ ん で 、 受 け 入 れ て くだ さい 。 

願わ くば 、 こ の 功徳 を 、 一 切 ( の 生 者 ) に 、 あ まね く 及 ぼ し て 、 私 
達 (、 上 方 の 苑 天 ) と 「 上 衆生 」 、「 生 者 」 が 皆 、 共 に 、 仏 道 を 成就 で 
きま す よ うに 。 


その 時 、( 上 方 の ) 五 百 万 億 の 諸々 の 策 天 は 、 詩 で 大 通 久 勝 仏 を ほ 
め た た え 終 わる と 、 提 々 、 大 通 劉 勝 仏 に 吉 っ た 。 


た だ 願わ くば 、 大 通 智 勝 仏 よ 、「 法 輪 を 転じ て 」、「 法 を 説い 
て 」、 多 数 の 安穏 を も た らし て くだ さい 。 多数 の ( 生 ) 者 を 仏 土 へ 渡 
し て 解脱 させ て くだ さい )。 

その 時 、( 上 方 の ) 諸 々 の 策 天 は 、 詩 で 説い て 吉 っ た 。 


仏 よ 、「 法 輸 を 転じ て くだ さい 」、「 法 を 説い て くだ さい 」。 


「 甘 器 の よう に 甘い 法 と いう 太鼓 を 打ち 鳴ら し て くだ さい 」 、 
「 甘 協 の よう に 陸 い 法 を 説い て くだ さい 」 。 

苦悩 し て いる 「『 崩 生 」、「 生 者 」 を 仏 土 へ 渡し て くだ さい 。 

「 混 加 」、「( 悪 の ) 寂 滅 」 へ の 道 を 開示 し て くだ さい )。 

た だ 願わ くば 、 私 達 の 請願 を 受け 入れ て 、 大 いな る 細か く 複 雑 で 
絶妙 な 「 音 」、「 仏 の 教え 」 を あわ れん で くだ さい 。 量り 知れ な い 
ほど 無数 の 苑 、 修 習 し て き て いる 仏法 を 説明 し て くだ さい 。 


その 時 、 大 通 智 勝 仏 は 、 十 方 の 諸々 の 葬 天 の 請願 、 お よび 、 十 六 
王子 の 請願 を 受け 入れ て 、 即 時 、「 三 転 十 二 行 相 」、「 四 科 」、 
「 苦 集 滅 道 」 と いつ 「 法 輪 を 転じ た 」、「 法 を 説い た 」。 

「 三 転 十 二 行 相 」、「 四 諦 」、「 苦 集 滅 道 」 は 、( 仏 で は な い ) 
「 沙 門 」 、「 出 家 者 」、 バ ラモン 、 天 人 、 魔 、 苑 天 、 他 の 世間 の も 
の に は 、「 転 じ る こと が 不可 能 な 法 で ある 」、「 説 く こ と が 不可 能 
な 法 で ある 」。 

「 三 転 十 二 行 相 」、「 四 諦 」、「 苦 集 滅 道 」 と は 、 次 の よう ね な 物 
で ある 。 


(この 世 の 全 て の も の は 、) 苦 し み で ある 。 
(執着 に よっ て 、) 苦 し み を 集め て し まっ て いる 。 
苦し み を 滅ぼす こと が で きる 。 

(「 八 正道 」 と いう ) 苦 し み を 滅ぼす 道 が ある 。 


また 、( 大 通 因 勝 仏 は 、)「 十 二 因 縁 」 と いう 法 を 広く 説い た 。 
(「 十 二 因 縁 」 と は 、 次 の よう つ な 物 で ある 。) 


「 無 明 」 が 、「 行 」 の 原因 で ある 。 

「 行 」 が 、「 識 」 の 原因 で ある 。 

「 識 」 が 、「 名 色 」 の 原因 で ある 。 

「 名 色 」 が 、「 六 人 入 」 の 原因 で ある 。 

「 六 入 」 が 、「 触 」 の 原因 で ある 。 

「 触 」 が 、「 受 」 の 原因 で ある 。 

「 受 」 が 、「 愛 」、「 愛 着 」 の 原因 で ある 。 
「 愛 」、「 愛 着 」 が 、「 取 」 の 原因 で ある 。 
「 取 」 が 、「 有 」 の 原因 で ある 。 

「 有 」 が 、「 生 」 の 原因 で ある 。 

「 生 」 が 、「 老 死 」 と いう 憂 直 、 苦 悩 の 原因 で ある 。 


「 無 明 」 が 滅 べ ば 、「 行 」 も 滅ぶ 。 
「 行 」 が 滅 べ ば 、「 識 」 も 滅ぶ 。 


「 識 」 が 滅 べ ば 、「 名 色 」 も 滅ぶ 。 

「 名 色 」 が 滅 べ ば 、「 六 入 」 も 滅ぶ 。 

「 六 入 」 が 滅 べ ば 、「 触 」 も 滅ぶ 。 

「 触 」 が 滅 べ ば 、「 受 」 も 滅ぶ 。 

「 受 」 が 滅 べ ば 、「 愛 」、「 愛 着 」 も 滅ぶ 。 

「 愛 」、「 愛 着 」 が 滅 べ ば 、「 取 」 も 滅ぶ 。 

「 取 」 が 滅 べ ば 、「 有 」 も 滅ぶ 。 

「 有 」 が 滅 べ ば 、「 生 」 も 滅ぶ 。 

「 生 」 が 滅 べ ば 、「 老 死 」 と いう 憂 悲 、 苦 悩 も 滅ぶ 。 


大 通 因 勝 仏 が 天 人 、 人 の 大 則 の 中 で 、 こ の 法 を 説い た 時 、 六 百 万 
億 那由 他 の 人 が 一 切 の 「 法 」、「 も の 」 を 「 受 」 し な いこ と に よっ 
て 諸々 の 「 漏 」、「 燃 悩 」 か ら 心 が 解脱 する こと が で き 得 て 皆 、 深 
い 妙 な る 「 禅 定 」 と 三 明 六 通 を 得 て 「 八 解脱 」 を 備え た 。 

第 二 、 第 三 、 第 四 の 説法 の 時 、 千 万 億 恒 河 沙 那由 他 の 「 軍 生 」 、 
「 生 者 」 達 も 、 ま た 、 一 切 の 「 法 」、「 も の 」 を 「 受 」 し な いこ と 
に よっ て 諸々 の 「 漏 」、「 燃 悩 」 か ら 心 が 解脱 する こと が で き 得 
だ 。 

この 時 より 以後 、 諸 々 の 声 聞 の 段階 の 者 達 の 数 は 、 無 限 な ほど 、 
は か り 知 れ な い ほ ど 無 数 に な っ た 。 

その 時 、 大 通 智 勝 仏 の 十 六 王 子 は 皆 、 ま だ 幼かっ た た め 、 出 家 し 
て 「 沙 張 」、「 未 成年 の 出家 者 」 と 成っ た 。 

(大 通 智 勝 仏 の 十 六 王子 は 、) 諸 々 の 「 根 」、「 能 力 」 が 利発 で 、 
智 六 が 聡明 で 、( 前 世 で ) 婚 に か つて 百 千 万 億 の 諸仏 に 捧げ も の を 兵 
げ て き て いて 、 清 浄 に 仏道 修行 し て 、「 阿 粗 多 弘 三 革 三 菩提 」、 
「 仏 に 成る こと 」 を 求め て いて 、 共 に 大 通 智 勝 仏 に 吉 っ た 。 


大 通 劉 勝 仏 よ 、 こ の 諸々 の 幾 干 万 億 も の 量り 知れ な い ほ ど 無 数 の 
高徳 な 声 聞 の 段階 の 者 達 は 皆 、 學 に 声 間 の 段階 を 成就 し て いま す 。 
大 通 劉 勝 仏 よ 、 私 達 の 為 に 、「 阿 旨 多 雑 三笠 三 菩提 の 法 」、「 仏 
に 成る た め の 法 」 を 説く べき で す 。 

私 達 は 、 間 き 終わ っ た ら 、 皆 で 共に 、 修 学 し ます 。 

大 通 因 勝 仏 よ 、 私 達 は 、 仏 の 知見 を 得 よ うと 志願 し て いま す 。 
(私 達 の ) 心 の 奥深 く の 思い は 、 大 通 罰 勝 仏 、 御 自身 が 明らか に 御 
存 知 の は ず で す 。 


その 時 、( 祖 父 で ある ) 転 輪 時 王 が 率い て いる 者 達 の 中 の 八 万 億 人 
は 、 大 通 智 勝 仏 の 十 六 王子 が 出家 する の を 見 た 。 

また 、 八 万 億 人 は 、 自 身 の 出家 を 、 求 め た 。 

転 輸 加 王 は 、 八 万 億 人 の 出家 を 許し た 。 


その 時 、 こ の 大 通 智 勝 仏 は 、「 沙 弧 」、「 未 成年 の 出家 者 」 に 
成っ た 十 六 王 子 の 請願 を 受け 入れ て 、 二 万 区 が 過ぎ 終わ る と 、「 四 
衆 」、「 出 家 者 の 男女 と 在家 信者 の 男女 」 の 中 で 、「 妙法 蓮華 」 、 
「 教 菩 薩 法 」、「 仏 所 護 念 」 と いう 名 前 の 、 こ の 大 乗 経 を 説い た 。 
大 通 智 勝 仏 が 、 こ の 経 を 説き 終わ る と 、 十 六 王 子 で ある 十 六 沙 弥 
は 、「 阿 多 維 三 菩 三 菩提 」、「 無 上 普遍 正 覚 」 の た め に 、 皆 、 共 
に 、 受 持 し て 、 読 ん で 、 通 達し て 利益 を 得 た 。 

大 通 智 勝 仏 が 、 こ の 経 を 説い た 時 、 十 六 菩 薩 で ある 十 六 沙 弧 は 、 
皆 こ と ご と く 、 値 じ て 受 け 入 れ た 。 

声 聞 の 段階 の 者 達 の 中 に も 、 ま た 、 値 じ て 理 解す る 者 達 が いた 。 

幾 千 万 億 種類 も の 、 そ の 他 の 「 朝 生 」、「 生 者 」 達 は 、 皆 、 疑 惑 
を 生じ て し まっ た 。 

大 通 智 勝 仏 は 、 こ の 経 を 八 千 克 、 説 いて 、 未 だ か つて 止め た こと 
が 無かっ た 。 

大 通 智 勝 仏 は 、 こ の 経 を 説き 終わ る と 、 静 か な 部 屋 に 入っ て 、 八 
万 四 千 区 、 禅 定 に 留まっ た 。 

この 時 、 十 六 菩 薩 で ある 十 六 沙 絹 は 、 大 通 智 勝 仏 が 静か な 部 屋 に 
入っ て 静か に 禅定 し て いる の を 知っ て 、 各 々 、 法 座 に 昇っ て 、 説 法 
し た 。 

また 、 十 六 菩 薩 は 、 八 万 四 千 却 、「 四 (部 ) 軍 」、「 出 家 者 の 男女 
と 在家 信者 の 男女 」 の 為 に 、 妙 な る 法華 経 を 広く 説い て 分 別して 、 
各々 、 皆 、 六 百 万 億 那由 他 恒 河 小 の 「 軍 生 」、「 生 者 」 達 を 仏 土 へ 
渡し て 、 利 益 を 教示 し て 、 喜 ば せ て 、「 阿 粗 多 名 三 革 三 菩提 」、 

「 無 上 普遍 正 覚 」 を 志 し て 求め る 心 を 起こ させ た 。 

大 通 智 勝 仏 は 、 八 万 四 千 却 を 過ぎ 終わ る と 、 三 昧 より 起き て 、 法 
座 へ 行っ て 、 安 ら か に 、「 詳 つま びら か に 」、「 は っ きり と 」、 学 
禅 し て 、 大 宮 に 、 あ まね く 告 げた 。 


この 十 六 菩 薩 で ある 十 六 沙 痛 は 、 と て も 希有 な の で ある 。 

十 六 菩薩 に は 、 諸 々 の 「 根 」、「 能 力 」 が あっ て 、 仏 法 に 通じ て 
利益 を 得 て い る ほど で ある 。 

十 六 菩 薩 は 、 智 六 が 、 聡 明 で ある 。 

十 六 菩 薩 は 、( 前 世 で ) 婚 に か つて 比 千 万 億 の 数 も の 量り 知れ な い 
ほど 無数 の 諸仏 に 捧げ も の を 捧げ て き て いる 。 

十 六 菩 薩 は 、 諸 仏 の 所 で 、 常 に 、 仏 道修 行 し て き て いる 。 

十 六 菩 薩 は 、 仏 の 智喜 を 受 持 し て 、 開 示し て 、「 衆 生 」、「 生 
者 」 を その 仏 の 智 六 の 中 に 引き 入れ て いる 。 

あな た 達 は 、 皆 、 何 度 で も 、 十 六 菩 薩 に 親しみ 近づい て 捧げ も の 
を 捧げ る べき で ある 。 

理由 は 何 か ? (と 吉 う と 、) 


も し 、 声 間 と 「 大 支 仏 」、「 独 覚 」 と 諸々 の 菩薩 が 能 よ く 、 こ の 
十 六 菩 薩 の 所 説 の 経 の 法 を 信じ て 受 持 し て 破 ら ず 守 れ ば 、 こ の 人 達 
は 皆 、「 阿 彰 多 殺 三 革 三 菩提 」、 「 無 上 普遍 正 覚 」 の 仏 の 錠 交 を 得 
る 。 


釈 迎 年 尼 仏 は 、 諸 々 の 「 比丘 」、「 出 家 者 」 に 告げ た 。 


この 十 六 蘭 攻 は 、 常 に 、 こ の 妙法 蓮華 経 を 説く こと を 願っ た 。 

十 六 菩薩 が 各々 化し て 導い た 六 百 万 億 那由 他 恒 河 沙 の 「 運 生 」 、 
「 生 者 」 は 生か ら 生 へ 十 六 菩 薩 と 共に 生き て 、 そ の 十 六 菩 薩 に 従っ 
て 仏法 を 聞い て 、 こ と ご と く 皆 、 信 じ て 理 解 し た 。 

( 十 六 菩 了 薩 の 一 人 で あっ た 私 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、) こ の 因縁 に よっ 
て 、 四 万 億 の 諸仏 に 会 うこ と が で き 得 て 、 今 も 尽き る こと が 無い の 
で ある 。 

諸々 の 「 比丘 」、「 出 家 者 」 よ 、 私 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 今 、 あ な た 
達 に 語る 。 

この 大 通 罰 勝 仏 の 弟子 で ある 十 六 沙 線 は 、 今 は 、 皆 、「 阿 精 多 釘 
三 魏 三 菩提 を 得 て 」、「『 無 上 普遍 正 覚 を 得 て 」、「 仏 に 成っ て 」、 
十 方 の 仏 国 土 で 、 現 在 も 、 説 法 し て いて 、 畿 百 千 万 億 も の 量り 知れ 
な い ほ ど 無 数 の 菩薩 と 声 聞 が いて 、 着 属 と し て いる の で ある 。 


その 十 六 沙 絹 の うち 二 人 の 沙 張 は 、 東 方 で 、 仏 と 成っ て いる 。 
一 人 目 は 、 阿 賠 仏 と いう 名 前 で あり 、 歓 喜国 に いる 。 

二 人 目 は 、 須 弥 頂 仏 と いう 名 前 で ある 。 

十 六 沙 線 の うち 二 人 の 沙 統 が 、 東 南方 の 二 人 の 仏 で ある 。 
一 人 目 は 、 獅 子音 仏 と いう 名 前 で ある 。 
二 人 目 は 、 獅 子 相 仏 と いう 名 前 で ある 。 

十 六 沙 統 の うち 二 人 の 沙 弧 が 、 南 方 の 二 人 の 仏 で ある 。 
一 人 目 は 、 虚 空 住 公 と いう 名 前 で ある 。 
二 人 目 は 、 常 滅 仏 と いう 名 前 で ある 。 

六 沙 絹 の うち 二 人 の 沙弥 が 、 西 南方 の 二 人 の 仏 で ある 。 
一 人 目 は 、 帝 相 仏 こ いう 名 前 で ある 。 
二 人 目 は 、 移 相似 と いう 名 前 で ある 。 
十 六 沙 統 の うち 二 人 の 沙 絹 が 、 西 方 の 二 人 の 仏 で ある 。 
一 人 目 は 、 阿 弥 陀 仏 と いう 名 前 で ある 。 
二 人 目 は 、 度 一 切 世間 苦悩 仏 と いう 名 前 で ある 。 

六 沙 絹 の うち 二 人 の 沙弥 が 、 西 北方 の 二 人 の 仏 で ある 。 
一 人 目 は 、 多 摩 殺 政 酸 槽 理 神通 仏 と いう 名 前 で ある 。 
二 人 目 は 、 須 弥 相 仏 と いう 名 前 で ある 。 
十 六 沙 統 の うち 二 人 の 沙 統 が 、 北 方 の 二 人 の 仏 で ある 。 


一 人 目 は 、 雲 自在 仏 と いう 名 前 で ある 。 
二 人 目 は 、 雲 自在 王 仏 と いう 名 前 で ある 。 
六 沙 の うち 一 人 の 沙 弧 が 、 東 北方 の 仏 で あり 、 壊 一 切 世間 怖 
記 仏 と いう 名 前 で ある 。 
十 六 沙 交 の うち 第 十 六 番目 が 、 私 、 釈 迎 牟 尼 仏 で あり 、「 深 


婆 」、「 こ の 世 」 で 「 阿 背 多 如 三 革 三 菩提 」、「 無 上 普 負 正 覚 」 を 
成就 し て 仏 に 成っ た 。 


諸々 の 「 比 丘 」、「 出 家 者 」 よ 、 私 達 、 十 六 人 の 仏 が 、 十 六 沙 弥 
で あっ た 時 、 癌 々 教化 し た 百 千 万 億 恒 河 沙 も の 量り 知れ な い ほ ど 
無数 の 「 則 生 」、「 生 者 」 が 、 私 達 に 従っ て 仏法 を 聞い て いる の 


は 、「 阿 多 維 三 革 三 菩提 」、「 無 上 普遍 正 覚 」 の 為 で ある 。 
この 諸々 の 「 衆 生 」 、「 生 者 」 に は 、 今 で も 声 聞 の 境地 に 留まっ 
て いる 者 が いる 。 


私 、 釈 迎 御 尼 仏 は 、 常 に 、 こ の 諸々 の 人 達 に 、「 阿 精 多 殺 三 革 三 
菩提 」、「 無 上 普 負 正 覚 」 を 教化 し て いる 。 

この 諸々 の 人 達 は 、 こ の 法 に よっ て 、 徐 々 に 、 仏 道 へ 入る 。 
理由 は 、 何 か ? (と 土 う と 、) 

仏 の 智 閣 は 、 信 じ る こと が 難し いし 、 理 解す る こと が 難し い 。 


釈 迎 牟 尼 仏 達 が 、 そ の 十 六 沙 弧 で あっ た 時 に 化し て 導い た 畿 恒 河 
沙 も の 量り 知れ な い ほ ど 無 数 の 「 軍 生 」、「 生 者 」 が 、 あ な た 達 、 
諸々 の 「 比 岳 」、「『 出 家 者 」 な の で ある し 、 ま た 、 私 、 釈 迎 御 尼 仏 
の (肉体 の ) 死 後 の 未来 、 来 世 の 声 聞 の 弟子 な の で ある 。 

私 、 釈 迎 御 尼 仏 の (肉体 の ) 死 後 、 あ る 弟子 は 、 こ の 経 を 聞く こと 
が 無く て 、 菩 薩 の 所 行 を 覚 知 せ ず 、 自 ら 「 所 得 し て いる 功徳 に よっ 
て 如 を 滅 度 し た 」 と いう 誤っ た 想い を 生じ て し まっ て ' 混 柴 」、 

「 燃 悩 の 寂 静 」 に 入っ て と ど ま っ て し まう 。( し か し 、) 

私 、 釈 迎 牟 尼 仏 が 他国 で 仏 に 成っ て 更に 釈 迎 牟 尼 仏 と は 異な る 名 
前 で も 、 こ の 人 は 、 「' 悪 を 滅 度 し た 」 と いう 誠 っ た 想い を 生じ て し 
まっ て いて 「『 混 人 繁 」、「 燃 悩 の 寂 静 」 に 入っ て と ど ま っ て し まっ て 
いて も 、 こ の 他国 で 仏 の 符 攻 を 求め て 、 こ の 経 を 聞く こと が で き 得 


仏 乗 に よっ て の み 、 真 の 「 悪 の 減 度 」 を 得る こと が で きる の で あ 


る 。 

( 仏 乗 以外 に ) 更 に 他 の 乗 は 無い の で ある 。 (実は 、 声 聞 素 、 独 覚 乗 
は 仏 乗 の 一 部 な の で ある 。) 

た だ し 、 諸 仏 の 「 方 便 」、 "便宜 的 な 方 法 」 の 説法 を 除く 。 

諸々 の 「 比 丘 」、「 出 家 者 」 よ 、 も し 仏 が 「 真 の 『 混 加 』、『 悪 
の 寂 滅 。 を も た ら す 時 が 到来 し た 」 と 自ら 知れ ば 、 


また 、 仏 の 弟子 達 も 、 ま た 、 清 浄 で 、 信 じ て 理 解す る 力 が 堅固 で 、 
「 空 くう の 法 」、「 仏 法 」 に 明らか に 通達 し て いて 、 禅 定 に 深く 入 
る こと が で きれ ば 、 
仏 は 、 諸 々 の 菩薩 、 お よび 、 声 間 達 を 集め て 、 菩 薩 、 独 覚 、 声 聞 の 
為 に 、 この 経 を 説く の で ある 。 

世間 に は 唯一 無 二 の 仏 乗 だ けが 存在 し て いて 、 仏 乗 に よっ て の み 
真 の 「 悪 の 滅 度 」 を 得る こと が で きる の で ある 。 

唯一 、 仏 乗 の み が 真 の 「 悪 の 滅 度 」 を 得 さ せる の で ある 。 

「 比丘 」、「 出 家 者 」 よ 、 ま さ に 、 知 る べき で ある 。 

仏 は 、「 方便 」、「 便 家 的 な 方 法 」 で 、「 則 生 」、「 生 者 」 の 性 
質 に 深く 入っ て 、 そ の 生 者 の 志 が 「 小 法 」、「 中 途 半 端 の 法 」、 

「 和 小 な 物 」 を 願っ て し まっ て いて 、 生 者 が 「 五 谷 」、「 五 感 の 欲 
望 」 に 深く 執着 し て し まっ て いる の を 知っ て 、 こ れ ら の 生 者 の た め 
に 、「『 混 難 」、「 燃 悩 の 寂 静 」 を 説く 。 

これ ら の 人 達 は 、「 湿 問 」 、「 炉 悩 の 寂 静 」 を 、 も し 聞け ば 、 倍 
遇 3 

SE し く 、 地 平 線 で 道 が 絶え て いて 果て が 見 え ず 、 無 人 
:G 恐ろし い 場 所 で ある 、 五 百 由 旬 も の 険しい 困難 な 悪 路 の 道 が 
あっ て 、 
この 道 を 通り 過ぎ て 、 珍 し い 宝 の 場所 へ 至る ろう と 欲す る 、 多 数 の 者 
達 が いて 、 
聡明 で 智 に 明らか に 通達 し て いて 、 険 し い 道 の 通じ て いた り 塞 
が っ て いた けり する 相 を 善く 知っ て いて 、 人 々 を 率い て 導い て 、 こ の 
難所 を 通り 過ぎ た いと 欲す る 、 一 人 の 導師 が いる よう な 物 な の で あ 
る 。 


率い られ て いる 人 々 は 、 途 中 で 、 怠 け て 、 心 を 後退 させ て 、 導 師 


に 喜 っ た 。 


が 不可 能 で す 。 
前 途 は 、 な お 遠い で す 。 
今 、 後 退 し て 、 元 に 戻り た いと 欲し ます 。 


導師 に は 諸々 の 「 方 便 」、「 便 宜 的 な 方 法 」 が 多数 あっ て 、 導 師 
は 、 こ の よう に 思っ た 。 


これ ら の 人 々 は 、 あ われ お むべ き 人 々 で 、 ど うし て 、 大 いな る 珍し 
い 宝 を 捨て て 、 後 退 し て 、 元 に 戻り た いと 欲す る の か ? 


導師 は 、 こ の よう に 思う と 、 「 方便 」、「 便 定 的 な 方 法 」 の 力 
で 、 険 し い 道 中 の 三 百 由 旬 を 過ぎ た あたり に 、 一 つの 仮 の 城 を 化 生 
させ て 作っ て 、 人 々 に 告げ て 吉 っ た 。 


あな た 達 、 怖 れる こと な か れ 。 

後退 し て 元 に 戻る こと な か れ 。 

今 、 こ の 大 いな る 城 の 中 で 休む こと が 可能 で あり 、 思 い 通 り に 休 
むこ と が で きる 。 

も し 、 こ の 城 に 入れ ば 、 快 く 安 穏 と な る こと が で き 得 る 。 

も し 前 進 し て 宝 の 場所 へ 至る こと が 可能 に な っ た ら 、 こ の 城 を 去 
る こと も 、 ま た 、 可 能 で ある 。 


この 時 、 疲 れ が 極限 に 達し て いた 人 々 は 、 心 が 大 い に 歓 喜 し て 、 
未だ か つて 無い こと を ほめ た た えて 、 吉 っ た 。 


私 達 は 、 今 、 こ の 悪 路 の 道 を 免れ て 、 快 く 安 穏 と な る こと が で き 
得る 。 


ここ で 、 人 々 は 、 前 進 し て 、 仮 の 城 に 入っ て 、「 婚 に 仏 土 へ 渡り 
終わ っ た 」 と いう 誠 っ た 想い を 生じ て し まっ て 、 安 穏 な 想い を 生じ 
た 。 


その 時 、 導 師 は 、 こ の 人 々 が 既に 休む お こと が で き 得 て 疲れ が 無く 
成っ た の を 知る と 、 仮 の 城 を 隠し て 、 人 々 に 語っ て 吉 っ た 。 


あな た 達 、 城 を 去っ て 、 来 な さい 。 

宝 の 場所 は 、 近 くに ある 。 

向こう の 大 いな る 城 は 、 私 が 化 生 させ て 作っ た 物 で 、 休 ませ る た 
め だ け の 物 な の で ある 。 


諸々 の 「 比 丘 」、「 出 家 者 」 よ 、 仏 も 、 ま た 、 同 様 な の で ある 。 
私 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 今 、 あ な た 達 の 為 に 、 大 いな る 導師 と 成っ 

て 、 諸 々 の 生死 の 炉 悩 と いう 悪 路 の 道 は 険しく 困難 で 長く 遠い が 、 
脱出 し て 去る べき で ある し 、 仏 土 へ 渡る べき で ある と 知っ て いる 。 
も し 「 箇 生 」、「 生 者 」 が 、 た だ 、 唯 一 の 仏 乗 を 聞け ば 、 仏 に ま 
みえ る こと を 欲し な いし 、 仏 に 親しみ 近づく こと を 欲し な い の で 、 
仏 は 、 こ の よう に 思っ た 。 


仏道 は 、 長 く 遠 く 、 長 い 間 、 精 動 し て 苦し み を 受け て 、 成 就 す る 
こと が で き 得 る の で ある 。 


仏 は 、 こ の 生 者 の 心 が 、 ひ る むし 、 弱 いし 、 下 劣 で ある の を 知っ 
て 、「 方 便 」、「 便宜 的 な 方 法 」 の 力 で 、 途 中 で 休ま せる た め に 、 
( 声 聞 素 と 独 覚 乗 と いう ) 二 つの 「 混 難 」、「 燃 悩 の 寂 静 」 を 説い 
た だ 。 

も し 「 軍 生 」、「 生 者 」 が ( 声 聞 素 と 独 覚 乗 と いう ) 二 つの 境地 に 
留まっ て し まっ た ら 、 仏 は 、 そ の 時 、 生 者 の 為 に に 、 こ の よう に 説 
4 


あな た 達 は 、 所 作 を 未だ わき まえ て いな い 。 

あな た 達 が 留まっ て いる ( 声 聞 乗 と 独 覚 乗 と いう ) 境 地 は 、 仏 の 鈴 
閣 に 近い の で ある 。 

得 て い る 「 混 各 」、「 燃 悩 の 寂 静 」 を 観察 し て 数 えて 量 れ ば 、 得 
て いる 「 混 山 」、「 燃 悩 の 寂 静 」 は 真実 の 「 混 加 」、「 悪 の 寂 滅 」 
で は な いと わか る は ず で ある 。 

声 聞 乗 と 独 覚 乗 と は 、 仏 が 「 方便 」、 便宜 的 な 方 法 」 の 力 で 、 
唯一 の 仏 乗 を 三 段 階 に 分 別して 説い た だ け の 物 な の で ある 。 

例え 話 の 導師 が 、 休 ませ る た め に 、 大 いな る 仮 の 城 を 化 生 させ て 
作っ た よう な 物 な の で ある し 、 
例え 話 の 導師 が 、 例 え 話 の 人 々 が 婚 に 休み 終わ っ て いる の を 知る 
と 、 例 え 話 の 人 々 に 告げ て 、 こ の よう に 吉 う よう な 物 な の で ある 。 


宝 の 場所 は 、 近 くに ある 。 
この 仮 の 城 は 、 真 実 の 物 で は な い 。 
私 が 、 仮 に 一 時 的 に 化 生 さ せ て 作っ た だ け の 物 な の で ある 。 


その 時 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 く けり 返し 、 こ の 意義 を 話し た いと 欲し 
て 、 詩 で 説い て 吉 っ た 。 


大 通 智 勝 仏 は 十 効 、 道 場 で ある 菩提 樹 の 下 で 学 禅 し た が 、 仏 法 は 
目前 に 現れ ず 、 仏 道 を 成就 する こと が で き 得 な か っ た 。 

諸々 の 天 人 、 龍 王 、 阿 修羅 達 な ど は 、 常 に 、 天 の 華 を 雨 の よう に 
降ら し て 、 こ の 大 通 智 勝 仏 に 捧げ た 。 

諸々 の 天 人 は 、 天 の 太鼓 を 打ち 鳴ら し た し 、 多 数 の 「 伎 楽 」、 

「 音楽 」 を 演奏 し た 。 

良い 香り の 風 が 、 し ぼん だ 華 を 吹き 飛ば し て 、 更 に 新しい 好い 華 
を 雨 の よう に 降ら し た 。 

大 通 智 勝 仏 は 、 十 小区 を 過ぎ 終わ る と 、 仏 道 を 成就 する こと が で 
き 得 た 。 

諸々 の 天 人 、 お よび 、 世 の 人 々 は 、 皆 、 心 が 踊 躍 し た 。 


この 大 通 罰 勝 仏 の 十 六 人 の 子 達 は 、 皆 、 そ の 千 万 億 人 の 閉 属 と 共 
に 、 大 通 罰 勝 仏 を 囲ん だ 。 
0 ョ 勝 仏 の 十 六 人 の 子 達 は 、 共 に 、 大 通 劉 勝 仏 の 所 へ 行っ て 至 
頭 を 大 通 罰 勝 仏 の 足 に つけ て 敬礼 し て 、 大 通 劉 勝 仏 が 「 法 輪 
を 転じ る こと 。、「 流 を 誤 く こと 」 を 講 い 願っ て 、 填 っ た . 


神聖 な る 獅子 で ある 仏 よ 、 法 と いう 雨 で 、 私 達 、 お よび 、 一 切 の 
生 者 を 満た し て くだ さい 。 

仏 に 会 う の は 、 と て も 難し い 。 

仏 は 、 と て も 長い 時 間 に 一 度 、 現 れる 。 

仏 は 、「" 群生 」、「 生 者 」 を 悟ら せる た め に 、 一 切 の も の を 岩 動 
させ る 。 


さて 、 東 方 の 諸 世 界 の 五 百 万 億 の 国 の 換 天 の 宮殿 を 、( 大 通 智 勝 
仏 の ) 光 が 照ら し た の は 、 未 だ か つて 無い こと で あっ た 。 

(東方 の ) 諸 々 の 苑 天 は 、 こ の 相 を 見 て 尋ね て 行っ て 、 大 通 智 勝 仏 
の 所 に 至っ て 、 天 の 華 を まき 散ら し て 捧げ て 、 ま た 、 宮 殿 を 捧げ 
て 、 大 通 智 勝 仏 に 「 法輪 を 転じ る こと 」、「 法 を 説く こと 」 を 請 い 
願っ て 、 詩 で 、 ほ め た た えた 。 

大 通 智 勝 仏 は 、 時 が 未だ 到来 し て いな いこ と を 知っ て いた の で 、 
請願 を 受け 入れ た が 、 上 黙っ て 学 祥 し て いた 。 

(東方 尺 外 の ) 三 方 、 お よび 、「 四 維 」、「 四隅 」 と 上 下 の 諸 々 の 
換 天 も 、 ま た 、 同 様 で 、 天 の 華 を まき 散ら し て 、 宮 殿 を 捧げ て 、 大 
通 智 勝 仏 に 「 法 輪 を 転じ る こと 」、「 法 を 説く こと 」 を 請 い 願っ 
で 。( 記 つた だ 。 


仏 に 会 うつ の は 、 と て も 難し い 。 

願わ くば 、 大 いな る 「 交 悲 」 ヽ 「 思い やり 」 KG 甘露 の よう に 甘 
い 法 へ の 門 を 広く 開い て 、 無 上 の 「 法 輪 を 転じ て くだ さい 」、「 法 
を 説い て くだ さい 」。 


無量 の 知恵 者 で ある 仏 の 、 大 通 胃 勝 仏 は 、 この 人 達 の 請願 を 受け 
入れ て 、 こ の 人 達 の 為 に 、 種 々 の 法 、「 四 諦 」 、「 十 二 因 緑 」 を 説 
いて 吉 っ た 。 


「 無明 」 か ら 「 老 死 」 へ 至る が 、「 老 死 」 の 原因 は 「 生 」 な の で 
ある 。 


この よう な 生 者 の 過ち 、 患 い を 、 あ な た 達 は 、 ま さ に 、 知 る べき 
で ある 。 


この 法 を 説い た 時 、 六 百 万 億 壇 の 者 達 は 、 諸 々 の 苦し み の 境 地 を 
無く し 尽く し て 、 皆 、 阿 殺 藻 に 成っ た 。 

第 二 の 説法 の 時 、 幾 干 万 も の 「 恒 ( 河 ) 沙 の よう な 」、「 ガ ンジ ス 
川 の 砂 の よう に 無数 な 」 者 達 も 、 ま た 、「 諸 法 」、「 全 て の も の 
を 「 受 」 し な いこ と に よっ て 、 阿 殺 漢 に 成る こと が で き 得 た 。 

これ より 後 、「 道 」、「 真 理 」 を 会 得 し た 者 の 数 は 量り 知れ な い 
ほど 無数 で 、 幾 万 億 支 、 数 えて も 、 最 後 ま で 数 える こと は 不可 能 な 
ほど で あっ た 。 

その 時 、 大 通 智 勝 仏 の 十 六 王子 は 、 出 家 し て 、「 沙 弧 」、「 未 成 
年 の 出家 者 」 と 成っ て 、 皆 、 共 に 、 こ の 大 通 因 勝 仏 に 大 乗 の 法 を 演 
説 す る こと を 請 い 願っ て 、 吉 っ た 。 


私 達 、 お よび 、 従 者 を 営ん で いる 人 達 は 、 皆 、 仏 道 を 成就 し た 
し 1。 
願わ くば 、 仏 の よう に 、 無 上 の 清浄 な 赴 眼 を 得 た い 。 


大 通 智 勝 仏 は 、 十 六 人 の 子 達 の 心 と 前 世 の 所 行 を 知っ て 、 無 量 の 
因縁 、 種 々 の 諸々 の 警 只 で 、「 六 波 比 蜜 」、 お よび 、 諸 々 の 神通 の 
事 を 説い た し 、 真 実 の 法 、 菩 薩 の 所 行 と 道 を 分 別して 、「 恒 ( 河 ) 沙 
の よう な 」、「 ガ ンジ ス 川 の 砂 の よう に 無数 な 」 詩 で ある 、 こ の 法 
華 経 を 説い た 。 

この 大 通 智 勝 仏 は 法華 経 を 説き 終わ る と 静か な 部 屋 で 禅定 に 入っ 
て 、 一 心 に 一 箇所 で 八 万 四 千 区 、 学 禅 し た 。 

この 諸々 の 十 六 沙 線 達 は 、 大 通 智 勝 仏 が 禅定 か ら 未 だ 出 て いな い 
の を 知っ て 、 幾 借 も の 量り 知れ な い ほ ど 無 数 の 生 者 達 の 為 に 、 仏 の 
無 上 の 智 頑 を 説い た し 、 各 々 法 座 に 党 っ て 、 こ の 大 乗 経 を 説い た 。 

六 沙 弧 は 、 大 通 智 勝 仏 の (肉体 の ) 死 後 、 仏 法 を 説い て 、 仏 法 の 
化 の 導き を 助け た 。 

十 六 沙 弧 の 各々 が 仏 土 へ 渡し た 諸々 の 「 衆生 」、「 生 者 」 は 、 六 
百 万 億 恒 河 沙 い た 。 

この 大 通 智 勝 仏 の (肉体 の ) 死 後 、 こ れ ら の 諸々 の 仏法 を 聞い た 者 
達 は 、 諸 々 の 仏 土 に いて 、 師 と 共に 生き た 。 

この 十 六 沙 弧 は 、 仏 道修 行 を 十分 に 備え て 、 今 現在 、 十 方 で 各々 
「 無 上 普遍 正 覚 を 成就 する こと が で き 得 て いる 」、「 仏 に 成る こと 
が で き 得 て いる 」。 

その 時 の 仏法 を 聞い た 者 達 は 各々 、 諸 仏 の 所 に いる 。 

それ ら の うち 、 声 聞 の 段階 に 較 ま っ て いる 者 達 は 、 仏 道 に よっ 
て 、 徐 々 に 教化 され て いく 。 

私 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 十 六 人 の 仏 達 の 数 に 入っ て いる の で ある 。 


か つて も 、 ま た 、 あ な た 達 の 為 に 、 説 法 し た の で ある 。 

この た め 、「 方 便 」、「 便 宜 的 な 方 法 」 で 、 あ な た 達 を 引き 入れ 
て 仏 の 智 疾 へ 向かわ せ て いる の で ある 。 

私 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 こ の 本 も と の 因縁 に よっ て 、 今 、 法 華 経 を 説 
いて 、 あ な た 達 を 仏 へ の 道 (、 仏 乗 ) へ 引き 入れ る の で ある 。 

慎 ん で 、 驚 き や 恐 れ を 懐く な か れ 。 

例え ば 、 遠 い 、 地 平 線 に 絶え て いて 果て が 見 えな い 、 有 毒 生 物 が 
多い 、 飲 食物 が 無い 、 人 に は 恐ろし い 場 所 で ある 、 険 し い 悪 路 の 道 
の よう な 物 な の で ある 。 

幾 千 万 も の 無数 の 人 達 が 、 こ の 険しい 道 を 通り 過ぎ よう と 欲し て 
いる 。 

その 道 は 、 と て も 空しく 、 長 い 。 

五 百 由 旬 の 道 を 通り 過ぎ た 先 に 、 一 人 の 導師 が いる 。 

導師 は 、 理 解 力 が 強い し 、 
智 二 が 有る し 、 
心 が 決定 的 に 、 は っ きり と し て いる し 、 
険しい 道 に いる し 、 
多数 の 困難 か ら 生 者 を 救う 。 

人 々 は 、 皆 、 疲 れ て 、 導 師 に 吉 っ た 。 


私 達 は 、 今 、 力 が 鈍 に ぶり 不足 し まし た 。( 疲 れ ま し た 。) 
ここ で 、 後 退 し て 、 元 に 戻り た いと 欲し ます 。 


導師 は 、 こ の よう に 思っ た 。 


この 人 々 は 、 と て も 、 あ われ むべ き 人 々 で 、 ど うし て 、 後 退 し 
て 、 元 に 戻り た いと 欲し て 、 大 いな る 珍し い 宝 を 失 お うと する の 
か ? 


導師 は 、 た だ ち に 、「 方便 」、「 便 宜 的 な 方 法 」 を 思い つい て 、 
神通 力 で 設け て 、 大 いな る 仮 の 城 を 化 生 させ て 作っ た 。 

仮 の 城 は 、 諸 々 の 建物 で 荘厳 に 飾ら れ て いる 。 

仮 の 城 の 周囲 に は 、 庭 園 の 林 が 有る 。 

仮 の 城 に は 、 水 路 の 流れ 、 お よび 、 水 浴び で きる 池 が ある 。 
仮 の 城 に は 、 何 重 も の 門 が ある 。 

仮 の 城 に は 、 高 い 建物 が ある 。 

男女 は 皆 、 仮 の 城 に 満た され た 。 

導師 は 、 こ の 仮 の 城 を 化 生 させ て 作り 終わ る と 、 人 々 を 慰め て 、 


吉 っ た 。 


問 れ る な か れ 。 
あな た 達 は 、 こ の 城 に 入っ て 、 韻 々 、 思 い 通 り に で きま す 。 


人 々 は 、 入 城 す る と 、 皆 、 心 が 大 い に 歓 喜 し て 、 安 穏 な 想い を 生 
じ て 、 上 自ら 、 誤 っ て 、 吉 っ た 。 


上 既に 仏 士 へ 渡り 終わ る こと が で き 得 た 。 
導師 は 、 人 々 が 休み 終わ っ た と 知る と 、 人 々 を 集め て 、 吉 っ た 。 


あな た 達 、 前 進 し な さい 。 

これ は 化 生 させ て 作っ た 仮 の 城 で し か な い の で す 。 

私 は 、 あ な た 達 の 疲れ が 極限 に 達し て 、 途 中 で 、 後 退 し て 、 元 に 
戻り た いと 欲す る 場面 を 見 まし た 。 

その た め 、「 方便 」、「 便 宜 的 な 方 法 」 の 力 で 、 仮 に 、 こ の 城 を 
化 生 さ せ て 作っ た の で す 。 

あな た 達 は 、 今 、 精 進 に 勤め て 、 共 に 、 宝 の 場所 へ 至り まし ょ 
つ 。 


私 、 釈 迎 年 尼 仏 も 、 ま た 、 同様 な の で ある 。 


私 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 一 切 の 生 者 の 導師 と 成っ て 、 諸 々 の 求道 者 
が 、 途 中 で 、 怠 け て 、 生 死 の 炉 悩 の 諸々 の 険しい 道 か ら 仏 土 へ 渡る 
こと が で き な い 1 場面 を 見 た 。 

その た め 、「 方便 」、「 便 宜 的 な 方 法 」 の 力 で 、 休 ませ る 為 に 、 
( 声 聞 乗 と 独 覚 乗 と いう 二 つ の ) 「 湿 山 」、「 燃 悩 の 寂 静 」 を 説い 
て 、 震 っ た 。 


あな た 達 は 、 苦 し み を 滅ぼし た 。 
所 作 を 皆 、 皮 に 、 わ きま えて いる 。 


仏 は 、 大 則 が 「 混 難 」、「 燃 悩 の 寂 静 」 に 到達 し て 皆 、 阿 殺 漢 を 
会 得 し た の を 知っ て 、 大 則 を 集め て 、 大 則 の 為 に 、 真 実 の 法 を 説 


Sa 

諸仏 は 、「 方 便 」、「 便宜 的 な 方 法 」 の 力 で 、( 唯 一 の 仏 乗 を 三 
段階 に ) 分 別して 、 三 乗 と 説く 。 

し か し 、 実 は 、 唯 一 の 仏 乗 だ けが 存在 する の で ある 。 

休ま せる 場所 、 境 地 と する た め に 、 声 聞 素 と 独 覚 乗 と いう 二 つ を 
説い た の で ある 。 

今 、 あ な た 達 の 為 に 、 真 実 を 説く 。 


あな た 達 が 得 て い る 「 混 難 」、「 燃 悩 の 寂 静 」 は 、 真 実 の 悪 の 滅 
で は な い の で ある 。 

仏 の 一 切 の 智 吉 の 為 に 、 ま さ に 、 大 い に 精 進 す る 心 を 起こ すべ き 
で ある 。 

あな た 達 、 仏 の 一 切 の 智 需 、「 十 力 」 な どの 仏法 を 証し て 、 仏 の 
三 十 二 相 を 備え た ら 、( 仏 に 成っ た ら 、) そ れ が 、 真実 の 悪 の 滅 な の 
で ある 。 

諸仏 と いう 導師 は 、 休 ませ る 為 に 、「 混 山 」、「 燃 悩 の 寂 静 」 を 
説く の で ある 。 

諸仏 は 、 大 衆 が 皮 に 、 こ の 「 混 難 」、「 類 悩 の 寂 静 」 で 休み 終 
わっ た の を 知る と 、 仏 の 智 導 へ と 引き 入れ る の で ある 。 


五 白 各 子 受 記 器 HH 


その 時 、 富 楼 那 統 多 鈴 尼 子 は 、 釈 迎 年 尼 仏 より 、 こ の 智 二 の 「 方 
便 」、「 便 官 的 な 方 法 」 の 「 随 宜 の 」、「 相 手 に 応じ た 」 説法 を 聞 
いて 、 
また 、( 釈 迎 牟 尼 仏 が 、) 諸 々 の 大 いな る 弟子 に 、「 阿 粗 多 比 三 革 三 
菩提 の 記 を 授け た 」、「 仏 に 成 れ る 予 吉 を 授け た 」 の を 聞い て 、 
また 、 前 世 の 因 縁 の 事 を 聞い て 、 
また 、 諸 仏 が 有 し て いる 大 い に 自 在 な 神通 の 力 に つい て 聞い て 、 
心 が 未 曽 有 に な る こと を 得 て 、 心 が 清浄 に な っ て 下 躍 し て 、 

座 よ り 起 立 し て 、 釈 通年 尼 仏 の 前 に 行っ て 、 頭 を 釈 迎 牟 尼 仏 の 足 に 
つけ て 敬礼 し て 、 座 に 戻っ て 、 釈 迎 牟 尼 仏 の 御 尊 顔 を 仰ぎ 見 て 、 目 
を 一 時 も 離さ ず 、 こ の よう に 思っ た 。 


世 尊 (、 仏 ) は 、 と て も 特別 に 優れ て いる し 、 行 い が 希 有 で ある 。 
( 仏 は 、) 世 間 の 生 者 の 、 い くつ か の 「 種 性 」、「 素質 」 に 応じ 
て 、「 方 便 」、「 便 宣 的 な 方 法 」 の 知見 に よっ て 、 生 者 の 為 に 説法 
し て 、「 上 箇 生 」、「 生 者 」 を 色々 な も の へ の 條 欲 な 執着 か ら 抜け 出 

させ る 。 
私 達 は 、 仏 の 功徳 を 、( 厳 密 に は ) 吉 い 表 すこ と が 不可 能 で ある 。 
仏 だ けが 、 私 達 の 心 の 奥深 く の 本 も と の 願い を 知る こと が 可能 な 
の で ある 。 


その 時 、 釈 迎 年 尼 仏 は 、 諸 々 の 「 比 丘 」、「 出 家 者 」 に 告げ た 。 


あな た 達 は 、 こ の 富 楼 那 弥 多 殺 尼 子 が 見 える か ? 否 か ? 

私 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) は 、 常 に 、 こ の 富 楼 那 を 、「 読法 する 人 の 中 
で 、( 奴 借 さ が ) 最 も 第 一 で ある 」 と 、 ほ め た た える 。 

また 、( 私 、 釈 迎 御 尼 仏 は 、) 常 に 、 こ の 富 楼 那 の 種々 の 功徳 を ほ 
め た た える 。 

( 冨 楼 那 は 、) 私 (、 釈 迎 年 尼 仏 ) の 仏法 に 精勤 的 で ある し 、 私 (、 釈 
通 牟 尼 仏 ) の 仏法 を 破 ら ず 護 っ て 保持 し て 、 補 助 し て 説明 する 。 

( 富 楼 那 は 、)「 四 衆 」、「 出 家 者 の 男女 と 在家 信者 の 男女 」 に 、 

「 示 教 利 喜 」、「 教示 し て 鼓 婦 し て 喜ば せる こと 」 が 可能 で ある 。 

( 冨 楼 那 は 、) 仏 の 正しい 法 を 十分 に 備え て 、( 正 し く ) 解 釈 し て 、 
大 い に 、 同 じ 仏 道修 行者 に 利益 を も た ら す 。 

仏 以 外 に 、 こ の 富 楼 那 の 吉 褒 の 雄 借 さ の よう に 奴 弁 に 説明 し 尽く 
せる 者 は いな い )。 

あな た 達 、「 富 楼 那 は 、 た だ 、 私 (、 釈 錠 牟 尼 仏 ) の 仏法 を 破 ら ず 
護っ て 保持 し て 、 補 助 し て 説明 する こと が 可能 な だ け で ある 」 と 思 


うな か れ 。 

( 富 楼 那 は 、) 過 去 、 九 十 億 の 諸仏 の 所 で も 、 ま た 、 仏 の 正しい 法 
を 破 ら ず 護 っ て 保持 し て 、 補 助 し て 説明 し て きた 。 

( 富 楼 那 は 、) こ の 九 十 億 の 諸仏 の 所 で 説法 する 人 の 中 で も 、 ま 
た 、( 奴 借 さ が ) 最 も 第 一 で あっ た 。 

また 、( 富 楼 那 は 、) 諸 仏 の 所 説 の 空く うつ の 法 を 、 明 ら め て 通達 し 
て いる 。 

( 富 楼 那 は 、) 「 法 無 礎 智 、 義 無 人 因 、 辞 無 厩 劉 、 楽 説 無 刀 智 」 と 
いう 「 四 無 礎 智 」 を 得 て い る 。 

( 冨 楼 那 は 、) 明 ら か に 、 清 浄 に 、 説 法 す る こと が で きる 。 

( 富 楼 那 に は 、) 疑 惑 が 無い 。 

( 富 楼 那 は 、) 菩 薩 の 神通 の 力 を 十分 に 備え て いる 。 

( 富 楼 那 は 、) そ の 寿命 に 応じ て 、 常 に 、 仏 道修 行 し て き て いる 。 

この 九 十 億 の 諸仏 の 世 の 人 々 は 、 こ と ご と く 皆 、「 こ の 人 (、 前 
世 の 富 楼 那 ) が 、 真 実 の 声 聞 な の で ある 」 と 思っ た 。 

富 楼 那 は 、 こ の 「 方 便 」、「 便 宜 的 な 方 法 」 に よっ て 、 幾 百 、 畿 
千 も の 量り 知れ な い ほ ど 無 数 の 「 軍 生 」、「 生 者 」 に 利益 を も た ら 
し て いる 。 

また 、( 富 楼 那 は 、) 幾 阿 僧 祇 も の 量り 知れ な い ほ ど 無 数 の 人 々 
に 、「 阿 艇 多 殺 三 租 三 菩提 」、「 無 上 普遍 正 覚 」 を 求め る 心 を 奮 必 
る い 立 た せ て いる 。 

( 富 楼 那 は 、) 仏 国土 を 清光 に する た め に 、 常 に 、「 仏 事 」、「 仏 
の 行い 」 を 行 お こ な っ て 、「 軍 生 」、「 生 者 」 を 教化 する 。 

諸々 の 「 比 丘 」、「 出 家 者 」 よ 、 富 楼 那 は 、 ま た 、「 過去 七 仏 」 
の 時 代 の 説法 する 人 の 中 で も 、( 奴 人 弁 さ で ) 第 一 位 を 得 て い た 。 

富 楼 那 は 、 ま た 、 私 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) の 所 で 説法 する 人 の 中 で も 、 
( 奴 弁 さ が ) 第 一 な の で ある 。 

( 富 楼 那 は 、)「 賢 交 」 の 中 の 未来 の 諸仏 の 時 代 の 説法 する 人 の 中 
で も 、 ま た 、( 奴 弁 さ が ) 第 一 な の で ある 。 

そし て 、( 富 楼 那 は 、)「 賢 区 」 の 未来 の 諸仏 の 皆 の 所 で 、 仏 法 を 
破 ら ず 護 っ て 保持 し て 、 補 助 し て 説明 する 。 

また 、( 富 楼 那 は 、) 未 来 、 無 限 な ほど 量り 知れ な い ほ ど 無 数 の 諸 
仏 の 仏法 を 破 ら ず 護 っ て 保持 し て 、 補 助 し て 説明 し て 、 量 けり 知れ な 
い ほ ど 無 数 の 「 衆 生 」、「 生 者 」 を 教化 し て 利益 を も た らし て 、 

「 阿 多 殺 三 革 三 菩提 」、「 無 上 普遍 正 覚 」 を 求め る 心 を 奮 ふ る い 
立た せる 。 

( 富 楼 那 は 、) 仏 国土 を 清光 に する た め に 、 常 に 、 精 進 に 勤め て 、 
「 衆生 」、「 生 者 」 を 教化 し て 、 徐 々 に 、 菩 薩 の 道 を 十分 に 備え 


レヒ? 
( 富 楼 那 は 、) 幾 阿 僧 祇 も の 量り 知れ な い ほ ど 無 数 の 区 を 過ぎ る 


と 、 ま さ に 、 こ の 仏 国 土 で 、「 阿 旨 多 殺 三 革 三 菩提 」、 ' 無 上 普遍 
正 覚 」 を 得 て 、 法 明 仏 と 吉 つ 秒 号 の 仏 に な る 。 

その 法 明 仏 は 、 幾 恒 河 沙 も の 「 三 千 大 千世 界 」 を 一 つの 仏 国 土 と 
する 。 

( 法 明 仏 の 仏 国 土 は 、) 「 七宝 」、「 七 種類 の 宝 」 を 地 と する 。 

地 は 、 手 の ひら の よう に 、 平 ら で あ る 。 

山 と 丘 、 谷 、 溝 みぞ 、 穴 が 無い 。 

「 七 室 」、「 七 種類 の 宝 」 の 「 台 観 」、「 高 い 建 物 」 が 、 そ の 公 
国土 の 中 に 、 満 ち て いる 。 

諸々 の 天 人 の 宮殿 は 、 虚 宇 の 近く に ある 。 

人 と 天 人 は 、 交 流し て 接する こと が で き て 、 両 方 と も 、 相 互 に 見 
合う こと が で き 得 る 。 

諸々 の 「 悪 道 」、「 悪 事 」 が 無い 。 

また 、 女 性 が いな い 。( 男 尊 女 呼 で は な い 。) 

( 法 明 仏 の 仏 国土 の ) 一 切 の 「 胃 生 」、「 生 者 」 は 皆 、「 化 生 」 で 
ある し 、( 悪 い ) 性 欲 が 無い し 、 大 神通 を 得る し 、 身 か ら 光 明 を 放出 
する し 、 飛 行 が 自在 で ある し 、 志 、 意 思 が 堅固 で ある し 、 精 進 す る 
し 、 久 寺 が ある し 、 あ まね く 皆 、(1(^〈 の よう な ) 金 色 ( の 身 ) で ある 
し 、( 仏 の よう な ) 三 十 二 相 で 自身 を 荘厳 に 飾る 。 

その 法 明 仏 の 仏 国 土 の 「 則 生 」、「 生 者 」 は 、 常 に 、 二 つの 物 を 
食べ 物 、 糧 と する 。 

ー フ 目 は 、「 法 喜 」 、「 仏法 に よる 喜び 」 を 食べ 物 、 糧 と する 。 

ニ つ 目 は 、「 禅 悦 」、「 禅定 に よる 喜び 」 を 食べ 物 、 糧 と する 。 

幾 阿 僧 祇 干 万 億 那由 他 も の 量り 知れ な い ほ ど 無 数 の 諸々 の 菩薩 達 
が いて 、 大 神通 と 、「 法 無 礎 留 、 義 無 礎 留 、 辞 無 礎 罰 、 楽 説 無 条 
持 」 と いう 「『 四 無 確 留 」 を 得る し 、 善 く 「 軍 生 」、「 生 者 」 を 教化 
する こと が 可能 で ある 。 

その 法 明 仏 の 声 間 達 は 、 人 数 を 数 えて 知る こと が 不可 能 で 、 皆 、 
「 三 明 六 通 」、 お よび 、「 八 解脱 」 を 得 て 、 十 分 に 備え て いる 。 

その 法 明 仏 の 仏 国土 に は 、 こ れ ら の よう な 無量 の 功徳 が 有 っ て 、 
( 仏 国土 を ) 荘 厳 に 飾る し 、( 富 楼 那 で ある 法 明 仏 の 願い を ) 成 就 す 
る 。 
( 法 明 仏 の ) 区 の 名 前 は 、 宝 明 で ある 。 

( 法 明 仏 の ) 仏 国土 の 名 前 は 、 善 津 で ある 。 
その 法 明 仏 の 寿命 は 、 幾 阿 僧 祇 部 も の 量り 知れ な い ほ ど 無 数 の 友 
で ある 。 

法 明 仏 に よる 仏法 は 、 と て も 長い 間 、 仏 国土 に 住ん で 留まる 。 

法 明 仏 の ( 仮 の 身 の ) 死 後 、「 七宝 」、「『 七 種類 の 宝 」 の 塔 が 建て 
られ て 、 そ の 仏 国 土 に に 、 あ まね く 満 ちる 。 


その 時 、 世 尊 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) は 、 く り 返 し 、 こ の 意義 を 話し た い 
と 欲し て 、 詩 で 説い て 吉 っ た 。 


諸々 の 「 比 丘 」、「 出 家 者 」 よ 、 明 ら か に 、 聴 き な さ い 。 

仏 の 子 の 行い と は 、 善 く 、「 方便 」、「 便 宜 的 な 方 法 」 を 学ぶ こ 
と な の で ある 。 

その た め 、( 人 4 の 行い 、 仏 の 子 の 行い は ) 不 可 思 議 な の で ある 。( 俗 
人 に は 思考 する こと が 不可 能 な の で ある 。) 

(諸々 の 菩薩 は 、) 「 箇 生 」、「 生 者 」 が 、「 小 法 」、「 中 途 半端 
の 法 」、「 笠 小 な 物 」 を 願っ て 、( 公 の) 大 いな る 久 癌 を (得る た め に 
仏 に な る た め に 修行 する こと を ) 恐 れ て し まう の を 知っ て いる 。 

この た め 、 諸 々 の 菩薩 は 、 声 聞 や 「 縁 覚 」、「 独 覚 」 に 成っ て 、 
無数 の 「 方 便 」、 便宜 的 な 方 法 」 で 諸々 の 「 則 生 」、「 生 者 」 を 
化し て 導い て 、 自 ら 、 こ の よう に 説く の で ある 。 


この 声 間 の 段階 の 者 は 、 仏 道 か ら 、 と て も 遠く 離れ 去っ て し まっ 
て いる の で ある 。 


菩薩 は 、 量 り 知 れ な い ほ ど 無 数 の 「 衆 生 」、「 生 者 」 を 皆 こ と ご 
と く 、 仏 土 へ 渡し て 解脱 させ て 、 仏 道 を 成就 させ る こと が で き 得 
る 。 
( 生 者 が ) 和 小 な 物 を 欲し て いて 怠け て いて も 、( 菩 薩 は 、) 徐 々 
に 、 ま さ に 、( 生 者 を ) 仏 に 成ら せる こと が で きる 。 

(菩薩 は 、) 内 に 、 菩 薩 の 行い を 秘め て 、 外 に は 、 「 声 聞 で ある 
と 現す 。 

(菩薩 は 、) 少 谷 で 、 生 死 を 嫌い 、 実 に 、 自 ら 、 仏 国土 を 清浄 に す 


る 。 

(菩薩 は 、 悪 の 例 と し て 、) 「 三 毒 」 が 有る こと を 「 軍 生 」、「 生 
者 」 に 示す 。 

また 、( 菩 薩 は 、 悪 の 例 と し て 、) 邪 悪 な 見 解 の 「 相 」、「 外 見 
を 現す 。 

私 、 釈 迎 牟 尼 仏 の 弟子 は 、 こ の よう な 「 方便 」、「 便 宜 的 な 方 
法 」 で 、「 軍 生 」、「 生 者 」 を 仏 土 へ 渡す 。 

も し 私 、 釈 通年 尼 仏 が 「 現 化 」、「 仏 や 菩薩 が 生 者 を 救う た め に 
色々 な 姿 に 変 興 し て 、 こ の 世に 出現 する こと 」 を 十分 に 備え て 説い 
た ら 、「 軍 生 」 、「 生 者 」 は 、 こ の 「 現 化 」 を 聞け ば 、 心 に 疑惑 を 
懐い て し まう 。 

今 、 こ の 富 楼 那 は 、 昔 、 千 億 の 仏 の 所 で 、 仏 の 行い を 修行 する こ 
と に 勤め て 、 諸 々 の 仏法 を 説い て 破 ら ず 護 っ て 、 無 上 の ( 仏 の ) 智 未 
を 探求 し て き て いる た め 、 諸 々 の 仏 の 所 で 、 上 位 の 仏 の 弟子 と し 


て 、 こ の 世に 出現 する 。 

( 冨 楼 那 は 、) 仏 法 を 多数 、 見 聞き し て 学ん で いる 。 

( 富 楼 那 に は 、) 智 堪 が 有る 。 

( 富 楼 那 の ) 所 説 に は 、 恐 れる 所 が 無い 。 

( 富 楼 那 は 、)「 衆生 」、「 生 者 」 を 喜ば せる こと が 可能 で ある 。 

( 富 楼 那 は 、) 仏 の 行い を 補助 し て 、 未 だ か つて 疲れ た り けり 飽き た けり 
し た こと が 無い 。 

( 富 楼 那 は 、) 大 いな る 神通 に 到達 し て いる 。 

( 冨 楼 那 は 、) 「 法 無 礎 智 、 義 無 人 因 、 辞 無 厩 智 、 楽 説 無 刀 智 」 と 
いう 「 四 無 智 」 を 備え て いる 。 

( 冨 楼 那 は 、)「 衆生 」 、「 生 者 」 の 「 根 」、「 能 力 」 の 利発 、 愚 
鈍 を 知る こと が で き る 。 

( 冨 楼 那 は 、) 常 に 、 清 浄 な 仏法 を 説い て いる 。 

( 富 楼 那 は 、) こ の (法華 経 の ) よ うな 意義 を 広く 説い て 、 幾 千 億 も 
の 諸々 の 「 衆 生 」、「 生 者 」 を 教え て 「 大 乗法 」 に 安住 させ て 、 自 
ら は 仏 国 土 を 清浄 に する 。 

( 富 楼 那 は 、) 未 来 で も 、 ま た 、 量 けり 知 れ な い ほ ど 無 数 の 仏 に 捧げ 
も の を 捧げ て 、 正 し い 仏 法 を 破 ら ず 護 っ て 補助 し て 説い て 、 ま た 、 
自ら は 仏 国土 を 清浄 に する 。 

( 富 楼 那 は 、) 常 に 、 諸 々 の 「 方 便 」、「 便 宜 的 な 方 法 」 で 説法 し 
て 、 恐 れる 所 が 無く 、 無 数 の 「 衆 生 」、「 生 者 」 を 仏 土 へ 渡す 。 

( 富 楼 那 は 、)「 一 切 智 」 を 成就 する 。 

( 富 楼 那 は 、) 諸 仏 に 捧げ も の を 捧げ る 。 

( 冨 楼 那 は 、) 仏 法 、「 宝蔵 」 、「 宝 に 満ち て いる 蔵 に 例え られ る 
仏 の 教え 」 を 破 ら ず 護 っ て 保持 する 。 

( 富 楼 那 は 、) そ の 後 、 法 明 仏 と 吉 う 称号 、 名 前 の 仏 に 成る 。 

その 仏 国 土 の 名 前 は 、 善 浄 で あり 、「 七 宝 」、「 七 種類 の 宝 」 で 
合成 され て いる 。 

却 の 名 前 は 、 宝 明 で ある 。 

菩薩 達 が 、 と て も 多く 、 そ の 人 数 は 幾 億 も の 量り 知れ な い ほ ど 無 
数 で あり 、 皆 、 大 いな る 神通 に 到達 する し 、 威 徳 の 力 を 十分 に 備え 
る し 、 そ の 仏 国 土 に 満ち る 。 

声 聞 も 、 ま た 、 無 数 で あり 、「 三 明 」 、「 八 解脱 」 、「 四 無 大 
智 」 を 得る 。 

(大 いな る 神通 に 到達 し 威 徳 の 力 を 十分 に 備え た 菩薩 か 、「 三 
明 」、「 八 解脱 」、「 四 無 大 」 を 得 た 声 聞 )、 こ れ ら の 者 達 を ( 真 
実 の ) 僧 と する 。 

その 仏 国 土 の 諸々 の 「 則 生 」、「 生 者 」 は 、 皆 、 婚 に 、( 悪 い ) 性 
欲 を 断っ て いる し 、 純 一 で ある し 、 化 生 で あり 、( 仏 の よう な ) 三 十 
二 相 で 自身 を 荘厳 に 飾る 。 


「 法 喜 」、「 仏 法 に よる 喜び 」 と 、 「 禅 悦 」、「 禅 定 に よる 喜 
び 」 を 食べ 物 、 糧 と し て 、 更 に 他 の 物 を 食べ よう つ と いう 想い が 無 
し 1。 

女性 が いな い 。( 男 尊 女 呼 で は な い 。) 

また 、 諸 々 の 「 悪 道 」、「 悪 事 」 が 無い 。 

富 楼 那 は 、 功 徳 を 、 こ と ご と く 完 成 し て 、 ま さ に 、 こ の よう な 
「 浄 士 」、「 公 国土 」 を 得る 。 

賢者 、 聖 者 達 が 、 と て も 多い 。 

この よう な 事 が 、 量 けり 知れ な い ほ ど 無 数 で あり 、 私 、 釈 迎 御 尼 仏 
は 、 今 、 簡 略し て 説い た だ け な の で ある 。 


その 時 、 千 ニニ 百人 の 心 が 自 在 な 者 で ある 阿 殺 漢 は 、 こ の よう に 
7 た だ 。 


私 達 は 、 喜 ん で 、 心 が 未 曽 有 に な る こと を 得 た 。 

も し 世 困 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) が 、 他 の 大 いな る 弟子 の よう に 、 私 達 、 
阿 維 涯 の 各々 に も 「 授 記 」、 「 仏 に 成 れ る 予 訓 」 を し て くれ た ら 快 
く な れる の で は な いか ? 


釈 迎 年 尼 仏 は 、 こ れ ら の 千 二 百人 の 阿 維 漢 の 心 の 思い を 知っ て 、 
摩 詞 周 葉 に 告げ た 。 


この 千 二 百人 の 阿 弘 漢 に 、 私 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 今 、 ま さ に 、 目 の 
前 で 、 順 番 に 、「 阿 彰 多 色 三 各 三 菩提 の 記 を 授け 所 える 」、「 仏 に 
成 れ る 予 吉 を 授け 司 え る 」 。 

この 阿 殺 漢 達 の 中 の 、 私 、 釈 迎 御 尼 仏 の 大 いな る 子 、( 阿 若 ) 情 
陳 如 は 、 ま さ に 、 六 万 二 千 億 人 の 仏 に 捧げ も の を 捧げ て 、 そ の 後 、 
普 明 仏 と 吉 つ 称号 の 仏 に 成る こと が で き 得 る 

五 百 人 の 阿 比 漢 、 

優 楼 頻 螺 迎 葉 、 
伽耶 迎 葉 、 
那 提 辺 葉 、 

迎 留 陀 夷 、 
優 陀 夷 、 

阿 |」 楼 駄 、 

離 婆 多 、 

革 加 那 、 
薄 拘 殺 、 
周 陀 、 
沙 伽 陀 な ど は 、 


皆 、 ま さ に 、 普 明 仏 と 吉 う 同一 の 称号 、 名 前 の 仏 と 成る こと が で き 
得る 。 


その 時 、 世 尊 、 釈 迎 御 尼 仏 は 、 く り 返 し 、 こ の 意義 を 話し た いと 
欲し て 、 詩 で 説い て 吉 っ た 。 


( 阿 若 ) 恒 陳 如 は 、 ま さ に 、 量 けり 知れ な い ほ ど 無 数 の 仏 に まみ え 
て 、 阿 僧 祇 益 を 過ぎ て 、「『 等 正 覚 。、『 無 上 普遍 正 覚 』 を 成就 す 
る 」、「 仏 に 成る 」。 

( 阿 若 情 陳 如 で ある 仏 は 、) 常 に 、 大 いな る 光明 を 放つ 。 

( 阿 若 情 陳 如 で ある 仏 は 、) 諸 々 の 神通 を 十分 に 備え て いる 。 

( 阿 若 情 陳 如 で ある 仏 の ) 名 声 は 、 十 方 に に 、 あ まね く 聞 こえ る こと 
に な る 。 

( 阿 若 恒 陳 如 で ある 仏 は 、) 一 切 の 生 者 に 散 わ れる こと に な る 。 

( 阿 若 情 陳 如 で ある 仏 は 、) 常 に 、 無 上 の 仏道 を 説く 。 

その た め 、 普 明 仏 と いう 称号 な の で ある 。 

その 普 明 仏 の 仏 国土 は 清浄 で ある 。 

普 明 仏 の 菩薩 達 は 皆 、 勇 猛 で ある 。 

( 普 明 仏 の 菩薩 達 は 、) こ と ご と く 、 妙 な る 立派 な 高い 建物 に 昇 
る 。 
( 普 明 仏 の 菩薩 達 は 、) 諸 々 の 十 方 の 仏 国 土 を 巡っ て 、 無 上 の 捧げ 
物 を 諸仏 に 捧げ る 。 

( 普 明 仏 の 菩薩 達 は 、) こ の よう に 捧げ 終わ る と 、 心 に 大 いな る 喜 
び を 懐い て 、「 須 肉 に 」、「 瞬 時 に 」、 本 国 へ 帰還 する 。 

( 普 明 仏 の 菩薩 達 に は 、) こ の よう な (瞬間 移動 の ) 神 通 力 が 有る 。 

普 明 仏 の 寿命 は 、 六 万 効 で ある 。 

普 明 仏 の 正法 は 、 普 明 仏 の 寿命 の 倍 、 仏 国土 に 住ん で 留まる 。 

普 明 仏 の 像 法 も 、 ま た 、 正 法 の 倍 、 仏 国土 に 住ん で 留まる 。 

( 阿 若 恒 陳 如 で ある ) 普 明 仏 の 仏法 が 姿 を 隠す と 、 天 人 、 人 は 憂 

間 軸 RS 順番 に 、 ま さ に 、 普 明 仏 と 吉 つ 同じ 称号 の 仏 
に 成る 。 

五 百 人 の 阿 維 漢 は 、「 転 次 し て 」、「 転 々 と 次 々 と 」、 こ の よう 
に 「 授 記す る 」、「 仏 に 成 れ る 予 吉 を する 」。 


私 の ( 仮 の 身 の ) 死 後 、 誰 々 は 、 ま さ に 、 仏 に 成る 。 

その 公 に 化 さ れ て 導 か れる 世界 、 仏 国土 も 、 ま た 、 私 の 今日 の 仏 
国土 の 荘厳 な 清浄 の よ つ に な る 。 

また 、 そ の 仏 の 諸々 の 神通 力 、 菩 薩 達 、 声 聞 達 、 正 法 お よび 像 
法 、 寿 命 の 長短 も 、 皆 、 前 述 の 所 説 の よ つ に (私 の 今日 の よう に ) な 


る 。 


( 摩 詞 ) 迎 葉 よ 、 あ な た は 、 す で に 、 五 百人 の 心 が 自 在 な 者 で ある 
阿 維 漢 ( の 仏 に 成る 未来 ) を 知っ た こと に な る 。 

他 の 諸々 の 声 聞 達 も 、 ま た 、 ま さ に 、 同 様 に ( 仏 に ) 成 る 。 

この 集会 に 不在 な 者 達 に は 、 あ な た (、 迎 葉 ) が 、 ま さ に 、 そ の 者 
達 の 為 に 、( 仏 に 成 れ る 予 吉 を ) 説 き な さ い 。 


その 時 、 五 百人 の 阿 弘 漢 は 、 釈 迎 牟 尼 仏 の 前 で 、「 記 」、「 仏 に 
成 れ る 予 喜 」 を 受け て 得 て 終 わる と 、 喜 ん で 、 心 が 踊 躍 し て 、 座 よ 
り 起 立 し て 、 釈 迎 牟 尼 仏 の 前 に 進み 出 て 、 頭 を 釈 迎 牟 尼 仏 の 足 に つ 
け て 敬礼 し て 、「 悔 過 し て 」、「 悔 い 改 め て 」、 こ の よう に 自ら を 
責め た 。 


世 豊 、 釈 迎 牟 尼 仏 よ 、 私 達 は 、 常 に 、 こ の よう に 自ら 思っ て し 
まっ て いま し た 。 


眺 に 、 最 終 的 な 究極 的 な " 減 度 」 を 得 た 。 


(し か し 、) 今 、「 この よう に 思う 者 は 無知 者 の よう な 者 で ある 
と 知り まし た 。 

理由 は 何 か ? (と 吉 う と 、) 

私 達 は 、 仏 の 智 導 を 得る 必要 が 有り ます 。 

し か し 、( 今 まで は 、) 自 ら 、「 小 智 」 、「 中 途 半端 の 智 款 」 、 

「 和 小 な 智 裁 」 で 「 満 ち 足り て いる 」 と し て し まっ て いま し た 。 
世 尊 、 釈 迎 年 尼 仏 よ 、 例 えば 、 あ る 人 が 親友 (で ある 仏 ) の 家 へ 
行っ て 、 酒 に 酔っ て し まっ て 、 眠 けり 込 ん で し まっ て いる よう な 物 な 

の で す 。 

この 時 、 親 友 は 、 公 務 の た め 、 値 段 が つけ られ な い ほ ど 貴 重 な 宝 
玉 を 、 そ の 、 あ る 人 の 衣 の 内 側 に 結び 付け て 、 宝 玉 を 上 提 え て 、 去 っ 
て 行き まし た 。 

その 、 あ る 人 は 、 酔 っ て し まっ て いて 、 有 眠り 込ん で し まっ て い 
て 、 全 く 、 覚 知 し て いま せん で し た 。 

ある 人 は 、 起 きる と 、 巡 っ て 、 他 国 へ 行っ て 、 衣 食 の た め に 、 つ 
と め て 、 人 衣食 を 求め まし た 。 

ある 人 は 、 と て も 大 い に 困 難し て 苦悩 し まし た 。 

も し 少し で も 所 得 が 有 れ ば 、「 満 ち 足り て いる 」 と し て いま し 
圧 。 

後に 、 親 友 は 、 あ る 人 と 会 い 、 こ の 状況 を 見 て 、 こ の よう に 吉 い 
まし た 。 


患 か で ある か な 。 

一 人 前 の 人 で ある の に 。 

どう し て 、 衣 食 の 為 に 、 こ の よう な 状況 に 至っ て し まっ た の か ? 
私 は 、 昔 、 あ な た に 安楽 を 得 さ せ た い 、 五 欲 を 思い 通り に させ た 
いと 欲し て 、 何 々 年 何々 月 何々 日 に 、 値 段 が つけ られ な い ほ ど 貴 重 
な 宝玉 を あな た の 衣 の 内 側 に 結び 付け た の で す 。 

その た め 、 今 も 、( 宝 玉 が 、 あ な た の 診 の 内 側 に ) 現 に 存在 し て い 
ます 。 

し か し 、 あ な た は 、 知 ら ず に 、 労 苦し て 、 有 憂い 悩ん で 、 自 力 で 生 
活 し よう と 求め て し まい まし た 。 

と て も 思 か で す 。 

あな た は 、 今 、 こ の 宝玉 を 売っ て 、 常 に 、 思 い 通 り に 、 欠乏 が 無 
いよ うに し な さい し いい 。 


仏 も 、 ま た 、 同 様 な の で す 。 

菩薩 と 成っ て いた 時 、 私 達 を 教化 し て 、 私 達 に 仏 の 「 一 切 劉 」 を 
求め る 心 を 起こ させ まし た 。 

し か し 、 す ぐに 、 忘 れ て し まっ て 、 知 覚 せ ず 、 阿 維 漢 を 得 て 、 こ 
の よう に 自ら 思っ て し まい まし た 。 


「 滅 度 」 し 終え た 。 


生き る の に 困難 し て 苦労 し て いる の に 、 少 し の 物 を 得 て 「 満 ち 足 
けり て いる 」 と し て し まっ て いま し た 。 

仏 の 「 一 切 智 」 を 求め る 願い は 、 な お 、 存 在 し て いて 、 失 っ て い 
ませ ん で し た 。 

今 、 世 尊 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 私 達 を 悟ら っ せ て 、 こ の よう に 吉 っ て く 
れ ま し た 。 


諸々 の 「 比 丘 」、「 出 家 者 」 よ 、 あ な た 達 の 得 て い る 物 は 、 最 終 
的 な 究極 的 な 「 滅 度 」 で は な い 。 

私 、 釈 迎 年 尼 仏 は 、 長 い 間 、 あ な た 達 に 、 仏 と 成る た め の 善 の 種 
と 成る 善行 を 植え させ て 、 方便 」、「 便 宜 的 な 方 法 」 と し て ' 混 
吉 」、「 燃 悩 の 寂 静 」 の 相 を 示し た 。 

し か し 、 あ な た 達 は 、 こ の よう に 思っ て し まい まし た 。 


真実 の 「 滅 度 」 を 得 た の で ある 。 


世 尊 、 釈 周年 尼 仏 よ 、 私 達 は 、 今 、 知 り ま し た 。 


実は 、 菩 薩 な の で ある 。( 仏 に 成 れ て いな い 。) 


私 達 は 、「 阿 胡 多 比 三 革 三 菩提 の 授 記 」、「 仏 に 成 れ る 予 吉 」 を 
得 て 、 こ れ に より 、 と て も 大 い に 喜 ん で 、 心 が 未 曽 有 に な る こと を 
得 ま し た 。 


その 時 、 阿 若 恒 陳 如 な ど は 、 く けり 返し 、 こ の 意義 を 説き た いと 名 
し て 、 詩 で 説 ! て 吉 っ た 。 


私 達 は 、 無 上 の 、 安 穏 と させ る 「 授 記 」、「 仏 と 成 れ る 予 吉 」 の 
「 声 」、「 教 え 」 を 聞い て 、 喜 ん で 、 心 が 未 曽 有 に な けり まし た 。 
無量 の 智 六 者 で ある 仏 を 敬礼 し ます 。 

今 、 世 尊 、 釈 迎 年 尼 仏 の 前 で 、 自 ら 、 諸 々 の 過 あ や まち 、 答 と が 
を 悔い 改め ます 。 

無量 の 仏 の 宝 の 中 で 、 少 し 「 混 山 」、「 燃 悩 の 寂 静 」 の 分 け 前 を 
得 た だ け な の に 、 無 知 な 吊 者 の よう に 、 自 ら 「 満ち足り て いる 」 と 
じ で しま っ で て いま し も した, 

例え ば 、 貧 困 で 困 究 し て いる 、 あ る 人 が 、 親 友 ( で ある 仏 ) の 家 に 
行っ た よう な 物 な の で す 。 

その 親友 の 家 は 、 と て も 大 い に 富 ん で いて 、 色 々 と 、 諸 々 の 御 務 
走 ご ち そ う を 設け て くれ まし た 。 

(また 、 親 友 は 、) 値 段 が つけ られ な い ほ ど 貴 重 な 宝 玉 を ある 人 の 
「 内 衣 」、「 肌着 」 の 内 側 に 結び 付け て 、 上 黙っ て 宝玉 を ある 人 に 王 
えて 、 あ る 人 を 放置 し て 、( 公 務 し に 行く た め ) 去 り ま し た 。 

その 時 、 あ る 人 は 、 有 眠り 込ん で し まっ て いて 、 覚 知 し て いま せん 
で し た 。 

この 、 あ る 人 は 、 起 きる と 、 巡 っ て 、 他国 へ 行っ て 、 衣 食 を 求め 
て 、 自 力 で 済ま せ て いま し た 。 

ある 人 は 、 生 きる た め に 、 と て も 困難 し て 苦労 し まし た 。 

少し の 物 を 得 て 、「 満 ち 足 り て いる 」 と し て し まい まし た 。 
更に 好い 物 を 願い ませ ん で し た 。 

ある 人 は 、 知 ら ず に 、「 内 衣 」、「『 肌着 」 の 内 側 に 、 値 段 が つけ 
られ な い ほ ど 貴 重 な 宝 玉 を 所 有 し て いま し た 。 

宝玉 を 所 え た 親友 は 、 後 に 、 こ の 貧し い 、 あ る 人 を 見 て 、 苦 に が 
りう 切っ て 、 こ の 、 あ る 人 を 責め 終わ る と 、 結 び 付け て いた 宝玉 を 示 


貧し い 、 あ る 人 は 、 こ の 宝玉 を 見 て 、 そ の 心 を 大 い に 喜 ば せま し 
た 。 
ある 人 は 、 富 ん で 、 諸 々 の 財宝 を 所 有 し て 、 五 欲 を 思い 通り に し 


電 居 大 

私 達 も 、 ま た 、( 例 え 話 の 貧し い 人 と ) 同 様 な の で す 。 

世 尊 、 釈 迎 年 尼 仏 は 、「 長 夜 」、「 輪 廻 転生 」 で 、 常 に 、( 生 者 
を ) あ われ ん で 、 見 て くれ て 、 教 化し て 、 無 上 の 仏 を 求め る 願い を 
植え させ まし た 。 

私 達 は 、 無 知 の た め 、 覚 知 せ ず 、 少 し 「 混 山 」、「 燃 悩 の 寂 静 」 
の 分 け 前 を 得 た だ け な の に 、 自 ら 「 満 ち 足 り て いる 」 と し て し まっ 
て 、( 仏 の ) 他 の 物 を 求め て いま せん で し た 。 

今 、 釈 迎 年 尼 仏 は 、 私 達 を 悟ら っ せ て 、 こ の よう に 吉 っ て くれ まし 
た 。 


( 仏 で は な い 者 の 混 山 」、「 燃 悩 の 寂 静 」 は 、) 真 実 の 「 滅 度 」 
で は な い 。 

仏 の 無 上 の 久 敬 を 得 た ら 、 真 実 の 「 滅 度 」 を 得 た こと に 成る の で 
ある 。 


私 達 は 、 今 、 釈 迎 牟 尼 仏 か ら 、「『 授 記 」、「 仏 と 成 れ る 予 吉 」 の 
壮 厳 な 事 を 聞い て 、 ま た 、「 転 次 し て 」、「 転 々 と 次 々 と 」、「 受 
決する 」、「 仏 と 成 れ る 予 詩 を 受け られ る 」 と 聞い て 、 身 と 心 で 、 
あま ね く 、 喜 ん で いま す 。 
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その 時 、 阿 難 、 比 上 岩 維 は 、 こ の よう に 思っ た 。 

私 達 は 、 常 に 、 自 ら 、 こ の よう に 思っ て いた 。 

「 授 記 」、「 仏 に 成 れ る 予 吉 」 を 得 た ら 、 快 い の で は な いか ? 


( 阿 難 、 殺 央 維 は 、) 座 より 起立 し て 、 釈 迎 年 尼 仏 の 前 に 行っ て 、 
頭 を 釈 迎 年 尼 仏 の 足 に つけ て 敬礼 し て 、 共 に 、 釈 迎 牟 尼 仏 に 吉 っ 
た 。 


世 尊 、 釈 迎 牟 尼 仏 よ 、 私 達 も 、 こ こ で 、 ま た 、 ま さ に 、( 仏 に 成 
れる 予 吉 の ) 分 け 前 が 有る は ず で す 。 

仏 だ けが 、 私 達 が 帰依 する 所 な の で ある 。 

また 、 私 達 は 、 一 切 の 世間 の 天 人 、 人 、 阿 修 維 に よっ て 見 られ て 
知ら れ て いま す 。 

阿 難 は 、 常 に 、 そ ば に 仕え る 侍 者 と 成っ て 、「 法 蔵 」、「 仏 法 」 
を 破 ら すず 護 っ て 保持 し て いま す 。 

維 央 維 は 、 仏 の 子 で す 。 ( 釈 迎 御 尼 仏 の 実 の 子 で ある し 、 仏 の 法 
の 子 で も ある 。) 

も し 釈 迎 年 尼 仏 に よっ て 「 阿 背 多 維 三菱 三 菩提 の 記 」、「 仏 に 成 
れる 予 吉 」 を 授け られ た な ら ば 、 私 達 の 願い は 上 既に 満ち 足り ます 
し 、 集 まっ て いる 者 達 の 望み かも 、 ま た 、 満 ち 足 り ま す 。 


その 時 、「( 有 ) 学 」 と 「 無 学 」 の 声 聞 の 彼 階 の 弟子 、 二 千 人 は 、 

皆 、 座 より 起立 し て 、「 偏 祖 右 肩 」 し て 、 釈 迎 牟 尼 仏 の 前 へ 行っ 

て 、 一 心 に 、 合 掌 し て 、 釈 迎 牟 尼 仏 を 仰ぎ 見 て 、 阿 難 、 殺 岩 維 の 願 
い の よ うに (願っ て )、 一 面 に 立っ た 。 


その 時 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 阿 難 に 告げ た 。 


あな た (、 阿 難 ) は 、 来 世 で 、 ま さ に 、 山 海 意 自在 通 王 仏 と 吉 つ 称 
号 の 仏 に 成る こと が で き 得 る 。 

( 阿 難 は 、) ま さ に 、 六 十 二 億 の 諸仏 に 捧げ も の を 捧げ て 、「 法 
蔵 」、「 仏 法 」 を 破 ら ず 護 っ て 保持 し て 、 そ の 後 、「 阿 粗 多 殺 三 革 
三 菩提 」、「 無 上 普遍 正 覚 」 を 得 (て 仏 に 成 ) る 。 

( 阿 難 で ある 山海 放 自 在 通 王 仏 は 、) 二 十 千 万 億 恒 河 沙 の 諸々 の 蘭 
職 達 を 教化 し て 「 阿 糧 多 維 三笠 三 菩提 」、 「 無 上 普遍 正 覚 」 を 成就 
させ る 。 


仏 国土 の 名 前 は 、 常 立 勝 施 で ある 。 

その 仏 国 土 は 、 清 浄 で ある 。 

瑠璃 る り を 地 と 成す 。 

却 の 名 前 は 、 妙 音 旭 満 で ある 。 

その 山海 其 自 在 通 王 仏 の ( 仮 の 身 の ) 寿 命 は 、 幾 干 万 億 阿 僧 祇 も の 
量り 知れ な い ほ ど 無 数 の 却 で ある 。 

も し 人 が 獲 千 万 億 も の 量り 知れ な い ほ ど 無 数 の 阿 僧 祇 編 の 間 、 数 
えて も 、( 山 海 六 自 在 通 王 仏 の 仮 の 身 の 寿 命 の 量 を ) 知 る こと は 不可 
能 で ある 。 

山海 若 自 在 通 王 仏 の 正法 は 、 山 海 其 自在 通 王 仏 の ( 仮 の 身 の ) 寿 命 
の 倍 、 世 に 住ん で 留まる 。 

山海 若 自 在 通 王 仏 の 像 法 は 、 山 海 若 自在 通 王 仏 の 正法 の 倍 、 世 に 
住ん で 留まる 。 

阿 難 よ 、 こ の 山海 六 自 在 通 王 仏 は 、 十 方 の 幾 千 万 億 恒 河 沙 も の 量 
けり 知れ な い ほ ど 無 数 に 等 し い 数 の 諸仏 と 共に 、 そ の 功徳 を ほめ た た 
えら れる 。 


その 時 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 くり返し 、 こ の 意義 を 話し た いと 欲し 
て 、 詩 で 説い て 吉 っ た 。 


私 、 釈 迎 年 尼 仏 は 、 今 、 僧 た ちの 中 で 説く 。 

仏法 を 破 ら ず 護 っ て 保持 し て いる 者 で ある 阿 難 は 、 ま さ に 、 諸 仏 
に 捧げ も の を 捧げ た 、 そ の 後 で 、「( 無 上 普遍 ) 正 覚 」 を 成就 し て 、 
山海 若 自 在 通 王 仏 と 吉 つ 移 号 の 仏 に 成る 。 

その 仏 国 土 は 、 清 浄 で あり 、 名 前 は 常 立 勝 施 で ある 。 

(山海 誠 自 在 通 王 仏 は 、) 諸 々 の 菩薩 を 教化 する 。 教 化し た 菩 薩 の 
数 は 「 恒 ( 可 沙 の よう で ある 」、「 ガ ンジ ス 川 の 砂 の よう に 無数 で 
ある 」。 

山海 若 自 在 通 王 仏 は 、 大 いな る 威 徳 を 有する 。 

山海 痴 自在 通 王 仏 の 名 声 は 、 十 方 の 全て に 間 こえ る こと に な る 。 

山海 惹 自 在 通 王 仏 の 寿命 は 、 量 けり 知 れ な い ほ ど 無 数 で ある 。 

「 衆生 」、「 生 者 」 へ の 思い や り の た め 、 山 海 閣 自在 通 王 仏 の 正 
法 は 、 山 海 医 自在 通 王 仏 の 寿命 の 倍 、 世 に 留まる 。 

山海 昔 自 在 通 王 仏 の 像 法 は 、 こ の 山海 閣 自 在 通 王 仏 の 正法 の 倍 、 
世に 留まる 。 

「 恒 河 沙 」、「 ガ ンジ ス 川 の 砂 の 数 」 に 等 し い 無 数 の 諸々 の 「 箇 
生 」、「 生 者 」 は 、 こ の 山海 若 自 在 通 王 仏 の 仏法 の 中 で 、 仏 道 と の 
因縁 を 植え る 。 


その 時 、 集 会 の 中 の 、 新 し く 仏 を 求め る 心 を 起こ し た ば か り の 菩 


薩 、 八 千 人 は 、 旨 こと ご と く 、 こ の よう に 思っ た 。 


私 達 で すら な お 、 諸 々 の 大 いな る 菩薩 が 、 こ の よう な 「 記 」 、 

「 仏 に 成 れ る 予 吉 」 を 得 た 、 と 聞い た こと が 無い 。 

どん な 因縁 が 有 っ て 、 諸 々 の 声 聞 が 、 こ の よう な 「 決 」、「 仏 に 
成 れ る 予 喜 」 を 得 た の か ? 


その 時 、 各 迎 牟 尼 仏 は 、 諸 々 の 新しく 仏 を 求め る 心 を 起こ し た ば 
か り の 菩薩 の 心 の 思い を 知っ て 、 こ れ ら の 新しく 仏 を 求め る 心 を 起 
こし た ば か り の 菩薩 に 告げ て 吉 っ た 。 


諸々 の 善い 男子 よ 、 私 、 釈 迎 牟 尼 仏 と 、 阿 難 な ど は 、 等 し く 、 室 
王 仏 の 所 で 、 同 時 に 、「 阿 粗 多 殺 三 菱 三 菩提 」、「 無 上 普遍 正 覚 」 
を 求め る 心 を 起こ し た 。 

阿 難 は 、 常 に 、 仏 法 を 多数 、 見 聞き する こと を 願っ た 。 

私 、 釈 迎 御 尼 仏 は 、 常 に 、 精 進 に 勤め た 。 

この た め 、 私 、 釈 迎 御 尼 仏 は 、 學 に 、「 阿 糧 多 比 三 鞭 三 菩提 」、 
「 無 上 普遍 正 覚 」 を 成就 する こと が で き 得 た の で ある 。 

そし て 、 阿 難 は 、 私 、 釈 迎 牟 尼 仏 の 仏法 を 破 ら ず 護っ て 保持 する 
し 、 ま た 、 尾 来 の 諸仏 の 「 法蔵 」、「 仏 法 」 を 破 ら すず 護っ て 保持 し 
て 、 諸 々 の 菩薩 達 を 教化 し て 仏 に 成る こと を 成就 させ る 。 

その 阿 難 の 本 も と の 願い と は 、 こ の よう な 物 で あっ た の で ある 。 

その た め 、( 阿 難 は 、) こ の 「 記 」、「 仏 に 成 れ る 予 吉 」 を 獲得 で 
きた の で ある 。 


阿 難 は 、 目 の 前 で 、 釈 迎 御 尼 仏 の 前 で 、 自 ら 、「 授 記 」、「 仏 に 
成 れ る 予 吉 」 を 聞い て 、 ま た 、 仏 国土 が 荘厳 に 飾ら れ て 願い が 全て 
備わる こと を 聞い て 、 心 が 大 い に 喜 び 、 心 が 未 曽 有 に な る こと を 得 
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その 時 、( 阿 難 は 、) 今 、 聞 いた か の よう に 、 過 去 の 幾 干 万 億 の 量 
けり 知 れ な い ほ ど 無 数 の 諸仏 の 「 法 蔵 」、「 仏 法 」 を 思い 出し て 、 通 
達し て 、「 無 人 」、「 自 由 自 在 」 に 成っ た 。 

また 、( 阿 難 は 、 自 分 の ) 本 も と の 願い を 「 識 」、「 理 解 」 し た 。 

その 時 、 阿 難 は 、 詩 で 説い て 吉 っ た 。 


仏 は 、 と て も 希有 で ある 。 

( 釈 迎 牟 尼 仏 は 、) 私 (、 阿 難 ) に 、 今 日 、 聞 いた か の よう に 、 過 去 
の 量り 知れ な い ほ ど 無 数 の 諸仏 の 仏法 を 思い 出さ せ た 。 

私 (、 阿 難 ) も 、 ま た 、 今 、 疑 い は 無く 成っ た 。 

(私 、 阿 難 は 、) 仏 道 に 安住 する こと が で きた 。 


(私 、 阿 難 は 、) 「 方 便 」、 『 便宜 的 な 方 法 」 で 、 釈 迎 牟 尼 仏 の そ 
ば に 仕え る 侍 者 と 成っ て 、 諸 仏 の 仏法 を 破 ら ず 護 っ て 保持 し ます 。 


その 時 、 釈 迎 年 尼 仏 は 、 殺 由 維 に 告げ た 。 


あな た (、 比 上 須 維 ) は 、 来 世 で 、 ま さ に 、 踏 七宝 華 仏 と 吉 つ 称号 の 
仏 に 成る こと が で き 得 る 。 

( 殺 上 岩 維 は 、) ま さ に 、 十 の 世界 の 微細 な 塵 ちり の よう に 無数 に 等 
し い 数 の 諸仏 に 捧げ も の を 捧げ る 。 

( 殺 上 央 羅 は 、) 常 に 、 諸 仏 の 為 に 、 今 と 同様 に 、 仏 の 実 の 「 長 
子 」、「 初 子 」 と 成る 。 

この 踏 七宝 華 仏 の 、 仏 国土 が 荘厳 に 飾ら れ て いる こと 、( 仮 の 身 
の ) 寿 命 の 友 の 数 、 化 し て 導く 弟子 、 正 法 の 長 さ 、 像 法 の 長 さ も ま 
た 、 山 海 若 自在 通 王 仏 と 同様 で あり 、 異 な る こと は 無い 。 

また 、( 比 央 維 は 、) こ の 山海 攻 自 在 通 王 仏 の 為 に 、 山 海 攻 自在 通 
王 仏 の 実 の 「 長子 」、「 初 子 」 と 成る 。 

( 雑 須 維 は 、) こ れ ら を 過ぎ た 後 で 、 ま さ に 、「 阿 粗 多 名 三 革 三 菩 
提 」 を 得 ( て 仏 に 成 ) る 。 


その 時 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 く けり 返し 、 こ の 意義 を 話し た いと 欲し 
て 、 詩 で 説い て 吉 っ た 。 


私 、 釈 迎 牟 尼 仏 が 王子 で あっ た 時 、 殺 岩 羅 は 実 の "長子 」、「 初 
子 」 で あっ た 。 

私 、 釈 迎 御 尼 仏 は 今 、 仏 道 を 成就 し て ( 仏 に 成っ て ) い る が 、( 殺 須 
鈴 は ) 仏 法 を 受け 入れ て 法 の 子 と 成っ て いる 。 

( 殺 上 央 維 は 、) 未 来 の 来世 で 、 幾 億 も の 量り 知れ な い ほ ど 和 無数 の 仏 
達 に まみ えて 、 そ の 仏 達 の 紳 に 対し て 、 そ の 仏 の 実 の 「 長子 」、 

「 初 子 」 と 成っ て 、 一 心 に 仏道 を 探求 する 。 

雑 由 維 の 「 密 行 」、「 意 味 が 込め られ て いる 行い 」 を 私 、 仏 だ け 
が 知る こと が 可能 な の で ある 。 

( 維 上 岩 維 は 、) 現 在 、 私 、 釈 迎 牟 尼 仏 の 実 の 「 長子 」、「 初子 」 と 
し て 、 幾 千 万 、 幾 億 も の 量り 知れ な い ほ ど 無 数 の 「 衆 生 」、「 生 
者 」 に 、 数 える こと が で き な い ほど 無数 の 切 徳 を 示し て いる 。 

( 維 岩 維 は 、) 仏 法 に 安住 し て 、 無 上 の 仏道 を 探求 し て いる 。 


その 時 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、「( 有 ) 学 」 と 「 無 学 」 の 者 達 、 二 千 人 を 
見 た 。 

(「 有 学 」 と 「 無 学 」 の 者 達 は 、) そ の 心 が 柔 軟 で あっ た し 、 静 か 
で あっ た し 、 清 浄 で あっ た 。 


(「 有 学 」 と 「 無 学 」 の 者 達 は 、) 一 心 に 、 釈 迎 牟 尼 仏 を 見 て い 
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釈 迎 年 尼 仏 は 、 阿 難 に 告げ た 。 


あな た (、 阿 難 ) は 、 こ の 「( 有 ) 学 」 と 「 無 学 」 の 者 達 、 二 千 人 が 
見 える か ? 否 か ? 


( 阿 難 は 、 釈 迎 年 尼 仏 に 答え た 。) 


は し 1。 
見 えま す 。 


( 釈 迎 年 尼 仏 は 、 阿 難 に 告げ た 。) 


阿 難 よ 、 こ の 「( 有 ) 学 」 と 『 無 学 」 の 諸々 の 人 達 は 、 ま さ に 、 五 
十 の 世界 の 微細 な 塵 ちり の よう に 無数 の 諸仏 に 捧げ も の を 捧げ 、 恭 
し く 敬 い 、 尊 重 し 、「『 法 蔵 」、「 仏 法 」 を 破 ら ず 護っ て 保持 し 、 最 
後に 、 同 時 に 、 十 方 の 仏 国 土 の 各 々 で 、 皆 、 宝 相 仏 と 吉 つ 同一 の 秒 
号 、 名 前 の 仏 に 成る こと が で き 得 る 。 

宝 相 仏 の ( 仮 の 身 の ) 寿 命 は 、 一 区 で ある 。 

仏 国土 が 荘厳 に 飾ら れ て いる こと 、 声 聞 、 苦 薩 、 正 法 の 長 さ 、 像 
法 の 長 さ は 、 皆 こと ご と く 、 同 等 で ある 。 


その 時 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 く けり 返し 、 こ の 意義 を 話し た いと 欲し 
て 、 詩 で 説い て 吉 っ た 。 


この (「 有 学 」 と 「 無 学 」 の ) 二 千 人 の 声 聞 は 、 今 、 私 、 釈 迎 牟 尼 
仏 の 前 に 留まっ て いる 。 

(私 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、) こ と ご と く 皆 に 、「 授 記 」、「 仏 に 成 れ る 
予 訓 」 を 提 え る 。 

未来 で で まさに 、 仏 に 成る 。 

捧げ も の を 捧げ る 諸仏 の 数 は 、 先 ほど 説い た よう に 、 塵 ちり の よ 
うに 無数 で ある 。 

その 諸仏 の 「 法 蔵 」、「 仏 法 」 を 破 ら ず 護 っ て 保持 し た 後 で 、 ま 
さ に 、「( 無 上 普遍 ) 正 覚 」 を 成就 し て 、 十 方 の 仏 国土 の 各々 で 、 こ 
と ご と く 、( 宝 相 仏 と 吉 う ) 同 一 の 名 前 、 称 号 の 仏 に 成る 。 

同時 に 、 道 場 で 学 禅 し て 、( 仏 の ) 無 上 の 智 疾 を 証する 。 

皆 の 名 前 は 、 宝 相 仏 で ある 。 

仏 国土 、 お よび 、 弟 子 、 正 法 と 像 法 の 長 さ は 、 こ と ご と く 、 等 し 


く 、 異 な る こと は 無い 。 

こと ご と く 、 諸 々 の 神通 力 で 、 十 方 の 「 朝 生 」 、「 生 者 」 を 仏 土 
へ 渡す 。 

名 声 は 、 あ まね く 間 こえ る 。 

徐々 に 、 混 回 へ 入る 。 


その 時 、「( 有 ) 学 」 と 「 無 学 」 の 者 達 、 二 千 人 は 、 舟 迎 年 尼 仏 か 
ら の 「 授 記 」、「 仏 に 成 れ る 予 吉 」 を 聞い て 、 歓 喜 し て 、 心 が 距 躍 
し で 、 詩 で 説 人 1 で 土 つた 。 


仏 の 因 若 は 、 明 か り で ある 。 

私 達 は 、「 授 記 」、「 仏 に 成 れ る 予 吉 」 の 「 音 」、「 仏 の 教え 」 
を 聞い て 、 甘 露 が 注 が れ た か の よう に 、 心 が 歓喜 し て 満ち 足り て い 
ます 。 


N ヒコ 
流 序 品 
その 時 、 世 尊 、 釈 迎 年 尼 仏 は 、 楽 王 菩薩 に よっ て 、 八 万 人 の 「 大 
士 」、「 摩 詞 薩 」、「 菩 薩 」 に 告げ た 。 


薬 王 苦 薩 よ 、 あ な た は 、 こ の 大 衆 の 中 の 、 量 けり 知れ な い ほ ど 無 数 
の 諸々 の 天 人 、 龍 王 、 夜 叉 、 乾 剛 婆 、 阿 修 欠 、 迎 楼 維 、 緊 那 座 、 摩 
虐殺 人 加 と いっ た 、 人 と 、 人 で は な い 者 達 、 お よび 、「 比丘 、 比 丘 
尼 、 優 塗 春 、 優 小 更 」、「 出 家 者 の 男女 と 在家 信者 の 男女 」、 声 間 
を 探求 する 者 、「 砕 支 仏 」、「 独 覚 」 を 探求 する 者 、 仏 道 を 探求 す 
る 者 が 見 えま すか ? 

これ ら の 者 達 は 、 こ と ご と く 、 仏 の 前 で 、 妙 法華 経 の 一 つの 詩 、 
詩 の 一 名 を 聞い て 、 一 瞬 で も 心 で 喜べ ば 、 私 、 釈 迎 年 尼 仏 は 、 皆 
に 、「 ま さ に 、『 阿 艇 多 殺 三 革 三 菩提 』、『 無 上 普遍 正 覚 』 を 得 
る 」 と いう 「 授 記 」、「 仏 に 成 れ る 予 吉 」 を 与え る 。 


釈 迎 年 尼 仏 は 、 薬 王 菩薩 に 告げ た 。 


また 、 仏 の (肉体 の ) 死 後 、 も し 、 あ る 人 が 、 一 つの 詩 、 詩 の 一 句 
で も 妙法 華 経 を 聞い て 、 一 瞬 で も 心 で 喜べ ば 、 私 、 航 迎 牟 尼 仏 は 、 
また 、「 阿 粗 多 比 三 租 三 菩提 の 記 を 授け 与え る 」、「 仏 に 成 れ る 予 
吉 を 提 え る 」。 

また 、 も し 、 あ る 人 が 、 一 つの 詩 で も 、 妙 法華 経 を 受け 入れ て 保 
持 し た り 、 読 ん だ り 、 解 説 し た り 、 書 き 写 し た けり 、 こ の 法華 経 を 仏 
で ある か の よう に 人 敬 っ て 見 た り 、 華 、 香 、「 環 才 」、「 紀 ひも 状 の 
飾り 」、 塗 香 、 抹 香 、 焼 香 、「 繝 鞭 」、「 峠 施 」、 衣 服 、「 伎 
楽 」、「 音 楽 」 と いう 種々 の 捧げ も の を 捧げ た り 、 合 掌 し て 恭 し く 
敬 っ た りす れ ば 、 薬 王 菩薩 よ 、 ま さ に 、 知 る ベ べき で ある 、 こ れ ら の 
諸々 の 人 達 は 、 既 に 、 か つて 、 十 万 億 の 仏 に 捧げ も の を 捧げ て い 
て 、 諸 仏 の 所 で 大 いな る 願い を 成就 し て いて 、「 則 生 」、「 生 者 」 
を 思い や っ て 、 こ の 世 の 人 の 間 に 生 まれ た の で ある 。 

薬 王 菩薩 よ 、 も し 、 あ る 人 が 「 どの よう な 『 則 生 』、『 生 者 
が 、 未 来 の 来世 で 、 ま さ に 、 仏 に 成る こと が で き 得 る の か ? 」 と 質 
問 し た ら 、 ま さ に 、「 これら の 諸々 の 人 達 が 、 未 来 の 来世 で 、 必 
ず 、 仏 に 成る こと が で き 得 る 」 と 示し な さい !。 

理由 は 何 か ? (と 吉 う と 、) 

も し 善い 男子 や 善い 女 の 人 が 、 法華経 を 一 句 で も 受け 入れ て 保持 
し た り 、 読 ん だ り 、 解 説 し た り 、 書 き 号 し た り 、 華 、 香 、「 環 
贅 」、「 紀 ひも 状 の 飾り 」、 塗 香 、 抹 香 、 焼 香 、「 繝 鞭 」、「 幅 
施 」、 衣 服 、「 伝 楽 」、「 音 楽 」 と いう 種々 の 捧げ も の を 法華 経 に 


捧げ た り 、 合 掌 し て 茜 し く 散 っ た けり すれ ば 、 こ の 人 は 、 一 切 の 世間 
に 、 ま さ に 、 仰 ぎ 見 られ る 。 

まさ に 、 仏 へ の 捧げ も の を この 人 に 捧げ る べき で ある 。 

まさ に 、 知 る べき で ある 。 

この 人 は 、 大 いな る 菩薩 で あり 、「 阿 多 殺 三 笠 三 昔 提 」、「 無 
上 普遍 正 覚 」 を 成就 し て 、「 衆 生 」、「 生 者 」 を 思い や っ て 、 志 願 
し て 、 こ の 世 の 人 の 間 に 生 まれ て 、 妙 法華 経 を 広く 演説 し て 分 別 し 
て いる の で ある 。 

まし て 、 こ と ご と く 能 よく 受け 入れ て 保持 し て 種々 の 捧げ も の を 
捧げ る 者 は 、 な お さら で ある 。 

楽 王 菩薩 よ 、 ま さ に 、 知 る べき で ある 。 

この 人 は 、 清 浄 な 業 の 報い を 自ら 捨て て 、 私 、 各 迎 牟 尼 仏 の ( 肉 
体 の ) 死 後 、「 押 生 」、「 生 者 」 を 思い や っ て 、「 悪 い 世 」、「 悪 
い 時 代 」 に 生ま れ て 、 こ の 法華 経 を 広く 演説 し て いる の で ある 。 

も し 、 こ の 善い 男子 や 善い 女 の 人 が 、 私 、 釈 迎 牟 尼 仏 の (肉体 の ) 
死後 、 能 よく 、 ひ そ か に 、 一 人 の 為 に で も 、 法 華 経 を 、 一 旬 で も 、 
説い た ら 、 ま さ に 、 知 る べき で ある 、 こ の 人 は 、 仏 の 使い で あり 、 
仏 に 派遣 され て 仏 の 行い を 行 お こ な っ て いる の で ある 。 

まし て 、 大 則 の 中 で 、 人 の 為 に 、 広 く 説く 者 は 、 な お さら で あ 
る 。 
薬 王 苦 薩 よ 、 も し 、 あ る 悪人 が 、 悪 い 心 で 、 一 胡 の 間 中 、 目 前 
で 、 仏 の 前 で 、 常 に 、 仏 の 悪口 を 吉 っ て も 、 そ の 上 固 は 、( 法 華 経 を 
読む 正しい 人 の 悪口 を 吉 う 因 よ り も 、) な お 軽い の で ある 。 

も し 、 人 が 、 一 吉 、 法 華 経 を 読む 在家 信者 や 出家 者 の 悪口 を 吉 っ 
た ら 、 そ の 上 則 は 、 と て も 重い の で ある 。 

楽 王 菩薩 よ 、 ま さ に 、 し る べき で ある 、 あ る 法華 経 を 読む 者 、 こ 
の 人 は 、 仏 の 荘厳 さ で 自ら を 荘厳 に 飾っ つて いる の で あり 、 仏 が 診 で 
重 荷 を 担っ て くれ る の で ある 。 

まさ に 、 こ の 人 が いる 所 、 方 向 へ 向かっ て 、 敬 礼 し て 、 一 心 に 、 
合掌 し て 、 茜 し く 敬 っ て 、 捧 げ も の を 捧げ て 、 尊 重 し て 、 ほ め た た 
える べき で ある 。 

華 、 香 、「 環 務 」、「 弓 ひも 状 の 飾り 」、 塗 香 、 抹 香 、 焼 香 、 

「 鐘 蓋 」、「 幅 施 」、 衣 服 、 ご ち そ う 、 諸 々 の 「 伝 楽 」、「 音 楽 
を 奏で る こと 、 人 の 中 で 上 質 な 捧げ 物 を この 人 に 捧げ る べき で あ 
る 。 
まさ に 、 天 の 宝 を も っ て 、 こ の 人 に 、 散 らち す よ うに 、 捧 げ る べき 
で ある 。 

まさ に 、 天 上 に 昔 え られ た 宝 を (この 人 に ) 捧 げ る べき で ある 。 

理由 は 何 か ? (と 吉 う と 、) 

この 人 が 喜ん で 説く 法 を 、 短 時 間 で も 、 聞 け ば 、 最 終 的 に 、「 阿 


糧 多 維 三 笠 三 菩提 」、 「 無 上 普遍 正 覚 」 を 得 (て 仏 に 成 ) る か ら で あ 


oO 


その 時 、 世 尊 、 釈 迎 御 尼 仏 は 、 く り 返 し 、 こ の 意義 を 話し た いと 
欲し て 、 詩 で 説い て 吉 っ た 。 


も し 仏道 に 住ん で 留まっ て 「 自 然 制 」 を 成就 し た いと 欲す る な ら 
ば 、 常 に 、 ま さ に 、 法華経 を 受け 入れ て 保持 し て いる 者 に 捧げ 物 を 
捧げ る こと に 勤め る べき で ある 。 

も し 、 あ る 人 が 「 一 切 種 智 若 」 を 速やか に 得 た いと 欲す る な ら 
ば 、 ま さ に 、 こ の 法華 経 を 受け 入れ て 保持 する べき で ある し 、 ま 
た 、 法 華 経 を 受け 入れ て 保持 し て いる 者 に 捧げ も の を 捧げ る べき で 
ある 。 

も し 能 よ く 妙 法華 経 を 受け 入れ て 保持 し て いる 者 が いれ ば 、 ま さ 
に 、 知 る べき で ある 、 こ の 者 は 、 仏 に 派遣 され て 、 諸 々 の 「 軍 
生 」、「 生 者 」 を 思い や っ て いる の で ある 。 

能 よ く 妙 法華 経 を 受け 入れ て 保持 し て いる 諸々 の 者 は 、 清 浄 な 仏 
国土 を 捨て て 、「 軍 生 」、「 生 者 」 を 思い や っ て 、 こ の 世 の 人 の 間 
に 生ま れ た の で ある 。 

まさ に 、 知 る べき で ある 。 

この よう な 人 は 、 自 由 自 在 に 欲す る 所 に 生ま れる こと が で き て 、 
能 よ く 、 こ の 「 悪 い 世 」、「 悪 い 時 代 」 に 、 無 上 の 法 を 広く 説い て 
いる の で ある 。 

まさ に 、 天 の 華 、 天 の 香 、 お よび 、 天 の 宝 、 天 の 衣服 、 天 上 に 昔 
えら れ た 妙 な る 宝 を 、 法 華 経 を 説法 する 者 に 捧げ る べき で ある 。 

私 、 釈 迎 年 尼 仏 の (肉体 の ) 死 後 、「 悪い 世 」、「 悪い 時 代 」 に 、 
能 よ く 、 こ の 法華 経 を 保持 し て いる 者 を 、 ま さ に 、 仏 に 捧げ も の を 
捧げ る か の よう に 、 合 掌 し て 、 敬 礼 す る べき で ある 。 

と て も 甘美 な 上 質 の 食べ 物 、 お よび 、 種 々 の 衣服 を 、 こ の 仏 の 弟 
子 に 捧げ て 、 短 時 間 で も 、 法 華 経 を 聞く こと を 得 た いと 願い な さ 
し い !。 

も し 能 よ く 後 世に 、 こ の 法華 経 を 受け 入れ て 保持 し て いる 者 は 、 
私 、 仏 が 派遣 し て 、 人 の 中 に 存在 させ て 、 仏 の 行い を 行わ せ て いる 
の で ある 。 

も し 一 芝 の 間 中 、 常 に 、 悪 い 心 を 懐い て 、 顔 の 色 を 赤く し て 、 仏 
の 悪口 を 吉 っ て し まっ た ら 、 無 量 の 重 因 を 獲得 し て し まう 。 

一 瞬 で も 、 こ の 法華 経 を 読ん で 保持 し て いる 者 の 悪口 を 吉 っ て し 
まっ た ら 、 そ の 大 (の 重 さ ) は 、 こ の (一 胡 の 間 中 、 仏 の 悪口 を 吉 つ っ 
重 ) 卓 を 超過 し て し まう つの で ある 。 

ある 人 が 、 仏 道 を 探求 し て 、 一 胡 の 問 中 、 合 掌 し て 、 私 、 釈 迎 牟 


尼 仏 の 前 に いて 、 無数 の 詩 で 、 2 この 人 を ほめ た た 

法華経 を 保持 し て いる 者 を は め た た えた ら 、 の (竹生 が も だ 6 
す ) 幸 福 は 、 こ の (一 胡 の 間 中 、 仏 を ほめ た た えた 報い の ) 幸 福 を 超過 
する の で ある 。 

八 十 代 芝 の 間 に 、 法 華 経 を 保持 し て いる 者 に 、 最 も 妙 な る 色 形 、 
音声 、 お よび 、 香 リ り 、 味 、 触 感 の 捧げ も の を 捧げ 終わ っ て 、 も し 短 
時 間 で も 法華 経 を 聞く こと を 得 た ら 、「 私 は 今 、 大 いな る 利益 を 携 
得 し た 」 と 自ら 喜ぶ べき で ある 。 

薬 王 菩薩 よ 、 今 、 あ な た に 告げ ます 。 

この 私 、 仏 の 所 説 で ある 諸々 の 経 の 中 で 、 法 華 経 が 最も 第 一 な の 
で ある 。 (法華経 は 諸々 の 経 の 中 の 王 な の で ある 。) 


その 時 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 ま た 、 薬 王 菩薩 ( 摩 詞 薩 ) に 告げ た 。 


私 、 仏 の 所 説 で ある 経 は 、 畿 干 万 億 も の 量り 知れ な い ほ ど 無 数 に 
あっ て 、 上 學 に 説い て いた り 、 今 、 説 いて いた り 、 未 来 に 説い た りす 
る が 、 そ れ ら の 経 の 中 で 、 こ の 法華 経 は 最も 、 信 じ る の が 難し い 
し 、 理 解す る の が 難し い の で ある 。 

薬 王 苦 薩 よ 、 こ の 法華 経 は 、 諸 仏 の 秘密 の 重要 な 智 款 の 蔵 (、 宝 
庫 ) な の で ある 。 

人 に 妄 り に 分 け 選 えて 広め て 授け 与え る べき で は な しい し)。 

法華 経 は 、 諸 仏 に 守護 され て いる 。 

法華 経 は 、 昔 か ら 、 未 だ か つて 、 あ か ら さ ま に (、 暴 露 され て ) 説 
か れ た こと が 無い 。 

この 法華 経 に は 、 仏 が いる 現在 で すら な お 、 引 み や 退 み が 多 

まし て 、 仏 の (肉体 の ) 死 後 は 、 な お さら で ある 。 

薬 王 菩薩 よ 、 ま さ に 、 知 る べき で ある 。 

仏 の (肉体 の ) 死 後 、 能 よく 、 法 華 経 を 書き 号 し た り 、 保 持 し た 
けり 、 読 ん だ け 、 法 華 経 に 捧げ も の を 捧げ た り 、 他 人 の 為 に 法華 経 を 
説い た りす る 者 を 、 仏 は 、 こ の 人 の 為 に 、 こ の 人 を 衣 で 覆う 。( 仏 
は 、 こ の 人 の 大 を 覆っ て くれ る 。 仏 は 、 こ の 人 を 因 が 無い 者 と 見 な 
し て くれ る 。) 

また 、( こ の 人 を ) 他 の 方 向 の 現在 の 諸仏 は 念頭 に 細 い て 護っ て く 
れる 。 

この 人 は 、 大 いな る 信じ る 力 、 お よび 、 「 志願 の 力 」、「 和 希望 す 
る 力 」、 諸 々 の 「 善 根 」、「 善 の 種 と 成る 善行 」 を 行う 力 を 有 し て 
いる 。 

まさ に 、 知 る べき で ある 。 

この 人 は 、 仏 と 共に いる の で ある 。 


仏 は 、 こ の 人 の 為 に 、 手 で 、 こ の 人 の 、 そ の 頭 を 撫で る 。 

楽 王 菩薩 よ 、 法 華 経 を 説い た り 、( 声 を 出さ な いで ) 読 ん だ けり 、 声 
を 出し て 読ん だ り 、 書 き 写 し た り 、 法 華 経 が 存在 し た りす る 、 至 る 
所 に 、 皆 、 ま さ に 、 極 め て 高く 広く 荘厳 に 飾ら れ て いる 「 七 宝 」、 
「 七 種類 の 宝 」 の 塔 を 建て る べき で ある 。 

この 塔 に は 、「 舎利 」、「 仏 の 遺骨 」 を 必ず し も 安置 し な く て も 
良い 1。 

理由 は 何 か ? (と 吉 う と 、) 

この 塔 の 中 に は 、 上 學 に 、 仏 の 全身 が 存在 する の で ある 。 

まさ に 、 こ の 塔 に 一 切 の 華 、 香 、「 環 」、「 弓 ひも 状 の 飾 
けり 」、「 繝 攻 」、「 峠 施 」、「 伝 楽 」、「 音 楽 」、「 歌 類 」、「 ほ 
め た た える 歌 」 を 捧げ て 、 恭 し く 散っ て 、 尊 重 し て 、 ほ め た た える 
べき で ある 。 

も し 、 あ る 人 が 、 こ の 塔 を 見 る こと を 得 て 、 礼 拝 し て 、 捧 げ も の 
を 捧げ れ ば 、 ま さ に 、 知 る べき で ある 、 こ れ ら の 人 は 皆 、「 阿 胡 多 
雑 三 革 三 菩提 」、「 無 上 普遍 正 覚 」 に 近い の で ある 。 

楽 王 菩 薩 よ 、 菩 薩 の 道 を 行 お こ な っ て いる 在家 信者 や 出家 者 は 多 
くい る が 、 も し 、 こ の 法華 経 を 見 聞き し た り 、 読 ん だ けり 、 書 き 写 し 
た り 、 保 持 し た り 、 捧 げ も の を 捧げ た りす る こと が で き 得 て いな い 
な ら ば 、 ま さ に 、 知 る べき で ある 、 こ の 人 は 、 未 だ に 、 善 く 菩 薩 の 
道 を 行う こと が で き て いな い の で ある 。 

も し 、 こ の 法華 経 を 聞く こと を 得 て い た ら 、 能 よく 、 善 く 菩薩 の 
道 を 行う こと が で き て いる の で ある 。 

ある 「 家 生 」、「 生 者 」 の 仏道 を 探求 し て いる 者 が 、 こ の 法華 経 
を 見 聞き し て 、 見 聞き し 終わ っ て 、 値 じ て 理 解 し て 、 受 け 入 れ て 保 
持 す れ ば 、 ま さ に 、 知 る べき で ある 、 こ の 人 は 、「 阿 胡 多 殺 三 革 三 
菩提 」、「 無 上 普遍 正 覚 」 に 近い の で ある 。 

薬 王 菩薩 よ 、 例 えば 、 あ る 人 が 湯 いた が 、 水 が 欠乏 し て いて 、 水 
を 求め て 、 高 原 に 穴 を 内 っ て いっ て 、 な お 、 乾 いて いる 土 を 見 て 、 
「 水 は 、 な お 、 遠 い 」 と 知る よう な 物 な の で ある 。 

作業 を や め な いで いる と 、 段 々 と 湿っ て いる 土 を 見 て 、 つ い に 、 
よう や く 、 泥 に 至る と 、 そ の 心 が 決 定 的 に 確 合 し て 、「 水 は 、 必 
ず 、 近 くに ある 」 と 知る よう な 物 な の で ある 。 

菩薩 も 、 ま た 、 同 様 な の で ある 。 

も し 、 こ の 法華 経 を 未だ 、 導 いた り 、 理 解 し た り 、 修 習 し た り で 
き な い の で あれ ば 、 ま さ に 、 知 る ベ べき で ある 、 こ の 人 は 、「 阿 粗 多 
雑 三 芋 三 菩提 」、「 無 上 普遍 正 覚 」 か ら 、 な お 遠く 、 離 れ 去 っ て い 
る の で ある 。 

も し 、 こ の 法華 経 を 聞い て 、 理 和解 し て 、 思 考 し て 、 修 習 で き 得 た 
ら 、「『 阿 多 名 三 鞭 三 菩提 』 、『 無 上 普遍 正 覚 。 に 近い 」 と 必ず 


知り な さい 。 

理由 は 何 か ? (と 吉 う と 、) 

ー 切 の 菩薩 の 「 阿 多 雑 三笠 三 菩提 」、「 無 上 普遍 正 覚 」 は 和 皆 
この 法華 経 に 所 属し て いる の で ある 。 

この 法華 経 は 、( 真 理 へ の ) 「 方 便 」、「 便 宜 的 な 方 法 」 と いつ 門 
を 開い て 、 真 実 の 相 を 示す 。 

この 法華 経 と いう ( 仏 の 因 疾 の ) 蔵 (、 宝庫 ) は 、 堅 固 で 奥深 く 、 到 
達 で きた ( 仏 で は な い ) 人 は いな い の で ある 。 

今 、 仏 は 、 菩 薩 を 教化 し て ( 仏 の 智 才 を ) 成 就 さ せる 為 に 、 法 華 経 
を 開示 し た の で ある 。 

薬 王 苦 薩 よ 、 も し 、 あ る 菩薩 が 、 こ の 法華 経 を 聞い て 、 和 区 い た 
り 、 疑 っ た り 、 恐 れ た りり し た ら 、 ま さ に 、 知 る べき で ある 、 こ の 菩 
薩 は 、 新 し く 仏 を 求め る 心 を 起こ し た ば か り の 菩薩 な の で ある 。 

も し (菩薩 の 道 を 行っ て いな しい )) 声 聞 の 段階 の 人 が 、 こ の 法華 経 を 
聞い て 、 藻 いた り 、 医 っ た けり 、 刀 れ た けり したら 、 ま さ に 、 知 る べき 
で ある 、 こ の 声 聞 の 段階 の 人 は 、「 増 上 慢 の 」、「 悟 っ て いな い の 
ご 言っ た 』 と 思い 上 が っ て いる 」 者 な の で ある 。 

薬 王 苦 薩 よ 、 も し 、 あ る 善い 男子 や 善い 女 の 人 が 、 仏 の (肉体 の ) 
死後 、「 四 衆 」、「 出 家 者 の 男女 と 在家 信者 の 男女 」 の 為 に 、 こ の 
法華 経 を 説き た いと 欲し た な ら ば 、 ど の よう に 、 ま さ に 、 説 くべ き 
で ある の か ? 

この 善い 男子 や 善い 女 の 人 は 、( 思 いや り と いう ) 「 如来 の 室 」 、 
. 公 の 部 屋 」 に 入っ て 、( 系 和 で 悪人 か ら の 等 め を 忍耐 する 心 と い 
う )「 如来 の 衣 」 、「 仏 の 衣 」 を 着 て 、(「 全 て の も の は 空 で ある 
と いう 仏 の 名 閣 と いう )「 如来 の 座 」、「 仏 の 座 」 に 学 禅 し て 、 ま 
さ に 、「 四 箇 」、「 出 家 者 の 男女 と 在家 舘 者 の 男女 」 の 為 に 、 こ の 
法華 経 を 広く 説く べき で ある 。 

「 如来 の 室 」、 、 仏 の 部 屋 」 と は 、 ー 切 の 「 運 生 」、「 生 者 」 の 
中 の 大 いな る 「 需 寺 」 ヽ 「 思い や けり 」 の 心 で ある 。 

「 如来 の 衣 」、「 仏 の 衣 」 と は 、 和 柔和 で 、( 悪 人 か ら の ) 辱 は ず か 
し め を 妨 耐 する 心 で ある 。 

「 如来 の 座 」、「 仏 の 座 」 と は 、「 一 切 の 法 は 空く うつ で ある 」、 
「 全 て の も の は 空く う で ある 」 と いう 仏 の 智 琉 で ある 。 

これ ら の 中 に 安住 し て 、 怠 情 で は な い 心 (、 精 進 す る 心 ) で 、 諸 々 
の 菩薩 、 お よび 、「 四 家 」、「 出 家 者 の 男女 と 在家 信者 の 男女 」 の 
為 に 、 こ の 法華 経 を 広く 、 説 き な さ い 。 

薬 王 菩薩 よ 、 私 、 仏 は 、 他 国 で も 、 化 生 し た 人 を 派遣 し て 、 こ の 
人 の 為 に 、 法 華 経 の 法 を 聴く 聴 家 を 集め る 。 

また 、( 仏 は 、) 化 生 し た 「 比丘 、 比 丘 尼 、 優 婆 寒 、 優 波 素 」、 

「 出家 者 の 男女 と 在家 信者 の 男女 」 を 派遣 し て 、 こ の 人 の (法華 経 


の ) 説 法 を 聴か せる 。 

これ ら の 諸々 の 化 生 し た 人 達 は 、( 法 華 経 の ) 法 を 聞い て 、 信 じ て 
受け 入れ て 、 従 い 、 逆 ら わ な い !。 

も し (法華 経 を 正しく ) 説 法 し て いる 者 が 、( 人 里 離れ た ) 静 か な 場 
所 に いた な ら ば 、 私 、 仏 は 、 そ の 時 、 天 人 、 龍 、 鬼 神 、 乾 圏 婆 、 阿 
人 その (法華 経 の ) 説 法 を 聴か せる 。 

私 、 仏 は 、 異 国 (、 異 界 、 仏 国土 ) に いて も 、 時 々 、( 法 華 経 を 正 し 
く ) 説 法 し て いる 者 に 、 私 、 仏 の ( 仮 の ) 身 を 見 る こと を 得 さ せる 。 

も し 、 こ の 法華 経 の 詩 の 名 を 忘れ て し まっ た ら 、 私 は 、 法 華 経 を 
正しく 説法 し て いる 者 の 為 に 、( 法 華 経 を ) 説 いて 、 備 わせ る 。 


その 時 、 世 尊 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 く り 返 し 、 こ の 意義 を 話し た いと 
欲し て 、 詩 で 説い て 吉 っ た 。 


諸々 の 怠 必 を 捨て た いと 欲す る な ら ば 、 ま さ に 、 こ の 法華 経 を 聴 
くべ き で ある 。 

この 法華 経 を 聞く の は 難し い 。 

法華 経 を 信じ て 受け 入れ る の も 、 ま た 、 難 し い 。 

人 が 渦 いて 、 水 を 求め て 、 高 原 に 穴 を 容 っ て 、 な お 、 乾 燥 し た 土 
を 見 て 、「 水 か が ら 、 な お 、 遠 く 、 離 れ 去 っ て いる 」 と 知る よう なお 物 
な の で ある 。 

よう や く 、 湿 っ て いる 土 、 泥 を 見 て 、 決 定 的 に 確信 し て 、「 水 に 
近い 」 と 知る よう な 物 な の で ある 。 

楽 王 昔 薩 よ 、 あ な た は 、 ま さ に 、 知 る べき で ある 。 

この よう に 、 諸 々 の 人 達 は 、 法 華 経 を 聞か な い の で あれ ば 、 仏 の 
智 六 か ら 、 と て も 遠く 、 離 れ 去 っ て し まっ て いる の で ある 。 

も し 「 法 華 経 は 、 奥 深い 経 で ある 」 と 聞い て 、 声 聞 の 法 を 決定 的 
に 了解 し て 、「 法華 経 は 、 諸 々 の 経 の 王 で ある 」 と 聞い て 、「 法 華 
経 は 、 諸 々 の 経 の 王 で ある 」 と 明確 に 思い 考え る こと が で きれ ば 、 
まさ に 、 知 る べき で ある 、 こ の 人 達 は 、 仏 の 劉 癌 に 近い の で ある 。 

も し 人 が 、 こ の 法華 経 を 説く の で あれ ば 、 ま さ に 、( 思 いや り と 
1 「 如来 の 室 」 、「 仏 の 部 屋 」 に 入っ て 、( 柔 和 で 悪人 か ら の 辱 

を 妨 耐 する 心 と いう ) 「 如来 の 衣 」、「 仏 の 衣 」 を 着 て 、(「 全 て 
の の は ご で ある 」 と いう 仏 の 智 区 と いう )「 如来 の 座 」、「 仏 の 
座 」 に 学 禅 し て 、「 運 生 」、「 生 者 」 の 中 に 処し て 、 恐 れる 所 無 
く 、 広 く 、 生 者 の 為 に 、 分 別して 、 法 華 経 を 説く べき で ある 。 

大 いな る 「 需 悲 ヽ 「 思い や り 」 が 、 「 如来 の 室 」 ヽ 「 仏 の 部 
屋 」 で ある 。 

柔和 で 、( 悪 人 か ら の ) 辱 は ず か し め を 妨 耐 する 心 が 、「 如来 の 
衣 」、「 仏 の 衣 」 で ある 。 


「 諸 法 は 空く つ で ある 」、「 全 て の も の は 空く つう つ で ある 」 と いつ 
仏 の 智 六 が 、「 如来 の 座 」、「 仏 の 座 」 で ある 。 

これ ら に 処し て 、 生 者 の 為 に 、( 法 華 経 を ) 説 法 し な さい 。 

も し 、 こ の 法華 経 を 説い て いる 時 に 、 あ る 人 が 悪口 を 吉 っ て きた 
けり 、 有 刀剣 で 斬っ て きた けり 、 杖 で H ム てき たり 、 上 玉 か わら や 石 を 投げ 
て きた り し て も 、 仏 も 妨 耐 し た こと を 思い 出し て 、 妨 耐 し な さい 。 

私 、 仏 は 、 幾 千 万 億 の 仏 国土 で 、 清 浄 な 堅固 な ( 仏 の 仮 の ) 身 を 出 
現さ せ て 、 幾 億 も の 量り 知れ な い ほ ど 無 数 の 却 、「 衆 生 」、「 生 
者 」 の 為 に 、( 法 華 経 を ) 説 法 し て いる 。 

も し 私 、 釈 迎 年 尼 仏 の (肉体 の ) 死 後 、「 法師 」、「 仏法 の 教師 
が 、 能 よく 、 こ の 法華 経 を 説 け ば 、 私 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 化 生 し た 比 
丘 、 比 丘 尼 、 お よび 、( 清 ) 信 士 、( 清 ) 信 女 と いう 「 四 衆 」、「 出 家 
者 の 男女 と 在家 信者 の 男女 」 を 派遣 し て 、 「 法 師 」、「 仏 法 の 教 
師 」 に 捧げ も の を 捧げ させ て 、 諸 々 の 「 軍 生 」、「 生 者 」 を 引き 寄 
せ て 導い て 、 こ の 「 法師 」、「 仏 法 の 教師 」 の 所 に 集め て 、( 法 華 
経 の ) 仏 法 を 聴か せる 。 

も し 人 が 悪口 を 吉 お うと し た り 、 有 刀剣 で 斬る つと し た り 、 杖 で 叩 
こう と し た り 、 上 瓦 か わら や 石 を 投げ よう と し た り し た ら 、( 仏 は 、) 
化 生 し た 人 を 派遣 し て 、 こ の 法華 経 を 正しく 説い て いる 人 の 為 に 、 
護衛 を させ る 。 

も し 法華 経 を 正しく 説法 し て いる 人 が 、 独 けり で 、 静 か な 、 人 に よ 
る 音声 が 無い (人 里 離 れ た ) 静 か な 場所 に いて 、 こ の 法華 経 を 声 に 出 
し て 読ん で いた ら 、 私 、 仏 は 、 そ の 時 、 こ の 法華 経 を 正しく 説法 し 
て いる 人 の 為 に 、 清 浄 な 光明 を 放っ て いる ( 仏 の 仮 の ) 身 を 出現 させ 
る 。 

も し 、 法 華 経 を 正しく 説法 し て いる 人 が 、 法 華 経 の 一 章 や 一 名 を 
忘れ て し まっ た ら 、 こ の 人 の 為 に 、 法 華 経 を 説い て 、 法 華 経 に 通じ 
させ て 利益 を 得 さ せる 。 

も し 人 が 、( 思 いや り 、 和 柔和 で 悪人 か ら の 辱め を 妨 耐 する 心 、 
「 全 て の も の は 空 で ある 」 と いう 仏 の 智 堪 と いう 、) こ れ ら の 徳 を 
備え て いた ら 、 ま た は 、「 四則 」、「 出 家 者 の 男女 と 在家 信者 の 男 
女 」 の 為 に (人 里 離 れ た ) 静 か な 場所 で 法華 経 を 声 に 出 隊 和 0 
いて いた ら 、 皆 、 私 、 仏 の ( 仮 の ) 身 を 見 る こと が で き 得 

も し 法華 経 を 正 し く 褒 法 し て い ら 人 が (人 時 租 れ た 前 か な 場 に 
いた ら 、 私 、 仏 は 、 天 人 、 龍 王 、 夜 叉 、 鬼 神 な ど を 派遣 し て 、 こ の 
人 の 為 に 、 法 華 経 の 仏法 を 聴く 聴 軍 と 成ら せる 。 

この 人 は 、 法華 経 の 仏法 を 分 唱 し て 、 「 無 塁 芝 で 」、 「 障害 無 く 
自由 自在 に 」、「 楽 説 す る 」、「 他 者 の 願う 所 に 従っ て 自在 に 仏法 

を 説く 事 が で きる 」。 

この 人 を 、 諸 仏 が 念頭 に 買い て 護っ て いる お か げ で 、 こ の 人 は 、 


大 衆 を 喜ば せる こと が 可能 な の で ある 。 

も し (法華 経 の 正しい ) 「 法師 」、「 仏法 の 教師 」 に 親しみ 近づけ 
ば 、 速 や か に 、 菩 薩 の 道 を 得る 。 

(法華 経 の 正しい ) 「 法師 」 、「 仏法 の 教師 」 に 従っ て 学べ ば 、 

「 恒 ( 河 ) 沙 の 」、「 ガ ンジ ス 川 の 砂 の よう に 無数 の 」 仏 に まみ える 
こと が で き 得 る 。 


見 宝 埼 ロロ 


その 時 、 釈 迎 牟 尼 仏 の 前 に 、 高 さ が 五 百 由 旬 、 縦 と 横 の 広 さ が 二 
百 五 十 由 旬 の 、 あ る 「 七 宝 」、「 七 種類 の 宝 」 の 塔 が 、 地 か ら 浦 わ 
き 出 て 、 空 中 に 浮か ん だ 。 

種々 の 宝物 が 、 こ の 塔 を 荘厳 に 飾っ て いた 。 

五 千 の 「 欄 桶 」、「」 と 、 幾 千 、 幾 万 も の 「 攻 室 」、「 厨 子 ず 
し 」 と 、 無 数 の 「 幡 施 」 が 、( 塔 を ) 荘 厳 に 飾っ て いた 。 

宝 の 「 環 地 」、「 紀 ひも 状 の 飾り 」 を 垂らし て いた 。 

角 万 、 幾 億 も の 宝 の 負 が 、 そ の 上 に 片 け られ て いた 。 

( 塔 は 、) 四 面 か ら 皆 、 多 摩 維 政 と 梅 丁 の 香り を 出し て いて 、 世 界 
に 、 あ まね く 充 満 し た 。 

その 諸々 の 「 峠 施 」 と 「 天 蓋 」 は 、 金 、 銀 、 瑠 璃 る り 、 人 人 し ゃ 
こ 、 秦 秦 め の つう 、 真 珠 、「 政 環 」、「 現 在 で は 謎 の 、 赤 い 宝 石 」 と 
いう 七 種類 の 宝 に よっ て 、 合 わせ て 形成 され て いた 。 

( 塔 の ) 高 さ は 、 四 天王 の 宮殿 に まで 至っ て いた 。 

「 三 十 三 天 」、「 層 利 天 」 の 天 人 は 天 の 曖 陀 殺 華 を 雨 の よう に 降 
ら し て 宝 の 塔 に 捧げ た 。 

他 の 諸々 の 天 人 、 龍 、 夜 叉 、 乾 賠 婆 、 阿 修 、 迎 楼 殺 、 緊 那 殺 、 
摩 具 苺 加 と いっ た 、 人 と 、 人 で は な い 者 達 、 幾 千 、 幾 万 、 幾 億 の 者 
達 は 、 一 切 の 華 や 、 香 や 、「 環 夫 」 、「 紀 ひも 状 の 飾り 」 や 、「 峠 
旋 」 や 、「 天 鞭 」 や 、「 伝 楽 」、 「 音 楽 楽 」 を 宝 の 塔 に 捧げ て 、 恭 し 
く 敬 っ て 、 尊 重 し て 、 ほ め た た えた 。 

その 時 、 宝 の 塔 の 中 か ら 、 大 いな る 音声 が 出 て 、( 釈 迎 牟 尼 仏 を ) 
ほめ た た えて 、 こ の よう に 吉 っ た 。 


善い か な 。 

善い か な 。 

釈 迎 年 尼 仏 は 、 能 よく 、 平 等 な 大 いな る 名 堪 に よっ て 、 「 教 菩薩 
法 」、「 仏 所 護 念 」、 "妙法 華 経 」 を 大 喜 の 為 に 説い て いる 。 

その 通り で ある 。 

その 通り で ある 。 

釈 迎 御 尼 仏 の 所 説 は 皆 、 真 実 で ある 。 


その 時 、「 四 衆 」、「 出 家 者 の 男女 と 在家 信者 の 男女 」 は 、 大 い 
な る 宝 の 塔 が 補 F 中 に 浮か が ん で いる の を 見 て 、 また 、 塔 の 中 か ら 出 た 
声 を 聞い て 、 皆 、「 法 喜 」、「 法 悦 」 を 得 て 、 人 
と を 怪し ん で 、 座 よ り 起 立 し て 、 杯 し く 人 散っ て 、 合 掌 し て 、 座 に 
戻っ て 、 一 面 に 留まっ た 。 
その 時 、 大 楽 説 菩 薩 と 吉 つ 名 前 の 菩薩 ( 摩 詞 薩 ) が いて 、 一 切 の 世 


間 の 天 人 、 人 、 阿 修 維 な どの 心中 の 疑い を 知っ て 、 釈 迎 御 尼 仏 に 


吉 っ た 。 


世 尊 、 釈 角 牟 尼 仏 よ 、 ど ん な 「『「 因縁 」、「 理 由 」 に よっ て 、 こ の 
宝 の 塔 は 有 っ て 、 地 か ら 浦 き 出 た の で すか ? 

また 、( ど ん な 「 因 縁 」、「 理 由 」 に よっ て 、) そ の 塔 の 中 か ら 、 
この 音声 が 起こ っ た の で すか ? 


その 時 、 釈 迎 年 尼 仏 は 、 大 楽 説 薩 に 告げ た 。 
この 宝 の 塔 の 中 に は 、 如 来 の 全身 、 仏 の 全身 が 有る の で ある 。 


昔 、 過 去 、 東 方 の 畿 干 万 億 阿 僧 祇 も の 無量 の 先 の 世界 に 、 宝 浄 と 
吉 つ 名 前 の 国 が あっ て 、 そ の 国 の 中 に 、 多 宝 仏 と 吉 つ 称号 の 仏 が い 
た 。 

その 多 宝 仏 が 本 も と 、 菩 薩 の 道 を 行っ て いた 時 に 、 こ の よう な 大 
いな る 玖 願 を し た 。 


も し 私 (、 多 宝 仏 ) が 仏 に 成っ た ら 、( 多 宝 仏 の 仮 の 身 の ) 死 後 、 十 
方 の 国土 で 、 法 華 経 が 説 か れ て いる 所 が 有 っ た な ら ば 、 私 (、 多 宝 
仏 ) の 塔 疹 が 、 こ の 法華 経 を 聴く た め に 、 そ の 前 に 浦 き 出し て 現れ 
て 、 聴 箇 の 為 に 、 証 明 と 成っ て 、 「 善 \ か な 」 と 、 ほ め た た えて 吉 
お う 。 


その 多 宝 仏 は 、 仏 道 を 成就 し 終わ っ て 、( 仮 の 身 の ) 死 に 臨ん だ 
時 、 天 人 と 人 の 大 則 の 中 で 、 諸 々 の 「 比 丘 」、「 出 家 者 」 に 告げ 
た 。 


私 (、 多 宝 仏 の 仮 の 身 ) の 死後 、 私 (、 多 宝 仏 ) の 全身 に 捧げ も の を 
捧げ た いと 欲す る な ら ば 、 ま さ に 、 一 つの 大 いな る 塔 を 建て な さ 
し 1。 


この 多 宝 仏 の 、 神 通 の 願 力 に よっ て 、 十 方 の 世界 の 、 あ り と あら 
ゆる 所 で 、 も し 法華 経 を 説く 者 が いれ ば 、 こ の 多 宝 仏 の 宝 の 塔 は 、 
全て の 場所 で 、 そ の 者 の 前 に 、 浦 き 出す 。( そ し て 、) 

多 宝 仏 の 全身 が 、 塔 の 中 に 在 っ て 、「 善 \ い か な 。 善 いか な 」 と 、 
ほめ た た えて 詩 う 。 


大 楽 説 菩 薩 よ 、 今 、 多 宝 仏 の 塔 は 、 法 華 経 が 説 か れ て いる の を 聞 
いた の で 、 地 か ら 浦 き 出し て 、「 善い か な 。 善 いか な 」 と 、 ほ め た 


た えて 吉 っ た の で ある 。 


この 時 、 大 楽 説 聞 薩 は 、 如 来 、 仏 の 神 ( 通 ) 力 に よっ て 、 青 迎 年 尼 
仏 に 吉 っ た 。 


世 尊 、 釈 迎 牟 尼 仏 よ 、 私 達 は 、 願 わく ば 、 こ の 多 宝 仏 の 身 を 見 た 
いと 欲し ます 。 


釈 迎 牟 尼 仏 は 、 大 楽 説 菩 薩 ( 摩 記 薩 ) に 告げ た 。 
この 多 宝 仏 に は 、 深 い 重 い 願 い が 有 る 。 


私 (、 多 宝 仏 ) の 宝 の 塔 が 法華 経 を 聴い て 諸仏 の ( 各 仏 の ) 前 に 出現 
し た 時 、 も し 私 (、 多 宝 仏 ) の 身 を 四 去 」、「 出 家 者 の 男女 と 在家 
信者 の 男女 」 に 示し た けれ ば 、( 各 仏 は 、) 十 方 の 世界 に いて 説法 し 
て いる 、 こ の 各 仏 の 分 身 で ある 諸仏 を 尽 こ と ご と く 戻 し て 一 つの 場 
所 に 集め な さい )。 

その 後に の み 、 私 (、 多 宝 仏 ) の 身 は 出現 する 。 


大 楽 説 菩薩 よ 、( 私 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、) 十 方 の 世界 に いて 説法 し て 
いる 者 で ある 私 (、 釈 迎 御 尼 仏 ) の 分 身 で ある 諸仏 を 今 、 ま さ に 、 集 
め よ っ う 。 


大 楽 説 菩 薩 は 、 釈 迎 年 尼 仏 に 吉 っ た 。 


世 尊 、 釈 迎 牟 尼 仏 よ 、 私 達 は 、 願 わく ば 、 釈 迎 牟 尼 仏 の 分 身 で あ 
る 諸仏 も 、 ま た 、 見 て 、 礼 排 し て 、 捧 げ も の を 捧げ た いと 欲し ま 
す 。 


その 時 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 白 宮 か ら ー つ の 光 を 放っ た 。 

する と 、 東 方 の 五 百 万 億 那由 他 恒 河 沙 に 等 し い 数 の 仏 国土 の 諸仏 
が 見 えた 。 

この 諸々 の 仏 国土 は 皆 、「 世 梨 」 、「 水晶 」 を 地 と 成 し て いた 。 

(この 諸々 の 仏 国 土 は 、) 宝 の 樹 や 、 宝 の 衣 で 、 荘 厳 に 飾ら れ て い 
た 。 

幾 千 、 幾 万 、 幾 億 も の 無数 の 菩薩 が 、 そ の 仏 国 土 の 中 に 充満 し て 
いた 。 

(この 諸々 の 仏 国土 は 、) 宝 の 「 峠 」、「 幕 まく 」 が 、 あ まね く 上 絹 
られ て いた 。 

(この 諸々 の 仏 国土 は 、) 宝 の 網 あ み が 上 に 暑 け られ て いた 。 


この 諸々 の 仏 国 土 の 諸 仏 は 、 大 いな る 妙 な る 音声 で 、 諸 法 を 説い 
て いた 。 

また 、 幾 干 、 幾 万 、 幾 借 も の 量り 知れ な い ほ ど 無 数 の 菩薩 が 、 
諸々 の 仏 国 土 に に 、 あま ね く 満 ち て いて 、「 衆 生 」 、「 生 者 」 の 為 に 
説法 し て いる の が 見 えた 。 

南方 、 西 方 、 北 方 、「 四 維 」、「 四 隅 」、 上 、 下 、 白 吉 相 の 光 に 
照ら され て いる 場所 も 、 ま た 、 同 様 で あっ た 。 

その 時 、 十 方 の ( 釈 迎 年 尼 仏 の 分 身 で ある ) 諸 仏 は 、 各 々 、 多 数 の 
菩薩 達 に 告げ て 、 吉 っ た 。 


善い 男子 よ 、 私 (、 釈 迎 牟 尼 仏 の 分 映 で ある 仏 ) は 、 今 、 ま さ に 、 
「 姿 汐 世界 」、「 この 世 」 の 釈 迎 年 尼 仏 の 所 へ 行っ て 、 共 に 、 多 宝 
仏 の 宝 の 塔 に 捧げ も の を 捧げ よう 。 


その 時 、「 商 婆 世界 」、「 この世 」 は 清浄 に 変わ っ た 。 

(この 世 は 、) 瑠 璃 る り を 地 と 成 し て いた 。 

(この 世 は 、) 宝 の 樹 で 荘厳 に 飾ら れ て いた 。 

(この 世 は 、) 黄 金 を 縄 と な し て 、 八 つの 道 の 境 界 に し て いた 。 
(この 世に は 、) 諸 々 の 集落 、 村 、 町 、 海 、 大 河 、 山 、 川 、 林 が 無 
く な っ た 。 

(この 世 は 、) 大 いな る 宝 の 香 が 焼香 され て いた 。 

(この 世 は 、) 明 陀 殺 華 が 、 あ まね く 、 そ の 地 に 行き 渡っ て いた 。 
(この 世 は 、) 宝 の 綱 あ み 、 宝 の 「 幅 」 、「 幕 まく 」 が 、 そ の 上 に 
時 け られ て いて 覆 わ れ て いた 。 

(この 世 は 、) 諸 々 の 宝 の 鋼 が 暑 け られ て いた 。 

会 宮 だ け は 留め られ て いて 、( 他 の ) 諸 々 の 天 人 、 人 は 他 の 仏 国土 
に 移さ れ て 置か れ て いた 。 

この 時 、( 釈 迎 牟 尼 仏 の 分 和 映 で ある ) 諸 仏 は 、 各 々 、 一 人 の 大 いな 
る 菩薩 を 引き 連れ て 、 そ ば に 仕え る 侍 者 と し て 、「 没 婆 世 界 」 

「 この世 」 に 来 て 、 各 々 の 宝 の 樹 の 下 に 到着 し た 。 

各々 の 宝 の 樹 の 高 さ は 、 五 百 由 旬 で あっ た 。 

( 宝 の 樹 は 、) 枝 、 葉 、 華 、 果 実 の 順に 荘厳 に 飾ら れ て いた 。 
諸々 の 宝 の 樹 の 下 に は 皆 、 高 さ が 五 由 旬 の 「 獅子 の 座 」、「 仏 の 
座 」 が 有 っ た 。 

また 、 大 いな る 宝 で 、 こ の 「 獅 子 の 座 」、「 仏 の 座 」 は 荘厳 に 飾 
られ て いた 。 

その 時 、( 釈 迎 牟 尼 仏 の 分 映 で ある ) 諸 仏 は 、 各 々 、 こ れ ら の 「 仏 
の 座 」 に 結 呈 味 汗 し た 。 

( 釈 迎 牟 尼 仏 の 分 肌 で ある 諸仏 は 、) こ の よう に 転々 と し て 、 三 千 
大 千世 界 に 満ち た 。 


し か し 、( 三 千 大 千世 界 で は 、) 釈 迎 牟 尼 仏 の 、 一 方 向 の 仏 国 土 に 
いた 分 映 で すら な お 、 未 だ 尽く すこ と が で き な か っ た 。 

その 時 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、( 釈 迎 牟 尼 仏 の ) 分 身 で ある 諸仏 を 受容 し 
よう と 欲し て 、 八 方 の 各々 の 方 向 を 更に 変化 させ た 。 

(それ に よっ て 、) 二 百 万 億 那由 他 の 仏 国 土 は 費 、 清 浄 に な っ て 、 

「 地獄 、 僚 史 、 畜 生 、 阿 修 維 」 と いつ 「 四 悪 道 」 が 無く 成っ た 。 
また 、 諸 々 の 天 人 、 人 は 移さ れ て 、 他 の 仏 国 土 に 置か れ た 。 
変化 し た 仏 国 土 も 、 ま た 、 瑠 璃 る り を 地 と 成 した 。 

(変化 し た 仏 国 土 は 、) 宝 の 樹 で 荘厳 に 飾ら れ た 。 

( 宝 の ) 樹 の 高 さ は 、 五 百 由 旬 で あっ た 。 

( 宝 の 樹 は 、) 枝 、 葉 、 華 、 果 実 で 順に 荘厳 に 飾ら れ て いた 。 

( 宝 の ) 樹 の 下 に は 皆 、 高 さ が 五 由 旬 の 宝 の 「 獅子 の 座 」、「 仏 の 
座 」 が 有 っ て 、 種 々 の 諸々 の 宝 で 荘厳 に 飾ら れ て いた 。 

また 、 海 、 大 河 が 無く 成っ た 。 

また 、 目 真 隣 能 ムチ ャ リン ダ 山 、 摩 詞 目 真 隣 能 バ チャ リン ダ 山 、 
鉄 囲 山 、 大 鉄 囲 山 、 須 弥山 な どの 諸々 の 山 の 王 は 通じ て いて 、 一 つ 
の 仏 国 土 を 成 し た 。 

(変化 し た 仏 国土 の ) 宝 の 地 は 、 平 ら で 、 正 し か っ た 。 

宝 の 「 交 露 の 」 、「 填 つゆ を 交え た よう に 反射 する 宝玉 を 連 つ ら 
ね た 」、「 幅 」、「 幕 まく 」 が 、 そ の (変化 し た 仏 国 土 の ) 上 を あま 
ね く 覆 っ て いた 。 

(変化 し た 仏 国 土 に は 、) 諸 々 の 「 幅 施 」 と 「 天 甘 」 が 時 け られ て 
いた 。 

(変化 し た 仏 国 土 で は 、) 大 いな る 宝 の 香 が 焼香 され て いた 。 

諸々 の 天 の 宝 の 華 が 、 そ の (変化 し た 仏 国土 の ) 地 に 、 あ まね く 行 
き 渡 っ て いた 。 


釈 迎 御 尼 仏 は 、( 釈 迎 年 尼 仏 の 分 身 で ある ) 諸 仏 が 来 て 学 禅 で きる 
よう に 、 八 方 の 間々 の 方 向 を 変化 させ た の で ある 。 

(それ に よっ て 、) 二 百 万 億 那由 他 の 仏 国土 は 皆 、 清 浄 に 成っ て 、 
「 地獄 、 魚 喝 、 畜 生 、 阿 修 維 」 と いつ 「 四 悪 道 」 が 無く 成っ た の で 
ある 。 

また 、 諸 々 の 天 人 、 人 は 移さ れ て 、 他 の 公国 土 に 置か れ た の で あ 
る 。 

変化 し た 仏 国 土 も 、 ま た 、 玉 璃 る り を 地 と 成 し た の で ある 。 

(変化 し た 仏 国土 は 、) 宝 の 樹 で 、 荘 厳 に 飾ら れ た の で ある 。 

( 宝 の ) 樹 の 高 さ は 、 五 百 由 旬 だ っ た の で ある 。 

( 宝 の 樹 は 、) 枝 、 葉 、 華 、 果 実 の 順に 荘厳 に 飾ら れ て いた の で あ 


( 宇 の ) 樹 の 下 に は 皆 、 高 さ が 石 由 旬 の 宝 の 「 獅子 の 座 』、「 仏 の 


座 」 が 有 っ た の で ある 。 

また 、 大 いな る 宝 で 、 こ の 「 仏 の 座 」 は 荘厳 に 飾ら れ て いた の で 
ある 。 

また 、 海 、 大 河 が 無く て 成っ た の で ある 。 

2 摩 詞 目 真 隣 能 ム チャ リン ダ 山 、 
鉄 囲 山 、 大 鉄 囲 山 、 須 弥山 な どの 諸々 の 山 の 王 は 通じ て いて 一 つの 
仏 国土 を 成 し た の で ある 。 

( 釜 化し た 公国 土 の ) 宝 の 地 は 、 平ら で 正しかっ た の で ある 。 

宝 の 「 交 皿 の 」、「 計 つゆ を 交え た よう に 反射 する 宝玉 を 連 つ ら 
ね た 」、「 峠 」、「 幕 まく 」 が 、 そ の (変化 し た 仏 国士 の ) 上 を あま 
ね く 才 っ て いた の で ある 。 

(変化 し た 仏 国 土 に は 、) 諸 々 の 「 峠 施 」 と 「 天 甘 」 が 上 暑 け られ て 
いた の で ある 。 

(変化 し た 仏 国 土 で は 、) 大 いな る 宝 の 香 が 焼香 され て いた の で あ 


諸々 の 天 の 宝 の 華 が 、 そ の (変化 し た 仏 国土 の ) 地 に 、 あ まね く 行 
き 渡 っ て いた の で ある 。 


その 時 、 東 方 の 、 釈 迎 征 尼 仏 の 分 映 で ある 、 百 千 万 億 那由 他 恒 河 
沙 に 等 し い 数 の 仏 国土 の 中 で 操 々 説法 し て いた 諸仏 は 、 こ の 世に 来 
て 本 まう た 。: 

同様 に 、 順 に 、 十 方 の ( 釈 迎 牟 尼 仏 の 分 映 で ある ) 諸 仏 は 皆 こ と ご 
と く 、 来 て 集まっ て 、 八 方 で 準 禅 し た 。 

の 還 当 CS 7 の に 年 

分 映 で ある ) 諸 仏 が 、 その 中 に 、 あま ね く 満 ち た 。 

” この 時 、( 和 好人 尼 仏 の 人 ) 身 で ある ) 諸 仏 は 、 各 々 、 宝 の 樹 の 下 に 
いて 、「 獅子 の 座 」、「 仏 の 座 」 に 学 禅 し て 、 皆 、 侍 者 (と し て い 
る 人 の 大 いな る 善 藤 ) を 派遣 し て 秋 迎 牟 尼 仏 に 「 問 最 さ せる 」、 
「 合 掌 し 低 頭 し 安否 を 尋ね させ る 」 た め に 、 各々 、 手 に 満々 と 、 す 
くっ た 宝 の 華 を ( 侍 者 と し て いる 一 人 の 大 いな る 菩薩 に ) 持 た せ て 、 
この 侍 者 (と し て いる 一 人 の 大 いな る 菩薩 ) に 告げ て 吉 っ た 。 


善い 男子 よ 、 あ な た (、 菩 薩 ) は 、「 者 痢 過 山 」 、「 霊 ( 驚 ) 山 」 の 
釈 迎 牟 尼 仏 の 所 へ 行っ て 、 私 (、 釈 迎 牟 尼 仏 の 分 映 で ある 仏 ) の 吉 葉 
通り に 吉 い な さい J。 


病 が 少な く 、 悩 み が 少な く 、 気 力 が あっ て 、 安 楽 と し て いま す 
か ? 

また 、 菩 薩 、 声 聞 達 は 、 こ と ご と く 安 穏 と し て いま すか ? 吾 
か ? 


この 宝 の 華 を 釈 迎 牟 尼 仏 の 上 に 、 ま き 散 らし て 捧げ て 、 こ の よう 
に 吉 い な さい |。 


( 釈 迎 御 尼 仏 の 分 遇 で ある ) 何 々 仏 は 、 釈 迎 年 尼 仏 と 共に 、 こ の 宝 
の 塔 を 開き た いと 欲し ます 。 


( 釈 迎 牟 尼 仏 の 分 映 で ある ) 諸 仏 は 、 使 いで ある 菩薩 を 派遣 し て 、 
同様 に し た 。 

その 時 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、( 釈 迎 牟 尼 仏 の ) 分 和 肌 で ある 諸仏 が 、 こ と 
ご と く 婚 に 来 て 集まっ て 各々 「 獅 子 の 座 」、「 仏 の 座 」 に 学 祥 し て 
いる の を 見 た 。 

また 、 釈 迎 年 尼 仏 は 、( 釈 迎 牟 尼 仏 の 分 映 で ある ) 諸 仏 が 皆 、 同 じ 
く 、 釈 迎 年 尼 仏 と 宝 の 塔 を 開き た いと 欲し て いる の を 聞い た 。 
する と 、 航 迎 牟 尼 仏 は 、 座 より 起立 し て 、 空 中 に 浮か ん だ 。 

ー 切 の 「 四 衆 」、「 出 家 者 の 男女 と 在家 信者 の 男女 」 は 、 起 立 し 
て 、 合 掌 し て 、 一 心 に 各 迎 年 尼 仏 を 見 つめ た 。 

この 時 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 右 手 の 指 で 、「 七宝 」 、「 七 種類 の 宝 
の 塔 の 戸 を 開い た 。 

する と 、 鍵 を 開い て 大 いな る 城門 を 開け た よう な 、 大 いな る 音声 
が 出 た 。 

その 時 、 一 切 の 会 軍 は 皆 、 多 宝 仏 が 宝 の 塔 の 中 で 「 獅子 の 座 」、 
「 仏 の 座 」 で 学 禅 し て いる の を 見 た 。 

多 宝 仏 の 全身 は 、 分 解 さ れ て 散っ て は いな か っ た 。 

多 宝 仏 は 、 禅 定 に 入っ て いる よう で あっ た 。 

また 、 そ の 多 宝 仏 の 吉 葉 が 聞こ えた 。 


善い か な 。 

善い か な 。 

釈 迎 年 尼 仏 は 、 快 く 、 こ の 法華 経 を 説い て いる 。 

私 、 多 宝 仏 は 、 こ の 法華 経 を 聴い て 、 こ こ に 来 た の で ある 。 


その 時 、「 四 衆 」、「 出 家 者 の 男女 と 在家 信者 の 男女 」 な ど は 、 
幾 干 万 億 も の 無量 却 の 過去 に ( 仮 の 身 が ) 死 ん だ 多 宝 仏 が 、 こ の よう 
な 詩 葉 を 説い て いる の を 見 て 、「 未だ か つて 無い 」 と 、 ほ め た た え 
て 、 天 に 昔 え られ た 宝 の 華 を 多 宝 仏 と 釈 迎 年 尼 仏 の 上 に 、 ま き 散 ら 
し た 。 

その 時 、 多 宝 仏 は 、 宝 の 塔 の 中 で 、 座 の 半分 を 釈 迎 牟 尼 仏 に 分 け 
与え て 、 こ の よう に 吉 っ た 。 


釈 迎 牟 尼 仏 よ 、 こ の 座 に 就き な さい 。 


その 時 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 そ の 塔 の 中 に 入っ て 、 そ の 多 宝 仏 の 座 の 
半分 に 池 禅 し て 告 喘 汗 し た 。 

その 時 、 大 箇 は 、( 釈 迎 牟 尼 仏 と 多 宝 仏 と いう ) 二 人 の 仏 が 、「 七 
宝 」、「 七 種類 の 宝 」 の 塔 の 中 に いて 、「 獅子 の 座 」、「 仏 の 座 」 
の 上 に 結 呈 味 汗 し て いる の を 見 て 、 各 々 、 こ の よう に 思っ た 。 


仏 達 は 、 高 く 遠 く で 学 禅 し て いる 。 
た だ 、 願 わく ば 、 仏 が 、 神 通 力 に よっ て 、 私 達 を も 共に 空中 に 浮 
か べ て くれ ます よう に 。 


その 時 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 神 通 力 で 、 諸 々 の 大 軍 を 近く に 引き 寄せ 
た 。 

(その た め 、 大 則 は 、) 皆 、 空 中 に 浮か ん だ 。 

( 釈 迎 御 尼 仏 は 、) 大 いな る 音声 で 、 あ まね く 、「 四 衆 」、「 出 家 
者 の 男女 と 在家 信者 の 男女 」 に 告げ た 。 


誰が 、 こ の 「 疫 婆 と いう 仏 国 土 」、「 この 世 」 で 、 妙 法華 経 を 広 
く 説 く こ と が 可能 で ある の か ? 

今 が 、 正 に 、 こ の 時 で ある 。 

私 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 久 し か ら ず 、「 混 毅 に 入る 」 、「 (肉体 だ け 
が ) 死 ぬ 」。 

私 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 こ の 妙法 華 経 を 付属 させ て 存在 させ た いと 欲 


oO 


その 時 、 世 尊 、 釈 迎 御 尼 仏 は 、 くり返し 、 こ の 意義 を 話し た いと 
欲し て 、 詩 で 説 ! て 吉 っ た 。 


「 聖 主 」、「 世 尊 」、「 仏 」 で ある 多 宝 仏 は 、( 仮 の 身 が ) 死 ん で 
か ら 久 し いと いえ ども 、 宝 の 塔 の 中 に いて 、 な お 仏法 の 為 に 来 た の 
で ある 。 

諸々 の 人 達 よ 、 ど うし て 仏法 の 為 に 勤め な いで 善い で あろ う 
か ? いい え ! 仏法 の 為 に 勤め る べき で ある ! 

この 多 宝 仏 の ( 仮 の 身 の ) 死 後 、 幾 「 無 央 数 」、 「' 阿 僧 祇 」 克 も 過 
ぎ て いる の で ある 。 

あり と あら ゆる 所 で 、 仏 法 を 聴く の に は 出会い 難い の で 、 こ の 多 
宝 仏 は 、 本 も と 、 願 っ た の で ある 。 


私 、 多 宝 仏 の ( 仮 の 身 の ) 死 後 、 あ り と あら ゆる 所 で 、 常 に 、 仏 法 


を 聴け ます よう に 。 


また 、 私 、 各 迎 牟 尼 仏 の 分 映 で ある 、「 恒 ( 可 ) 沙 」、「 ガ ンジ ス 
川 の 砂 の よう に 無数 」 に 等 し い 数 の よう つ な 、 量 けり 知 れ な い ほ ど 無 数 
の 諸仏 が 、 来 て 、 仏 法 を 聴き た いと 欲し て いる 。 

また 、( 仮 の 身 が ) 死 ん だ 多 宝 仏 を 見 る た め に 、 航 迎 牟 尼 仏 の 分 身 
で ある 諸仏 は 各々 、 妙 な る 仏 国 土 、 弟 子 達 、 天 人 、 人 、 龍 神 、 諸 々 
の 捧げ も の を 捨て て 、 仏 法 を 久しく 留め る た め に 、 こ の 世に 来 て い 

釈 迎 年 尼 仏 は 、( 釈 通年 尼 仏 の 分 和 映 で ある ) 諸 仏 が 学 祥 で きる よう 
に 、 神 通 力 で 、 量 けり 知れ な い ほ ど 無 数 の 「 衆 生 」、「 生 者 」 を ( 他 
の 仏 国 土 へ ) 移 し て 、 仏 国土 を 清浄 に し た 。 

清涼 な 池 を 蓮華 が 荘厳 に 飾る よう に 、( 釈 迎 牟 尼 仏 の 分 和 映 で ある ) 
諸仏 は 各々 、 宝 の 樹 の 下 に 来 た 。 

その 宝 の 樹 の 下 の 、 そ の 諸々 の 「 獅 子 の 座 」、「 仏 の 座 」 の 上 
に 、( 釈 迎 牟 尼 仏 の 分 映 で ある ) 仏 は 池 禅 し た 。 

夜 の 導 の 中 で 、 大 いな る 、 た いま つの 火 を 燃やす よう に 、 光 明 が 
荘厳 に 飾っ つて いる 。 

( 釈 迎 牟 尼 仏 の 分 映 で ある 諸仏 は 、) 身 か ら 妙 な る 香り を 出し て い 
て 、 香 り は 十 方 の 仏 国 土 に 行き 渡っ て いる 。 

「 衆生 」、「 生 者 」 は 、 香 り を こう むっ て 、 喜 びに た える こと が 
で き な い !。 

例え ば 、 大 いな る 風 が 小さ な 樹 の 枝 に 吹 \ て いる よう な 物 な の で 
ある 。 


この よう な 「 方 便 」、「 便 宜 的 な 方 法 」 で 、 仏 法 を 久しく 留め さ 
せる 。 


諸々 の 大 雷 に 告げ る 。 


私 、 釈 迎 牟 尼 仏 の (肉体 の ) 死 後 、 誰 が 、 こ の 法華 経 を 破 ら すず 護っ 
て 保持 し て 、 読 お むこ と が 可能 で あろ うか ? 
今 、 釈 迎 御 尼 仏 の 前 で 、 自 ら 、 医 つて 喜 い な さい 。 


多 宝 仏 は 、( 仮 の 身 が ) 死 ん で か ら 久 し いと いえ ども 、 大 いな る 表 
願 に よっ て 、「 獅子 只 し て いる 」、「 獅子 ライ オン が 叫 ほ える よう 
に 説法 し て いる 」。 

多 宝 仏 、 釈 迎 牟 尼 仏 、 釈 迎 牟 尼 仏 が 集め た 釈 迎 牟 尼 仏 の 化身 で あ 
る 諸仏 は 、 ま さ に 、 こ の 意義 を 知っ て いる 。 

諸々 の 仏 の 弟子 達 よ 、 誰 が 、 仏 法 を 破 ら ず 護る こと が 可能 で あろ 


つが ? 
まさ に 、 大 いな る 願い を 起こ し て 、 仏 法 を 久しく 留め させ な さ 
し 1。 


この 法華 経 の 仏法 を 能 よ く 破 ら ず 護 っ つて いる 者 は 、 私 、 釈 迎 牟 尼 
仏 と 多 宝 仏 に 捧げ も の を 捧げ て いる こと に 成る の で ある 。 
多 宝 仏 が 、 宝 の 塔 に 処し な が ら 、 常 に 十 方 を 巡っ て いる の 

は 、 こ の 法華 経 の た め な の で ある 。 

また 、 法 華 経 の 仏法 を 破 ら ず 護 っ て いる 者 は 、 こ の 世に 来 た 釈 迎 
牟 尼 仏 の 化身 で ある 諸仏 、 諸 世界 を 荘厳 に 光 で 飾っ つて いる 者 達 に 捧 
げ も の を 捧げ て いる こと に 成る の で ある 。 

も し 、 こ の 法華 経 を 説 け ば 、 釈 迎 牟 尼 仏 、 多 宝 仏 、 釈 迎 牟 尼 仏 の 
化身 で ある 諸仏 を 見 る こと に 成る の で ある 。 

諸々 の 善い 男子 よ 、 各 々 、 明 ら か に 、 思 考 し な さい !。 

これ は 、 難 し い 事 な の で ある 。 

まさ に 、 大 いな る 願い を 起こ し な さい )。 


(法華 経 以 外 の ) 他 の 諸々 の 経 は 数 が 「『 恒 ( 河 ) 沙 の よう で ある 、 
「 ガ ンジ ス 川 の 砂 の よう に 無数 で ある 」 と いえ ども 、 こ れ ら の 経 を 
説い て も 、 未 だ 難し いと は し な い の で ある 。 

須 線 山 を 近く に 引き 寄せ て 、 他方 向 の 無数 の 仏 国土 に 投げ て 、 置 
いて も 、 ま た 、 未 だ 難し いと は し な い の で ある 。 

足 の 指 で 、 大 千世 界 を 動か し て 、 他 の 仏 国 土 へ 遠く 投げ て も 、 ま 
た 、 未 だ 難し いと は し な い の で ある 。 

「 有頂天 」 に 立っ て 、「 則 生 」、「 生 者 」 の 為 に 、 量 り 知れ な い 
ほど 無数 の (法華 経久 外 の ) 他 の 経 を 演説 し て も 、 ま た 、 未 だ 難し い 
と は し な い の で ある 。 

仏 の ( 仮 の 身 の ) 死 後 、「 悪 世 」、「 悪 い 時 代 」 の 中 で 、 能 よく 、 
この 法華 経 を 説く こと は 、 難 し い の で ある 。 

た と え 人 が 手 で 虚空 を と ら え た まま 巡り 歩い て も 、 ま た 、 未 だ 難 
し いと は し な い の で ある 。 

私 、 釈 迎 御 尼 仏 の (肉体 の ) 死 後 、 法 華 経 を 自ら 書い た り 、 自 ら 保 
持 し た り 、 他 人 に 書か せ た り する こと は 、 難 し い の で ある 。 

大 地 を 足 の 甲 の 上 に 置い て 「 大 欧 天 」 に 昇天 し て も 、 ま た 、 難 し 
いと は し な い の で ある 。 

仏 の ( 仮 の 身 の ) 死 後 、「 悪 世 」、「 剖 い 時 代 」 の 中 で 、 短 時 間 で 
も 、 こ の 法華 経 を 読む お こと は 、 難 し い の で ある 。 

た と え 乾 燥 し た 草 を 背負 っ て 「 太 火 」 が 焼い て いる 中 に 入っ て 焼 
か れ な く て も 、 ま た 、 未 だ 難し いと は し な い の で ある 。 

私 、 釈 迎 年 尼 仏 の (肉体 の ) 死 後 、 こ の 法華 経 を 保持 し て 、 一 人 の 


為 に で も 、 説 く こ と は 、 難 し い の で ある 。 

八 万 四 千 の 「 法 蔵 」、「 経 」、' 十 二 部 経 」 を 保持 し て 他人 の 為 
に 演説 し て 諸々 の 聴 明 に 六 神 通 を 得 さ せ て も 、 ま た 、 未 だ 難し いと 
は し な い の で ある 。 

私 、 釈 迎 御 尼 仏 の (肉体 の ) 死 後 、 こ の 法華 経 を 聴い て 受け 入れ 
て 、 そ の 意義 を 問う こと は 、 難 し い の で ある 。 

人 が 説法 し て 、 幾 千 万 億 も の 量り 知れ な い ほ ど 「 恒 ( 河 ) 沙 の よう 
に 」、「 ガ ンジ ス 川 の 砂 の よう に 無数 の 「 軍 生 」、「 生 者 」 に 阿 
維 藻 を 得 さ せ て 、 六 神通 を 備え させ て も 、 こ の 利益 は 有る と いえ ど 
も 、 ま た 、 未 だ 難し いと は し な い の で ある 。 

私 、 釈 迎 牟 尼 仏 の (肉体 の ) 死 後 、 こ の 法華 経 を 捧げ 持つ こと は 、 
難し い の で ある 。 


私 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 仏 道 の 為 に 、 量 り 知 れ な い ほ ど 無 数 の 仏 国土 
で 、「 最初 」 か ら 今 に 至る まで 、 諸 々 の 経 を 広く 説い て いる が 、 そ 
の 中 で 、 こ の 法華 経 は 第 一 の 経 な の で ある 。 


も し 法華 経 を 保持 で き て いれ ば 、 仏 の 身 を 保持 し て いる こと に な 
る の で ある 。 


諸々 の 善い 男子 よ 、 私 、 釈 迎 牟 尼 仏 の (肉体 の ) 死 後 、 誰 が 、 こ の 
法華 経 を 受け 入れ て 保持 し て 読む こと が 可能 で あろ うつ か? 
今 、 釈 迎 年 尼 仏 の 前 で 、 自 ら 区 つ て 喜 い な さい 。 


この 法華 経 を 保持 する こと は 、 難 し い の で ある 。 

も し 短 時 間 で も 法華 経 を 保持 し て いれ ば 、 私 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 喜ぶ 
の で ある 。 

諸仏 も 、 ま た 、 同 様 に 喜ぶ の で ある 。 

この よう な 人 は 、 諸 仏 に 、 ほ め た た えら れる の で ある 。 

法華 経 を 保持 し て いる 人 は 、 勇 猛 な の で ある 。 

法華 経 を 保持 し て いる 人 は 、 精 進 し て いる の で ある 。 

法華 経 を 保持 し て いる 人 を 、「 戒 を 保持 し て 『 頭 陀 行 』 を 行 お こ 
な っ て いる 者 」 と 名 づけ る の で ある 。 

法華 経 を 保持 し て いる 人 は 、 速 すみ や か に 、 無 上 の 仏道 を 会 得 す 
る 。 
来世 で 、 こ の 法華 経 を 読ん で 保持 で きれ ば 、 真 の 仏 の 弟子 で ある 
し 、「 淳 」、「 ありのまま 」 の 善い 境地 に 留まる こと が で きる 。 
仏 の ( 仮 の 身 の ) 死 後 、 こ の 法華 経 の 意義 を 解説 で きる 者 は 、 諸 々 
の 天 人 、 人 、 世 間 の 眼 な の で ある 。 

ろ し い 世 の 中 で 、 短 時 間 で も 、 法 華 経 を 説く こと が で きた 者 


に 、 一 切 の 天 人 、 人 は 皆 、 ま さ に 、 捧 げ も の を 捧げ る べき で ある 。 


提 洛 達 多 品 


その 時 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 諸 々 の 菩薩 、 お よび 、 天 人 、 人 、「 四 
雷 」、「 出 家 者 の 男女 と 在家 信者 の 男女 」 に 告げ た 。 


私 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 過 去 の 量り 知れ な い ほ ど 無 数 の 区 の 間 、 法 華 
経 を 求め て 、 飽 き て 怠る こと が 無かっ た 。 

多数 の 区 の 間 、 常 に 、 国 王 と 成っ て 、「 無 上 菩提 」、「 無 上 覚 」 

を 願い 求め る 心 を 起こ し て 、 心 が 不 退 転 で あっ た 。 

「 布施 、 持 戒 、 忍 辱 、 精 進 、 禅 定 、 因 堪 」 と いう 「 六 波 弘 蜜 」 を 
満足 に 行 お うと 欲し て 、 布施 を 行う こと に 勤め て 、 心 の 中 で 、 象 ゾ 
ウ 、 馬 、「 七 珍 」、「 七 宝 」、「 七 種類 の 宝 」、 国 、 城 、 妻 子 に よ 
る 奉仕 、「 奴 尋 」 に よる 奉仕 、 少 年 の 下僕 に よる 奉仕 、 頭 、 目 、 
髄 、 脳 、 身 の 肉 、 手 、 足 を 惜しま な か っ た 。 

また 、 身 の 命 を 惜しま な か っ た 。 

その 時 、 世 の 人 民 の 寿命 は 量り 知れ な い ほ ど で あ っ た 。 

仏法 の た め 、 国 の 王位 を 捨て て 、 王 子 に 政治 を 委ね て 任せ た 。 

太鼓 を 打ち 鳴ら し て 、 宣 吉 し て 、 四 方 で 、 仏 法 を 求め た 。 


誰が 、 私 (、 前 世 の 釈 迎 牟 尼 仏 ) の 為 に 、「 大 乗 経 」、 法華経 」 
を 説く こと が 可能 な 者 で ある の か ? 

私 (、 前 世 の 釈 迎 牟 尼 仏 ) は 、 ま さ に 、 終 身 、 捧 げ も の を 供給 し 

「 走 使 」 、「 奉仕 する 下僕 」 と 成 ろう 。 


その 時 、( 阿 私 陀 と 吉 う 名 前 の ) 仙 人 が いて 、 来 て 、 王 (で ある 前 世 
の 釈 迎 年 尼 仏 ) に 吉 っ た 。 


私 (、 阿 私 陀 ) に は 、「 妙法 蓮華 経 」 と 吉 つ 名 前 の 「 大 乗 経 」 の 知 
識 が 有り ます 。 

も し 私 (、 阿 私 了 ) に 対し て 約束 を 違え な けれ ば 、 ま さ に 、 あ な た 
(、 前 世 の 釈 周年 尼 仏 ) の 為 に 、「 妙法 運 華 経 」 を 説き まし ょ うつ 。 


王 ( で ある 前 世 の 各 迎 年 尼 仏 ) は 、( 阿 私 陀 と 喜 う 名 前 の ) 仙 人 の 言 
葉 を 聞い て 、 喜 ん で 、 心 が 距 躍 し て 、( 阿 私 陀 と 吉 う 名 前 の ) 仙 人 に 
0 の Alle 特に 

身心 を 人 \ け させ る こと が 無かっ た 。 

(和己 の 和志 仏 は )( 阿 私 陀 と 喜 う 名 前 の ) 仙 人 に 仕え て 千年 
が 経っ た が 、 仏 法 の た め に 、 精 勤 し て 、 給 仕 し て 、 不 足 が 無 いよ う 
に し た 。 


その 時 、 世 尊 、 釈 迎 御 尼 仏 は 、 く り 返 し 、 こ の 意義 を 話し た いと 
欲し て 、 詩 で 説い て 吉 っ た 。 


私 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 過 去 の 友 を 思い 出す と 、 世 の 国王 と 成っ て い 
た が 、 大 いな る 仏法 を 求め る た め に 、「 五 欲 」、「 五感 の 欲望 」 を 
お さぼ ら ず 、 鐘 を 打ち 鳴ら し て 、 四 方 に 告げ た 。 


誰が 、 大 いな る 仏法 の 知識 が 有る 者 で ある の か ? 
も し 私 (、 前 世 の 釈 迎 牟 尼 仏 ) の 為 に 解説 し て くれ る な ら ば 、 自 身 
は 、 ま さ に 下僕 と 成 ろう 。 


時 に 、 阿 私 ( 陀 ) と 吉 う 名 前 の 他人 が いて 、 来 て 、 大 いな る 王 ( で あ 
る 前 世 の 釈 迎 御 尼 仏 ) に 吉 っ た 。 


私 、 阿 私 能 に は 、 微 細 で 入 妙 な 仏法 、 世間 で 希有 と され て いる 物 
の 知識 が 有り ます 。 

も し 能 よく 修行 する な ら ば 、 私 、 阿 私 陀 は 、 ま さ に 、 あ な た (、 
前 世 の 釈 迎 牟 尼 仏 ) の 為 に 説き まし ょ う 。 


その 時 、 王 (で ある 前 世 の 釈 迎 御 尼 仏 ) は 、 阿 私 陀 仙人 の 吉 葉 を 聞 
いて 、 心 に 大 いな る 喜び を 生じ て 、 阿 私 陀 仙 人 に 従っ て 、 必 要 と す 
る も の を 供給 し 、 新 お よび 草木 の 果実 を 採っ て 随時 、 恭 し く 敬 っ て 


ーー 仁 / 
心 が 妙 な る 仏法 に 存在 し て いて 、 身 心 を 怠 けさ せる こと が 無かっ 
守 % 


あま ね く 諸 々 の 「 衆 生 」、「 生 者 」 の 為 に 、 大 いな る 仏法 を 求め 
る こと に 勤め た 。 

また 、 己 の 身 お よび 「 五 欲 」、「 五 感 の 欲望 」 の 快楽 の 為 で は な 
く 、 大 いな る 国王 と 成っ て 、 こ の 仏法 を 獲得 する こと を 求め て 勤め 
た 。 

遂に 、 仏 と 成る こと を 得る に 到 っ た 。 

今 、 そ の た め 、 あ な た た ちの 人 為 に 説い て いる の で ある 。 


釈 迎 年 尼 仏 は 、 諸 々 の 「 比丘 」、「 出 家 者 」 に 告げ た 。 


その 時 の 王 が 、 私 、 釈 迎 御 尼 仏 な の で ある 。 

その 時 の 仙人 が 、 今 の 提 婆 達 多 デ ー ヴ ァ ダ ッ タ な の で ある 。 

提 婆 達 多 デー ヴァ ダッ タ は (前 世 で ) 「 善 知識 」、「 善 友 」 で あっ 
た の で 、 私 、 釈 迎 御 尼 仏 は 、「 六 流 弘 審 」 と 、 「 慈 慈 喜 捨 」 と 、 


「 三 十 二 相 」 と 、「 八 十 種 好 」 と 、「 紫 磨 金 色 」 、「 紫色 を 帯び た 
最上 質 の 純金 の 色 」 (の 身 ) と 、「 十 力 」 と 、「 四 無 所 胃 」 と 、「 四 
摂 法 」 と 、「 十 八 不 共 ( 法 ) 」 と 、 神 通 の 道 力 を 十分 に 備え て 、「 等 
正 覚 」、「 普 遍 正 覚 」 を 成就 し て 、 広 く 「 箇 生 」、「 生 者 」 を 仏 土 
へ 渡し て いる の で ある 。 

これ ら は 皆 、 提 婆 達 多 デ ー ヴ ァ ダ ッ タ が (前 世 で ) 「 善 知識 」 、 
「 善 友 」 で あっ た こと に よる 物 な の で ある 。 

諸々 の 「 四 家 」、「 出 家 者 の 男女 と 在家 信者 の 男女 」 に 告げ る 。 
提 婆 達 多 デー ヴァ ダッ タ は 、 無 間 地 獄 が 終わ っ た 後 、 無 量 の 区 を 
過ぎ て か ら 、 ま さ に 、 天 王 仏 と 吉 う 称号 の 仏 に 成る こと が で き 得 
る 。 
天王 仏 の 世界 、 仏 国土 の 名 前 は 、 天 道 で ある 。 
その 時 、 天 王 仏 は 、 天 道 と 吉 つ 世界 、 仏 国土 に 、 二 十 中 区 、 住 ん 
で 留まる 。 

広く 、「 皮 生 」、「 生 者 」 の 為 に 、 妙 な る 仏法 を 説く 。 

「 恒 河 沙 の 」、「 ガ ンジ ス 川 の 砂 の よう に 無数 の 」、「 上 箇 生 」 、 
「 生 者 」 が 、 阿 維 漢 果 を 得る 。 

量り 知れ な い ほ ど 無 数 の 「 衆 生 」、「 生 者 」 が 、「 緑 覚 」、「 独 
覚 」 を 求め る 心 を 起こ す 。 

「 恒 河 沙 の 」、「 ガ ンジ ス 川 の 砂 の よう に 無数 の 」、「 上 衆 生 」 、 
「 生 者 」 が 、 無 上 の 道 心 を 起こ し て 、「 無 生 妨 」 、「 生 滅 を 超越 し 
た 真理 の 認識 」 を 得 て 、 不 退 転 に 留まる 。 

天王 仏 の ( 仮 の 身 の ) 死 後 、 正 法 は 、 二 十 中 区 、 世 に 住ん で 留 
る 。 
全身 の 「 舎 利 」、「 遺 明 」 で 、 高 さ が 六 十 由 旬 で 、 縦 の 奥行 き と 
模 の 広 さ が 四 十 由 旬 で ある 、「 七 宝 」、「『 七 種類 の 宝 」 の 塔 が 建て 
られ る 。 

諸々 の 天 人 、 人 は 、 こ と ご と く 、 多 様 な 華 、 抹 香 、 焼 香 、 塗 香 、 
衣服 、「 環 地 」、「 紀 ひも 状 の 飾り 」、 峠 施 、 宝 基 、「 伝 楽 」、 

「 音楽 」、「 歌 類 」、「 ほ め た た える 歌 」 を 捧げ て 、「 七 宝 」、 

「 七 種類 の 宝 」 の 妙 な る 塔 を 礼拝 する 。 

量り 知れ な い ほ ど 無 数 の 「 衆 生 」、「 生 者 」 が 、 阿 比 漢 果 を 得 


無数 の 「 箇 生 」 、「 生 者 」 が 、「 辞 支 仏 」、「 独 覚 」 を 悟る 。 
幾 不 可 思 議 も の 無数 の 「 軍 生 」、「 生 者 」 が 、「 菩提 」、「 無 上 
普遍 正 覚 」 を 求め る 心 を 起こ し て 、 不 退 転 に 成る 。 


る 


釈 迎 年 尼 仏 は 、 諸 々 の 「 比丘 」、「 出 家 者 」 に 告げ た 。 
未来 の 来世 の 中 で 、 も し 善い 男子 、 善 い 女 の 人 が いて 、 妙 法華 経 


の 提 婆 達 多 品 を 聞い て 、 清 浄 な 心 で 信じ て 敬 っ て 、 疑 惑 を 生じ な け 
れ ば 、 

地獄 、 父 史 、 畜生 に 堕ち な いし 、 

十 方 の 仏 の 前 に 生じ て 、 生 まれ た 所 で 常に 、 こ の 法華 経 を 聞く し 、 
も し 人 の 中 、 天 上 の 中 に 生ま れ た ら 、 優 れ た 妙 な る 快楽 を 受け る 


ぱ 、 
も し 仏 の 前 に 存在 する な ら ば 、 夢 華 か ら 化 生 し て 生ま れる 。 


その 時 、 下 方 の 、 因 積 菩薩 と 吉 つ 名 前 の 、 多 宝 仏 が 従え て いる 菩 
薩 が 、 多 宝 仏 に 吉 っ た 。 


まさ に 、 本 も と の 仏 国 土 に 帰 し まし ょ うっ う 。 
釈 迎 年 尼 仏 は 、 智 積 音 薩 に 告げ て 吉 っ た 。 


善い 男子 、 智積 菩 薩 よ 、 少 し 待ち な さい 。 

に 生生 を 還 の 生 三 Pe 

文殊 師 利 菩薩 と まみ えて 妙 な る 仏法 を 論じ て 、 本 も と の 仏 国 土 に 
帰 届 し な さい )。 


その 時 、 文殊 師 利 薩 は 、 千 枚 の 葉 の 、 車 輪 の よう な 大 き さ の 蓮 
華 に 学 禅 し て いた 。 

文殊 師 利 菩薩 と 共に 来 て いた 菩薩 は 、 ま た 、 宝 の 蓮華 に 学 禅 し て 
いた 。 

(文殊 師 利 音 薩 と 共に 来 て いた 菩 医 は 、) 大 海 の 次 中 維 査 王 の 宮殿 
か ら 、 自 然 と 浦 わ き 出し て 、 空 中 に 浮か ん で 、 霊 驚 山 へ 行っ て 、 蓮 
華 か ら 下 り て 、 釈 迎 牟 尼 仏 と 多 宝 仏 の 前 に 進ん で 、 頭 を 釈 迎 牟 尼 仏 

多 宝 仏 の 足 に つけ て 敬礼 し て 、 敬 礼 し 終わ る と 、 因 積 菩薩 の 所 へ 
行っ て 、 共 に 相互 に 、 挨 拶 し て 安否 を 尋ね て 、 退 いて 、 一 面 に 学 禅 
し て いた 。 

智積 苦 薩 は 、 文殊 師 利 菩薩 に 質問 し た 。 


あな た 、 文 殊 師 利 菩 薩 が 深 瘍 殺 龍 王 の 宮殿 に 行っ て 教化 し た 「 則 
生 」、「 生 者 」 の その 数 は 、 畿 ら 、 何 名 で すか ? 


文殊 師 利 菩 薩 は 、 吉 っ た 。 
その 数 は 、 量 り 知 れ な い ほ ど 無 数 で 、 数 える こと が 不可 能 な ほど 


で すし 、 吉 い 尽 くす こと が で き な い ほど で すし 、 心 で 測る こと が で 
き な い ほど で す 。 


少し 待っ て くだ さい )。 
自然 と 、 ま さ に 、 証 が 現れ る は ず で す 。 


未だ 吉 い 終わ ら な いつ うち に 、 無 数 の 菩薩 が 、 宝 の 蓮華 に 学 禅 し 
て 、 海 より 浦 わ き 出し て 、 霊 驚 山 へ 行っ て 、 空 中 に 浮か ん だ 。 
これ ら の 諸々 の 菩薩 は 皆 、 文 殊 師 利 菩 薩 が 教化 し て 仏 土 へ 渡し た 
生 者 で あっ た 。 

(文殊 師 利 菩薩 が 教化 し た 菩薩 は 、) 菩 薩 の 行い を 備え て いた 。 
皆 、 共 に 、 六 波 名 蜜 を 論じ て 解説 し て いた 。 

本 も と は 声 聞 の 人 で あっ た 。 

空中 に 浮か ん で 、 声 聞 の 行い を 説い て いた 。 

今 は 、 皆 、 大 乗 の 空く つの 意義 を 修行 し て いた 。 


文殊 師 利 音 薩 は 、 罰 積 菩薩 に 吉 っ た 。 
海 で 教化 し た 、 そ の 事 、 人 数 は 、 こ の よう な の で す 。 
その 時 、 因 積 菩薩 は 、 詩 で 、 ほ め た た えて 吉 つ っ た 。 


(文殊 師 利 音 薩 の ) 大 いな る 谷 癌 と 徳 は 、 勇 まし く 健 や か で ある 。 

(文殊 師 利 菩薩 は 、) 量 り 知れ な い ほ ど 無 数 の 「 軍 生 」、「 生 者 」 
を 教化 し て 仏 土 へ 渡し て いる 。 

今 、 こ の 諸々 の 大 会 宗 、 お よび 、 私 、 智 積 菩 薩 は 皆 、( 文 殊 師 利 
菩薩 が ) 実 の 相 の 意義 を 説い て 、 一 乗 の 仏法 を 開い て 明か し て 、 
諸々 の 『 群 生 」、「 生 者 」 を 広く 導い て 速 す みや か に 「『 菩提 」、 
「 無 上 普遍 正 覚 」 を 成就 させ て いる の を 上 に 見 て いる 。 


文殊 師 利 音 薩 は 、 吉 っ た 。 
私 、 文殊 師 利 菩薩 は 、 海 中 で 、 た だ 、 常 に 、 妙 法華 経 を 説い て い 
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智積 菩薩 は 、 文 殊 師 利 菩 薩 に 質問 し て 吉 っ た 。 


この 法華 経 は 、 と て も 深く 、 微 細 で 絶妙 で 、 諸 々 の 経 の 中 で 宝 で 
あり 、 世 で 希有 と され て いま す 。 

精進 を 加え る こと に 勤め て 、 こ の 法華 経 を 修行 し て 速 す みや か に 
仏 に 成る こと を 得 て い る 「 上 衆生 」、「 生 者 」 は 少し で も いる の 
か ? 否 か ? 


文殊 師 利 音 薩 は 、 吉 っ た 。 


いま す 。 

梁 意 殺 龍 王 の 龍王 女 は 、 年 が 八 歳 で す が 、 智 封 が あり ます 。 

「 根 」、「 能 力 」 が 利発 で す 。 

「 軍 生 」、「 生 者 」 の 諸々 の 「 根 」、「 能 力 」 に よる 行い を 善く 
知っ て いま す 。 

「 陀 殺 尼 」、「 真理 の 保持 」 を 得 て い ます 。 

諸仏 の 所 説 の 、 と て も 深い 秘蔵 の 智 六 を こと ご と く 能 よく 受け 入 
れ て 保持 し て いま す 。 

禅定 に 深く 入っ て いま す 。 

「 諸 法 」、「 全 て の も の 」 を 了解 、 通 達し て いま す 。 

「 剤 那 」、「 一瞬 」、「 蘭 提 」、「 無 上 普遍 正 覚 」 を 求め る 心 を 
起こ し て 不 退 転 に な る こと を 得 て い ます 。 

奴 借 の オ 能 を 「 無 」、「 自 由 自在 」 に し て いま す 。 

「 衆生 」、「 生 者 」 を 赤子 で ある か の よう に 思い や っ て いま す 。 
功徳 を 十分 に 備え て いま す 。 

心 の 思い 、 吉 葉 が 、 微 細 で 絶妙 で 、 広 大 で す 。 
思い や り 深 いで す 。 

「 仁 譲 」、「 思 いや けり 深い し 、 謙 須 深 い 」 で す 。 

心 が 柔 和 で 優雅 で す 。 

能 よ く 「 菩 提 」、「 無 上 普遍 正 覚 」 に 至っ て いま す 。 


智積 菩薩 は 吉 っ た 。 


私 、 留 積 苦 薩 は 、 釈 迎 牟 尼 仏 が 量り 知れ な い ほ ど 無 数 の 区 、 難 行 
苦行 し て 功徳 を 積み 重ね て 菩薩 道 を 探求 し て 未だ か つて 止め た こと 
が な い の を 見 て いま す 。 

三 千 大 千世 界 を 観察 する と 、「『 胃 生 」、「 生 者 」 の た め に 釈 迎 牟 
尼 仏 が 菩薩 と し て 身 の 命 を 捨て た 場所 で は な い 場 所 は 共 子 か らし の 
種 ほ ども 無い で す 。 

その 後 、( 釈 周年 尼 仏 は 、) ” 菩提 」、「 無 上 普遍 正 覚 」、( 仏 ) 道 
を 成就 する こと が で き 得 た の で す 。 

この 深 編 維 龍王 女 が 一 瞬 で ( 無 上 普遍 ) 正 覚 を 成就 し た と は 信じ ら 
れ ま せん 。 


未だ 吉 い 終わ ら な いつ うち に 、 深 瘍 殺 龍 王女 が 、 た ち ま ち 目 前 に 現 
れ て 、 頭 を 釈 迎 牟 尼 仏 と 多 宝 仏 の 足 に つけ て 敬礼 し て 、 退 いて 、 一 
面 に 罰 ま っ て 、 詩 で 、 ほ め た た えて 吉 っ た 。 


( 仏 は 、) 罪 の 報い の 相 と 、 幸 福 を も た ら す 善行 の 報い の 相 に 深く 
通達 し て いま す 。 

( 仏 は 、) 十 方 を あま ね く 照 らし て いま す 。 

仏 の 流 号 は 微細 で 絶妙 で 清浄 で す 。 

仏 は 、「 三 十 二 相 」 を 備え て いま す 。 

仏 は 、 ” 八 十 種 好 」 を 用 いて 法 身 を 荘厳 に 飾っ つて いま す 。 

仏 は 、 天 人 、 人 に 頭上 に 戴 か れ て 仰 が れ て いま す 。 

龍神 は 、 こ と ご と く 、 仏 を 蒸し く 敬 っ て いま す 。 

ー 切 の 「 旧 生 類 」、「 生 者 」 で 、 仏 を 崇拝 し 奉 ら な い 者 は いま せ 
ん 。 

また 、 私 、 骨 殺 龍 王女 が 法華 経 を 聞い て 「 菩 提 」、「 無 上 普遍 
正 覚 」 を 成就 し て いる の を 、 仏 だ けが 、 ま さ に 、 明 ら か に 知っ て い 
ます 。 

私 、 姿 英 維 龍王 女 は 、「 大 乗 の 教え 」、「 法 華 経 」 を 明か し て 、 
苦し ん で いる 「『 骨 生 」、「 生 者 」 を 仏 土 へ 渡し て 解脱 させ て いま 
す 。 


その 時 、 舎利 痢 は 、 商 敵 維 龍王 女 に 語っ て 吉 っ た 。 


あな た は 「 久 し か ら ず し て 無 上 の 仏道 を 会 得 し た 」 と 吉 い ます 
が 、 
その よう な 事 を 信じ る の は 難し いで す 。 

理由 は 何 か ? (と 吉 う つと 、) 

女 の 身 は 、 汚 れ で 、 仏 法 の 器 で は な いか ら で す 。 

( 女 の 身 で 、) ど うし て 「 無 上 菩提 」、「 無 上 普遍 正 覚 」 を 会 得 す 
る こと が 可能 で し ょ うか ? いい え ! 

仏道 は 、 遠 くに 叶 か っ て いる よう な 物 な の で す 。 

労苦 し て 勤め て 修 を 積ん で 、 量 り 知れ な い ほ ど 無 数 の 友 を 和 経 
て 、 諸 々 の 「 六 度 」、「 六 波 色 蜜 」 を こと ご と く 修 行 し て 、 そ の 
後 、 仏 道 を 成就 する こと が で きる の で す 。 

また 、 女 の 人 の 身 で は 、 五 つの 障害 が 有る の で す 。 

(一 ) 苑 天王 に 成る こと が で き 得 な い )。 

( 二 ) 帝 釈 天 に 成る こと が で き 得 な い )。 

( 三 ) 第 六 天 魔王 波 旬 に 成る こと が で き 得 な い 。 

( 四 ) 転 輪 時 王 に 成る こと が で き 得 な い 。 

( 五 ) 仏 に 成る こと が で き 得 な い 。 

どう し て 、 女 の 身 で 、 速 すみ や か に 、 仏 に 成る こと が で き 得 る で 
し ょ うか ? いい いえ ! 


その 時 、 商 門 維 龍王 女 は 、 三 千 大 千世 界 と 等 価 で ある 一 つの 宝玉 


を 持っ て いて 、 宝 玉 を 釈 迎 牟 尼 仏 に 捧げ た 。 
釈 迎 御 尼 仏 は 、 姿 骨 殺 龍 王女 の 宝玉 を 受け 入れ た 。 
姿 癒 維 龍王 女 は 、 罰 積 菩薩 と 舎利 講 に 吉 っ た 。 


私 、 姿 敵 殺 龍 王女 は 、 宝 玉 を 釈 迎 牟 尼 仏 に 捧げ ま し た 。 
釈 迎 御 尼 仏 は 、 私 、 商 門 維 龍 王女 の 宝玉 を 受け 入れ まし た 。 
この 事 は 速 す みや か で し た か ? 否 か ? 


告 積 菩 薩 と 舎利 講 は 答え て 吉 っ た 。 
と て も 速 す みや か で し た 。 
姿 意 維 龍王 女 は 、 吉 っ た 。 


あな た 達 の 神通 力 で 、 私 、 商 龍王 女 が 仏 に 成る 所 を 見 な さ 
し 1。 

私 、 姿 訪 殺 龍 王女 が 仏 に 成る 速 さ は 、 釈 迎 牟 尼 仏 が 私 、 姿 瘍 殺 龍 
王女 の 宝玉 を 受け 入れ た より も 速 す みや か な の で す 。 


当時 の 会 軍 は 皆 、 深 過 殺 龍 王女 が 、 た ち ま ち の うち に 、 変 身 し て 
男性 に 成っ て 、 菩 薩 の 行い を 備え て 、 南 方 の 汚れ が 無い 世界 へ 行っ 
て 、 宝 の 蓮華 に 学 祥 し て 、「 等 正 覚 」、「 無 上 普遍 正 覚 」 を 成就 し 
て 、 仏 の 「 三 十 二 相 」、「 八 十 種 好 」 で 、 あ まね く 十 方 の 一 切 の 
1 
その 時 、「 深 婆 世 界 「 こ の 世 」 の 菩薩 、 声 聞 、「 天 龍 八 部 
泉 」 と いっ た 、 人 と 、 人 で は な い 者 は 皆 、 遥 か に 、 こ の 湊 間 級 龍 王 
女 が 仏 に 成っ て 、 あ まね く 、 そ の 時 の 会 の 人 、 天 人 に 説法 し て いる 
の を 見 て 、 心 に 大 いな る 喜び を 生じ て 、 こ と ご と く 、 人 遥か に 、 演 
雑 龍 王女 を 敬礼 し た 。 
量り 知れ な い ほ ど 無 数 の 「 衆 生 」、「 生 者 」 は 、 深 意 殺 龍 王女 の 
説法 を 聞い て 、 理 解 し て 悟っ て 、 不 退 転 に な る こと が で き 得 た 。 
量り 知れ な い ほ ど 無 数 の 「 衆 生 」、「 生 者 」 は 、 深 曜 龍王 女 か 
ら 「 記 」、「 仏 に 成 れ る 予 吉 」 を 受け る こと が で き 得 た 。 

汚れ が 無い 世界 は 、 く り 返 し 、( 東 西南 北 と 上 下 の ) 六 種類 (の 方 
向 ) に 岩 動 し た 。 

「 婆 婆 世 界 」、「 こ の 世 」 の 三 千 の 「 箇 生 」、「 生 者 」 は 、 後 退 
し な い 境 地 に 留まっ た 。 

三 千 の 「 運 生 」、「 生 者 」 は 、「 菩 提 」、「 無 上 普遍 正 覚 」 を 求 
め る 心 を 起こ し て 、「 記 」、「 仏 に 成 れ る 予 吉 」 を 受け る こと が で 
き 得 た 。 


隆 、 


全 - 
白 


利 革 、 一 切 の 会 味 は 、 黙 っ て 、 信 じ て 受 け 入 れ た 。 


角 有 桂 丁 


その 時 、 楽 王 菩薩 、 大 楽 説 菩 薩 、 閉 属 の 二 万 の 菩薩 は 共に 皆 、 釈 
迎 牟 尼 仏 の 前 で 、 こ の よう に 原 っ て 言っ た 。 


た だ 、 願 わく ば 、 釈 迎 牟 尼 仏 よ 、 憂 慮 し な いで くだ さい 。 

私 達 、 薬 王 菩薩 、 大 楽 説 菩 薩 、 准 属 の 二 万 の 菩薩 が 、 釈 迎 牟 尼 仏 
の (肉体 の ) 死 後 、 ま さ に 、 こ の 法華 経 を 捧げ 持っ て 保持 し 、 読 み 、 
説き ます 。 

後世 の 悪い 世 で は 、「 則 生 」、「 生 者 」 は 、 苦 の 種 と 成る 番 行 
が 、 と て も 少な いし 、 多 く が 「 増 上 慢 で ある 」、「 悟 っ て いな い の 
こ 『 悟 っ た 』 と 思い 上 が っ て いる 」 し 、 利 益 3 や 公法 借 へ の 捧げ も の 
を お さぼ る し 、 悪 の 種 と 成る 悪行 を 増やす し 、 解 脱 か ら 遠 く 離れ て 
し まつ の で 、 教化 し 難い が 、 私 達 、 薬 王 菩薩 、 大 楽 説 音 薩 、 付属 の 
二 万 の 菩薩 は 、 ま さ に 、 大 いな る 妨 耐 力 を 発揮 し て 、 こ の 法華 経 を 
読み 、 保 持 し 、 説 き 、 書 き 写し 、 種 々 の 捧げ も の を 捧げ て 、 身 の 命 
を 惜しみ ませ ん 。 


その 時 、 会 宗 の 中 の 五 白人 の 阿 殺 漢 、「 記 」、「 仏 に 成 れ る 予 
吉 」 を 受け た 者 達 は 、 釈 迎 年 尼 仏 に 吉 っ た 。 


世 尊 、 釈 周年 尼 仏 よ 、 私 達 、 五 白人 の 阿 雑 藻 も 、 ま た 、 「 他 の 国 
土 で も 、 こ の 法華 経 を 広く 説き ます 」 と 自ら 区 い 願い ます 。 


また 、 八 千 人 の 「( 有 ) 学 」 と 「 無 学 」 の 者 達 、「 記 」、「 仏 に 成 
れる 予 吉 」 を 受け た 者 達 は 、 座 より 起立 し て 、 合 掌 し て 、 仏 に 向 
か っ て 、 こ の よう に 匠 っ て 喜 っ た 。 


世 尊 、 釈 迎 牟 尼 仏 よ 、 私 達 、 八 千 人 の 「( 有 ) 学 」 と 「 無 学 」 の 者 
達 も 、 ま た 、 他 の 国土 で も 、 こ の 法華 経 を 広く 説き ます 。 

理由 は 何 が ? (と 喜 う と 、 ) 

「 こ の 深 婆 科 国 の 中 の 人 ょ 」、 「 こ の 世 の 人 」 は 、 多く が 悪い し 、 

「 増上 慢 を 懐い て いる 」、 至っ つて いな い の に 『 悟 っ た 』 と 思い 上 
が っ て いる 」 し 、「 功 徳 」 、 「 革 行 。 が 浅はか で ある し 、 斉 っ て 問 
りや すい し 、「 濁 で ある 」、「 洛 れ て いる 」 し 、 こ び へ つら うし 、 
心 が 不実 で ある か ら で あ る 。( だ か ら 、 逆 に 、 私 達 は 法華 経 を 説く 
必要 が 有る の で ある 。) 


その 時 、 釈 迎 年 尼 仏 の 』 條 母 で ある (最初 の 女性 の 出家 者 で ある ) 摩 
詞 波 導 流 提 比 丘 尼 と 六 千 人 の 「( 有 ) 学 」 と 「 無 学 」 の 比丘 尼 は 共 


に 、 座 より 起立 し て 、 一 心 に 、 合 掌 し て 、 航 迎 牟 尼 仏 の 御 尊 顔 を 仰 
ぎ 見 て 、 目 を 一 時 も 離さ な か っ た 。 
その 時 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 情 曇 縛 と も 呼ば れる 摩 詞 波 痢 波 提 比 丘 尼 


に 告げ た 。 


な ぜ 、 有 憂い た 顔色 で 私 、 釈 迎 御 尼 仏 を 見 る の か ? 

あな た 、 摩 詞 波 間 波 提 比 丘 尼 は 、 心 で 、 ま さ に 、 私 、 釈 迎 年 尼 仏 
が 、 あ な た 、 摩 詞 波 痢 波 提 比 丘 尼 の 名 前 を 説い て 「 阿 弓 多 殺 三 革 三 
菩提 の 記 を 授け な か っ た 」、「 仏 に 成 れ る 予 訓 を し な か っ た 」 と 
誠 っ て 思っ て いる の か ? 

情 曇 弥 と も 呼ば れる 摩 記 波 閣 波 提 比丘 尼 よ 、 私 は 、 先 ほど 、 ま と 
め て 、 こ の よう に 説い た の で ある 。 


一 切 の 声 聞 の 段階 の 者 の 紳 に 、 上 學 に 、「 記 を 授け る 」、「『 仏 に 成 
れる 予 訓 を する 」 と 。 


今 、 あ な た が 、「 記 」、「 仏 に 成 れ る 予 吉 」 を 知り た いと 欲す る 
な ら ば 、( 教 えよ う 。) 

(あな た 、 摩 詞 波 閣 波 提 比 丘 尼 は 、) 哲 来世 で 、 ま さ に 、 六 万 八 千 
億 の 諸仏 の 仏法 の 中 で 、 大 いな る 法師 と 成る 。 

また 、 六 千 人 の 「( 有 ) 学 」 と 「 無 学 」 の 比丘 尼 も 共に 、( 哲 来 の 世 
で 、) 法 師 と 成る 。 

あな た 、 摩 詞 波 間 波 提 比 丘 尼 は 、 こ の よう に 、 徐 々 に 、 菩 薩 の 道 
を 備え て 、 ま さ に 、 一 切 生 喜 見 仏 と 吉 つ 称号 の 仏 に 成る 。 

情 曇 区 と も 呼ば れる 摩 詞 波 導 波 提 比 丘 尼 よ 、 こ の 一 切 則 生 喜 見 仏 
と 、 六 千 人 の 菩薩 は 、「 転 次 し て 」、「 転 々 と 次 々 と 」、「 授 記し 
て 」、「 仏 に 成 れ る 予 訓 を し て 」、「 阿 背 多 殺 三 菱 三 菩提 」、 「" 無 
上 普遍 正 覚 」 を 得る 。 


その 時 、 殺 須 維 の 母 で ある ( 釈 迎 牟 尼 仏 の 妻 で あっ た ) 耶 輸 陀 雑 比 
丘 尼 は 、 こ の よう に 思っ た 。 


釈 迎 年 尼 仏 は 、『 授 記 する 」、「『 仏 に 成 れ る 予 吉 を する 」 中 で 、 
独り 、 私 、 耶 輸 陀 維 比丘 尼 の 名 前 を 説 か な か っ た 。 


釈 迎 年 尼 仏 は 、 耶 輸 陀 鈴 比 丘 尼 に 告げ た 。 
あな た 、 耶 輸 陀 殺 比 丘 尼 は 、 来 世 で 、 幾 百 、 幾 千 、 幾 万 、 幾 借 も 


の 諸仏 の 仏法 の 中 で 、 菩 薩 の 行い を 修行 し て 、 大 いな る 法師 と 成 
る 。 


徐々 に 仏道 を 備え て 、 善 い 国 の 中 で 、 ま さ に 、 具 足 千 万 光 相 仏 と 
吉 う 称号 の 仏 に 成る こと が で き 得 る 。 

具足 千 万 光 相 仏 の ( 仮 の 身 の ) 寿 命 は 、 幾 阿 僧 祇 も の 量り 知れ な い 
ほど 無数 の 却 で ある 。 


その 時 、 摩 詞 波 閣 波 提 比 丘 尼 、 耶 輸 陀 色 比 丘 尼 、 そ の 閉 属 の 比丘 
尼 達 は 皆 、 大 い に 喜 ん で 、 心 が 未 曽 有 に な る こと を 得 て 、 釈 迎 牟 尼 
仏 の 前 で 、 詩 で 説い て 吉 っ た 。 


世 尊 、 導 師 で ある 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 天 人 、 人 を 安穏 と させ て くれ 


私 達 、 比 丘 尼 達 は 、「 記 」、「 仏 に 成 れ る 予 吉 」 を 聞い て 、 心 が 
安らか に 満た され まし た 。 


諸々 の 比丘 尼 達 は 、 こ の 詩 を 説き 終わ る と 、 釈 迎 牟 尼 仏 に 吉 っ 
『/e 由 


世 尊 、 釈 周年 尼 仏 よ 、 私 達 、 比 丘 尼 達 も 、 ま た 、 能 よく 、 他 方 の 
国土 で も 、 こ の 法華 経 を 広く 説き ます 。 


その 時 、 世 尊 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 八 十 万 億 那由 他 の 諸々 の 菩薩 達 を 
見 た 。 

これ ら の 諸々 の 菩薩 は 皆 、「 阿 性 越 至 」、「 不 退 転 」 で あっ て 、 
不 退 転 の 法輪 を 転じ て いて 、 諸 々 の 「 陀 殺 尼 」、「 真 理 の 保持 」 を 
得 て い て 、 座 より 起立 し て 、 釈 迎 年 尼 仏 の 前 に 進ん で 、 一 心 に 、 合 
掌 し て 、 こ の よう に 思っ た 。 


も し 釈 迎 牟 尼 仏 が 私 達 、 菩 薩 達 に 、 こ の 法華 経 を 保持 し て 説く よ 
うに 命じ て くれ た ら 、 ま さ に 、 釈 迎 御 尼 仏 の 教え の 通り に 、 こ の 法 
華 経 を 広く 説く の に 。 


また 、 菩 薩 達 は 、 こ の よう に 思っ た 。 


釈 迎 牟 尼 仏 は 今 、 黙 っ て いて 、 命 じ て く れ な い 。 
私 達 、 菩 薩 達 は 、 ま さ に 、 ど うす る べき か ? 


その 時 、 諸 々 の 菩薩 達 は 、 各 迎 牟 尼 仏 の 意思 を 敬 っ て 、 従 っ て 、 

また 、 自 ら 本 も と の 願い を 満た し た いと 欲し て 、 釈 迎 牟 尼 仏 の 前 
で 、「 獅 子 喉 し て 」、「 獅 子 ラ イオ ン が 叫 え る よう に 雄弁 に 」、 
装っ て 吉 っ た 。 


世 尊 、 釈 周年 尼 仏 よ 、 私 達 、 菩 薩 舌 は 、 釈 迎 年 尼 仏 の (肉体 の ) 死 
後 、 十 方 世界 を 巡っ て 行き 来 し て 、 能 よく 、「 旧 生 」、「 生 者 」 
に 、 こ の 法華 経 を 書き 写 さ せ 、 受 け 入 れ さ せ て 保持 させ 、 読 ませ 、 
その 法華 経 の 意義 を 解説 し て 仏法 の 通り に 修行 させ 、 正 し く 記 憶 さ 
せま す 。 

(し か し 、) こ れ ら は 皆 、 釈 迎 牟 尼 仏 の 威力 に よる 物 な の で す 。 

た だ 、 願 わく ば 、 釈 迎 牟 尼 仏 が 、 他 方 に いて も 、 人 遥か に 見 守っ 
て 、 守 護 し て くれ ます よう に 。 


その 時 、 諸 々 の 菩薩 は 共に 、 同 じ く 声 を 発し て 、 詩 で 説い て 吉 っ 
た 。 


た だ 、 願 わく ば 、 釈 迎 牟 尼 仏 よ 、 有 憂慮 し な いで くだ さい 。 

釈 迎 牟 尼 仏 の (肉体 の ) 死 後 、 恐 怖 の 悪い 世の中 で も 、 私 達 、 菩 薩 
達 は 、 ま さ に 、 法華 経 を 広く 説き ます 。 

諸々 の 無知 な 人 が いて 、 悪 口 な ど を 吉 っ た り 、 有 刀 で 斬っ て きた 
けり 、 杖 で 叩い て きた けり し て も 、 私 達 、 菩 薩 達 は 、 ま さ に 、 妨 耐 し ま 
す 。 
悪い 世の中 の 似 幕 えせ 僧 但 は 、 悪 賢い 心 で も る し 、 こ び へ つら う 
し 、 未 だ 仏法 を 会 得 し て いな い の に 「 仏 法 を 会 得 し て いる 」 と 思い 
上 が っ て 、「 我 慢 な 」、「 自 我 に よる 高慢 な 」 心 に 満ち て いま す 。 
また 、 孤 立 し て 「 納 衣 」、「 毅 装 」 を 着 て 静か な 場所 に いる だ け 
で 、「 真 の 仏道 を 行 お こ な っ て いる 」 と 謀 っ て 自ら 思い 上 が っ て 、 
他 の 人 間 を 軽 蔵 す る 者 が いて 、 利 益 に 僅 欲 に 執着 し て いる の に 、 

「 白衣 」、「 在家 者 」 に 説法 し て 、 六 通 を 会 得 し て いる 阿 比 漢 で あ 
る か の よう に 、 世 で 恭 し く 敬 われ て し まう 。 

これ ら の 人 々 、 似 疾 え せ 僧 但 ど も は 、 悪 い 心 を 懐 き 、 常 に 世俗 の 
事 を 思考 し 、「 人 里 離 れ た 静か な 場所 に いる 出家 者 」 を 仮に 名 乗っ 
て 、 私 達 、 菩 薩 達 を 過 あ や まち に 見 せる こと を 好 ん で 、 こ の よう に 
表 っ て し まう 。 


これ ら の 諸々 の 出家 者 は 、 利 益 を 僅 る た め 、 外 道 の 議論 を 説い 
て 、 こ の 法華 経 を 自作 し て 、 世 間 の 人 を だ まし て 惑わ し て 、 名 声 を 
求め て 、 こ の 法華 経 を 分 別して 説く 、 と 。 


似 間 え せ 僧 信 ども は 、 常 に 大 箇 の 中 に いて 、 私 達 、 菩 薩 達 の 悪口 
を 吉 お うと 欲し て 、 国 王 、 大 臣 、 バ ラモン 、「 居士 」、「 未 出家 の 
修行 者 」、 他 の 「 比丘 」、「 出 家 者 」 達 に 向かっ て 、 私 達 、 菩 薩 達 
を この よう に 趣 く 吉 っ て し まう っ 。 


邪悪 な 見 解 を 持っ て いる 人 な の で ある し 、 外 道 の 論議 を 説い て い 
る の で ある 、 と 。 


私 達 、 菩 薩 達 は 、 釈 迎 御 尼 仏 を 散っ の で 、 こ と ご と く 、 こ れ ら の 
諸々 の 悪 を 忍耐 し ます 。 

_ 私 達 、 菩 薩 達 は 、 こ の よう に 軽 ん じ ら れ て 吉 わ れ て し まう で し ょ 
つ 。 


あな た 達 は 皆 、 仏 で ある 、 と 。 


私 達 、 菩 薩 達 は 、 こ れ ら の 軽 に よる 高慢 な 吉 葉 を 皆 、 ま さ に 、 
忍耐 し ます 。 

汚れ た 時 代 、 悪 い 世 の 中 で は 、 諸 々 の 恐怖 が 多数 、 有 り ま す 。 
悪い 霊 が 、 そ れ ら の 悪人 の 身 に 入っ て 、 私 達 、 菩 薩 達 の 悪口 を 吉 
いま す 。 

私 達 、 菩 薩 達 は 、 釈 通年 尼 仏 を 敬い 信じ て 、 ま さ に 、 妨 辱 の 鎧 を 
着 ま す 。 

この 法華 経 を 説く た め 、 こ れ ら の 諸々 の 困難 な 事 を 忍耐 し ます 。 
私 達 、 菩 薩 達 は 、 身 の 命 を 愛着 せ ず 、 た だ 、 無 上 の 仏道 だ け を 惜 
し み ま す 。 

私 達 、 菩 薩 達 は 、 来 世 で 、 釈 迎 年 尼 仏 か ら 付 属さ れ た 仏法 を 破 ら 
ず 護 っ て 保持 し ます 。 

釈 迎 年 尼 仏 、 御 自身 が 、 ま さ に 、 御 存 知 で す 。 

汚れ た 世 の 悪 い 似 幕 えせ 僧 但 は 、 釈 迎 牟 尼 仏 の 「 方 便 」、「 便 家 
的 な 方 法 」 に よる 「 随 宜 の 」、「 相 手 に 応じ た 」 所 説 の 仏法 を 知る 
こと が で きず 、 悪 口 を 吉 い 、 不 快 そ うに 顔 を し か め て 、 私 達 、 菩 薩 
達 は 、 追 放さ れ て 、 塔 や 寺 か ら 遠 く 離 され て し まう 。 
これ ら の よう な 多数 の 悪事 を 、 釈 通年 尼 仏 が 命じ て くれ た よう に 
思っ て 、 皆 、 ま さ に 、 妨 耐 し ます 。 

諸々 の 集落 、 町 で 、 仏 法 を 求め る 者 が いれ ば 、 私 達 、 菩 薩 達 は 、 
皆 、 そ の 場所 に 行っ て 、 釈 迎 牟 尼 仏 か ら 付 属さ れ た 仏法 を 説き ま 
す 。 

私 達 、 菩 薩 達 は 、 仏 の 使い な の で す 。 

恐れ る 所 が 無い こと が 多い よう に 身 を 処し て 、 私 達 、 菩 薩 達 は 、 
まさ に 、 善 く 、 仏 法 を 説き ます 。 

願わ くば 、 釈 迎 牟 尼 仏 よ 、 安 穏 と し て くだ さい し いり 。 

私 達 、 菩 薩 達 は 、 釈 迎 牟 尼 仏 の 前 で 、 諸 々 の 来 臨 され て いる 十 方 
の 諸仏 に 、 こ の よう に 区 っ て 吉 い ます 。 

釈 迎 年 尼 仏 、 御 自身 が 、 私 達 、 菩 薩 達 の 心 を 御存知 で す 。 


プー ッ ノー ビビ 
女 条 人 行 可 
その 時 、 法 王子 と も 呼ば れる 文殊 師 利 善 薩 は 、 釈 迎 件 尼 仏 に 吉 っ 


に o 


世 尊 、 釈 迎 牟 尼 仏 よ 、 こ れ ら の 諸々 の 菩薩 達 は 、 と て も 希有 で 


釈 迎 牟 尼 仏 を 敬い 従う の で 、「 後 世 の 悪 の 世 で も 、 こ の 法華 経 を 
破 ら ず 護 っ て 保持 し 、 読 み 、 説 きま す 」 と いう 大 いな る 誓願 を 起こ 
し まし た 。 

世 尊 、 釈 迎 牟 尼 仏 よ 、 若 薩 は 、 後 世 の 悪 の 世 で 、 ど の よう に し た 
ら 、 こ の 法華 経 を 説く こと が 可能 で すか ? 


釈 迎 年 尼 仏 は 、 文殊 師 利 菩 薩 に 告げ た 。 


も し 菩薩 が 、 後 世 の 悪 の 世 で も 、 こ の 法華 経 を 説き た いと 欲す る 
な ら ば 、 四 つの 法 に 安らか に 留まる べき で ある 。 


(菩薩 は 、) 第 一 に 、『 菩薩 の 行 処 」 と 「 菩 薩 の 親近 処 」 に 安らか 
に 留 ま れ ば 、「 衆生 」 、「 生 者 」 の 為 に 、 こ の 法華 経 を 演説 する こ 
と が 可能 で ある 。 


文殊 師 利 菩 薩 よ 、 ど の よう な 物 を 「 菩 薩 の 行 処 」 と 名 づけ る の 
ーー 

も し 菩薩 が 忍 辱 の 境地 に 留まっ て いて 、 和 柔和 で 、 善 に 従っ て い 
て 、 短 気 で は な く 、 心 を 荻 か せ ず 、「 仏法 を 行う 所 が 無く 」、 

「( い つま で も ) 意 識 し て 仏法 を 行 お っ うと せ ず 」、「 『 諸 法 』、『 全 
て の も の 』 は 、 あ り の まま の 相 で ある 」 と 観察 し て いて 、( い つま 
で も 意識 し て 仏法 を ) 行 お っ うと せ ず 、( 誠 っ た ) 分 別 を し な けれ ば 、 こ 
れ を 「 菩 薩 の 行 処 」 と 名 づけ る 。 


どの よう な 物 を 「 菩 薩 の 親近 処 」 と 名 づけ る の か ? (と 吉 う 
> 

菩薩 は 、 国 王 、 王 子 、 大 臣 、 長 官 に 親しみ 近づく な か れ 。 

諸々 の 外道 、 バ ラモン 、 尼 特 子 と いう 外道 な ど 、 世 俗 的 な 書物 の 
作者 、 外 道 の 書 物 を ほめ た た えて 歌う 者 、 路 伽耶 陀 と いう 外道 の 
者 、 逆 路 伽耶 陀 と いう 外道 の 者 に 親しみ 近づく な か れ 。 

諸々 の 悪い 遊戯 、 腕 相撲 、 相 撲 や 、「 那 座 」 な どの 種々 の 変化 に 
よる 遊戯 に 親しみ 近づく な か れ 。 

「 廊 陀 約 」、「 層 級 人 、 漁 師 、 猟 師 」、 猪 イノ シシ 、 羊 、 鶏 、 大 


を 居 肖 する 家畜 と する 者 、 猟 師 、 漁 師 、 諸 々 の 悪 へ 陥 お と し いれ る 
も の に 親しみ 近づく な か れ 。 

これ ら の 人 が 、 あ る 時 、 来 れ ば 、 こ れ ら の 人 の 為 に 説法 する が 、 
(親しみ 近づこ うと ) 希 望 す る な か れ 。 

声 間 の 段階 (に 停滞 する こと ) を 求め る 出家 者 の 男女 と 在家 信者 の 
男女 に 親しみ 近づく な か れ 。( 声 聞 の 段階 に 停滞 する こと を 求め る 
人 に ) 合 掌 し 低 頭 し 安 谷 を 尋ね る な か れ 。 

( 声 聞 の 段階 に 停滞 する こと を 求め る 人 と 、) 部 屋 の 中 で も 、 学 禅 
の 合間 に 歩い た 先 で も 、 「 講堂 」 の 中 で も 、 共 に いる な か れ 。 

( 声 聞 の 段階 に 停滞 する こと を 求め る 人 が 、) あ る 時 、 来 れ ば 、 

「 随 宜 に 」、「 相 手 に 応じ て 」 説法 する が 、( 親 し み 近 づこ うと ) 希 
望 す る な か れ 。 

文殊 師 利 菩薩 よ 、 菩 薩 は 、 女 の 人 の 身 に 対し て 「 十 二 因 縁 」 の 
「 取 」 を し て 性 欲 の 想い の 相 を 生じ る な か れ 。 

(性 欲 無 し で 、) 女 の 人 の 為 に 、 説 法 す る べき で ある 。 

(性 欲 に よっ て 、) 女 の 人 の 身 を 見 た いと 願う な か れ 。 

(性 的 な 誤 解 を され な いよ うに 、) も し 他人 の 家 に 入っ て も 、 少 
女 、 処 女 、 未 亡 人 な ど と 話す な か れ 。 

(性 的 な 調 解 を され な いよ うに 、) 『 五 種 不 男 の 」、 『 性 器 に 障害 
が 有る 」 人 に 近づく な か れ 。 (「 五 衝 不 男 の , 、 "性 衣 に 障害 が 有 
る 」 人 に ) 親 し お な か れ 。 

(菩薩 は 、) 独 り で 他人 の 家 に 入る な か れ 。 

も し 理由 が 有 っ て 、 独 り で 他人 の 家 に 入る 時 は 、 た だ 、 一 心 に 、 

もし 謙 の 人 の 為 に 講 す る な ょ ら ば 、 歯 を 露出 し て 笑う な か れ 。 胸 
中 の 思い を 現す な か れ 。 仏法 の 為 に 、 親 し お な か れ 。 そ の 他 の 事 も 
する な か れ 。 

若い 弟子 、 未 成年 の 出家 者 、 子 ども を 願っ て 養 つ な か れ 。 

若い 弟子 、 未 成年 の 出家 者 、 子 ども と 、 願 っ て 師 を 同じ くす る な 
か れ 。 

常に 党 禅 を 好み 、 人 里 離 れ た 静か な 場所 に いて 、 心 を 正 し て 修行 
し な さい り 。 

文殊 師 利 菩 薩 よ 、 こ れ を 「 菩 薩 の 最初 の 親近 処 」 と 名 づけ る 。 


次 に 、 菩 薩 は 、「 一 切 の 法 は 、 空 くつ で ある 」「 一 切 の も の は 、 
室 く つ で ある 」 と 観察 する し 、 
「 一 切 の も の は 、 あ り の まま の 相 で ある 」 、 
「 一 切 の も の は 、 転 倒し な い 」、 
「 一 切 の も の は 、 不 動 で ある 」 、 
「 一 切 の も の は 、 不 退 転 で ある 」、 


「 一 切 の も の は 、 虚 空 の よう に 、 性 質 が 無い 」、 
「 一 切 の も の は 、 一 切 、 吉 い 表 せな い 」、 
「 一 切 の も の は 、 生 じ て い な い 」 、 
「 一 切 の も の は 、 出 現し て いな い 」 、 
「 一 切 の も の は 、 引 き 起 こさ れ て いな い 」、 
「 一 切 の も の は 、 名 づけ る こと が で き な い 」、 
「 一 切 の も の は 、 相 が 無い 」、 
「 一切 の も の は 、 実 は 、 存 在 し て いな い 」、 
「 一 切 の も の は 、 量 けり 知れ な い 」、 
「 一 切 の も の は 、 限 界 が 無い 」、 
「 一 切 の も の は 、 妨 げ ら れ な いし 、 障 害 が 無い (、 自 由 で ある )」、 
「 一 切 の も の は 、 あ る 理由 に よっ て 、 存 在 し て いる だ け で ある 」、 
「 一 切 の も の は 、 転 倒 に よっ て 、 生 じ て い る 」 と 観察 する 。 
その た め 、 こ れ ら の よう に 、「 法 」、「 も の 」 の 相 を 常に 願っ て 
観察 す る よう に 説く の で ある 。 
これ を 「 菩薩 の 第 二 の 親近 処 」 と 名 づけ る 。 


その 時 、 世 尊 、 釈 迎 御 尼 仏 は 、 く り 返 し 、 こ の 意義 を 話し た いと 
欲し て 、 詩 で 説い て 吉 っ た 。 


も し 菩薩 が 、 後 世 の 悪 い 世 で 、 恐 れる 心 無 く 、 こ の 法華 経 を 説き 
た いと 欲す る な ら ば 、 ま さ に 、「 菩薩 の 行 処 」 と 「 菩 薩 の 親近 処 」 
に 入る べき で ある 。 

国王 、 王 子 、 大 臣 、 長 官 、 悪 い 遊戯 を し て いる 者 、「 廊 陀 維 」、 
「 層 殺人 、 漁 師 、 猟 師 」、 外 道 、 バ ラモン か ら 常 に 離れ な さい 。 

「 増上 慢 の 」、「 悟っ て いな い の に 『 悟 っ た 』 と 思い 上 が っ て い 
る 」 人 、「 小 乗 」、「 中途 半端 の 仏法 」 に 中 欲 に 執着 し て いる 経典 
の 似 間 え せ 学 者 、 戒 を 破っ て いる 出家 者 、 名 前 だ け の (実体 が 伴わ 
な い 偽 の ) 阿 維 漢 、 戯 れ て 笑う つこ と を 好 ん で いる 女性 の 出家 者 、 

「 五 谷 」、「『 五感 の 欲望 」 に 深く 執着 し て 現在 で の " 滅 度 」、「 悟 
けり 」 を 求め て いる 諸々 の 女性 の 在家 信者 に 親しみ 近づく な か れ 。 

も し 、 こ れ ら の 人 達 が 、 好 奇 心 で 、 菩 薩 の 所 に 到来 し て 、 仏 道 に 
つい て 聞い た ら 、 菩 薩 は 、 恐 れる 所 が 無い 心 で 、 希 望 を 抱か ず 、 こ 
れ ら の 人 達 の 為 に 、 説 法 し な さい 。 

(性 的 な 調 解 を され な いよ うに 、) 未 亡 人 、 処 女 、 諸 々 の 「 不 
男 」、「 性 器 に 障害 が 有る 人 」 に 親しみ 近づく な か れ 。 

「 層 児 」、「 層 肖 者 」、「 租 有 」、「 死 刑 執行 人 」、 猟 師 、 漁 
師 、 利 益 の 為 に 毅 害 する 者 、 肉 の 販売 で 自ら 生活 する 者 、 遊 女 と 
いっ た 、 こ れ ら の よう な 人 に 親しみ 近づく な か れ 。 

悪い 遊戯 を し て いる 者 、 相 撲 を し て いる 者 、 種 々 の 遊戯 を し て い 


る 者 、 諸 々 の 遊女 な ど に 親しみ 近づく な か れ 。 

(性 的 な 問 解 を され な いよ うに 、) 独 り で 、 人 目 の 無 い 場 所 で 、 女 
の 為 に 、 説 法 す る な か れ 。 

説法 する 時 は 、 戯 れ て 笑う な か れ 。 

人 里 へ 入っ て 名 食 こつ じき する な ら ば 、 一 人 の 比丘 を 引き 連れ な 
さい しい 。 

も し 比丘 が いな けれ ば 、 一 心 に 、 仏 に つい て 思い な さい )。 

これ を 「 菩薩 の 行 処 」 と 「 菩 薩 の 親近 処 」 と 名 づけ る 。 

この 「 菩 薩 の 行 処 」 と 「 菩 薩 の 親近 処 」 と いう 二 つ の 物 に よっ 
て 、 安 楽に 、 法 華 経 を 説く こと が 可能 で ある 。 

「 菩薩 と いつ 上 の 仏法 を 行 お う 」 と か 「 独 覚 と いう 中 間 の 仏法 を 
行 お つう 」 と か 「 声 聞 と いう 下 の 仏 法 を 行 お う 」 と する な か れ 。 

「『 有 為 な 』、『 作 為 的 な 』 仏 法 を 行 お つう 」 と か 「『 和 無為 な 』、 

『 自 然 な 』 仏 法 を 行 お う 」 と する な か れ 。 「 真実 の ほう の 仏法 を 行 
お う 」 と か 「 真 実 で は な い ほ う の 仏 法 を 行 お つう 」 と する な か れ 。 
「 誰 々 は 、 男 で ある 」 と か 「 誰 々 は 、 女 で ある 」 と 分 別 す る な か 
れ 。 
「 諸 法 」、「 全 て の も の 」 を 得 よ うと し 過ぎ る な か れ 。 
全て の も の を 知 ろ うと し 過ぎ る な か れ 。 
全て の も の を 見 よう と し 過ぎ る な か れ 。 
これ を 「 菩薩 の 行 処 」 と 名 づけ る 。 


ーー 切 の 「 諸 法 」、「 全 て の も の 」 は 、 空 くう で ある 。 
全て の も の は 、 存 在 し て いな い 。 

全て の も の は 、 永 遠 に 不変 で は な い 。 

全て の も の は 、 引 き 起 こさ れ て いな いし 、 減 びな い 。 
これ を 「 知 者 の 親近 処 」 (、「 菩薩 の 親近 処 」) と 名 づけ る 。 


転倒 し て ( 話 っ て )、 

「『 諸 法 』、『 全 て の も の 』 は 、 存 在 し て いる 」 と か 、 

「 全 て の も の は 、 虚 無 で ある 」 と か 、 

「 全 て の も の は 、 真 実 で ある 」 と か 、 

「 全 て の も の は 、 真 実 で は な い 」 と か 、 

「 全 て の も の は 、 生 じ て い る 」 と か 、 

「 全 て の も の は 、 生 じ て い な い 」 と 、 分 別して いる の で ある 。 


人 里 離 れ た 静か な 場所 に いな さい り 。 

その 心 を 正 し て 修行 し な さい )。 

須 引 山 の よう に 、 不 動 に 安定 し な さい 。 

「 虚 室 の よう に 、 一 切 の 『 法 』、『 も の 。』 は 和 皆 、 無 で 、 存 在 し て 


いな い 」 と 観察 し な さい 。 
「 一 切 の も の は 、 堅 固 で は な い 」 、 
「 一 切 の も の は 、 生 じ て い な い 」 、 
「 一 切 の も の は 、 出 現し て いな い 」、 
「 一 切 の も の は 、 不 動 で ある 」、 
「 一 切 の も の は 、 不 退 転 で ある 」、 
「 一 切 の も の は 、『 一 相 』、『 究 極 的 な 唯一 の 相 』 に 常に 留まっ て 
いる 」 と 、 観 察し な さい 。 
これ を 「( 菩 薩 の 親 ) 近 処 」 と 名 づけ る 。 


出家 者 が 、 私 、 釈 迎 牟 尼 仏 の (肉体 の ) 死 後 、 こ の 「 菩薩 の 行 処 
と 「 菩 薩 の 親近 処 」 に 入っ て 、 こ の 法華 経 を 説く 時 、 恐 れる も の は 
無い 。 

菩薩 が 、 あ る 時 、 静 か な 部 屋 に 入っ て 、「『 正 憶 念 」、「 正 し く 記 
憶 し た も の 」 に よっ て 、 法 華 経 の 意義 に 従っ て 、「 法 」、「 も の 」 
を 観察 し て 、 禅 定 よ り 起き て 、 諸 々 の 国王 、 王 子 、 役 人 、 民 、 バ ラ 
モン 等 の 為 に 、「 開化 し て 」、「 教 え 導 いて 」、 こ の 法華 経 を 広く 
説 け ば 、 そ の 心 は 安穏 と し て 、 恐 れる も の は 無い 。 

文殊 師 利 音 薩 よ 、 こ れ を 「 菩 薩 が 最初 の 法 に 安住 し て いる 」 と 名 
づけ る 。 


(この よう に すれ ば 、 菩薩 は 、) 後 世 で 、 法 華 経 を 説く こと が 可能 
で ある 。 


文殊 師 利 菩 薩 よ 、 釈 迎 年 尼 仏 の (肉体 の ) 死 後 、 未 法 の 中 で 、 こ の 
法華 経 を 説き た いと 欲す る な ら ば 、 ま さ に 、「 安 楽 行 」 に 留まる べ 
き で ある 。 

口 く ち で 説い た り 、 読 ん だ りす る 時 、 人 や 経 の 過ち を 願っ て 説く 
こと な か れ 。 

(自分 以外 の ) 他 の 諸々 の 法師 を 、 思 い 上 が っ て 、 見 下す な か れ 。 

他人 の 好き 嫌い 、 他 人 の 長所 や 短所 を 説く な か れ 。 

声 間 の 段階 の ひ 人 に つい て 、 名 前 を 吉 っ て 、 そ の 過 あ や まち 、 悪 い 


所 を 説く な か れ 。 
また 、( 声 聞 の 段階 の 人 に つい て 、) 名 前 を 吉 っ て 、 そ の 美 点 を ほ 
め た た える な か れ 。 


妨 ん だ けり 嫌っ た けり する 心 を 生じ る な か れ 。 

この よう な 安楽 な 心 を 善く 修行 すれ ば 、 諸 々 の 聴 角 は 、 そ の 意 に 
逆らわ な い 。 

医 難 され て 返答 を 迫 ら れ た ら 、「 小 乗法 」、「 中 途 半端 の 仏法 」 
に よっ て 答え る な か れ 。 


た だ 、「 大乗 」、「 法 華 経 」 を その 人 の 為 に 解説 し て 、『「 一 切 種 
告 」 を 得 さ せな さい 。 


その 時 、 世 尊 、 釈 迎 御 尼 仏 は 、 く り 返 し 、 こ の 意義 を 話し た いと 
欲し て 、 詩 で 説い て 吉 っ た 。 


菩薩 は 、 安 穏 に 仏法 を 説く こと を 常に 願い な さい 。 

清浄 な 心 の 境地 で 、「 交 座 施し な さい 」、「 座 や 立場 を 他人 に 
譲っ て あげ な さい 」。 

油 を 身 に 塗り な さい 。 

身 の 塵 ちり 、 汚 れ を 洗浄 し な さい 。 

新しい 清浄 な 衣 を 着 な さい 。 

内 外 を 共に 清浄 に し て 、 安 ら か に 法 座 に 処し て 、 質 問 に 応じ て 、 
生 者 の 為 に 、 法 華 経 を 説き な さい り 。 

出家 者 の 男女 と 在家 信者 の 男女 が いて も 、 国 王 、 王 子 、 大 臣 、 役 
人 、 平 民 が いて も 、 微 細 な 絶妙 な 意義 に つい て 、 和 柔和 な 顔つき で 、 
人 々 の 為 に 、 法 華 経 を 説き な さい )。 

医 難 され て 返答 を 迫 ら れ た ら 、 法 華 経 の 意義 に 従っ て 、 答 えな さ 
し い !。 

「 因縁 」、「 警 只 」 を 説明 し て 、「 方 便 」、「 便 宜 的 な 方 法 」 で 
分 別して 、 紅 に 、 無 上 普遍 正 覚 を 求め る 心 を 起こ させ な さ し !。 

徐々 に 利益 を 増やし て 仏道 に 入っ て 、 怠 情 な 心 と 想い を 除去 し 
て 、 諸 々 の 憂い 悩み か ら 離 れ て 、 思 いや ! り の 心 で 、 仏法 を 説き な さ 
いし!。 

昼 も 夜 も 常に 、 諸 々 の 「 因 緑 」、 量 り 知れ な い ほ ど 無 数 の 「 雅 
喰 」 で 、 無 上 の 仏道 の 教え を 説い て 、「 梨 生 」 、「 生 者 」 に 仏 の 知 
見 を 開示 し て 、 こ と ご と く 、 喜 ば せな さい し)。 

衣服 、 寝 具 、 飲 食物 、 医 薬品 の 中 に いて も 、( 衣 服 、 寝 具 、 飲 食 
物 、 医 薬品 を ) 希 望 す る こと な か れ 。 

た だ 、 一 心 に 、 仏 法 が 説 か れる 「 因 緑 」 、「 理 由 」 に つい て 思っ 
て 、 仏 道 を 成就 する こと を 願っ て 、「 生 」、「 生 者 」 に も 、 ま 
た 、 同 様 に 、 仏 道 を 成就 させ な さい 。 

これ は 、 大 いな る 利益 で ある し 、 安 楽に 捧げ も の を 捧げ る こと で 
ある 。 

私 、 釈 迎 年 尼 仏 の (肉体 の ) 死 後 、 出 家 者 が 、 こ の 妙法 華 経 を 演説 
で きれ ば 、 心 か ら 始 、 怒 り 、 諸 々 の 障害 が 無く な る し 、 有 憂い が 無 
く な る し 、 悪 口 を 吉 う 者 が いな く な る し 、 有 刀 で 斬っ て こら れ た り けり 杖 
で nHLI て こら れ た りす る 恐れ が 無く な る し 、 追放 され る こと が 無く 
な る 。( な ぜ な ら 、) 

妨 耐 に 安らか に 留まる か ら で あ る 。 


知 者 は 、 こ の よう に 、 善 く 、 そ の 心 を 修行 し て 、 安 楽に 罰 ま る こ 
と が 可能 で ある 。 

私 、 釈 迎 牟 尼 仏 が 今 ま で 説い た よう な 、 そ の よう な 人 の 功徳 は 、 
幾 千 、 幾 万 、 幾 億 芝 、 数 えた り 、 例 えた | し て も 、 説 き 尽 くす こと 
が 不可 能 な の で ある 。 


文殊 師 利 菩薩 よ 、 後 世 の 未 法 の 世 で 、 仏 法 が 姿 を 隠 そ うと する 
時 、 こ の 法華 経 を 受け 入れ て 保持 し て 読む 者 は 、 怒 始 、 こ び へ つら 
い 、 ご ま か す 心 を 懐く な か れ 。 

仏道 を 学ぶ 者 を 見 下 し て 悪口 を 吉 う な か れ 。 そ の 者 の 長所 や 短所 
を つか が い 求 め る な か れ 。 

出家 者 の 男女 と 在家 信者 の 男女 、 声 間 の 段階 を 求め る 者 、『 頃 支 
仏 」、「 独 覚 」 の 段階 を 求め る 者 、 菩 薩 の 道 を 求め る 者 を 悩ま す な 
か れ 。 そ れ ら の 人 達 に 疑惑 や 後悔 を 生じ させ る な か れ 。 それら の 人 
達 に に 、 こ の よう に 吉 つ な か れ 。 

「 あな た は 、 仏 道 を 離れ 去っ て いて 、 仏 道 か ら 、 と て も 遠く て 、 
終 に 、『 一切 種 名 』 を 得る こと は 不可 能 で ある 。 理由 は 何 か ? 
(と 喜 うと 、) あ な た は 、『 放 和 逸 な 人 』、『 人 怠け者 』 で ある 。( な ぜ な 
ら 、) 仏 道 を 怠け て いる か ら で あ る 」 と 。 


「 諸 法 」、「 全 て の も の 」 に つい て 議論 し て 戯れ る な か れ 。 議論 
し て 争う な か れ 。 議 論 し て 競争 する な か れ 。 


まさ に 、 一 切 の 「 則 生 」、「 生 者 」 に 、 大 いな る 思い や り の 想い 
を 起こ し な さい 。 

「 諸 々 の 如来 、 仏 は 、 思 いや り 深 い 父 で ある 」 と いう 想い を 起こ 
し な さい )。 

「 諸 々 の 菩薩 は 、 大 いな る 師 で ある 」 と いう 想い を 起こ し な さ 
し 1。 

NN 常に 、 ま さ に 、「 深 心 」、「 真 
心 」 で 、 禁 し く 敬 っ て 、 礼 拝 し な さい 。 

一 切 の 「 骨 生 」、「 生 者 」 に 、 平 等 に 、 仏 法 を 説き な さい 。 

「 仏法 に 従っ て いる か ら 」 と 、( 不 平等 に 、) " 仏法 を 多く 説 こ 
う 」 と する な か れ 。 仏法 を 少な く 説 こつ う 」 と する な か れ 。 

「 仏法 を 深く 愛好 し て いる 者 で ある か ら 」 と 、( 不 平等 に 、) そ の 
者 の 為 に 「 仏法 を 多く 説 こ つう 」 と する な か れ 。 

文殊 師 利 療 薩 よ 、 こ の よう に し て いる 蘭 薩 が 、 後 世 の 未 法 の 世 
で 、 仏 法 が 姿 を 隠 そ うと する 時 、 こ の 第 三 の 「 安 楽 行 」 を 成就 すれ 
ば 、 こ の 法華 経 を 説く 時 、 悩 まさ れ て 心 を 乱 さ れる 可能 性 が 無い 
し 、 同 じ く 学ぶ 好い 者 を 得 て 共 に 、 こ の 法華 経 を 読む こと が で き 


る 。 
また 、 来 て 、 法 華 経 を 聴い て 受け 入れ る 、 大 衆 を 得る こと が で き 
る し 、 
聴き 終わ っ た ら 、 能 よく 、 保 持 し 、 
保持 し 終わ っ た ら 、 能 よく 、 読 み 、 
読み 終わ っ た ら 、 能 よく 、 説 き 、 
説き 終わ っ た ら 、 能 よく 、 書 いた り 、 他 人 に 書か せ た り し て 、 
この 法華 経 に 捧げ も の を 捧げ て 、 蒸 し く 敬 っ て 、 尊 重 し て 、 ほ め た 
た える 。 


その 時 、 世 尊 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 くり返し 、 こ の 意義 を 話し た いと 
欲し て 、 詩 で 説 ! て 吉 っ た 。 


も し 、 こ の 法華 経 を 説き た いと 欲す る な ら ば 、 ま さ に 、 怒 知 、 怒 
り 、 思 い 上 が り 、 こ び へ つら い 、 ご ま か し 、 邪 悪 、 虚 偽 の 心 を 捨て 
な さい 。 

常に 、 正 赴 な 行い を 修行 し な さい 。 

他人 を 軽 蔵 す る な か れ 。 

仏法 を 議論 し て 戯れ る な か れ 。 

この よう に 吉 っ て 、 他 人 に 疑惑 や 後悔 を 生じ させ る な か れ 。 

「 あな た は 、 仏 に な る こと が で き 得 な い 」 と 。 


この よう に する 仏 の 弟子 は 、 仏 法 を 説き な さい 。 
常に 、 和 柔和 で あり な さ し !。 

能 よ く 妨 耐 し な さい 。 

一 切 の 生 者 を 思い や りな さい 。 
怠け 心 を 生じ る な か れ 。 


十 方 の 大 いな る 菩薩 は 「 梨 生 」、「 生 者 」 を あわ れん で 仏道 を 修 
行 し て いる の で 、 ま さ に 、 「 十 方 の 大 いな る 菩薩 は 、 私 の 大 いな る 
師 で ある 」 と 茜 し く 散 つ 心 を 生じ させ な さい )。 


「 諸仏 は 、 無 上 の 父 で ある 」 と いう 想い を 生じ させ な さい |。 


思い 上 が っ て 他人 を 見 下す 心 を 打ち 破り な さい 。 

妨げ 無く 自由 自在 に 、 仏 法 を 説き な さい !。 

第 三 の 法 「 安 楽 行 」、 と は 、 こ の よう な 物 な の で ある 。 

知 者 は 、 ま さ に 、 守 りな さい 。 

ー 心 に 、 安 楽に 行え ば 、 量 けり 知れ な い ほ ど 無 数 の 「 衆 生 」、「 生 
者 」 に 敬 わ れる 。 


文殊 師 利 菩薩 よ 、 後 世 の 未 法 の 世 で 、 仏 法 が 姿 を 隠 そ うと する 
時 、 法 華 経 を 受け 入れ て 保持 する 者 は 、 在 家 信者 や 出家 者 の 中 で 大 
いな る 思い や り の 心 を 生じ させ て 、 菩 薩 で は な い 人 々 の 中 で 大 いな 
る 思い や り の 心 を 生じ させ て 、 こ の よう に 思い な さい )。 

「 こ れ ら の 人 々 は 、 仏 の 『 方 便 』、『 便 家 的 な 方 法 』 の 『 随 宜 
の 』、『 相 手 に 応じ た 』 説法 (で ある 法華 経 ) を 大 い に 失 っ て し まっ 
て いる の で ある 。 法華 経 を 聞い て いな いし 、 知 ら な いし 、 悟 っ て い 
な いし 、 た ず ね な いし 、 信 じ な いし 、 理 解 し な い 。 そ の 人 々 が 、 こ 
の 法華 経 を た ず ね な く て も 、 信 じ な く て も 、 理 解 し な く て も 、 私 
は 、『 阿 秘 多 維 三 鞭 三 菩提 』、『 無 上 普遍 正 覚 。 を 得 て 仏 に 成っ た 
時 、 ど の 地 に いて も 、 応 じ て 、 神 通 力 と 知力 に よっ て 、 こ の 人 々 を 
この 法華 経 の 法 の 中 に 引き 入れ て 住ま わせ よう 」 と 。 


文殊 師 利 菩薩 よ 、 こ の よう に する 菩薩 は 、 私 、 釈 迎 年 尼 仏 の ( 肉 
体 の ) 死 後 、 こ の 第 四 の 法 を 成就 すれ ば 、 こ の 法華 経 の 法 を 説く 
時 、 過 和 失 が 無い 。 

常に 、 出 家 者 の 男女 と 在家 信者 の 男女 、 国 王 、 王 子 、 大 臣 、 平 
民 、 バ ラモン 、「 居士 バイ シャ 」、「 商 人 」 な ど に 捧げ も の を 捧げ 
られ て 、 恭 し く 敬 われ て 、 尊 重 さ れ て 、 ほ め た た えら れる 。 

虚空 の 諸々 の 天 人 は 、 説 法 を 聴く た め に 、 常 に 、 従 っ て 、 そ ば に 
仕え る 。 

集落 、 町 、 人 里 離れ た 静か な 林 の 中 に いて 、 人 が 来 て 非難 し て 返 
答 を 迫 ろ つと 欲し て も 、 諸 々 の 天 人 は 、 昼 も 夜 も 常に 、 仏 法 の た め 
に 、 こ の 菩薩 を 護衛 し て 、 聴 崩 を 皆 、 喜 ば せる 。 

理由 は 何 か ? (と 吉 つ と 、) 

この 法華 経 は 、 一 切 の 過去 、 現在 、 未 来 の 諸仏 の 神通 力 で 護 ら れ 
て いる か ら で あ る 。 


文殊 師 利 菩薩 よ 、 こ の 法華 経 は 、 量 けり 知れ な い ほ ど 無 数 の 国 の 中 
で 、 名 前 を 聞く こと すら で き 得 な い ほ ど な の で ある 。 

まし て 、 見 て 、 受 け 入 れ て 保持 し て 、 読 むこ と が で き 得 よう 
か ! いい いえ! 上 難しい ! 


文殊 師 利 菩 薩 よ 、 例 えば 、 こ の よう な 物 な の で ある 。 

強力 な 転 輪 里 王 が 、 威 力 、 勢 力 に よっ て 、 諸 国 を 降伏 させ た いと 
欲す る 。 

諸々 の 小国 の 王 が 、 そ の 転 輸 加 王 の 命 に 従わ な い 時 、 転 輪 加 王 は 
種々 の 兵 達 を 起こ し て 討伐 し に 行く 。 

転 輸 置 王 は 、 兵 達 の 中 で 、 戦 いで 功績 が 有 っ た 者 を 見 る と 、 大 い 


に 喜ん で 、 功 績 に 応じ て 、 褒 賞 を 尼 え る 。 あ る い は 、 田 畑 と 住宅 、 
集落 、 町 を 所 える 。 あ る い は 、 衣 服 、 身 を 荘厳 に 飾る 装身具 を え 
る 。 あ る い は 、 種 々 の 珍し い 宝 、 金 、 銀 、 瑠 璃 る り 、 古 了 し ゃ こ 、 
秦 化 めのう 、 珈 天 さ ん ご 、 玉 班 こはく 、 象 ゾウ 、 馬 、 乗 り 物 、「 奴 
婦 」、 民 を 提 え る 。 

(し か し 、) 唯 一 、「 胃 」、「 頭 上 で 束ね た 髪 」 の 中 の 光明 に 輝く 
宝玉 だ け は 、 昌 えな し !。 

理由 は 何 か ? (と 吉 う と 、) 

王 の 頂上 に 有る の は 、 こ の 唯一 の 略 の 宝玉 だ け だ か ら で あ る 。 
も し 、 こ の 胃 の 宝玉 を 招 えた ら 、 王 の 諸々 の 閉 属 は 必ず 大 い に 荻 
き 怪 し お む 。 

文殊 師 利 菩薩 よ 、 如 来 、 仏 も 、 ま た 、 同 様 な の で ある 。 

仏 は 、 禅 定 と 知力 に よっ て 、 仏 法 、 仏 国土 、 三 界 の 王 と な る こと 
を 得 て い る 。 

諸々 の 魔王 が 従わ な けれ ば 、 如 来 、 仏 は 、 賢 者 達 や 聖者 達 と いう 
諸々 の 性 軍 と 共に 戦う 。 

仏 も 、 ま た 、 魔 と の 戦い で 功績 が 有 っ た 者 を 見 る と 、 心 で 喜ん 
で 、「 四 衆 」、「 出 家 者 の 男女 と 在家 信者 の 男女 」 の 中 で 、 そ の 者 
の 為 に 、 諸 々 の 経 を 説い て 、 そ の 者 の 心 を 喜ば せ て 、 禅 定 と 、 解 脱 
と 、「 無 漏 の 」、「 燃 悩 の 無い 」、「 五 根 」 と 「 五 力 」 と 、「 諸 
法 」、「 全 て の も の 」 と いう 財宝 と 、「 混 毅 」 と いう 城 を 与え て 、 
「( あ な た は 、) 『 滅 度 』、『 悟 り 』 を 得 た 」 と 吉 っ て 、 そ の 者 の 心 
を 仏道 へ 引き 入れ て 導い て 、 皆 、 喜 ば せる 。 

し か し 、 そ の 者 の 為 に 、 こ の 法華 経 を ( す ぐには) 説 か な い 。 

文殊 師 利 菩薩 よ 、 転 輪 聖王 が 、 諸 々 の 兵 達 で 、 大 いな る 功績 が 有 
る 者 を 見 る と 、 心 を と て も 喜ば せ て 、 舘 じ 難 い ほ ど 貴 重 む 、 妄 り に 
は 提 え な い 、 こ の 頻 の 宝玉 を 今 、 旨 える よう な 物 な の で ある 。 
如来 、 仏 も 、 ま た 、 同 様 な の で ある 。 

仏 は 、 三 界 の 中 で 大 いな る 法 の 王 で あり 、 仏 法 で 一 切 の 「 則 
生 」、「 生 者 」 を 教化 する 。 

如来 、 仏 も 、 ま た 、「 五 陰 魔 」 、「 燃 悩 魔 」 、「 死 魔 」 と 、 共 に 
戦っ た 賢者 と 聖者 の 軍 で 、「 三 毒 」 を 滅ぼし 、 三 界 を 脱出 し 、 魔 の 
綱 を 打ち 破っ た 、 大 いな る 功績 が 有 っ た 者 を 見 た 時 、 大 い に 喜 ん 
で 、「 径 生 」、「 生 者 」 を 「 一 切 種 拓 」 に 至ら せる こと が 可能 で あ 
る 、 一 切 の 世間 で 多く の 人 が 編ん で 信じ 難い の で 、 以 前 は 説 か な 
か っ た 、 こ の 法華 経 を 今 、 説 く 。 

文殊 師 利 菩薩 よ 、 こ の 法華 経 は 、 諸 々 の 如来 、 諸 仏 の 第 一 の 説 な 
の で ある 。 

法華 経 は 、 諸 々 の 説 の 中 で 、 最 も 、 と て も 、 深 い の で ある 。 
法華 経 は 、 最 後に 与え る 経 な の で ある 。 


例え 話 の 強力 な 転 輪 加 王 が 長い 間 、 護 っ て いた 軸 の 、 光 明 に 輝く 
宝玉 を 今 、 与 える よう な 物 な の で ある 。 

文殊 師 利 菩薩 よ 、 こ の 法華 経 は 、 諸 々 の 如来 、 諸 仏 の 秘密 の 蔵 な 
の で ある 。 (法華 経 は 諸仏 の 秘密 の 宝庫 な の で ある 。) 

法華 経 は 、 諸 々 の 経 の 中 で 、 最 上 の 経 な の で ある 。 

この 法華 経 を 、 ' 長 夜 」、「 輸 時 転 生 」 の 間 、 守 護 し て いて 妻 り 
に は 説 か な か っ た が 、 初 め て 今日 、 あ な た 達 に 与え て 、 説 明 し て い 
る の で ある 。 


その 時 、 世 尊 、 釈 迎 御 尼 仏 は 、 く り 返 し 、 こ の 意義 を 話し た いと 
欲し て 、 詩 で 説い て 吉 っ た 。 


常に 忍 辱 を 行い 、 一 切 の 生 者 を あわ れ む こと で 、 仏 が 、 ほ め た た 
える 法華 経 を 演説 する こと が 可能 と な る の で ある 。 

後世 の 未 法 の 世 、 時 代 で 、 こ の 法華 経 を 保持 する 者 は 、 在 家 信 者 
と 出家 者 と 菩薩 で は な い 人 々 に 対す る 、 こ の よう な 思い や り を 生じ 
させ な さい |。 

「 これ ら の 人 々 は 、 こ の 法華 経 を 聞か な いし 、 信 じ な いで 、 大 い 
に 失っ て し まう 。 私 は 、 仏 道 を 会 得 し た ら 、 諸 々 の "方便 』、『 便 
写 的 な 方 法 』 で 、 こ れ ら の 人 々 の 為 に 、 こ の 法華 経 の 法 を 説い て 、 
これ ら の 人 々 を 、 そ の 法華 経 の 法 の 中 に 住ま わせ よう 」 と 。 


例え ば 、 強 力 な 転 輪 聖 王 が 、 兵 で 、 戦 いで 、 功 績 が 有 っ た 者 に 、 
諸々 の 物 、 象 ゾウ 、 馬 、 乗 り 物 、 身 を 荘厳 に 飾る 装身具 、 諸 々 の 田 
畑 と 住宅 、 集 落 、 町 、 衣 服 、 種 々 の 珍し い 宝 、「 奴 召 」、 財 宝 を 喜 
ん で 与え る よう な 物 な の で ある 。 

田 ま し く 健やか に 困難 な 事 を 成し遂げ た 者 に 、 転 輪 加 王 は 、 山 の 
中 か ら 光 明 に 輝く 宝玉 を 外し て 避 え る 。 

如来 、 仏 も 、 ま た 、 同 様 な の で ある 。 

仏 は 、「 諸 法 」、「 全 て の も の 」 の 王 で ある 。 

仏 に は 、 忍 居 す る 大 いな る 力 が ある 。 

仏 に は 、 智 均 と いう 宝 の 蔵 が ある 。 

仏 は 、 大 いな る 思い や り で 、 仏 法 の 通り に 、 世 を 教化 する 。 

仏 は 、 一 切 の 人 が 諸々 の 苦悩 を 受け 、 解 脱 を 求め る こと を 欲し 、 
諸々 の 魔 と 戦っ て いる の を 見 る と 、 こ れ ら の 「 則 生 」、「 生 者 」 の 
為 に 、 種 々 の 法 を 説き 、 大 いな る 方便 」、 「 便 宜 的 な 方 法 」 で 
諸々 の 経 を 説く 。 

転 輪 加 王 が 罰 か ら 光 明 に 輝く 宝玉 を 外し て 与え る よう に 、 仏 は 、 
「『 家 生 』、『 生 者 』 が 力 を 得 終わ っ た 」 と 知る と 、 最 後に 、 生 者 
の 為 に 、 こ の 法華 経 を 説く 。 


この 法華 経 は 、 尊 い 経 な の で ある 。 

この 法華 経 は 、 諸 々 の 経 の 中 で 、 最 上 の 経 な の で ある 。 

私 、 釈 迎 年 尼 仏 は 、 法 華 経 を 常に 守護 し て 妄 り に は 開示 し な か っ 
ja 

今 、 ま さ に 、 法華経 を 開示 する 時 な の で ある 。 

あな た 達 の 為 に 、 法 華 経 を 説く 。 

私 、 釈 迎 牟 尼 仏 の (肉体 の ) 死 後 、 仏 道 を 求め る 者 が 、 安 穏 に 、 こ 
の 法華 経 を 演説 し た いと 欲す る な ら ば 、 ま さ に 、 こ の よう な 四 つ の 
法 に 親しみ 近づき な さい !。 

この 法華 経 を 読む 者 は 、 常 に 憂い 悩み が 無く な る し 、 病 気 が 無く 
な る し 、 顔 色 が 鮮やか に 白く な る し 、 貧 困 で 困窮 する 者 と し て 生ま 
れ な いし 、 身 分 の 低い 者 と し て 生ま れ な いし 、 醒 い 者 と し て 生ま れ 
な いし!。 

「 軍 生 」、「 生 者 」 は 、 賢 者 や 聖者 を 慕う よう に 、 法華 経 を 読む 
者 を 見 よう と 願う 。 

天 人 の 諸々 の 童子 は 、 給 仕 と 成る 。 

朋 で 斬っ て こら れ た けり 、 杖 で 叩い て こら れ た けり し な い )。 

毒 で 害する こと は 不可 能 で ある 。 

も し 人 が 法華 経 を 読む お 者 の 悪口 を 吉 っ て し まっ た ら 、 口 くち が 閉 
塞 し て し まっ うつ 。 

百獣 の 王 で ある 獅子 ライ オン の よう に 、 恐 れる こと 無く 、 巡 る こ 
と が で きる 。 

智 震 の 光明 は 、 大 陽 が 照ら すか の よう に な る 。 

夢 の 中 で は 、 妙 な る 事 だ け を 見 る 。 

諸仏 が 「 獅 子 の 座 」、「 仏 の 座 」 に 学 禅 し て 、 諸 々 の 出家 者 達 に 
囲ま れ て 、 説 法 す る の を 見 る 。 

龍神 、 阿 修 維 な ど が 恭 し く 敬 っ て 合掌 する の を 見 る 。 

自身 が 、 龍 神 や 阿 修 維 な どの 為 に 、 説 法 す る の を 見 る 。 

諸仏 が 、 身 の 相 が 金色 で 、 無 量 の 光 を 放っ て 一 切 を 照ら し て 、 

「 抑 音 声 」、「 清浄 な 音声 」 で 諸 法 を 演説 する の を 見 る 。 

仏 が 、「 四宮 」、「 出 家 者 の 男女 と 在家 信者 の 男女 」 の 為 に 、 無 
上 の 法 を 説く の を 見 る 。 

自身 を 見 る と 、 合 掌 し て 仏 を ほめ た た えて 、 仏 法 を 聞い て 喜ん で 
捧げ も の を 捧げ て 、「 陀 殺 尼 」、「 真 理 の 保持 」 を 得 て 、 不 退 転 の 
智 六 を 証し て いる 。 

仏 は 、 そ の 生 者 の 心 が 「 深 く 仏道 に 入っ た 」 と 知る と 、 そ の 生 者 
の 為 に 、「 無 上 普遍 正 覚 を 成就 する 」 と 、「 授 記す る 」、「 仏 に 成 
れる 予 訓 を する 」。 

あな た 達 、 善 い 男 子 よ 、 ま さ に 、 来 世 で 、 無 量 の 名 疾 を 得 て 、 仏 
の 大 いな る 「 道 」、「 真 理 」 を 会 得する 。 


仏 国土 は 、 荘 厳 に 清浄 で 、 広 大 で 、 無 比 で ある 。 
仏 国土 に は 、「 四 則 」、「 出 家 者 の 男女 と 在家 付 者 の 男女 」 がい 
て 、 合 掌 し て 、 仏 法 を 聴く 。 


自身 が 「 山 林 の 中 に いて 、 善 い 法 を 修 洗 し て 、 諸 法 の 実 の 相 を 証 
し て 、 禅 定 に 深く 入っ て 、 十 方 の 仏 を 見 る 」 の を 見 る 。 


諸仏 が 、 身 が 金色 で 、 多 数 の 幸福 の 相 で 荘厳 に 飾ら れ て いて 、 仏 
法 を 間 き 、 他 人 の 為 に 仏法 を 説く 。 
常に 、 こ の よう な 好い 夢 が 有る 。 


夢 で 、 国 王 と 成っ た が 、 宮 殿 と 付属 と 上 品 な 妙 な る 「 五 谷 」、 

「 五感 の 欲望 」 を 捨て て 、 道 場 で ある 菩提 樹 の 下 に 行っ て 、「 獅子 
の 座 」、「 仏 の 座 」 に 処し て 、 仏 道 を 探求 し て 七 日 を 過ぎ て 、 諸 仏 
の 輸 問 を 得 て 、 無 上 の 仏道 を 成就 し 終わ る と 、 起 き て 、『 四則 」、 
「 出家 者 の 男女 と 在家 信者 の 男女 」 の 為 に 「 法 輪 を 転じ て 」、「『 法 
を 説い て 」、 幾 千 、 幾 万 、 幾 億 苑 も 経っ て か ら 、「 無 漏 の 」、「 類 
悩 を 無く す 」 妙 な る 法 を 説い て 、 量 けり 知れ な い ほ ど 無 数 の 「 梨 
生 」、「 生 者 」 を 仏 土 へ 渡し て 、 そ の 後 、 ま さ に 、 煙 が 尽き る よう 
に 、 灯 が 消え る よう に 、「 混 笛 に 入る 」、「 肉体 が 死ぬ 」。 


も し 後世 の 悪い 世の中 で 、 こ の 法華 経 と いう 第 一 の 法 を 説 け ば 、 
その 人 は 、 今 まで 説い た 諸々 の 功徳 の り よ つ な 大 いな る 利益 を 得る 。 


クセ トル で コ 
従 地 浦 出品 
その 時 、 他 方 の 仏 国土 か ら 来 て いる 、 八 恒 河 沙 を 超過 する 数 の 、 
諸々 の 菩薩 は 、 大 衆 の 中 で 、 起 立 し て 、 合 掌 し て 、 敬 礼 し て 、 青 迎 
牟 尼 仏 に 吉 っ た 。 


釈 迎 牟 尼 仏 よ 、 も し 私 達 、 他 方 の 仏 国 土 の 菩 薩 に 、 釈 迎 牟 尼 仏 の 
(肉体 の ) 死 後 、「 この 深 婆 世界 」、「 こ の 世 」 に いて 、 精 進 を 加え 
る こと に 勤め て 、 こ の 法華 経 を 破 ら ず 護っ て 保持 し 、 読 み 、 書 き 写 
し 、 捧 げ も の を 捧げ る こと を 許し て くれ る な ら ば 、 ま さ に 、「 こ の 
仏 国土 」、「 この 世 」 で 、 こ の 法華 経 を 広く 説き まし ょ う 。 


その 時 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 他 方 の 仏 国土 の 諸々 の 菩薩 達 に 告げ た 。 


止め な さい 。 善い 男子 よ 、 あ な た 達 が 、 こ の 法華 経 を 破 ら ず 護 っ 
て 保持 する 必要 は 無い で す 。 

理由 は 何 か ? (と 吉 つ と 、) 

私 、 釈 迎 牟 尼 仏 の 「 姿 婆 世 界 」、「 この世 」 に は 、 六 万 恒 河 沙 の 
菩 薩 達 が いま す 。 

各々 の 菩薩 に は 、 六 万 恒 河 沙 の 閉 属 が いま す 。 

これ ら の 諸々 の 人 達 が 、 能 よく 、 私 、 釈 迎 牟 尼 仏 の (肉体 の ) 死 
後 、 こ の 法華 経 を 破 ら ず 護っ て 保持 し 、 読 み 、 広 く 説 く か ら で す 。 


釈 迎 年 尼 仏 が 、 こ の よう に 説い た 時 、「 深 婆 世界 の 三 千 大 千世 界 
の 仏 国 土 」、「 こ の 世 」 の 地 は 、 皆 、 震 えて 裂け て 、 そ の 中 か ら 、 
幾 千 、 幾 万 、 幾 億 も の 量り 知れ な い ほ ど 無 数 の 菩薩 が いて 、 同 時 
に 、 浦 き 出 し た 。 

この 世 の 地 か ら 酒 き 出 し た 、 こ れ ら の 諸々 の 菩薩 は 皆 、 身 が 金色 
で あり 、 三 十 二 相 を そなえ 、 無 量 の 光明 を は な っ て いた 。 

この 世 の 地 か ら 浦 き 出し た 菩薩 は 、 以 前 か ら 、 旨 ことごとく 、 

「 姿 婆 世 界 」、「 こ の 世 」 の 下方 の 世界 の 空中 に 住ん で いた 。 

この 世 の 地 か ら 浦 き 出し た 、 こ れ ら の 諸々 の 菩薩 は 、 釈 迎 牟 尼 仏 
の 説法 の 音声 を 聞い て 、 こ の 世 の 下 方 か ら 起 こっ て 来 た の で ある 。 

この 世 の 地 か ら 浦 き 出 し た 、 菩 薩 は 皆 、 各 々 、 大 箇 の 「 唱 導 」 の 
首位 の 者 で ある 。 

この 世 の 地 か ら 浦 き 出 し た 、 菩 薩 は 、 六 万 恒 河 沙 の 閉局 を 引き 連 
れ て いた 。 

また 、 こ の 世 の 地 か ら 浦 き 出し た 者 達 に は 、 五 万 恒 河 沙 、 四 万 恒 
河 沙 、 三 万 恒 河 沙 、 二 万 恒 河 沙 、 一 万 恒 河 沙 の 閉 属 を 引き 連れ て い 
る 者 が いた 。 


また 、 恒 河 沙 、 恒 河 沙 の 半分 、 恒 河 小 の 四 分 の 一 、 千 万 億 那由 他 
分 の 一 の 閉 属 を 引き 連れ て いる 者 が いた 。 

また 、 生 万 億 那由 他 の 装 属 を 引き 連れ て いる 者 が いた 。 

また 、 一 万 億 の 状 属 を 引き 連れ て いる 者 が いた 。 

また 、 千 万 、 百 万 、 一 万 の 閉 属 を 引き 連れ て いる 者 が いた 。 
また 、 千 、 百 、 十 の 閉 属 を 引き 連れ て いる 者 が いた 。 

また 、 五 、 四 、 三 、 二 、 一 の 弟子 を 引き 連れ て いる 者 が いた 。 
また 、 己 、 単 身 で 、 執 着 な ど を 遠 離す る 行い を 願っ て いる 者 が い 
た 。 

この 世 の 地 か ら 酒 き 出し た 、 こ れ ら の 者 達 は 、 無 限 な ほど 、 量 り 
知れ な い ほ ど 無 数 で 、 数 えて も 、 例 えて も 、 知 る こと が 不可 能 な ほ 
ど で あ っ た 。 

この 世 の 地 か ら 滑 き 出し た 、 こ れ ら の 諸々 の 菩薩 は 、 地 か ら 浦 き 
出し 終わ る と 、 提 々 、 空 中 の 多 宝 仏 の 七 種類 の 宝 の 妙 な る 塔 の 、 多 
宝 仏 と 釈 迎 牟 尼 仏 の 所 に 行っ て 、 頭 を 多 宝 仏 と 釈 迎 年 尼 仏 の 足 に つ 
け て 区 礼 し た 。 

また 、 諸 々 の 宝 の 樹 の 下 の 「 獅 子 の 座 」、「 仏 の 座 」 の 上 の 各 迎 
年 尼 仏 の 分 映 で ある 諸仏 の 所 に も 行っ て 、 敬 礼 し て 、 右 回 り に 三 周 
まわ っ て 敬礼 し て 、 合 掌 し て 、 し く 敬 っ て 、 諸 々 の 菩薩 の 種々 の 
ほめ た た える 方 法 で 、 ほ め た た えた 。 

そし て 、 一 面 に 留まっ て 、 喜 ん で 、 多 宝 仏 と 釈 迎 牟 尼 仏 と いう 二 
人 の 仏 を 仰ぎ 見 た 。 

これ ら の 諸々 の 菩薩 は 、 地 か ら 酒 き 出 し て 、 諸 々 の 菩薩 の 種々 の 
ほめ た た える 方 法 で 、 仏 を ほめ た た えた 。 

この よう に し て 、 五 十 小 却 も の 時 間 が 経っ た 。 

この 時 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 黙っ て 学 禅 し て いて 、 ま た 、 諸 々 の 「 四 
衆 」、「 出 家 者 の 男女 と 在家 信者 の 男女 」 も 、 ま た 、 皆 、 黙 っ て い 
て 、 五 十 小 却 も 経っ た が 、 釈 迎 牟 尼 仏 の 神通 力 の お か げ で 、 諸 々 の 
大 衆 は 半日 し か 経っ て いな いか の よう に 思っ た 。 

その 時 、「 四 衆 」、「 出 家 者 の 男女 と 在家 信者 の 男女 」 も 、 ま 
た 、 釈 迎 牟 尼 仏 の 神通 力 の お か げ で 、 こ の 世 の 地 か ら 浦 き 出 し た 、 
諸々 の 菩薩 が 、 幾 百 、 幾 干 、 幾 万 、 幾 億 も の 量り 知れ な い ほ ど 無 数 
の 国土 の 空中 に 、 あ まね く 満 ち た の を 見 た 。 

この 世 の 地 か ら 滑 き 出し た 、 こ れ ら の 菩薩 達 の 中 に は 、 四 人 の 痢 
師 が いた 。 

一 人 目 の 名 前 は 、 上 行 で ある 。 

二 人 目 の 名 前 は 、 無 辺 行 で ある 。 

三 人 目 の 名 前 は 、 浄 行 で ある 。 

四 和 人 目 の 名 前 は 、 安 立 行 で ある 。 

この 四 人 の 菩薩 は 、 そ れ ら の 菩薩 達 の 中 で 、 最 上 の 首位 の 者 で 


あっ た 。 

この 四 人 の 菩薩 は 、「 唱 導 」 の 導師 で あっ た 。 

この 四 人 の 菩薩 は 、 大 朝 の 前 で 、 各 々 、 共 に 、 合 掌 し て 、 釈 迎 牟 
尼 仏 を 観 て 、「 問 記し て 」、「 合 掌 し 低 頭 し 安 谷 を 尋ね て 」、 こ の 
よう に 吉 っ た 。 


釈 迎 年 尼 仏 よ 、 病 が 少な く 、 悩 み が 少な く 、 安 楽 と し て 、 行 お こ 
な っ て いま すか ? 否 か ? 

まさ に 仏 土 へ 渡す べき 者 は 、 釈 迎 年 尼 仏 の 教え を 受け 入れ や すい 
で すか ? 否 か ? 

まさ に 仏 土 へ 渡す べき 者 は 、 釈 迎 年 尼 仏 に 、 疲 労 を 生じ させ な い 
で すか ? 


その 時 、 こ の 世 の 地 か ら 浦 き 出し た 菩薩 の うち 、 四 人 の 大 いな る 
菩薩 は 、 詩 で 説い て 言っ た 。 


釈 迎 牟 尼 仏 よ 、 安 楽 と し て 、 病 が 少な く 、 悩 み が 少 な いで すか ? 
「 箇 生 」、「 生 者 」 を 教化 し て 、 疲 れる こと は 無い で すか ? 
また 、 諸 々 の 「 則 生 」、「『 生 者 」 は 教化 を 受け 入れ や すい で す 
っ 白 思 ダ 

生 者 は 、 釈 迎 牟 尼 仏 に 、 疲 労 を 生じ させ な いで すか ? 


その 時 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 こ の 世 の 地 か ら 浦 き 出 し た 、 諸 々 の 菩薩 
の 大 衆 の 中 で 、 こ の よう に 吉 っ た 。 


その 通り で ある 。 

その 通り で ある 。 

諸々 の 善い 男子 よ 、 如 来 、 仏 は 、 安 楽 と し て いて 、 病 が 少な く 、 
悩み が 少な い 。 

諸々 の 「 衆 生 」、「 生 者 」 達 は 、 教 化し て 仏 土 へ 渡し や すく 、 疲 
労 さ せら れる こと は 無い 。 

理由 は 何 か ? (と 吉 う と 、) 

これ ら の 諸々 の 「 運 生 」、「 生 者 」 は 、「 世 か ら 世 へ 」、「 生 か 
ら 生 へ 」、 常 に 、 私 、 釈 迎 牟 尼 仏 の 教化 を 受け て いる 。 

また 、 過 去 の 諸仏 に 捧げ も の を 捧げ て き て いて 、 尊 重 し て き て い 
て 、 諸 々 の 善 の 種 と な る 善行 を 植え て き て いる 。 

これ ら の 諸々 の 「 軍 生 」、「 生 者 」 は 、 初 め て 、 私 、 各 迎 牟 尼 仏 
の 身 と 所 説 を 見 聞き し た と き に 、 皆 、 信 じ て 受 け 入 れ て 、 如 来 、 仏 
の 智 六 に 入っ た 。 

以前 か ら 「 小 乗 」、「 声 聞 と 独 覚 」 を 修習 し て 学ん で いた 者 は 除 


人 
これ ら の 人 々 に 、 私 、 釈 迎 年 尼 仏 は 、 今 、 こ の 法華 経 を 間 か せ 
て 、 ま た 、 仏 の 千 工 に 入れ た の で ある 。 


その 時 、 こ の 世 の 地 か ら 浦 き 出し た 、 諸 々 の 四 人 の 大 いな る 菩薩 
は 、 詩 で 説い て 吉 っ た 。 


善い か な 。 

善い か な 。 

大 いな る 英雄 で ある 、 世 尊 で ある 、 釈 迎 年 尼 仏 よ 、 諸 々 の 「 則 
生 」、「 生 者 」 達 は 、 教 化し て 仏 土 へ 渡し や すい 。 

生 者 は 、 諸 仏 の 、 と て も 深い 貿 六 を 質問 で き て 、 聞 き 終 わる と 、 
信じ て 理解 する 。 

私 達 、 こ の 世 の 地 か ら 浦 き 出 し た 菩薩 は 、 喜 び ま す 。 


その 時 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 こ の 世 の 地 か ら 浦 き 出 し た 、 四 人 の 最上 
位 の 首位 の 大 いな る 菩薩 を ほめ た た えた 。 


善い か な 。 

善い か な 。 

善い 男子 よ 、 あ な た 達 は 、 如 来 、 仏 を 喜ぶ 心 を 起こ すこ と が で き 
圧 。 


その 時 、 弥 勤 菩 薩 と 、 八 千 恒 河 沙 の 諸々 の 菩薩 達 は 紳 、 こ の よう 


に 思っ た 。 


私 達 は 、 こ の よう な 大 いな る 菩薩 達 が 、 地 か ら 浦 き 出し て 、 釈 迎 
御 尼 仏 の 前 に 留まっ て 、 釈 迎 御 尼 仏 に 合掌 し て 、 捧 げ も の を 捧げ 
て 、「 問 記す る 」、「 合掌 し 低 頭 し 安 谷 を 尋ね る 」 の を 昔 よ り 見 聞 
き し た こと が 無い 。 


その 時 、 弥 勤 菩 薩 は 、 八 千 恒 河 沙 の 諸々 の 菩薩 達 の 心 の 思い を 
知っ て 、 ま た 、 上 自ら の 疑い を 解決 し よう と 欲し て 、 合 掌 し て 、 釈 凶 
御 尼 仏 に 向かっ て 、 詩 で 質問 し た 。 


この 世 の 地 か ら 清き 出し た 、 北 千 、 尊 万 、 人 信 も の 量り 知れ な い 
ほど 無数 の 諸々 の 菩薩 の 大 則 を 、 昔 より 未だ か つて 見 た こと が 無い 
で す 。 

願わ くば 、 両 足 式 で ある 釈 迎 牟 尼 仏 よ 、 説 いて くだ さい 。 

この 世 の 地 か ら 清き 出し た 菩薩 は 、 ど こ か ら 来 た の で すか ? 


どん な 「 因 縁 」 、「 理 由 」 で 集まっ て きた の で すか ? 

この 世 の 地 か ら 浦 き 出し た 菩薩 は 、 巨 体 で ある し 、 
大 いな る 神通 力 が ある し 、 
思い は か る の が 難し い ほ どの 智 才 が ある し 、 
その 志 、 意 思 は 堅固 で ある し 、 
大 いな る 渦 辱 の 力 が 有る の で 、 

「 衆生 」、「 生 者 」 は 見 る こと を 願う ほど で ある 。 

この 世 の 地 か ら 浦 き 出し た 菩 薩 は 、 ど こ か ら 来 た の で すか ? 

この 世 の 地 か ら 浦 き 出し た 菩薩 が 各々 引き 連れ て いる 養 属 は 、 そ 
の 数 が 、「 恒 河 沙 」、「 ガ ンジ ス 川 の 砂 の 数 」 に 等 し い ほ ど 、 量 り 
知れ な い ほ ど 無 数 で す 。 

六 万 恒 河 沙 の 閉 属 を 引き 連れ て いる 、 こ の 世 の 地 か ら 酒 き 出 し 
た 、 大 いな る 菩薩 が いま す 。 

この 世 の 地 か ら 浦 き 出 し た 、 こ れ ら の 諸々 の 大 箇 は 、 一 心 に 、 仏 

道 を 探求 し て いま す 。 

この 世 の 地 か ら 浦 き 出し た 、 六 万 恒 河 沙 の 、 こ れ ら の 諸々 の 大 い 
な る 師 達 、 菩 薩 達 は 、 共 に 来 て 、 釈 迎 牟 尼 仏 に 捧げ も の を 捧げ 、 こ 

の 法華 経 を 破 ら ず 保 持 し て 護っ て いま す 。 

この 世 の 地 か ら 浦 き 出し た 者 達 に は 、 五 万 恒 河 沙 の 閉 属 を 引き 連 
れ て いる 者 が いて 、 そ の 数 は 、 六 万 恒 河 沙 を 超過 し て いま す 。 

四 万 恒 河 沙 、 三 万 恒 河 沙 、 二 万 恒 河 沙 、 一 万 恒 河 沙 の 付属 を 引き 

連れ て いる 者 も いま す 。 

千 恒 河 沙 、 Me 

が ー 恒 河 沙 、 恒 河 Na 、 恒 河 沙 の 、 恒 河 沙 の 四 

、 恒 河 沙 の 一 億 分 、 恒 河 沙 の 万 分 の 一 て の 赤 属 を 引き 連れ 

引 

千 万 那由 他 、 万 億 の 諸々 の 競 子 、 一 億 の 半分 の 秦 属 を 引き 連れ て 
いる 者 は 、 そ の 数 が 、 今 まで 話し た 者 の 数 を 超過 し て いま す 。 

百 万 、 一 万 の 閉局 を 引き 連れ て いる 者 も いま す 。 

千 、 百 、 五 十 、 十 、 三 、 二 、 一 の 閉 属 を 引き 連れ て いる 者 も いま 


す 。 

己 、 単 興 で 、 閉 属 は お ら ず 、 独 り で 処し て いる 者 を 願っ て いる 者 
も 、 共 に 、 釈 迎 牟 尼 仏 の 所 に 来 た が 、 そ の 数 は 、 今 まで 話し た 者 の 
数 を と て も 超過 し て いま す 。 

これ ら の 諸々 の 大 則 は 、 も し 人 が 数 えよ うと し て も 、 恒 河 沙 区 を 
過ぎ て も な お 、 こ と ご と く 知 る の は 不可 能 で す 。 

誰が 、 こ の 世 の 地 か ら 浦 き 出 し た 、 こ れ ら の 諸々 の 大 いな る 成徳 
が ある 精進 し て いる 菩薩 達 の 為 に 、 そ の 仏法 を 説い て 、 教 化し て 、 
完成 させ た の で すか ? 

誰 に よっ て 、 こ の 世 の 地 か ら 浦 き 出 し た 菩薩 達 は 、 初 め て 「 発 心 


し た 」、「 悟 り を 求め る こと を 思い 立っ て 心 し た 」 の で すか ? 
この 世 の 地 か ら 浦 き 出し た 菩薩 達 は 、 ど ん な 仏法 を ほめ た た えて 
いる の で すか ? 

この 世 の 地 か ら 浦 き 出し た 菩薩 達 は 、 誰 が 説い た 経 を 受け 入れ て 
保持 し て 行 お こ な っ て いる の で すか ? 

この 世 の 地 か ら 浦 き 出し た 菩薩 達 は 、 ど ん な 仏道 を 修習 し て いる 
の で すか ? 

これ ら の 諸々 の 菩薩 は 、 神 通 力 が あり 、 大 いな る 知力 が あり 、 四 
方 の 地 が 震え て 裂け る と 、 皆 、 中 か ら 浦 き 出し まし た 。 

釈 迎 年 尼 仏 よ 、 私 、 弥 動 茸 薩 は 、 昔 より 、 こ の よう な 事 を 未だ か 
つて 見 た こと が 無い で す 。 

願わ くば 、 こ の 世 の 地 か ら 浦 き 出 し た 菩薩 達 が 従っ て いる 仏 国 土 
の 名 移 、 称 号 を 説い て くだ さい )。 

私 、 弥 勤 菩 薩 は 、 常 に 、 諸 国 を 巡っ て いま す が 、 こ の よう な 事 を 
未だ か つて 見 た こと が 無い で す 。 

私 、 弥 動 菩 薩 は 、 こ の 世 の 地 か ら 浦 き 出し た 、 こ の 菩薩 達 の 中 
*、 一 人 も 知り ませ ん 。 

こつ 然 と 、 地 か ら 浦 き 出し まし た 。 

願わ くば 、 そ の 「 因 縁 」 、「 理 由 」 を 説い て くだ さい 。 

今 、 こ の 大 いな る 会 の 、 幾 百 、 幾 千 、 幾 借 も の 量り 知れ な い ほ ど 
無数 の 、 こ れ ら の 諸々 の 菩薩 達 は 皆 、 こ の 事 に つい て 知り た いと 銘 
し て いま す 。 

この 世 の 地 か ら 浦 き 出し た 、 こ の 諸々 の 菩薩 達 に は 、「 本 未 
に 」、「 全 て に 」、「 因 縁 」、「 理 由 」 が ある の で し ょ う 。 

無量 の 徳 が ある 各 迎 牟 尼 仏 よ 、 た だ 、 願 わく ば 、 菩 薩 達 の 疑い を 
解決 し て くだ さい し !。 


その 時 、 幾 生 、 幾 万 、 幾 億 の 他方 の 仏 国土 か ら 来 て いる 者 で あ 
る 、 釈 通年 尼 仏 の 分 映 で ある 諸仏 は 、 八 方 の 諸々 の 宝 の 樹 の 下 の 
「 獅子 の 座 」、「 仏 の 座 」 の 上 に いて 、 結 呈 中 羊 し て いた 。 

その 釈 迎 牟 尼 仏 の 分 身 で ある 仏 の 侍 者 と し て 、 そ ば に 仕え て いる 
菩薩 は 、 各 々 、 こ の 世 の 三 千 大 千世 界 の 四方 の 地 か ら 浦 き 出 し た 、 
これ ら の 菩薩 の 大 衆 が 、 空 中 に 浮か ん だ の を 見 て 、 そ の 釈 辺 牟 尼 仏 
分 映 で ある 仏 に 吉 っ た 。 

釈 迎 牟 尼 仏 の 分 映 で ある 仏 よ 、 こ の 世 の 地 か ら 浦 き 出し た 、 こ れ 
ら の 諸々 の 、 無 限 な ほど 、 量 けり 知れ な い ほ ど 無 数 の 菩薩 の 大 則 は 、 
どこ か ら 来 た の で すか ? 


その 時 、 釈 迎 牟 尼 仏 の 分 映 で ある 諸仏 は 、 操 々 、 侍 者 と し て 、 そ 


ば に 仕え て いる 菩薩 に 告げ た 。 


諸々 の 善い 男子 よ 、 し ば らく 待ち な さい り 。 

釈 迎 牟 尼 仏 が 「 次 に 、 後 に 、 仏 に 成る 」 と 「 授 記し た 」、「 仏 に 
成 れ る 予 着 を し た 」、 弥 勤 菩薩 と 吉 つ 名 前 の 菩薩 が いて 、 こ の 事 に 
つい て 質問 し て いる 。 

釈 迎 牟 尼 仏 は 、 今 、 こ の こと に つい て 答え る 。 

あな た 達 は 、 まさに 、 こ れ に よっ て 、 答 え を 聞く こと が で き 得 
る 。 


その 時 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 弥 動 菩 薩 に 告げ た 。 


善い か な 。 

善い か な 。 

阿 逸 多 と も 呼ば れる 弥 勤 菩薩 は 、 こ の よう な 一 大 事 を 私 、 釈 迎 牟 
尼 仏 に 、 能 よく 、 質 問 す る こと が で きま し た 。 

あな た 達 は 、 まさ に 、 共 に 、 一 心 に 、 精 進 と いう 鎧 を まとっ て 、 
堅固 な 意思 を 起こ し な さい 。 

私 、 釈 迎 年 尼 仏 は 、 今 、 諸 仏 の 因 癌 、 諸 仏 の 自由 自在 の 神通 力 、 
諸仏 の 獅子 奮 錠 の 力 、 諸 仏 の 猛威 の 大 勢力 を 現し 起こ し 説き 示し た 
いと 欲し て いる 。 


その 時 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 く けり 返し 、 こ の 意義 を 話し た いと 欲し 
て 、 詩 で 説い て 吉 っ た 。 


まさ に 、 精 進 し て 、 一 心 に な りな さい 。 

私 、 釈 迎 年 尼 仏 は 、 こ の 事 に つい て 説き た いと 欲し て いる 。 
芝 っ た り 後 悔し た りす る な か れ 。 

仏 の 智 裁 は 、 思 い は か る の が 難し い 。 

あな た 達 は 、 今 、 信 じ る 力 を 出し て 、 妨 耐 強く 善行 を 行い な さ 
敵 

昔 よ り 未 だ か つて 聞い た こと が 無い 法 を 、 今 、 皆 、 ま さ に 、 聞 く 
こと が で き 得 る 。 

私 、 釈 迎 年 尼 仏 は 、 今 、 あ な た 達 を 慰安 する 。 

続い や 恐れ を 懐く な か れ 。 

仏 に は 、 不 実 な 吉 葉 は 無い 。 

仏 の 因 導 は 、( 厳 密 に は ) 量 る こと が 不可 能 で ある 。 

仏 が 得 て い る 第 一 の 法 は 、 と て も 深く 、 分 別 が 難し い 。 

この よう な こと に つい て 、 今 、 ま さ に 、 説 こう 。 

あな た 達 は 、 一 心 に 、 聴 き な さ いり 。 


その 時 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 こ の よう な 詩 を 説き 終わ る と 、 弥 勤 菩 薩 


に 告げ た 。 


私 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 こ れ ら の 大 宮 に お いて 、 あ な た 達 に 告げ る 。 

阿 逸 多 と も 呼ば れる 弥 勤 菩薩 よ 、 
量り 知れ な い ほ ど 無 数 の 、 こ れ ら の 諸々 の 大 いな る 菩薩 は 、 地 か ら 
浦 き 出し た 。 

この 世 の 地 か ら 浦 き 出し た 菩薩 は 、 あ な た 達 が 昔 よ けり 未だ か つて 
見 た こと が な い 者 で ある 。 

私 、 釈 迎 年 尼 仏 は 、「 この 深 婆 世界 」、「 こ の 世 」 で 、「 阿 多 
雑 三 貌 三 菩提 」、「 無 上 普遍 正 覚 」 を 得 終 わる と 、 こ の 世 の 地 か ら 
浦 き 出し た 、 こ れ ら の 諸々 の 菩薩 を 教化 し て 、 示 し て 導い て 、 そ の 
心 を 「 調 伏し て 」、「 調 節 し て 悪 を 降伏 させ て 」、「 道 意 」、「 道 
心 」 を 起こ させ た 。 

これ ら の 諸々 の 菩薩 は 皆 、「 この 深 婆 世界 」、「 こ の 世 」 の 下方 
の 世界 の 空中 に 浮か ん で 、 諸 々 の 経 を 読み 、 通 じ て 利 益 を 得 、 思 考 
し 、 分 別 し 、 正 し く 記 憶 し て いる 。 

阿 逸 多 と も 呼ば れる 弥 勤 菩薩 よ 、 こ の 世 の 地 か ら 浦 き 出し た 、 こ 
れ ら の 諸々 の 善い 男子 達 は 、 大 衆 の 中 に いて 多く 説く こと を 願わ な 
し 1。 

常に 静か な 場所 を 願っ て 、 精 進 を 行う こと に 勤め て 未だ か つて 止 
め た こと が 無い 。 

また 、 人 と 天 人 に 依存 し て 頼ら な いで いて 、 常 に 深い 智 六 を 願っ 
て 、 妨 げ ら れる こと が 無い 。 

また 、 常 に 諸仏 の 仏法 を 願っ て 、 一 心 に 精進 し て 、 無 上 の 因 導 を 
探求 し て いる 。 


その 時 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 く けり 返し 、 こ の 意義 を 話し た いと 欲し 
て 、 詩 で 説い て 吉 っ た 。 


阿 移 多 と も 呼ば れる 絢 動 菩薩 よ 、 あ な た は 、 ま さ に 、 知 る べき で 
ある 。 
この 世 の 地 か ら 浦 き 出 し た 、 こ れ ら の 諸々 の 大 いな る 菩薩 は 、 無 
数 の 苑 、 仏 の 智 若 を 修習 し て き て いる 。 

こと ご と く 、 私 、 釈 迎 御 尼 仏 に 教化 され て 、 大 いな る 道 心 を 起こ 
し た の で ある 。 

この 世 の 地 か ら 浦 き 出し た 、 こ れ ら の 菩薩 は 、 私 、 釈 迎 御 尼 仏 の 
( 法 の ) 子 で ある 。 

「 この 世界 」、「 こ の 世 」 を より どこ ろ と し て 留まっ て 、 常 に 


「 頭 陀 行 」 を 行 お こ な っ て いる 。 

志 は 、 静 か な 場所 を 願っ て 、 大 衆 の 「 慎 導 」、「 騒 乱 」 を 捨て 
て 、 多 く 説 く こ と を 願わ な い 。 

これ ら の 諸々 の 、 釈 迎 牟 尼 仏 の 子 達 で ある 、 こ の 世 の 地 か ら 浦 き 
出し た 菩薩 達 は 、 私 、 釈 迎 牟 尼 仏 の 仏道 、 仏 法 を 学習 し て 、 昼 も 夜 
も 常に 精進 し て いる 。 

仏道 を 探求 する た め 、「 深 婆 世 界 」、「 こ の 世 」 の 下方 の 空中 に 
浮か ん で いる 。 

意思 力 は 、 了 堅固 で ある 。 

常に 、 智 六 を 求め る こと に 勤め て いる 。 

種々 の 妙 な る 仏法 を 説い て いる 。 

その 心 は 、 恐 れる 所 が 無い 。 

私 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 伽 耶 城 ガ ヤー の 菩提 樹 の 下 で 、 学 禅 し て 、 

「 最 正 覚 」、「 無 上 普遍 正 覚 」 を 成就 する こと が で き 得 て 、 無 上 の 
法輪 を 転じ て 、 こ の 世 の 地 か ら 浦 き 出し た 、 こ れ ら の 菩薩 に 道 心 を 
初め て 起こ させ た 。 

今 は 、 こ の 世 の 地 か ら 浦 き 出 し た 菩薩 は 皆 、 不 退 転 の 境地 に い 
て 、 こ と ご と く 、 ま さ に 、 仏 に な る こと が で き 得 て いる 。 

私 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 今 、 真 実 の 話 を 説い て いる 。 

あな た 達 は 、 一 心 に 、 信 じ な さい 。 

私 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 久 遠 の 昔 より 、 こ の 世 の 地 か ら 滑 き 出 し た 、 
これ ら の 菩薩 達 を 教化 し て き て いる 。 


その 時 、 弥 勤 菩 薩 と 、 こ の 世 の 無 数 の 菩薩 達 は 、 心 に 疑惑 を 生じ 
て 、 未 だ か つて 無い 話 で ある と 怪し ん で 、 こ の よう に 思っ た 。 


どう し て 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 少 な い 時 間 で 、 こ の 世 の 地 か ら 浦 き 出 
し た 、 こ れ ら の 量り 知れ な い ほ ど 無 数 の 諸々 く の 大 いな る 菩薩 達 を 、 
「 阿 多 殺 三 革 三 苦 提 」、「 無 上 普遍 正 覚 」 に 住ま わせ る こと が で 
きた の か ? 


その た め 、 談 勤 菩 薩 は 、 釈 迎 年 尼 仏 に 吉 っ た 。 


釈 迎 御 尼 仏 よ 、 釈 迎 御 尼 仏 は 、 王 子 で あっ た 時 、 釈 迎 族 の 宮殿 を 
出 て 、 伽 耶 城 ガ ヤー の 近く に 去っ て 、 道 場 で ある 菩提 樹 の 下 で 、 学 
禅 し て 、「 阿 精 多 雑 三笠 三 菩提 」、 「 無 上 普遍 正 覚 」 を 成就 する こ 
と が で き 得 まし た 。 

この 時 より 、 四 十 年 余り が 過ぎ て いま す 。 

釈 迎 年 尼 仏 よ 、 ど うし て 、 こ の 少な い 時 間 で 、 大 いな る 「 仏 
事 」、「 仏 の 働き 」 を 為す こと が で きた の で すか ? 


この 世 の 地 か ら 浦 き 出し た 、 こ れ ら の 量り 知れ な い ほ ど 無 数 の 大 
いな る 菩薩 達 を 教化 し て 「 阿 紀 多 維 三 鞭 三 菩提 」、 ' 無 上 普遍 正 
覚 」 を 成就 させ た の は 、 仏 の 勢力 に よる の で すか ? 仏 の 功徳 に よ 
る の で すか ? 

釈 迎 御 尼 仏 よ 、 こ の 世 の 地 か ら 浦 き 出 し た 、 こ れ ら の 大 いな る 菩 
薩 達 は 、 た と え 人 が 幾 千 、 幾 万 、 幾 借 も の 壇 を か け て も 、 数 え 尽 く 
すこ と は 不可 能 で ある し 、 そ の 果て を 得る こと は 無い で す 。 

この 世 の 地 か ら 浦 き 出 し た 、 こ れ ら の 菩薩 達 は 、 久 遠 の 昔 よ り 、 
無限 な ほど 、 量 り 知れ な い ほ ど 無 数 の 諸仏 の 所 で 、 諸 々 の 善 の 種 と 
な る 善行 を 構え て 、 菩 薩 の 道 を 成就 し て 、 常 に 仏道 修行 し て いま 


釈 迎 件 尼 仏 よ 、 こ の よう な 事 は 、 俗 世 で は 、 信 じ る の が 難し いで 


す 。 

例え ば 、 色 形 が 美しい 髪 が 黒い 二 十 五 歳 の 人 が いて 、 百 歳 の 人 を 
指し て 、「 私 の 子 で す 」 と 吉 う つよ うな 物 で すし 、 そ の 百 歳 の 人 も 、 
また 、 若 い 人 を 指し て 、「 私 の 父 で す 。 私 達 を 生み 育て て くれ まし 
た 」 と 直 う よう な 物 で す 。 

この よう な 事 は 、 信 じ る の が 難しい です 。 

釈 迎 牟 尼 仏 も 、 ま た 、 同 様 な の で す 。 

仏道 を 会 得 し て 以来 、 実 に 、 未 だ 久しく な いで す 。 

し か し 、 こ の 世 の 地 か ら 浦 き 出 し た 、 こ れ ら の 諸々 の 菩薩 達 の 大 
衆 は 、 婚 に 、 幾 千 、 幾 万 、 幾 借 も の 量り 知れ な い ほ ど 無 数 の 苑 、 仏 
道 の た め に 、 精 進 を 行う こと に 勤め て 、 善 く 、 幾 百 、 幾 千 、 幾 万 、 
幾 借 も の 量り 知れ な い ほ ど 無 数 の 三味 に 入っ た り 、 出 た り 、 罰 ま っ 
た り し て 、 大 いな る 神通 力 を 得 て 、 久 し く 仏 道修 行 し て いて 、 善 
く 、 能 く 、 次 第 に 、 諸 々 の 善 の 「 法 」、「 も の 」 を 集め て 、 問 答 が 
巧み で 、 人 の 中 の 宝 で すし 、 一 切 の 世間 で 、 と て も 希有 で す 。 

今日 、 釈 迎 年 尼 仏 は 、 ま さ に 、 喜 いま し た 。 

「 仏道 を 会 得 し た 時 に 、 こ の 世 の 地 か ら 浦 き 出し た 菩薩 に 、 初 め 
て 『 発 心 さ せ て 』、『 悟 り を 求め る こと を 思い 立た せ て 心 さ せ 
て 』、 教 化し て 、 示 し て 導い て 、『 阿 艇 多 比 三 菊 三 菩提 』、『 無 上 
普遍 正 覚 。 へ 向かわ せ た 」 と 。 

釈 迎 牟 尼 仏 は 、 仏 に 成る こと が で き 得 て か ら 、 未 だ 久しく な いで 


9 

それ な の に 、 こ の よう な 大 いな る 功徳 の 事 を 為 し と げ る こと が で 
き て いま す 。 

私 達 、 弥 勤 菩 薩 と 、 こ の 世 の 菩 薩 達 は 、 仏 の 「 随 宜 の 」、「 相 手 
に 応じ た 」 所 説 と 、 仏 の 発 吉 し た 吉 葉 は 、 未 だ か つて 虚妄 で あっ た 
こと が 無い 、 と 信じ て いま す が 。 

(その た め 、) 仏 を 知っ て いる 者 は 皆 こ と ご と く 、 通 達し て いま 


す 。 

し か し 、 各 迎 牟 尼 仏 の (肉体 の ) 死 後 の 、 諸 々 の 新しく 仏 を 求め る 
こと を 思い 立っ て 心 し た ば か り の 菩薩 が 、 も し 、 こ の 話 を 聞い た 
ら 、 も し か し た ら 、 値 じ て 受 け 入 れず 、 仏 法 を 破る 固 、 悪 業 、 因 縁 
を 引き 起こ し て し まう つか も し れ ま せん 。 

た だ 、 た だ 、 航 迎 牟 尼 仏 よ 、 願 わく ば 、 後 世 の 生 者 の 為 に 、 解 き 
し て 、 私 達 、 弥 勤 菩薩 と 、 こ の 世 の 菩 薩 達 や 、 後 世 の 生 者 達 の 、 疑 
い を 除去 し て くだ さい しい J)。 

未来 の 来世 の 諸々 の 善い 男子 が 、 こ の 話 を 聞き 終わ っ て 、 疑 い を 
生じ な いよ うに し て くだ さい !。 


その 時 、 弥 勤 音 薩 は 、 く けり 返し 、 こ の 意義 を 話し た いと 欲し て 、 
詩 で 説い て 吉 っ た 。 


釈 迎 年 尼 仏 は 、 昔 、 釈 迎 族 か ら 出 家 し て 、 伽 耶 城 ガヤ ー の 近く 
で 、 蘭 提 樹 の 下 で 、 学 禅 し て 以来 、 な お 、 未 だ 久しく な いで す 。 

これ ら の 諸々 の 仏 の ( 法 の ) 子 達 で ある 、 こ の 世 の 地 か ら 浦 き 出 し 
た 菩薩 達 は 、 そ の 数 は 量 る こと が 不可 能 な ほど で 、 久 し く 婚 に 仏道 
修行 し て き て いて 、 神 通 力 と 知力 に 留まっ て 、 善 く 、 菩 薩 の 道 を 学 
ん で 、 蓮華 が ( 泥 ) 水 の 上 に 存在 する よう に 、 世 間 の 「 法 」、「 も 
の 」 に 汚染 され て いま せん 。 

菩薩 達 は 、 地 か ら 浦 き 出 し て 、 皆 、 釈 迎 年 尼 仏 を 恭 し く 敬 つ 心 を 
起こ し て 、 釈 骨 汗 尼 公 の 前 に まっ て いま す 。 

どう し て 、 還 に 8 に が で うじ し いしい いえ! 値 じ 難 
L!! 

釈 迎 年 尼 仏 が 仏道 を 会 得 し た と き は 、 と て も 近い が 、 成 就 し た 事 
は 、 と て も 多い )。 

願わ くば 、「 衆 生 」 、「 生 者 」 達 の 疑い を 除去 する 為 に 、 あ り の 
まま に 、 分 別して 説い て くだ さい 。 

例え ば 、 年 が 二 十 五 歳 の 若く 盛ん な 人 が 、 白 髪 の 顔 に 汰 し わが あ 
る 百 歳 の 人 を 指し 示し て 、「 こ の 子 達 は 、 私 か ら 生 まれ まし た 」 と 
吉 う よう な 物 で すし 、 ま た 、( 百 歳 の ) 子 が 、( 二 十 五 歳 の 父 を 指し 示 
し て 、)「 父 で す 」 と 吉 う よう な 物 で す 。 

父 が 若く て 、 子 が 老い て いる の は 、 世 の 全て を 挙げ て 、 信 じ ら れ 
ませ ん 。 

釈 迎 年 尼 仏 も 、 ま た 、 似 て いる の で す 。 

釈 迎 年 尼 仏 が 仏道 を 会 得 し て か ら 、 と て も 近い で す 。 

この 世 の 地 か ら 浦 き 出し た 、 こ れ ら の 諸々 の 菩薩 達 は 、 志 、 意 思 
が 堅固 で 、 勝 病 で は な いで す 。 


量り 知れ な い 無 数 の 区 、 菩 薩 の 道 を 修行 し て き て いま す 。 

医 上 難 さ れ て 返答 を 迫 ら れ て も 巧み に 答え る こと が で き て 、 そ の 心 
に は 、 恐 れる 所 が 無い で す 。 

忍 辱 の 心 を 、 決 定 的 に 持っ て いま す 。 

正しく て 、 威 徳 が 有り ます 。 

十 方 の 諸仏 に 、 ほ め た た えら れ て いま す 。 

善く 、 能 よく 、 分 別して 、 説 く こ と が で きま す 。 

人 々 の 中 に いる こと を 願わ ず 、 常 に 好 ん で 禅定 に 留まっ て いま 
す 。 
仏道 を 探求 する た め 、 この世 の 下方 の 空中 に 浮か ん で いま す 。 
私 達 、 線 動 苦 薩 と 、 こ の 世 の 菩 薩 達 は 、 釈 通年 尼 仏 か ら 、 こ の 話 
を 聞い て 、 疑 うこ と は 無い で す 。 

願わ くば 、 釈 迎 牟 尼 仏 よ 、 未 来 の 生 者 の 為 に 、 演 説 し て 、 未 来 の 
生 者 に 理解 させ て くだ さい しい り 。 

も し 、 こ の 法華 経 に つい て 疑い を 生じ て 信じ な けれ ば 、 ま さ に 、 
地獄 な どの 「 悪 道 」 に 堕ち て し まう か も し れ ま せん 。 

願わ くば 、 今 、 未 来 の 生 者 の 為 に 、 解 説 し て くだ さい り 。 

どう し て 、 こ の 世 の 地 か ら 浦 き 出 し た 、 こ れ ら の 量り 知れ な い ほ 
ど 無 数 の 菩薩 を 、 少 な い 時 間 で 、 教 化し て 、「 発 心 さ せ て 」、「 悟 
けり を 求め る こと を 思い 立た せ て 心 さ せ て 」 、 不 退 転 の 境地 に いさ せ 
る こと が で きた の で すか ? 


如来 寿 量 品 


その 時 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 諸 々 の 菩薩 と 、 一 切 の 大 斎 に 告げ た 。 


「 諸 々 の 善い 男子 よ 、 あ な た 達 は 、 ま さ に 、 仏 の 真実 の 話 を 信じ て 
理解 し な さい 」 


また 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 大 衆 に 告げ た 。 

「 あな た 達 は 、 ま さ に 、 仏 の 真実 の 話 を 信じ て 理解 し な さい 」 
また また 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 諸 々 の 大 軍 に 告げ た 。 

「 あな た 達 は 、 ま さ に 、 仏 の 真実 の 話 を 信じ て 理解 し な さい 」 


この 時 、 菩 薩 の 大 衆 は 、 弥 勤 菩薩 を 先頭 に し て 、 合 掌 し て 、 釈 迎 
牟 尼 仏 に 吉 っ た 。 


「 釈 迎 年 尼 仏 よ 、 た だ 、 願 わく ば 、 こ の 事 に つい て 、 説 いて くだ さ 
い 。 私 達 は 、 ま さ に 、 仏 の 話 を 信じ て 受け 入れ ます 」 


菩 隆 達 は 、 同 様 の 吉 葉 を 三 度 、 吉 い 終 わる と 、 ま た 、 吉 っ た 。 


「 た だ 、 願 わく ば 、 こ の 事 に つい て 、 説 いて くだ さい 。 私 達 は 、 ま 
さ に 、 仏 の 話 を 信じ て 受け 入れ ます 」 


その 時 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 諸 々 の 菩薩 が 三 度 、 要 請 し て 止め な か っ 
た の を 知っ て 、 告 げ て 吉 っ た 。 


あな た 達 は 、 仏 の 秘密 、 仏 の 神通 力 に つい て 、 明 ら か に 、 聴 き な 
さい しい!。 

ー 切 の 世間 の 天 人 、 人 、 阿 修 維 は 皆 、 こ の よう に ( 誠 っ て ) 思 っ て 
いる 。 

「 今 、 航 迎 牟 尼 仏 は 、 釈 迎 族 の 宮殿 を 出 て 、 伽 耶 城 ガ ヤー か ら 遠 
く な い 場 所 へ 去っ て 、 道 場 で ある 菩提 樹 の 下 で 、 学 禅 し て 、『 阿 症 
多 維 三 菊 三 昔 提 』 、『 無 上 普遍 正 覚 。 を 得 ( て 仏 に 成っ ) た 」 と 。 

し か し 、 善 い 男 子 よ 、 私 、 釈 迎 年 尼 仏 が 、 実 は 、 仏 に 成っ て 以 
来 、 幾 百 千 万 億 那由 他 も の 、 無 限 な ほど 、 量 けり 知 れ な い ほ ど 無 数 の 
苑 び が た っ て いる の で ある 。 

例え ば 、 五 百 干 万 億 那由 他 阿 僧 祇 の 三 千 大 千世 界 を 、 仮 に 、 あ る 


人 が 、 粉 々 に し て 、 微 細 な 塵 ちり に し て 、 東 方 の 五 百 千 万 億 那由 他 
阿 僧 祇 の 国 を 過ぎ た ら 、 一 つの 塵 を 下 に 落と す よ うな 物 な の で あ 
る 。 

この よう に し て 、 東 方 へ 行っ て 、 こ の 微細 な 塵 ちり を 下 に 沙 と し 
尽く す 。 

諸々 の 善い 男子 よ 、 ど うつ 思う で あろ うか ? 

これ ら の 諸々 の 世界 を 、 考 えて 、 そ の 数 を 知る こと は で き 得 る で 
あろ つが ? 、 否 か ? 


線 動 菩薩 達 は 、 共 に 、 釈 迎 御 尼 仏 に 吉 っ た 。 


釈 迎 牟 尼 仏 よ 、 こ れ ら の 諸々 の 世界 は 、 無 限 な ほど 、 量 けり 知 れ な 
い ほ ど 無 数 で 、 数 えて 、 知 る こと が で き な い ほど で すし 、 心 の 力 が 
及ば な い ほ ど で す 。 

ー 切 の 声 聞 と 、「 大 支 仏 」 、「 独 覚 」 が 、「 無 漏 の 」、「 燃 悩 が 
無い 」 因 吉 に よっ て 、 思 考 し て も 、 そ の 果て の 数 を 知る こと は 不可 
能 で す 。 

私 達 、 菩 薩 達 は 、「 阿 性 越 致 」、「 不 退 転 」 の 境地 に いま す が 、 
この 事 に つい て 、 通 達し て いま せん 。 

釈 迎 牟 尼 仏 よ 、 こ れ ら の 諸々 の 世界 は 、 無 限 な ほど 、 量 けり 知 れ な 
い ほ ど 無 数 で す 。 


その 時 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 大 いな る 菩薩 達 に 告げ た 。 


諸々 の 善い 男子 よ 、 今 、 ま さ に 、 明 ら か に 、 あ な た 達 に 話 そ つう 。 

例え 話 の 、 微 細 な 塵 ちり を 着け た り 、 着 け な か っ た り し た 、 こ れ 
ら の 諸々 の 世界 を 、 こ と ご と く 、 塵 ちり に し て 、 一 つの 塵 ちり を 一 
切 と する 。 

私 、 釈 迎 御 尼 仏 が 仏 に 成っ て 以来 、 こ れ を 超過 し て 、 百 千 万 億 那 
由 他 阿 僧 祇 芝 た っ て いる の で ある 。 

私 、 釈 迎 牟 尼 仏 が 仏 に 成っ た 、 こ の 時 か ら 、 私 、 釈 迎 御 尼 仏 は 、 
常に 、「 こ の 湊 婆 世界 」、「 この世 」 に いて 、 説 法 し て 、 教 化し て 
いる 。 

また 、 こ の 世 以 外 の 他 の 場所 で ある 百 生 万 億 那由 他 阿 僧 祇 の 仏 国 
土 で 、「 則 生 」、「 生 者 」 を 導い て 、 利 益 を も た らし て いる 。 

諸々 の 善い 男子 よ 、 こ の 法華 経 の 途中 で 、 私 、 釈 通 年 尼 仏 は 、 燃 
灯 仏 な ど に つい て 説き 、 ま た 、 そ の 燃 灯 仏 が 「 混 山 に 入っ た こ 
と 」、「( 肉 体 が ) 死 ん だ こと 」 に つい て 吉 っ た 。 

これ ら は 皆 、「 方 便 」、 「 便 宜 的 な 方 法 」 で 、 分 別して いる の で 
ある 。 


諸々 の 善い 男子 よ 、 も し 、 あ る 「 家 生 」、「 生 者 」 が 、 私 、 釈 迎 
年 尼 仏 の 所 に 来 た ら 、 私 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、「 仏 眼 」 で 、 そ の 生 者 の 
信心 な どの 諸々 の 「 根 」、「 能 力 」 の 利発 、 愚 鈍 を 観察 し て 、 仏 土 
へ 渡す べき 者 に 応じ て 所 々 で 自ら 不同 の 名 前 、 不 同 の 年 数 を 説く 。 

また 、 私 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 こ の 世に (肉体 を まとっ て ) 出 現し て 、 

「 ま さ に 、 混 山 に 入る 」、「 ま さ に 、( 肉 体 が ) 死 ぬ 」 と 吉 つ 。 

また 、 私 、 釈 迎 年 尼 仏 は 、 種 々 の 「 方 便 」、「 便 宜 的 な 方 法 」 
で 、 微 細 で 絶妙 な 仏法 を 説い て 、「 吉 生 」、「 生 者 」 に 喜ぶ 心 を 起 
こさ せる こと が 可能 で ある 。 

諸々 の 善い 男子 よ 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 諸 々 の 「 軍 生 」、「 生 者 」 が 
「 小 法 」、「 中 途 半 端 の 法 」 を 願っ て いる の を 見 て 、 こ の 人 々 の 為 
に 、「 私 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 若 くし て 、 出 家 し て 、『 阿 粗 多 欠 三 葵 三 
菩提 』、『 無 上 普遍 正 覚 。 を 得 た 」 と 説く 。 

し か し 、 私 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 実 は せ 、 この よう に 、 仏 に 成っ て 以 
来 、 久 遠 な の で ある 。 

た だ 、「 方便 」、「 便 宜 的 な 方 法 」 で 「 則 生 」、「 生 者 」 を 教化 
し て 仏道 に 入ら せる た め に 、 こ の よう に 説く の で ある 。 

諸々 の 善い 男子 よ 、 仏 が 演説 する 経 は 皆 、「 衆 生 」、「 生 者 」 を 
仏 土 へ 渡し て 解脱 させ る 為 の 物 な の で ある 。 

仏 は 、 自 身 に つい て 説い た り 、 他 者 に つい て 説い た りす る 。 

仏 は 、 自 身 に つい て 示し た り 、 他 者 に つい て 示し た りす る 。 

仏 は 、 自 身 の 事 に つい て 示し た り 、 他 者 の 事 に つい て 示し た りす 
る 。 
仏 の 諸々 の 所 説 は 皆 、 実 に 、 虚 し い 物 で は な い の で ある 。 
理由 は 何 か ? (と 吉 う と 、) 

仏 は 、 ありのまま に 、 三 界 の 相 を 知見 し て いる 。 

仏 に は 、 生 死 が 無い 。 

仏 は 、( あ えて ) 退 いた り 、( あ えて ) 出 現し た りす る 。 

仏 に は 、 存 命 も 、「 滅 度 」、「 死 」 も 無い 。 

仏 は 、( 了 肉体 が ) 真 実 で も な いし 、 虚 し いも の で も な い 。 

仏 は 、 似 て いる 者 が いな いし 、( 生 者 と 全く ) 異 な る 者 で は な い )。 
( 仏 の 知見 は 、) 三 界 に お ける 凡人 が 三界 を 見 る よう で は な い の で 
ある 。 

この よう な 事 を 、 仏 は 明らか に 見 て 、 斉 が 無い 。 

諸々 の 「 上 軍 生 」、「 生 者 」 に は 種々 の 性 質 、 種 々 の 欲望 、 種 々 の 
行い 、 種 々 の 推測 の 想像 と 分 別 が 有る の で 、 仏 は 、 生 者 に 、 諸 々 の 
善 の 種 と な る 善行 を 生じ させ た いと 欲し て 、 幾 つか の 「 因 緑 」、 

「 警 只 」、 吉 葉 遣 いで 種々 に 説法 し て 、「 仏 事 」 、「 仏 の 働き 」 を 
行 お こ な っ て 未だ か つて 一 時 も 止め た こと が 無い 。 

この よう に 、 私 、 吾 迎 牟 尼 仏 は 、 仏 に 成っ て 以来 、 と て も 大 い に 


久遠 な の で ある 。 

仏 の 寿命 は 、 幾 阿 僧 祇 も の 無量 の 妃 な の で ある 。 

仏 は 、 常 に 存在 し て いて 、 不 滅 な の で ある 。 

諸々 の 善い 男子 よ 、 私 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 本 も と より 、 菩 薩 の 道 を 
行っ て 形成 し て いる ( 仏 の ) 寿 命 は 今 な お 未だ 尽き な いし 、 ま た 、( 仏 
の 者 命 は ) 先 の 数 (、 菩 薩 の 道 を 行っ て 形成 し て いる 仏 の 寿命 の 量 ) の 
倍 な の で ある 。 

そし て 、 今 、 真 実 の 「 滅 度 」、「( 仏 の 実体 の ) 死 」 で は な い が 、 
し か し 、「 ま さ に 、 滅 度 す る 」、「 ま さ に 、( 仏 の 肉体 が ) 死 ぬ 」 と 
吉 う の で ある 。 

仏 は 、 こ の よう な 「 方 便 」、「 便 定 的 な 方 法 」 で 、「 軍 生 」、 

「 生 者 」 を 教化 する の で ある 。 

理由 は 何 か ? (と 吉 う と 、) 

も し 仏 が 長い 間 、 こ の 世に 存在 し た ら 、 徳 の 少な い 人 は 、 善 の 種 
と な る 善行 を 植え ず 、 貧 困 で 困 欠 し 、 下 上 賊 で 、「 五 欲 」、「 五感 の 
欲望 」 に 貧 欲 に 執着 し て 、 推 測 の 妄想 の ( 調 っ た ) 見 解 の 網 あ み の 中 
居 火 る まつ, 

も し 仏 が 常に 存在 し て いて 不滅 で ちる の を 見 た ら 、 徳 の 少な い 人 
は 、 思 い 上 が っ て 他 者 を 見 下 し 、 わ が まま に 振る 舞う 心 を 起こ し 
て 、 善 行 を 嫌がり 怠け る 心 を 懐い て 、「 仏 に は 会 い 難い 」 と いう 想 
いと 、 仏 を 恭 し く 敬 つ 心 を 生じ る こと が で き な い し)。 

この た め 、 仏 は 、「 方便 」、「 便宜 的 な 方 法 」 で 説く の で ある 。 
「 『 比 丘 』、『 出 家 者 』 よ 、 ま さ に 、 知 る べき で ある 。 諸仏 の 、 こ 
の 世 へ の 出現 に は 出会い 難い の で ある 」 

理由 は 何 か ? (と 吉 う と 、) 

諸々 の 徳 が 少な い 人 に は 、 畿 百 千 万 億 も の 量り 知れ な い ほ ど 無 数 
の 胡 を 過ぎ て も 、 仏 に まみ える こと が で きる 人 も いれ ば 、 仏 に まみ 
える こと が で き な い 人 も いる 。 

この た め 、 私 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 こ の よう に 喜 う の で ある 。 

「 諸 々 の 『 比 丘 』、『 出 家 者 』 よ 、 仏 に は 、 出 会 い 難 い の で ある 」 

これ ら の 「 軍 生 」、「 生 者 」 達 は 、 こ の よう な 吉 葉 を 聞く と 、 必 
ず 、 ま さ に 、「 仏 に は 会 い 難い 」 と いう 想い を 生じ て 、 湯 い た 人 が 
水 を 恋い 慕う よう に 、 心 に 仏 を 忘 いい 慕う 気持 ち を 懐い て 、 善 の 種 と 
な る 善行 を 植え る 。 

この た め 、 仏 は 、 実 は (実体 は ) 滅 びな い が 、「 滅 度 す る 」、「( 肉 
体 が ) 死 ぬ 」 と 吉 つ の で ある 。 

また 、 善 男子 よ 、 諸 仏 の 仏法 も 皆 、 同 様 な の で ある 。 

「 田 生 」、「 生 者 」 を 仏 土 へ 渡す 為 に 、 仏 法 は 皆 、 実 に 、 虚 し い 
物 で は な い の で ある 。 

例え ば 、 あ る 名 医 は 、 智 才 が 聡明 で 通達 し て いて 、 薬 の 処方 に 明 


る く て 、 善 く 多 数 の 病 を 治し て いた 。 

その 名 医 で ある 人 に は 、 十 人 、 二 十 人 か ら 百 人 の 数 の 諸々 の 息子 
が いた 。 

ある 事情 、 あ る 関係 で 、 名 医 で ある 父 は 、 遠 い 他 の 国 へ 行っ た 。 

名 医 の 息子 は 、 後 に 、 他 の も の に よる 毒 業 を 飲ん で し まっ た 。 

毒薬 は 、 名 医 の 息子 を 問 え させ て 乱れ させ て 、 地 に 転 が さ せ た 。 

この 時 、 そ の 息子 の 、 名 医 で ある 父 が 帰国 し て 、 家 に 帰っ た 。 
諸々 の 名 医 の 子 達 は 、 毒 薬 を 飲ん で 、 本 心 を 失っ て いる 者 も いれ 
ば 、 本 心 を 失っ て いな い 者 も いた 。 

名 医 の 息子 は 、 そ の 名 医 で ある 父 を 遠く か ら 見 つけ る と 、 皆 、 大 
い に 喜 ん で 、 礼 拝 し て 、 ひ ざま ずい て 、 合 掌 し 低 頭 し 安否 を 尋ね 
た 。 

「 善 く 、 安 穏 と し て 、 帰 っ て こら れ ま し た 。 私 達 は 、 愚 か で 、 記 っ 
て 、 毒 薬 を 服用 し て し まい まし た 。 願 わく ば 、 救 っ て 、 治 療 し て 、 
寿命 を 全 つ させ て くだ さい 」 

名 医 で ある 父 は 、 子 達 が 、 こ の よう に 苦悩 し て いる の を 見 た 。 

名 医 で ある 父 は 、 諸 々 の 薬 の 処方 に よっ て 、 色 も 良く て 香り も 恨 
く て 美味 で ある こと を 皆 こ と ご と く 十 分 に 備え た 、 好 いい 薬草 を 求 
め 、 潰 つぶ し て 、 ふ る い 分 け て 、 和 合 さ せ て 薬 に し て 、 子 に 揚 え て 
服用 させ る た め に 、 こ の よう に 吉 っ た 。 

「 こ の 大 いな る 良 薬 は 、 色 も 良く て 、 香 り も 良く て 、 美 味 で ある こ 
と を 皆 こ と ご と く 十 分 に 備え て いる 。 あ な た 達 、 服 用 し な さい 。 薬 
は 、 速 や か に 、 昔 悩 を 除去 し て くれ る 。 ま た 、 楽 は 、 多 数 の 患い を 
無く し て くれ る 」 

その 名 医 の 諸々 の 子 達 の 中 で 、 本 心 を 失っ て いな い 者 は 、 色 も 香 
り も 共に 好い 、 こ の 良 薬 を 見 て 、 こ の 良 薬 を 服用 し 、 病 が 、 こ と ご 
と く 除 去 さ れ て 、 癒 えた 。 

その 他 の 、 本 心 を 失っ て し まっ て いる 者 は 、 そ の 父 で ある 名 医 が 
来る の を 見 て 喜ん で 、 合 掌 し 低 頭 し 安否 を 尋ね て 、 病 の 治療 を 求め 
た 。 し か し 、 名 医 で ある 父 が 、 そ の 良 薬 を 与え る と 、 本 心 を 失っ て 
し まっ て いる 者 は 、 服 用 を 拒否 し て し まっ た 。 

理由 は 何 か ? (と 吉 う と 、) 

毒気 が 、 深 く 入 っ て し まっ て いて 、 本 心 を 失わ せ て し まっ て いる 
の で 、 こ の 好い 色 と 香 り の 良 薬 を 、 不 快 に 思っ て し まっ た の で あ 
る 。 
名 医 で ある 父 は 、 こ の よう に 思っ た 。 

「 こ の 子 は 、 あ われ むべ き で ある 。 毒 に 中 あて られ て 、 心 が 皆 、 転 
倒し て し まっ て いて 、 名 医 で ある 父 で ある 私 を 見 て 喜ん で 、 救 済 と 
治療 を 求め て も 、 こ の 好い 恨 薬 の 服用 を 拒否 し て し まう 。 私 、 名 医 
で ある 父 は 、 今 、 ま さ に 、『 方 便 』、『 便 定 的 な 方 法 』 を 設け て 、 


この 良 薬 を 服用 させ よう 」 

そし て 、 名 医 で ある 父 は 、 こ の よう に 吉 っ た 。 

「 あな た 達 は 、 ま さ に 、 知 る ベ べき で ある 。 私 は 、 今 、 老 衰 し て い 
て 、 死 ぬ 時 が 既に 来 て し まっ て いる 。 こ の 好い 良 薬 は 、 今 、 こ こ に 
置い て お く 。 あ な た 達 は 、 服 用 する べき で ある 。『 癒 えな い の で は 
な いか ? 』 と 心配 する な か れ 」 

名 医 で ある 父 は 、 こ の よう に 教え 終わ る と 、 他 国 に 行っ て 、 使 者 
を 派遣 し て 、 告 げ さ せ た 。 

「 あな た の 父 は 、 上 學 に 、 死 ん で し まい まし た ,」 

この 時 、 諸 々 の 子 達 は 、 名 医 で ある 父 が 「 死 ん だ 」 と 聞い て 、 心 
が 大 い に 憂 い 悩 ん で 、 こ の よう に 思っ た 。 

「 も し 父 が いれ ば 、 私 達 を 、 能 よく 、 思 いや っ て くれ て 、 救 っ て く 
れ て 、 護 っ て くれ た だ ろう 。 今 は 、 私 達 を 捨て て 、 遠 く の 他 の 国 で 
死ん で し まわ れ た 。 自 ら 考 える と 、 孤 児 に な っ て し まっ た し 、 父 と 
いっ た 頼る こと が で きる 者 が いな い 」 

常に 半 し み の 感 情 を 懐い て 、 遂 つい に 心 の 目 が 覚め て 「 そ の 良 薬 
は 色 も 良く て 香り も 良く て 美味 で ある 」 と 知っ て 、 そ の 良 薬 を 服用 
し て 、 毒 に よる 病 が 皆 、 癒 えた 。 

その 子 の 父 で ある 名 医 は 、「 子 が 、 こ と ご と く 婚 に 癒え た 」 と 聞 ゲ 
いて 、 す ぐに 、 帰 っ て 来 て 、 子 の 、 こ と ご と くに 、 こ の 帰っ て 来 た 
次 を 見 せ た 。 

諸々 の 善い 男子 よ 、 ど うつ 思う で あろ うか ? 

人 が 「 こ の 名 医 に は 虚しい 妄 り な 嘘 を つい た 因 が 、 と て も 重く 有 
る 」 と 説く こと は 可能 で ある か 2? 否 か ? 


(菩薩 達 は 、 釈 迎 年 尼 仏 に 答え た 。) 
「 否 で す 。 釈 迎 年 尼 仏 よ 」 


釈 迎 年 尼 仏 は 吉 っ た 。 


私 、 釈 周年 尼 仏 も 、 ま た 、 同 様 な の で ある 。 

私 、 釈 迎 年 尼 仏 は 、 仏 に 成っ て 以来 、 無 限 な ほど 、 幾 百 千 万 億 那 
由 他 阿 僧 祇 も の 量り 知れ な い ほ ど 無 数 の 区 が た っ て いる の で ある 。 
仏 は 、「 去 生 」、「 生 者 」 の た め に 、「 方 便 」、 「『 便宜 的 な 方 
法 」 の 力 で 、「 まさ に 、 滅 度 す る 」 、「 ま さ に 、( 肉 体 が ) 死 ぬ 」 と 
喜 う つの で ある 。 

また 、「 私 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 虚 し い 妄 りな 嘘 を つい た 過ち が ある 
者 で ある 」 と 仏法 に 従っ て 説く こと が 可能 な 人 は いな い の で ある 。 


その 時 、 釈 迎 御 尼 仏 は 、 く り 返 し 、 こ の 意義 を 話し た いと 欲し 


て 、 詩 で 説い て 吉 っ た 。 


私 、 釈 迎 年 尼 仏 が 仏 に 成っ て か ら 、 経 過 し た 諸々 の 友 の 数 は 、 畿 
百 和 干 万 億 年 も 量り 知れ な い ほ ど 無 数 な の で ある 。 

私 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 常 に 説法 し て 、 幾 億 も の 無数 の 「 生 」、 

「 生 者 」 を 教化 し て 仏道 に 入ら せ て 以来 、 量 けり 知れ な い ほ ど 無 数 の 
却 が た っ て いる の で ある 。 

私 、 釈 迎 年 尼 仏 は 、「 衆生 」、「 生 者 」 を 仏 土 へ 渡す た め に 、 

「 方 便 」、「 便 定 的 な 方 法 」 で 、「 混 或 」、「 (肉体 の ) 死 」 を 現す 
が 、 実 は 「 滅 度 せ ず 」 、「( 実 体 が ) 死 な ず 」、 常 に 、 こ の 世に 留 
まっ て いて 、 説 法 す る の で ある 。 

私 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 常 に 、 こ の 世に 罰 ま っ て いて 、 諸 々 の 神通 力 
に よっ て 、( 心 や 智 裁 な ど が ) 転 倒し て いる 「 衆 生 」、「 生 者 」 に 、 
近く に いる と いえ ども 、 見 えな いよ うに し て いる の で ある 。 

「 衆生 」、「 生 者 」 は 、 私 、 釈 迎 御 尼 仏 の 「 滅 度 」、「 (肉体 の ) 
死 」 を 見 て 、「 舎 利 」、「 仏 の 遺骨 」 に 広く 捧げ も の を 捧げ て 、 こ 
と ご と く 皆 、 い た 人 が 水 を 恋い 慕う よう に 、 仏 を 恋い 慕う 心 を 生 
じ て 懐 く 。 

「 衆生 」、「 生 者 」 は 、 學 に 仏 を 舘 頼 し て 従う と 、 正 走 に な っ 
て 、 心 が 柔軟 に な っ て 、 一 心 に 仏 を 見 る こと を 欲し て 、 自 ら の 身 の 
命 を 惜しま な いよ うに な る 。 

その 時 、 私 、 釈 迎 年 尼 仏 と 、 僧 達 | よ 、 共 に 、 雲 驚 山 に 出現 する 。 

その 時 、 私 、 釈 迎 年 尼 仏 は 、「 運 生 」、「 生 者 」 に 語り か ける 。 

「 仏 は 、 常 に 、 こ の 世に 存在 し て いて 、( 実 体 は ) 不 滅 で ある 。 

『 方 便 』、『 便宜 的 な 方 法 』 の 力 に よっ て 、『 (肉体 の ) 滅 び 』 と 
『( 実 体 の ) 不 滅 』 を 現す の で ある 」 と 。 

他国 で 、 あ る 「 上 衆生 」、「 生 者 」 が 、 仏 を 共 し く 散 っ て 、 仏 を 付 
じ て 、 仏 を 見 る こと を 願え ば 、 私 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 そ の 他国 の 中 で 
も 、 あ る 生 者 の 為 に 、 無 上 の 仏法 を 説く 。 

あな た 達 は 、 こ の 事 に つい て 聞く 耳 が 無かっ た の で 、 た だ 、 
「 私 、 釈 迎 牟 尼 仏 も 滅 度 し て し まう 」、「 釈 迎 年 尼 仏 も 死ん で し ま 
つう 」 と ( 誠 っ て ) 思 っ て いた の で ある 。 

私 、 釈 迎 年 尼 仏 は 、 諸 々 の 「 則 生 」、「 生 者 」 が 苦し み と い う 海 
に 沈没 し て いる の を 見 て 、 生 者 の 為 に 、( 肉 体 と いう 仮 の ) 身 を 出現 
させ て 、 そ れ ら の 生 者 に 、 湯 いた 人 が 水 を 恋い 慕う よう に 、 仏 を 恋 
い 慕 うつ 心 を 生じ させ る 。 

その 心 が 仏 を 恋い 慕う と 、 仏 は 出現 し て 、 そ の 人 の 為 に 、 説 法 す 
る 。 

仏 の 神通 力 と は 、 こ の よう な 物 な の で ある 。 

「 阿 僧 祇 の 」、「 無 数 の 」 元 、 私 、 釈 迎 年 尼 仏 は 、 常 に 、 霊 驚 山 


と 他 の 諸々 の 場所 に 存在 し て いる 。 

「 衆生 」、「 生 者 」 が 却 が 尽き る と き の 区 火 と いう 大 いな る 火 で 
焼 か れる の を 見 る 時 で も 、 私 、 釈 迎 御 尼 仏 の 、( こ の 世 と いつ うつ 、) こ 
の 公国 土 は 、 安 穏 と し て いて 、 天 人 、 人 が 常に 充満 し て いる 。 

釈 迎 年 尼 仏 の 、( こ の 世 と いう つう 、) こ の 仏 国 土 は 、 園 林 、 諸 々 の 高 
い 立 派 な 建物 、 種 々 の 宝 で 壮 厳 に 飾ら れ て いる 。 

釈 迎 年 尼 仏 の 、( こ の 世 と いう つう 、) こ の 仏 国 土 で は 、 宝 の 樹 に 、 華 
や 果実 が 多く な っ て いて 、「 軍 生 」、「 生 者 」 が 遊ん で 楽し ん で い 


諸々 の 天 人 は 、 天 の 太 鼓 を 打ち 鳴ら し て 、 常 に 、 多 数 の 「 伎 
楽 」、「 音 楽 」 を 演奏 し 、 時 陀 包 華 を 雨 の よう に 降ら し て 、 釈 迎 牟 
尼 仏 と 大 則 に 、 ま き 散 ら す 。 

私 、 迎 御 尼 仏 の 浄土 」、「 仏 国土 」 は 、 不 壌 な の で ある 。 

し か し 、( 暮 の ある ) 「 衆生 」、「 生 者 」 は 、「( こ の 世に は 、) 焼 
き 尽 くさ れる 憂い や 恐れ と 、 諸 々 の 苦悩 が 、 こ の よう に 、 こ と ご と 
く 充満 し て いる 」 と 見 て し まっ うつ 。 

これ ら の 諸々 の 固 の ある 医 あ ま 、「 生 者 」 は 、 悪 業 を 犯し た 因 
縁 に よっ て 、 「 皿 例 の 」 無数 の 」 区 が 過 到 ぎ て も 、 「 仏 と 仏法 
と 僧 」 と いう 「 三 宝 」 内 の 学 3 と すら で きか な いし!。 

諸々 の 「 功 徳 」、「 秋 行 」 を 修行 し て いて 、 柔 和 で 、 正 牌 な 者 は 

私 、 釈 迎 牟 尼 仏 の 身 が 、 こ の 世に 存在 し て いて 説法 し て いる の 
人 

ある い は 、 そ の 時 、 こ の 仏 を 見 る こと が で きた 「 箇 生 」、「 生 
者 」 の 為 に 、 私 、 釈 迎 年 尼 仏 は 、「 仏 の 寿命 は 無量 な の で ある 」 と 
説く 。 

長い 時 間 が た っ て か ら 仏 を 見 る こと が で きる 者 の 為 に 、 私 、 釈 迎 
年 尼 仏 は 、「 仏 に 会 うつ の は 難し い 」 と 説く 。 

私 、 釈 迎 征 尼 仏 の 知力 と は 、 こ の よう な 物 な の で ある 。 

仏 の 因 才 の 光 は 、 無 量 の も の を 照ら す の で ある 。 

仏 の 寿命 は 、 無 数 の 友 な の で ある 。 

長い 間 、 善 業 を 修行 し て 、 仏 の 寿命 を 得る こと が で きる の で あ 


る 。 
あな た 達 、 智 裁 が 有る 者 よ 、 こ の 事 に つい て 、 疑 い を 生じ る な か 


れ 。 

まさ に 、 疑 い を 断じて 、 疑 い を 永遠 に な くし 尽く し な さい )。 

仏 の 話 は 、 実 に 、 虚 し い 物 で は な い の で ある 。 

例え 話 の 父 で ある 名 医 が 、 善 く 、「 方 便 」、「 便 宜 的 な 方 法 」 
で 、 和 狂っ て し 1 る 子 を 治す た め に 、 実 は 、 生 き て 存在 し て いる の に 、 
「 父 で ある 名 医 は 、 虚しい 妄 りな 嘘 を つい た 」 と 説く こと は 不可 


能 な の で ある 。 

私 、 釈 迎 牟 尼 仏 も 、 ま た 、 世 の 父 と 成っ て 、 諸 々 の 苦し ん で いる 
患者 (で ある 生 者 ) を 救っ て いる の で ある 。 

凡人 が ( 心 や 智 吉 な ど が ) 転 倒し て いる た め 、 私 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 
実は 存在 し て いる の に 、「 滅 度 す る 」、「( 肉 体 が ) 死 ぬ 」 と 吉 う つの 
で ある 。 

私 、 釈 迎 牟 尼 仏 を 常に 見 る こと が で きた ら 、 生 者 は 、 思 い 上 が っ 
て 他 者 を 見 下 し 、 わ が まま に 振る 舞う 心 を 生じ て し まっ て 、 正 道 か 
ら 和 逸脱 し て し まっ て 、「 五 欲 」、「 五感 の 欲望 」 に 執着 し て し まっ 
て 、 地 獄 な どの 「 悪 道 」 の 中 に 堕ち て し まう 。 

私 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、「 生 」 、「 生 者 」 の 行っ て いる 道 と 、 行 っ 
て いな い 道 を 常に 知っ て いる 。 

私 、 釈 迎 年 尼 仏 は 、 仏 土 へ 渡す べき 者 に 応じ て 、 仏 土 へ 渡す べき 
者 の 為 に 、 種 々 の 仏法 を 説い て 、 常 に 、 自 ら 、 こ の よう に 思っ て い 
る の で ある 。 

「 どう し た ら 、『 運 生 』、『 生 者 』 を 無 上 の 仏道 へ 入ら せ て 、 速 
や か に 、 仏 の 身 を 成就 させ る こと が で き 得 る で あろ うか ? 」 と 。 


ノヽ ロ クノ 古 コロ 

分 別 切 徳 品 
その 時 、 会 の 大 則 は 、 仏 が 仏 の 寿命 の 克 の 数 が 、 こ の よう に 長い 
と 説い た の を 聞い て 、 無 限 な ほど 、 量 り 知 れ な い ほ ど 無数 の 「 困 
生 」、「 生 者 』」 は 大 いな る 利益 を 得 た 。 
その 時 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 綴 動 菩 薩 に 告げ た 。 


阿 逸 多 と も 呼ば れる 紀 動 菩薩 よ 、 私 、 釈 迎 牟 尼 仏 が 、 こ の よう に 
仏 の 寿命 が 長い と 説い た 時 、 六 百 八 十 万 億 那由 他 恒 河 小 の 「 和則 
生 」、「 生 者 」 が 「 無 生 法 妨 」 、「 生 滅 を 超越 し た 真理 の 認識 」 を 
得 た 。 

また 、 そ の 千 倍 の 菩薩 が 、 聞 く こ と が で き 得 て 、「 陀 雑 尼 」、 

「 真理 の 保持 」 の 「 門 」 、「 法 門 」 、「 仏法 へ の 門 」 を 保持 し た 。 

また 、「 一 世界 」、「 一 小 世界 」 の 微細 な 塵 ちり の 数 の 菩薩 が い 
て 、「 楽 説 無 訂 」 の 雄 借 の オ 能 を 得 た 。 

また 、「 一 世界 」、「 一 小 世界 」 の 微細 な 塵 ちり の 数 の 菩薩 が い 
て 、 幾 百 、 幾 千 、 幾 万 、 幾 借 も の 量り 知れ な い ほ ど 無 数 の 、「 陀 比 
尼 」 、「 真 理 の 保持 」 を めぐ ら す こと が で き 得 た 。 

また 、「 三 干 大 千世 界 」 の 微細 な 塵 ちり の 数 の 菩薩 が いて 、 不 退 
転 の 「 法 輪 を 転じ る 」、「 法 を 説く 」 こ と が で きた 。 

また 、「 二 千 中 国土 」、「 二 中 千世 界 」 の 微細 な 塵 ちり の 数 の 菩 
薩 が いて 、 清 浄 な 「 法 輪 を 転じ る 」 、「 法 を 説く 」 こ と が で きた 。 

また 、「 小 千 国 土 」、「 小 千世 界 」 の 微細 な 塵 ちり の 数 の 菩薩 が 
いて 、 八 生後 に 、 ま さ に 、「 阿 精 多 殺 三 革 三 若 提 」、「 無 上 普遍 正 
覚 」 を 得 た 。 

また 、「 四 天下 」 の うち 四 つ の 微細 な 塵 ちり の 数 の 菩薩 が いて 、 


四 生 後に に まさ に 、「 阿 胡 多 苺 三 革 三 菩提 」、「 無 上 普遍 正 覚 」 を 
得 た 。 

また 、「 四 天下 」 の うち 三 つ の 微細 な 塵 ちり の 数 の 菩薩 が いて 、 
三 生 後に に まさ に 、「 阿 胡 多 苺 三 革 三 菩提 」、「 無 上 普遍 正 覚 」 を 
得 た 。 

また 、「 四 天下 」 の うち 二 つ の 微細 な 塵 ちり の 数 の 菩薩 が いて 、 
二 生 後に に まさ に 、「 阿 糖 多 名 三 菱 三 菩提 」、「 無 上 普遍 正 覚 」 を 
得 た 。 

また 、「 四 天下 」 の うち ー つ の 微細 な 塵 ちり の 数 の 菩薩 が いて 、 
ー 生 後に 、 ま さ に 、「 阿 胡 多 苺 三 革 三 菩提 」、「 無 上 普遍 正 覚 」 を 
得 た 。 

また 、「 八 世界 」、「 八 小 世界 」 の 微細 な 塵 ちり の 数 の 「 箇 
生 」、「 生 者 」 が いて 、 皆 、「 阿 多 雑 三 革 三 菩提 」、「 無 上 普遍 


正 覚 」 を 求め る 心 を 起こ し た 。 


釈 迎 牟 尼 仏 が 、 こ の よう に 諸々 の 菩薩 が 大 いな る 仏法 の 利益 を 得 

た と 説い た 時 、( 帝 釈 天 と 邊 天 が 、) 空 中 より 、 明 陀 殺 華 、 摩 記 明 陀 
維 華 を 雨 の よう に 降ら し て 、 幾 百 、 畿 千 、 幾 万 、 幾 億 も の 量り 知れ 
な い ほ ど 無 数 の 宝 の 樹 の 下 の 「 獅 子 の 座 」、「 仏 の 座 」 の 上 の 諸仏 
と 、 七 種類 の 宝 の 塔 の 中 の 「 獅子 の 座 」、「 仏 の 座 」 の 上 の 航 迎 牟 
尼 仏 と 「 滅 度 し て か ら 」、「( 仮 の 身 が ) 死 ん で か ら 」 久しい 多 宝 仏 
に 、 ま き 散 らし 、 ま た 、 一 切 の 諸々 の 大 いな る 菩薩 と 「 四 部 衆 」、 
「 出家 者 の 男女 と 在家 信者 の 男女 」 に 、 ま き 散 らし た 。 

また 、( 帝 釈 天 と 苑 天 が 、) 細 か く 粉 々 に し た 梅 槽 理 、 沈 水 香 な ど 
を 空中 か ら 雨 の よう に 降ら し た 。 

天 の 大 鼓 が 、 自 ら 鳴 っ て 、 妙 な る 音声 が 出 て 、 深 遠 に まで と どい 
大 。 

また 、 幾 千種 類 も の 天 の 衣 を 雨 の よう に 降ら し た 。 

(帝釈 天 と 項 天 が 、) 真 珠 の 「 環 地 」、「 摩 尼 珠 」 の 「 環 」、 

「 如意 珠 」 の 「 正 地 」 と いっ た 諸々 の 「 班 」、「 弓 ひも 状 の 飾 
!) 」 を あま ね く 九 種類 の 方 向 へ 垂らし た 。 

(帝釈 天 と 苑 天 が 、) 多 数 の 宝 の 香炉 で 、 値 段 が つけ られ な い ほ ど 
貴重 な 香 を 焼香 する と 、( 香 り が 、) 自 然 と 行き 渡り 、 会 の 大 則 に 捧 
げ ら れ た 。 

各々 の 仏 の 上 に は 、 諸 々 の 菩薩 が いて 、「 峠 施 」 と 「 天 蓄 」 を 
と っ て 持っ て 、 次 第 に 上 っ て 、「 大 区 天 」 に まで 至っ た 。 

これ ら の 諸々 の 菩薩 は 、 妙 な る 音声 で 、 量 けり 知 れ な い ほ ど 無 数 
の 、 ほ め た た える 歌 を 歌っ て 、 諸 仏 を ほめ た た えた 。 

その 時 、 弥 勤 音 薩 は 、 座 か ら 起 立 し て 、「 偏 祖 右 選 」 に し て 、 合 
掌 し て 、 釈 迎 牟 尼 仏 に 向かっ て 、 詩 で 説い て 吉 っ た 。 


釈 迎 牟 尼 仏 は 、 希 有 な 仏法 を 説き まし た が 、 昔 より 未だ か つて 聞 
いた こと が 無い で す 。 

仏 に は 、 大 いな る 力 が 有り ます 。 

仏 の 寿命 は 、 量 る こと が で き な い 。 

無数 の 諸々 の 仏 の 弟子 は 、 釈 迎 牟 尼 仏 が (人 ム の 寿命 が 長い と ) 分 別 
し て 説い た の を 聞い て 、 仏 法 の 利益 を 得 て 、 喜 び が 「 台 身 」、「 体 
中 」 に 満ち まし た 。 

ある い は 、 不 退 転 の 境地 に 到達 し まし た 。 

ある い は 、「 陀 維 尼 」、「 真理 の 保持 」 を 得 ま し た 。 

ある い は 、「 楽 説 無 北 」 で 、 幾 万 、 幾 億 も の 「 総 持 」、「 陀 殺 
尼 」、「 真 理 の 保持 」 を めぐ ら す こと が で きま し た 。 

ある い は 、「 大 千 界 」、「 大 千世 界 」 の 微細 な 塵 ちり の 数 の 菩薩 
が いて 、 提 々 、 皆 、 不 退 転 の "法輪 を 転じ る 」、「『 法 を 説く 」 こ と 


が で きま し た 。 

また 、「 中 千 界 」、「 中 千世 界 」 の 微細 な 塵 ちり の 数 の 菩薩 が い 
、 操 々 、 皆 、 不 退 転 の 「 法輪 を 転じ る 」、「 法 を 説く 」 こ と が で 
きま し た 。 

また 、「 小 千 界 」、「 小 千世 界 」 の 微細 な 塵 ちり の 数 の 菩薩 が い 
て 、 各 々 、 今 生 の 他 に 八 生 が 存在 し て 、( 八 生後 に 、) ま さ に 、 仏 道 
を 成就 する こと が で き 得 まし た 。 

ある い は 、「 四 天下 」 の うち 四 つ 、 三 つ 、 二 つの 微細 な 塵 ちり の 
数 の 菩薩 が いて 、 四 、 三 、 二 に 応じ た 数 の 生 の 後に 、 仏 に 成り まし 
(cm 

ある い は 、「 四 天下 」 の うち ー つ の 微細 な 塵 ちり の 数 の 菩薩 は 、 
今生 の 他 に 一 生 が 存在 し て 、 ま さ に 、「 一 切 種 拓 」 を 得 まし た 。 
これ ら の 「 軍 生 」 、「 生 者 」 は 、 仏 の 寿命 が 長い と 聞い て 、 無 量 
の 「 無 漏 の 」、「 燃 悩 が 無い 」 清 浄 な 果報 を 得 ま し た 。 

また 、「 八 世界 」、「 八 小 世界 」 の 微細 な 塵 ちり の 数 の 「 軍 
生 」、「 生 者 」 が いて 、 釈 好 牟 尼 仏 が 仏 の 寿命 に つい て 説い た の を 
聞い て 、 皆 、 無 上 普通 正 覚 を 求め る 心 を 起こ し まし た 。 

釈 迎 年 尼 仏 は 、 無 量 の 不可 思 議 な 仏法 を 説い て 、 多 く の 利 益 
た らし て いま す が 、 虚空 が 無限 で ある よう な 物 な の で す 。 
帝釈 大 と 殴 天 は 、 天 の 曖 陀 殺 華 、 天 の 摩 記 明 陀 欠 華 を 雨 の よう に 
降ら し て 、「 恒 ( 河 ) 沙 」、「 ガ ンジ ス 川 の 砂 」 の よう に 無数 の 仏 国 
土 か ら 来 て 、 鳥 が 空 ご を 飛ん で 下り て くる よう に 、 梅 植 胡 、 沈 水 香 
を 、 雨 の よう に 降ら し て 、「 績 紛 させ て 」、「 乱 れ 散 らち せ て 」、 乱 
れ 落 と し て 、 諸 仏 に 捧げ て 、 ま き 散 らし まし た 。 

天 の 太 鼓 は 、 空 中 で 、 自 然 と 、 妙 な る 音声 を 出し まし た 。 
還 天 の 衣 は 、 回 転 し て 、 下 けり て 来 ま し た 。 
帝釈 天 と 積 天 が 、) 多 数 の 宝 の 妙 な る 香炉 で 、 値 段 が つけ られ な 
間際 必 間 和 千 だ 胡 千 まる だ に (特に 上 自 失 に だ どど と ちく 
き 渡 っ て 、 諸 仏 に 捧げ られ まし た 。 

その 諸仏 の 大 いな る 菩薩 達 は 、 高 い 妙 な る 七 種類 の 宝 に よる 畿 
万 、 幾 億 種類 の 「 幅 施 」 と 「 天 蓋 」 を と っ て 、 次 第 に 上 っ て 、「 大 
苑 天 ji に まで 下り まじ た 。 

(諸仏 の 大 いな る 菩薩 達 は 、) 諸 仏 の 各々 の 前 で 、 宝 の 「 幅 放 」 を 
「 勝 施 」、「 勝 利 の 旅 は た 」 に 時 け まし た 。 

また 、( 諸 仏 の 大 いな る 菩薩 達 は 、) 幾 千 、 幾 万 の 詩 で 、 諸 仏 に つ 
いて 歌い まし た 。 

これ ら の 種々 の 事 は 、 昔 より 未だ か つて 無い で す 。 

仏 の 寿命 が 無量 で ある と 聞い て 、 一 切 の 生 者 は 皆 、 喜 ん で いま 


仏 の 名 声 は 十 方 に 聞こ えて いて 、「 則 生 」、「 生 者 」 に 広く 利益 


を も た らし て いま す 。 
( 仏 は 、) 善 の 種 と な る 善行 の 一 切 を 備え て いて 、 無 上 普遍 正 覚 を 
求め る 心 を 助け て くれ ます 。 


その 時 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 弥 動 菩 薩 に 告げ た 。 


阿 放 多 と も 呼ば れる 糸 勤 菩薩 よ 、「 則 生 」、「 生 者 」 が 、 こ の よ 
うに 仏 の 寿命 は 長い と 間 い て 、 一 念 で も 信じ て 理解 し よう と いう 思 
い を 生じ れ ば 、 得 る こと が で きる 功徳 は 無限 の 量 な の で ある 。 

も し 善い 男子 や 善い 女 の 人 が 『 阿 精 多 殺 三 革 三 苦 提 」、 「 無 上 普 
遍 正 覚 」 の た め に 八 十 万 億 那由 他 友 の 間 、「 肖 若 波 細 」、 「 知 
を 除く 五 波 維 軍 」、 「 丁 ( 那 ) 波 比 蜜 、 左 殺 波 維 蜜 、 羽 提 波 比 蜜 、 
昆 梨 耶 波 維 蜜 、 禅 ( 那 ) 波 維 蜜 」、「 布施 、 持 戒 、 忍 辱 、 精 進 、 静 
慮 」 を 修行 し て も 、 こ の 功徳 を 、 前 の 功徳 (、 仏 の 寿命 は 長い と 信 
じ る 功徳 ) に 比べ る と 、 百 分 の 一 、 千 分 の 一 、 百 千 万 億 分 の 一 に も 
及ば な いし 、( 仏 の 寿命 は 長い と 信じ る 功徳 は 、) 数 えて も 、 例 えて 
も 、 知 る こと が 不可 能 な の で ある 。 

も し 善い 男子 に 、 こ の よう な 功徳 (、 仏 の 寿命 は 長い と 信じ る 功 


徳 ) が 有 れ ば 、「 阿 弓 多 殺 三 笠 三 菩提 」、「 無 上 普遍 正 覚 」 か ら 後 
退 する 事 は 無い 。 


その 時 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 く けり 返 し 、 こ の 意義 を 話し た いと 欲し 
て 、 詩 で 説い て 吉 っ た 。 


も し 人 が 仏 の 智 寺 を 求め て 八 十 万 億 那由 他 の 数 の 区 の 間 、「 五 波 
雑 蜜 」 を 修行 し て 、 こ の 諸々 の 太 の 間 中 、 布 施し て 仏 と 「 緑 覚 」、 
「 独 覚 」 の 段階 の 弟子 と 諸々 の 菩薩 達 に 珍し い 飲 食物 、 上 質 な 服 、 
寝具 、 梅 愉 を 捧げ て 、 精 舎 を 建て て 園 林 で 荘厳 に 飾っ て 、 こ れ ら の 
よう な 種々 の 、 皆 、 微 細 で 絶妙 な 布施 を これ ら の 諸々 の 数 の 区 の 
間 、 尽 くし て 、 仏 道 に 回 向 し て も 、 
また 、 も し 禁 戒 を 保持 し て いて 、 清 浄 で 、 欠 点 や 漏れ が 無く 、 無 上 
の 仏道 を 探求 し て 、 諸 仏 に 、 ほ め た た えら れ て も 、 
また 、 も し 妨 辱 を 修行 し て 、 心 を 調節 し た 柔和 な 境地 に いて 、 も し 
多数 の 悪 を 加え て 来 ら れ て も 、 そ の 心 を 傾け ず 動 か さ ず 、 諸 々 の 仏 
法 を 得 た 者 が いて 「 増上 慢 」、「 悟 っ て いな い の に 『 悟 っ た 』 と い 
う 思 いい 上がり 」 を 懐い て 、 こ れ ら (の 思い 上 が っ た 人 ) に 軽 ん じ ら れ 
悩ま され て も 、 こ れ ら の よう な 事 を 妨 耐 で き て も 、 
また 、 も し 精進 に 勤め て 、 意 思 が 常に 堅固 で 、 幾 億 も の 量り 知れ な 
い ほ ど 無 数 の 区 の 間 、 一心 に 、 怠 ら ず 、 無 数 の 区 の 問 、 人 里 離 れ た 
静か な 場所 で 生活 し て いて 、 学 禅 し た り 、 学 禅 の 合間 に 歩い た り し 


て 、 有 眠気 を 除去 し て 、 常 に 心 を 正 し て 整え て 、 こ の 因縁 に よっ て 
諸々 の 禅定 を 生じ る こと が で き て 、 八 十 億 万 区 、 禅 定 に 安住 し て 心 
を 乱 さ ず 、 こ の 一 心 の 幸福 を 保持 し て 、 無 上 の 仏道 を 願い 求め て 、 

「 私 は 、『 一切 種 智 』 を 得 て 、 諸 々 の 禅定 の 限界 まで 尽く そう 」 と 
思っ て 、 こ の 人 が 幾 百 、 畿 干 、 幾 万 、 幾 億 も の 数 の 却 の 間 中 、 こ れ 
ら の 諸々 の 功徳 を 修行 し て も 、 前 述 の 通り な の で ある 。( 仏 の 春 命 
は 長い と 信じ る 功徳 に は 及ば な い の で ある 。) 

善い 男女 な ど が いて 、 私 、 釈 迎 牟 尼 仏 が 仏 の 寿命 に つい て 説い た 
の を 聞い て 、 一 念 で も 信じ れ ば 、 そ の 功徳 に よる 幸福 は 、 こ れ ら の 
功徳 に よる 幸福 を 超過 する の で ある 。 

も し 人 が 、 一 切 の 諸々 の 疑い や 後悔 が 、 こ と ご と く 無 く 、 深 く 付 
じ る 心 で 、 一 瞬 で も 、( 仏 の 寿命 は 長い と ) 信 じ れ ば 、 そ の 功徳 に よ 
る 幸福 は 、 こ の よう な の で ある 。 

諸々 の 菩薩 が 量り 知れ な い ほ ど 無 数 の 区 の 問 、 仏 道修 行 し て 、 
私 、 釈 迎 牟 尼 仏 が 仏 の 寿命 に つい て 説い た の を 聞い て 、 信 じ て 受 け 
入れ る こと が で きれ ば 、 こ れ ら の 諸々 の 人 達 は 、 こ の 法華 経 を 「 頂 
受 で き て 」、「 聞 いて 受け 入れ る こと が で き て 」 、「 願 わく ば 、 私 
達 は 、 未 来 で 、 長 寿 に な っ て 、『 箇 生 』、『 生 者 』 を 仏 土 へ 渡し 
て 、 今 日 の 釈 迎 牟 尼 仏 、 諸 々 の 釈 迎 族 の 中 の 王 の よう に 、 道 場 で あ 
る 菩提 樹 の 下 で 、『 獅子 只 し て 』、『 獅 子 ラ イオ ン が 叫 え る よう 
に 』 恐 れる 所 無く 説法 し て 、 私 達 は 、 未 来 の 来世 で 、 一 切 の 生 者 に 
尊敬 され て 、 道 場 で ある 菩提 樹 の 下 で 池 禅 し た 時 に 、 仏 の 寿命 に つ 
いて 、 同 様 に 説 け ます よう に 」 と 思う つ 。 

も し 深く 信じ る 心 が 有 れ ば 、 清 浄 で ある し 、 正 走 で ある し 、 仏 法 
を 多く 聞く し 、「 総 持 」、「 陀 弘 尼 」、「 真理 の 保持 」 が で きる 
し 、 正 し い 意 義 に 従っ て 仏 の 吉 葉 を 解釈 で きる 。 

これ ら の 諸々 の 人 達 は 、 こ れ ら に つい て 、 疑 い 無い 。 


また 、 阿 衝 多 と も 呼ば れる 鹿 勤 菩薩 よ 、 も し 仏 の 寿命 は 長い と 間 ゲ 
いて 、 そ の 豆 葉 の 意味 を 理解 すれ ば 、 こ の 人 が 得る 功徳 は 無限 の 量 
で ある し 、 仏 の 無 上 の 向 導 を 起こ すこ と が 可能 で ある 。 

まし て 、 こ の 法華 経 を 広く 聞い た り 、 
法華 経 を 他人 に 聞か せ た り 、 
法華 経 を 自ら 保持 し た り 、 
法華 経 を 他人 に 保持 させ た り 、 
法華 経 を 自ら 書い た けり 、 
法華 経 を 他人 に 書か せ た り 、 

華 や 香 や 『 環 聞 」 、「 紐 ひも 状 の 飾り 」 や 「 峠 旋 」 や 「 繝 鞭 」 や 香 
油 や 鬼 の 螺 玉 ロウ ソ ク を 法華 経 に 捧げ た り し た ら 、 
この 人 の 功徳 は 無量 、 無 限 で ある し 、「 一切 種 名 」 を 生じ る こと が 


可能 で ある 。 

阿 逸 多 と も 呼ば れる 勤 菩薩 よ 、 も し 善い 男子 や 善い 女 の 人 が 、 
私 、 釈 迎 牟 尼 仏 が 仏 の 寿命 は 長い と 説い た の を 聞い て 、 深 く 信 じ る 
心 で 信じ て 理解 すれ ば 、 私 、 釈 迎 年 尼 仏 が 常に 「 者 痢 過 山 」、「 霊 
驚 山 」 に いて 大 いな る 菩薩 達 と 諸々 の 声 聞 の 段階 の 者 達 と 共に いて 
囲ま れ て 説法 し て いる の を 見 る し 、「 こ の 湊 婆 世界 」、「 こ の 世 」 
は 、 地 が 瑠璃 で ある し 、 平 坦 で 正しい し 、「 間 浮 穫 金 」、「 紫 を 帯 
び た 赤 黄色 の 最上 質 の 金 」。 を 八 つ の 道 の 境 界 と し て いる し 、 宝 の 樹 
が 並ん で いる し 、 諸 々 の 高い 建物 は 上 皆 こ と ご と く 宝 で 形成 され て い 
る し 、 そ れ ら の 菩薩 達 が 、 こと ご と く 、 そ の 中 に 処し て いる の を 見 
る 。 
も し 、 こ れ ら の よう な も の を 見 る こと が で きた 者 が いれ ば 、 ま さ 
に 、 知 る べき で ある 、 こ れ ら は 「 深 値 解 相 」、「 深 く 信じ て 理解 し 
た 相 」 な の で ある 。 

また 、 釈 迎 牟 尼 仏 の (肉体 の ) 死 後 、 も し 、 こ の 法華 経 を 聞い て 、 
医 難 せ ず 、 喜 点心 を 起こ せ ば 、 ま さ に 、 知 る べき で ある 、 學 に 「 深 
信 解 相 」 、「 深 く 信じ て 理解 し た 相 」 な の で ある 。 

まし て 、 法 華 経 を 読み 、 受 け 入 れ て 保持 し て いる 者 、 こ の 人 は 、 
仏 を 頂戴 し て いる の で ある 。 

阿 逸 多 と も 呼ば れる 勤 菩薩 よ 、 こ れ ら の 善い 男子 や 善い 女 の 人 
は 、 私 、 釈 迎 牟 尼 仏 の 為 に 、 塔 や 寺 を 建て た り 、「 僧坊 」 、「 僧 が 
住 お 建物 」 を 作っ た り 、「 四 事 」 、「 寝 具 、 衣 服 、 飲 食 仏 、 医 薬 
品 」 を 僧 達 に 捧げ た りす る 必要 は 無い 。 

理由 は 何 か ? (と 吉 う と 、) 

これ ら の 善い 男子 や 善い 女 の 人 は 、 こ の 法華 経 を 受け 入れ て 保持 
し 、 読 め ば 、 
既に 塔 を 建て た り 、「 僧 坊 」、「 僧 が 住む 建物 」 を 造立 し た り 、 僧 
達 に 捧げ も の を 捧げ た り し て いる こと に な る の で ある 。 

また 、「 舎利 」、「 仏 の 遺 朋 」 に よっ て 、 高 い 、 広 い 、 頂 上 が 
徐々 に 狭く な っ て いっ て 「 大 岳 天 」 に まで 至る 、 七 種類 の 宝 の 塔 を 
建て て 、 諸 々 の 「 峠 施 」 と 「 天 鞭 」 と 多数 の 宝 の 鈴 を 時 け て 、 華 、 
香 、「 環 地 」、「 紀 ひも 状 の 飾り 」、 塗 香 、 抹 香 、 焼 香 を 捧げ た 
り けり 、 多 数 の 太鼓 を 打ち 鳴ら し た り 、「 伝 楽 」 、「 音楽 」 を 捧げ た 
けり 、「 生 笛 」 や 「 税 徐 」 を 吹 \ た り 、 種 々 の 「 舞 戯 」 を 捧げ た り 、 
妙 な る 音声 で 、 ほ め た た える 歌 を 歌っ た り し て いる こと に な る の で 
ある 。 

また 、 學 に 、 幾 千 、 幾 万 、 幾 借 も の 量り 知れ な い ほ ど 無 数 の 大 、 
これ ら の 供養 を し 終わ っ て いる こと に な る の で ある 。 

阿 逸 多 と も 呼ば れる 紀 動 菩薩 よ 、 も し 私 、 釈 迎 牟 尼 仏 の (肉体 の ) 
死後 、 こ の 法華 経 を 聞い て 、 受 け 入れ て 保持 し て 、 自 ら 書 いた り 、 


他人 に 書か せ た り すれ ば 、「 僧坊 」 、「 僧 が 住む 建物 」 を 建て た 
り 、「 赤 梅 枯 」 で 、 高 さ が 八 多 雛 樹 で ある 、 高 い 、 広 い 、 荘 厳 に 飾 
られ て いる 、 好 い 、 諸 々 の 三 十 二 の 殿堂 を 作っ て 、 そ の 中 に 、 幾 
百 、 幾 干 の 出家 者 を 住ま わせ て 、 園 林 、 水 浴び で きる 池 、 学 禅 の 合 
間 に 歩け る 位 間 、「 禅 届 」、「 学 禅 で きる 場所 」、 衣 服 、 飲 食物 、 
寝床 、 医 薬品 と いっ た 一 切 の 捧げ 物 を その 中 に 満た し て 、 こ れ ら の 
"人 編 。 、「 信 が 住む 建物 」 や 堂 聞 を その 数 、 獲 百 、 王 、 錠 万 、 
幾 借 も の 量り 知れ な い ほ ど 無 数 を 私 、 釈 通年 尼 仏 と 出家 者 に 「 現 前 
で 」、「 目 前 で 」 捧げ て いる こと に な る の で ある 。 

この た め 、 私 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 説い た の で ある 。 

「 釈 迎 年 尼 仏 の (肉体 の ) 死 後 、 も し 法華 経 を 受け 入れ て 保持 し て 
際 人 0 他人 の 為 に 説い た り 、 自 ら 書 いた けり 、 他 人 に 書か せ た り し 
て 、 法 華 経 に 捧げ も の を 捧げ れ ば 、 塔 や 寺 を 建て た り 、『 僧坊 』、 
『 僧 が 住む 建物 』 を 造っ た り 、 僧 達 に 捧げ も の を 捧げ た りす る 必要 
は 無い 」 と 。 

まし で この 流 華 経 を 保持 し て 、 そ れ に 兼ね 合わ せ て 、 ・ 布施 、 
持 戒 、 妨 妨 辱 、 精進 、 一 心 、 智 款 」 ヽ 「 布施 、 持 戒 、 妨 妨 張 、 精 年 、 静 
慮 、 智 才 」、「 六 波 維 蜜 」 を 修行 すれ ば 、 そ の 徳 は 、 最 も 優れ て い 
て 、 無 量 、 無 限 な の で ある 。 

例え ば 、 虚 空 が 、 東 西南 北 、「 四 維 」、「 四 隅 」、 上 下 に 、 無 
量 、 無 限 で ある よう な 物 な の で ある 。 

この 人 の 功徳 も 、 また 、 同 様 な の で ある 。 

無量 、 無 限 で 、 速 すみ や か に 、「 一 切 種 加 」 に 至る こと が で き 


" 肖 


も し 人 が 、 こ の 法華 経 を 読ん で 、 受 け 入 れ て 保持 し て 、 他 人 の 為 
に 説い た り 、 自 ら 書 いた り 、 他 人 に 書か せ た り すれ ば 、 塔 を 建て た 
けり 、「 僧坊 」 、「 僧 が 住む 建物 」 を 造っ た けり 、 声 聞 の 僧 達 に 捧げ も 
の を 捧げ て 、 ほ め た た えた り 、 幾 百 、 幾 干 、 幾 万 、 幾 億 も の 、 ほ め 
た た える 方 法 で 菩薩 の 功徳 を ほめ た た えた !) し て いる こと に な る の 
で ある 。 

また 、 他 人 の 為 に 種々 の 「 因 縁 」 で 義 に 従っ て 、 こ の 法華 経 を 解 
説 す れ ば 、 清 浄 に 戒 を 保持 し て 、 和 柔和 な 者 と 共同 し て 、 妨 辱 し て 、 
怒ら ず 、 意 思 が 堅固 で 、 常に 党 祥 を 休ん で 、 諸 々 の 深 ! 定 を 得 て 、 
勇猛 に 精進 し て 、 諸 々 の 善い 法 を 摂取 し て 、「 根 」、「 能 力 」 が 利 
発 で 、 智 協 が あっ て 、 義 難 さ れ て 返答 を 迫 ら れ て も 壮 く 答え る で あ 
ろう 。 

阿 逸 多 と も 呼ば れる 紀 動 菩薩 よ 、 も し 私 、 釈 迎 牟 尼 仏 の (肉体 の ) 
死後 、 諸 々 の 善い 男子 や 善い 女 の 人 が 、 こ の 法華 経 を 受け 入れ て 保 
持 し て 、 読め ば 、 これ ら の 諸々 の 善い 功徳 mn が 有る 。 

まさ に 、 知 る べき で ある 。 


この 人 は 、 上 既に 、 道 場 で ある 菩提 樹 の 下 へ 趣 お も むい て 、「 阿 症 
多 殺 三 共 三 菩提 」、「 無 上 普遍 正 覚 」 に 近づい て 、「 道 樹 」、「 菩 
提 樹 」 の 下 で 池 禅 し て いる の で ある 。 

阿 逸 多 と も 呼ば れる 紀 動 菩薩 よ 、 こ の 善い 男子 や 善い 女 の 人 が 、 
党 禅 し た り 、 立 っ た り 、 汗 禅 の 合間 に 歩い た り し た 場所 に は 、 こ の 
場所 の 中 に 、 ま さ に 、 塔 を 建て る べき で ある し 、 一 切 の 天 人 と 人 は 
紳 、 ま さ に 、 仏 の 塔 の よう に 、 捧 げ も の を 捧げ る べき で ある 。 


その 時 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 くり返し 、 こ の 意義 を 話し た いと 欲し 
て 、 詩 で 説い て 吉 っ た 。 


も し 私 、 釈 迎 牟 尼 仏 の (肉体 の ) 死 後 、 こ の 法華 経 を 捧げ 持て ば 、 
この 人 の 幸福 が 無量 で ある こと は 、 今 まで 話し た よう に な る の で あ 


また 、 一 切 の 諸々 の 捧げ も の を 十分 に 備え て 、「 舎 利 」、「 仏 の 
遺 呈 」 に よっ て 、 と て も 高い 、 広 い 、 頂 上 が 徐々 に 狭く な っ て いっ 
て 「 大 損 天 」 に まで 至る 、 七 種類 の 宝 の 塔 を 建て て 、 荘 厳 に 飾っ 
て 、「 剃 」、「 旗 竿 」 を 表 に 立て て 、 風 で 動い て 妙 な る 音 を 出す 、 
幾 千 、 幾 万 、 幾 億 の 宝 の 鈴 を か け て 、 無 量 の 吉 、 こ の 塔 に 、 華 、 
香 、 諸 々 の 「 環 瑞 」、「 弓 ひも 状 の 飾り 」、 天 の 衣 、 多 数 の 「 伎 
楽 」、「 音 楽 」 を 捧げ て 、 香 油 、 交 の 暴 六 品 ウソ ク を 燃やし て 周囲 
を 常に 明る く 照 らし て いる こと に な る の で ある 。 

悪い 世 、 未 法 の 時 代 に 、 能 よく 、 こ の 法華 経 を 保持 し て いる 者 
は 、 婚 に 、 今 まで 話し た よう に 、 諸 々 の 捧げ も の を 十分 に 備え て い 
る こと に な る の で ある 。 

も し 能 よ く 、 こ の 法華 経 を 保持 すれ ば 、 仏 が 現に 存在 する 前 で 、 
「 牛頭 梅 穫 わ 0 」 で 「 僧 坊 」 、「 僧 が 住む 建物 」 を 建て て 、 三 十 二 の 、 
高 さ が 八 多 殺 樹 で ある 、 堂 を 捧げ て 、 上 質 な 食べ 物 、 妙 な る 衣服 、 
寝床 を 皆 、 十 分 に 備え て 、 そ の 場所 に 、 幾 百 、 畿 干 の 僧 達 を 住ま わ 
せ て 、 園 林 、 水 浴び で きる 池 、 千 禅 の 合間 に 歩け る 空間 、「 禅 
扇 」、「 学 禅 で きる 場所 」 を 種々 に し て 、 皆 、 荘 厳 に 飾っ て 、 好 く 
し て いる よう な 物 な の で ある 。 

も し 信じ て 理解 する 心 が 有 っ て 、 法 華 経 を 受け 入れ て 保持 し て 、 
読ん で 、 書 いた けり 、 他 人 に 書か せ た り 、 法 華 経 に 捧げ も の を 捧げ た 
けけ し て 、 華 、 香 、 抹 理 を まき 散ら ちらし て 、「 須 曖 」 と 、「 瞳 留 」 と い 
う 華 と 、「 阿 提 目 多 伽 」 の 香油 を 常に 燃やせ ば 、 こ の よう に 法華 経 
に 捧げ も の を 捧げ る 者 は 、 無 量 の 功徳 を 得る 。 

虚空 が 無限 で ある よう な 物 な の で ある 。 

その 幸福 を も た ら す 功徳 も 、 ま た 、 同 様 な の で ある 。 

まし て 、 こ の 法華 経 を 保持 し て 、 そ れ に 兼ね 合わ せ て 、 布 施し 


て 、 戒 を 保持 し て 、 妨 辱 し て 、 禅 定 を 願っ て 、 怒 ら ず 、 悪 口 を 吉 わ 
ず 、 仏 の 塔 瞳 を 恭 し く 敬 っ て 、 諸 々 の 出家 者 に 対し て 謙 有 し て 、 思 
い 上 が る 心 を 遠く 離れ て 、 常 に ( 仏 の ) 智 二 に つい て 思考 し て 、 義 難 
され て 返答 を 迫 ら れ て も 怒ら ず 従 っ て 非難 者 の 為 に 解説 すれ ば 、 

も し 、 こ の よう な 行い を 行う こと が で きれ ば 、 そ の 功徳 は 、 量 る こ 
と が で き な い の で ある 。 

も し 、 こ の 「 法 師 」 、「 仏 法 の 教師 」 が 、 こ の よう な 功徳 を 成就 
すれ ば 、 ま さ に 、 天 の 華 を まき 散ら し て 、 天 の 衣 で 、 そ の 法師 の 身 
を 覆っ て 、 頭 を その 法師 の 足 に つけ て 敬礼 し て 、 仏 と 想う よう な 心 
を 生じ る べき で ある し 、 こ の よう に 思う べき で ある 。 

「 久 し か ら ず 、 道 場 で ある 菩提 樹 の 下 に 行っ て 、『 無 漏 の 』、 

『 類 悩 が 無い 』、『 無 為 』、『 不 変 紙 対 の 真理 』 を 得 て 、 諸 々 の 天 
人 や 人 に 広く 利益 を も た ら そ う 」 と 。 

その 法師 が いた 場所 、 学 禅 の 合間 に 歩い た 場所 、 汗 っ た 場所 、 横 
に 成っ た 場所 、 詩 を 一 つ で も 説い た 場所 、 こ の 場所 の 中 に 、 ま さ 
に 、 塔 を 建て て 、 荘 厳 に 飾っ て 、 妙 な る 好い 種々 の も の を 捧げ る ベ 
き で ある 。 

仏 の 弟子 が 、 こ の 法師 の 地 に いれ ば 、 仏 は 、( 仏 の 弟子 を ) 受 け 入 
れ て 、 常 に 、 そ の 法師 の 地 の 中 に いて 、 学 禅 の 合間 に 歩い た り 、 
堂 っ た り 、 横 に 成っ た りす る 。 


ュー ーーー ノ ヒコ 
随 喜 功徳 品 
その 時 、 広 動 菩 薩 は 、 釈 迎 牟 尼 仏 に 吉 っ た 。 


「 釈 迎 牟 尼 仏 よ 、 善 い 男子 や 善い 女 の 人 が 、 こ の 法華 経 を 聞い て 喜 
ん だ ら 、 ど れ く らい の 幸福 を 得る こと が で きま すか ? 」 


( 線 勤 菩薩 は 、 釈 迎 牟 尼 仏 に 、) 詩 で 吉 っ た 。 
「 釈 迎 牟 尼 仏 の (肉体 の ) 死 後 、 こ の 法華 経 を 聞い て 喜ん だ ら 、 ど れ 
くら い の 幸 福 を 得る こと が で きま すか ? 」 


その 時 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 弥 動 菩 薩 に 告げ た 。 


阿 逸 多 と も 呼ば れる 応 勤 菩薩 よ 、 釈 迎 牟 尼 仏 の (肉体 の ) 死 後 、 出 
家 者 の 男性 や 女性 や 、 在 家 信者 の 男性 や 女性 や 、 他 の 年 長 の 知 者 や 
幼い 知 者 が 、 こ の 法華 経 を 聞い て 喜ん で 、 法 華 経 と いう 仏法 が 説 か 
れ た 集まり か ら 退 出し て 、 他 の 場所 に 行っ て 、「 僧 坊 」、「 僧 が 住 
む 建 物 」 や 、 人 里 離 れ た 静か な 場所 や 、 町 や 、 路 地 や 、 集 落 や 、 田 
畑 や 山里 に いて 、 聞 いた 通り に 、 父 や 母 や 、 親 族 や 、 善 い 友 人 や 善 
知識 を 持つ 人 々 の 為 に 、 自 分 の 力 に 応じ て 、 演 説 す る と 、 こ れ ら の 
諸々 の 人 達 も 、 聞 いて 喜ん で 、 ま た 、「 転 じ て 」、「 説 いて 」、 教 
え 、 他 の 人 も 、 ま た 、 聞 いて 喜ん で 、「 転 じ て 」、「 説 いて 」、 

( 他 の 人 に ) 教 えて いっ た と する 。 

この よう に し て いき 、 転 々 と し て いき 、 第 五 十 番目 の 善い 男子 や 
善い 女 の 人 に 至っ た と する 。 

阿 逸 多 と も 呼ば れる 応 勤 菩薩 よ 、 そ の 第 五 十 番 目 の 善 い 男 子 や 善 
い 女 の 人 が 喜ん だ 功徳 。 私 、 釈 迎 年 尼 仏 は 、 今 、 こ れ に つい て 説 こ 
つ 。 

あな た は 、 ま さ に 、 善 く 、 聴 き な さ い 。 

四 百 万 億 阿 僧 祇 世界 の 「 六 趣 」、「 六 道 」 、「 地 獄 、 位 鬼 、 修 
維 、 畜 生 、 人 間 、 天 」 の 「 四 生 」、「 胎 生 、 卵 生 、 湿 生 、 化 生 」 の 
「 衆生 」、「 生 者 」 に は 、「 胎生 、 卵 生 、 混 生 、 化 生 」 や 、「 有 
形 、 無 形 」、「 肉 眼 の 目 に 見 える 者 、 肉 眼 の 目 に 見 えな い 者 」 や 、 
「 有 想 、 無 想 、 疾 有 想 、 疾 無 想 」 や 、 足 が 無い 者 、 二 本 足 の 者 、 四 
本 足 の 者 、 多 足 の 者 と いっ た 、 こ れ ら の 「 軍 生 」、「 生 者 」 が いる 
数 の うち 、 あ る 人 が 、 幸 福 を 求め て 、 そ れ ら の 生 者 達 の 欲望 に 応じ 
て 、 娯 楽 の 物 を 、 皆 に 与え た と する 。 

各々 の 生 者 に 、「 間 浮 提 」、「 こ の 世 」 に 満ち る 金 、 銀 、 瑠 璃 る 
け 、 碑 縮 し ゃ こ 、 秦 化 めのう 、 琴 天 さ ん ご 、 琉 班 こ は く と いっ た 
諸々 の 妙 な る 珍し い 宝 や 、 象 ゾウ 、 馬 や 、 乗 り 物 や 、 七 種類 の 宝 で 
成っ て いる 宮殿 や 高い 建物 な ど を 払え た と する 。 


この 大 いな る 布施 を し た 主 が 、 満 八 十 年 間 、 こ の よう に 布施 し 終 
わる と 、 こ の よう に 思っ た と する 。 

「 私 は 、 既 に 、『 上 箇 生 』、『 生 者 』 達 に 、 娯 楽 の 物 を 、 心 の 欲望 
に 応じ て 、 布 施し た 。 こ れ ら の 生 者 達 は 皆 、 婚 に 、 老 衰 し て 、 年 が 
八 十 歳 を 過ぎ て 、 髪 が 白く 、 顔 面 に 航 し わが で き て 、 ま さ に 、 久 し 
か ら ず 、 死 に そう で ある 。 私 は 、 ま さ に 、 仏 法 で 、 こ れ ら の 生 者 達 
を 、 教 え 導 こう 」 と 。 

そこ で 、 こ れ ら の 生 者 達 を 集め る と 、 仏 法 を 広く 教え て 、 教 化し 
て 、「 示 教 利 喜 し て 」、「 教 示し て 鼓 細 し て 喜ば せ て 」、 一 時 で 、 
理 に 、「 須 陀 汽 、 新 陀 含 、 阿 那 含 、 阿 殺 漢 」 、「 四 果 」 の 仏道 の 果 
報 を 得 さ せ て 、 諸 々 に 有る 「 漏 」、「 燃 悩 」 を 無く し 尽く させ て 、 
深い 禅定 に よって 、 皆 、 自 由 自 在 に な る こと を 得 さ せ て 、「 八 解 
脱 」 を 備え させ た と する 。 

あな た (、 統 動 菩 薩 ) は 、 ど うつ 思う で あろ うか ? 

この 大 いな る 布施 を し た 主 が 得 た 功徳 は 、 多 いで あろ うか ? 吾 
か ? 


誠 勤 菩薩 は 、 釈 迎 牟 尼 仏 に 吉 っ た 。 

「 釈 迎 牟 尼 仏 よ 、 こ の 例え 話 の 人 の 功徳 は 、 と て も 多く 、 無 量 、 無 
限 で す 。 
も し 、 こ の 布施 を し た 主 が 、 た だ 、『 皮 生 』 、『 生 者 』 達 に 、 一 切 
の 娯楽 の 物 を 布施 し た だ け だ っ た と し て も 、 功 徳 は 無量 で す 。 
まし て 、 生 者 達 に 、 阿 維 漢 の 仏道 の 果報 を 得 さ せ た な ら ば 、 な お さ 
ら 、 切 徳 は 多い で す ,」 


釈 迎 年 尼 仏 は 、 弥 勤 菩 薩 に 告げ た 。 


私 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 今 、 明 ら か に 、 あ な た 、 紀 動 菩薩 に 語 ろ つう 。 
この 例え 話 の 人 が 一 切 の 媒 楽 の 物 を 四 百 万 億 阿 僧 祇 世 界 の 「 六 
趣 」、「 六 道 」、「 地獄 、 僚 鬼 、 修 維 、 畜 生 、 人 間 、 天 」 の 「 則 
生 」、「 生 者 」 達 に 布施 し 、 ま た 、 阿 名 漢 果 を 得 さ せ て 得 た 功徳 
は 、 別 の 例え 話 の 第 五 十 番 目 の 人 が 法華 経 の 一 つの 詩 を 聞い て 喜ん 

だ 功徳 に は 、 及 ば な い の で ある 。 

百 分 の 一 、 千 分 の 一 、 百 干 万 億 分 の 一 に 及ば な い の で ある 。 
また 、 数 えて も 、 例 えて も 、 知 る こと は 不可 能 な ほど な の で あ 
る 。 
阿 逸 多 と も 呼ば れる 紀 動 菩薩 よ 、 こ の 例え 話 の 第 五 十 番目 の 人 
が 、 転 々 と し て 、 法 華 経 を 聞い て 喜ん だ 功徳 で すら な お 、 無 量 、 無 

限 、「 阿 僧 祇 」 、「 無 数 」 な の で ある 。 
まし て 、 最 初 に 、 会 の 中 で 、 法 華 経 を 聞い て 喜べ ば 、 そ の 幸福 


は 、 な お さら 、 優 れ て いて 、 無 量 、 無 限 、「 阿 僧 祇 」、「 無 数 」 
で 、 比 べ る こと が で き 得 な い ほ ど な の で ある 。 

また 、 阿 逸 多 と も 呼ば れる 誤 菩 薩 よ 、 も し 人 が 、 こ の 法華 経 の 
た め に 、「 僧 坊 」 、「 僧 が 住む 建物 」 へ 行っ て 、 堂 っ た り 、 立 っ た 
1) し て 、 一 瞬 で も 、 法 華 経 を 聞い て 受け 入れ た ら 、 こ の 功徳 に よっ 
て 、「 転 脆 し て 」、「 身 が 生ま れ 変 わっ て 」、 生 まれ た 所 で 、 好 い 
上 質 な 妙 な る 人 象 ゾ ウ 、 馬 、 乗 り 物 、 珍 し い 宝 の 乗り 物 を 得る し 、 天 
の 宮殿 に 住め る 。 

また 、 も し 人 が 、 法華経 の 仏法 が 説 か れ て いる 場所 に 堂 っ てい 
て 、 別 の 人 が 来る と 、 座 を 勧め て 学 ら せ て 法華 経 を 聴か せ た り 、 座 
を 分 け て 党 ら せ た り すれ ば 、 こ の 人 は 、 切 徳 に よっ て 、「 転 映し た 
ら 」、「 身 が 生ま れ 変 わっ た ら 」、 和 帝釈天 が 堂 る 座 か 、 区 天 が 堂 る 
座 か 、 転 輪 加 王 が 滞る 座 を 得る 。 

阿 逸 多 と も 呼ば れる 弥 勤 菩薩 よ 、 ま た 、 も し 人 が 、 他 の 人 に 、 
「『 法 華 経 : と いう 名 前 の 経 が 有り ます 。 共 に 、 行 っ て 、 聴 きま 
し ょ う 」 と 吉 っ た な ら ば 、 
その 他 の 人 が 、 そ の 教え て くれ た 吉 葉 を 受け て 、 一 瞬 で も 、 法華経 
を 聴け ば 、 

この 人 は 、 切 徳 に よっ て 、「 転 映し た ら 」、「 身 が 生ま れ 変 わっ た 
ら 」、「 陀 維 尼 菩 薩 」 と 同じ 場所 に 生ま れる こと が で き 得 る し 、 
「 根 」、「 能 力 」 が 利発 に な る し 、 智 六 を える し 、 幾 百 、 幾 干 、 幾 
万 の 生 で も 、 終 に 、 話 せな く な る こと も 聞け な く な る こと も 無い 
し 、 口 くち か ら の 息 は 臭く な いし 、 舌 が 常に 無病 で ある し 、 口 も 無 
病 で ある し 、 歯 が 汚れ で 黒く な ら な いし 、 黄 色 く な ら な いし 、 ま ば 
ら に な ら な いし 、 欠 落し な いし 、 不 揃い に な ら な いし 、 和 斜 め に 生え 
た り し な いし 、 大 が 垂れ 下がら な いし 、 め くれ て 姜 縮 し な いし 、 ざ 
ら つ か な いし 、 劇 病 に な ら な いし 、 欠 けた けり 壊れ た り し な いし 、 
歪 ま な いし 、 厚 く な ら な いし 、 大 きく な ら な いし 、 黒 く な ら な い 
し 、 諸 々 の 悪い 所 が 無い し 、 鼻 が 平ら で は な いし 、 曲 が ら な いし 、 
顔面 の 色 が 黒く な ら な いし 、 狭 く 長 く な ら な いし 、 く ぼん だ り 曲 
が っ た けり し な いし 、 一 切 の 喜ぶ べき で は な い 相 は 無い し 、 大 や 舌 や 
犬歯 や 歯 が 、 こ と ご と く 皆 、 荘 厳 で 好い し 、 鼻 が 長い し 、 高 いし 、 
真っ 衣 ぐ で ある し 、 顔 面 、 容 貌 が 円 満 で ある し 、 眉 が 高い し 、 長 い 
し 、 額 ひたい が 広い し 、 平 ら で あ る し 、 端 正 で ある し 、( 善 い ) 人 相 
を 十分 に 備え る し 、 生 か ら 生 へ 、 生 まれ た 所 で 、 仏 を 見 る し 、 仏 法 
を 聞く し 、 仏 教 を 信じ て 受け 入れ る 。 

阿 逸 多 と も 呼ば れる 紀 動 菩薩 よ 、 あ な た は 、 し ば らく 、 こ の 事 に 
つい て 観察 し な さい 。 

一 人 に 勧め て 、 行 か せ て 、 法 華 経 の 仏法 を 聴か せる 功徳 は 、 こ の 
よう な の で ある 。 


まし て 、 一 心 に 、 法 華 経 を 聞い て 、 説 いて 、 読 ん で 、 大 朝 の 中 で 
他 の 人 の 為 に 分 別して 、 教 え の 通 り に 修行 する 功徳 は 、 な お さら 、 
善 \ い の で ある 。 


その 時 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 くり返し 、 こ の 意義 を 話し た いと 欲し 
て 、 詩 で 説い て 吉 っ た 。 


も し 人 が 仏法 が 説 か れる 集まり で 、 詩 、 一 つ で も 、 こ の 法華 経 を 
聞く こと が で き 得 て 喜ん で 、 他 の 人 の 為 に 説い た と する 。 

この よう に し て 、 転 々 と し て 、 教 えて 、 第 五 十 番 目 の 人 に 至っ た 
と する 。 こ の 最後 の 第 五 十 番 目 の 人 が 獲得 で きる 幸福 、 今 、 ま さ 
に 、 こ の 幸福 に つい て 分 別 し よ う 。 

例え ば 、 大 いな る 布施 を し た 主 が いて 、 量 けり 知れ な い ほ ど 無 数 の 
「 軍 生 」、「 生 者 」 達 に に あれ これ 、 満 八 十 年 間 、 生 者 達 の 心 の 欲 
望 に 応じ て 、 娯 楽 の 物 を 供給 し た と する 。 

布施 を し た 主 は 、 髪 が 白い 、 顔 面 に 角 し わが ある 、 歯 が まばら で 
ある 、 姿 形 が 乾い て 干からび た か の よう で ある 、 こ の 生 者 達 の 老衰 
の 相 を 見 て 、 こ の よう に 思っ た と する 。 

「 死ぬ の は 、 遠 く な い 。 私 は 、 今 、 ま さ に 、 仏 法 を 教え て 、 仏 道 
の 果報 を 得 さ せよ う 」 と 。 

そし て 、 生 者 達 の 為 に 、「 方便 」、「 便 宜 的 な 方 法 」 で 、 混 山 の 
真実 の 仏法 を 説い た と する 。 

「 この世 の も の は 皆 、 水 し ぶ き や 泡 や 火 の よ うに 、 堅 宇 、 堅固 で 
は な い 。 あ な た 達 は 、 こ と ご と く 、 ま さ に 、 速 すみ や か に 、『 感 離 
の 心 』、『 こ の 世 を 嫌い 離れ る 心 』 を 生じ させ な さい 」 と 。 

諸々 の 人 達 は 、 こ の よう な 仏法 を 聞い て 、 皆 、 阿 比 漢 を 会 得 し 
て 、「 六 神通 」 と 「 三 明 」 と 「 八 解脱 」 を 十分 に 備え た 。 

最後 の 第 五 十 番 目 の 人 が 法華 経 の 詩 の 一 つ を 聞い て 喜べ ば 、 こ の 
第 五 十 番目 の 人 の 幸福 は 、 大 いな る 布施 を し た 主 の 幸福 より も 優れ 
て いて 、 例 える こと が 不可 能 な ほど な の で ある 。 

この よう に 、 転 々 と し て 、( 第 五 十 番 目 に 、) 法 華 経 を 聞い た 、 そ 
の 幸福 で すら な お 、 無 量 な の で ある 。 

まし て 、 法華経 の 仏法 が 説 か れ た 集まり で 、 最 初 に 、 法 華 経 を 聞 
いて 喜ん だ 者 の 幸福 は 、 な お さら 、 善 \ い の で ある 。 

も し 一 人 の 人 に 勧め て 、 ま さ に 、 引 き 寄 せ て 、 法 華 経 を 聴か せよ 
うと し て 、 こ の よう に 吉 っ た と する 。 

「 こ の 法華 経 は 、 深 く 、 絶 妙 で 、 幾 干 、 幾 万 の 却 が た っ て も 出 会 
つの は 難し い 」 と 。 

この 一 人 の 人 が 、 そ の 教え て くれ た 吉 葉 を 受け て 、 行 っ て 、 一 瞬 
で も 法華 経 を 聞い た と する 。 こ の 人 の 幸福 、 報 い を 、 今 、 ま さ に 、 


分 別して 説 こう 。 

生か ら 生 へ 、 口 の 疾患 が 無い し 、 歯 が まばら に も 黄色 くも 黒く も 
な ら な いし 、 唇 が 厚く も な ら な いし めく れ も 欠 け も し な いし 、 悪 い 
相 が 無い し 、 舌 が 乾 か な いし 黒く も 短く も な ら な いし 、 鼻 が 高い 
し 、 長 いし 、 真 っ 直ぐ で ある し 、 額 ひたい が 広い し 、 平 ら で あ る 
し 、 端 正 で ある し 、 顔 や 姿 が 、 こ と ご と く 端 正 で ある し 、 荘 厳 で あ 
る し 、 他 人 が 見 る こと を 喜ぶ し 、 口 くち か ら の 息 は 、 臭 く な いし 、 
汚れ て いな いし 、 優 鉢 維 華 の 香り が 常に 、 そ の 口 く ちか ら 出 る 。 

法華 経 を 聴き た いと 欲し た た め に 、「 僧坊 」、「 僧 が 住む 建物 
に 行っ て 、 一 瞬 で も 法華 経 を 聞い て 喜ん だ と する 。 今 、 ま さ に 、 そ 
の 幸福 を 説 こ つう 。 

後 の 生 で 、 天 人 の 中 に 生ま れ て 、 妙 な る 象 ゾ ウ 、 馬 、 車 、 珍 し い 
宝 の 乗り 物 を 得る し 、 天 の 宮殿 に 住む 。 

も し 法華 経 の 仏法 が 説 か れ て いる 場所 で 他人 に 勧め て 党 ら せ て 法 
華 経 を 聴か せ た な ら ば 、 こ の 幸福 を も た ら す 因縁 に よっ て 、 帝 釈 天 
や 項 天 や 転 輪 時 王 の 座 を 得る 。 

まし て 、 法 華 経 を 一 心 に 聴い て 、 そ の 意義 を 解説 し て 、 教 え の 通 
り に 修行 すれ ば 、 そ の 幸福 は 無限 な の で ある 。 


法師 功徳 品 


その 時 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 常 精進 菩薩 に 告げ た 。 


も し 善い 男子 や 善い 女 の 人 が 、 こ の 法華 経 を 受け 入れ て 保持 し 
て 、( 声 を 出さ な いで ) 読 ん だ けり 、 声 を 出し て 読ん だ り 、 解 説 し た 
けり 、 書 き 写 し た りす れ ば 、 こ れ ら の 人 は 、 ま さ に 、 八 百 の 眼 の 切 
徳 、 千 二 百 の 耳 の 功徳 、 八 百 の 鼻 の 功徳 、 千 二 百 の 舌 の 功徳 、 八 百 
の 身 の 切 徳 、 千 二 百 の 「 意 」 、「 心 」 の 功徳 を 得 て 、 こ れ ら の 功徳 
で 「 六 根 」、「 眼 、 耳 、 鼻 、 舌 、 身 、 意 」 を 荘厳 に 飾っ て 、 皆 、 清 
浄 に する 。 

これ ら の 善い 男子 や 善い 女 の 人 は 、 父 と 母 か ら 生 まれ た 清浄 な 肉 
眼 で 、「 三 千 大 千世 界 」 の 内 外 に 有る 山 、 林 、 河 、 海 を 、 下 は 「 阿 
鼻 地 獄 」 か ら 上 は 「 有頂天 」 に 至る まで 、 見 る 。 

また 、 そ れ ら の 中 の 一 切 の 「 上 箇 生 」、「 生 者 」 を 見 る 。 

また 、 業 に よる 因縁 、 果 報 に より 生ま れる 所 の 、 こ と ご と く を 見 
て 、 こ と ご と く を 知る 。 


その 時 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 く けり 返し 、 こ の 意義 を 話し た いと 欲し 
て 、 詩 で 説い て 吉 っ た 。 


大 衆 の 中 で 、 恐 れる 所 が 無い 心 で 、 こ の 法華 経 を 説く 。 あな た 
(、 常 精進 菩薩 よ 、) そ の 功徳 を 聴き な さい )。 

これ ら の 人 は 、 八 百 の 功徳 に よる 特別 に 優れ て いる 眠 を 得 て 、 こ 
の 眠 で (肉眼 を ) 荘 厳 に 飾る た め 、 そ の ( 肉 ) 限 は 、 と て も 清浄 な の で 
ある 。 

父 と 母 か ら 生 まれ た ( 肉 ) 眼 で 、「 三 千 界 」 の 内 外 、 弥 楼 山 、 須 弥 
山 、 鉄 囲 山 、 諸 々 の 他 の 山 、 林 、 大 海 、 大 河 、 河 を 、 下 は 『 阿鼻 地 
獄 」 か ら 上 は 「 有頂天 」 に 至る まで 、 こ と ご と く 見 る 。 

また 、 そ れ ら の 中 の 諸々 の 「 則 生 」、『 生 者 」 を 一 切 、 皆 、 こ と 
ご と く 見 る 。 

天 人 の 「 天 過 」 を 未だ 得 て い な く て も 、 肉 眼 の 力 が 、 こ の よう に 
な る の で ある 。 


( 釈 退 年 尼 仏 は 、 常 精進 菩薩 に 喜 っ つた 。) 


また 、 次 に 、 常 精進 菩薩 よ 、 も し 善い 男子 や 善い 女 の 人 が 、 こ の 
法華 経 を 受け 入れ て 保持 し て 、( 声 を 出さ な いで ) 読 ん だ り 、 声 を 出 


し て 読ん だ り 、 解 説 し た り 、 書 き 号 し た りす れ ば 、 千 ニニ 百 の 耳 の 功 
徳 を 得 て 、 こ れ ら に よる 清浄 な 耳 で 、「 三 千 大 千世 界 」 の 下 は 『' 阿 
鼻 地 獄 」 か ら 上 は 「『 有頂天 」 に 至る まで 、 そ れ ら の 中 の 、 内 外 の 
種々 に 有る 吉 葉 、 音声 、 象 ゾウ の 声 、 馬 の 声 、 牛 の 声 、 車 の 音声 、 
泣き 叫ぶ 声 、 嘆 き の 声 、 法 螺 貝 を 吹く 音 、 大 鼓 を 打ち 鳴ら す 音 、 鐘 
を 打ち 鳴ら す 音 、 負 の 音 、 笑 い 声 、 話 し 声 、 男 の 声 、 女 の 声 、 曹 子 
の 声 、 童 女 の 声 、 仏 法 を 説く 声 、 仏 法 で は な い 声 、 苦 し ん で いる 
声 、 楽 し ん で いる 声 、 凡 人 の 声 、 聖 人 の 声 、 喜 ん で いる 声 、 喜 ん で 
いな い 声 、 天 人 の 声 、 龍 の 声 、 夜 叉 の 声 、 乾 賠 装 の 声 、 阿 修 維 の 
声 、 迎 楼 維 の 声 、 緊 那 座 の 声 、 摩 上 乃 維 伽 の 声 、 火 の 音声 、 水 の 音 
声 、 風 の 音声 、 地 獄 の 音声 、 畜 生 界 の 音声 、 餅 昌 界 の 音声 、 出 家 者 
の 男性 の 声 、 出 家 者 の 女性 の 声 、 声 聞 の 声 、「 辞 支 仏 」、「 独 覚 
の 声 、 菩 隊 の 声 、 仏 の 声 を 聞く 。 

要約 し て 、 こ の 事 に つい て 喜 つ と 、「 三 千 大 千世 界 」 の 中 の 、 一 
切 の 、 内 外 に 有る 諸々 の 音声 を 、 天 人 の 「『 天 耳 」 を 未だ 得 て い な く 
て も 、 父 と 母 か ら 生 まれ た 清浄 な 通常 の 耳 で 、 皆 こと ご と く 、 聞 い 
て 知る 。 

また 、 こ の よう に 、 種 々 の 音声 を 分 別して も 、 耳 を 壊さ な い 。 


その 時 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 くり返し 、 こ の 意義 を 話し た いと 欲し 
て 、 詩 で 説い て 吉 っ た 。 


父 と 母 か ら 生 まれ た 耳 が 、 清浄 に な っ て 、 汚 れ が 無く な っ て 、 こ 
の 通常 の 耳 で 、「 三 千世 界 」 の 音声 を 、 象 や 馬 や 車 や 牛 の 音声 、 鐘 
や 名 や 法 螺 具 や 太鼓 を 鳴ら す 音声 、 雄 や 慈 や 『 仁 徐 」 を 鳴ら す 音 
声 、 「 倉 昔 」 を 吹く 音声 、 清 浄 な 好い 歌声 を 聞く 。 

これ ら を 聞い て も 執着 し な い 。 

無数 の 種類 の 人 の 声 を 聞い て 、 こ と ご と く 理 解す る こと が 可能 に 
な る 。 

また 、 諸 々 の 天 人 の 声 、 微 細 で 絶妙 な 歌声 を 聞く 。 

また 、 男 や 女 の 声 、 童 子 や 童 女 の 声 、 山 や 川 や 険しい 谷 の 中 の 
「 迎 陵 頻 伽 」 の 声 を 聞く 。 

「 命 命 島 」 な どの 諸々 の 鳥 の 、 そ の 音声 を こと ご と く 聞 く 。 

地獄 の 多数 の 苦痛 に よる 種々 の 激しい 苦痛 に よる 声 、 餅 鬼 が 飼え 
湯 いて 飲食 物 を 探し 求め る 声 、 諸 々 の 阿 修 維 な ど が 大 海 の 海辺 に い 
て 自ら 共に 話し 合う 時 に 出す 大 いな る 音声 。 こ の 法華 経 の 仏法 を 説 
く 者 は 、 こ れ ら の 間 に 安 住 し て 、 件 か 遠く か ら 、 こ れ ら の 多数 の 音 
声 を 聞い て も 、 耳 を 壊さ な い 。 

十 方 の 世界 の 中 の 高 獣 は 鳴い て 相互 に 呼び 合う が 、 こ の 法華 経 の 


仏法 を 説く 人 は 、 こ の 世 で 、 こ れ ら を こと ご と く 聞 く 。 

それ ら の ( 十 方 の ) 諸 々 の 「『 大 項 天 」 や 「 光 音 天 」、「 極 光 浄 天 」 
や 「 遍 浄 天 」 か ら 「 有頂天 」 ま で の 吉 葉 、 音声 。 (法華経 の ) " 法 
師 」、「 仏 法 の 教師 」 は 、 こ れ ら に 住ん で 、 こ と ご と く 皆 、 こ れ ら 
を 導く こと が で き 得 る 。 

ー 切 の 出家 者 の 男性 や 、 諸 々 の 出家 者 の 女性 が 、 経 を 読ん だ り 、 
他人 の 為 に 説い た りす れ ば 、( 法 華 経 の ) 「 法 師 」、「 仏法 の 教師 」 
は 、 こ れ ら の 場所 に いて 、 こ と ご と く 皆 、 こ れ ら を 導く こと が で き 
得る 。 

また 、 諸 々 の 菩薩 が いて 、 経 の 仏法 を 読ん だ り 、 他 人 の 為 に 説い 
た り 、 撲 集 し た り 、 そ の 意義 を 解説 し た りす る 、 こ れ ら の 諸々 の 音 
声 。 (法華 経 の 「 法師 」、「 仏 法 の 教師 ,」 は 、) こ と ご と く 皆 、 こ れ 
ら を 聞く こと が で き 得 る 。 

諸仏 は 、「 径 生 」、「 生 者 」 を 教化 する 者 と し て 、 諸 々 の 大 いな 
る 会 の 中 で 、 微 細 で 絶妙 な 仏法 を 演説 する 。 こ の 法華 経 を 保持 し て 
いる 者 は 、 こ と ご と く 皆 、 こ れ ら を 聞く こと が で き 得 る 。 

下 は 「 阿 邊 地獄 」 か ら 上 は 「『 有 需 天 」 に 至る まで の 「 三 千 大 千世 
界 」 の 内 外 の 諸々 の 音声 。 紳 、 そ れ ら の 音声 を 聞い て も 、 耳 を 壊さ 
な い 。 

その 耳 は 利発 な の で 、 こ と ご と く 分 別して 知る こと が 可能 で あ 


る 。 

この 法華 経 を 保持 し て いる 者 は 、 天 人 の 「 天 耳 」 を 未だ 得 て い な 
く て も 、 父 と 母 か ら 生 まれ た 耳 だ け を 用 いて 、 功 徳 が 、 こ の よう に 
な る の で ある 。 


( 釈 退 年 尼 仏 は 、 常 精進 菩薩 に 喜 っ つた 。) 


また 、 次 に 、 常 精進 菩薩 よ 、 も し 善い 男子 や 善い 女 の 人 が 、 こ の 
法華 経 を 受け 入れ て 保持 し て 、( 声 を 出さ な いで ) 読 ん だ り 、 声 を 出 
し て 読ん だ り 、 解 説 し た り 、 書 き 写 し た りす れ ば 、 八 百 の 鼻 の 功徳 
を 成就 し て 、 こ れ ら に よる 清浄 な 鼻 で 、「 三 千 大 千世 界 」 の 上 トト 、 
内 外 の 種々 の 諸々 の 香り を 感じ る 。 

「 須 明 那 」 の 華 の 香 、「 闇 提 」 の 華 の 香 、「 未 利 」 の 華 の 香 、 

「 瞳 灸 」 の 華 の 香 、「 波 殺 殺 」 の 華 の 香 、 赤 蓮華 の 香 、 青 蓮華 の 
香 、 白 蓮華 の 香 、 樹 の 華 の 香 、 果 樹 の 果実 の 香 、「 本 槽 香 」、「 沈 
水 香 」、「 多摩 雑 政 」 の 香 、「 多 伽 維 」 と いつ 香 、 千 万 種 の 香 を 和 
合 し た 香 を 粉々 に し た り 、 丸 め た り 、 塗 っ た り し た と する 。 こ の 法 
華 経 を 保持 し て いる 者 は 、 こ れ ら の 間 に い て 、 こ と ご と く 、 分 別 す 
る こと が 可能 で ある 。 


また 、「 軍 生 」、「 生 者 」 の 香り 、 象 ソウ の 香り 、 馬 の 香り 、 
和牛 、 羊 な どの 香り 、 男 の 香り 、 女 の 香り 、 童 子 の 香り 、 童 女 の 香 
り 、 草 木 、 叢 林 の 香り を 分 別して 知る こと が 可能 で ある 。 

近く や 遠く に 有る 諸々 の 香 を こと ご と く 皆 、 感 じ て 、 分 別して 、 
諾 ら な いこ と が で き 得 る 。 

この 法華 経 を 保持 し て いる 者 は 、 こ の 世に いて も 、 天 上 の 諸々 の 
天 人 の 香り を 感じ る こと が で き る 。 

天 の 「 波 利 質 多 維 」 、 天 の 「 拘 韓 陀 殺 」 の 樹 の 香 、 天 の 「 明 陀 比 
華 」 の 香 、 天 の 「 摩 詞 紗 陀 色 華 」 の 香 、 天 の 「 明 殊 沙 華 」 の 香 、 天 
の 「 摩 詞 明 殊 沙 華 」 の 香 、 天 の 「 梅 槽 香 」、 天 の 「 沈 水 和 理 」、 天 の 
種々 の 抹 香 、 天 の 諸々 の 多様 な 華 の 香 、 こ れ ら の 天 の 香 を 和合 し た 
香 を 、 感 知 する 。 

また 、 諸 々 の 天 人 の 身 の 香り 、「 釈 提 相 因 」 、「 帝 釈 天 」 が 優れ 
た 宮殿 に いて 「 五 欲 」、「 五 感 の 欲望 」 の 娯楽 に 遊び 戯れ て いる 時 
の 香り 、 帝 釈 天 が 妙 な る 法 堂 に いて 「 利 天 」 の 諸々 の 天 人 の 為 に 
説法 し て いる 時 の 香り 、 帝 釈 天 が 諸々 の 園 で 遊び 戯れ て いる 時 の 香 
け 、 他 の 天 人 達 の 男女 の 身 の 香り を 皆 こ と ご と く 、 伯 か 遠く か ら 、 
感じ る 。 

また 、 こ の よう に 、 転 々 と し て 、「 大 苑 天 」 か ら 上 は 「 有頂天 」 
に 至る まで の 諸々 の 天 人 の 身 の 香り 。 こ れ ら を 隅 、 感 じ る 。 

また 、 諸 々 の 天 人 の 焼香 の 香り を 感じ る 。 

また 、 声 聞 の 香り 、「 訓 支 仏 」、「 独 覚 」 の 香り 、 菩 薩 の 香り 、 
諸仏 の 身 の 香り を 皆 、 人 遥か 遠く か ら 感 じ て 、 そ れ ら の 所 在 を 知る 。 

これ ら の 香り を 感じ て も 、 邊 を 壊さ な いし 、 課 ら な しい!。 

も し 他人 の 為 に (、 こ れ ら の 香り を ) 分 別 し た いと 欲し て も 、 説 く 
こと が で きる し 、 記 憶 し て いる し 、 斉 ら な い )。 


その 時 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 く けり 返し 、 こ の 意義 を 話し た いと 欲し 
て 、 詩 で 説い て 吉 っ た 。 


この よう な 人 の 人 鼻 は 、 清 浄 で 、 こ の 世界 の 中 で 、 良 い 香 り の 物 や 
臭う 物 を 、 種 々 に 、 こ と ご と く 、 感 じ て 知る 。 

「 須 明 那 」 の 香 、「 痢 提 」 の 香 、「 多 摩 維 」 の 香 、「 梅 槽 香 」、 
「 沈 水 理 」、「 桂 」 の 理 、 種 々 の 華 や 果 実 の 香 、「 上 衆生 」、「 生 
者 」 の 香り 、 男 子 や 女 の 人 の 香り を 知る 。 

(法華 経 の ) 仏 法 を 説く 者 は 、 遠 くに いて も 、 和 理 り を 感じ て 、 所 在 
を 知る 。 

大 いな る 勢力 を も づ 転 輸 置 王 、 小 転 輪 時 王 、 転 輪 聖 王 の 王子 、 群 
臣 、 諸 々 の 役人 の 香り を 感じ て 、 所 在 を 知る 。 


身 に 着け られ て いる 珍し い 宝 、 地 中 の 宝 の 蔵 、 転 輸 加 王 の 「 
女 」、「 女 宝 」、「 玉 女 」、「 宝 玉 の よう に 美しい 妻 」 の 香り を 感 
じ て 、 所 在 を 知る 。 

諸 々 の 人 の 身 を 荘厳 に 飾る 装身具 、 衣 服 、「 環 地 」 、「 弓 ひも 状 
の 飾り 」、 種 々 の 塗 和 理 の 香り を 感じ て 、 そ れ ら を 着け て いる 身 を 知 
る 。 
諸々 の 天 人 が 歩い た り 、 千 っ た けり 、 遊 びび 戯れ た り 、 神 変 を 起こ し 
た り し た 香り を 、 こ の 法華 経 を 保持 し て いる 者 は 感じ て 、 こ と ご と 
く 知 る こと が 可能 で ある 。 

諸々 の 樹 の 華 の 香気 、 果 実 の 香気 、「 区 ・ 油 」 の 香気 を 、 法 華 経 を 
保持 し て いる 者 は 、 こ の 香気 の 中 に いれ ば 、 こ と ご と く 、 そ の ( 香 
気 の 元 の ) 所 在 を 知る 。 

諸々 の 山々 の 深く 険しい 場所 で 梅 梓 の 樹 に 華 が 広がれ ば 、「 則 
生 」、「 生 者 」 の 中 に いて も 、 栃 丁 の 樹 の 華 の 香り を 感じ て 、( 所 
在 を ) 皆 、 知 る こと が 可能 で ある 。 

鉄 囲 山 、 大 海 、 地 中 の 諸々 の 「 上 衆生 」、「 生 者 」 を 、 法 華 経 を 保 
持 し て いる 者 は 、 香 り を 感じ て 、 こ と ご と く 、 そ の 所 在 を 知る 。 

阿 修 弘 の 男女 や 、 そ の 阿 修 維 の 閉局 が 、 闘 争 し て 遊び 戯れ て いる 
時 の 香り を 感じ て 、( 所 在 を ) 皆 、 知 る こと が で きる 。 

荒野 の 険しい 場所 の 獅子 ライ オン 、 象 ゾウ 、 虎 、 狼 、 野 牛 、 水 牛 
な どの 香り を 感じ て 、 所 在 を 知る 。 

も し 懐妊 し て いる 者 が いて 、 そ の 子 が 男 か 、 女 か 、「 無根 か 」、 
「 性 器 が 無い か 」、 人 で は な い 者 の 化 生 か 、 を 未だ 見 分 ける こと が 
で き て いな く て も 、 香 り を 感じ て 、 こ と ご と く 知 る こと が 可能 で あ 
る 。 
香り を 感じ る 力 で 、 そ の 初 懐妊 が 成就 する か 、 成 就 し な いか 、 幸 
福 な 子 を 安楽 に 産め る か 、 知 る 。 

香り を 感じ る 力 で 、 男 や 女 の 、 思 いと 、 欲 に 汚染 され て いる こと 
に よる 貧 欲 さ 、「 痴 」、「 愚 か さ 」、 怒 り と いう 「 三 毒 」 の 心 を 知 
る し 、「 修 善 し て いる 者 」、「 善 行 を 積ん で いる 者 」 を 知る 。 

地 中 の 多数 の 「 伏 蔵 」、「 宝 の 蔵 」 の 、 銅 の 器 に 盛 ら ちら れ て いる 、 
金 、 銀 、 諸 々 の 珍し い 宝 の 香り を 感じ て 、( 所 在 を ) こ と ご と く 知 る 
こと が 可能 で ある 。 

種々 の 諸々 の 「 環 才 」、「 紀 ひも 状 の 飾り 」 を 、 そ の 価値 を 知ら 
な く て も 、 香 り を 感じ て 、 価 値 の 高い 、 低 い 、 出 処 で どこ ろ 、 所 在 
を 知る 。 

天上 の 諸々 の 華々 、 天 の 「 曖 陀 色 華 」、 天 の 「 曖 殊 沙 華 」、 天 の 
「 波 利 質 多 」 の 樹 の 華 の 香り を 感じ て 、( 所 在 を ) こ と ご と く 知 る こ 
と が 可能 で ある 。 

天上 の 諸々 の 宮殿 の 、 上 中 下 の 区 別 、 多 数 の 宝 の 華 に よっ て 荘厳 


に 飾ら れ て いる こと を 、 香 り を 感じ て 、 こ と ご と く 知 る こと が 可能 
で ある 。 

天 人 が 、 天 の 彫 林 、 天 の 優れ た 宮殿 、 天 の 諸々 の 「 観 」、「 高 い 
建物 」、 天 の 妙 な る 法 堂 の 中 に いて 楽し ん で いる 時 の 香り を 感じ 
て 、 こ と ご と く 知 る こと が 可能 で ある 。 

諸々 の 天 人 が 、 仏 法 を 聞い た り 、「 五 谷 」、「 五 感 の 欲望 」 を 受 
け 入 れ た り 、 行 き 来 し た り 、 歩 いた り 、 学 っ た り 、 横 に 成っ た り し 
て いる 時 の 香り を 感じ て 、 こ と ご と く 知 る こと が 可能 で ある 。 

天女 が 、 着 て いる 衣 を 、 好 い 華 の 香り で 荘厳 に 飾っ て 、 回 転 させ 
て 遊び 戯れ て いる 時 の 香り を 感じ て 、 こ と ご と く 知 る こと が 可能 で 
ある 。 

この よう に 、 転 々 と し て 、 上 は 「 大 岳 天 」 に 至る まで の 、 禅 に 
入っ て いる 者 や 、 禅 か ら 出 た 者 の 香り を 感じ て 、 こ と ご と く 知 る こ 
と が 可能 で ある 。 

「 光 音 天 」、「 極光 浄 天 」 や 「 遍 浄 天 」 か ら 「 有頂天 」 に 至る ま 
で の 、 天 に 生ま れ た ば か けり の 時 の 香り や 、「 退 没 し た 」、「 堕 天 し 
た 」 時 の 香り を 感じ て 、 こ と ご と く 知 る こと が 可能 で ある 。 

諸々 の 出家 者 達 が 、 仏 法 に つい て 常に 精進 し て 、 汗 禅 し た り 、 和 
禅 の 合間 に 歩い た けり 、 経 の 仏法 を 読ん だ けり 、 林 の 樹 の 下 に いて 「 専 
精 」、「 精 神 集中 」 し た !) し て いる 時 の 香 ! リ を 、 法 華 経 を 保持 し て 
いる 者 は 感じ て 、 そ の 所 在 を こと ご と く 知 る 。 

菩薩 が 、 意 思 が 堅固 で 、 党 禅 し て 、 経 を 読ん だ けり 、 他 人 の 為 に 仏 
法 を 説い た り し て いる 時 の 香り を 感じ て 、 こ と ご と く 知 る こと が 可 
能 で ある 。 

至る 所 の 仏 が 、 一 切 の 生 者 に 恭 し く 散 われ て いて 、「 箇 生 」、 

「 生 者 」 を あわ れん で 仏法 を 説い て いる 香り を 感じ て 、 こ と ご と く 
知る こと が 可能 で ある 。 

「 衆生 」、「 生 者 」 が 仏 の 前 に いて 経 を 聞い て 皆 、 喜 ん で 仏法 の 
通り に 修行 し て いる 時 の 香り を 感じ て 、 こ と ご と く 知 る こと が 可能 
で ある 。 

菩薩 の 「 無 漏 法 」、「 米 悩 が 無い 在り 方 」 か ら 生 まれ た 人 鼻 を 未だ 
得 て い な く て も 、 こ の 法華 経 を 保持 し て いる 者 は 、 先 ん じ て 、 こ の 
よう な 鼻 の 「 相 」、「 有 様 」 を 得る 。 


( 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 常 精進 菩薩 に 吉 っ た 。) 
また 、 次 に 、 常 精進 菩薩 よ 、 も し 善い 男子 や 善い 女 の 人 が 、 こ の 


法華 経 を 受け 入れ て 保持 し て 、( 声 を 出さ な いで ) 読 ん だ り 、 声 を 出 
し て 読ん だ り 、 解 説 し た り 、 書 き 号 し た りす れ ば 、 千 ニニ 百 の 舌 の 功 


徳 を 得 て 、 好 き な 物 、 嫌 いな 物 、 美 味 な 物 、 不 味 い 物 、 諸 々 の 苦く 
渋い 物 が 舌 に 在 れ ば 皆 、 天 の 甘露 の よう な 上 質 の 美味 に 変化 し て 、 
美味 く な る 。 

も し 、( こ の よう な ) 舌 で 、 大 衆 の 中 で 、 演 説 す れ ば 、 深 い 妙 な る 
声 が 出 て 、 そ れ ら の 大 衆 の 「 心 に 入る 」 、「 気 に 入ら れる 」 こ と が 
可能 で 、 皆 を 喜ば せる 。 

また 、 諸 々 の 天 人 、 天 女 、 帝 釈 天 、 移 天 と いっ た 諸々 の 天 人 は 、 
この 深い 妙 な る 音声 で 演説 され て いる 吉 論 を 聞く と 、 皆 こと ご と 
く 、 や っ て 来 て 聴く 。 

また 、 諸 々 の 龍 、 龍 女 、 夜 叉 、 夜 叉 女 、 乾 賠 婆 、 乾 閣 婆 女 、 阿 修 
雑 、 阿 修 維 女 、 迎 楼 、 迎 楼 殺 女 、 緊 那 維 、 緊 那 座 女 、 摩 央 殺 伽 、 
摩 上 弘 伽 女 は 、 仏 法 を 聴く た め に 、 皆 、 や っ て 来 て 、 親 し み 近 づい 
て 、 茜 し く 敬 っ て 、 捧 げ も の を 捧げ る 。 

また 、 出 家 者 の 男性 、 出 家 者 の 女性 、 在 家 信 者 の 男性 、 在 家 信者 
の 女性 、 国 王 、 王 子 、 群 臣 、 閉 属 、「 小 転 輸 加 王 」、「 大 転 輸 加 
王 」、「 転 輪 時 王 」 の 「 七 宝 」 の も の 達 、「 転 輪 置 王 」 の 千 人 の 王 
子 、 内 外 の 閉 属 は 、 そ の 提 々 の 宮殿 に 乗っ て 、 共 に 、 や っ て 来 て 、 
仏法 を 聴く 。 

この よう な 菩薩 は 善く 仏法 を 説く の で 、 人 祭司 バ ラモン 、 商 人 バイ 
シャ 、 国 内 の 人 民 は 、 そ の 姿 形 、 寿 命 を 尽く し て 、 従 い 、 そ ば に 仕 
えて 、 捧 げ も の を 捧げ る 。 

また 、 諸 々 の 声 聞 、「 壁 支 仏 」、「 独 覚 」、 菩 薩 、 諸 仏 は 、 常 
に 、 こ の よう な 人 を 見 る こと を 願う 。 

この よう な 人 が いる 場所 の 方 向 に 向かっ て 、 諸 仏 は 皆 、 仏 法 を 説 
いて くれ る 。 

ー 切 の 仏法 を こと ご と く 受 け 入 れ て 保持 する こと が 可能 で ある 。 

また 、 深 い 妙 な る 、 仏 法 を 説く 音声 を 出す こと が 可能 で ある 。 


その 時 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 く けり 返し 、 こ の 意義 を 話し た いと 欲し 
て 、 詩 で 説い て 吉 っ た 。 


この よう な 人 の 舌 は 、 清 浄 で 、 終 に 、 悪 い 味 を 受け る こと が 無 
し 1。 

その 人 が 食べ る 物 は 、 こ と ご と く 皆 、 甘 露 に 成る 。 

深い 清浄 な 妙 な る 声 で 、 大 電 に 、 仏 法 を 説く 。 

諸々 の 「 因 縁 」、「 区 喚 」 で 、「『 崩 生 」、「 生 者 」 の 心 を 導い て 
仏道 へ 引き 入れ る 。 

聞い た 者 は 皆 、 喜 ん で 、 諸 々 の 上 質 な 捧げ も の を 捧げ る 。 

諸々 の 天 人 、 龍 、 夜 叉 、 阿 修 維 な ど は 皆 、 茜 し く 敬 つ 心 を も っ 


て 、 共 に 、 や っ て 来 て 、 仏 法 を 聴く 。 

この よう に 仏法 を 説く 人 が 、 も し 、「 妙 な る 音声 を 『 三 千 界 』 
に 、 あ まね く 満 た し た い 」 と 欲し た な ら ば 、 思 い 通 けり に 、 行き 渡ら 
せる こと が 可能 で ある 。 

「 大 転 輪 加 王 」、「 小 転 輪 時 王 」、「 転 輪 加 王 」 の 千 人 の 王子 、 
「 転 輪 時 王 」 の 閉 属 は 、 合 掌 し て 、 恭 し く 敬 つう 心 で 、 常 に 、 や っ て 
来 て 、 仏 法 を 聴い て 受け 入れ る 。 

諸々 の 天 人 、 龍 、 夜 叉 、 維 剤 、 昆 舎 聞 ピ シ ャ ー チ ャ と いう 擬 は 、 
喜ぶ 心 を も っ て 、 常 に 、 来 て 、 捧 げ も の を 捧げ た い 、 と 願う 。 

的 天 、「 第 六 天魔 王 波 旬 」、「 自在 天 」、「 大 自在 天 」 と いっ 
た 、 こ れ ら の 諸々 の 天 人 達 は 、 常 に 、 そ の 場所 に 来る 。 

諸仏 、 諸 仏 の 弟子 は 、 そ の 仏法 を 説く 音声 を 聞く と 、 常 に 、 念 頭 
に 置い て 、 守 護 し て 、 時 に は 、 そ の 人 の 人 為 に 、 身 を 出現 させ る 。 


( 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 常 精進 菩薩 に 喜 っ た 。) 


また 、 次 に 、 常 精進 菩薩 よ 、 も し 善い 男子 や 善い 女 の 人 が 、 こ の 
法華 経 を 受け 入れ て 保持 し て 、( 声 を 出さ な いで ) 読 ん だ り 、 声 を 出 
し て 読ん だ り 、 解 説 し た り 、 書 き 写 し た りす れ ば 、 八 百 の 身 の 切 徳 
を 得 て 、 清 浄 な 透明 な 瑠璃 る り の よう な 清浄 な 身 を 得 て 、「 則 
生 」、「 生 者 」 は 喜ん で 見 る 。 

その よう な 人 の 身 は 清浄 な の で 、「 三 千 大 千世 界 」 の 「 運 生 」 、 
「 生 者 」 の 生ま れ た 時 、 死 ぬ 時 、 上 下 、 美 醒 、 善 場所 や 悪い 1 場所 
に 生ま れる 事 を こと ご と く 身 の 中 に 現す 。 

また 、 鉄 囲 山 、 大 鉄 囲 山 、 弥 楼 山 、 摩 記 統 楼 山 な どの 諸々 の 山 の 
王 と 、 そ の 中 の 「 上 衆 生 」 、「 生 者 」 を こと ご と く 身 の 中 に 現す 。 

下 は 「 阿 鼻 地 獄 」 か ら 上 は 「 有頂天 」 に 至る まで に 有る も の と 
「 衆生 」、「 生 者 」 を こと ご と く 身 の 中 に 現す 。 

また 、 声 聞 、「 訓 支 仏 」、「 独 覚 」、 菩 薩 、 諸 仏 の 説法 の 、 そ の 
形 を 皆 、 身 の 中 に 現す 。 


その 時 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 く けり 返 し 、 こ の 意義 を 話し た いと 欲し 
て 、 詩 で 説い て 吉 っ た 。 


も し 法華 経 を 保持 すれ ば 、 そ の 身 が 、 清 浄 な 透明 な 瑠璃 る り の よ 
うに 、 と て も 清浄 に な っ て 、「 生 」、『 生 者 」 は 皆 、 喜 ん で 見 
る 。 

また 、 清 浄 な 「 明 鏡 」、「 く も けり の 無い 良く 映る 鏡 」 で 、 こ と ご 


と く 、 諸 々 の 形 を 見 る よう つ に 、 こ の よう な 菩薩 は 、 清 浄 な 身 に よっ 
て 、 皆 、 世 に 有る も の を 見 る 。 

他 の 人 に は 見 えな いも の を 、 単 独 で 、 自 ら 、 明 ら か に 知る 。 

「 三 千世 界 」 の 中 の 一 切 の 諸々 の 「 群 萌 」、「 生 者 」、 天 人 、 
人 、 阿 修 維 、 地 獄 の 悪人 、 餅 學 、 畜 生 界 の 悪人 な どの 、 こ れ ら の 
諸々 の 形 を 皆 、 身 の 中 に 現す 。 

「 有頂天 」 に 至る まで の 諸々 の 天 人 達 の 宮殿 、 鉄 囲 山 、 弥 楼 山 、 
摩 記 引 楼 山 、 諸 々 の 大 海 、 川 な ど を 皆 、 身 の 中 に 現す 。 

諸仏 、 声 聞 、 仏 の 弟子 、 菩 薩 な ど が 独り で いた り 、 大 軍 の 中 に い 
て 仏法 を 説い た り し て いる 形 を こと ご と く 皆 、 現 す 。 

「 無 漏 」、「 類 悩 が 無い こと 」 に よる 「 法 性 」、「 法 の 本 性 」 で 
ある 妙 な る 身 を 未だ 得 て い な く て も 、 清 浄 な 通常 の 身体 に よっ て 、 
ー 切 を 身 の 中 に 現す 。 


( 釈 好 年 尼 仏 は 、 常 精進 菩薩 に 喜 っ つた 。) 


また 、 次 に 、 常 精進 菩薩 よ 、 も し 善い 男子 や 善い 女 の 人 が 、 釈 迎 
年 尼 仏 の (肉体 の ) 死 後 、 こ の 法華 経 を 受け 入れ て 保持 し て 、( 声 を 出 
さ な い で ) 読 ん だ り 、 声 を 出し て 読ん だ り 、 解 説 し た り 、 書 き 写 し 
た りす れ ば 、 千 ニニ 百 の 「 意 」、「 心 」 の 功徳 を 得る 。 

この 清浄 な 「 意 」 、「 心 」 に よっ て 、 経 の 一 つの 詩 で も 、 経 の 詩 
の 一 名 で も 聞け ば 、 無 限 な ほど 、 量 けり 知れ な い ほ ど 無 数 の 意義 に 通 
達し て 、 こ の 意義 を 理解 し 終わ る と 、 そ の 経 の 一 つの 詩 、 そ の 経 の 
詩 の 一 名 に つい て 、 一 か 月 間 や 四 か 月 間 か ら 一 年 間 、 演 説 す る こと 
が 可能 で ある 。 

諸々 の 、 仏 法 を 説く 吉 葉 が 、 そ の 意義 に 適 か な い 、 皆 、「 実 
相 」、「 真実 の 相 」 に 育 そ むか な い )。 

も し 俗 世間 の 古典 の 故事 、 俗 世 の 統治 の た め の 吉 葉 、 生活 の た め 
の 職業 な ど に つい て 説い て も 、 皆 、 正 し い 仏 法 に 適 か な う 。 

「 三 千 大 千世 界 」 の 「 六 趣 」、「 六 道 」、「 地 獄 、 僕 只 、 修 比 、 
畜生 、 人 間 、 天 」 の 「 軍 生 」、「 生 者 」 の 心 の 中 で 想像 し て いる 所 
行 、 心 の 動き 、 心 の 中 で 戯れ て いる 議論 を 旨 こ と ご と く 知 る 。 

「 無 漏 の 」、「 燃 悩 が 無い 」 因 二 を 未だ 得 て い な く て も 、 そ の 
「 意 」、「 心 」 は 、 こ の よう に 清浄 に な る 。 

この よう な 人 に 有る 思考 、 吉 説 は 皆 、 仏 法 で ある し 、 真 実 で ある 
し 、 過 去 の 仏 の 経 の 中 の 所 説 な の で ある 。 


その 時 、 釈 迎 御 尼 仏 は 、 く り 返 し 、 こ の 意義 を 話し た いと 欲し 


て 、 詩 で 説い て 吉 っ た 。 


この よう な 人 の 「 意 」、「 心 」 は 清浄 で ある し 、 明 ら か で ある 
し 、 利 発 で ある し 、 汚 れ て いな い )。 

この よう な 妙 な る 「 意 」、「 心 」 に よっ て 、 上 中 下 の 「 法 」 、 

「 も の 」 を 知る 。 

経 の 詩 の 一 名 で も 聞け ば 、 量 り 知れ な い ほ ど 無 数 の 意義 に 通達 す 


る 。 

仏法 の 通り に 、 一 か 月 間 や 四 か 月 間 か ら 一 年 間 、 説 く こ と が で き 

この 世界 の 内 外 の 一 切 の 諸々 の 「 連 生 」、「 生 者 」、 天 人 、 議 、 
人 、 夜 叉 、 鬼 神 な どの 、 そ れ ら の 者 達 が 「 六 趣 」、「 六 道 」、「 地 
獄 、 父 史 、 修 維 、 畜 生 、 人 間 、 天 」 の 中 に いて 思っ て いる 幾つ か の 
種類 の こと を 、 法華経 を 保持 し て いる 報い に よっ て 、 一 時 で 、 皆 こ 
と ご と く 知 る 。 

十 方 の 無数 の 諸仏 が 、「 百 福 荘厳 相 」 で 、「 軍 生 」、「 生 者 」 の 
為 に 説い て いる 仏法 を こと ご と く 聞 いて 、 受 け 入 れ て 保持 し て 、 量 
り 知れ な い ほ ど 無 数 の 意義 を 思考 し て 、 量 り 知 れ な い ほ ど 無 数 に 説 
法 し て 、 終 始 、 記 れ な いし 、 誠 ら な いこ と が 可能 で ある 。 

法華 経 を 保持 し て いる の で 、「 諸 法 」、 全て の も の 」 の 相 を こ 
と ご と く 知 っ て 、 意 義 に 従っ て 理解 し て 、 次 第 に 名 前 や 吉 葉 に 通達 
し て 、 玲 敬 の 通り に 演説 する 。 

この よう な 人 に 有る 所 説 は 皆 、 過 去 の 仏 の 仏法 な の で ある 。 

この よう な 仏法 を 演説 する の で 、 大 則 に 対し て 恐れ る 所 が 無い の 
で ある 。 

法華 経 を 保持 し て いる 者 の 「 意 」、「 心 」 は 、 こ の よう に 、 清 浄 
な の で ある 。 

「 無 漏 」、 「 燃 悩 が 無い こと 」 を 未だ 会 得 し て いな く て も 、 先 ん 
じ て 、 こ の よう な 相 が 有る の で ある 。 

この よう な 人 は 、 こ の 法華 経 を 保持 し て 、 希 有 な 境地 に 安住 し 
て 、 一 切 の 「 軍 生 」、「 生 者 」 を 喜ば せ て 、( 法 華 経 の 仏法 を ) 愛 さ 
せ て 、 敬 わせ る 。 

法華 経 を 保持 し て いる の で 、 幾 千 、 鐘 万 種類 の 善い 巧み な 吉 葉 に 
よっ て 、 分 別して 、 演 説 す る こと が 可能 で ある 。 


を ュ 二 ビ ゴー ヒー 
吊 不 軽 音 季 品 
その 時 、 二 了 の 得 大 勢 菩 薩 に 告げ た 。 


あな た (、 得 大 勢 菩薩 ) は 、 まさ に 、 知 る べき で ある 。 

Th 
し (法華 経 を 保持 し て いる 出家 者 の 男女 や 在家 信者 の 男女 の ) 悪 口 を 
吉 え ば 、 先 に 話し た 通り 、 大 因 の 報い を 得 て し ま う 。 

また 、( 出 家 者 の 男女 や 在家 信者 の 男女 が 法華 経 を 保持 し て いる 
こと に よる 、) そ の 得 る こと が で きる 功徳 は 、 先 に 話し た 通り 、 

「 眼 、 了 征 、 仙 界 、 に 身 、 意 」 が 清浄 に な る こと な の で ある 。 

得 大 勢 菩薩 よ 、 過 去 、 昔 に 、 幾 不可 思 議 阿 僧 祇 も の 、 無 限 な ほ 
ど 、 量 けり 知れ な い ほ ど 無 数 の 区 を 過ぎ て 、 音 王 仏 と 吉 う 名 前 の 仏 
が し た だ 。 

音 王 仏 の 友 の 名 前 は 、 離 衰 で あっ た 。 
音 王 仏 の 仏 国土 の 名 前 は 、 大 成 で あっ た 。 

その 威 音 王 仏 は 、 存 命中 に 、 天 人 、 人 、 阿 修 維 の 為 に 、 仏 法 を 説 
いた 。 

声 間 を 求め る 者 の 為 に 、 対 応 す る 、「 四 諦 」 の 仏法 を 説い て 、 生 
老 病 死 か ら 仏 土 へ 渡し て 、 混 山 を 究 ゆ させ た 。 

「 訂 支 仏 」、「 独 覚 」 を 求め る 者 の 為 に 、 対 応 す る 、「 十 二 因 縁 
法 」 を 説い た 。 

諸々 の 菩薩 の 為 に 、「 阿 精 多 殺 三 鞍 三 菩提 」、「 無 上 普遍 正 覚 
に よっ て 、 対 応 す る 、「 六 波 維 蜜 」 の 仏法 を 説い て 、 仏 の 因 交 を 究 


め さ せ た 。 

得 大勢 菩 薩 よ 、 こ の 威 音 王 仏 は 、 寿 命 が 、 四 十 万 億 那由 他 恒 河 沙 
却 で あっ た 。 

正法 が 世に 留まっ た 克 の 数 は 、 一 つの 間 浮 提 の 微細 な 塵 ちり の 数 
の よう で あっ た 。 

像 法 が 世に 留まっ た 区 の 数 は 、「 四 天下 」 の 微細 な 塵 ちり の 数 の 
よう で あっ た 。 


その 威 音 王 仏 は 、「 則 生 」、「 生 者 」 に 利益 を も た らし 終わ っ た 
後 、( 仮 の 身 が ) 死 ん だ 。 

正法 と 像 法 が 姿 を 隠し た 後 、 こ の 仏 国土 に に 、 ま た 、 音 王 仏 と い 
う 移 号 の 仏 が 出現 し た 。 

この よう に 、 順 に 、 二 万 億 の 仏 が いて 、 皆 、 威 音 王 仏 と いう 同一 
の 称号 で あっ た 。 

最初 の 威 音 王 仏 が 骨 に ( 仮 の 生 が ) 死 ん で 、 正法 が 姿 を 隠し た 後 、 
像 法 中 に 、「 増上 慢 の 」、「 悟っ て いな い の に 『 悟 っ た 』 と 思い 上 
が っ て いる 」 出家 者 が 大 き な 勢力 を も っ て し まっ た 。 


その 時 、「 常 不 軽 」 と 名 づけ られ た 一 人 の 菩薩 、 出 家 者 が いた 。 

内科 に どん な 理由 で 、「 常 不 軽 」 と 名 づけ られ た の 
2 (と 下 つ と 、 

この 出家 者 は 、 出 家 者 の 男女 や 在家 舘 者 の 男女 を 見 る こと が 有 れ 
ば 、 常 に 、 皆 を こと ご と く 礼 拝 し て 、 ほ め た た えて 、 こ の よう に 
責 っ た 。 

「 私 は 、 あ な た 達 を 深く 敬 っ て 、 あ えて 、 思 いり 上 が っ て 軽 越し ませ 
ん 。 理由 は 何 か ? (と 吉 う と 、) あ な た 達 は 皆 、 菩 薩 の 道 を 行っ て 
いて 、 ま さ に 、 仏 に 成る こと が で き 得 る か ら で す , 

この 出家 者 は 、 経 を 読む こと に 専念 せ ず 、 礼 拝 だ け を 行っ た 。 

「 四 軍 」、「 出 家 者 の 男女 と 在家 信者 の 男女 」 を 遠く か ら 見 か け 
る と 、 そ の た め に 、 お も お むい て 、 礼 拝 し て 、 ほ め た た えて 、 こ の よ 
うに 吉 っ た 。 

「 私 は 、 あ えて 、 あ な た 達 を 軽 壮 し ませ ん 。 あな た 達 は 皆 、 ま さ 
に 、 仏 に 成る か ら で す 」 

「 四 家 」、「 出 家 者 の 男女 と 在家 信者 の 男女 」 の 中 に 、 怒 る 心 を 
生じ た 、 心 が 不浄 な 者 が いて 、 悪 口 を 吉 っ て 、 こ の よう に 吉 っ た 。 
「 こ の 無知 な 比 諾 は 、 ど こ か ら 来 て 、 自 ら 『 私 は 、 あ な た 達 を 軽 蔵 
し ませ ん 。』 と 吉 っ て 、 私 達 に 『 ま さ に 、 仏 に 成る 』 と いう 『 授 
記 』、『 仏 に 成 れ る 予 癌 』 を 上 提 え る の か ? 私 達 に は 、 こ の よう な 
虚妄 な 『 授 記 』、『 仏 に 成 れ る 予 吉 』 は 不要 で ある 

この よう に 多年 を 経て 、 常 に 悪口 を 埋 われ た が 、 怒 る 心 を 生じ な 
いで 、 常 に 、 こ の よう に 吉 っ た 。 

「 あな た 達 は 、 ま さ に 、 仏 に 成る 」 

この よう な 詩 葉 を 説い た 時 、 多 数 の 人 々 が 杖 、 木 、 玉 、 石 で 打ち 
か か っ て きた り 、 投 抑 し て きた !) し た た め 、 店 け て 走っ て 遠ざかる 
と 、 な お 、 大 声 で 、 こ の よう に 吉 っ た 。 

「 私 は 、 あ えて 、 あ な た 達 を 軽 壮 し ませ ん 。 あな た 達 は 皆 、 ま さ 
に 、 仏 に 成る 」 

常に 、 こ の よう な 吉 葉 を 吉 っ た の で 、「 増上 慢 の 」、「 悟 っ て い 
な い の に 『 悟 っ た 』 と 思い 上 が っ て いる ,」 出家 者 の 男女 や 在家 信者 
の 男女 は 、 こ の 菩薩 に 「 常 不 軽 」 と いう 称号 を 名 づけ た 。 

この 常 不 軽 昔 薩 、 出 家 者 は 、 語 が 終わ ろう と する 時 に 臨ん で 、 裕 
中 で 、 威 音 王 仏 が 過去 に 説い た 法華 経 の 二 十 千 万 億 の 詩 を 全て 聞い 
て 、 こ と ご と く 受 け 入 れ て 保持 する こと が で き て 、 前 述 の 通り に 、 
0 

「 六 根 」、「 眼 、 耳 、 鼻 、 舌 、 身 、 意 」 が 清浄 に な り 終 わる と 、 
人 ゃ が 二 百 万 億 那由 他 歳 さら に 増え て 、 広 く 、 他 の 人 の 為 に 、 こ の 
法華 経 を 説い た 。 

その 時 、「 増上 慢 の 」 、 吾 っ つて いな い の に 『 悟 っ た 』 と 思い 上 


が っ て いる 」 出家 者 の 男女 や 在家 信者 の 男女 、 こ の 人 を 「 常 不 軽 」 
と 名 づけ た 者 達 は 、 そ の 常 不 軽 菩 薩 が 大 いな る 神通 力 、「 楽 説 弁 
オ 」、「 他 者 の 願う 所 に 従っ て 自在 に 仏法 を 説く 事 が で きる 弁 舌 の 
オ 能 」 の 力 、 大 いな る 善 寂 の 力 を 得 た の を 見 た り 、 そ の 常 不 軽 菩薩 
の 所 説 を 聞い た けり し て 、 皆 、 信 じ て 服 従 し た 。 

この 常 不 軽 苦 薩 は 、 ま た 、 幾 干 、 幾 万 、 幾 億 の 「 崩 生 」、「 生 
者 」 を 教化 し て 、「 阿 精 多 比 三 革 三 菩提 」、「 無 上 普遍 正 覚 」 に 住 
まわ せ て 、 命 が 終わ っ た 後 、 皆 、 日 月 灯明 仏 と 吉 う 称号 で ある 二 千 
億 の 仏 に 会 うこ と が で き 得 て 、 そ の 仏法 の 中 で 、 こ の 法華 経 を 説い 
計 。 

この 因縁 に よっ て 、 ま た 、 雲 自在 灯 王 仏 と 喜 う 同一 の 称号 の 二 千 
億 の 諸仏 に 会 っ て 、 こ の 諸仏 の 仏法 の 中 で 、 こ の 法華 経 を 受け 入れ 
て 保持 し て 、 読 ん で 、 諸 々 の 「 四 箇 」、「 出 家 者 の 男女 と 在家 付 者 
の 男女 」 の 為 に 説い た の で 、 こ の 通常 の 肉眼 が 清浄 に な る こと が で 
き 得 て 、「 耳 、 鼻 、 舌 、 身 、 意 」 な どの 諸々 の 「 六 根 」 が 清浄 に 
な っ て 、「 四 箇 」、「 出 家 者 の 男女 と 在家 信者 の 男女 」 の 中 で 仏法 
を 説い て も 心 に 恐れ る 所 が 無かっ た 。 

得 大 勢 茸 薩 よ 、 こ の 常 不 軽 菩薩 は 、 こ の よう に 幾 人 も の 諸仏 に 捧 
げ も の を 捧げ て 、 茜 し く 敬 っ て 、 尊 重 し て 、 ほ め た た えて 、 諸 々 の 
善 の 種 と な る 善行 を 植え て 、 後 に 、 ま た 、 幾 干 、 幾 万 、 幾 億 も の 仏 
に 会 っ て 、 ま た 、 こ れ ら の 諸仏 の 仏法 の 中 で 、 こ の 法華 経 を 説い 
て 、 功 徳 が 成 呪 し て 、 ま さ に 、 仏 に 成る こと が で き 得 た 。 

得 大 勢 菩 薩 よ 、 ど う 思 う で あろ うか ? 

その 時 の 常 不 軽 菩 薩 が 、 今 の 私 、 釈 迎 牟 尼 仏 な の で ある 。 

も し 私 、 釈 迎 牟 尼 仏 が 前 世 で 、 こ の 法華 経 を 受け 入れ て 保持 し 
て 、 読 ん で 、 他 人 の 為 に 説 か か か っ た な ら ば 、 速 すみ や か に 、「 阿 
粗 多 殺 三 鞭 三 菩提 」、「 無 上 普遍 正 覚 」 を 得る こと は 不可 能 で あっ 
た だ ろ っ つ 。 

私 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 過 去 の 諸仏 の 所 で 、 こ の 法華 経 を 受け 入れ て 
保持 し て 、 読 ん で 、 他 人 の 為 に 説い た の で 、 速 すみ や か に 、「 阿 征 
多 比 三 殊 三 菩提 」、「 無 上 普遍 正 覚 」 を 得 た の で ある 。 

得 大 勢 昔 薩 よ 、 そ の 時 の 「 四 衆 」、「 出 家 者 の 男女 と 在家 信者 の 
男女 」 は 、 私 、 釈 迎 牟 尼 仏 を 怒る 心 で 軽 門 し て し まっ た の で 、 二 百 
億 苑 の 間 、 常 に 、 仏 に 出会え ず 、 仏 法 を 聞け ず 、 僧 に 出会え ず 、 千 
却 の 問 、「 阿鼻 地獄 」 で 大 いな る 苦悩 を 受け て 、 そ の 固 が 終わ る 
と 、 ま た 、 常 不 軽 菩薩 が 「 阿 靖 多 殺 三 革 三 菩提 」、「 無 上 普 負 正 
覚 」 を 教化 し て いる と ころ に 出会え た 。 

得 大 勢 昔 薩 よ 、 ど う 思 う で あろ うか ? 

その 時 の 「 四 衆 」、「 出 家 者 の 男女 と 在家 信者 の 男女 」 が 、 今 
の 、 こ の 会 の 中 の 、 貴 陀 婆 羅 た ち 五 百人 の 菩薩 と 、 獅 子 月 た ち 五 百 


人 の 出家 者 の 男性 と 、 尼 思 仏 た ち 五 百人 の 在家 信者 の 男性 と いっ 
た 、 「 阿 背 多 雑 三 蘭 三 菩提 」、「 無 上 普遍 正 覚 」 に 不 退 転 な 者 た ち 
な の で ある 。 

得 大 勢 菩 薩 よ 、 ま さ に 、 知 る べき で ある 。 

この 法華 経 は 、 諸 々 の 菩薩 に 大 いな る 利益 を も た らし て 、「 阿 粗 
多 殺 三 菱 三 菩提 」、「 無 上 普遍 正 覚 」 に 至ら せる こと が 可能 な の で 
ある 。 

この た め 、 諸 々 の 菩薩 は 、 釈 迎 年 尼 仏 の (肉体 の ) 死 後 、 常 に 、 ま 
さ に 、 こ の 法華 経 を 受け 入れ て 保持 し て 、 読 ん で 、 解 説 し て 、 書 き 
号 す べき な の で ある 。 


その 時 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 くり返し 、 こ の 意義 を 話し た いと 欲し 
て 、 和 詩 で 説い て 吉 っ た 。 


過去 に 、 威 音 王 仏 と 吉 つ 移 号 の 仏 が いた 。 

音 王 仏 は 、 神 の 智 才 が 無量 に あっ て 、 一 切 の 生 者 を 引き 連れ て 
導い た 。 

威 音 王 仏 に 、 天 人 、 人 、 龍 神 は 共に 捧げ も の を 捧げ た 。 

この 威 音 王 仏 の ( 仮 の 身 の ) 死 後 、 仏 法 が 姿 を 隠 そ うと し て いる 時 
に 、 常 不 軽 菩 薩 と 吉 う 名 前 の 一 人 の 菩薩 が いた 。 

その 時 、 諸 々 の 「 四 衆 」、「 出 家 者 の 男女 と 在家 信者 の 男女 
は 、 仏 法 を 誠 っ て 推測 し て 執着 し て いた 。 

常 不 軽 菩薩 は 、 そ の 人 達 の 所 に 行く と 、 こ の よう な 吉 葉 を 吉 っ 
38 
「 私 は 、 あ な た 達 を 軽 茂 し ませ ん 。 あ な た 達 は 、 仏 道 を 修行 し て 、 
紳 、 ま さ に 、 仏 に 成る 

諸々 の 人 々 は 、 こ の よう な 吉 葉 を 聞き 終わ る と 、 常 不 軽 菩 薩 を 軽 
蔵 し て 悪口 を 吉 っ た 。 

常 不 軽 菩 薩 は 、 こ れ ら の 悪口 な ど を 妨 耐 で きた 。 

常 不 軽 菩 薩 は 、 そ の 因 が 終わ っ て 、 命 の 終わ り に 臨ん だ 時 に 、 こ 
の 法華 経 を 聞く こと が で き 得 て 、「 六 根 」 、「 眼 、 耳 、 鼻 、 舌 、 
身 、 意 」 が 清浄 に 成っ て 、 神 通 力 の お か げ で 寿命 が 増え て 、 ま た 、 
諸 々 の 人 々 の 為 に 、 広 く 、 こ の 法華 経 を 説い た 。 

諸々 の 仏法 に 執着 し て いた 者 達 は 皆 、 常 不 軽 菩 薩 の 教化 を こう 
むっ て 、 完 成 し て 、 仏 道 に 住ん だ 。 

常 不 軽 菩 薩 は 、 命 が 終わ る と 、 無 数 の 仏 に 会 っ て 、 こ の 法華 経 を 
説い た の で 、 無 量 の 幸福 を 得 て 、 徐 々 に 功徳 を 備え て いっ て 、 速 す 
みや か に 仏道 を 成就 し た 。 

その 時 の 常 不 軽 菩 薩 が 、 今 の 私 、 釈 迎 牟 尼 仏 な の で ある 。 

その 時 の 「 四 部 朝 」、「 出 家 者 の 男女 と 在家 信者 の 男女 」、 仏 法 


に 執着 し て いた 者 達 は 、「 あ な た 達 は 、 まさ に 、 仏 に 成る 」 と 吉 う 
常 不 軽 菩薩 の 吉 葉 を 聞い て 、 そ の 因縁 に よっ て 、 無 数 の 仏 に 出会え 
た 。 

その 時 の 出家 者 の 男女 と 在家 信者 の 男女 が 、 こ の 会 の 五 百人 の 菩 
薩 達 と 在家 信者 の 男女 と いっ た 「 四 部 軍 」、「 出 家 者 の 男女 と 在家 
信者 の 男女 」、 今 、 私 、 釈 迎 牟 尼 仏 の 前 で 法華 経 の 仏法 を 聴い て い 
る 者 達 な の で ある 。 

私 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 前 世 で 、 こ れ ら の 諸々 の 人 々 に 勧め て 、 こ の 
法華 経 の 第 一 の 仏法 を 、 聴 か せ て 受け 入れ させ て 、 諸 々 の 人 々 に 開 
示し て 教え て 混 山 に 住ま わせ て 、 生 か ら 生 へ 、 こ の 法華 経 を 受け 入 
れ さ せ て 保持 させ た 。 

幾 億 億 万 も の 友 か ら 幾 不可 思 議 も の 却 に 至る まで の 間 で 、 稀 に し 
か 、 こ の 法華 経 を 聞く こと が で き 得 な い の で ある 。 

幾 億 億 万 も の 友 か ら 幾 不可 思 議 も の 友 に 至る まで の 間 で 、 稀 に し 
か 、 諸 仏 は 、 こ の 法華 経 を 説 か な い の で ある 。 

この た め 、 仏 道修 行者 よ 、 釈 迎 牟 尼 仏 の (肉体 の ) 死 後 、 こ の 法華 
経 を 聞い た ら 、 疑 惑 を 生じ る こと な か れ 。 

まさ に 、 こ の 法華 経 を 一 心 に 広く 説い て 、 生 か ら 生 へ 仏 に 出会っ 
て 、 速 すみ や か に 仏道 を 成就 する べき で ある 。 


如来 神力 品 


その 時 、「 千 世界 」 の 微細 な 塵 ちり に 等 し い 数 の 菩薩 達 、 こ の 世 
の 地 か ら 浦 き 出 し た 者 達 は 皆 、 釈 迎 年 尼 仏 の 前 で 、 一 心 に 、 合 掌 し 
て 、 釈 迎 年 尼 仏 の 尊 顔 を 仰ぎ 見 て 、 釈 迎 牟 尼 仏 に 吉 っ た 。 


釈 迎 牟 尼 仏 よ 、 私 達 、 こ の 世 の 地 か ら 浦 き 出し た 菩薩 達 は 、 釈 迎 
年 尼 仏 の (肉体 の ) 死 後 、 釈 迎 牟 尼 仏 の 分 身 の 仏 が いる 仏 国 土 、( 肉 体 
と いっ た 仮 の 身 が ) 死 ん だ 場所 で 、 ま さ に 、 広 く 、 こ の 法華 経 を 説 
きま す 。 

理由 は 何 か ? (と 吉 つ と 、) 

私 達 、 こ の 世 の 地 か ら 浦 き 出 し た 菩薩 達 は 、 自 ら 、 こ の (法華 経 
の ) 真 実 の 清浄 な 大 いな る 仏法 を 得 て 、 受 け 入 れ て 保持 し て 、 読 ん 
で 、 解 説 し て 、 書 き 写 し て 、 捧 げ も の を 捧げ た いと 欲し ます 。 


その 時 、 釈 迎 年 尼 仏 は 、 文 殊 師 利 菩 薩 達 、 古 く よ り 「 深 状 世 
界 」、「 この 世 」 に いる 幾 百 、 幾 干 、 幾 万 、 幾 借 も の 量り 知れ な い 
ほど 無数 の 菩薩 達 と 、 諸 々 の 出家 者 の 男女 と 在家 舘 者 の 男女 、 天 
人 、 龍 、 夜 叉 、 乾 圏 凌 、 阿 修 維 、 週 楼 維 、 緊 那 維 、 摩 上 維 伽 と いっ 
た 、 人 と 、 人 で は な い 者 達 の 一 切 の 者 達 の 前 で 、 大 いな る 神通 力 を 
現し て 、 仏 の 「『 広 長 舌 相 」 を 出し て 上 の 「 大 抑 天 」 と いう 世界 に ま 
で 至ら せ て 、 一 切 の 毛穴 か ら 無 量 の 無数 の 色 の 光 を 放っ て 、 十 方 の 
世界 を 皆 こ と ご と く 、 あ まね く 照 らし た 。 

多数 の 宝 の 樹 の 下 の 『 獅子 の 座 」、「 仏 の 座 」 の 上 の 諸仏 も 、 ま 
た 、 同 様 に 、 仏 の 「 広 長 舌 相 」 を 出し て 、 無 量 の 光 を 放っ た 。 

釈 迎 御 尼 仏 と 、 宝 の 樹 の 下 の 諸仏 が 、 神 通 力 を 現し て いた 時 間 
は 、 満 畿 百 年 間 、 満 幾 千 年 間 に な っ た 。 

その 後 、 仏 の 舌 相 」、「 広 長 舌 相 」 を ( 口 の 中 に ) 戻 し て お さめ 
る と 、 同 時 に 、 咳 払い を する と 共に 、 指 を 弾い た 。 

これ ら の 二 つ の 音 は 、 十 方 の 諸仏 の 世界 に 、 あ まね く 到 達し て 、 
地 が 皆 、( 東 西南 北 と 上 下 の ) 六 種類 (の 方 向 ) に 岩 動 し た 。 

それ ら の 中 の 「 則 生 」、「『 生 者 」 達 、 天 人 、 龍 、 夜 叉 、 乾 較 婆 、 
阿 修 維 、 迎 楼 維 、 緊 那 雑 、 摩 具 維 人 回 と いっ た 、 人 と 、 人 で は な い 者 
達 は 、 釈 迎 牟 尼 仏 の 神通 力 の お か げ で 、 皆 、「 この 凌 江 世 界 」、 

「 この世 」 の 幾 百 、 幾 千 、 幾 万 、 幾 億 も の 、 無 限 な ほど 、 量 り 知 れ 
な い ほ ど 無 数 の 多数 の 宝 の 樹 の 下 の 「 獅子 の 座 」、「 仏 の 座 」 の 上 
の 諸仏 を 見 た 。 

また 、 釈 迎 牟 尼 仏 が 、 多 宝 仏 と 共に 、 宝 の 塔 の 中 に いて 、「 獅子 
の 座 」、「 仏 の 座 」 に 学 禅 し て いる の を 見 た 。 

また 、 畿 百 、 幾 千 、 幾 万 、 幾 億 も の 、 無 限 な ほど 、 量 けり 知 れ な い 


ほど 無数 の 菩薩 と 、 諸 々 の 「 四 家 」、「 出 家 者 の 男女 と 在家 信者 の 
男女 」 が 、 釈 迎 征 尼 仏 を 蒸し く 散 っ て 、 囲 ん で いる の を 見 た 。 
これ ら を 見 終わ る と 、 皆 、 大 い に 喜 ん で 、 心 が 未 曽 有 に な る こと 
を 得 た 。 
その 時 、 諸 々 の 天 人 は 、 空 中 で 、 大 声 で 、 こ の よう に 吉 っ た 。 
「 こ れ ら の 会 百 、 幾 千 、 幾 万 、 幾 億 、 幾 阿 僧 祇 も の 、 無 限 な ほど 、 
量り 知れ な い ほ ど 無 数 の 世界 を 過ぎ る と 、『 没 婆 』 と 吉 う 名 前 の 仏 
国土 が 有る 。 
この 中 に 、 釈 迎 牟 尼 仏 と 吉 つ 名 前 の 仏 が いる 。 
( 釈 迎 牟 尼 仏 は 、) 今 、 諸 々 の 菩薩 の 為 に 、『 妙 法蓮 華 』、『 教 薩 
法 』、『 仏 所 護 念 』 と 喜 つ 名 前 の 『 大乗 経 ,。 を 説い て いる 。 
あな た 達 は 、 ま さ に 、 深 く 信 じ る 心 で 、 喜 が ぶ べ き で ある し 、 ま た 、 
まさ に 、 釈 迎 牟 尼 仏 を 礼拝 し て 、 捧 げ も の を 捧げ る べき で ある 
これ ら の 諸々 の 「 衆 生 」、「 生 者 」 達 は 、 空 中 か ら の 声 を 聞き 終 
わる と 、 合 掌 し て 、「 深 婆 世 界 」、「 こ の 世 」 に 向かっ て 、 こ の よ 
う 居 宮寺 。 
「 南無 、 釈 通年 尼 仏 ( 釈 迎 年 尼 仏 を 敬礼 し ます )。 
南無 、 釈 迎 件 尼 仏 ( 釈 凶 御 尼 公 を 人 礼 し ます )」 
種々 の 華 、 香 、「 班 」 、「 弓 ひも 状 の 飾り 」、「 峠 施 」 と 「 天 
蓄 」、 諸 々 の 身 を 荘厳 に 飾る 装身具 、 珍し い 宝 、 妙 な る 物 を 、 電 
共に 、 遥か 遠く か ら 、「 深 婆 世 界 」、「 こ の 世 」 へ 、 ま き 散 らし 


まき 散ら され た 諸々 の 物 は 十 方 か ら 来 て 、 例 えば 雲 が 集まる よう 
に 、 変 化し て 宝 の 帳 ヴ ェ ー ル に 成っ て 、 こ の ( 十 方 と 「 こ の 世 」 の ) 
間 、 諸 仏 の 上 を あま ね く 覆 っ た 。 

その 時 、 十 方 の 世界 は 「 通 達し て 」、「 滞 けり 無 く 通 じ て 」、 妨 げ 
寺 還 2 83000 還 王 お の の FR 

その 時 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 上 行 立 薩 な どの 菩薩 の 大 則 に 告げ た 。 


諸仏 の 神通 力 は 、 こ の よう に 、 無 量 な の で ある し 、 無 限 な の で あ 
る し 、 不 可 思 議 な の で ある 。 

も し 私 、 釈 迎 牟 尼 仏 が 、 こ の 神通 力 で 、 幾 百 、 幾 千 、 幾 万 、 幾 
億 、 畿 阿 僧 祇 も の 、 無 限 な ほど 、 量 けり 知れ な い ほ ど 無 数 の 克 の 間 、 
法華 経 の 仏法 を 付属 させ る た め に 、 こ の 法華 経 の 功徳 を 説い た と し 
て も 、 な お 、 説 き 尽 くす こと は 不可 能 な ほど な の で ある 。 

要約 し て 、 こ の こと に つい て 吉 つ と 、 2 の 
法 、 仏 の 一 切 の 自由 自在 な 神通 力 、 仏 の 一 切 の 秘密 の 重要 な 銘 の 
蔵 、 仏 の 一 切 の と て も 深い 事 は 、 皆 、 こ の 法華 経 で 、 明らか に 説 か 
れ て いる の で ある 。 

この た め 、 あ な た 達 は 、 私 、 釈 迎 牟 尼 仏 の (肉体 の ) 死 後 、 ま さ 


に 、 法華経 を 一 心 に 受け 入れ て 保持 し て 、 読 ん で 、 解 説 し て 、 書 き 
写し て 、 法 華 経 の 教え の 通り に 修行 する べき で ある 。 

あな た 達 が いる 仏 国 土 (、 世界 ) で 、 も し 法華 経 を 受け 入れ て 保持 
し て 読ん で 解説 し て 書き 写し て 法華 経 の 教え の 通り に 修行 する 者 が 
いれ ば 、 ま た 、 法 華 経 が ある 場所 が 有 れ ば 、 園 の 中 で も 、 林 の 中 で 
も 、 樹 の 下 で も 、「 僧坊 」 、「 僧 が 住む 建物 」 で も 、「 白 衣 樹 」、 
「 在家 者 用 の 宿 合 」 で も 、「 殿 堂 」、「 仏 を 祭っ て いる 建物 」 で 
も 、 山 、 谷 、 荒 野 で も 、 こ の 中 に 、 皆 、 ま さ に 、 塔 を 建て て 捧げ も 
の を 捧げ る べき で ある 。 

理由 は 何 か ? (と 吉 つ と 、) 

まさ に 、 知 る べき で ある 。 

この よう な 場所 は 、 道 場 な の で ある 。 

諸仏 は 、 こ の よう な 場所 で 、「『 阿 糧 多 維 三 鞭 三 菩提 」、 " 無 上 普 
遍 正 覚 」 を 得 た の で ある 。 

諸仏 は 、 こ の よう な 場所 で 、 「 法輪 を 転じ た 」、「 法 を 説い た 」 
の で ある 。 

諸仏 は 、 こ の よう な 場所 で 、「 肖 混 媒 し た 」、「『 (肉体 と いっ た 
仮 の 身 が ) 死 ん だ 」 の で ある 。 


その 時 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 く けり 返し 、 こ の 意義 を 話し た いと 欲し 
て 、 詩 で 説い て 吉 っ た 。 


この 世 を 救う 者 で ある 諸仏 は 、 大 いな る 神通 力 に 住ん で いて 、 

「 衆生 」、「 生 者 」 を 喜ば せる た め に 、 無 量 の 神通 力 を 現し て 、 

「 舌 相 」、 「 広 長 舌 相 」 を 「 大 欧 天 」 に まで 至ら せ て 、 身 か ら 無 数 
の 光 を 放っ て 、 仏 道 を 探求 し て いる 者 の 為 に 、 こ の よう な 希有 な 事 
を 現 し た 。 

諸仏 の 咳払い の 音 と 指 を 弾い た 音 は 、 あ まね く 十 方 の 仏 国土 で 間 
こえ て 、 地 が 皆 、( 東 西南 北 と 上 下 の ) 六 種類 (の 方 向 ) に 賑 動 し た 。 
釈 迎 牟 尼 仏 の (肉体 の ) 死 後 、 こ の 法華 経 を 保持 する こと が で きた 
ら 、 諸 仏 は 皆 、 喜 ん で 、 無 量 の 神通 力 を 現す 。 

この 法華 経 を 付属 させ て いる の で 、 法 華 経 を 受け 入れ て 保持 し て 
いる 者 を ほめ た た えた ら 、 量 けり 知 れ な い ほ ど 無 数 の 区 の 間 で すら な 
お 、 ほ め た た え 尽 くす こと は 不可 能 な の で ある 。 

この よう な 人 の 功徳 は 、 十 方 の 虚空 が 果て し な いよ うに 、 無 限 で 
ある 。 

この 法華 経 を 保持 で き て いる 者 は 、 學 に 、 私 、 釈 迎 年 尼 仏 、 多 宝 
仏 、 釈 迎 牟 尼 仏 の 分 身 で ある 諸仏 、 私 、 釈 迎 牟 尼 仏 が 今日 、 教 化し 
て いる 諸々 の 菩薩 を 見 て いる こと に な る の で ある 。 

この 法華 経 を 保持 で き て いる 者 は 、 私 、 釈 迎 御 尼 仏 、 釈 迎 牟 尼 仏 


分 映 で ある 諸仏 、( 肉 体 と いっ た 仮 の 身 が ) 死 ん で いる 多 宝 仏 の 一 
区 下 喜ば せる 。 

(この 法華 経 を 保持 で き て いる 者 は 、) 十 方 の 過去 、 現 在 、 未 来 の 
諸仏 を 見 て いる こと に な る の で ある し 、 捧 げ も の を 捧げ て いる こと 
に な る の で ある し 、 喜 ば せる 。 

諸仏 が 道場 で 党 祥 し て 得 た 秘密 の 重要 な 仏法 を 、 こ の 法華 経 を 保 
持 で き て いる 者 も 、 遠 か ら ず 、 ま さ に 、 得 る 。 

この 法華 色 を 保持 で き て し 1 る 者 は 、 風 が 空中 で 妨げ が 一 切 無 いよ 
うに 、 「 諸 法 」 ヽ 「 全 て の も の 」 の 意義 、 名 前 、 豆 い 方 に つい て 、 
無限 に 、「 楽 説 」、「 他 者 の 願う 所 に 従っ て 自在 に 仏法 を 説く こ 
と 」 が で きる 。 

(この 法華 経 を 保持 で き て いる 者 は 、) 私 、 釈 迎 年 尼 仏 の (肉体 の ) 
死後 、 私 、 釈 迎 年 尼 仏 が 説い た 経 の 「 因 縁 」、「 理 由 」 と 「 次 
第 」、 「' 一 部 始終 」 を 知っ て 、( 経 の ) 意 義 に 従っ て 、 あ り の まま に 


太陽 と 月 の 光明 が 諸々 の 間 を 除去 で きる よう に 、 この よう な 人 
は 、 世 間 で (善行 を ) 行 っ て 「 斎 生 」、「 生 者 」 の 聞 を 滅ぼす こと が 
で き て 、 量 けり 知 れ な い ほ ど 無 数 の 菩薩 を 教え て 最終 的 に 「 一 乗 」、 
「 仏 乗 」 に 住ま わせ る こと が で きる 。 

この た め 、 和 智喜 が 有る 者 は 、 こ れ ら の 功徳 の 利益 を 聞い て 、 私 、 
釈 迎 牟 尼 仏 の (肉体 の ) 死 後 、 ま さ に 、 こ の 法華 経 を 受け 入れ て 保持 
する べき で ある 。 

この よう な 人 は 、 仏 道 を 決定 的 に 確信 し て 、 疑 い が 無 い 。 


属 ニニ 較 mm| 
再 氷 ロロ 

その 時 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 法 座 か ら 起立 し て 、 大 いな る 神通 力 を 現 
し て 、 右 手 で 量り 知れ な い ほ ど 無 数 の 菩薩 の 頭頂 部 を 所 で て 、 こ の 
よう に 吉 っ た 。 

「 私 、 釈 迎 御 尼 仏 は 、 幾 百 、 幾 千 、 幾 万 、 幾 億 、 幾 阿 僧 欧 も の 量り 
知れ な い ほ ど 無 数 の 友 、 こ の 得る の が 難し い 『 阿 粗 多 雑 三 鞭 三 菩 
提 』、『 無 上 普遍 正 覚 。 の 仏法 を 修習 し て いま す 。 
今 、 こ れ を あな た 達 に 付属 させ ます 。 

あな た 達 は 、 ま さ に 、 一 心 に 、 こ の 仏法 を 流布 させ て 、 広 く 利 益 
増やさ せる べき で ある 」 

( 釈 迎 年 尼 仏 は 、) 同 様 に 、 三 度 、 諸 々 の 菩薩 の 頭頂 部 を 提 で て 、 
この よう に 吉 っ た 。 

「 私 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 幾 百 、 幾 千 、 幾 万 、 幾 億 、 幾 阿 僧 欧 も の 量り 
知れ な い ほ ど 無 数 の 友 、 こ の 得る の が 難し い 『 阿 彰 多 雑 三 貌 三 菩 
提 』、『 無 上 普遍 正 覚 。 の 仏法 を 修習 し て いま す 。 

今 、 こ れ を あな た 達 に 付属 させ ます 。 

あな た 達 は 、 ま さ に 、 こ の 仏法 を 受け 入れ て 保持 し て 、 読 ん で 、 広 
く 説 いて 、 一 切 の 『 衆生 』、『 生 者 』 が 、 あ まね く 聞 いて 知る こと 
が で き 得 る よう に させ な さい !。 

理由 は 何 か ? (と 吉 う と 、) 

如来 、 仏 に は 、 大 いな る 思い や り が 有 っ て 、 諸 々 の 、 物 を 惜しむ こ 
と が 無く 、 恐 れる 所 無く 、『 衆 生 』、『 生 者 』 に 仏 の 智 閣 、 如 来 の 
智 閣 、『 自 然 釧 六 』、『 自 然 に 得 ら れる 智 款 』 を 所 える こと が で き 


る 。 
仏 は 、 一 切 の 『 上 衆生 』、『 生 者 』 に 大 いな る 布施 を し て いる 主 な の 


で ある 。 
あな た 達 は 、 ま さ に 、 仏 法 に 従い 、 仏 法 を 学ぶ べき で ある 。 
物 を 惜しむ び むこ と な か れ 。 


未来 の 来世 で 、 も し 善い 男子 や 善い 女 の 人 が 仏 の 智 靖 を 信じ る こと 
が 有 れ ば 、 ま さ に 、 こ の 人 の 為 に 、 こ の 法華 経 を 演説 し て 、( こ の 
人 が ) 聞 いて 知る こと が で き 得 る よう に させ な さい |!。 

この 人 に 仏 の 名 将 を 得 さ せる た めで ある 。 

も し 『 衆 生 』、『 生 者 』 が ( 仏 の 智 六 を ) 信 じ て 受 け 入 れ な いこ と が 
有 れ ば 、 ま さ に 、 仏 の 他 の 深い 仏法 の 中 か ら 『 示 教 利 喜 す る 』、 
『 教 示し て 鼓舞 し て 喜ば せる 』 べ き で ある 。 

あな た 達 が 、 も し 、 こ の よう に する こと が で きれ ば 、 婚 に 、 諸 仏 の 
思 に 報い て いる の で ある 」 

その 時 、 諸 々 の 菩薩 は 、 釈 迎 年 尼 仏 が 、 こ の よう に 説い た の を 聞 ゲ 
き 終 わっ て 、 皆 、 大 い に 喜 ん で 、 喜 び が 、 そ の 身 に 、 あ まね く 満 ち 


て 、 喜 び が 、 ま すま す 加 わっ て 、 釈 迎 牟 尼 仏 を 蒸し く 敬 っ て 、 身 を 
か が め て 、 低 頭 し て 、 合 掌 し て 、 釈 迎 牟 尼 仏 に 向かっ て 共に 声 を 出 
し て 喜 っ た 。 

「 釈 迎 牟 尼 仏 が 命じ た 通り に 、 ま さ に 、 全 て 、 行 いま す 。 

た だ 、 釈 迎 年 尼 仏 よ 、 願 わく ば 、 憂 應 し な いで くだ さい 」 
諸々 の 菩薩 達 は 、 同 様 に 、 三 度 、 共 に 声 を 出し て 言っ た 。 

「 怠 迎 年 尼 仏 が 命 じ た 通り に 、 ま さ に 、 に 2 衝 行い ます 。 

た だ 、 釈 迎 年 尼 仏 よ 、 願 わく ば 、 憂 上 肉 し な いで くだ さい ,」 

その 時 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 十 方 か ら 来 て いた 釈 迎 御 尼 仏 の 分 身 で あ 

る 諸仏 を 各々 、 本 も と の 仏 国 土 に 帰 届 させ て 、 こ の よう に 吉 っ た 。 
「( 釈 迎 牟 尼 仏 の 分 映 で ある ) 諸 仏 よ 、 安 ん じ て い た 場所 に 従い な さ 
L1。 

多 宝 仏 の 塔 よ 、 帰 吉 し て 、 本 も と の 通り に な りな さい 」 

釈 迎 牟 尼 仏 が 、 こ の よう に 説い た 時 、 宝 の 樹 の 下 の 「 獅子 の 
座 」、「 仏 の 座 」 に 学 禅 し て いる 者 達 で ある 十 方 の 無量 の 釈 迎 年 尼 
仏 の 分 身 で ある 諸仏 と 、 多 宝 仏 と 、 上 行 菩 陸運 、 無限 な ほど の 幾 阿 
僧 祇 も の 菩薩 の 大 衆 と 、 舎 利 那 た ち 声 聞 と 、「 四 衆 」、「 出 家 者 の 
男女 と 在家 信者 の 男女 」 と 、 一 切 の 世間 の 天 人 、 人 、 阿 修 維 た ち 
は 、 釈 迎 年 尼 仏 の 所 説 を 聞い て 、 皆 、 大 い に 喜 ん だ 。 


楽 土 音 隆 本 事 品 


その 時 、 宿 王 華 菩 薩 は 、 釈 迎 年 尼 仏 に 吉 っ た 。 


釈 迎 牟 尼 仏 よ 、 薬 王 苦 薩 は 、 ど うし て 、「 深 婆 世界 」、「 こ の 
世 」 を 巡る の で すか ? 

釈 迎 御 尼 仏 よ 、 こ の 薬 王 菩薩 に は 、 幾 白 、 幾 千 、 幾 万 、 幾 億 、 幾 
那由 他 も の 難 行 苦行 が 有り ます 。 

善い か な 。 

釈 迎 牟 尼 仏 よ 、 願 わく ば 、 少 し 解説 し て くだ さい 。 

諸々 の 天 人 、 龍 神 、 夜 叉 、 乾 賠 婆 、 阿 修 維 、 迎 楼 維 、 緊 那 殺 、 摩 
上 殺 伽 と いっ た 、 人 と 、 人 で は な い 者 達 と 、 他 の 仏 国 土 か ら 来 て い 
る 諸々 の 菩薩 と 、 こ の 声 聞 達 は 、 聞 け ば 、 皆 、 喜 び ま す 。 


その 時 、 釈 迎 年 尼 仏 は 、 宿 王 華 菩薩 に 告げ た 。 


旨 、 過去 、 還 還 0 まこ 日 月 浄 
時 の 生還 人 に は 、 八 十 億 の 大 いな る 若 薩 と 、 七 十 二 恒 河 沙 
の 大 いな る 声 聞 達 が いた 。 

日 月 浄 明徳 仏 の ( 仮 の 身 の ) 寿 命 は 、 四 万 二 千 効 で あっ た 。 

日 月 浄 明徳 仏 の 菩薩 の 寿命 も 、 ま た 、 等 し い 時 間 、 四 万 二 千 苑 で 
あっ た 。 

この 日 月 浄 明徳 仏 の 仏 国土 に は 、 女 の 人 、 地 獄 、 僚 鬼 、 畜 生 、 阿 
修 維 達 と 、 諸 々 の 災難 が 無かっ た 。 

日 月 浄 明徳 仏 の 地 は 、 掌 て の ひら の よう に 平ら で 、 瑠 璃 る り で 形 
成 さ れ て いた 。 

宝 の 樹 が 荘厳 に 飾っ つて いた 。 

宝 の 帳 ヴ ェ ー ル が 上 を 覆っ て いた 。 

宝 の 華 の 「 幅 施 」 を 垂らし て いた 。 

宝 の 瓶 び ん と 香 邊 が 、 仏 国土 、 世 界 に 、 あ まね く あ っ た 。 

七 種 類 の 宝 を 台 に し て 、 一 つの 宝 の 樹 に 一 つの 宝 の 台 が あっ た 。 
その 宝 の 樹 は 、 宝 の 台 か ら 、「 一 和 前 道 」 と いつ 距離 を 尽く す だ け 
離れ 去っ て いた 。 

これ ら の 諸々 の 宝 の 樹々 に は 皆 、 菩 薩 と 、 声 聞 が いて 、 そ の 宝 の 
樹 の 下 に 党 禅 し て いた 。 

諸々 の 宝 の 台 の 上 に は 、 各々 、 百 億 の 諸々 の 天 人 が いて 、 天 の 
「 伝 楽 」、 「 音 楽 」 を 演奏 し て 歌 で 日 月 浄 明徳 仏 を ほめ た た える 控 
げ も の を 捧げ て いた 。 

その 時 、 こ の 日 月 浄 明徳 仏 は 、 一 切 衆 生 喜 見 音 薩 と 、 多 数 の 菩薩 


と 、 諸 々 の 声 聞 達 の 為 に 、 法 華 経 を 説い た 。 

この 一 切 押 生 喜 見 菩薩 は 、 日 月 浄 明徳 仏 の 仏法 の 中 で 志願 し て 苦 
行 を 修習 し て 、 精 進 し て 、( 学 禅 し て ) 学 禅 の 合間 に 歩い て 、 満 一 万 
二 千 年 間 、 一心に 仏 に な る こと を 求め 終わ る と 、「 現 一 切 色 身 三 
昧 」、「 教 化す る 相手 に 応じ て 、 一 切 の 色 形 、 身 を 現す こと が で き 
る 三昧 」 を 得 た 。 

(一 切 衆生 喜 見 菩薩 は 、) こ の 「 現 一 切 色 身 三昧 」 を 得 終わ る と 、 
心 が 大 い に 喜 ん で 、 こ の よう に 思っ て 吉 っ た 。 

「 私 、 一 切 上 衆 生 喜 見 菩薩 は 、『 現 一 切 色 身 三味 』 を 得 た 。 

皆 、 法 華 経 を 聞い て 得 た 力 で ある 。 
私 、 一 切 軍 生 喜 見 菩薩 は 、 今 、 ま さ に 、 日 月 浄 明徳 仏 と 法華 経 に 捧 
げ も の を 捧げ よう 

(一 切 衆 生 喜 見 菩薩 は 、) そ の 時 、 こ の 「 現 一 切 色 身 三味 」 に 入っ 
て 、 空 中 か ら 曖 陀 殺 華 、 摩 記 曖 陀 殺 華 、 細 か く 粉 々 に し た 堅い 黒 梅 
入 ね を 雨 の よう に 降ら ち し て 、 雲 の よう に 空中 を 満た し て か ら 降 下さ せ 
ae 

(一 切 衆 生 喜 見 菩薩 は 、) ま た 、 海 の 此 岸 の 本 槽 理 を 雨 の よう に 降 
ら し た 。 

この 、 海 の 此 岸 の 梅 民 青 は 、「 六 鉄 」 と いつ う 重 さ で 、 価値 が 、 

「 婆 婆 世界 」、「 こ の 世 」 ほ ど あ っ た 。 

(一 切 衆生 喜 見 菩薩 は 、) こ れ ら を 日 月 浄 明徳 仏 に 捧げ た 。 

(一 切 衆 生 喜 見 菩薩 は 、) こ れ ら を 捧げ 終わ る と 、「 現 一 切 色 身 三 
昧 」 か ら 起 き て 、 自 ら 、 こ の よう に 思っ て 吉 っ た 。 

「 私 、 一 切 上 衆 生 喜 見 菩薩 は 、 神 通 力 で 日 月 浄 明徳 仏 に 捧げ 物 を 捧げ 
た が 、 身 を 捧げ る に は 、 及 ば な い 」 

(一 切 則 生 喜 見 菩薩 は 、) す る と 、 梅 槽 香 、 薫 陸 香 、 喝 楼 婆 香 、 蜂 
力 迎 香 、 沈 水 香 、 胎 香 と いっ た 諸々 の 香 を 服用 し て 、 ま た 、 暗 信 と 
いっ た 諸々 の 華 の 香油 を 飲ん で 、 満 干 二 百年 間 が すぎ 終わ る と 、 香 
油 を 身 に 塗っ て 、 日 月 浄 明徳 仏 の 前 で 、 自 ら 天 の 宝 の 衣 を 身 に 纏 ま 
と い 終 わる と 、 諸 々 の 香油 を ( 天 の 宝 の 衣 に ) か け て 、 神 通 力 の 願 力 
に よっ て 、 自 ら の 身 を 燃やし た 。 

その 光明 は 、 八 十 億 恒 河 沙 の 世界 を あま ね く 照 らし た 。 

それ ら の 世界 の 中 の 諸仏 は 、 同 時 に 、( 一 切 衆 生 喜 見 菩薩 を ) ほ め 
た た えて 吉 っ た 。 

「 立 \ か な 。 善い か な 。 善い 男子 よ 、 こ れ は 、 真 の 精進 な の で あ 


る 。 

これ を 『 如 来 、 仏 に 捧げ も の を 捧げ る 真 の 方 法 』 と 名 づけ る 。 

も し 華 、 理 、『 環 』、『 組 ひも 状 の 飾り 』、 焼 香 、 抹 理 、 塗 理 、 
『 繝 攻 』 の 『 天 攻 』、『 幅 施 』 と 『 天 蓋 』、 海 の 此 岸 の 梅 民 香 と 
いっ た 、 こ れ ら 種々 の 諸々 の 物 を 捧げ て も 、( 一 切 則 生 喜 見 菩薩 の 


捧げ も の に は 、) 及 ば な い の で ある 。 
た と え 国 、 城 、 妻 子 に よる 奉仕 を 布施 し て も 、 ま た 、( 一 切 箇 生 喜 
見 菩薩 の 捧げ も の に は 、) 及 ば な い の で ある 。 
善い 男子 よ 、 こ れ を 『 第 一 の 布施 』 と 名 づけ る 。 
諸々 の 布施 の 中 で 、( 一 切 則 生 喜 見 菩薩 の 捧げ も の 、 布 施 は 、) 最 も 
尊 く 、 最 上 な の で ある 。 
諸仏 に 『 法 供養 』、『 行 供養 』、『 至 処 道 供 養 メ を し て いる か ら で 
ある 」 

( 八 十 億 恒 河 沙 の 世界 の 中 の 諸仏 は 、) こ の よう に 吉 い 終わ る と 、 
各々 、 沈 黙 し た 。 


(一 切 衆生 喜 見 菩薩 は 、) 千 ニニ 百年 間 、 そ の 身 を 火 で 燃やし た 。 

この 千 二 百年 間 が 過ぎ 終わ っ た 後 、( 一 切 衆 生 喜 見 菩薩 の 、) そ の 
身 は 燃え 尽き た 。 

一 切 崩 生 喜 見 菩薩 は 、 こ の よう な 「 法 供養 」、「 行 供養 」、「 至 
処 道 供養 」 を し 終わ っ て 、 命 が 終わ っ た 後 、 ま た 日 月 浄 明徳 仏 の 仏 
国土 の 中 に 生ま れ た 。 

(一 切 則 生 喜 見 菩薩 は 、) 浄 徳王 の 家 に 、 結 呈 味 千 し た 変 で 、 こ つ 
然 と 、 化 生 し た 。 

(一 切 衆生 喜 見 菩薩 は 、) す る と 、 そ の 父 で ある 浄 徳王 の 為 に 、 詩 

で 説い て 吉 っ た 。 

「 大 いな る ( 浄 徳 ) 王 よ 、 今 、 ま さ に 、 知 っ て くだ さい 。 

私 (、 一 切 上 衆 生 喜 見 菩薩 ) は 、 あ の 日 月 浄 明 徳 仏 の 所 で 、( 党 禅 し て ) 
学 禅 の 合間 に 歩い て いて 、 そ の 時 に 『 一 切 現 諸 身 三昧 』、『 教 化す 
る 相手 に 応じ て 、 諸 々 の 身 の 一 切 を 現す こと が で きる 三昧 』 を 得 

て 、 大 いな る 精進 を 行う こと に 勤め て 、 愛 し て いた 身 を (燃やし て ) 
捨て た の で す 」 

(一 切 衆 生 喜 見 菩薩 は 、) こ の よう な 詩 を 説き 終わ る と 、 父 で ある 
浄 徳 EE 本 吉 づ た だら 
「 日 月 浄 明徳 仏 は 、 今 も 、 古 く か ら 、 現 に 存在 し て いま す 。 

私 (、 一 切 衆 生 喜 見 菩薩 ) は 、 先 の 前 世 で 、 日 月 浄 明徳 仏 に 捧げ も の 
を 捧げ 終わ っ て 、『 解 一 切 軍 生 語 吉 陀 維 尼 』、『 一切 の 則 生 、 生 者 
の 豆 葉 を 理解 し て 真理 を 保持 する 能力 』 を 得 ま し た 。 

また 、 こ の 法華 経 の 、 八 百 千 万 億 那由 他 の 、『 吾 迎 維 。 と いつ 数 

の 、『 頻 交 維 』、『 阿 僧 祇 』 の 、『 阿 閑 湊 等 』 と いう 数 の 詩 を 聞き 
まし た 。 

大 いな る ( 浄 徳 ) 王 よ 、 私 (、 一 切 則 生 喜 見 菩薩 ) は 、 今 、 ま さ に 、( 日 
月 浄 明徳 仏 の 所 に ) 帰 剖 し て 、 こ の 日 月 浄 明徳 仏 に 捧げ も の を 捧げ 

ます 」 

(一 切 衆 生 喜 見 菩薩 は 、) こ の よう に 吉 い 終わ る と 、 七 種類 の 宝 の 


台 に 池 禅 し て 、 補 中 に 、 七 多 縮 樹 と いう つ 高 さま で 、 上 昇 し て 、 日 月 
浄 明徳 仏 の 所 に 行く と 、 頭 を 日 月 浄 明徳 仏 の 足 に つけ て 敬礼 し て 、 
両手 の 十 本 の 指 を 合わ せ て (合掌 し て )、 詩 で 日 月 浄 明徳 條 を ほめ た 
た えた 。 

「 (日 月 浄 明徳 仏 は 、) 容 貌 、 顔 つき が 、 と て も 珍し く 優 れ て いま 


す 。 
(日 月 浄 明徳 仏 の ) 光 明 は 、 十 方 を 照ら し て いま す 。 
私 (、 一 切 則 生 喜 見 菩薩 ) は 、 か つて 捧げ も の を 捧げ まし た 。 
(私 、 一 切 崩 生 喜 見 苦 薩 は 、) 今 、 ま た 、( 日 月 浄 明徳 仏 の 所 に ) 帰 中 
し て 、 親 し み 近 づき ます 」 

その 時 、 一 切 則 生 豆 見 苦 薩 は 、 こ の よう な 詩 を 説き 終わ る と 、 日 
月 浄 明徳 仏 に 吉 っ た 。 

「 日 月 浄 明徳 仏 よ 、 日 月 浄 明徳 仏 は 、 な お 、 昔 の よう に 、 こ の 世に 
存在 し つづ け ま すか ? 」 

その 時 、 日 月 浄 明徳 仏 は 、 一 切 則 生 喜 見 菩薩 に 告げ た 。 

「 善い 男子 よ 、 私 (、 日 月 浄 明徳 仏 ) の ( 仮 の 身 の ) 死 ぬ 時 が 来 た 。 
(日 月 浄 明 徳 仏 の 仮 の 身 が ) 滅 ん で 尽き る 時 が 来 た 。 

あな た (、 一 切 則 生 喜 見 菩薩 ) は 、 安 ん じ て 沙 ち 着い て 、 寝 床 を 布施 
し な さい !。 
私 (、 日 月 浄 明徳 仏 ) は 、 今 夜 、 ま さ に 、( 仮 の 身 が ) 死 に ます 」 
(日 月 浄 明徳 仏 は 、) ま た 、 一 切 押 生 喜 見 菩薩 に 命 じ た 。 

「 善い 男子 よ 、 私 (、 日 月 浄 明徳 仏 ) は 、 仏 法 を あな た (、 一 切 則 生 喜 
見 菩薩 ) と 諸々 の 菩薩 の 段階 の 大 いな る 競 子 に 付属 させ ます 。 

また 、『 阿 背 多 殺 三 笠 三 菩提 』、『 無 上 普遍 正 覚 』 の 仏法 と 、『 三 
千 大 千 七 宝 世 界 』 と 、 諸 々 の 宝 の 樹々 と 宝 の 台 と 、 給 仕 し て くれ る 
諸々 の 天 人 を こと ご と く 、 あな た (、 一 切 則 生 喜 見 菩薩 ) に 付属 させ 
あの 。 
私 (、 日 月 浄 明徳 仏 ) の ( 仮 の 身 の ) 死 後 、『 舎利 』、『 日 月 浄 明徳 仏 
の 遺 叶 』 も 、 ま た 、 あ な た (、 一 切 則 生 喜 見 菩薩 ) に 付属 させ ます 。 
(私 、 日 月 浄 明徳 仏 の 遺 肖 を ) ま さ に 、 流 布 さ せ て 、 広 く 捧げ も の を 
捧げ させ な さい し り 。 
まさ に 、 幾 干 も の 塔 を 建て な さい 」 

導 計 24 一 切 則 生 喜 見 菩薩 に 、 こ の よう に 命じ 終わ る 
と 、 後 夜 に 、 「 混 毅 に 入っ た 」 ヽ 「( 仮 の 身 が ) 死 ん だ 」 o 
生生 日 月 浄 明徳 仏 の ( 仮 の 身 の ) 死 を 見 
て 、 慈しみ を 感じ て 、 悩み 問 えて 、 日 月 浄 明徳 m パ 人 を 恋し いい 慕っ て 、 海 
の 此 岸 の 梅 丁 を 新 と し て 、 日 月 浄 明徳 仏 の 身 に 捧げ て 、 こ の 日 月 浄 
明徳 仏 の 身 を 焼い た 。 

火 が 消え 終わ っ た 後 、 日 月 浄 明徳 仏 の 遺骨 を 取っ て 収め た 八 万 四 
千 の 宝 の 瓶 び ん を 作っ て 、 八 万 四 千 の 宝 の 瓶 び ん を 安置 し た 、「 三 


世界 」 よ り 高 い 、 八 万 四 千 の 塔 を 建て て 、「 剃 」、「 旗 竿 」 を 表 に 
立て て 荘厳 に 飾っ て 、 諸 々 の 「 峠 施 」 と 「 天 蓄 」 を 垂らし て 、 多 数 
の 宝 の 負 を 時 け た 。 

その 時 、 一 切 上 衆 生 喜 見 菩薩 は 、 ま た 、 こ の よう に 、 自 ら 思 っ て 
表 っ た 。 

「 私 (、 一 切 衆 生 喜 見 韻 薩 ) は 、 こ れ ら の 捧げ も の を 捧げ た が 、 心 
が 、 な お 、 未 だ 満足 し な い 。 
私 (、 一 切 軍 生 喜 見 菩薩 ) は 、 今 、 ま さ に 、 日 月 浄 明徳 仏 の 遺骨 に 捧 
げ も の を 捧げ よう 

(一 切 則 生 喜 見 菩薩 は 、) す る と 、 諸 々 の 菩薩 の 段階 の 大 いな る 弟 
子 と 、 天 人 と 、 龍 と 、 夜 叉 達 と いっ た 一 切 の 大 衆 に 語っ た 。 

「 あな た 達 は 、 ま さ に 、 一 心 に 日 月 浄 明徳 仏 に つい て 思う べき で あ 
る 。 
私 (、 一 切 軍 生 喜 見 菩薩 ) は 、 今 、 ま さ に 、 日 月 浄 明徳 仏 の 遺骨 に 捧 
げ も の を 捧げ る 」 

(一 切 雷 生 喜 見 菩薩 は 、) こ の よう に 吉 い 終わ る と 、 八 万 四 千 の 塔 
の 前 で 、 七 万 二 千年 間 、「 百 福 荘厳 相 」 の 腕 を 燃やし た 。 

この 一 切 衆 生 喜 見 音 薩 の 捧げ も の は 、 無 数 の 声 聞 の 段階 を 求め る 
者 達 と 、 量 り 知 れ な い ほ ど 無 数 の 人 に 、「 阿 多 殺 三 革 三 菩提 」、 
「 無 上 普遍 正 覚 」 を 求め る 心 を 起こ させ て 、 皆 を 「 現 一 切 色 身 三 
昧 」 に 住ま わせ た 。 

その 時 、 諸 々 の 菩薩 、 天 人 、 人 、 阿 修 雑 達 は 、 一 切 上 衆 生 喜 見 菩薩 
の 腕 が 無い の を 見 て 、 憂 い 悩み 款 し ん で 、 こ の よう に 吉 っ た 。 

「 こ の 一 切 衆 生 喜 見 菩薩 は 、 私 達 の 師 で ある し 、 私 達 を 教化 し て く 
れる 者 で ある 。 

し か し 、 今 、 腕 を 焼い て 、 身 が 欠損 し て し まっ て いる 」 

その 時 、 一 切 上 衆 生 喜 見 菩薩 は 、 大 則 の 中 で 、 こ の よう な 碑 い を 立 
(= 

「 私 (、 一 切 則 生 喜 見 菩薩 ) は 、 両 腕 を 捨て て 、 必 ず 、 ま さ に 、 仏 の 
金色 の 身 を 得 よ う (。 仏 に 成 ろ うつ )。 
も し 、( 仏 に 成る と いう 吉 葉 が 、) 真 実 で 、 虚 し く な けれ ば 、 私 (、 一 
切 衆 生 喜 見 菩薩 ) の 両 及 は 、 ま た 、 も と の よう に な る よう に 」 

(一 切 則 生 喜 見 菩薩 が 、) こ の よう に 匠 う と 、 自 然 と 、( 両 腕 が ) 復 
元 し た 。 

この 一 切 崩 生 喜 見 菩 薩 の 幸福 を も た ら す 功徳 と 智 問 が 「 淳 」 、 

「 あ り の まま 」 で 厚かっ た の で 、 こ の よう な 結果 に な る に 至っ た の 
で ある 。 

まさ に 、 そ の 時 、「 三 千 大 千世 界 」 は (東西 南北 と 上 下 の ) 六 種類 
(の 方 向 ) に 岩 動 し て 、 天 か ら 宝 の 華 が 雨 の よう に 降っ て 、 一 切 の 天 
人 、 人 は 心 が 未 曽 有 に な る こと を 得 た 。 


釈 迎 年 尼 仏 は 、 宿 王 華 菩 薩 に 告げ た 。 


あな た (、 宿 王 華 菩薩 ) は 、 ど う 思 う で あろ うか ? 

一 切 衆 生 喜 見 菩薩 が 、 今 の 薬 王 菩薩 な の で ある 。 

身 を 捨て て 布施 し た 所 は 、 こ の よう に 、 幾 百 、 畿 千 、 幾 万 、 畿 
億 、 幾 那由 他 も の 量り 知れ な い ほ ど 無 数 の 数 な の で ある 。 

宿 王 華 菩 薩 よ 、 も し 発 心して 「 阿 多 維 三 革 三 菩提 」、「 無 上 普 
遍 正 覚 」 を 得 た いと 欲す る 者 が いれ ば 、 能 よく 手 の 指 や 足 の 指 を 一 
本 、 燃 や し て 仏 の 塔 に 捧げ た ら 、 国 、 城 、 妻 子 に よる 奉仕 、「 三 千 
大 千 国 土 」 の 山 、 林 、 河 、 池 、 諸 々 の 珍し い 宝 物 を 捧げ る 者 に 勝 ま 
さる の で ある 。 

また 、 も し 「 三 千 大 千世 界 」 を 七 種類 の 宝 で 満た し て 仏 、 大 いな 
る 菩薩 、「 訓 支 仏 」、「 独 覚 」、 阿 殺 漢 に 捧げ て も 、 こ の 人 が 得る 
功徳 は 、 一 つの 四 旬 の 詩 で も 、 こ の 法華 経 を 受け 入れ て 保持 し て い 
る 功徳 に は 及ば な い の で ある 。 

その (法華 経 を 受け 入れ て 保持 し て いる こと に よる 、) 幸 福 を も た 
ら す 功徳 は 、 最 も 多い の で ある 。 

宿 王 華 菩 薩 よ 、 例 えば 、 一 切 の 川 、 流 れ 、 大 河 と いっ た 諸々 の 水 
の 中 で 、 海 が 第 一 で ある よう な 物 な の で ある 。 

この 法華 経 も 、 ま た 、 同 様 な の で ある 。 

(法華 経 は 、) 諸 仏 が 説く 経 の 中 で 、 最 も 深い 大 いな る 物 な の で あ 


また 、 土 山 、 黒 山 、 小 鉄 囲 山 、 大 鉄 囲 山 、 十 宝山 と いっ た 多数 の 
山 の 中 で 、 須 弥山 が 第 一 で ある よう な 物 な の で ある 。 

この 法華 経 も 、 ま た 、 同 様 な の で ある 。 

(法華 経 は 、) 諸 々 の 経 の 中 で 、 最 上 な の で ある 。 

また 、 多 数 の 星々 の 中 で 、 月 が 最も 第 一 で ある よう な 物 な の で あ 
る 。 
この 法華 経 も 、 ま た 、 同 様 な の で ある 。 
(法華 経 の 仏法 は 、) 幾 寺 、 幾 万 、 幾 億 種類 の 諸々 の 経 の 仏法 の 中 
で 、 最 も 照ら し て 明らか に する の で ある 。 

また 、 太 陽 が 諸々 の 聞 を 能 よ く 除 去 す る よう な 物 な の で ある 。 
この 法華 経 も 、 ま た 、 同 様 な の で ある 。 

(法華 経 は 、) 能 よく 一 切 の 善く な い 闇 を 破る の で ある 。 

また 、 諸 々 の 小 王 の 中 で 、 転 輪 置 王 が 、 最 も 第 一 で ある よう ね な お 物 
な の で ある 。 

この 法華 経 も 、 ま た 、 同 様 な の で ある 。 

(法華 経 は 、) 多 数 の 経 の 中 で 、 最 も 尊い の で ある 。 

また 、「 三 十 三 天 」 の 中 で 、 帝 釈 天 が 、 王 で ある よう な 物 な の で 


ある 。 

この 法華 経 も 、 ま た 、 同 様 な の で ある 。 

法華経 は 、) 諸 々 の 経 の 中 で 、 王 な の で ある 。 

また 、 和 発 天 が 、 一 切 の 「 則 生 」、「 生 者 」 の 父 で ある よう な お 物 な 
の で ある 。 

この 法華 絆 も 、 ま た 、 同 様 な の で ある 。 
(法華 経 は 、) 一 切 の 賢者 、 聖 者 、「( 有 ) 学 」 の 段階 の 者 、「 無 
学 」 の 段階 の 者 、 菩 薩 の 段階 を 求め る 心 を 起こ し た 者 の 父 な の で あ 
る 


また 、 一 切 の 凡人 の 中 で 、 須 陀 温 、 新 陀 合 、 阿 那 含 、 阿 維 漢 、 
「 誠 支 仏 」、「 独 覚 」 が 、 第 一 で ある よう な 物 な の で ある 。 

この 法華 絆 も 、 ま た 、 同 様 な の で ある 。 

(法華 経 は 、) 一 切 の 仏 の 所 説 、 菩 隊 の 所 説 、 声 聞 の 所 説 で ある 、 
諸々 の 経 の 仏法 の 中 で 、 最 も 第 一 な の で ある 。 

この 法華 経 を 能 よ く 受 け 入 れ て 保持 し て いる 者 が いれ ば 、 ま た 、 
(法華 経 と ) 同 様 な の で ある 。 

(法華 経 を 受け 入れ て 保持 し て いる 者 も 、) ま た 、 一 切 の 「 則 
生 」、「 生 者 」 の 中 で 、 第 一 な の で ある 。 

ー 切 の 声 聞 、「 辞 支 仏 」、「 独 覚 」 の 中 で 、 菩 薩 が 、 第 一 で あ 


この 法華 絆 も 、 ま た 、 同 様 な の で ある 。 

(法華 経 の 仏法 は 、) 一 切 の 諸々 の 経 の 仏法 の 中 で 、 最 も 第 一 な の 
で ある 。 

仏 が 、「 諸 法 」、「 全 て の も の 」 の 王 で ある よう な 物 な の で あ 
る 。 

この 法華 経 も 、 ま た 、 同 様 な の で ある 。 

(法華 経 は 、) 諸 々 の 経 の 中 で 、 王 な の で ある 。 

宿 王 華 菩 薩 よ 、 こ の 法華 経 は 、 一 切 の 「 衆生 」、「 生 者 」 を 救う 
こと が 可能 な の で ある 。 

この 法華 経 は 、 一 切 の 「 則 生 」、「 生 者 」 を 諸々 の 苦悩 か ら 離 れ 
させ る こと が 可能 な の で ある 。 

この 法華 経 は 、 大 いな る 利益 を 一 切 の 「 軍 生 」、「 生 者 」 に も た 
らし て 、 そ れ ら の 願い を 満た すこ と が 可能 な の で ある 。 

清涼 な 池 が 、 一 切 の 諸々 の 湯 いて 水 が 欠 乏 し て いる 者 を 満た すこ 
と が 可能 で ある よう な 物 な の で ある 。 

寒い 者 が 、 火 を 得る よう な 物 な の で ある 。 

裸 の 者 が 、 衣 服 を 得る よう な 物 な の で ある 。 

商人 が 、 主 を 得る よう な 物 な の で ある 。 

子ども が 、 母 を 得る よう な 物 な の で ある 。 

渡り に 船 を 得る よう な 物 な の で ある 。 


病 で 、 医 者 を 得る よう な 物 な の で ある 。 

暗 間 で 、 明 か り を 得る よう な 物 な の で ある 。 

催し さ の 中 で 、 宝 を 得る よう つ な 物 な の で ある 。 

民 が 、 王 を 得る よう な 物 な の で ある 。 

商人 が 、 海 を 得る よう な 物 な の で ある 。 

た いま つが 、 暗 間 を 除去 する よう な 物 な の で ある 。 

この 法華 絆 も 、 ま た 、 同 様 な の で ある 。 

(法華 経 は 、) 「 朝生 」、「 生 者 」 を 一 切 の 苦し み 、 一 切 の 病 痛 か 
ら 離 れ さ せる こと が 可能 な の で ある 。 

(法華 経 は 、) 一 切 の 生死 の 束縛 を 解除 する こと が 可能 な の で あ 


も し 人 が 、 こ の 法華 経 を 聞く こと が で き 得 て 、 自 ら 書 いた り 、 他 
人 に 書か せ た り すれ ば 、 得 る 功徳 は 、 仏 の 名 革 で 、 い くつ な の か 数 
えて 量 っ て も 、 そ の 果て を 得る こと が で き な い 。 

も し 、 こ の 法華 経 を 書い て 、 華 、 香 、「 環 培 」、 「 紀 ひ も 状 の 飾 
り 」、 焼 香 、 抹 理 、 塗 理 、 「 幅 施 」 と 「 天 蓋 」、 衣 服 、 蘇 の 岸 粒 品 
ウソ ク 、 油 の 照 粒 ロウ ソ ク 、 諸 々 の 香油 の 日 炉 ロ ウソ ク 、「 瞳 入 」 
の 香油 の 虹 米 ロウ ソ ク 、 「 須 明 那 」 の 香油 の 六 ロウ ソ ク 、 ' 波 
維 」 の 香油 の 昌 燃 ロウ ソ ク 、 「 婆 利 師 迎 」 の 香油 の 炉 ロウ ソ ク 、 
「 那 次 摩 利 」 の 香油 の 帳 米 ロ ウソ ク と いっ た 種々 の 晶 炉 ロウ ソ ク を 
捧げ た ら 、 得 る 功徳 も 、 ま た 、 無 量 な の で ある 。 

宿 王 華 菩 薩 よ 、 も し 人 が 、 こ の 法華 経 の 薬 王 菩薩 本 事 品 を 聞け 
ば 、 ま た 、 無 量 の 無限 の 功徳 を 得る 。 

も し 女 の 人 が 、 こ の 法華 経 の 楽 王 菩薩 本 事 品 を 聞い て 、 受 け 入 れ 
て 保持 する こと が で きれ ば 、 そ の 女 の 身 が 尽き た 後 、( 女 の 身 を ) ま 
た 受け な い 。 

釈 迎 年 尼 仏 の (肉体 の ) 死 後 、 ' 後 五 百 歳 」、「 未 法 」 の 中 で 、 も 
し 女 の 人 が 、 こ の 法華 経 を 聞い て 、 教 え の 通り に 修行 すれ ば 、 こ の 
世 で 命 が 終わ っ た ら 、 安 楽 な 世界 、 阿 弥 陀 仏 を 大 いな る 菩薩 達 が 囲 
ん で 住ん で いる 場所 に 行っ て 、 運 華 の 中 の 宝 の 座 の 上 に 生ま れ て 、 
貸 欲 に 悩ま され ず 、 怒 りや 思 か さ に 悩ま され ず 、 思 い 上 が りや 婦 
と いっ た 諸々 の 汚れ に 悩ま され ず 、 菩 薩 の 神通 力 と 「 無 生 法 忍 」 、 
「 生 滅 を 超越 し た 真理 の 認識 」 を 得る 。 

そし て 、 こ の 「 無 生 法 妨 」、 " 生 滅 を 超越 し た 真理 の 認識 」 を 得 
終わ る と 、 眼 が 清浄 に な っ て 、 こ の 清浄 な 眼 で 、 七 百 万 二 千 億 那由 
他 恒 河 沙 に 等 し い 数 の 諸仏 を 見 る 。 


この 時 、 諸 仏 は 、 遅 か 遠く か ら 、 共 に 、 ほ め た た えて 吉 っ た 。 


善い か な 。 


善い か な 。 

善い 男子 よ 、 あ な た 達 が 能 よ く 釈 迎 牟 尼 仏 の 仏法 の 中 で 、 こ の 法 
華 経 を 受け 入れ て 保持 し て 、 読 ん で 、 思 考 し て 、 他 人 の 為 に 説い て 
得 た 幸福 を も た ら す 功徳 は 無量 、 無 限 な の で ある 。 

火 で 焼く こと は 不可 能 な の で ある 。 

水 で 押し 流し て 漂わ せる こと は 不可 能 な の で ある 。 

あな た 達 の 功徳 は 、 幾 千 も の 諸仏 が 共に 説い て も 、 説 き 尽 くす こ 
と は 不可 能 な の で ある 。 

あな た 達 は 今 、 眺 に 、 能 よく 諸々 の 魔 の 賊 を 破り 、 生 死 の 軍 を 壊 
滅 さ せ 、 諸 々 の 他 の 怒 敵 を 紳 こ と ご と く 壊 滅 さ せ て いる 。 

善い 男子 よ 、 畿 百 、 畿 千 の 諸仏 は 、 神 通 力 で 、 共 に 、 あ な た 達 を 
守護 し て いる の で ある 。 

一 切 の 世間 の 天 人 、 人 の 中 で 、 あ な た 達 と 等 し い 者 は いな い の で 
ある 。 

た だ し 、 仏 だ け は 除く 。 

諸々 の 声 聞 や 「 訓 支 仏 」、「 独 覚 」 や 菩薩 で 、 貿 区 と 禅定 が 、 あ 
な た 達 と 等 し い 者 は いな い の で ある 。 

宿 王 華 菩 薩 よ 、 こ の 薬 王 苦 薩 は 、 こ の よう な 功徳 と 塁 閣 の 力 を 成 
就 し て いる の で ある 。 

も し 人 が 、 こ の 法華 経 の 楽 王 菩薩 本 事 品 を 聞い て 、 喜 ん で 、「 善 
い 」 と 、 ほ め た た える こと が で きれ ば 、 こ の 人 は 、 現 世 で 、 口 くち 
の 中 か ら 常 に 青 夢 華 の 香り を 出す し 、 身 の 毛穴 の 中 か ら 常 に 牛頭 梅 
槽 理 を 出す し 、 得 る 功徳 は 前 述 の 通り な の で ある 。 

この た め 、 宿 王 華 菩薩 よ 、 こ の 法華 経 の 薬 王 菩薩 本 事 品 を 、 あ な 
た 達 に 付属 させ る 。 

私 達 、 諸 仏 の (肉体 と いっ た 仮 の 身 の ) 死 後 、「 後 五 百 歳 」、「 未 
法 」 の 中 で 、 広 く 説い て 、「 間 浮 提 」、「 この 世 」 に 流布 させ て 、 
断絶 し て し まっ て 如 魔 、 魔 の 民 、 諸 々 の 天 人 、 龍 、 夜 叉 、 鳩 軸 花 ク 
ン バ ン ダ と いう 鬼 な ど が 好機 を 得 な いよ うに させ な さい 。 

宿 王 華 菩 薩 よ 、 あ な た 達 は 、 ま さ に 、 神 通 力 で 、 こ の 法華 経 を 守 
護 し な さい )。 

理由 は 何 か ? (と 吉 つ と 、) 

この 法華 経 は 、「 間 浮 提 」、「 この世 」 の 人 の 病気 へ の 良 薬 な の 
で ある 。 

も し 人 に 病気 が 有 っ て も 、 こ の 法華 経 を 聞く こと が で き 得 れ ば 、 
病気 が 消滅 し て 、 不 老 不 死に な る 。 

宿 王 華 菩 薩 よ 、 あ な た 達 は 、 も し 、 こ の 法華 経 を 受け 入れ て 保持 
し て いる 者 を 見 る こと が 有 れ ば 、 ま さ に 、 青 蓮華 に 抹 香 を 盛っ て 満 
た し て 、 そ の 人 の 上 に 、 ま き 散 らし て 捧げ な さい 。 

まき 散ら し て 捧げ 終わ っ た ら 、 こ の よう に 思っ て 吉 い な さい 。 


「 こ の 人 は 、 遠 か ら ず 、 必 ず 、 ま さ に 、 草 を 取っ て 、 道 場 で 学 祥 
し て 、 諸 々 の 魔 の 軍 を 破っ て 、 ま さ に 、 法 螺 具 を 吹き 鳴ら し て 、 大 
いな る 法 の 太鼓 を 打ち 鳴ら し て 、 一 切 の 『 連 生 』、『 生 者 』 を 老 病 
死 と いう 海 か ら 仏 土 へ 渡し て 解脱 させ る 」 と 。 

この た め 、 仏 道 を 探求 し て いる 者 は 、 こ の 法華 経 を 受け 入れ て 保 
持 し て いる 人 が いる の を 見 た ら 、 ま さ に 、 こ の よう に 、 茜 し く 敬 う 
心 を 生じ させ な さい 。 


この 法華 経 の 楽 王 菩薩 本 事 品 を 説い た 時 、 八 万 四 千 の 菩薩 は 、 

「 解 一 切 雷 生 語 吉 陀 雑 尼 」 を 得 た 。 

多 宝 仏 は 、 宝 の 塔 の 中 か ら 、 宿 王 華 菩薩 を ほめ た た えて 吉 っ た 。 

「 敬 いか な 。 善 いか な 。 宿 王 華 菩 薩 よ 、 あ な た は 、 不 可 思 議 な 功 
徳 を 成 呪 し て 、 こ の よう な 事 を 釈 迎 牟 尼 仏 に 質問 で き て 、 量 り 知れ 
な い ほ ど 無 数 の 一 切 の 『 衆 生 』、『 生 者 』 に 利益 を も た らし た ,」 
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その 時 、 釈 迎 年 尼 仏 は 、「 大 人 相 」 、「 三 十 二 相 」 の 「 了 肉 略 」 か 
ら 光 明 を 放っ て 、 ま た 、 眉間 白 宮 相 , か ら 光 を 放っ つて 、 東 方 の 百 
八 万 億 那由 他 恒 河 沙 に 等 し い 数 の 諸仏 の 世界 を あま ね く 照 らし た 。 
この ( 特 人 万 億 那由 他 恒 河 沙 の ) 数 (の 世界 ) を 過ぎ る と 、 浄 光 荘 剛 
と 吉 う 名 前 の 世界 が 有る 。 
その 国 に は 、 兆 華 宿 王 振 仏 と 喜 う 称号 の 仏 が いる 。 
(光華 宿 王 振 仏 は 、) 無 限 な は ど 、 量 り 知 れ な い ほ ど 無 数 の 菩薩 の 
大 衆 に 恭 し く 拘 われ て 、 囲 まれ て 、 菩 薩 達 の 為 に 、 仏 法 を 説い て い 


釈 迎 牟 尼 仏 は 、「 眉間 白鶴 相 」 か ら の 光明 で 、 そ の 国 を あま ね く 
照ら し た 。 

その 時 、 浄 光 荘 厳 と いう 仏 国 土 の 一 切 の 中 に 、 妙 音 菩 薩 と 吉 う 名 
前 の 一 人 の 菩薩 が いた 。 

(妙音 音 薩 は 、) 長 い 間 、 婚 に 、 多 数 の 功徳 、 善 行 と いつ 本 も と 、 
種 を 植え て 、 幾 百 、 幾 干 、 幾 万 、 幾 借 も の 量り 知れ な い ほ ど 無 数 の 
諸仏 に 捧げ も の を 捧げ て 、 親 し み 近 づい て 、 と て も 深い 智 六 を こと 
ご と く 成 就 し て 、 妙 幡 相 三 昧 、 法 華 三味 、 浄 徳 三昧 、 宿 王 戯 三昧 、 
無縁 三昧 、 智 印 三昧 、 解 一 切 軍 生 語 吉 三昧 、 集 一 切 功徳 三昧 、 清 浄 
三昧 、 神 通 遊 戯 三昧 、 直 炉 三昧 、 荘厳 王 三昧 、 浄 光明 三昧 、 浄 蔵 三 
昧 、 不 共 三昧 、 日 旋 三 昧 を 得 て 、 こ れ ら の よう な 百 千 万 億 恒 河 沙 に 
等 しい 数 の 諸々 の 大 いな る 三昧 を 得 て い た 。 

釈 迎 年 尼 仏 の 光 が 、 そ の (妙音 菩薩 の ) 身 を 照ら す と 、( 妙 音 菩 薩 
は 、) 浄 華 宿 王 留 仏 に 吉 っ た 。 

「 浄 華 宿 王 名 仏 よ 、 私 (、 妙 音 菩 薩 ) は 、 ま さ に 、『 深 婆 世 界 』、 

『 こ の 世 』 へ 行っ て 、 符 通年 尼 仏 を 礼拝 し て 、 親 し み 近 づい て 、 捧 
げ も の を 捧げ ます 。 
また 、 法 王子 と も 呼ば れる 文殊 師 利 菩薩 、 薬 王 菩薩 、 勇 施 菩薩 、 宿 
王 華 菩薩 、 上 行 意 菩 薩 、 荘厳 王 菩薩 、 薬 上 菩薩 に まみ えま す 」 

その 時 、 浄 華 宿 王 智 仏 は 、 妙 音 菩薩 に 告げ た 。 

「 あ な た (、 妙 音 菩 薩 ) は 、 あ の 仏 国土 (、 こ の 世 ) を 軽 蔵 し て 、『( こ 
の 世 の 仏 、 菩 薩 、 こ の 世 と いう 仏 国土 は ) 下 劣 で ある 』 と いう 想い 
を 生じ る な か れ 。 
善い 男子 よ 、 あ の 『 深 婆 世界 』、『 こ の 世 』 に は 、 高 低 が あっ て 、 
平ら で は な く 、 土 石 、 諸 々 の 山 、 汚 れ て いる 悪い も の に 満ち て い 
て 、 仏 の 身 が 卑 小 で 、 諸 々 の 菩薩 達 の 姿 形 も 、 ま た 、 卑 小 で ある 。 
し か し 、 あ な た (、 妙 音 菩 薩 ) の 身 は 、 四 万 二 千 由 旬 で ある 。 

私 (、 浄 華 宿 王 智 仏 ) の 身 は 、 六 百 八 十 万 由 旬 で ある 。 
あな た (、 妙 音 菩薩 ) の 身 は 、 第 一 に 端正 で 、 幾 百 、 幾 千 、 幾 万 も の 


幸福 が あっ て 、 光 明 が 特に 絶妙 で ある 。 
この た め 、 あ な た (、 妙 音 倍 薩 ) は 、 行 っ て も 、 あ の 仏 国 土 (、 こ の 
世 ) を 軽 革 し た り 、『( こ の 世 の ) 仏 、 菩 薩 、( こ の 世 と いう ) 仏 国土 は 
下劣 で ある 』 と いう 想い を 生じ た りす る な か れ .」 

妙音 菩薩 は 、 そ の 浄 華 宿 王 名 仏 に 吉 っ た 。 

「 浄 華 宿 王 名 仏 よ 、 私 (、 妙 音 菩 薩 ) は 、 今 、『 姿 婆 世界 』、『 こ の 
世 』 へ 行き ます 。 
これ は 皆 、 仏 の 力 、 仏 が 神通 力 に 遊戯 し て いる こと 、 仏 の 功徳 と 智 
頑 の 荘厳 さ に よる 物 な の で す ,」 

この 時 、 妙 音 菩 薩 は 、 座 か ら 起 立 せ すず に 、 身 を 動揺 させ ず 、 三 昧 
に 入っ て 、 三 昧 の 力 に よっ て 、「 者 痢 過 山 」、「 霊 驚 山 」 の 法 座 か 
ら 遠 く 離 れ て いな い 場 所 に 、 八 万 四 千 の 多数 の 宝 の 蓮華 を 化 生 させ 
た 。 

( 宝 の 蓮華 は 、) 茎 が 、「 間 浮 槽 金 」、「 紫 を 帯び た 赤 黄 色 の 最上 
質 の 金 」 で あっ た 。 

葉 が 、 白 銀 で あっ た 。 

罰 が 、 金 賠 ダ イア モン ド で あっ た 。 

その ( 宝 の 蓮華 の ) 台 が 、「 頸 叔 迎 宝 」、「 赤 い 宝 石 」 で あっ た 。 


その 時 、 法 王子 と も 呼ば れる 文殊 師 利 菩薩 は 、 こ の 宝 の 蓮華 を 見 
て 、 釈 迎 御 尼 仏 に 喜 っ た 。 

「 釈 迎 牟 尼 仏 よ 、 ど ん な 理由 で 、 こ の 瑞 兆 が 先ほど か ら 現 れ て いる 
の で すか ? 
幾 千 、 畿 万 も の 宝 の 蓮華 が 有 っ て 、 茎 が 『 韻 浮 槽 金 :、『 紫 を 帯び 
た 赤 黄 色 の 最上 質 の 金 。 で 、 葉 が 白銀 で 、 牙 が 金剛 ダイ アモ ンド 
で 、 そ の ( 宝 の 蓮華 の ) 台 が 『 穫 叔 迎 宝 』、『 赤 い 宝 石 』 で す 」 

その 時 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 文 殊 師 利 薩 に 告げ た 。 

「 妙音 菩薩 が 、 浄 華 宿 王 智 仏 の 仏 国土 か ら 、 八 万 四 生 の 菩薩 に 囲ま 
れ て 、『 こ の 深 婆 世界 』 、『 こ の 世 』 に 来 て 、 私 (、 釈 迎 牟 尼 仏 ) に 
捧げ も の を 捧げ て 、 親 し み 近 づい て 、 礼 拝 し よう と し て いる の で あ 
る 。 
また 、( 妙 音 菩薩 が 、) 法 華 経 に 捧げ も の を 捧げ て 、 聴 こう と し て い 
る の で ある 」 

文殊 師 利 菩 薩 は 、 釈 迎 牟 尼 仏 に 吉 っ た 。 

「 釈 迎 牟 尼 仏 よ 、 こ の (妙音 ) 菩 薩 は 、 ど ん な 善行 と いう 本 も と 、 種 
を 植え て 、 ど ん な 功徳 、 善 行 を 修行 し て 、 こ の よう な 大 いな る 神通 
力 が 有る の で すか ? 
(妙音 菩薩 は 、) ど ん な 三昧 を 行 お こ な っ て いる の で すか ? 
願わ くば 、 私 達 の 為 に 、 こ の (妙音 菩薩 の ) 三 昧 の 名 前 を 説い て くだ 
さい 。 


私 達 も 、 ま た 、 こ の 三昧 を 修行 する こと に 勤め て 、 こ の 三昧 を 行 お 
こ な っ て 、 こ の (妙音 菩薩 の ) 色 形 、 相 の 『 大 小 』、『 優 劣 』 や 『 大 
儀 進 止 』g、『 身 の こなし 』 を 見 た いと 欲し ます 。 

た だ 、 願 わく ば 、 釈 迎 牟 尼 仏 よ 、 神 通 力 で 、 こ の (妙音 ) 菩 薩 が 来る 
の を 、 私 達 に 見 させ て くだ さい 」 

その 時 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 文殊 師 利 薩 に 告げ た 。 

「 こ の 長い 間 、( 仮 の 身 が ) 死 ん で いる 多 宝 仏 が 、 ま さ に 、 あ な た 達 
の 為 に 、 そ の 相 を 現し て くれ ます 」 

その 時 、 多 宝 仏 は 、 こ の (妙音 ) 菩 薩 に 告げ た 。 

「 善い 男子 (、 妙 音 菩 薩 ) よ 、 来 な さい 。 
法王 子 と も 呼ば れる 文殊 師 利 菩薩 が 、 あ な た (、 妙 音 菩 薩 ) の 身 を 見 
た いと 欲し て いる 」 

その 時 、 妙 音 菩 薩 は 、 こ の 浄 光 荘 厳 と いう 仏 国 土 か ら 、 姿 を 隠し 
て 、 八 万 四 千 の 菩薩 と 共に 出発 し て 来 た 。 

経由 し た 諸々 の 仏 国 土 は 、( 東 西南 北 と 上 下 の ) 六 種類 (の 方 向 ) に 
震動 し て 、 皆 こと ご と く 、 七 種類 の 宝 の 蓮華 を 雨 の よう に 降ら し 
た 。 

幾 百 、 幾 干 も の 天 の 音 楽 が 、 打 ち 鳴 ら さ な く て も 、 自 然 と 鳴っ 
た 。 

この (妙音 ) 菩 薩 は 、 目 が 、 広 大 な 青 蓮 華 の 葉 の よう で あっ た 。 

た と え 幾 百 、 幾 千 、 幾 万 も の 月 を 和合 し て も 、 そ の (妙音 菩薩 の ) 
顔つき 、 容 貌 の 端正 さ は 、 こ れ を 超過 し て いた 。 

(妙音 菩薩 は 、) 身 が 、 純 金 の 色 で 、 幾 百 、 畿 干 も の 量り 知れ な い 
ほど 無数 の 功徳 で 荘厳 に 飾ら れ て いた 。 

(妙音 菩薩 は 、) 威 徳 が 、 燃 える よう に 盛ん で あっ た 。 

(妙音 菩薩 は 、) 光 明 が 、 照 けり 輝い て いた 。 

(妙音 菩薩 は 、) 諸 々 の 相 を 十分 に 備え て いて 、 那 雑 延 天 の 堅固 な 
身 の よ う で あっ た 。 

(妙音 菩薩 は 、) 七 種類 の 宝 の 台 に 入っ て 、 空 中 に 上 昇 し て 、 地 か 
ら 七 多 雑 樹 の 高 さ に 離れ 去っ た 。 

(妙音 菩薩 は 、 八 万 四 千 の ) 諸 々 の 菩薩 達 に 共 し く 敬 われ て 囲ま れ 
て 、「 こ の 深 婆 世界 」、「 こ の 世 」 の 「 者 閣 嘱 山 」、「 霊 驚 山 」 に 
来 て 、 到 着 す る と 、 七 種類 の 宝 の 台 を 下り て 、 幾 百 、 幾 干 も の 価値 
の 「 環 贅 」、「 紀 ひも 状 の 飾り 」 を 持っ て 、 束 迎 年 尼 仏 の 所 に 至る 
と 、 頭 を 釈 迎 牟 尼 仏 の 足 に つけ て 敬礼 し て 、「 環 贅 」、「 紐 ひも 状 
の 飾り 」 を 捧げ て 、 航 迎 牟 尼 仏 に 吉 っ た 。 

「 釈 迎 御 尼 仏 よ 、 浄 華 宿 王 智 仏 が 、 釈 通年 尼 仏 の 安否 を 尋ね て いま 
居 。 

『 病 が 少な く 、 悩 み が 少 な く 、 日常 生活 が 軽やか で 素早 く 、 安 楽 と 
し て 行 お こ な っ て いま すか 2 否 か ? 


四 大 (元素 ) は 調和 し て いま すか ? 否 か ? 
俗 世 の 事 を 妨 耐 で きま すか ? 否 か ? 
軍 生 、 生 者 は 仏 土 へ 渡し や すい で すか ? 否 か ? 
真 欲 、 怒 り 、 患 か さ 、 怒 如 、 物 惜しみ 、 思 い 上 が り は 多く な いで す 
が 2 再 が か ? 
親不孝 、 出 家 修 行 僧 へ の 不敬 、 邪 悪 な 見 解 、 善 く な い 心 、 五 感 か ら 
の 感情 を 正 し て 整え な いこ と は 無い で すか ? 否 か ? 
釈 迎 牟 尼 仏 よ 、 上 箇 生 、 生 者 は 諸々 の 魔 、 引 み を 降伏 させ る こと が で 
き て いま すか ? 否 か ? 
長い 間 、( 仮 の 身 が ) 死 ん で いる 多 宝 仏 は 、 七 種類 の 宝 の 塔 の 中 に い 
て 、 来 て 、 仏 法 を 聴い て いま すか ? 否 か ? 。』 と ,」 

また 、( 妙 音 菩 薩 は 、) 多 宝 仏 に 低 頭 し 合掌 し 安 合 を 尋ね た 。 

「 安 穏 と し て いて 、 悩み が 少な く 、 妨 耐 し て 、 長 い 間 、 い ます 
0 下がる 
多 宝 仏 よ 、 私 (、 妙 音 菩 薩 ) は 、 今 、 多 宝 仏 の 身 を 見 た いと 欲し て い 


ます 。 

た だ 、 願 わく ば 、 多 宝 仏 よ 、 私 (、 妙 音 菩 薩 ) に 示し て 、 見 させ て く 
だ さい 」 

その 時 、 釈 迎 御 尼 仏 は 、 多 宝 仏 に 語っ た 。 

「 こ の 妙音 菩薩 は 、 見 た いと 欲し て いま す 」 

その 時 、 多 宝 仏 は 、 妙 音 菩 薩 に 告げ て 吉 っ た 。 

「 善い か な 。 善い か な 。 あな た (、 妙 音 菩 薩 ) は 、 能 よく 、 釈 迎 御 尼 
仏 に 捧げ 物 を 捧げ 、 法 華 経 を 聴き 、 文 殊 師 利 菩 薩 な ど に まみ える た 
め に 、 こ こ に 来 ま し た 」 

その 時 、 華 徳 普 薩 は 、 釈 迎 御 尼 仏 に 吉 っ た 。 

「 釈 迎 年 尼 仏 よ 、 こ の 妙音 菩薩 は 、 ど ん な 善 の 種 と な る 善行 を 植え 
て 、 ど ん な 『 功徳 』、『 善行 』 を 修行 し て 、 こ の よう な 神通 力 が 有 
る の で すか ? 」 

釈 迎 年 尼 仏 は 、 華 徳 菩 薩 に 告げ た 。 


過去 に 、 雲 雷 音 王 仏 と 吉 つ 名 前 の 仏 が いた 。 

雲 埋 音 王 仏 の ) 仏 国土 の 名 前 は 、 現 一 切 世間 で あっ た 。 

雲 需 音 王 仏 の ) 区 の 名 前 は 、 喜 見 で あっ た 。 

妙音 菩薩 は 、 一 万 二 千 年 間 、 十 万 種類 の 「 伝 楽 」、「 音 楽 」 を 寒 
雷 音 王 仏 に 捧げ た 。 

また 、( 妙 音 菩 薩 は 、) 八 万 四 千 個 の 、 七 種類 の 宝 の 鉢 を ( 宏 雷 音 王 
仏 に ) 捧 げた 。 

(妙音 菩薩 は 、) こ の 因縁 の 果報 で 、 今 、 浄 華 宿 王 留 仏 の 仏 国土 に 
生ま れ て 、 こ の よう な 神通 力 が 有る の で ある 。 

華 徳 菩 薩 よ 、 ど つう 思う で あろ うつ か? 


その 時 の 雲 雷 音 王 仏 の 所 で 「 伎 楽 」、「 音楽 」 を 捧げ 、 宝 の 器 を 
捧げ た 妙音 菩薩 が 、 今 の 、 こ の 妙音 菩薩 な の で ある 。 

華 徳 菩薩 よ 、 こ の 妙音 菩薩 は 、 婚 に 、 か つて 、 量 けり 知れ な い ほ ど 
無数 の 諸仏 に 捧げ も の を 捧げ て 、 親 し み 近 づい て 、 長い 間 、 切 徳 、 
善行 と いう 本 も と 、 種 を 植え て 、「 恒 河 小 」、「 ガ ンジ ス 川 の 砂 の 
よう に 無数 」 に 等 し い 数 の 、 幾 百 、 幾 千 、 幾 万 、 幾 億 、 幾 那由 他 も 
の 無数 の 諸仏 に 会 っ て き て いる の で ある 。 

華 徳 菩 薩 よ 、 あ な た は 、 た だ 、 妙 音 菩 薩 の 身 が 、 こ こ に 存在 する 
こと し か 見 えて いな いり!。 

し か し 、 こ の 妙音 菩薩 は 、 あ ちこ ちの 別々 の 場所 で 、 種 々 の 身 を 
現し て 、 諸 々 の 「 軍 生 」、「 生 者 」 の 為 に 、 こ の 法華 経 を 説い て い 
る の で ある 。 


(妙音 菩薩 は 、 
(妙音 菩薩 は 、 
(妙音 菩薩 は 、 
(妙音 菩薩 は 、 
(妙音 菩薩 は 、 
(妙音 菩薩 は 、 
(妙音 菩薩 は 、 
(妙音 菩薩 は 、 
(妙音 菩薩 は 、 
(妙音 菩薩 は 、 
を 現す 。 

(妙音 菩薩 は 、 
(妙音 菩薩 は 、 
(妙音 菩薩 は 、 


) あ る 場合 は 、 
) あ る 場合 は 、 
) あ る 場合 は 、 
) あ る 場合 は 、 
) あ る 場合 は 、 
) あ る 場合 は 、 
) あ る 場合 は 、 
) あ る 場合 は 、 
) あ る 場合 は 、 
) あ る 場合 は 、 


) あ る 場合 は 、 
) あ る 場合 は 、 
) あ る 場合 は 、 


苑 天 の 身 を 現す 。 
帝釈 天 の 身 を 現す 。 
自在 天 の 身 を 現す 。 

大 自在 天 の 身 を 現す 。 

天 大 閣 軍 の 身 を 現す 。 

昆 沙門 天 の 身 を 現す 。 

転 輪 回 王 の 身 を 現す 。 

諸々 の 小 王 の 身 を 現す 。 
長者 の 身 を 現す 。 

「 居士 」、「 未 出家 の 修行 者 」 の 身 


役人 の 身 を 現す 。 
バラ モン の 身 を 現す 。 
出家 者 の 男性 や 女性 や 在家 信者 の 男 


性 や 女性 の 身 を 現す 。 

(妙音 薩 は 、) あ る 場合 は 、 
者 」 の 妻 の 身 を 現す 。 

(妙音 薩 は 、) あ る 場合 は 、 

(妙音 菩薩 は 、) あ る 場合 は 、 

(妙音 菩薩 は 、) あ る 場合 は 、 男 児 や 女児 の 身 を 現す 。 

(妙音 菩薩 は 、) あ る 場合 は 、 天 人 、 龍 、 夜 叉 、 乾 賠 婆 、 阿 修 名 、 
錠 楼 殺 、 緊 那 鈴 、 摩 央 殺 仙 と いっ た 、 人 と 、 人 で は な い 者 達 の 身 を 
現す 。 

そし て 、 こ の 法華 経 を 説い て 、 地 獄 、 僚 學 界 、 畜 生 界 、 多 数 の 危 
険 な 場所 か ら 、 皆 を 救済 する こと が 可能 な の で ある 。 

また 、 王 の 後宮 で 、 変 身 し て 女 の 身 に 成っ て 、 こ の 法華 経 を 説 


華 徳 苦 薩 よ 、 こ の 妙音 菩薩 は 、 


長者 や 「 居士 」、「 未 出家 の 修行 


役人 の 妻 の 身 を 現す 。 
バラ モン の 妻 の 身 を 現す 。 


「 次 短 世界 」、「 こ の 世 」 の 諸々 


の 「 箇 生 」、「 生 者 」 を 救っ て 護る こと が 可能 な の で ある 。 

この 妙音 菩薩 は 、 こ の よう に 、 種 々 に 変化 させ て 身 を 現し て 、 

「 こ の 深 婆 国土 」、「 こ の 世 」 に 存在 し て 、 諸 々 の 「 衆 生 」、「 生 
者 」 の 為 に 、 こ の 法華 経 を 説く の で ある 。 

(妙音 菩薩 は 、) 神 通 力 、 身 を 変化 させ る 力 、 鉛 導 の 力 が 、 減 る こ 
と が 無い 。 

この 妙音 菩薩 は 、 い くつ も の 智 六 で 、「 姿 婆 世 界 」、「 こ の 世 」 
を 明る く 照 らし て 、 一 切 の 「 箇 生 」、「 生 者 」 の 各々 に 、「 所 
知 」、「 知 る こと が 可能 で ある も の 」 を 得 さ せる 。 

(妙音 菩薩 は 、 こ の 世 だ け で は な く 、) 十 方 の 「 恒 河 小 の 」、「 ガ 
ンジ ス 川 の 砂 の よう に 無数 な 」 世界 の 中 で も 、 ま た 、 同 様 な の で あ 


(妙音 音 薩 は 、) も し 、 ま さ に 、 声 聞 の 姿 形 で 、 仏 土 へ 渡す べき 者 
に は 、 声 聞 の 姿 形 を 現し て 、 そ の 者 の 為 に 、 仏 法 を 説く 。 

(妙音 菩薩 は 、) ま さ に 、「 訓 支 仏 」、「 独 覚 」 の 姿 形 で 、 仏 土 へ 
渡す べき 者 に は 、「 訓 支 仏 」、「 独 覚 」 の 姿 形 を 現し て 、 そ の 者 の 
為 に 、 仏 法 を 説く 。 

(妙音 菩薩 は 、) ま さ に 、 菩 薩 の 姿 形 で 、 仏 土 へ 渡す べき 者 に は 、 
菩薩 の 姿 形 を 現し て 、 そ の 者 の 為 に 、 仏 法 を 説く 。 

(妙音 菩薩 は 、) ま さ に 、 仏 の 姿 形 で 、 仏 土 へ 渡す べき 者 に は 、 仏 
の 姿 形 を 現し て 、 そ の 者 の 為 に 、 仏 法 を 説く 。 

(妙音 菩薩 は 、) こ の よう に 、 ま さ に 、 仏 土 へ 渡す べき 者 の 為 に 、 
種々 に 、 随 所 で 、 姿 形 を 現す 。 

また 、( 妙 音 菩 薩 は 、) ま さ に 、 死 ぬ 姿 で 、 仏 土 へ 渡す べき 者 に 
は 、 死 ぬ 姿 を 示し て 現す 。 

華 徳 菩 薩 よ 、 妙 音 菩 薩 は 、 こ の よう に 、 大 いな る 神通 力 、 智 閣 の 
力 を 成就 し て いる の で ある 。 


その 時 、 華 徳 菩 薩 は 、 釈 迎 牟 尼 仏 に 吉 っ た 。 

「 釈 迎 牟 尼 仏 よ 、 こ の 妙音 菩薩 は 、 善 の 種 と な る 善行 を 深く 植え て 
いま す 。 
釈 迎 牟 尼 仏 よ 、 こ の 妙音 菩薩 は 、 ど ん な 三昧 に いて 、 こ の よう に 、 
至る 所 で 、 変 身 し て 現れ て 、『 上 衆 生 』 、『 生 者 』 を 仏 土 へ 渡し て 解 
脱 さ せ て いる の で すか ? 」 

釈 迎 年 尼 仏 は 、 華 徳 菩薩 に 告げ た 。 

「 善い 男子 よ 、 そ の 三昧 の 名 前 は 、 現 一 切 色 身 三 味 で ある 。 
妙音 菩薩 は 、 こ の 現 一 切 色 身 三昧 に いて 、 こ の よう に 、 量 り 知 れ な 
い ほ ど 無 数 の 『 衆 生 』 、『 生 者 』 に 利益 を も た らし て いる の で あ 


」 
( 釈 迎 御 尼 仏 が 、) こ の 法華 経 の 妙音 菩薩 品 を 説い た 時 、 


妙音 菩薩 と 共に 来 て いた 者 達 、 八 万 四 千 人 の 菩薩 は 皆 、 現 一 切 色 身 
三昧 を 得 た 。 

「 こ の 深 婆 世界 」、「 こ の 世 」 の 量り 知れ な い ほ ど 無 数 の 菩薩 
も 、 ま た 、 こ の 現 一 切 色 身 三昧 と 「 陀 殺 尼 」、「 真 理 の 保持 」 を 得 
た 。 

その 時 、 妙 音 菩 薩 は 、 釈 迎 牟 尼 仏 と 、 多 宝 仏 の 塔 に 捧げ 物 を 捧げ 
終わ る と 、 本 も と の 仏 国 土 に 帰 二 し た 。 

経由 し た 諸々 の 仏 国 土 は 、( 東 西南 北 と 上 下 の ) 六 種類 (の 方 向 ) に 
岩 動 し て 、 宝 の 蓮華 を 雨 の よう に 降ら し た 。 

幾 百 、 幾 千 、 幾 万 、 幾 億 も の 、 種 々 の 「 伝 楽 」、「 音 楽 」 が 鳴っ 
た 。 

(妙音 菩薩 は 、) 本 も と の 仏 国 土 に 到着 し て 、 八 万 四 千 の 菩薩 に 囲 
まれ て 、 浄 華 宿 王 拓 仏 の 所 に 至る と 、 浄 華 宿 王 智 仏 に 吉 っ た 。 

「 浄 華 宿 王 逢 仏 よ 、 私 、 妙 音 菩 薩 は 、『 婆 婆 世 界 』 、『 こ の 世 』 に 
行っ て 、『 軍 生 』、『 生 者 』 に 利益 を も た らし て 、 釈 通年 尼 仏 に ま 
みえ 、 多 宝 仏 の 塔 を 見 て 、 礼 拝 し て 、 捧 げ 物 を 捧げ まし た 。 

また 、 法 王子 と も 呼ば れる 文殊 師 利 菩 薩 に まみ えま し た 。 

また 、 薬 王 菩 薩 、 得 勤 精進 力 菩 薩 、 勇 施 苦 薩 な ど に 、 ま みえ まし 


また 、 こ れ ら の 八 万 四 千 の 菩薩 に 、 現 一 切 色 身 三 昧 を 得 さ せま し 


( 釈 迎 牟 尼 仏 が 、) こ の 妙音 菩薩 ( 来 往 ) 品 を 説い た 時 、 
四 万 二 千 の 天 人 は 、「 無 生 法 妨 」 、「 生 滅 を 超越 し た 真理 の 認識 」 
を 得 た 。 

華 徳 菩 薩 は 、 法 華 三味 を 得 た 。 


マテ キモ 王寺 きき ヒコ 
観世 音 音 隆 普 門 品 

その 時 、 無 尽 意 菩薩 は 、 座 か ら 起立 し て 、「 備 祖 右 届 」 し て 、 合 
掌 し て 、 仏 に 向かっ て 、 こ の よう に 吉 っ た 。 

「 釈 迎 牟 尼 仏 よ 、 観 世 音 菩薩 は 、 ど ん な 理由 で 、『 和 観世 音 』 と いう 
名 前 な の で すか ? 」 

釈 迎 年 尼 仏 は 、 無 尽 意 菩薩 に 告げ た 。 


善い 男子 よ 、 も し 幾 百 、 幾 干 、 幾 万 、 幾 億 も の 量り 知れ な い ほ ど 
無数 の 「 衆 生 」、「 生 者 」 が 、 諸 々 の 苦悩 を 受け て いて 、 こ の 観世 
音 苦 薩 に つい て 聞い て 、 一 心 に (観世 音 菩 薩 の ) 名 前 を 唱え れ ば 、 観 

音 菩 薩 は 、 そ の 時 、 そ の 音声 を 観察 する と 、 皆 に (苦悩 か ら の ) 解 
脱 を 得 さ せる 。 

も し 、 こ の 観世 音 菩 薩 の 名 前 を 保持 し て いれ ば 、 た と え 大 き な 火 
に 入っ て も 、 火 に 焼 か れる こと が 無い 。 

この 観世 音 菩 薩 の 威力 が ある 神通 力 に よる 物 な の で ある 。 

も し 大 水 で 流さ れ て 漂流 し て も 、 そ の 観世 音 菩 薩 の 名 前 、 称 号 を 
唱え れ ば 、 浅 場所 を 得る こと が で きる 。 

も し 幾 百 、 畿 千 、 畿 万 、 幾 億 も の 「 衆 生 」、「 生 者 」 が 金 、 銀 、 
瑠璃 る り 、 犬 し ゃ こ 、 秦 秦 め の つう 、 珈 天 さ ん ご 、 琉 斑 こ は く 、 真 
珠 な どの 宝 を 求め て 大 海 に 入っ て 、 た と え 「 黒 風 」、「 砂 を 巻き 上 
げ 空 を 暗く する 暴風 」 が 吹 ! て 、 そ の 「 船 筋 」、「 停 泊 さ せ て いた 
船 」 を 漂流 させ て 、( 悪 い ) 殺 剃 鬼 の 国 に 陥ら ちせ て も 、 そ の 中 に 一 人 
で も 観世 音 菩 薩 の 名 前 を 唱え る 者 が いれ ば 、 こ れ ら の 諸々 の 人 達 は 
皆 、 維 剤 に よる 災難 か ら 解 脱 す る こと が で き 得 る 。 

(観世 音 菩 薩 は 、) こ の よう な 理由 で 、「 観世 音 」 と いう 名 前 な の 
で ある 。 

また 、 も し 人 が 、 ま さ に 被害 に あい そう な と き に 上 臨ん で 観世 音 菩 
薩 の 名 前 を 唱え れ ば 、 こ の 加害 者 が 手 に 取っ た 刀 や 杖 は 、 す ぐに バ 
ラバ ラ に 壊れ て 、( 被 害 か ら ) 解 脱 す る こと が で き 得 る 。 

も し 「 三 千 大 千 国 土 」 の 中 に (悪い ) 夜 叉 や (悪い ) 名 剃 が 満ち て 、 
や っ て 来 て 人 を 悩ま し た いと 欲し て も 、( 悪 い 夜 叉 や 殺 沸 が 、) そ の 
人 が 観世 音 菩薩 の 名 前 を 唱え る の を 聞い た ら 、 こ れ ら の 諸々 の 悪い 
鬼 は 「 悪 眼 」、「 憎 し み の 眼 」 で 、 こ の 人 を 視 る こと が で き な く な 


また 、 ま し て 、 諸 々 の 悪い 鬼 は 、 害 を 加え る こと が で き な く な 
る 。 
また 、 た と え 人 が 、 有 罪 で も 無 因 で も 、「 手 か せ 」 、「 足 か せ 」 


と いっ た 「 か せ 」 や 鎖 で 、 そ の 身 が 拘束 、 東 縛 さ れ て も 、 観 世 音 菩 
薩 の 名 前 を 唱え れ ば 、(「 か せ 」 や 鎖 は ) 皆 こと ご と く 切 断 し て 壊れ 


て 、(「 か せ 」 や 鎖 か ら ) 解 脱 す る こと が で き 得 る 。 

も し 「 三 千 大 千 国 土 」 の 中 に 「 怒 賊 」 、「 憎 むべ き 賊 」 が 満ち 
て 、 商 人 の 主人 が 諸々 の 商人 を 引き 連れ て 貴重 な 宝 を 「 次 持 し 
て 」、「 持 参 し て 」、 険 し い 道 を 通り 過ぎ る と き に 、 そ の 中 の 一 人 
が 、 こ の よう に 吉 っ た と する 。 

「 諸 々 の 善い 男子 よ 、 恐 怖 す る な か れ 。 
あな た 達 は 、 ま さ に 、 一 心 に 、 観 世 音 菩薩 の 名 前 、 称 号 を 唱え る べ 
き で ある 。 
この 観世 音 菩薩 は 、 恐 れ な いこ と を 『 箇 生 』 、『 生 者 』 に 施す こと 
が で きる 。 
あな た 達 が 、 も し 観世 音 菩 薩 の 名 前 を 唱え れ ば 、 こ の 憎む べき 賊 か 
ら 、 ま さ に 、 解 脱 す る こと が で き 得 る 」 

商人 達 は 、 聞 く と 、 共 に 声 を 出し て 、「 南無 、 観 世 音 菩薩 (観世 
音 菩 薩 を 敬礼 し ます ) 」 と 吉 っ た 。 

この 観世 音 菩薩 の 名 前 を 唱え た の で 、( 憎 お むべ き 賊 か ら ) 解 脱 す る 
こと が で き 得 た 。 

無尽 意 菩 薩 よ 、 観 世 音 菩薩 の 威力 が ある 神通 力 は 、 こ の よう に 、 
「 竹林 で ある 」、「 高 徳 で 尊い 」 の で ある 。 

も し 「 箇 生 」、「 生 者 」 が 、 性 欲 が 多く て も 、 常 に 観世 音 菩 薩 に 
つい て 思っ て 、 観 世 音 菩薩 を 蒸し く 敬 えば 、 性 欲 を 離れ る こと が で 
き 得 る 。 

も し 怒る こと が 多く て も 、 常 に 観世 音 菩 薩 に つい て 思っ て 、 観 世 
音 菩 薩 を 恭 し く 敬 えば 、 怒 けり を 離れ る こと が で き 得 る 。 

も し 愚 か さ が 多 く て も 、 常 に 観世 音 菩薩 に つい て 思っ て 、 観 世 音 
菩薩 を 恭 し く 散 えば 、 軸 か さ を 離 れる こと が で き 得 る 。 

無尽 意 菩 薩 よ 、 観 世 音 菩薩 に は 、 こ れ ら の よう な 、 大 いな る 威力 
の 神通 力 が 有 っ て 、 多 く の 利 益 を も た ら す の で ある 。 

この た め 、「 上 衆生 」、「 生 者 」 は 、 常 に 、 ま さ に 、 心 で 、 観世音 
菩薩 に つい て 思う べき で ある 。 

も し 女 の 人 が 男の子 を 産み た いと 欲し て 求め て 、 観世音 菩薩 を 礼 
拝 し て 捧げ も の を 捧げ れ ば 、 幸 福 を も た ら す 功徳 と 智 靖 が ある 男 の 
子 を 産む こと が で きる 。 

も し 女の子 を 産み た いと 欲し て 求め て 、( 観 世 音 菩薩 を 礼拝 し て 
捧げ も の を 捧げ れ ば 、) 前 世 で 功徳 、 善 行 と いう 本 も と 、 種 を 植え 
て き て いて 、 多 数 の 人 に 愛さ れ て 敬 わ れる 、 端 正 な 姿 形 の 女の子 を 
産 お こと が で きる 。 

無尽 意 菩 薩 よ 、 観 世 音 菩薩 に は 、 こ の よう な 力 が 有る 。 

も し 「 箇 生 」、「 生 者 」 が 観世 音 菩薩 を 恭 し く 敬 っ て 礼拝 すれ 
ば 、 そ の 幸福 を も た ら す 功徳 、 善 行 は 虚しく な い の で ある 。 

この た め 、「 上 衆生 」、「 生 者 」 は 皆 、 ま さ に 、 観世音 菩薩 の 名 


前 、 稼 号 を 受け 入れ て 保持 する べき で ある 。 
無尽 意 菩 薩 よ 、 も し 人 が 六 十 二 億 恒 河 沙 の 菩薩 の 名 前 を 受け 入れ 
て 保持 し て 、 姿 形 を 尽く し て 、 飲 食物 、 衣 服 、 寝 具 、 医 薬品 を 捧げ 
た ら 、 無 尽 意 菩薩 よ 、 ど うつ 思う で あろ うつ か? この 善い 男子 や 善い 
女 の 人 の 功徳 は 多い で あろ うか ? 否 か ? 


無尽 意 菩薩 は 、( 釈 迎 牟 尼 仏 に ) 吉 っ た 。 

「 と て も 多い で す 。 釈 迎 年 尼 仏 よ 」 

釈 迎 年 尼 仏 は 、( 無 尽 意 菩薩 に ) 吉 っ た 。 

「 も し 人 が 観世 音 菩薩 の 名 前 、 称 号 を 受け 入れ て 保持 し て 一 時 で も 
礼拝 し て 捧げ も の を 捧げ れ ば 、( 太 十 二 億 恒 河 沙 の 菩薩 の 名 前 を 受 
け 入 れ て 保持 し て 捧げ も の を 捧げ た 人 と 、 観世音 菩薩 の 名 前 を 受け 
入れ て 保持 し て 捧げ も の を 捧げ た 人 の 、) こ れ ら の 二 人 の 幸福 を も 
た ら す 功徳 、 善 行 は 、 正 に 等 し く 、 異 な ら ず 、 幾 百 、 幾 千 、 幾 万 、 
幾 億 芝 が た っ て も 尽き る こと が 無い の で ある 。 
無尽 意 菩 薩 よ 、 観 世 音 菩薩 の 名 前 、 移 号 を 受け 入れ て 保持 する と 、 
この よう な 、 無 量 、 無 限 の 幸福 を も た ら す 功徳 の 利益 を 得る こと が 
で きる の で ある 」 

無 尺 意 菩薩 は 、 釈 迎 牟 尼 仏 に 吉 っ た 。 

「 釈 迎 牟 尼 仏 よ 、 観 世 音 菩薩 は 、 ど の よう に 、『 こ の 凌 婆 世界 』、 
"この世 』 を 巡る の で すか ? 

どの よう に 、『 運 生 』、『 生 者 』 の 為 に 、 仏 法 を 説く の で すか ? 
方 便 の 力 は 、 ど の よう な の で すか ? 」 

釈 迎 年 尼 仏 は 、 無 尽 意 菩薩 に 告げ た 。 


善い 男子 よ 、 も し 、 こ の 仏 国 土 、 こ の 世に 「 上 衆生 」、「 生 者 」 が 
いて 、 ま さ に 、 仏 の 身 に よっ て 、 仏 土 へ 渡す べき 者 に は 、 観世音 菩 
薩 は 、 仏 の 身 を 現し て 、 そ の 者 の 為 に 、 仏 法 を 説く 。 

まさ に 、「 褒 支 仏 」 、「 独 覚 」 の 身 に よっ て 、 仏 土 へ 渡す べき 者 
に は 、「 訓 支 仏 」、「 独 覚 」 の 身 を 現し て 、 そ の 者 の 為 に 、 仏 法 を 
説く 。 

まさ に 、 声 聞 の 身 に よっ て 、 仏 土 へ 渡す べき 者 に は 、 声 聞 の 身 を 
現し て 、 そ の 者 の 為 に 、 仏 法 を 説く 。 

まさ に 、 策 天 の 身 に よっ て 、 仏 土 へ 渡す べき 者 に は 、 葬 天 の 身 を 
現し て 、 そ の 者 の 為 に 、 仏 法 を 説く 。 

まさ に 、 帝 釈 天 の 身 に よっ て 、 仏 土 へ 渡す べき 者 に は 、 帝 釈 天 の 
身 を 現し て 、 そ の 者 の 為 に 、 仏 法 を 説く 。 

まさ に 、 自 在 天 の 身 に よっ て 、 仏 土 へ 渡す べき 者 に は 、 自 在 天 の 
身 を 現し て 、 そ の 者 の 為 に 、 仏 法 を 説く 。 

まさ に 、 大 自在 天 の 身 に よっ て 、 仏 土 へ 渡す べき 者 に は 、 大 自在 


天 の 身 を 現し て 、 そ の 者 の 為 に 、 仏 法 を 説く 。 

まさ に 、 天 大 属 軍 の 身 に よっ て 、 仏 土 へ 渡す べき 者 に は 、 天 大 属 
軍 の 身 を 現し て 、 そ の 者 の 為 に 、 仏 法 を 説く 。 

まさ に 、 昆 沙門 天 の 身 に よっ て 、 仏 土 へ 渡す べき 者 に は 、 時 沙 門 
天 の 身 を 現し て 、 そ の 者 の 為 に 、 仏 法 を 説く 。 

まさ に 、 小 王 の 身 に よっ て 、 仏 土 へ 渡す べき 者 に は 、 小 王 の 身 を 
現し て 、 そ の 者 の 為 に 、 仏 法 を 説く 。 

まさ に 、 長 者 の 身 に よっ て 、 仏 土 へ 渡す べき 者 に は 、 長者 の 身 を 
現し て 、 そ の 者 の 為 に 、 仏 法 を 説く 。 

まさ に 、「 居士 」、「 未 出家 の 修行 者 」 の 身 に よっ て 、 仏 土 へ 渡 
すべ き 者 に は 、「 居士 」、「 未 出家 の 修行 者 」 の 身 を 現し て 、 そ の 
者 の 為 に 、 仏 法 を 説く 。 

まさ に 、 役 人 の 身 に よっ て 、 仏 土 へ 渡す べき 者 に は 、 役 人 の 身 を 
現し て 、 そ の 者 の 為 に 、 仏 法 を 説く 。 

まさ に 、 バ ラモン の 身 に よっ て 、 仏 土 へ 渡す べき 者 に は 、 バ ラ モ 
ン の 身 を 現し て 、 そ の 者 の 為 に 、 仏 法 を 説く 。 

まさ に 、 出 家 者 の 男性 や 女性 や 在家 信者 の 男性 や 女性 の 身 に よっ 
て 、 仏 土 へ 渡す べき 者 に は 、 出 家 者 の 男性 や 女性 や 在家 信者 の 男性 
や 女性 の 身 を 現し て 、 そ の 者 の 為 に 、 仏 法 を 説く 。 

まさ に 、 長 者 や 「 居士 」、「 未 出家 の 修行 者 」 や 役人 や バラ モン 
の 妻 の 身 に よっ て 、 仏 土 へ 渡す べき 者 に は 、 妻 の 身 を 現し て 、 そ の 
者 の 為 に 、 仏 法 を 説く 。 

まさ に 、 男児 や 女 ! 足 の 身 に よっ て 、 仏 土 へ 渡す べき 者 に | よ 、 男 
や 女児 の 身 を 現し て 、 そ の 者 の 為 に 、 仏 法 を 説く 。 

まさ に 、 天 人 、 龍 、 夜 叉 、 乾 較 婆 、 阿 修 維 、 迎 楼 維 、 緊 那 比 、 摩 
帳 羅 人 加 と いっ た 、 人 と 、 人 で は な い 者 達 の 身 に よっ て 、 仏 土 へ 渡す 
べき 者 に は 、 皆 、 こ れ ら を 現し て 、 そ の 者 の 為 に 、 仏 法 を 説く 。 

まさ に 、 執 金剛 神 の 身 に よっ て 、 仏 土 へ 渡す べき 者 に は 、 幸 金剛 
神 の 身 を 現し て 、 そ の 者 の 為 に 、 仏 法 を 説く 。 

人 の の 守 ま の 薩 は 、 この よう な 功徳 を 成 跳 し て し 
で 種々 の 姿 形 で 、 諸 々 の 仏 国土 を 巡っ て 、「 則 生 」、「 生 者 」 を 
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この た め 、 あ な た 達 は 、 ま さ に 、 一 心 に 、 観世音 菩薩 に 捧げ も の 
を 捧げ る べき で ある 。 

この 観世 音 菩 薩 は 、 息 ろ し い 緊 急 の 災難 の 中 で 、 恐れ る こと が 無 
いこ と を 施す こと が で きる の で ある 。 

この た め 、「 こ の 湊 婆 世界 」、「 こ の 世 」 の 皆 は 、 こ の 観世 音 菩 
薩 を 「 施 無 展 者 」 と いう 秒 号 で 呼ぶ の で ある 。 


き 意 菩薩 は 、 釈 迎 御 尼 仏 に 吉 っ た 。 


「 怠 迎 年 尼 仏 よ 、 私 、 無 尽 意 菩薩 は 、 今 、 ま さ に 、 観世音 菩薩 に 捧 
げ も の を 捧げ ます 

する と 、 首 の 、 幾 百 両 、 幾 千両 も の 黄金 の 価値 が ある 、 多 数 の 宝 
玉 の 「 環 夫 」、「 紀 ひも 状 の 飾り 」 を 解く と 、 こ れ を (観世 音 菩 薩 
に ) 与 えて 、 こ の よう に 吉 っ た 。 

「 あ な た 、 観 世 音 菩薩 よ 、 こ の 『 法 施し て 』、『 仏 法 を 説く こと を 
布施 し て 』 得 た 珍し い 宝 の 『 環 責 』、『 弓 ひも 状 の 飾 !) 』 を 受け 
取っ て くだ さい 」 

その 時 、 観 世 音 菩薩 は 、 こ れ を 受け 取る こと を 承知 し な か っ た 。 

無尽 意 菩 薩 は 、 ま た 、 和 観世音 菩薩 に 吉 っ た 。 

「 あ な た 、 観 世 音 菩薩 よ 、 私 達 を あわ れん で 、 こ の 『 理 贅 』、『 組 
ひも 状 の 飾り 』 を 受け 取っ て くだ さい 」 

その 時 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 観世音 菩薩 に 告げ た 。 

「 ま さ に 、 こ の 無尽 意 菩 薩 、『 四 則 テ 』 、『 出 家 者 の 男女 と 在家 付 者 
の 男女 』、 天 人 、 龍 、 夜 叉 、 乾 賠 婆 、 阿 修 欠 、 迎 楼 級 、 緊 那 維 、 摩 
由 只 加 と いっ た 、 人 と 、 人 で は な い 者 達 を あわ れん で 、 こ の 『 下 
贅 』。、『 弓 ひも 状 の 飾り 』 を 受け 取り な さい 」 

その 時 、 観 世 音 菩薩 は 、 諸 々 の 「 四 衆 」、「 出 家 者 の 男女 と 在家 
信者 の 男女 」、 天 人 、 龍 と いっ た 、 人 と 、 人 で は な い 者 達 を あわ れ 
ん で 、 そ の 「 環 贅 」、「 紀 ひも 状 の 飾り 」 を 二 つ に 分 け て 、 一 つ を 
釈 迎 牟 尼 仏 に 捧げ 、 も う 一 つ を 多 宝 仏 の 塔 に 捧げ た 。 


( 釈 迎 年 尼 仏 は 、 無 尽 意 菩薩 に 吉 っ た 。) 
「 無尽 意 菩 薩 よ 、 観 世 音 菩薩 に は 、 こ の よう な 自由 自在 の 神通 力 が 
有 っ て 、『 商 婆 世界 』 、『 こ の 世 』 を 巡っ て いる の で ある 」 


その 時 、 無 尽 意 菩薩 は 、( 釈 迎 御 尼 仏 に ) 詩 で 質問 し た 。 

「 釈 迎 征 尼 仏 は 、 妙 な る 相 を 備え て いま す 。 
私 、 無 尽 意 菩薩 は 、 今 、 く り 返 し 、 こ の 観世 音 菩 薩 に つい て 質問 し 
ます 。 
仏 の 子 で ある 観世 音 菩 薩 は 、 ど ん な 理由 で 、『 観世音 』 と いう 名 前 
な の で すか ? 」 


妙 な る 相 を 十分 に 備え て いる 尊い 者 で ある 釈 好 牟 尼 仏 は 、 無 民意 
菩薩 に 詩 で 答え た 。 


あな た 達 は 、 観 世 音 菩薩 の 行い を 聴き な さい 。 

善く 諸々 の 方 向 と 場所 に 応じ て いる 広い 甘い は 、 海 の よう に 深い 
し 、「 歴 切 し て も 」、「 長い 時 間 を 経過 し て も 」 思い 量 る こと が で 
き な い ほど な の で ある 。 


幾 千 億 も の 多く の 諸仏 に 、 そ ば で 仕え て 、 大 いな る 清浄 な 願い を 
起こ し た の で ある 。 

私 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 あ な た 達 の 為 に 、 略 し て 説 こ う 。 

観世 音 菩薩 の 名 前 を 聞い て 、 観 世 音 菩薩 の 身 を 見 て 、 心 で 観世 音 
菩薩 に つい て 思っ て 、 空 虚 に 過ごさ な けれ ば 、 諸 々 の 苦し み を 滅 ぼ 
すこ と が で きる 。 

た と え 害 意 を 起こ され て 、 押 され て 、 大 き な 火 が 燃え る 穴 に 落と 
され て も 、 こ の 観世 音 菩 薩 の 力 に つい て 思え ば 、 火 の 穴 は 、 変 化し 
て 、 池 に 成る 。 

また 、 巨 大 な 海 に 漂流 し て 、「 龍 魚 」 や 諸々 の 悪い 鬼 に よる 災難 
が あっ て も 、 こ の 観世 音 菩薩 の 力 に つい て 思え ば 、 波 も 沈め る こと 
が で き な い り 。 

また 、 須 弥山 の 頂上 に いて 、 人 に 押さ れ て 落と され て も 、 こ の 観 
世 音 菩薩 の 力 に つい て 思え ば 、 太 陽 の よう に 、 空 中 に 浮か ぶ 。 

また 、 悪 人 に 追わ れ て 、「 金剛 山 」 か ら 落 ち て も 、 こ の 観世 音 菩 
薩 の 力 に つい て 思え ば 、 毛 一 本 で すら 損なわ れ な し り 。 

また 、 憎 むべ き 賊 に 出会っ て 、 賊 に 囲ま れ て 、 賊 の 各々 が 刀 を 手 
に 取っ て 害 を 加え よう と し て も 、 こ の 観世 音 菩薩 の 力 に つい て 思え 
ば 、 賊 は 、 こ と ご と く 慈 半 の 心 を 起こ す 。 

また 、「 王 難 」、「 王 に 背 い た こと に よる 刑 凛 」 の 苦し み に あ っ 
て 、 刑 に 臨ん で 、 寿 命 が 終わ り そ う な と き 、 こ の 観世 音 菩 薩 の 力 に 
つい て 思え ば 、 刑 に 使わ れる 刀 が 、 す ぐに バラ バラ に 壊れ る 。 

また 、「 か せ 」 と 鎖 に 拘束 され て 、 手 足 に 「 手 か せ 」 と 「 足 か 
せ 」 が つけ られ て も 、 こ の 観世 音 菩 薩 の 力 に つい て 思え ば 、 心 が 晴 
れ や か に 成っ て 、(「 か せ 」 と 鎖 か ら ) 解 脱 す る こと が で き 得 る 。 

呪い や 諸々 の 毒薬 で 身 が 害さ れ よ うと し て も 、 こ の 観世 音 菩薩 の 
力 に つい て 思え ば 、 呪 いや 毒 業 の 効果 が 加害 者 本 人 へ 返る 。 

また 、 悪 い 雑 、 毒 龍 、 諸 々 の 悪い 喝 な ど に 会 っ て も 、 こ の 観世 
音 菩 薩 の 力 に つい て 思え ば 、 そ の 時 、 毒 龍 や 悪い 喝 は 、 こ と ご と 
く 、 あ えて 害 そ つと し な い !。 

も し 、 悪 い 獣 に 囲ま れ て 、 久 利 な 中 や 爪 が 恐る べき で も 、 こ の 観 
世 音 菩薩 の 力 に つい て 思え ば 、 無 限 に 、 あ ら め ぬ 方 向 へ 走り 去る 。 

イモ リ 、 蛇 、 マ ムシ 、 サ ソリ の 毒気 が 火 や 煙 の よう で も 、 こ の 観 
世 音 菩薩 の 力 に つい て 思え ば 、 す ぐに 、 観世音 菩薩 の 名 前 を 唱え る 
声 を 聞い て 、 蛇 た ち は 自 ら 頭 を めぐ らし て 去る 。 

雲 か ら 雷 鳴 が 鳴っ て 、 雷 光 が は し っ て 、 吉 ひ ょ う が 降 っ て 、 大 雨 
が 降り 注い で も 、 こ の 観世 音 菩 薩 の 力 に つい て 思え ば 、 ま さ に 、 そ 
の 時 、 雲 散 夫 消 する 。 

「 軍 生 」、「 生 者 」 が 、 困 難 、 災 厄 を こう むっ て 、 量 けり 知れ な い 
ほど 無数 の 苦し み が 身 に 人 迫っ て も 、 観 世 音 菩薩 の 妙 な る 知力 は 、 世 


間 の 苦し みか ら 救 うこ と が 可能 な の で ある 。 

(観世 音 菩薩 は 、) 神 通 力 を 十分 に 備え て いて 、 広 く 智 六 の 「 方 
便 」、「 便 宣 的 な 方 法 」 を 修習 し て いて 、 十 方 の 諸々 の 仏 国土 で 
(観世 音 菩 薩 が ) 身 を 現さ な い 「 剥 ( 土 )」 、「 仏 国土 」 は 無い の で あ 
る 。 

(観世 音 菩薩 は 、) 地 獄 、 餅 鬼 界 、 畜 生 界 と いっ た 種々 の 諸々 の 
「 悪 趣 」、「 悪 道 」 と 、 生 老 病 死 の 苦し み を 、 徐 々 に 、 こ と ご と 
く 、 滅 ぼ す 。 

(観世 音 菩 薩 に は 、) 真 観 、 清 浄 観 、 広 大 智 款 観 、 慈 観 、 慈 観 が あ 


(観世 音 菩 薩 を ) 常 に 願い 、 常 に 仰ぎ 見 な さい 。 

(観世 音 菩 薩 の 、) 汚 れ が 無い 、 清 浄 な 光 の 智 堪 の 太陽 は 、 諸 々 の 
闇 を 破り 、 災 難 の 風 と 火 を 降伏 させ 、 世 間 を あま ね く 明 る く 照 ら 
す 。 
(観世 音 菩薩 の )「 悲 体 」 の 戒 は 、「 雷 震 」、「 落 雷 」 の よう な の 
で ある 。 

(観世 音 菩 薩 の ) 思 いや る 心 の 絶妙 さ は 、 大 いな る 雲 の よ うな の で 
ある 。 

(観世 音 菩 薩 は 、) 甘 露 の よう な 仏法 と いう 雨 を 注い で 、 燃 悩 の 災 
を 滅ぼし て 除去 する 。 

訴訟 され て 争っ て 役所 の 中 に いて も 、 戦 争 し て いる 軍 の 陣 の 中 で 
恐れ て いて も 、 こ の 観世 音 菩 薩 の 力 に つい て 思え ば 、 多 数 の 候 み 
を 、 こ と ご と く 、 退 散 さ せる 。 

妙 な る 音声 が ある 観世 音 菩薩 に は 、「 釣 音 」、「 仏 の 音声 」、 海 
の 潮 の よう な 音声 、 こ の 世 よ り 優 れ て いる 音声 が ある 。 

この た め 、 常 に 、( 観 世 音 菩薩 に つい て ) 思 うべ き で ある 。 

思い か ら 思 い へ 、 疑 い を 生じ る な か れ 。 

観世 音 菩 薩 は 、 清 浄 で 、 神 聖 で 、 苦 悩 や 死 や 災厄 に お いて 生 者 の 
為 に 頼る べき 者 と 成る こと が 可能 で ある 。 

(観世 音 菩 薩 は 、) 一 切 の 功徳 を 備え て いる 。 

(観世 音 菩 薩 は 、) 思 いや り の 眼 で 、「 上 箇 生 」、「 生 者 」 を 視 て い 
る 。 

「 福 茎 」、「 幸福 を も た ら す 多数 の 功徳 、 善行 」 は 海 の よ うに 無 
量 で ある 。 

この た め 、 ま さ に 、( 観 世 音 菩 薩 を ) 頂 戴 し て 礼拝 する べき で あ 
る 。 


その 時 、 持 地 菩薩 は 、 座 か ら 起 立 し て 、 前 に 出 て 、 釈 迎 牟 尼 仏 に 
吉 っ た 。 


「 釈 迎 牟 尼 仏 よ 、 も し 『 運 生 』 、『 生 者 』 が 、 こ の 法華 経 の 観世 音 


菩薩 ( 普 門 ) 品 の 自由 自在 な 業 、『 普 門 示 現 』、『 あ まね く 門 を 示し 
て 現す 』 神通力 を 聞け ば 、 ま さ に 、 知 る べき で す 、 こ の 人 の 功徳 は 
少な く な い の で す 」 

釈 迎 牟 尼 仏 が 、 こ の 法華 経 の (観世 音 菩薩 ) 普 門 品 を 説い た 時 、 大 
衆 の 中 の 、 八 万 四 千 の 「 衆生 」、「 生 者 」 は 皆 、 無 双 の 、「 阿 多 
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雑 三 鞭 三 菩提 」、「 無 上 普遍 正 覚 」 を 求め る 心 を 起こ し た 。 


陀 維 尼 品 


その 時 、 薬 王 菩薩 は 、 座 か ら 起 立 し て 、「 偏 祖 右 肩 」 し て 、 合 掌 
し て 、 釈 迎 牟 尼 仏 に 向かっ て 、 こ の よう に 吉 っ た 。 

「 釈 迎 年 尼 仏 よ 、 も し 善い 男子 や 善い 女 の 人 が 法華 経 を 受け 入れ て 
保持 する こと が で き て 、 読 ん で 通じ て 利益 を 得 た り 、 法 華 経 を 書き 
写し た り し た ら 、 ど れ ほ どの 幸福 を 得る の で すか ? 」 

釈 迎 年 尼 仏 は 、 薬 王 菩薩 に 告げ た 。 

「 も し 善い 男子 や 善い 女 の 人 が 、 八 百 万 億 那由 他 恒 河 沙 に 等 し い 数 
の 諸仏 に 捧げ も の を 捧げ た ら 、 あ な た 、 薬 王 菩薩 は 、 ど つう 思う で あ 
ろ つ か ?2 その 人 が 得る 幸福 は 多い で あろ うつ か 2 否 か ? 

( 薬 王 音 薩 は 、 釈 迎 牟 尼 仏 に 答え た 。) 

「 と て も 多い で す 。 青 通 牟 尼 仏 よ 」 

釈 迎 年 尼 仏 は 、( 薬 王 菩薩 に ) 吉 っ た 。 

「 も し 善い 男子 や 善い 女 の 人 が 、 四 旬 の 詩 の 一 つ で も 、 こ の 法華 経 
を 受け 入れ て 保持 し て 、 読 ん で 、 意 義 を 理解 し て 、 教 え の 通り に 修 
行 し た ら 、 幸 福 を も た ら す 功徳 は 、 と て も 多い の で ある .」 

その 時 、 薬 王 菩薩 は 、 釈 迎 牟 尼 仏 に 吉 っ た 。 

「 怠 迎 牟 尼 仏 よ 、 私 は 、 今 、 ま さ に 、 法華 経 の 仏法 を 説い て いる 者 
に 、『 陀 維 尼 の 』、『 真 理 の 保持 で ある 』、『 呪 』。、『 仏 の 吉 葉 』 
を 所 えて 、 こ の 者 を 守護 し ます 

する と 、( 業 王 菩薩 は 、)「 呪 」、「 仏 の 吉 葉 」 を (サン スク リッ ト 
語 で ) 説 いて 吉 っ た 。 

「 安 爾 アン ニニ 、 曖 爾 マン ニニ 、 摩 科 マ ネイ 、 摩 摩 徐 ママ ネイ 、 旨 隷 シ 
レイ 、 遮 梨 第 シャ リ テ イ 、 験 叶 シャ ニャ 、 肉 履 多 坦 シ ャ ビタ イ 、 閣 
帝 セ ン テ イ 、 目 帝 モ ク テ イ 、 目 多 履 モク タビ 、 深 履 シ ャ ビ 、 阿 理 深 
履 ア イシ ャ ビ 、 桑 履 リ ソウ ビ 、 深 履 シ ャ ビ 、 叉 商 シ ャ エイ 、 阿 叉 座 ア 
シャ エイ 、 阿 者 肌 ア キ ニ 、 閣 帝 セ ヤン テイ 、 験 履 シャ ビ 、 陀 雑 尼 ダラ 
二 、 阿 護 男 婆 波 矢 旗 尼 叉 肌 ア ロキ ャ バシ ャ バシ ャ ビシ ャ ニ 、 福 四 剃 
ネイ ビ テ イ 、 阿 便 嘱 選 補 履 剃 アベ ンタ ラ ネ イ ビ テ イ 、 阿 宣 史 波 隷 輸 
地 ア タン タ ハ レイ シュ タイ 、 欧 究 隷 ワウ クレ イ 、 御 究 隷 ムク レイ 、 阿 
雑 隷 ア ラ レ イ 、 波 殺 隷 八 ラ レイ 、 首 迎 差 シュ キャ シ 、 阿 三 磨 三 履 ア 
サン マサ ン ビ 、 仏 駄 昆 吉利 天 ボ ッ ダ ビ キ リ チ テ イ 、 達磨 波 利 差 帝 
ダル マハ リ シ テ イ 、 僧 伽 混 器 沙 科 ソウ ギャ ヤ ネ ッ クシ ャ ネイ 、 婆 舎 婆 
樹 輸 地 バ シャ バシ ャ シュ タイ 、 曖 選 マン タラ 、 曖 只 選 叉 夜 多 マ ン 
タラ シャ ヤ タ 、 郵 楼 ウ ロタ 、 郵 楼 情 舎 略 ウロ タキ ョ ウシ ャ 
リャ 、 悪 叉 選 ア シャ ラ 、 悪 叉 冶 多 冶 ア シャ ヤ タ ヤ 、 阿 波 慮 アバ ロ 、 
阿 摩 若 那 多 夜 アマ ニャ ナタ ヤ , 

( 薬 王 音 薩 は 、 釈 迎 牟 尼 仏 に 吉 っ た 。) 

「 釈 迎 牟 尼 仏 よ 、 こ の 『 陀 雑 尼 の 』、『 真理 の 保持 で ある 』、『 神 


呪 』。、『 仏 の 吉 葉 』 は 、 六 十 二 億 恒 河 沙 に 等 し い 数 の 諸仏 の 所 説 な 
の で す 。 
も し 、 こ の 法華 経 の 『 法 師 』、『 仏 法 の 教師 』 を お か し て 傷つけ れ 
ば 、 こ れ ら の 諸仏 を お か し て 傷つけ た こと に 成る の で す ,」 

その 時 、 釈 迎 牟 尼 仏 は 、 薬 王 菩薩 を ほめ た た えて 言っ た 。 

「 善 \ い か な 。 善い か な 。 薬 王 菩薩 よ 、 
あな た は 、 こ の 法華 経 の 『 法 師 』、『 仏 法 の 教師 ,』 を 思い や っ て 、 
擁護 し て 、 こ の 『 陀 欠 尼 』、『 仏 の 吉 葉 』 を 説い た 。 
諸々 の 『 箇 生 』、『 生 者 』 に 多く の 利益 を も た ら す 」 

その 時 、 勇 施 菩薩 は 、 釈 迎 牟 尼 仏 に 吉 っ た 。 

「 釈 迎 年 尼 仏 よ 、 私 、 勇 施 菩 薩 も 、 ま た 、 法 華 経 を 擁護 し て 、 読 
せ て 、 受 け 入れ させ て 保持 させ る 為 に 、『 陀 共 尼 』、『 仏 の 吉 葉 』 
を 説き ます 。 
も し 、 こ の 法華 経 の 『 法 師 』、『 仏 法 の 教師 ,』 が 、 こ の 『 陀 殺 
尼 』、『 仏 の 吉 葉 』 を 得 れ ば 、 夜 叉 、 弘 章 、 富 単 那 ブー タ 、 吉 麻 、 
鳩 加 茶 クン バン ダ 、 角 史 な ど が 、 そ の 『 法 師 』、『 仏法 の 教師 』 の 
短所 を うか が い 求 め て も 、 手 が か り を 得る こと は で き な い の で す 」 
する と 、( 勇 施 菩 薩 は 、) 釈 迎 牟 尼 仏 の 前 で 、「 呪 」、「 仏 の 吉 
葉 」 を (サン スク リッ ト 語 で ) 説 いて 吉 っ た 。 

「 症 裁 ザ レイ 、 摩 詞 症 隷 マ カ ザ レ イ 、 郁 槍 ウ キ 、 目 松 モ ッ キ 、 阿 隷 
アレ イ 、 阿 殺 婆 第 アラ バテ イ 、 混 隷 第 ネッ レイ テイ 、 混 隷 多 婆 第 
ネッ レイ タバ テイ 、 伊 答 杉 イ テ ニ 、 草 維 杉 イ テ ニ 、 旨 答 杉 シテ ニ 、 
混 隷 志 杉 ネッ レイ チ ニ 、 混 委 堀 湊 底 ネッ レイ チバ チ 」 

( 勇 施 菩 薩 は 、 釈 迎 牟 尼 仏 に 吉 っ た 。) 

「 釈 迎 牟 尼 仏 よ 、 こ の 『 陀 如 尼 の 』、『 真理 の 保持 で ある 』、『 神 
呪 』。、『 仏 の 吉 葉 』 は 、『 恒 河 沙 』.、『 ガ ンジ ス 川 の 砂 の よう に 無 
数 』 に 等 し い 数 の 諸仏 の 所 説 で すし 、 ま た 、 皆 、 喜 び ま す 。 
も し 、 こ の 法華 経 の 『 法 師 』、『 仏 法 の 教師 』 を お か し て 傷つけ れ 
ば 、 こ れ ら の 諸仏 を お か し て 傷つけ た こと に 成る の で す ,」 

その 時 、 世 を 守護 する 者 で ある 、 昆 沙門 天 は 、 釈 迎 牟 尼 仏 に 吉 っ 
た 。 

「 釈 迎 牟 尼 仏 よ 、 私 、 四 沙 門 天 も 、 ま た 、『 皮 生 』 、『 生 者 』 を 思 
いや っ て 、 こ の 法華 経 の 『 法 師 』、『 仏法 の 教師 』 を 擁護 し て 、 こ 
の 『 陀 色 尼 』 、『 仏 の 吉 葉 』 を 説き ます 」 

する と 、( 虹 沙門 天 は 、)「 呪 」 、「 仏 の 吉 葉 」 を (サン スク リッ ト 
語 で ) 説 いて 吉 っ た 。 

「 阿 梨 ア リ 、 那 梨 ナ リ 、[ 那 梨 ト ナリ 、 阿 那 護 ア ナ ロ 、 那 履 ナ ビ 、 
拘 那 履 ク ナビ 」 

( 虹 沙 門 天 は 、 釈 迎 牟 尼 仏 に 吉 っ た 。) 

「 釈 迎 年 尼 仏 よ 、 こ の 『 神 呪 』、『 仏 の 吉 葉 』 で 、 法 華 経 の 『 法 


師 』、『 仏 法 の 教師 』 を 挫 護 し ます 。 
私 、 工 沙 門 天 も 、 ま た 、 自 ら 、 ま さ に 、 こ の 法華 経 を 保持 し て いる 
者 を 擁護 し て 、 百 由 旬 内 に 、 諸 々 の 、 お と ろ え や 、 わ ずら い を 無く 
し ます 」 

その 時 、 持 国 天 が 、 こ の 会 の 中 に いて 、 千 万 億 那由 他 の 乾 較 婆 た 
ち に 共 し く 敬 われ て 囲ま れ て 、 前 に 出 て 、 釈 迎 牟 尼 仏 の 所 に 行っ 
て 、 合 掌 し て 、 衝 迎 年 尼 仏 に 吉 っ た 。 

「 釈 迎 牟 尼 仏 よ 、 私 、 持 国 天 も 、 ま た 、『 陀 雑 尼 の 』、『 真理 の 保 
持 で ある 』、『 神 呪 』。、『 仏 の 吉 葉 』 で 、 法 華 経 を 保持 し て いる 者 
を 擁護 し ます 」 

する と 、( 持 国 天 は 、)「 呪 」、「 仏 の 吉 葉 」 を (サン スク リッ ト 語 
で ) 部 いて 吉 っ た 。 

「 阿 伽 補 アキ ャ ネイ 、 伽 袖 キ ャ ネイ 、 回 利 ク リ 、 乾 陀 利 ケ ンダ リ 、 
為 陀 利 セン ダリ 、 摩 路 導 マト ギ 、 常 求 利 ジョ ウ グ リ 、 浮 楼 沙 札 ブ プロ 
シャ ニ 、 頒 底 ア ンチ 」 

( 持 国 天 は 、 釈 迎 牟 尼 仏 に 吉 っ た 。) 

「 釈 迎 年 尼 仏 よ 、 こ の 『 陀 殺 尼 の 』、『 真理 の 保持 で ある 』、『 神 
呪 。、『 仏 の 吉 葉 』 は 、 四 十 二 億 の 諸仏 の 所 説 な の で す 。 
も し 、 こ の 法華 経 の 『 法 師 』、『 仏 法 の 教師 ,』 を お か し て 傷つけ れ 
ば 、 こ れ ら の 諸仏 を お か し て 傷つけ た こと に 成る の で す 」 

その 時 、 殺 章 女 た ちがい た 。 

一 人 目 の 名 前 は 、 藍 腫 で あっ た 。 

二 人 目 の 名 前 は 、 皿 藍 婆 で あっ た 。 

三 人 目 の 名 前 は 、 曲 歯 で あっ た 。 

四 人 目 の 名 前 は 、 華 歯 で あっ た 。 

五 人 目 の 名 前 は 、 黒 で あっ た 。 

六 人 目 の 名 前 は 、 多 髪 で あっ た 。 

七 人 目 の 名 前 は 、 無 長 足 で あっ た 。 

八 人 目 の 名 前 は 、 持 環 地 で あっ た 。 

九 人 目 の 名 前 は 、 朱 諦 で あっ た 。 

十 人 目 の 名 前 は 、 秦 一 切 衆 生 精 気 で あっ た 。 

これ ら 十 人 の 殺 剥 女 と 、 鬼 子 母 視 と 、 そ の 子 と 、 閉 属 は 、 共 に 、 
釈 迎 年 尼 仏 の 所 に 行っ て 、 同 じ く 声 を 出し て 、 釈 迎 牟 尼 仏 に 吉 っ 
定 。 

「 釈 迎 牟 尼 仏 よ 、 私 達 、 十 人 の 殺 章 女 と 、 鬼 子 母 神 と 、 そ の 子 と 、 
着 属 も 、 ま た 、 法華 経 を 読ん で 受け 入れ て 保持 し て いる 者 を 擁護 し 
て 、 そ の 者 の お と ろ え や 、 わ ずら い を 除去 し た いと 欲し ます 。 
も し 法華 経 の 『 法 師 』 、『 仏法 の 教師 』 の 短所 を つか が い 求 め て 
も 、 手 が か り を 得る こと が で き な い よう に させ ます ,」 

する と 、( 十 人 の 旨 女 と 、 鬼 子 母 視 と 、 そ の 子 と 、 閉 属 は 、) 釈 


迎 牟 尼 仏 の 前 で 、「 呪 」、「 仏 の 吉 葉 」 を (サン スク リッ ト 語 で ) 説 
いて 吉 っ た 。 

「 伊 提 履 イ テ イ ビ 、 伊 提 泥 イ テ イ ミン 、 伊 提 履 イ テ イ ビ 、 阿 提 履 ア 
テイ ビ 、 伊 提 履 イ テ イ ビ 、 泥 履 デ イ ビ 、 泥 履 デ イ ビ 、 泥 履 デ イ ビ 、 
泥 履 デイ ビ 、 泥 履 デ イ ビ 、 楼 醒 ロ ケイ 、 楼 醸 ロ ケイ 、 楼 醒 ロ ケイ 、 
楼 酷 ロケ イ 、 多 醒 タ ケイ 、 多 醒 タ ケイ 、 多 醒 タ ケイ 、 上 中 酷 ト ケ イ 、 
酷 ト ケイ 」 

( 十 人 の 殺 剥 女 と 、 子 母 信 と 、 そ の 子 と 、 閉 属 は 、 吉 っ た 。) 
「 私 達 の 頭上 に 上 っ て も 、 法華 経 の 『 法 師 』、『 仏 法 の 教師 』 を 悩 
ます こと な か れ 。 
夜叉 、 殺 章 、 僚 鬼 、 富 単 那 ブ ー タ 、 吉 麻 、 陀 殺 、 特 駄 、 鳥 摩 勤 
伽 、 阿 政 摩 維 、 夜 叉 吉 基 、 人 吉 藤 に よっ て 、 も し く は 、 一 日 間 、 二 
日 間 、 三 日 間 、 四 日 間 か ら 七 日 間 の 熱病 に よっ て 、 も し く は 、 常 
時 、 熱 病 に よっ て 、 天 神 を 与え る 。 
男 の 姿 形 、 女 の 姿 形 、 男 児 の 姿 形 、 女 児 の 姿 形 で 、( 現 実 で も 、) 夢 
の 中 で も 、 ま た 、( 法 華 経 の 『 法 師 』 、『 仏 法 の 教師 』 を) 悩ま すこ 
と な か れ 」 

する と 、( 殺 唱 女 た ち は 、) 釈 迎 御 尼 仏 の 前 で 、 詩 で 説い て 吉 つ っ 
た 。 

「 も し 私 の 『 呪 』、『 吉 葉 』 に 従わ ず 、 法 華 経 の 仏法 を 説い て いる 
者 を 悩ま し て 心 を 乱 し た ら 、『 阿 梨 樹 枝 』 の よう に 、 頭 が 七 つ に 破 
多 す る 。 
父 や 母 を 級 す 因 を 犯し た か の よう に 。 ま た 、 油 を 手元 に 押さ えて 置 
く 因 、 井 ます と 程 は か り で 人 を だ ます 固 、『 調 達 』 、『 提 婆 達 多 』 
が 僧 団 を 破壊 し た 罪 を 犯し た か の よう に 。 こ の 法華 経 の 『 法 師 』、 
『 仏法 の 教師 』 に 固 を 犯し た 者 は 、 ま さ に 、 こ の よう な 災い を 得 


る 」 

諸々 の 縮 紳 女 た ち は 、 こ の 詩 を 説き 終わ る と 、 釈 迎 御 尼 仏 に 吉 っ 
だ 。 

「 怠 迎 牟 尼 仏 よ 、 私 達 、 殺 章 女 た ち も 、 ま た 、 ま さ に 、 こ の 身 で 、 
自ら 、 こ の 法華 経 を 受け 入れ て 保持 し て 読ん で 修行 し て いる 者 を 擁 
護 し て 、 安 穏 を 得 さ せ て 、 諸 々 の 、 お と ろ え や 、 わ ずら いか ら 離 れ 
させ て 、 多 数 の 毒 業 の 効果 を 消し ます 」 

釈 迎 年 尼 仏 は 、 諸 々 の 殺 章 女 た ち に 告げ た 。 

「 善い か な 。 善い か な 。 あな た 達 、 殺 唱 女 た ち が 、 た だ 、 法 華 経 の 
名 前 を 受け 入れ て 保持 し て いる 者 を 擁護 だ けし て 、 得 る 幸福 は 、 量 
る こと が で き な い ほど な の で ある 。 
まし て 、 功 徳 、 善 行 を 十分 に 備え て 、 法 華 経 を 受け 入れ て 保持 し 
て 、 華 、 香 、『 班 』、『 細 ひも 状 の 飾り 』、 抹 香 、 塗 香 、 焼 香 、 
『 幅 施 』 と 『 天 甘 』、『 伝 楽 』、『 音 楽 』、 交 の 頻 炉 ロウ ソ ク 、 油 


の 虹 六 ロ ウソ ク 、 魅 摩 那 の 華 の 香油 の 遇 炉 ロウ ソ ク 、 暗 久 の 華 の 香 
油 の 央 粒 ロウ ソ ク 、 邊 師 迎 の 華 の 香油 の 幅 炉 ロウ ソ ク 、 優 稀 苺 華 の 
香油 の 螺 粒 ロウ ソ ク と いっ た 諸々 の 香油 の 顕 炉 ロ ウソ ク な どの 諸々 
の 上 粒 ロウ ソ ク を 燃やす こと と いっ た 、 こ れ ら 印 百 種類 、 幾 干 種類 
も の 捧げ も の を 法華 経 に 捧げ る 者 を 擁護 し て 得る 幸福 は 、 量 る こと 
が で き な い ほど な の で ある 。 
旦 諦 た ちよ 、 あ な た 達 、 殺 剥 女 た ち と 、 春 属 は 、 ま さ に 、 こ の よう 
な 法華 経 の 法師 』 、『 仏 法 の 教師 』 を 擁護 し な さい 」 

釈 迎 年 尼 仏 が 、 こ の 法華 経 の 陀 維 尼 品 を 説い た 時 、 六 万 八 千 人 
が 、「 無 生 法 妨 」 、「 生 滅 を 超越 し た 真理 の 認識 」 を 得 た 。 


妙 壮 厳 王 本 事 品 


その 時 、 釈 迎 年 尼 仏 は 、 諸 々 の 大 衆 に 告げ た 。 


昔 、 古 の 世 、 幾 不可 思 議 阿 僧 祇 も の 、 無 限 な ほど 、 量 けり 知れ な い 
LAS 雲 雷 音 宿 王 華 智 仏 と 吉 つ 名 前 の 仏 が いた 。 
宇 音 宿 王 華 智 仏 の ) 仏 国土 の 名 前 は 、 光 明 荘 厳 で あっ た 。 

雷 音 宿 王 華 因 仏 の ) の 名 前 は 、 喜 見 で あっ た 。 
村人 人 ム の 仏法 の ( 仏 国土 と 時 代 の ) 中 に 、 妙 荘厳 と 

吉 つ 名 前 の 王 が いた 。 

その 妙 料 上 厳 王 の 夫人 の 名 前 は 、 浄 徳 と 吉 っ た 。 

( 妙 荘 厳 王 に は 、) 二 人 の 子 が いた 。 

一 人 目 の 名 前 は 、 浄 蔵 で あっ た 。 

二 人 目 の 名 前 は 、 浄 上 限 で あっ た 。 

これ ら の 二 人 の 子 に は 、 大 いな る 神通 力 、 幸 福 を も た ら す 功徳 、 
智 若 が 有 っ て 、 長 い 間 、 菩 薩 の 所 行 の 道 を 修行 し て いた 。 
(菩薩 の 所 行 の 道 と は 、) い わ ゆ る 、「 構 ( 那 ) 波 維 蜜 、 肛 比 波 殺 
蜜 、 辱 電流 弘 中 惨 革 中流 禅 ( 那 ) 波 蜜 、 般 若 波 雑 蜜 」、 

「 布施 、 持 戒 、 妨 5 精進 、 静 具 、 知 」、「 六 波 弘 蜜 」 と 、「 方 便 
流 維 志 人 恒 j だ だ 、 「 半 悲 喜 捨 」 と 、「 三 十 七 品 助 道 法 」 、 
三 十 七 品 菩提 分 法 」 で ある 。 

( 妙 料 厳 王 の 二 人 の 子 は 、 こ れ ら を ) 皆 こと ご と く 、 明 ら か に 了解 
し て 、 通 達し て いた 。 

また 、( 妙 荘厳 王 の 二 人 の 子 は 、) 菩 薩 の 浄 三昧 、 日 星宿 三昧 、 浄 
光 三 昧 、 浄 色 三 昧 、 浄 照明 三昧 、 長 荘厳 三昧 、 大 威 徳 蔵 三昧 を 得 て 
いて 、 これ ら の 三昧 に 、 また 、 こと ご と く 通 達し て いた 。 

その 時 、 この 宏 震 音 宿 王 華 ョ 仏 は 、 妙 荘厳 王 を 導い て 仏道 に 引き 
入れ よう と 欲し て 、 また 、 「 衆生 」 へ 「 生 者 」 を あわ れん で 、 この 
法華 笠 を 説い て いた 。 

その 時 、 浄 蔵 と 、 浄 眼 と 吉 つ ( 妙 荘厳 王 の ) 二 人 の 子 は 、 そ の 母 の 
所 に 行く と 、 両 手 の 十 本 の 指 の 爪 を 合わ せ て 合掌 し て 、 母 に 吉 っ 
だ 。 

「 願わ くば 、 母 よ 、 雲 雷 音 宿 王 華 因 仏 の 所 へ 行 っ て くだ さい い 。 
私 達 も 、 ま た 、 ま さ に 、( 母 に ) 付 き 従っ て 、( 雲 雷 音 宿 王 華 智 仏 に ) 
親しみ 近づい て 、 捧 げ も の を 捧げ て 、 礼 排 し ます 。 
理由 は 何 か ? (と 吉 う と 、) 
この 寒 雷 音 宿 王 華 智 仏 は 、 一 切 の 天 人 と 人 の 大 家 の 中 で 、 法華経 を 
説い て いま す 。 
(法華 経 を ) ま さ に 、 聴 いて 受け 入れ る べき で す 」 

母 は 、 子 達 に 告げ て 吉 っ た 。 


「 あ な た 達 の 父 ( で ある 妙 荘 厳 王 ) は 、 外 道 を 信じ て 受け 入れ て 、 バ 
ラモン の 教え に 深く 執着 し て いま す 。 
あな た 達 は 、 ま さ に 、( 父 で ある 妙 荘 厳 王 の 所 へ ) 行 っ て 、 父 (で ある 
妙 荘厳 王 ) に 吉 っ て 、 父 (で ある 妙 荘 厳 王 ) と 共に 行き な さい 」 

浄 蔵 と 、 浄 眼 は 、 両 手 の 十 本 の 指 の 爪 を 合わ せ て 合掌 し て 、 母 に 
責 っ た 。 

「 私 達 は 、『 法 王子 』、『 菩薩 』 な の で す 。 
その た め 、( あ えて 、) こ の 邪悪 な 見 解 を 持つ ( 父 で ある 妙 荘 厳 王 の ) 
家 に 生ま れ た の で す 」 

母 は 、 子 達 に 告げ て 吉 っ た 。 

「 あ な た 達 は 、 ま さ に 、 あ な た 達 の 父 ( で ある 妙 料 厳 王 ) を 憂慮 し 
て 、『 神 変 』、『 神 通 力 に よる 不思議 な 変化 』 を 現し な さい 。 
も し 、( あ な た 達 の 神通 力 を ) 見 れ ば 、( 父 で ある 妙 荘 厳 王 の ) 心 は 必 
ず 清 浄 に な っ て 、 私 達 が 、 雲 震 音 宿 王 華 智 仏 の 所 へ 行く の を 許す で 
し ょ う 」 

この 時 、( 妙 荘厳 王 の ) 二 人 の 子 は 、 そ の 父 ( で ある 妙 粧 厳 王 ) を 思 
いや っ て 、 飛 ん で 、 七 多 殺 樹 の 高 さ 、 空 中 に 浮か ん で 、 空 中 で 「 行 
住 学 人 駅 」、「 歩 いた り 、 立 ち 止 まっ た り 、 和 っ た り 、 横 に 成っ た 
け ) 」 し た けり 、 体 の 上 に 水 を 出現 させ た けり 、 体 の 下 に 火 を 出現 させ た 
けり 、 体 の 下 に 水 を 出現 させ た り 、 体 の 上 に 火 を 出現 させ た り 、 大 き 
な 体 を 出現 させ て 空中 に 満ち た り 、 ま た ( 元 の ) 小 さ な 体 を 出現 させ 
た り 、 小 さ な 体 か ら 、 ま た 、 大 き な 体 を 出現 させ た けり 、 空 中 で 消え 
て 、 和 急 然 と 地上 に 出現 し た けり 、 地 が 水 で ある か の よう に 地 中 に 入っ 
た けり 、 水 が 地 で ある か の よう に 水 を 踏ん で 歩い た りす る 種々 の 「 神 
変 」、「 神 通 力 に よる 不思議 な 変化 」 を 現し て 、 そ の 父 で ある ( 妙 
荘厳 ) 王 の 心 を 清浄 に し て 、 信 じ さ せ て 理解 させ た 。 

その 時 、 父 (で ある 妙 荘 厳 王 ) は 、 子 の 神通 力 が 、 こ の よう で ある 
の を 見 て 、 心 が 大 い に 喜 ん で 未 曽 有 に な る こと を 得 て 、 合 掌 し て 、 
子 に 向かっ て 、 吉 っ た 。 

「 あ な た 達 の 師 は 誰 な の で すか ? 誰 の 弟子 な の で すか ? 」 

( 妙 荘厳 王 の ) 二 人 の 子 は 、( 父 で ある ) 大 いな る ( 刻 荘厳 ) 王 に 吉 っ 
ra 内 

「 あ の 雲 雷 音 宿 王 華 智 仏 は 、 今 、 七 種類 の 宝 の 菩提 樹 の 下 に いて 、 
法 座 の 上 で 学 禅 し て 、 一 切 の 世間 の 天 人 と 人 の 大 則 の 中 で 、 広 く 、 
法華 経 を 説い て いま す 。 
(あの 雲 震 音 宿 王 華 智 仏 が 、) 私 達 の 師 な の で す 。 私 達 は 、( あ の 寒 震 
音 宿 王 華 智 仏 の ) 弟 子 な の で す 」 

父 ( で ある 妙 荘 厳 王 ) は 、 子 達 に 吉 っ た 。 

「 私 、 妙 荘厳 王 も 、 今 、 ま た 、 あ な た 達 の 師 ( で ある 寒 十 音 宿 王 華 
智 仏 ) に まみ えた いと 欲し ます 。 共 に 、 行 きま し ょ う 」 


この 時 、( 妙 荘厳 王 の ) 二 人 の 子 は 、 空 中 か ら 下 り て 、 そ の 母 の 所 
に 行っ て 、 合 掌 し て 、 母 に 吉 っ た 。 

「 父 ( で ある 妙 荘 厳 ) 王 は 、 今 、 上 既に 、 信 じ て 理解 し て 、『 阿 粗 多 比 
三 革 三 菩提 』、『 無 上 普遍 正 覚 。 を 求め る 心 を 起こ すこ と に 耐え る 
こと が で き て 任せ る こと が で きる よう に な けり まし た 。 
私 達 は 、 父 (で ある 妙 荘 厳 王 ) の 為 に 、 學 に 、『 仏 事 』、『 仏 の 働 
き 』 を な し まし た 。 
願わ くば 、 母 よ 、 あ の 雲 雷 音 宿 王 華 智 仏 の 所 で 出家 し て 仏道 修行 す 
る こと を 許し て くだ さい 」 

その 時 、( 妙 荘厳 王 の ) 二 人 の 子 は 、 く り 返 し 、 そ の 思い を 話し た 
いと 欲し て 、 詩 で 母 に 吉 っ た 。 

「 願わ くば 、 母 よ 、 私 達 を ( 家 か ら ) 解 放し て 、 出 家 さ せ て 、『 沙 
門 』 、『 出 家 者 』 に な ら せ て くだ さ し り 。 
諸仏 に は 会 う の は 、 と て も 難し い の で す 。 
私 達 は 、 仏 に 従っ て 学び ます 。 
(三千年 に 一 度 だ け 咲 く ) 優 曇 波 殺 華 の (開花 に 出会う の は 難し い ) よ 
うな 物 な の で す 。 
仏 に 会 うら の は 、 こ の 優 曇 波 比 華 に 出会う より も 、 難 し い の で す 。 
また 、 諸 々 の 災難 か ら 解 脱 す る の は 、 難 し い の で す 。 
願わ くば 、 私 達 の 出家 を 許し て くだ さい ,」 

母 は 、( 妙 荘厳 王 の 子 た ち に ) 吉 っ た 。 

「 あ な た 達 の 出家 を 許し ます 。 
理由 は 何 か ? (と 吉 う と 、) 
仏 に 会 うつ の は 難し いか ら で す 」 

この 時 、( 妙 荘厳 王 の ) 二 人 の 子 は 、 父 (で ある 妙 荘 厳 王 ) と 母 に 
表 っ た 。 

「 善い \ か な 。 父 ( で ある 妙 荘 厳 王 ) と 母 よ 、 願 わく ば 、 こ れ か ら 、 雲 
雷 音 宿 王 華 釧 仏 の 所 に 行っ て 、 親 し くま みえ て 、 捧 げ も の を 捧げ て 
くだ さい し いり 。 
理由 は 何 か ? (と 吉 う と 、) 
仏 に 会 うつ の は 難し い の で す 。 
(三千年 に 一 度 咲く ) 優 曇 波 維 華 の よう に 。 
また 、 眼 が 一 つ し か な い 和 亀 が 浮 木 に 巡り 合っ て 穴 に 入る の が 難し い 
(と いう 仏教 の 例え 話 の ) よ うに 。 
私 達 は 、 前 世 の 、 幸 福 を も た ら す 善行 が 深く 厚かっ た の で 、 仏 法 
(の 時 と 場所 ) に 生ま れ て 、 仏 法 に 出会え まし た 。 
この た め 、 父 (で ある 妙 荘 厳 王 ) と 母 よ 、 ま さ に 、 私 達 を 許し て 、 出 
家 さ せ て くだ さい しい)。 
理由 は 何 か ? (と 吉 う と 、) 
諸仏 に 会 う の は 難し い の で す 。 


( 仏 が いる ) 時 に 巡り 会 うら の も 、 ま た 、 難 し い の で す ,」 

この 時 、 妙 荘厳 王 の 後宮 に いた 八 万 四 千 人 は 皆 こ と ご と く 、 こ の 
法華 経 を 受け 入れ て 保持 する の に 耐え る こと が で き て 働 せ る こと が 
で きる よう に な っ た 。 

浄 眼 菩 薩 は 、 法 華 三昧 に 、 長い 間 、 皮 に 、 通 達し て いた 。 

浄 蔵 菩 藤 は 、 既 に 、 幾 百 、 畿 干 、 幾 万 、 幾 借 も の 量り 知れ な い ほ 
ど 無 数 の 区 の 間 、「 離 諸悪 趣 三 昧 」 に 通達 し て いた 。 

( 浄 蔵 菩 薩 は 、) 一 切 の 「 則 生 」、「 生 者 」 を 諸々 の 「 悪 趣 」、 

「 悪 道 」 、「 地 獄 な ど 」 か ら 離 れ さ せ た い と 欲し て いた か ら で あ 
る 。 

その ( 妙 荘厳 ) 王 の 夫人 は 、「 諸 仏 集 三昧 」 を 得 て 、 諸 仏 の 秘密 の 
( 智 六 の ) 蔵 を 知る こと が で きた 。 

( 妙 荘厳 王 の ) 二 人 の 子 は 、 こ の よう に 、「 方便 」、「 便 宜 的 な 方 
法 」 の 力 で 、 善 く 、 そ の 父 ( で ある 妙 荘 厳 王 ) を 教化 し て 、( 妙 荘厳 王 
の ) 心 を 信じ させ て 理解 させ て 、 仏 法 を 好ま せ て 願わ せ た 。 

この 時 、 妙 荘厳 王 は 群 臣 と 療 属 と 共に 、 浄 徳夫 人 は 後宮 の 女官 と 
音 属 と 共に 、 そ の (荘厳 ) 王 の 二 人 の 子 は 四 万 二 千 人 と 共 トド に 、 同 時 
に 、 共 に 、 雲 雷 音 宿 王 華 因 仏 の 所 に 行っ て 、 到 着 す る と 、 頭 を 雲 
音 宿 王 華 智 s 仏 の 足 に つけ て 敬礼 し て 、 雲 箇 音 宿 王 華 和 ョ 仏 の 周り を 三 
周回 っ て 敬礼 し て 、 退 く と 、 一 面 に 留まっ た 。 

その 時 、 こ の 守 雷 音 宿 王 華 加 仏 は 、 妙 荘厳 王 の 為 に 、 仏 法 を 説い 
て 、「 示 教 利 喜 し た 」、「 教 示し て 鼓 細 し て 喜ば せ た 」。 

妙 荘 厳 王 は 、 大 い に 喜 ん だ 。 

その 時 、 妙 荘厳 王 と 、 そ の 夫人 は 、 畿 百 、 畿 干 も の 価値 の 、 真 珠 
の 「 環 贅 」、「 紀 ひも 状 の 飾り 」 を 首 か ら 解 いて 、 雲 二 音 宿 王 華 智 
仏 の 上 に 、 ま き 散 ら す と 、 空 中 で 変化 し て 四 本 の 柱 が ある 宝 の 台 に 
成っ た 。 

宝 の 台 の 中 に は 、 大 いな る 宝 の 床 が 有 っ て 、 幾 百 、 畿 干 、 幾 万 も 
の 天 の 衣 が 敷 か れ て いた 。 

その 上 に 、 仏 が いて 、 結 義員 挙 し て いて 、 大 いな る 光明 を 放っ 
Fa 

その 時 、 妙 荘厳 王 は 、 こ の よう に 思っ た 。 

「 仏 の 身体 は 、 希 有 で 、 端 正 で 、 荘 厳 で 、 特 殊 で 、 第 一 の 微細 な 絶 
妙 な 色 形 を 成就 され て いる 」 

その 時 、 雲 震 音 宿 王 華 智 仏 は 、「 四宮 」、「 出 家 者 の 男女 と 在家 
信者 の 男女 」 に 吉 っ た 。 

「 あ な た 達 、 こ の 妙 荘 厳 王 が 、 私 、 雲 雷 音 宿 王 華 因 仏 の 前 で 、 合 掌 
し て 立っ て いる の が 見 える か ? 否 か ? 

この 妙 荘 厳 王 は 、 私 、 雪 電 昔 宿 華人 ョ 1 人 の 仏法 の 中 で 、 出 家 者 と 

成っ て 、『 助 仏道 法 』、『 三 十 七 品 助 道 法 』、『 三 十 七 品 菩 提 分 


法 』 を 精勤 に 修習 し て 、 ま さ に 、 深 殺 樹 王 仏 と 吉 う 移 号 の 仏 に 成る 
こと が で き 得 る 。 
( 深 羅 樹 王 仏 の ) 仏 国土 の 名 前 は 、 大 光 で ある 。 
( 姿 維 樹 王 仏 の ) 却 の 名 前 は 、 大 高 王 で ある 。 
その 深 共 樹 王 伏 に は 、 量 けり 知 れ な い ほ ど 無 数 の 菩薩 達 と 、 量 り 知れ 
な い ほ ど 無 数 の 声 聞 が いる 。 
その (人 殺 樹 王 仏 の ) 仏 国土 は 、 平 ら で 正しい 。 
( 姿 羅 樹 王 仏 の ) 功 徳 は 、 こ の よう に な る 」 

その 時 、 こ の 妙 料 厳 王 は 、 国 を 弟 に 付属 させ て 譲っ て 、 妙 荘厳 王 
と 夫人 と 二 人 の 子 と 諸々 の 閉 属 は 仏法 の 中 で 出家 し て 仏道 修行 し 
た 。 

妙 荘厳 王 は 、 出 家 す る と 、 八 万 四 千 年 間 、 常 に 、 精 進 に 勤め て 、 
妙法 華 経 を 修行 し た 。 

( 妙 荘厳 王 は 、) こ の 八 万 四 千 年 が 過ぎ た 後 、 一 切 浄 功徳 荘厳 三昧 
を 得 た 。 

する と 、( 刻 荘厳 王 は 、) 七 多 比 樹 の 高 さ まで 空中 に 上 昇 し て 、 雲 
雷 音 宿 王 華 因 仏 に 吉 っ た 。 

「 雲 寅 音 宿 王 華 智 仏 よ 、 こ れ ら 私 の 二 人 の 子 は 、 學 に 『 仏 事 』、 

『 仏 の 働き 』 を な し て 、 神 通 力 に よる 変化 に よっ て 、 私 の 邪悪 な 心 
を 転じ て 、 仏 法 の 中 に 安住 させ て 、 雲 震 音 宿 王 華 智 仏 に まみ えさ せ 
まし た 。 
これ ら 二 人 の 子 は 、 私 、 妙 荘厳 王 の 『 善 知識 』、『 善 友 』 で 、 前 世 
の 、 善 の 種 と な る 善行 を 発揮 し て 、 私 、 妙 荘厳 王 に 利益 を も た らし 
た いと 欲し た た め 、 今 世 で 、 私 、 妙 荘 厳 王 の 家 に 生ま れ た の で す ,」 

その 時 、 雲 雷 音 宿 王 華 智 仏 は 、 妙 料 厳 王 に 吉 っ た 。 

「 そ の 通り 、 そ の 通り 、 あ な た の 吉 う 通り で ある 。 
も し 善い 男子 や 善い 女 の 人 が 善 の 種 と な る 善行 を 植え れ ば 、 生 か ら 
生 へ 、『 善 知識 』、『 善 友 』 を 得る 。 
その 『" 善 知識 』、『 善 友 』 は 、 能 よく 『 仏 事 』、『 仏 の 働き 』 を な 
し て 、『 示 教 利 喜 し て 』、『 教 示し て 鼓舞 し て 喜ば せ て 』、『 阿 胡 
多 殺 三 鞍 三 若 提 』 、『 無 上 普遍 正 覚 。 に 入ら せる 。 
大 いな る ( 妙 料 厳 ) 王 よ 、 ま さ に 、 知 る べき で ある 。 

『 善 知識 』、『 善 友 』 は 、 大 いな る 因縁 な の で ある 。 
いわ ゆる 、( 『 善 知識 』、『 善 友 』 は 、) 教 化し て 導い て 、 仏 に まみ 
えさ せ て 、『 阿 精 多 殺 三 蘭 三 菩提 』、『 無 上 普遍 正 覚 。 を 求め る 心 
を 起こ させ る 。 
大 いな る ( 妙 料 上 厳 ) 王 よ 、 あ な た は 、 こ れ ら の 二 人 の 子 が 見 える 
か ? 否 か ? 
これ ら の 二 人 の 子 は 、 既 に 、 か つて 、 六 十 五 百 千 万 億 那由 他 恒 河 沙 
の 諸仏 に 、 捧 げ も の を 捧げ て いて 、 親 し み 近 づい て いて 、 禁 し く 


敬 っ て いて 、 諸 仏 の 所 で 、 法 華 経 を 受け 入れ て 保持 し て いて 、 邪 悪 
な 見 解 を 持っ て し まっ て いる 『 軍 生 』 、『 生 者 』 を あわ れん で 、 正 
し い 見 解 に 住ま わせ る 」 

妙 荘 厳 王 は 、 か ら 下 り て 、 雲 雷 音 宿 王 華 智 仏 に 吉 っ た 。 

「 雲 雷 音 宿 王 華 因 智 仏 よ 、 仏 は 、 と て も 希有 な の で す 。 

( 仏 は 、) 功 徳 と 智 六 に よっ て 、 頭 頂 の 『 肉 明 』 か ら 光 明 を 現し て 照 
らし ます 。 

その ( 仏 の ) 眼 は 、 長 く 、 広 く 、 紺 青色 で す 。 

( 仏 の ) 眉 間 の 『 白 室 相 』 の 白 さ は 、 明 る い 月 の よう で す 。 

( 仏 の ) 歯 は 白く 、 整 っ て いて 密 で 、 常 に 光明 が 有り ます 。 

( 仏 の ) 居 の 色 は 、 好 い 赤 色 で 、『 頻 婆 果 』 の よう で す 」 

その 時 、 妙 荘厳 王 は 、 雲 雷 音 宿 王 華 智 仏 の 、 こ れ ら の よう な 人 畿 
百 、 幾 千 、 幾 万 、 幾 億 も の 量り 知れ な い 無 数 の 功徳 を ほめ た た える 
と 、 雲 雷 音 宿 王 華 因 仏 の 前 で 、 一 心 に 、 合 掌 し て 、 ま た 、 雲 雷 音 宿 
王 華 智 仏 に 吉 っ た 。 

「 雲 二 音 宿 王 華 智 仏 よ 、 未 曽 有 な こと で す 。 
仏法 は 、 不 可 思 議 な 微細 で 絶妙 な 功徳 を 十分 に 備え て いて 、 成 就 し 
て いま す 。 

(人 が ) 教 え 戒 め て いる 所 行 は 、 安穏 と し て いて 、 快 く 、 善 いで す 。 
私 、 妙 荘厳 王 は 、 今 日 か ら 、 心 の 動き に 自ら 従わ ず 、 邪 悪 な 見 解 、 
思い 上 が り 、 怒り と いっ た 諸々 の 悪い 心 を 生じ な いよ うに し ます , 
( 妙 料 厳 王 は 、) こ の よう な 吉 葉 を 吉 う つと 、 雲 雷 音 宿 王 華 智 仏 に 和敬 
礼 し て 、 退 出し た 。 


釈 迎 年 尼 仏 は 、 大 則 に 告げ た 。 

「 どう 思う で あろ つか? 

妙 荘 厳 王 は 、 の 菩薩 な の で ある 。 

その 浄 徳夫 人 は 、 今 、 仏 の 前 で 、 光 に よっ て 照ら され て いる 荘厳 相 
菩薩 な の で ある 。 

妙 荘 厳 王 と 諸々 の 着 属 を あわ れん で 、 こ の 妙 荘 厳 王 の 家 の 中 に つま 
Ms 人 の 子 は 、 今 の 薬 王 薩 と 薬 上 菩 薩 な の で ある 。 

薬 王 菩薩 と 薬 上 菩薩 は 、 この よう な 諸々 の 大 いな る 功徳 を 成就 
の 幾 百 、 幾 干 、 幾 万 、 幾 億 も の 量り 知れ な い ほ ど 無 数 の 諸仏 
の 所 で 、 多 数 の 功徳 の 本 も と と な る 善行 を 種 の よう に 植え て 、 不 可 
思 議 な 諸々 の 善い 功徳 を 成就 し て いる の で ある 。 

も し 人 が 、( 薬 王 菩薩 と 薬 上 菩薩 と いつ 、) こ れ ら 二 人 の 菩薩 の 名 前 
を 知っ て いれ ば 、 一 切 の 世間 の 諸々 の 天 人 と 人 は 、 ま さ に 、 礼 拝 す 
る べき で ある 」 

釈 迎 御 尼 仏 が 、 こ の 法華 経 の 妙 荘 厳 王 本 事 品 を 説い た 時 、 八 万 四 
千 人 が 、「 遠 塵 離 垢 し て 」、「 洛 れ 、 燃 悩 か ら 離 れ て 」、「 諸 


法 」、 "全て の も の 」 の 中 で 、 法眼 浄 」、「 法眼 」 を 得 た 。 


普 買 菩薩 拓 発 品 


その 時 、 普 賢 菩 薩 は 、 自 由 自 在 な 神通 力 と 、 威 徳 と 、 名 声 を も っ 
て 、 数 える こと が 不可 能 な ほど 、 無 限 な ほど 、 量 けり 知 れ な い ほ ど 無 
数 の 大 いな る 菩薩 と 、 東 方 より 、 や っ て 来 た 。 

( 普 賢 菩 薩 達 が 、) 経 由 し た 諸国 は 、 あ まね く 斬 、 岩 動 し て 、 宝 の 
運 華 を 雨 の よう に 降ら し た 。 

また 、 幾 百 、 幾 干 、 幾 万 、 幾 億 も の 量り 知れ な い ほ ど 無 数 の 種々 
の 「 伝 楽 」、「 音 楽 」 が 鳴っ た 。 

また 、( 普 賢 菩薩 達 は 、) 無 数 の 諸々 の 天 人 、 龍 、 夜 叉 、 乾 較 光 、 
阿 修 維 、 迎 楼 維 、 緊 那 雑 、 摩 用 維 加 と いっ た 、 人 と 、 人 で は な い 者 
達 の 大 に 囲ま れ て いた 。 

( 普 賢 菩薩 達 は 、) 各 々 、 威 徳 と 神通 力 を 現し て 、「 深 婆 世界 

「 こ の 世 」 の 「 者 痢 過 山 」、「 霊 驚 山 」 の 中 に 到着 する と 、 頭 を 釈 
迎 征 尼 仏 の 足 に つけ て 敬礼 し て 、 釈 迎 年 尼 仏 の 周り を 七 周 、 右 に 
回 っ て 敬礼 し て 、( 普 賢 菩 薩 は 、) 釈 迎 年 尼 仏 に 吉 っ た 。 

内 仁和 私 、 普 賢 菩 薩 は 、 宝 威 徳 上 王 仏 の 仏 国土 で 、 Un 

婆 世 界 』 、『 こ の 世 』 で 、 法華経 が 説 か れ て いる の を 、 遥 か 遠 

くら 間 い て 、 幾 百 、 幾 千 、 幾 万 、 幾 億 も の 、 無 限 な ほど 、 量 り 知 
れ な い ほ ど 無 数 の 諸々 の 菩薩 達 と 共に 、 や っ て 来 て 、 聴 いて 受け 入 
れ ま す 。 
た だ 、 願 わく ば 、 釈 迎 牟 尼 仏 よ 、 ま さ に 、 私 達 、 生 者 の 為 に 、 こ の 
法華 経 を 説い て くだ さい 。 
(と ころ で 、) 善 い 男子 や 善い 女 の 人 は 、 釈 迎 牟 尼 仏 の (肉体 の ) 死 
後 、 ど うし た ら 、 こ の 法華 経 を 得る こと が で きま すか ? 」 

釈 迎 年 尼 仏 は 、 普 賢 菩 薩 に 告げ た 。 

「 善い 男子 や 善い 女 の 人 は 、 四 つの も の を 成就 すれ ば 、 私 、 釈 迎 牟 
尼 仏 の (肉体 の ) 死 後 、 ま さ に 、 こ の 法華 経 を 得る 。 
ー プ 目 は 、 諸仏 に 念頭 に 置か れ て 講 隻 ら れる こと で ある 。 

ニ つ 目 は 、 諸 々 の 功徳 、 善 行 の 本 も と を 種 の よう に 植え る こと で あ 
る 。 
三 つ 目 は 、『 正 定 藤 』、『 仏 に 成る こと が 決定 し て いる 不 退 転 の 境 
地 の 菩 薩 達 に 入る こと で ある 。 
四 つ 目 は 、 一 切 の 『 上 衆 生 』 、『 生 者 』 を 救う 心 を 起こ すこ と で あ 
る 。 
善い 男子 や 善い 女 の 人 は 、 こ れ ら の 四 つ の も の を 成就 すれ ば 、 私 、 
釈 迎 牟 尼 仏 の (肉体 の ) 死 後 、 必 ず 、 こ の 法華 経 を 得る 」 

その 時 、 普 覧 昔 薩 は 、 釈 迎 牟 尼 仏 に 吉 っ た 。 


釈 迎 年 尼 仏 よ 、 「 後 五 百 歳 」、「 未 法 」 で 、 滴 っ て 汚れ た 悪い 世 


の 中 で 、 こ の 法華 経 を 受け 入れ て 保持 し て いる 者 が いれ ば 、 私 、 普 
賢 菩 薩 は 、 ま さ に 、 守護 し て 、 そ の 者 の お と ろ え と 、 わ ずら い を 除 
去 し て 、 安 穏 と させ ます 。 

また 、( 悪 い 鬼 な ど が 、) う か が い 求 め て も 、 そ の 者 の 手がかり を 
得 ら れ な いよ うに させ ます 。 

(その た め 、) 魔 、 魔 の 子 、 魔 女 、 魔 民 、 魔 に に りつ か れ た 者 、 悪 
い 夜 叉 、 悪 い 殺 剃 、 鳩 山 共 クン バン ダ 、 昆 舎 聞 ピ シャ ー チ ャ 、 吉 
譜 、 富 単 那 ブー タ 、 在 陀 維 な どの 諸々 の 人 を 悩ま す 者 は 皆 、 手 が か 
けり を 得る こと が で きま せん 。 

この 人 が 、 歩 いた り 、 立 っ た り し て 、 こ の 法華 経 を 読め ば 、 そ の 
時 、 私 、 普 賢 昔 薩 は 、 六 つの 嘱 を も っ た 白い 人 象 ゾ ウ の 王 に 乗っ て 、 
大 いな る 菩薩 達 と 共に 、 そ の 場所 に 行っ て 、 自 ら 身 を 現し て 、 捧 げ 
も の を 捧げ て 、 守 護 し て 、 そ の 者 の 心 を 慰安 し ます 。 

法華 経 に 捧げ も の を 捧げ る た めで も あり ます 。 

この 人 が 、 学 っ て 、 こ の 法華 経 に つい て 思考 すれ ば 、 そ の 時 、 
私 、 普 賢 菩 薩 は 、 白 い 象 ゾウ の 王 に 乗っ て 、 そ の 人 の 前 に 現れ て 、 
も し 、 そ の 人 が 法華 経 で 一 句 や ー つ の 詩 を 忘れ て いる 所 が 有 れ ば 、 
私 、 普 賢 菩薩 は 、 ま さ に 、 そ れ を 教え て 、 共 に 読ん で 、 通 じ さ せ て 
利益 を 得 さ せま す 。 

その 時 、 法華経 を 受け 入れ て 保持 し て 読ん で いる 者 は 、 私 、 普 賢 
菩薩 の 身 を 見 て 、 と て も 大 い に 喜 ん で 、 ま すま す 、 ま た 精進 し て 、 
私 、 普 覧 茸 薩 を 見 た た め 、 三 昧 と 、 陀 維 尼 を 得 ま す 。 

これ ら の 陀 維 尼 を 旋 陀 殺 尼 、 百 干 万 億 旋 陀 維 尼 、 法 音 方 便 陀 殺 尼 
と 名 づけ ます 。 

これ ら の 陀 雑 尼 を 得 ま す 。 

釈 迎 年 尼 仏 よ 、 も し 後世 に 、「 後 五 百 歳 」、「 未 法 」 で 、 濁 っ て 
汚れ た 悪い 世の中 で 、 出 家 者 の 男女 や 在家 信者 の 男女 の うつ ち 、 法 華 
経 を 探求 し て いる 者 、 受 け 入れ て 保持 し て いる 者 、 読 ん で いる 者 、 
書き 写し て いる 者 が 、 こ の 法華 経 を 修習 し た いと 欲し た な ら ば 、 ま 
さ に 、 ニ 十 一 日 の 間 中 、 一 心 に 、 精 進 す れ ば 、 満 二 十 一 日 後 、 私 、 
普 賢 昔 薩 は 、 ま さ に 、 六 つの 牙 を も っ た 白い 象 ゾ ウ の 王 に 乗っ て 、 
量り 知れ な い ほ ど 無 数 の 菩薩 に 囲ま れ て 、 一 切 の 「 衆 生 」、「 生 
者 」 が 喜ん で 見 る 身 を その 人 の 前 に 現し て 、 そ の 人 の 為 に 仏法 を 説 
いて 、「 示 教 利 喜 し て 」、「 教 示し て 鼓 婦 し て 喜ば せ て 」 、 ま た 、 
この 「 陀 殺 尼 の 」、「 真理 の 保持 で ある 」、「 呪 」、「 仏 の 言葉 」 
を その 人 に 昌 えま す 。 

この 「 陀 羅 尼 」 、「 仏 の 吉 葉 」 を 得 れ ば 、 人 で は な い 者 が 破壊 
る こと は で き な く な けり ます し 、 女 の 人 に 惑わ され て 心 が 乱 され る こ 
と が な く な けり ます 。 

私 、 普 賢 菩 薩 、 自 身 も 、 ま た 、 自 ら 、 常 に 、 こ の 人 を 護り ます 。 


た だ 、 願 わく ば 、 釈 迎 年 尼 仏 よ 、 私 、 普 賢 菩薩 が 、 こ の 「 陀 雑 
尼 」、「 仏 の 吾 葉 」 を 説く こと を 許し て くだ さい |。 


する と 、( 普 賢 菩 薩 は 、) 釈 迎 牟 尼 仏 の 前 で 、「 呪 」、「 仏 の 吉 
葉 」 を (サン スク リッ ト 語 で ) 説 いて 吉 っ た 。 

「 阿 槽 地 ア タン ダイ 、 槽 陀 婆 地 タ ンダ ハル ダイ 、 構 陀 婆 帯 タ ンダ ハハ テ 
イ 、 構 陀 鳩 肉 款 タン ダク シャ レイ 、 丁 陀 修 陀 款 タンダ シュ ダレ イ 、 
修 陀 款 シュ ダレ イ 、 修 陀 維 婆 底 シ ュ ダ ラ 八 チ 、 仏 駄 波 薄 補 ボ ッ ダ 八 
セン ネイ 、 薩 婆 陀 比 尼 阿 婆 多 尼 サ ル バ ダ ラニ アバ タニ 、 薩 疲 小 沙 阿 
婆 多 尼 サ ル バ バ シャ アバ タニ 、 修 阿 婆 多 尼 シ ュ ア バタ ニ 、 僧 伽 婆 履 
叉 尼 ソ ウ ギ ャ ハビ シャ ニ 、 僧 伽 混 伽 陀 尼 ソ ウ ギ ャ ヤ ネ ッ ギャ ダニ 、 阿 
僧 祇 ア ソウ ギ 、 僧 伽 小 伽 地 ソ ウ ギ ャ 八 ギ ャ ダイ 、 帝 隷 阿 情 僧 伽 児 略 
テイ レイ アダ ソウ ギャ トリ ャ 阿 殺 帝 波 維 融 アラ テイ ハラ テイ 、 薩 姿 
僧 伽 三 摩 地 伽 蘭 地 サル バ ソ ウ ギ ャ サン マジ キャ ラン ダイ 、 職 婆 達磨 
修 波 利 唱 病 サル バダ ル マ シ ュ ハ リセ ッ テ イ 、 薩 婆 薩 二 楼 駄 サ ル バ 
サッ タロ ダ 情 舎 略 阿 | 加地 キョ ウシ ヤリ ヤ ア ト ギ ャ ダイ 、 辛 阿 昆 吉 
利 地 帝 シン アビ キリ ダイ テイ 」 

( 普 賢 菩 薩 は 、 釈 迎 牟 尼 仏 に 吉 っ た 。) 


釈 迎 牟 尼 仏 よ 、 も し 菩薩 が 、 こ の 「 陀 欠 尼 」、「 仏 の 吉 葉 」 を 聞 
く こ と が で き 得 た ら 、 ま さ に 、 知 る べき で す 、 普 賢 菩 薩 の 神通 力 に 
よる 物 な の で す 。 

も し 法華 経 が 「 間 浮 提 」、「 この世 」 で 行わ れ て 、 法華 経 を 受け 
入れ て 保持 し て いる 者 が いれ ば 、 ま さ に 、 こ の よう に 思う べき で 
す 。「 皆 、 普 覧 菩薩 の 威力 が ある 神通 力 に よる 物 な の で ある 」 と 。 

も し 法華 経 を 受け 入れ て 保持 し て 、 読 ん で 、 正 し く 記憶 し て 、 そ 
の 意義 を 理解 し て 、 教 え の 通 り に 修行 すれ ば 、 ま さ に 、 知 る べき で 
す 、 こ の 人 は 、 普 賢 菩薩 の 行い を 行 お こ な っ て いて 、 無 限 な ほど 、 
量り 知れ な い ほ ど 無 数 の 諸仏 の 所 で 、 善 の 種 と な る 善行 を 深く 植え 
て いて 、 諸 仏 に 手 で 、 そ の 頭 を 撫で て も ら え ます 。 

も し 、 た だ 法華 経 を 書き 写し た だ け で も 、 こ の 人 は 、 命 が 終わ る 
と 、 ま さ に 、 羽 利 天 の 上 に 生ま れ て 、 こ の 生ま れ た 時 、 八 万 四 千 の 
天女 が 、 多 数 の 「 伎 楽 」、「 音 楽 」 を 鳴ら し て 、 や っ て 来 て 、 こ の 
人 を 迎え ます 。 

この 人 は 、 七 種類 の 宝 の 冠 か ん びり を つけ て 、 天 女 の 女官 の 中 
で 、 娯 楽 の 快楽 を あじ わい ます 。 

まし て 、 法 華 経 を 受け 入れ て 保持 し て 、 読 ん で 、 正 し く 記憶 し 
て 、 そ の 意義 を 理解 し て 、 教 え の 通り に 修行 すれ ば 、 こ の 人 は 、 な 
お さら 良く び お か えら れ ま す 。 

も し 人 が 法華 経 を 受け 入れ て 保持 し て 、 読 ん で 、 そ の 意義 を 理解 


すれ ば 、 こ の 人 は 、 命 が 終わ る と 、 幾 干 も の 諸仏 が 手 を 差し 伸 べ て 
くれ て 、 恐 れ な くさ せ て も ら え て 、「 悪 趣 」、「 悪 道 」 に 堕ち な く 
させ て も ら え て 、 外 率 天 の 上 の 弥 動 菩 薩 の 所 へ 行き ます 。 

張 動 菩 薩 は 、 仏 の 「 三 十 二 相 」 が 有 っ て 、 大 いな る 菩薩 達 に 囲ま 
れ て いて 、 幾 百 、 幾 千 、 幾 万 、 幾 億 も の 天女 の 善 属 が いて 、 そ の 中 
に 生ま れ ま す 。 

(法華 経 に は 、) こ れ ら の 功徳 に よる 利益 が 有り ます 。 

この た め 、 知 者 は 、 ま さ に 、 一 心 に 、 法華 経 を 、 自 ら 書 ! た けり 、 
他人 に 書か せ た !) し て 、 受 け 入 れ て 保持 し て 、 読 ん で 、 正 し く 記 憶 
し て 、 教 え の 通り に 修行 する べき で す 。 

釈 迎 年 尼 仏 よ 、 私 、 普 賢 苦 薩 は 、 今 、 神 通 力 に よっ て 、 こ の 法華 
経 を 守護 し て 、 釈 迎 牟 尼 仏 の (肉体 の ) 死 後 、「 韻 浮 提 」、「 こ の 
世 」 の 内 に 、 法 華 経 を 、 広 く 流布 させ て 、 断 絶 さ せま せん 。 


その 時 、 釈 迎 年 尼 仏 は 、( 普 賢 昔 薩 を ) ほ め た た えて 吉 つ っ た 。 


善い か な 。 

善い か な 。 

普 賢 苦 薩 よ 、 あ な た は 、 こ の 法華 経 を 護っ て 助け て 、 多 く の 場 所 
の 「 軍 生 」、「 生 者 」 を 安楽 に させ て 、 利 益 を も た ら す こと が で き 
る 。 
あな た 、 普 賢 苦 薩 は 、 學 に 、 不 可 思 議 な 功徳 と 、 深 い 大 いな る 思 
いや り を 成就 し て いて 、 遠 い 昔 か ら 、「 阿 精 多 殺 三 待 三 菩提 」、 
「 無 上 普遍 正 覚 」 を 求め る 心 を 起こ し て いて 、 こ の 神通 力 に よる 願 
い を し て 、 こ の 法華 経 を 守護 する こと が で きる 。 

私 、 釈 周年 尼 仏 は 、 ま さ に 、 神 通 力 で 、 普 賢 菩 薩 の 名 前 を 受け 入 
れ て 保持 し て いる 者 を 守護 し ます 。 

普 賢 昔 隊 よ 、 も し 、 こ の 法華 経 を 受け 入れ て 保持 し て 、 読 ん で 、 
正しく 記憶 し て 、 修 習 し て 、 書 き 号 せ ば 、 ま さ に 、 知 る べき で あ 
る 、 こ の 人 は 、 釈 迎 御 尼 仏 を 見 て いる の で ある 。 

釈 迎 御 尼 仏 の 口 く ちか ら 、 こ の 法華 経 を 聞い て いる よう な 物 な の 
で ある 。 

まさ に 、 知 る べき で ある 、 こ の 人 は 、 釈 迎 牟 尼 仏 に 捧げ も の を 捧 
げ て いる の で ある 。 

まさ に 、 知 る べき で ある 、 こ の 人 は 、 釈 迎 牟 尼 仏 に 「 善い か な 」 
と ぼ ほめ られ て いる の で ある 。 

まさ に 、 知 る べき で ある 、 こ の 人 は 、 釈 迎 牟 尼 仏 に 手 で 、 そ の 頭 
を 撫で られ て いる の で ある 。 

まさ に 、 知 る べき で ある 、 こ の 人 は 、 釈 迎 牟 尼 仏 の 衣 で 旨 わ れ て 
いる の で ある 。 


この 人 は 、 俗 世 の 快 楽に 條 欲 に 執着 し な いし 、 外 道 の 書 物 を 好ま 
な いし 、 外 道 、 諸 々 の 悪い 者 、 層 毅 人 、 猪 イノ シシ 、 羊 、 鶏 、 犬 を 
層 角 する 家畜 と する 者 、 猟 師 、 遊 女 に 喜ん で 親しみ 近づか な い )。 

この 人 の 心 は 、 正 走 で 、 正 し い 記 憶 が 有 っ て 、 幸 福 を も た ら す 功 
徳 の 力 が 有る 。 

この 人 は 、「 三 毒 」 に 悩ま され な いし 、 ま た 、 怒 始 、 思 い 上 が けり 
に 悩ま され な い 。 

この 人 は 、「 少 欲 知足 で 」、「 谷 を 最少 に 抑 えて 、 最 少 の も の で 
満足 する こと を 知っ て いて 」、 普 賢 菩薩 の 行い を 修行 で きる 。 

普 賢 菩 薩 よ 、 も し 私 、 釈 迎 牟 尼 仏 の (肉体 の ) 死 後 、「 後 五 百 
歳 」、「 未 法 」 で 、 人 が 、 法 華 経 を 受け 入れ て 保持 し て 読ん で いる 
者 を 見 た ら 、 ま さ に 、 こ の よう に 思う べき で ある 。 

「 こ の 人 は 、 遠 か ら ず 、 ま さ に 、 道 場 へ 行っ て 、 諸 々 の 魔 達 を 
破っ て 、『 阿 胡 多 名 三 革 三 菩提 』、『 無 上 普遍 正 覚 。 を 得 て 、 法 輪 
を 転じ て 、 法 の 太鼓 を 打ち 鳴ら し て 、 法 螺 貝 を 吹き 鳴ら し て 、 仏 法 
と いう 雨 を 降ら し て 、 ま さ に 、 天 人 と 人 の 大 則 の 中 で 、『 獅子 の 法 
座 』、『 仏 の 法 座 』 の 上 に 学 禅 す る 」 と 。 

普 覧 茸 薩 よ 、 も し 後世 で 、 こ の 法華 経 を 受け 入れ て 保持 し て 、 読 
め ば 、 こ の 人 は 、 衣 服 、 寝 具 、 飲 食物 、 生 活 の 道具 に 貸 欲 に 執着 し 
な いし 、 願 う 物 は 虚 し く な いし 、 現 世 で 、 そ の 幸福 な 報い を 得る 。 

も し 人 が 、 こ の 人 を 見 下 し て 傷つけ て 、「 お 前 は 狂人 で し か な 
い 。 空 し く 、 こ の よう な 行い を し て 、 終 に 、 得 る 物 は 無い 」 と 吉 っ 
た な ら ば 、 こ の 固 の 報い と し て 、 ま さ に 、 生 か ら 生 へ 、 眼 が 無い 。 

も し 、 こ の 人 に 捧げ も の を 捧げ て 、 ほ め た た えれ ば 、 ま さ に 、 今 
世 で 、 果 報 を 現し て 得る 。 

も し 法華 経 を 受け 入れ て 保持 し て いる 者 を 見 て 、 そ の 過ち 、 悪 い 
所 を 暴き 出せ ば 、 真 実 で も 、 真 実 で な く て も 、 こ の 人 は 、 現 世 で 、 
皮膚 が 白く な る 皮膚 病 に 成る 。 

も し 、 こ の 法華 経 を 受け 入れ て 保持 し て いる 者 を 見 下 し て 笑い も 
の に すれ ば 、 ま さ に 、 生 か ら 生 へ 、 歯 が 抜け た り 欠 けた りす る し 、 
居 が 醒 く な る し 、 鼻 が 平ら に 潰れ る し 、 手 脚 が 曲がっ て 伸び な く な 
る し 、 斜 視 に な る し 、 体 が 臭く て 汚く な る し 、 上 皮膚 病 に な っ て 肛 と 
血 が で る し 、 腹 部 に 水 が た まる し 、 短 気 に な る し 、 諸 々 の 悪い 重病 
に な る 。 

この た め 、 普 賢 菩 薩 よ 、 も し 、 こ の 法華 経 を 受け 入れ て 保持 し て 
いる 者 を 見 れ ば 、 ま さ に 、 仏 を 散 つ よう に 、 起 立 し て 、 遠 く か ら 、 
迎え る べき で ある 。 


釈 迎 年 尼 仏 が 、 こ の 法華 経 の 普 賢 (菩薩 ) 勧 発 品 を 説い た 時 、 
「 恒 河 沙 」、「 ガン ジス 川 の 砂 の よう に 無数 」 に 等 し い 数 の 、 無 限 


な ほど 、 量 けり 知れ な い ほ ど 無 数 の 菩薩 は 、 百 千 万 億 旋 陀 殺 尼 を 得 
7 誠 。 

「 三 千 大 千世 界 」 の 微細 な 塵 ちり に 等 し い 数 の 諸々 の 菩薩 は 、 普 
賢 菩 薩 の 道 を 備え た 。 


釈 迎 牟 尼 仏 が 、 こ の 法華 経 を 説い た 時 、 普 賢 菩 薩 な どの 諸々 の 菩 
薩 と 、 人 杏 利 莉 な どの 諸々 の 声 間 と 、 諸 々 の 天 人 、 龍 と いっ た 、 人 
と 、 人 で は な い 者 達 の 一 切 の 会 の 大 胃 は 皆 、 大 い に 喜 ん で 、 釈 迎 牟 
尼 仏 の 吉 葉 を 受け 入れ て 保持 し て 、 人 敬礼 し て 、 去 っ た 。 


